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高速液体クロマトグラフィーによるアスピリン中の無水アスピリンの定量

斉藤恵美子・緒方宏泰・柴崎利雄・江島　昭・非上哲男

Determination　of　Aspirin－anhydride　in　Aspirin　by　High－Speed

　　　　　　　　　　Liquid　Chromatography

Elniko　SAITo，　Hiroyasu　OGATA，　Toshio　SHIBAzAKI，

　　　　　Akira　EJIMA　and　Tetsuo　INouE

　Arapid　and　simple　method　for　the　deterlninatiQn　of　an　immunogenic　impurity　ln　aspirin（AS），

aspirin　anhydride（ASN），is　described．　This　method　is　based　Qn　the　high．speed　liquid　chromato－

graphy（HLC）on　a　Hitachige13011　column（3　mm×500　mm）using　methanol　as　the　mobile　phase．

Abenzene　solutlon　of　ASN　extracted　from　AS　by　a　benzene．aqueous　phosphate　bufξer　system　is

used　for　HLC．　The　method　is　reproducible　and　permlts　determination　of　O．0005％ASN　in　AS．

Applying　the　methQd　to　nine　different　commercial　AS　preparations　in　Japan，　ASN　was　found　to

be　present　in　amounts　ranging　from　O．005　to　O．013％in　three　preparations．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Recelved　May　31，1977）

緒 言

　アスピリン（AS）は非ピリン系の解熱鎮痛剤として

広く使用されている．ASには徴量ではあるが無水ア

スピリン（ASN）の混在するものがあり，このASNに

は高度の免疫原性を有することが，1971年De　Weck

によって報告された1）。De　WeckはAS中のASN

の存在を薄層クロマトグラフ法によって確認した．そ

の後，H．　Bundgaardらはα・benzanlide－cinnamic

acidを呈色試薬とするその比色定量法を開発し，市販

AS中の0．001％以上のASNの混在を測定した2）．

　著者らは市販AS，同製剤および同複合製剤の品質

管理の立場から，この比色法2）の一部を改良し，これ

らのなかのASNを定量した3）．高速液体クロマト

グラフィー（HLC）によるASNの定量において，

s．L。　Aliは，　ASのメタノール溶液を直接注入したが，

その検出限界は0．01％であると報告している．しか

し，H．　Bundgaard　らの測定例によれば9例中6例

が0．0012～0．0029％のASNを含有しているので，

0．001％程度のものまで測定できなけれぽ実用性にと

ぼしいと考え．，著者らは前処理にH．Bundgaardら

の抽出法を準用してHLCを行い．　H．　Bundgaardら

の比色法と同程度の微量ASNの測定法を確立するこ

とが出来たので報告する．

実　験　方　法

　1．　装置

　高速液体クロマトグラフ装置：検出器（UV－254　nm）

Iatr。n，　Uvigraph　LC－1．記録計：Ohkura，　D2R2M－1．

分離管：ガラス製カラム（内径3mm×500　mm）にス

チレンジビニルベンゼン共重合体（Hitachi－gel－3011）

を充填．

　2．　試薬および陰毛

　ASN：H．　Bundgaardらの方法2）によって合成した

（m，P．85。）．

　ASN標準原液：ASN約10　mgを精密に量り，ク

ロロホルムに溶かし10．OmJとする．冷所に保存し，

2日以内に使用する．

　ASN比較標準液1用時，　ASN標準原液をとり，ク

ロロホルムを用いて使用濃度に正確に希釈する．

　0．5Mリソ酸塩溶液（pH　11．2）；リソ酸二水素カリ

ウム（試薬特級）34gに2N水酸化ナトリウム液

185m’および水を加えて溶かし500m’とする．

　0．5Mリン酸塩緩衝液（pH　7．8）：リン酸二水素カ

リウム349に2N水酸化ナトリウム液115　mZおよ

び水を加えて溶かし500m1としたのち，2N水酸化

ナトリウム液を滴加して，pH　7．8に調製する．

　3．試料
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　ASおよびAS錠　市販品

　4．定量法

　AS　O．509またはAS含量既知のAS錠のAS
O．50gに対応する量を共せん試験管にとる．これに

べソゼソ2．Oln’を加えて振り混ぜたのち，さきに著

者らの検討した抽出条件にしたがい3）．5。以下に冷却

したpH　11．2の0．5Mリン酸鹿溶液10．　O　mZを連

やかに加えて，2分間強く振り混ぜたのち，遠心分離

（2000r．　P．　m）する．ベンゼン層を分取し，　pll　7．8

の0’5Mリン七城緩衝液10．OmJを加えて振り混ぜ

たのち，遠心分離し，ペソゼン層1．Om’とる．つぎ

に窒素を送風してペソゼソを蒸発させる．残貿物をク

ロロホルムα10m1に溶かし、試料溶液とする．試料

溶液10．0μ」を25μ1のマイクロシリンジにとり，

IILCを行ない．　ASN比較標準液から得たピーク高さ

との絶対比較法により試料溶液中のASNの濃度（％）

を求め，次式により試料中のASNの量（％）を算出

する．

　AS中のASNの量（％）

　　＝試料溶液中のASNの濃度（％）×0，4

　ただし，HLCの条件はFig．1および2に示す．

実験および結果

磐

ヨ

ぞ
窮

薯

B

A

　1．高速液体クロマトゲラフィ

　1）吸光度ASNのメタノール溶液（10μ9／mのの

波長254nmにおける吸光度は層長1cmにおいて約

0．18で大きいとはいえないが，UV－254　nm検出器を

使用することができる．

　2）　カラム充填剤　スチレン・ジビニルベンゼン共

重合体（Hitachi－ge13011）およびシリカゲル（Iatro

bead　6R6－8020）について検討したが，　AS中のASN

の分離定量には，Hitachi－gel　3011が適していた．す

なわち，移動相にメタノールを用いてHLCを行うと

き，ASN関前医薬品のASNに対する相対保持時間

はアスピリン0．48，サリチル酸0．42，サリチルアミ

ド0．46，サザピリン0。66であり，ASNはこれらの

障害を受けることなく分離険出される．ただしこれら

のうちサリチルアミド以外は4．定∫荏法ではペンゼソ

層に抽出されない．

　3）クロマトグラムFig。1。にASNの0，0ユ0％

クロロホルム溶液10．0μを注入して得たクロマトグ

ラムおよび条件を示す，そのピーク高さは約8cmで

あった．

　4）精度Fig．1．の条件でくりかえし10回の注入

試験を行った変動係数は3．1％であった．ASNの徴

量定量には十分に適用可能な値である．

0 1〔lmi11

Rctention　time（min）

Fig．1．　Chromatogram　of　aspirin　anhydride

　　　　A：aspir1n　anhydride　B：chloroform

Colum，　Hitachi－ge13011，3mm×500mm；mo．
bile　phase，　methanol；flow．rate　L　O　m’／min；

tempera亡ure　ambient；detector　sensi亡ivitγ，

0．04AUF；recorder　sensitivity，10mV；chart

speed，5mm／min；amount　injected，10μ’，

0．01％aspirin　anhydride　in　chloroform．

　5）ASN比較標準液の安定性0．010％ASNのメ

タノール溶液は常温に24時間放置するとき，約12％

分解することがHLCにより確認されたが，クロロホ

ルム溶液では約1．5％の分解が推定された．以上の結

果から，ASN標準原液（0．10％）は切所に保存し，2

日以内に使用することとし，比較標準液は用時調製す

ることとした．

6）検量線Fig．2．に示したように，　ASN比較標

霜40
呂
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二
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着

＆

　　　1　　　2　　　　3　　　4
Concentratioηof　aspirin　anhydride，

×10－2％

Fig．2．　Calibration　curve　for　aspirin　anhydride

　　　　by　high－speed　liquid　chromatography

Column，　mobile　phase，　flow．rate　and　amount

injected，　are　the　same　as　in　Flg．1．；Tem・

perature，15。；recorder　sensitivity，200r　2　mV；

detector　sensitivity，0．04　AUF，
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準液の10μ1注入において，検討したASN濃度
0．001～0．04％の範囲で原点を通る良好な直線性を示

した．

　7）　回収率H．Bundgaardらの方法2）を改良した

著者らの方法3）によってもASNが検出されなかっ

たAS粉末0．50　gずつを，共栓試験管A，　Bおよ

びCにとり，それぞれに0。020％ASNベンゼン溶液

100μ’を加えて5分後，ペソ・ゼン2．OmJおよびpH

112のリン酸塩溶液10．Om1を加え，以下4定量

法により操作して得たクロマトグラムのピーク高さ

は，A：73，73および71　mm，　B＝73，72および

71mm，　C：72，72および74mmであった．他方，

0．010％ASN　クロロホルム液から得たピーク高さは

78，78および77mmであった．　A，　BおよびCの

回収試験の抽出時のASNの理論濃度は0．000952％

（20。0μg／2．1m1）であるから，これら3回の平均値

から回収率を求めると，A：97．8，　B：97．3および

C：98．2％であり，満足すべき回収率であった．

　2，市販ASおよびAS錠中のASNの定量結果
　市販アスピリン結晶粉末3種，市販アスピリン錠6

種の中のASNをHLCにより定量し，これと著者ら

のH．Bundgaardらの変法3）による測定結果と比較

したところ，Table　しに示すように，相互の定量値

はほぼ一致している，

Table　1．　Determination　of　aspirin　anhydride

　　　　　in　commerclal　aspirin　and　its　pre－

　　　　　paratlons

Product Aspirin　anhydride　content（％）
　　HLC　　　　Colorilnetry3）

Apowdera）

B　powder

C　powder

D　tablet

E　tablet

F　tablet

Gtablete）

H　　tabletC）

I　　tabletC）

noneb）

none

none

none

none

none

O．005

0．013

0．008

none

none

none

none

none

．none

O．005

0，014

0．007

結 語

　1）高速液体クロマトグラフィによるASおよび

AS錠中のASNの簡便な微量定量法を確立し，市阪

ASおよびAS錠中のASNを定量し，　H．　Bundgaard

らの比色法の変法3）による結果と比較したところ，よ

く一致した．（Table　1）．

　2）　S．L．　AliによるHLCの検出限界は0．01％と

報告されているが，著者らはH．Bundgaardらの比

a）　crystalline　powder

b）　none　detectable

c）　importation

色法2）と同様なASNをASから分離抽出し濃縮する

前操作を加えること｝こより，比色法と同様に0．0005％

のASNの混在をも定量することが出来た．

　3）市販ASおよびAS錠中のASNの測定結果
は我国において製造されたと思われるほとんどのもの

にはlASNは検出されなかった．
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ガスクロマトグラフィーによるあへん中の主要アルカロイドの定星

大野昌子・島峯望彦・高橋一徳

Gas　Chromatographic　Determination　of　the　Major　Alkaloids　in　Opium

Masako　ONo，　Mochlhiko　SIIIMAMINE　and　Kazunorf　TAKAIIAsHI

　Asensitive，　simple　and　rapid　gas　chromatographic　method　for　the　quantltative　deternlination　o、

main　opium　alkaloids　of　morphine，　codeine，　thebaine，　papaverine　and　noscapine　in　opium　has

been　established．

　The　procedure　involves　preliminary　extraction　and　separation　of　morphine－codeine　fraction　and

of　thebaine－papaverine－noscapine　fraction，　foliowed　by　trimethy！sHyIation　of　the　former，　addition　of

internal　standards　respectively　and　analysis　using　a　GC　with　a　flame　ionizatiQn　detector．

　Morphine　and　codeine　are　separated　on　a　column　packed　with　39らJXR　silicone　on　Chromosorb

GHP．　Thebaine，　papaverine　and　noscapine　are　also　separated　cQmpletely　on　a　column　of　3％OV．1

0n　Gas　chrom　Q．　Using　ta11ing　peak　adaptor　is　neces＄ary　for　the　estimation　of　thebaine．

　The　reproducibility　of　analysis　and　recovery　of　the　alkaloids　are　shown　in　Table　2　and　3　res鱒

pectively．

　The　comparisQn　of　the　resu1ts　obtained　by　this　method　and　by　the　of且cial　methods　is　in　Table　4．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　わが国ではあへんの需要量のほとんどをインドから

の輸入でまかなっており，輸入価格はモルヒネ含量だ

けで決められ，あへんの他のアルカロイドは考慮され

ていない，しかしモルヒネの95％以上が，需要の多

い鎮咳剤のコデインやジヒドロコデインの製造に当て

られている現状では，次第に天然に含まれているコデ

イン等他のアルカロイド含量の多少が，あへんの価値

を評価する因子に加えられる傾向になってきている．

われわれはこれまでにもあへん中の主要アルカロイド

であるモルヒネ，コデイン，テパイン，パパペリン，

ノスカピンの簡便，迅速な精度の高い定量法を種々検

討したが1鯉5），ガスクロマトグラフィーによって目的

を果たすことができた．

実　験　方　法

　1．　定量用アルカロイド塩基の精製

　i）モルヒネ，コデイン，パパペリン，ノスカピン：

日局八適品の塩酸モルヒネ，リン酸コデイン，塩酸パ

パベリソ，塩酸ノスカピンをそれぞれ水に溶かし，ア

ンモニア試液を加え，生じる沈殿をろ取し，いずれ

も水洗後無水エタノールから再結晶したのち，減圧

（5mmHg，　P205），40。，2時間乾燥する．

　iDテバィンはFig．1に示す方法であへんから抽

出，分離し精製する，得られたテパインは融点，UV，

IR，　Mass，　NMR各スペクトル，　TLC，　GC法で定

量用標準品として十分であることを確認した．

　2．　標準溶液の調製

　i）標準溶液Alモルヒネ約40mgおよびコデイ

ン約20mgをそれぞれ精密に量り，無水エタノール

に溶かし100mJとする　（モルヒネ，コデイン定量
用）．

　ii）標準溶液B：テパイン約15　mg，パパペリン約

30m9およびノスカピソ約50m9をそれぞれ精密に

量り，無水エタノールに溶かし100mJとする（テパ

イン，パパベリソ，ノスカピン定旦用）．

　3，　内部標準溶液の調製

　i）内部標準溶液A：フタル酸ジノニル約50mg

を精密に量りアセトンに溶かし100m’とする（モル

ヒネ，コデイン定量用）．

　ii）内部標準溶液B：n一酸酪コレステロール約50

m9を精密に量り，無水エタノールに溶かし100m’と

する（テパイン，パパベリソ，ノスカピン定量用）．

　4，試料の調製

　目的とするアルカロイドを一度に定量することが望

ましいが，シリル化の必要があるもの　（モルヒネ），

’Rの大きいもの　（パパベリソ，ノスカピン）などが

あるため，あへんの抽出液をFig．2に従ってフラク

ション1，2に分けたのち，定量用の試料溶液1およ
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Opium

trituピate　with　5　times

Qf　water
五1ter

丘ltrate

neutralize　with　50％N
ulter

　　　コ　　　　　ロprec1Pltate

9

residue

・

丘1trate

　　　十Ca（OH）2，　shake

　　　創ter

6

residue

創trate

　　　　concentrate

　　　　十50％tartaric　acid　so1．

　　　　丘lter

五ltrate

dry　in　oven

extract　with　aceしone

丘1ter

residue

　　　る　　　　　りprec1P1tate

　　　recrysta11izewith　60　g≦EtOH

　　　dissolve　in　hot　water

　　　ncutralize　with　NaOII　sQ1．

　　　創tcr

filtrate

　　　　コ　　　　　

P「ec1Pltate　　　　　　　　　　五lt，ate
　　　　recrystallizc　with　EtOII

Thebaine　base　　mp　196。

　　Fig，1．　Isolation　of　pure　thebaine　from　oplum

Opium　O．lg

triturate　with　5　mJof　lヲ

filter　into　50mJvolumet

wash　with　10　m～of　1％1

　　　filtrate

　　　　　　add　II20　to　volume

20mZextract

　　　extract　with　CHCI330　m～×4

％IICI十5ml　of　196　HCl

residue

CHCI・ext・a・t　　　　　　。q。，。。s　s。1。ti。・

　　　add　ammonia　TS　lO　ml　　　　　　　　add　ammonia　TS　10甲1

、1，，a塁・er　　　　識謙Sll搬・’・・
　　　evap。，at。　with　s。cti。・　　　　丘lte「

residue（T，　P，　N）　　　　　　　　　　　　　　　filtrale

Sample　solution　II
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　add　EtOH　10mJ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ml　ethanol　solution

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　evaporate　with　suction

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　residue

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　add　O3　m♂of　BSA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　heat　at　900　for　10min

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　add　internal　standard　so！，　A　2m’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sampIe　so夏ution　I

　　　　　　Fig．2．　Preparation　of　samples　from　opium　for　GC
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びHを調製する．

　5．ガスクロマトゲラ7イー

　測定条件をつぎに表示する．

　Condition

　　i）GC　Apparatus：Shimadzu　GC－4BMPF

　　　　Detector：FID

①Column：JXR　silicQne，396，　Chromosorb　G

　HP（80～100　mesh），glass，1．D．3mm，　L．2m

　　　Temp．：Column　2・40。，　Detector：270。

②Column：OV－1，3％，　Gas　Chrom　Q（60～

　　　80mesh），glass，　LD。3mm，　L　2　m

　　　Temp．：Column　265。，　Detector＝270。

　　　Flow　ra亡e：N250m’／m1n，　H250　mJ／mln，

　　Air　O．9」／min

　　ii）Digital　integrator：Takeda　Riken

　　　　TR．2215　A

　　　　Digital　filter　　200　count

　　　　Threshold】eve1　　80μV

　　　　Time　delay　　O．3sec

　　　　Correction　rate　　500μV／nlin

　　　　Minimum　width　　O．1sec

　　　　Noise　filter　　4

　　　　Slope　sensitivity　　20μV／min

　Tailing　peak　adaptor：Takeda　Riken　TR－2200．18

　　　　Drop．11日目　leve1　8mV

　　　　After　off　　at　tR　3．50

　6．定量

　4で得た試料溶液1，Hそれぞれ1．0μ」をとり，

前記ガスクロマトグラフィーの条件で測定を行い，ピ

ークの面積比（x）を求め，次式によりアルカロイド

量を算出する．

　モルヒネ含量（mg）＝0．657x＋0，029

　コデイン含量（mg）＝0．679　x十〇，019

　テパイソ含量（mg）＝1．421　x十〇．001

　パパペリン含量（mg）＝1．274　x十〇．017

　ノスカピン含旦（mg）＝1．893　x十〇．081

　1）　試料のシリル化について

　モルヒネはいずれのカラムを用いても，良好なピー

クを得るためにはシリル化を必要とするので，フラク

ション1についてシリル化を検討した。

　フラクション1にビス（トリメチルシリル）アセト

アミド（BSA）0．30　mJを加え，90。の水浴中で加熱

し，GCによりTMS化の状態を5分間隔でしらべた

ところ，10分間で完全に終了していることが認められ

た．またこのあと加える内部標準溶液Aが，モルヒネー

TMS，コディンーTMSを分解してはならないので，

溶媒について検討を加えたところ，アセトンが適して

いた．

　2）　ガスクロマトグラフィー

　i）カラムの選定　4種類のカラム3％OV－1（Gas

chrom　Q，60～80　mesh），3％SE－30（GC，grade）

（Gas　chrom　Q，60～80　mesh），39ちJXR　silicone

（C1．1romosorb　G　IIP，80～100　mcsh）および3％

OV．17（Shima蹴e　W，80～100　mesh）を用い，試料

溶液1およびHの分離を検討したところ試料溶液1

には3％　JXR　silicone，’試料溶液Hについては3％

OV－1を使用したとき最も良好な分離を示した（Fig．

3，4）．

　iD　GCの条件　パパペリン，ノスカピンはtRが

大きいので，D．　Furmanec6）やG．　Fisherら7）が行

5 10 15 20mtlユ

Fig．3．　Gas　chromatogram　of　sample　solutlon　I

　　　　GC　condition　l　above．mentioned

　　　　1：codeine－TMS，2＝11ユorphine・TMS

　　　　3：dinonyl　phthalate　（1．　S、）

5 ユo 15min

Fig．4，　Gas　chromatogram　of　sample　solution　H

　　　　GC　condltion：above．mentioned

　　　　1＝thebaine　2：papaver1ne　3：noscapine

　　　　4：cholesterol　n－butyrate　（1．S．）
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ノ

って良好な結果を得たと報告している昇温GCを検討

したが，ピーク面積比の再現性に難点が認められたの

で，試料溶液1の場合と同様恒温GCを行ったがカラ

ム温度は1の場合より高くした．

　iii）テーリングピークアダプターの使用について

試料溶液Hのクロマトグラムにおいてパパペリンとノ

スカピンのピークには面積計算に誤差を生ずる可能性

のあるテーリングがないが，tRの小さいテパインのピ

ークは溶媒のテーリングと重なるため，デジタルイン

テグレーターによる面積計算に誤差を生ずるおそれが

あるが，デジタルインテグレーターにテーリングピー

クアダプターを併用することで解決できた．

　iv）検量線の作成

　a）モルヒネ，コデイγの検量綜　標準溶液Aは1，

2，3，4，5，6mJずつを正確に量り，それぞれにつ

いて減圧で蒸発乾固したのち，BSA　O．30m1を加え，

90。の水浴中で10分閻加熱し，冷後内部標準溶液A

2m1を正確に加え，その1・0μ1ずつにつきGCを行

う．縦軸にはアルカロイドと内部標準物質との重量比

（y）を，横軸にはデジタルインテグレーターを用い

て得られたピーク面積比（x）をとり検量線を作成し

た．モルヒネおよびコデインの定量可能範囲，回帰方

程式および相関係数をTable　1に示す．

　b）テパイン，パパペリン，ノスカピンの検量線

Table　1． Determlnable　ranges，　equation　formulas　and　coe伍cients　of　correlation　of

morphine，　cQdeine，　thebaine，　papaverine　and　nosoapine

　determinable　range
a！kaloids（w）／1．S．（w） equation　formula r

morphine

codeine

thebaine

papave「1ne

noscaplne

0．63剛2，50

0．35－1．80

0．16－0．97

0．30園3．20

0弓50用5．10

y＝1．188x十〇．052

y＝1．228x十〇．035

y＝2．905x十〇．001

y＝2．604x十〇〇35

y＝3．869x十〇．166

0．99999

099992

0．99999

0．99998

0．99994

Table　2． Reproducibility　of　analysis　of　morphine豊codeine，　thebaine，

papaverine　and　nQscapine

Sample Taken（mg） Found（mg） Means（mg） SD CV

τnorphine 2．09

2．14

2。09

2．08

2．07

2。07　　2．06

2。07

2，08 0．027 1，28

codeine 1．16

1．18

1．17

1，15

1．14

1，14　　1．13

1．13

1．15 0．017 1．48

thebame 0．68

0．69

0．68

0．68

0．67

0。67　　0．67

0．67

0．68 0．0084 1．23

papaverlne 0．63

0．64

0．63

0．63

0．62

0．62　　0．61

0．62

0。62 0．0084 1．34

noscaplne 3，00

3．06

3．04

3．02

3．02

3，00　　2．94

2。97

3．01 0，0411 1．37
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Table　3．　Recovery　of　morphine，　codeine，　thebaine，　papaverine　and　noscapine

Taken（mg） Found　（mg） Recovery（％）

morphine 9．00

8．81

8．98

8．71

97．9

99．8

96．8

codeine 2．65

2．66

2．57

2．60

100．4

97，0

98．．1

thebaine 0．98

0．99

0．97

0．96

101．2

99．0

98．0

　　　　　　サ
papave「lne 1．99

1．95

2．00

1．96

98．0

100．5

98．5

　　　　　コnoscaPlne 2．95

2．90

2．91

2．9↓

98．3

98，6

99．7

Table　4．　Contents　of　morphine，　codeine，　thebaine，　papaverine　and　noscapine　hl　opium

m・・h・d＼＼＿一丁竺＿＿
sample GC BP JP

codeine thebaine 　　　　　　コpapaverlne noscap！ne

Indian
　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

Japanese

　　1

　　2　．

　　3

　　4

　　5

11．05

10．86

11．07

11．26

11．04

10．81

10，69

10．06

11．02

15．63

18，88

23．69

10．36

11．09

％

9．71

9．67

9．77

9．98

9．69

9．68

9．84

9．68

9．81

％

13．82

14．61

20．96

8．91

9．37

％

3．32

3．29

3．31

3．30

3。31

3．24

3，10

2．97

3．22

1．69

1．35

1．54

2．99

5．08

％

0．30

0．41

0．25

0．38

0．41

0．46

0．38

0．43

0．36

％

V　S

V　S

O．39

0．60

1．70

0．46

0，47

0．47

0．50

0，53

0．42

0．44

0．49

0．41

1．08

1．00

ユ．29

0．76

0．77

％

6．16

4，69

5．78

5．20

5．65

5．33

5．59

5．63

6．22

3．98

5．86

4．41

2．45

4．15

％

VS：very　smaI1
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標準溶液Bは0．5，1，2，3，4，5，6mJずつを正確

に量り，それぞれ減圧で蒸発乾固したのち，内部標準

溶液B2m1を加えて溶かし，その1．0μ」ずつにつ

き（a）と同様にして検量線を作成した．テバイン，

パパベリソおよびノスカピンの定量可能範囲，回帰方

程式および相関係数をTable　1に示す．

　v）ピーク面積比の再現性　各アルカロイドの一定

量について再現性を検討した結果をTable　2に示す，

　vi）回収率の検討　各アルカロイドの一定量をと

り，試料の場合と同様に操作して，得られたピーク面

積比（x）から計算式により含量（mg）を算出し，そ

れぞれの回収率を求めた（Table　3）．

　3　あへんへの適用　あへん0。19を精密に量り，

本法により定量して得た結果はTable　4に示すとお

りである．

　インドあへんのモルヒネ含量については現在輸入あ

へんのモルヒネ含量測定に用いられているBP法と対

比し，また国産あへんについては日局法と対比して示

した．モルヒネ定量値はJP法，　BP法，　GC法の順

に高くなっている（0．85：0．90：1）．石灰沈殿法を骨

子とするJP法，　BP法問の定量値の差については，

われわれがすでに報告したものに一致する8）．本法に

よれぽインド産あへん（1976年度輸入分）のアルカロ

イド含量はモルヒネ約11％，コデイン約3％，テバイ

ン0．3～0．4％，パパペリン約0．5％，ノスカピン5～

6％であった．日本産あへんは1976年度にけし耕作者

採取分（1および2）と甲種研究栽培者が栽培研究の

ためなんらかの処置をほどこしたけしから得たあへん

で，後者についてはとくに国産あへんとしての特長づ

けをすることはできないが，パパベリソについては全

般的にインド産のものに比べて高く，耕作者分につい

てはいずれもテパイン含量が非常に低かった．

考 察

　あへん中の主要アルカβイドの定量法として，再現

性よく，簡便，迅速であるほか，精度の点でとくに優

れていることは，本法によるモルヒネの定量値と他の

方法によって得られた値との比率がほぼ一定している

ことでも明らかである，少量の試料で行ないうるの

で，鑑定法としても利用できるだけでなく，将来輸入

あへんに関して副アルカρイド含量が評価の対象にな

ったとしても，直ちに公定法として用いることができ

ると思う．
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ミニコンによる質量分析計の操作法に関する研究（第3報）

　　　　　　　ピーク積分法による検出感度の向上

叶多謙蔵・阿部久人

Studies　on　Optimization　of　Combincd　Opcration　of　Mass　Spectrometry　and

　　Mini－computer；（III）Sensitivity　Enhancement　by　means　of　Peak

　　　　　　　　　　Smoothing　and　Integration　Software

Kenzoh　KANolITA　and　Hisato　ABE

　Many　softwares　which　proceed　data　acquisition　of　mass　spectrometry　by　computcr　are　designed

to　admit　peak　heights　as　thelr　intensities．　There　are　seldom　progralns　which　can　deal　with　peak

area　calculatlon　and／or　smoothing　data　execution．

　The　authors　devlsed　a　prograln　by　which　tilne　domain　on－1ine　data　are　successively　smoothed

followed　by　recognized　ioll　intensities　are　integrated　and　stored　in　the　memories　withQut　increment

of　unit　data　point　time　length．

　Usefulness　of　the　program　is　proved　by　the　experiments　on　biphenyl　by　means　of　gas　chro－

Inatograph／low　resolution　mass　spectrometer／computer　system．　AII　accurate　quantitative　comparison

of　the　two　methods　shows　that　the　intensities　of　the　molecular　ion　as　well　as　its　dehydrogenated

ion　are　increased　about　20　times　when　the“peak　smoothed　and　integrated”program　is　employed．

This　well丘ts　to　the　theory　that　the　ratio　of　sensitivity　increment　is　proportional　to　square　root

of　smoothing　points　and　number　of　data　points．

　Aロother　advantage　of　this　program　is　sensitivlty　enhancemen亡of　hfgher　In／e　when　a　magnetic

行eld　scan　mass　spectrometer　is　used，　as　there　is　a　tendency　that　peak　width　of　higher　mass　ion

become　broader　and　integration　procedure　is　eHlectlve　for　such　kinds　of　signals．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

ま　え　が　き

　前報において著者ら1）はミニコンを用いて質量分析

計の分解能を保障しながら検出感度の向上がはかられ

る操作パラメーターにつき検討を加え，日本電子（株）

製01SG－2型質量分析計と日本ミニコン（株）製NOVA

－01型ミニコンピューターによる質量分析計／ミニコ

ンピューター・システム（MSIC）において，たとえ

ばビフェニルを試料として高分解能および低分解能

MSで突験した結果，それぞれ1ng，0。1ng程度まで

検出限界を向上させることができることを報告したが

そのMSの操作パラメーターについては，殆んど限界

といってよく，各種スリットの開1］率をより大とする

ときはMSスペクトルの信頓性に影響するようにな

るので，今回はコンピューター・ソフトウェアについ

て検討を加えることとした．

　MS／cでのデータ収集・処理方式には種々あるが，

すべての方式に共通しているのは，ピーク強度に関し

てピーク高さを記録していることにある2）．

　ピーク出現現象は測定条件により適宜変化はあるも

のの，ほぼmsecオーダーの時間現象で，コンピュ

ーターのデータ収集単位時間は100μsecといったオ

ーダーを持っているから，ピーク高さ法と比較してピ

ーク面積法を採用すれば検出限度の向上を期待するこ

とが出来ると予想される．

　またピークの田現時間の観測に関してはピークに重

畳したノイズにより，メモリーに収納されるデータの

処理の際誤差を大きくすることもあるので，平滑化法

を適用したのちメモリーに収納し，その後の処理を行

えば測定精度の向上に役立つであろう．

　著者らはこれらの問題点を提起して，ソフトウェア

の改良を試み，低分解能MS／Cに適用して種々の知

見を得たのでここに報告する．

実験装置および実験方法

　L　実験装置　前脳Dと同様である．

　2．　実験方法　試料：質量数基準物質としては

PFK－Cおよび・E（いつれも東京化成㈱製）を用いた．
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検出感度については前廊同様ビフェニル（和光純薬㈱

製）その他につき10，1，0．1および0．01ppm溶液を

調製し，MSへの試料の導入には直接導入法では定量

実験が「E難であるところがらSE・30あるいはDEGS

を固定相とするガスクロマトグラフから導入するGC／

MS／C法によった．エンリッチャー部での試料の損失

は無視することとした．

　ソフトウェア＝著者らの使用している低分解能MS

データ収集処理プログラムではピークの出現位置およ

び強度の計測はプリアンプを通じて入力されるイオン

マルチプライヤー出力をAD変換した値につき，ピー

ク強度最大値（換言すればピーク高さ）を一次データ

としてメモリーに収納し，1データ点は100μsec，

1実験データ処理時間は約80μsecである．

　今回の考案はデータ処理すべきAD変換値をあらか

じめ平滑化操作をほどこせば突出する大きなノイズに

よるピーク出現時間計測に与える誤差を少なくするこ

とができるであろうこと，ならびにピーク面積を積分

した値につきデータ処理すれば検出限度を向上できる

ことに関するものであるが，それらのプログラムの実

行に20μsec以上を要するときは1データ点は100μ

secを超えることとなり，この時200μsccが1デー

タ点となってしまう不都合が生じる．単位データ点が

2倍となればピーク出現計測の誤差100μsecが新た

に生起するので，ピーク計測処理時間総計は100μsec

vs　sar
Caic　base　lme

Catc　thrgshdd　level　for　eak　re⊆qg1ユ埜亙頭＝］

一　一　　一¶

@　　o

i　i哩遡趨瀦n．
　　　　　　　　C［ock　8．　store　th∂int画二二＝＝＝］

@Iiσ｝．8⊆1i　　・gh㈱。，h，　th，田h。　・。　　■　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　「　　　　r一一一一一一一辱鴨一一傅一一一＿　　　es一＿＿＿一＿．＿一一「

の

　　「
黶C”」

Check　bi』Over　flOw

警＆叩く越轟糠t励＼no

をこえないようなソブトウェアを設計しなければなら

ない．Fig，1にピーク判定アルゴリズムのフロー・

チャートを示す．点線内が著者らの改良したプログラ

ムである．

　MSの掃引を開始すると最初の数個のAD変換値の

平均を取りベースラインを決定し，これにあらかじめ

入力してあるパラメーターを加算してピーク判定の閾

値としてデータ収集を始める．AD変換値は順次平滑

化サブルーチンに入って平滑化が行われ，その値が閾

値より大と判断されれぽコアメ匿リーにその時間およ

び強度を収納する．順次入力きれるAD変換値は平滑

化サブルーチンを通って各強度が加算され，オーバー

フロー・チェックされた後メモリーに入る手順をくり

かえす．ピーク立ち下りが認められれぽその時間をピ

ーク出現時間として記録し，ピーク巾があらかじめ入

力してあるピーク判定最小巾より大であればピークと

して認定し，あらためてピーク出現時間，積分強度

を，ピーク出現順位ごとにメモリーに収納する，

　　　　　　　実　験　結　果

「’

e5

Caに・8」L鑓e　the　t｝mg＿」⊇土」⊇eak　reco　nition

　　　　　　　　豊Ca［c　8、　5tOre　itS　ln！enslt

Fig．1，　Flow　Diagram　of　Peak　Recognition

　　　　Algorithm（Processes　in　Dotted工illes

　　　　aτe　our　h伍odification）

　1．MS信号と周波数カットオフフィルターの変化

　　　によるピークのS／Nとひずみの関係

　磁場掃引法によるMSにおけるピーク巾は掃引速

度，あるいは高質量数と低質量数イオンで差はあるが，

およそ数mseC程度と考えてよい．これはピーク周

波数が200Hz程度ということになり，カット・オフ

周波数がMS信号の波形の変化をひきおこす事態の

あることを考慮しなければならない．

　Fig．2はイオンマルチプライヤー電圧を一定とし

て，特定のm／eイオンを対象として，カット・オフ

周波数を変化させたときに生じる波形をビジグラフに

記録したものである．

　操作条件は，ピークに重畳されるノイズをくわしく

観測できるようにフラット・トップ部を大きくするた

め各種スリット開口率を調整するとともに掃引速度を

10秒とした．

　図からわかるようにカット・オフ周波数を小とすれ

ぽ高周波領域のノイズが減少するためSINは改善さ

れるが，ピーク周波数と比較して小さなカット・オフ

周波数フィルターを用いれば波形にひずみが生じてく

る結果ピーク出現時間の観測誤差が大きくなることが

明らかとなった．

　田老らはm／e114～693のイオンにつきピーク巾を

観測しており4）そのデータに基づいて，掃引速度に至

適なカット・オフ・周波数フィルターを選択して実験

することが望ましい．
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Cuレoff　Frequency

　　　30Hz

納鴨

串鰍梱，謎

’100Hz

lwl／

脚　隔．．州，

300Hz

繍

Il、1．1・

1いぜ．1・～」｝，1：II》　　11

　　　　く．・竃9・」’

1．6KHz

構／i

臨鴻，。恥

　　01SG．2　MS　So：30μm，　Sc：200μm，1．M．：1．6KV，　Scan　Rate：10min．

　　　　　　Static　h｛agnetic　Field”多／θ149

Fig．2．　Effects　of　Cut－oHl　Frequency　Fi工ter　on　S／N　of　Ion　Collector　Out－put

　2．　ミニコン入力の平滑化処理によるデータ精度の

　　　向上

　Fig．3は前報1》で報告した生データ・チェック・

プログラムを用いてイオンマルチプライヤー出力を観

測した一例でピークにはいちじるしいノイズが重昼し

ており，ピーク出現時間，ピーク高さ法によるピーク

強度測定に誤差を生じせしめることは明らかである．

　前節でピーク周波数はほぼ200Hz程度と示され，

平滑化点数はその逆数，約50点が望ましいと考えら

禽
旨

3
ε

〕
Fig．3．

λlass　unit

Observation　of　Ion　1》lultiplier　Output＄

by　means　of　Raw　Data　Check　Program

れる．白色雑音のように平滑化する標本値が互いに独

立しているときは，平滑化処理後の雑音の標準偏差は

平滑化点数の平方根に逆比例して減少することが知ら

れており3），イオン・マルチプライヤー出力はこの種

の性質を持っているから平滑化点数は前記のような点

数をとれると都合がよいが，一方，平滑化点数を大と

すると1データ点の必要時間が大となってしまう．デ

ータ点を100μsec未満とするための平滑化点数は著

者らの装置では8であって，その実験例をFig．4に

あげる．

　3．　ピーク高さ法とピーク平滑化・積分法の検出感

　　　度の比較

　Fig．5はビフェニル分子イオンのビジグラフによ

る観測例で，Table　1はピーク高さ法とピーク平滑

化・積分法での出力強度を比較している．両老ではほ

ぼ～20の強度比を示しているが，これはピーク高さ

法での最高線強度と比較して，強度1は1式のように

ピーク時問巾Tにわたり，各データ点△tごとの強度

　　　　　　　　　T／△t
　　　　　　　I＝．Σv且……（1）
　　　　　　　　　1昌1

vユの和として示されピーク巾を20データ点（＝2m

sec）とし，平滑化点数を8とするとき，ピーク形を二

等辺三角形と近似して計算して得られる理論値（≒28）

とよく対応しているということができる．

　Table　2にはその応用例として香料原料の分析結果

を示す．オイゲノールの異性体につき溶液を試料とす

るGC／MSICと，香料で主要な関心の持たれる香気

成分のヘッドスペース相の分析を4％エタノール溶液

につき実験したもので，m／e：164の分子イオンのみ
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Flg．5．　Intens1ty　of　M＋（154）of　Biphenyl　by　Photographic　Paper　Observation

について記載した．

　この場合においても，ピーク高さ法と平滑化一積分

法ではビフェニルで観測されたのとほぼ同様な結果が

得られ，ヘッドスペース分析結果については，サンプ

ル量が2．5μ1のようでも表のような値が得られてお

り，ガス分析法では10mJのような試料量もあながち

珍らしいことではなく，オイゲノールのような化合物

においてもppm以下のような濃度の試料について直

接，ヘッド・スペース分析法で実験できるようになっ

たという意義は非常に大きく，ピーク・平滑化積分法

が微量分析法としてすぐれているということがでぎよ

う．

　この方法によればバックグラウンドもまた積分され

るが，ピーク積分強度向上の効率の方がより大であ

り，またGC／MS法においてはあらかじめバックグラ

ウンドデータを収集しておき試料スペクトルから差し

引くことが一般法となっているので，バックグラウン

ドに関する考慮は特にはらう必要はないが，著者らは

バックグラウンド・レベル消去のパラメーターにつき

検討し，スペクトルのノイズ出現状態に応じてパラメ

・一 ^ーを指定して，スペクトルの質を向上させること

も考案した．
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Table　1． Comparison　of　sensitivities　of　GC／MS／C　by　means　of　Peak　Top　and

　　　　Peak　Smoothed　and　Integrated　softwares

Peak　Top　Method Peak　Smoothed　and　Integrated　Method

Biphenyl Intensities　of　（M－1）＋andム1＋ions　of　Biphenyl

m／e153 15婁 153 154

1000　（pg）

500

100

　50

9．7

4．9

LOa）

ND

16．4

11．2

2．2

ND

172．1

110．8

19．2

　2．4

386。0

246．2

45．1

33．9

ユ．

2．

3．

All　the　data　is　re】ative　to　a）．

1．O　equals　to　55　bits．

Mass　specヒrometer：01　SG－2，　S。：500μm，　Sc：200μm，αandβslit　width：3．Omm，　Ion　multi．

plier：1．6kV，　Cut－off　frequcncy丘1ter：300　Hz

Table　2．　CQmparison　of　sensitivities　of　molecular　lon　of　Eugenol　isomers　by　means

　　　　　　of　Peak　Top　and　Peak　smoothed　and　Integrated　methods

COInpound Peak　Top　Nlethod
Peak　Smoothed　and　Integrated

　　　　　MethQd

EugenoI

fso－Eugenol（α3）

∫50・Eugenol（ケαπ3）

10ng
3．6

1．Ob）

2．1

10ng

92．0

28．0

58．7

　2．5μa＞

117．0

25．3

36．4

1．

2，

3．

a）　head－space　gas　at　60。

b）　1．Oequals　to　272　bits

Mass　spectrometer：01　SG－2，　So：500μm，　Sc＝200μm，αandβslit　width：3．　O　mm，　Cut－off

frequency　nlter：300　Hz，　Ion　multiplier＝1．6kV

　ピーク積分法の他の利点としては，低質量数に比較

して高質量数イオンのピーク巾はブロードとなり4）積

分効1：1こはほぼ50％大きくなる．エステル類その他分

子イオンピークがいちじるしく小さいイオンについて

もピジグラフによる観測あるいはピーク高さ法にくら

べて検出し易いことも認められた．

考 察

．従来線強度としてのみ捉えられてきた質量スペクト

ル線が，ミリ秒単位の線巾を持っていることに着目し

てミニコンによるピーク面積強度の測定による検出感

度の向上につき考案したが，平滑化操作とともにSN

比の向上を目的としたことに変りない．

　MSスペクトルに重畳されるノイズ種には電気系に

よる白色雑音，メモリー効果，イオン源その他の汚染，

GC／MSにおいてはカラムから溶出される固定相その

他の化合物に由来する等多くの要囚があげられる．白

色雑青を除いては，測定すべきMSスペクトルにと

ってはノイズであるが，木来は信号に属するものであ

る．それらの除去にはGCからの溶出成分を減少さ

せるような実験条件を設定する必要があろうし，GC／

MSでは実測定に先立ってイナン源を加熱して焼き出

し，全イオンモニター電流値がほぼ一定となるような

定常状態になってから測定を開始すべきであろう．

　イオン源での安定性をチェックするため，MSを

GCから独立させ，生データ・チェックプログラムを

用いて静磁場における特定m／eのAD変換値を観測

したところ，装置の安定性は良好でノイズは電気系か
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ちくる白色雑音が支配的であって平滑化操作が有効な

ことが明らかとなった．唯1データ点単位時間につい

て著者らの用いた装置では100μsecを保持するため

には平滑化点は最大数8に制約され，ピーク周波数か

ら算出される至適平滑化点といちじるしく差があり，

より演算速度の大きいミニコンピューターを用いれば

検出限度もより向上するであろうと期待される，

　本法の重要な特長としてはこのほかピーク面積法を

採用している結果，ピーク高さ法と比較して，計測さ

れるパターン係数が，掃引速度その他のMS測定条

件に影響を受けないことがあげられ，MSスペクトル

の標準化を考えるとき，この手法が大きな意義を持つ．

ているということができよう．
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染毛剤原料の配合による突然変異活性

吉川邦衛・内野晴美・甜野周之＊・倉田　浩

Mutagenic　Acitivites　of　the　Samples　prepared　with

　　　　　　Raw　Material　of　Hair　dye

Kunie　YoSIIIKAwA，　Harumi　UcHINo，　Norlyuki　TATENo

　　　　　　　　and　Hiroshi　KluRATA

　Mutagenic　activities　of　hair　dye　preparation＄were　examined　by　means　of　the　mutation　test　using

5αZ刀謬。πθ〃σ翻ρ肋π多〃翔η3TA　98（B．　N．　Ames）．　Main　compound　of　preparations　is　aromatic　phenylene．

diamines　containing　4－nitro－o－phenylenediamine，　toluene・2，5－dlamine　hydrochloride，　toluene．2，5－

diamine　sulfate，かphenylenediamine，〃z－phenylenediamine，ρ一methoxy－2π．phenylened三amine　andρ一

methoxy．2π一phenylenediamine　sulfate．　Seventy－six　of　the　test　sample　were　prepared　with　those

compounds　in　the　different　concentrations　and　studied　their　Inutagenicity　wi亡h　or　without　microsomal

activation　system　in　the　absence　or　presence　of　5％hydrogen　peroxide，

　Most　of　the　samples　which　contain　a　high　concentration　of　4－nitro－o－phenylenediamine　orρ・

methoxy一ηz．phenylenediamine　showed　highly　mutagenicity　than　other　samples，　and　showed　generally

increased　mutagenic　effects　compared　with　the　results　of　the　compounds　alone．　The　other　samples

prepared　wiしh　tQluene－2，5－dlamine　hydrochlQrlde，　toluene－2，5－diamine　sulfate　andかphenylenediamine

were　found　to　be　relatively　low　mutagenicity，　therefore　these　samples　may　be　possible　for　practical

use　as　hair　dye．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1976）

目 的

　米国で市販染毛剤の突然変異原性が報告されて以

来，我国においても市販および業務用染毛剤の変異原

性がすみやかに検索され，現在使用されている約80％

の品目に変異原性の陽性結晶が検出されたD．しかも，

染毛剤原料に使用される化学物質の突然変異原性を詳

細に検討した結果，特にニトロ基，メトキシ基を置換

した芳香族ジアミン類に強力な変異原活性が認められ

＊横浜市衛生研究所

ている1）．一般に使用されている染毛剤の処方は1な

いし4種類の主剤と，1あるいは3種類の修正剤との

配合から構成され，特にかメトキシー〃トフェニレンジ

アミン，4一ニトロー。一フェニレンジアミソおよび2一ニ

トP一ρ一フェニレソジアミソを主剤とする染毛剤に強

力な変異原活性が認められた1）．そこで今回は以上の

事実から前記化学物質を含む5種類の主剤，および3

種類の修正剤を一定の条件下で実験的に配合すること

によって，8種類の染毛剤原料単独と60種類の実験

的配合染毛剤との間にSα～溺。πθ伽りψ雇〃zμ7甜摺TA
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98株に対する変異原活性の変動あるいは相関性が認

められるか否かについて比較検討を試みたのでその結

果を報告する．

Table　3．　Number　of　the　samples　prepared　with

　　　　　araw　material　of　hair　dye

F G H
S

実験材料および方法 L　H　　L　H　　L　H

　1．菌株
　S．わψ屠”Zz‘7∫～‘〃3　TA　98ゐf∫うゴ。諺‘びγβ株

　2．　代謝活性化法

　ウィスター系ラット（雄120g）にPCB（500　mg／

kg　Lp．）を処理しその肝臓をホモジナイズし，その

9，000g分画の0。5m1あたり4μmoleのG－6・P，

2μmoleのNADPH，2μmoleのNADH，16．5μ

moleのKCI，4μmoleのMgClおよび100μmole

のリン酸緩衝液を添加し，以上をSgmixtureとし

て使用した1・2）．

　3．　配合染毛剤の調製

　表1に示す溶媒に8種類の化学物質を各々表2に示

す濃度で溶解し，表3に示す如く77種類の組み合せ

を作成した（この内，化学物質単独のものは17種類

である）．これらの配合染毛剤は37。，暗所に保存し，

3日以上にわたって使用することはなかった．

A　　　L

　　　H

1　2　　3　4　　5　6　　7

89　1011　1213　14

Table　1．

BL15161718192021
　　　H22232425262728
CL29303132333435
　　　H36373839404142
DL43444546474849
　　　H50515253545556
EL57585960616263
　　　H64656667686970
S 71　72　　　73　74　　　75　76　　　77

The　solven亡used　for　lla1r　dye

preparaUon

5％
3　％

0．2％

6％

＊L；10w　concentrarion

　H；high　concentration

　S；solvent

Oleic

’30。Propanol

Sodium　sulfite

28％Ammonia

per　100　ml　of　distilled　water　contalned

30％dimethyl　sulfoxide

　5．　配合染毛剤の過酸化水素処理法

　5％過酸化水素（HP）あるいは1／15　Mリン酸緩

衝液（pH　6．8）1容に対し前述の配合染毛剤1容を加

え室温にて30分間放置後，リン酸緩衡液で100，10冒1，

10－2に希釈した後，これを被検薬物溶液とした．

　5．　菌株に対する配合染毛剤の処理法

　直径ユ3mmの試験管に各々前記三段階の濃度の被

検薬物溶液0．1mJを入れ，0．5m’のS9mixture

Table　2．　The　concen亡ra亡ions　of亡he　samples

Chemicals
　　　1，0w　　　　　　　　　High

Concentration　　　　Concentration
　（μ9／mの　　　　　　（mg／mの

Aromatic

diphenylamines

A
B

C

D
E

4－N1tro－〇一phenylenediamine

TQluene－2，5－diamine　hydrochiorlde

Toluene－2，5．diamine　sulfate

2．Nitrorρ．phenylenediamine

ρ一Phenylenediamine

15．38

76．92

153．85

　7．69

　7．69

1．54

30．47

33．63

12．31

26．92

Aromatic

diphenylamines

as　color　modi倉er

F

G
H

摺．Phenylenediamine

かMethoxy，ηz－phenylenediamine

かMethoxy・ηz．phenylenediamine　suIfate

7．69

7．69

7．69

3．85

3，85

3．85
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あるいは0．5mZのリン酸緩衝液（pH　7．4）を入れ，

それぞれに0．1mJのTA　98菌液（生菌数1×109／

mのを分注後，これらを混和し，37。，20分間インキ

ェペーシ・ンレた・これらの小試験管に各々2認の

軟寒天を添加し最小培地3）に重層した．一方，S9mix・

tureを添加しない検定法ではHPによる静菌作用が

認められるため，10。希釈の被検薬物溶液20μ～を用

い，スポットテストを実施した．

　6．　突然変異活性の判定基準

　前記平板を37。，2～3日間インキュベーション後，

復帰株類が50－99個の場合を十，100～999個の場合

を什，1000～4999個の場合を惜，5000個以上の場合

を冊とした．一方49個以下の場合は陰性（一）と判定

した（十，～辮の判定は各々至適濃度による復帰株数

で評価した）．

　スポットテストは各検体による阻止帯の周縁に20

個以上の復帰株数が検出された場合を十とし，それ以

外の易合はθとして記載した．・

実　験　結　果

　1．　染毛剤原料単独の作用による変異原性について

　8種類の染毛剤原料による実験結果を表4に示す．

①低濃度域において変異原性の陽性結果を示した

ものは4一ニトロ辺一フェニレンジアミンだけで，その

他の化学物質はすべて高濃度域においてのみ陽性結果

を認めた．これらの原料の中ではかメトキシーηz一フェ

ニレンジァミソにもっとも強力な変異原活性が認めら

れた．また，　トルエンー2，5一ジアミン硫酸塩はその塩

酸塩よりもより強力な変異原活性を示した．

　②これら原料の中で，その変異原活性に代謝活性

化（S9mix．）を必要としなかったものは4一ニトロー

。．フェニレンジアミソおよび2一ニトローかフェニレン

ジアミの2種類であった，しかもこれらはs9mix．

を添加することによって逆に変異原活性が若干減少す

る傾向を示した．また他の6種類の原料はSgmix．

による代謝活性化を導入した時，始めて変異原性が陽

性を示した．

　③染毛剤原料の中で，HP処理によって変異原活

性の増加を示すものは4一ニトμ一〇一フェニレンジァミ

ンと2一ニトローρ一フェニレンジアミンであった．一方，

HP処理によってトルエンジアミン硫酸塩は変異原活

性の減少を示した．その他の原料では処理によって何

らの変動も認められなかった．

　2．主剤と修正剤との配合による突然変異原性の総

　　　合判定

　各原料の組み合せ実験の総合判定を表5に示す．

　これらはすぺて配合染毛剤の至適濃度による変異原

活性をもって表示した．一般に高濃度域を使用した配

合染毛剤は低濃度域を使用したものに比較してより強

力な変異原活性を示す，特に高濃度域の4一ニトロー。一

フェニレンジアミンを配合した検体番号9．11および

13と，高濃度域のρ一メトキシー”3一フェニレソジアミ

ソを配合した検体番号11，25，39，53および67の

配合染毛剤はすべて冊の変異原活性を示した．しかし

検体番号31と59の配合染毛剤は各々原料の高濃度

域を使用したにもかかわらずそれらの変異原活性は十

および什と比較的，弱かった．

　3．主剤と修正剤との配合による変異原活性の変動

　①低濃度域の主剤と低濃度域の修正剤とによる組

み合せ実験の結果を表6に示す．

　単独では全く変異原：性を示さなかった原料の組み合

せのうち，5（緩衝液処理＋Sgmix．，　HP処理＋S9

mix．），31（Hp処理十S9mix．）および59（緩衝液

処理＋SgInix．，　HP処理＋S9mix．）の配合染毛剤が

新たに変異原活性を示した．

　②　低濃度域の主剤と高濃度域の修正剤とによる組

み合せ実験結果を表7に示す．

　この組み合せで新たに変異原活性が陽性を示す配合

染毛剤は検体番号60（HP処理一S9mix．）であっ

た，一方，スポットテストにおいて新たに変異原性陽

性結果を示した配合染毛剤は検体番号4，6，18およ

び46であった．また原料単独の時よりも変異原活性

が高くなった配合染毛剤は検体番号20（緩衝液処理

十S9mix．）と34（緩衝液処理十Sgmix．，　HP処理

＋Sgmix．）であった。その他の配合染毛剤には変異

原活性の変動は認められなかった．

　③高濃度域の主剤と低濃度域の修正剤との組み合

せを表8に示す．

　これらの組み合せで変異原活性の増加が認められる

配合染毛剤は検体番号8（緩衝液処理一Sgmix．），10

緩衝液処理＋Sgmix．，　HP処理＋Smix・），36（HP

処理十S9mix．），40（HP処理＋S　g　mix・）および50

　（緩衝液処理＋s9mix．）であった．逆に変異原活性

の低下を示す配合染毛剤として検体番号12（HP処理

一S9mix．，十S9mix．），38（緩衝液処理十Sgmix．），

52（緩衝液処理一S9mix．），66（緩衝液処理十Sg　mix．）

および68（緩衝液処理＋Sgmix．），があげられる．

　④高濃度域の主剤と高濃度域の修正剤とによる組

み合せ実験結果を表9に示す．

　これらの組み合せにおいて，新たに変異原活性が認

められた配合染毛剤は検体番号25（緩衝液処理一S9

mix．，スポヅトテストによりHP処理一S9mix・），
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Table　4．　The　mutagenic　activities　of　the　compounds　using　the　preparation　Qf　the　tested　samples

Name

Chernical

Structure

　Dose

（μ9／plate）

S．砂ρ乃が槻‘7ゴκη3TA　98

Buffer H202

一Sgrn…x．　十Sgmix． 一Sgmix．　十Sgmix．

4－Nitro．o－

phenylene－
diamine

（A）

　　　　　　　Low

◎　　　NI12
　　　　　　　High

NII2

NO2

0，007

0．076

0．769

0．769

7．692

76．923

什

朴

θ

㊦ 榊

Toluene－2，5－

dia：nine　HCI　CII3

（㌦◎㌦

Low　　　　O．038

　　　　　0．384
　　　　　3，＆46

　　　　　15．238

　　　　152．380
High　　1523．809

十

θ

e
十

十

Toluene－2，5・　　　　　　　　　　　Low

diamine－liS204　CII3

　　　　　　　　　　NH2
（C）　　　　　　　　　　　　　　　　　・　II2SO4

　　　　112↓ High

　0．007
　0．076
　0．769
　16，818

168．181

1681，818

㊦

e

e
十

十

2・Nltro一ρ・

phenylene－
diamine

（D）

　NII2

　NH2

　　　　　0．003
Low　　　　　　　O．038

　　　　　0．384
　　　　　6．153
High　　　61．538

　　　　615．384

十

e
十

㊦

十

→十

→卜

」り一Phenylene・

diamine

（E）

　NH2

φ
　NII2

　　　　　0．003
Low　　　　　O．038

　　　　　0．384
　　　　　13．461

High　　l34．615
　　　　1346．153

十

∈∋

e

十

ηレPhenylene－

diamine

（F）

　NII2
　　　　　0．003
Low　　　　　O，038

　　　　　0．386
　　　　　19．230
High　　192．307
　　　　1923。076

十

十

θ

e

十

→十

十

ρ・Nlethoxy・

，π一pheny！ene－

diamine
（G）

　OCII3

　NH3

　　　　　0．003
Low　　　　　O．038

　　　　　0．386
　　　　　19．230

High　　192．307
　　　　1923．076

e

e

斗十

冊

ρ一⊃ゾlethoxy・

”3－phenylene卿

diamine・H2SO4
（H）

　OCH3

◎　　　NH2　　　Low　　　　　●112SO4

　　　　　　　　High　NII2

　0．003
　0．038
　0．386
　19．230

192．307

1923．076

e

∈）

什

㊦or（∋；the　results　ob亡ained　by　the　spo亡test
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Table　5，　Final　criteria　obtained　by　the　mutation　test　of　the　preparations　consisting

　of　low　and／or　high　concentrations　of　the　compounds

（A）

4．Nitro．o日

phenylene帽
diamine

（B）

Toluene－2，

5－diaminehy・
drochloride

（C）

Toluene－2，

5．diamine
sulfate

（D）

2－Nitro一か

pheロylene－
diamine

（E）．

ρ一phenyl噛

diamine

Dose

μ9／Plate

0．007
～

0．7

0．76
～

76

0．038
～

3．8

15
～

1523

0．07
～

7，68

16．8
～

1681

0．0038
～

0．38

6．15
～

615

0．0038
～

0．38

13．4
～

1340

Solvent

（F）

27z－Phenylene，
diamine

0．0038　　　19．2

～　～0．38　　　　　1920

（1）（2）

十ト十ト

（8）（9）

冊」冊
（15）　　　　（16）

一十←
（22）（23）

一什→十

（29）　　　　（30）

一ヨ十
（36）　　　　（37）

十←十卜

（43）　　　　（44）

一十卜
（50）　　　　（51）

帯冊

（G）

ρ一MethQxy一

〃z。phenylener

d三amine

0．0038　　　　19．2

～　～
0．381920
（3）（4）

十惜
（10）（11）

惜冊
（17）（18）

一辮
（24）　　　　（25）

→十鼎
（31）（32）

十掛
（38）　　　　（39）

十冊
（45）．　　　（46）

一→十
（52）　　　　（53）

→十冊
（57）　　　　（58）　　　　　　（59）　　　　（60）

一十卜　十ト冊
（64）　　　　（65）　　　　　　（66）　　　　（67）

i十卦．→十冊
（71）　　　　（72）

一十←

（73）　　　　（74）

一冊

（H）

ρ一氏贋ethoxy一

，π。phenylene－

diamine　sulfate

0．0038　　　19．2

～　～
0．381920
（5）（6）

十→十
（12）（13）

升柵・
（19）　　　　（20）

一帯
（26）　　　　（27）

十冊
（33）　　　　（34）

一冊
（40）　　　（41）

十ト冊
（47）　　　　（48）

一→十
（54）　　　（55）

十ト冊
（61）　　　　（62）

一什
（68）　　　　（69）

→十掛
（75）　　　　（76）

一十ト

Solvent

（7）

（14）

（21）

（28）

十

（35）

（42）

（49）

（56）

（63）

（70）

（77）
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Table　6．　The　mutagenic　activities　of　the　preparations　consisting　of　low　concentrations　of

　　　　　A，B，C，DorEandlowthoseofF，GorH

（A）

4gNitro－o・

phenylene．

diamine

Buffer
一S9

　　　　十S9

　　　　－S9
HP
　　　　十S9

（B）

Toluene－2，

5－diamine

hydrochloride

　　　　一S9
Buffer

　　　　十S9

　　　　－S9
HP
　　　　十S9

（C）

Toluene・2，

5－diamine

sulfate

Buffer
一S9

十S9

　　　　一Sg
HP
　　　　十S9

（D）

2－Nitro一か

phenylener

diamine

　　　　一Sg
Buffer

　　　　十S9

　　　　一Sg
HP
　　　　十S9

（E）

ρ一phenylene・

diamine

　　　　一Sg
Buffer

　　　　十S9

　　　　－Sg
HP
　　　　十S9

Solvent

　　　　一Sg
Buffer

　　　　十S9

　　　　－S9
11P
　　　　十S9

（F）

解一Phenylene。
diamine

（1）　升

十

一e

十

（15）

一e

（29）　一

一（∋

（43）　一

一e

（57）　一

一e

（71）　一

一e

（G）

かMethoxy・
，π一phenylene・

diamine

（3）　＋

一θ

（17）　一

一e

（31）　一

一θ

十

（45）　一

一e

（59）　一

十

一e

（73）　一

一e

（H）

ρ・Nlethoxy一

彫一phenylener
diamine
sulfate

（5）　＋

十

一e

十

（19）　一

一θ

（33）　一

一θ

（47）　一

一e

（61）　一

Solevent

（7）　朴

一e

（21）　一

一θ

（35）　一

一θ

（49）　一

一〇

（63）　一

一θ　　　　　一（∋

（75）　一

一e

（77）　一

一θ

HP；treated　wi亡h　5％hydrogen　perox丘de

㊦　or　e；criteria　by　the　spot　test
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Table　7．　The　mutagenic　activities　of　the　preparations　consistlng　of　low　concentrations

　　　　ofA，B，　C，DorEandhighthoseofF，GorH

（A）

4－Nitro。o－

phenylene－

diamine

　　　一SgBuffer

　　　十S9

　　　－SgHP
　　　十S9

（B）

Toluene－2，

5－diamine

hydrochloride

　　　一SgBuffer

　　　十S9

　　　－sgHP
　　　十S9

（C）

Toluene－2，

5－diamine

sulfate

　　　一Sg
Bu正f∂r

　　　十S9

　　　－S9HP
　　　十S9

（D）

2・Nitro一ρ・

phenylene唖

diamine

Buffer
一S9

十S9

　　　一sgHP
　　　十S9
　　　　、

（E）

ρ噛Phenylene－

diamine

BuHler
一S9

十S9

　　　一S9HP
　　　十S9

SQlvent

　　　一S9Buffer

　　　十S9

　　　－S9HP
　　　十sg

（F）

〃z－Phenylene・
diamine

（2）　＋

　　一e

（16）　一

　　一e

（30）　一

　　升

　　一e

（44）　一

一e

什

（58）　一

一e

（72）　一

一e

（G）

かMethoxy一
〃多一phenylene噂

diamine

（4）　＋

　　一㊦

（18）　一

　　冊

一㊥

（32）　一

　　冊

一θ

冊

（46）　一

　　什

一㊦

（60）　一

＋（∋

柵

（74）　一

一（∋

帯

（H）

ρ一Methoxy一

彫・phenylene鴨
diamine
sulfate

（6）　什

一㊦

（20）　一

一〔∋

升

（34）　一

一e

（48）　一

一θ

（62）　一

一（∋

（76）　一

　　一θ

Solvent

（7）　一什

一e

（21）　一

一e

（35）　一

一e

（49）　一

一θ

（63）　一

　　一e

（77）　一

　　一e

HP；treated　with　5％hydrogen　peroxide

e　or　e；criteria　by　the　spot　test
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Table．8　The　mutagenic　activities　of　the　preparations　consisting　of　high　concentrations

　　　　ofA，B，C，　DorEandlowthoseofF，GorH

（A）

4－Nitro－o・

phenylene弓

diam｛ne

Buffer

HP

一一 r9

十S9

－S9

十S9

（B）

Toluene－2，

5－d…amine

hydrochlQride

　　　　一S9
Buffer

　　　　十S9

　　　　－S9
HP
　　　　十目9

（C）

Toluene－2，

5－diamine

sulfate

　　　　一Sg
Buffer

　　　　十S9

HP
一S9

十S9

（D）

2－Nitro一一♪一

phenylene・

diamine

　　　　一S9
Bu任er
　　　　十S9

　　　　－Sg
HP
　　　　十S9

（E）

ρ一Phenylene－

diamine

Buffer

HP

一S9

十S9

－S9

十S9

Solvent

Buffer

IIP

一S9

十S9

－S9

十S9

（F）

77z幽Phenylene－
diamine

（8）　帯

　　　朴

　　　一㊥

　　　惜

（22）　一

　　　十

　　　一e

　　　十

（36）　一

一e

（50）　什

　　　一㊥

　　　冊

（64）　一

　　　升

　　　一e

　　　升

（71）　一

　　　一

　　　一e

　　　一

（G）

ρ一Blethoxy・

”多一phenylene・

diamine

（10）　冊

　　　一㊦

（24）　一

　　　什

　　　一（∋

（38）　一

　　　十

　　　一e

　　　十

（52）　＋

　　　一㊥

（66）　一

　　　十

　　　一θ

（73）　一

　　　一θ

（H）

ρ一Methoxx－
7π一phenylene－
diamine
sulfate

（12）　升

　　　丹

　　　＋㊥

（26）　一

　　　十

　　　一θ

　　　十

（40）　一

　　　一e

　　　什

（54）　什

　　　一㊥

（68）

十

一θ

（75）　一

一e

Solvent

（14）　什

　　　升㊥

　　　冊

（28）　一e

　　　十

　　　一θ

　　　十

（42）　一

　　　一θ

　　　十

（56）　什

　　　＋㊦

（70）　一

　　　一θ

（77）　一

　　　一e

HP；treated　with　5％hydrogen　peroxide

㊥　or　e；cr1ter三a　by　the　spot　test
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Table　9．　The　mutagenic　activities　of　the　preparatiQns　conslsting　of　high　concentrations

　　　　ofA，B，C，DorEandhighthoseofF，GorH

（A）

4－Nitro－o・

phenylene－

diamine

Buffer
一S9

十S9

HP
一sg

十S9

（B）

Toluene－2，

5－diamine

hydrochloride

　　　　一S9
Buffer

　　　　十sg

　　　　－Sg
HP
　　　　十S9

（C）

Toluene－2，

5－diamine

sulfate

Bu丘er

HP

一sg

十sg

－S9

十sg

（D）

2－NitrOrか

phenylene－

diamine

Bufεer

HP

一sg

十sg

－sg

十sg

（E）

ρ一phenylene卿

diamine

Buffer

P　一　

一S9

十S9

HP
一sg

十S9

SQIvent

　　　　一sg
Buffer

　　　　十sg

　　　　－Sg
HP
　　　　十sg

（F）

〃z－Phenylene．
diamine

（9）　珊

　　　冊

升㊥

冊

（23）

一∈∋

（37）　一

　　　昔

　　　一e

　　　仔

（51） 昔

帯

一θ

冊

（G）

P－Methoxy・
7π一phenylene－
dlamine

（H）

P－Methoxy－
7π一phenylene－
diamin
sulfate

（11）　　　唱十　　　　　　　（13）　　　斗汁

鼎

什㊦

柵

（25）　一卜卜

　　　冊

　　　一㊦

　　　柵

（39）　＋

　　　冊

　　　一e

（53）　一什

　　　冊

　　　一θ

　　　珊

（65）　　　一一一　　　　　　　（67）

　　　荘

　　　一e

　　　什

（72）　一

　　　一e

冊

軒㊥

柵

（27）　一

　　　一e

（41）　一

　　　一e

（55）　升

　　　一e

＋　　　（69）

四

十e

惜

（74）　一

　　　柵

一θ

冊

一θ

什

（76）　一

一θ

Solvent

（14）　昔

　　　什㊥

　　　冊

（28）　一

　　　十

　　　一θ

　　　十　　・・

（42）　一

　　　一e

　　　十

（56）　朴

　　　＋㊦

（70）　一

　　　一e

（77）　一

　　　一e

HP；treated　with　5％hydroge貸peroxide

（D　or（∋；criteria　by　the　spot　test
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39（緩衝液処理一Sgmix．）および67（緩衝液処理

一Sgmix．）であった，また変異原活性の増加を示し

た配合染毛剤は，検体番号9（緩衝液処理一sgmix。），

11（緩衝液処理一S9mix，）および73（緩衝液処理

一S9mix．）であった．一方，変異原活性の消失を示

した配合染毛剤は，検体番号51，53および55（これ

らはすぺてHP処理一S9mix．）であった．

　以上の諸実験結果からHP処理によって大きな変異

原活性の変動を示す配合染毛剤は，検体番号7，31，

39，51，53および55であり，その他の配合染毛剤に

は顕著な変動は認められなかった．

考 察

　1．　使用した8種類の染毛剤原料の多くはフェニレ

ンジアミン構造にニトロ基，メトキシ基あるいはメチ

ル基の置換した化学物質である．4一ニトロー。一フェニ

レンジアミソは，低濃度においても陽性結果が得られ，

ρ一メトキシー彫一フェニレンジアミンも強力な陽性結果

を示していることから，8種類の染毛剤原料の中でこ

の2種類の原料は特にTA　98株に高感受性であった

と言える．本実験で使用した化学物質による変異原性

は，細菌細胞内あるいはSgmix．添加によるアミノ

基，ニトロ墓の酸化還元によるものと考えられ，フェ

ニールヒドロキシアミソが究極的な変異原物質である

ものと推測される．一方，これらの染毛剤原料に過酸

化水素を処理することによって変異原活性の増加を示

す化学物質はバンドロスキー塩基の生成を始めとし

て，数多くの未知の生成物が変異原性の増加に関与し

ているものと考えられる（表4）．

　2．一般に，4一ニトロー。一フェニレンジアミン，か

メトキシー2π一フェニレンジアミンは単独で強力な変異

原活性を示しさらにこれらを使用した配合染毛剤の多

くは予想されるように特に強力な変異原活性（柵）を

保持していた．しかもこれらの事実は，前記2種類の

原料のいずれかを含有する市販染毛剤製品についての

実験結果Dともよく一致している．一方，4一ニトロー。一

フェニレンジアミソとメトキシフェニレンジアミンを

除く原料の低濃度域において配合される染毛剤につい

てはすべて変異原性陽性結果は得られていない。しか

し，低濃度域と高濃度域との配合による染毛剤の変異

原性陽性度は十から冊を示し，配合原料の変異原性に

及ぼす複雑さが示唆された．　（表5）

　3．単独では決して変異原性を示すことのない原料

が互いに配合されることによって新たに変異原性を示

すようになった組み合せとして検体31，59があげら

れる．また特に検体25のトルエソー2，5一ジアミン塩

酸塩とかメトキシー2，トフェニレソジアミンとの配合

はより強力な変異原活性を示した．また，単独で変異

原性を示す染毛剤原料が，互いに配合されることによ

って変異原性の消失を示す検体はスポット試験の成績

から考慮するとほとんど皆無であった．　（表6～9）

　4．　トルエン2，5一ジアミン塩酸塩【，トルエン2，

5一ジアミン硫酸塩およびかフェニレソジアミンを主

剤として配合された染毛剤はその色調（発色度）から

突用面に適するものと考えられる．これらの配合染毛

剤の中で比較的変異原活性の弱いものをひろってみる

と検体番号22，24，26，28，38，64および70であ

った．低，高濃度域にかかわらず4一ニトロー。一フエニ

レソジアミソを使用した配合染毛剤の発色は一般に希

薄であったが強力な変異原性が認められた（検体番号

2，6，8，9，10，12および14）．

結 論

　複雑な処方から構成される市阪染毛剤の変異原性を

明らかにするための1つの手段として実験的な配合染

毛剤のモデルを作成し，それらの変異原活性の変動を

検討した．すなわち単独（主に高濃度域）で変異原性

陽性を示す原料を処方した実験的配合染毛剤ではすべ

て陽性の結果を得た．また単独（主に低濃度域と低濃

度域との組み合せ）では変異原性陰性結果を示す原料

を処方した配合染毛剤については検体番号31と59の

例外を除きすべて変異原性が陰性であり，一方，変異

原性が陰性である配合染毛剤の多くは完全に色調が消

失されてしまうという結果が得られている。従って，

実用面に適する染毛剤の色調を得るためにはどうして

もある一定以上の濃度をもつ原料の処方が必要である

が，そのような処方ではまた確実に突然変異性の陽性

結果を招くことになる．しかしながら本実験結果か

ら，十分な色調を発揮し，しかも比較的変異原性の低

い（＋一十D処方も確かに考えられるが，実用性の点

からも，また安全性の立場からもなお検討すべき課題

が残されている．

　本上田は，厚生省安全課による医薬品等開発研究費

によって実施した．
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白血球性発熱因子と血管透過性因子の細胞内分布について

吉田　稔・加納晴三郎

Studies　on　the　both　intracellular　Iocalization　of　pyrogen互。

　　　　　factor　and　vascular　permeability　factor

Minoru　YoS田DA　and　Seizaburo　KANoH

　We　studied　the　intrace11ular　localization　of　both　the　pyrQgen1c　factor（LP）and　the　vascular

permeability　factor（PF）in　the　fractions　of　rabbit　peritoneal　polymorphonuclear　leucocytes（PMNL）

divided　by　the　method　Qf　Kohn　and　Darcy，　We　obtained　the　following　result：Acid　phosphatase

was　checked　in　the　all　fractions　from　the　fraction　I　to　the　fraction　VI　of　PMNL．　The　most　potent

activity　of　acid　phosphatase　was　obtained　in　the　fraction　III（Lysosoma！fraction）among　them．

Pyrogenicity　was　only　observed　in　the　fraction　V（Microsomal　fraction）and　it　was　con丘rmed　to

be　LP　with　a　typical　rapid　onset　and　short　fever　curve．　The　most　potent　activity　of　PF　was

observed　in　the　fraction　III．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1976）

　多核白血球（PMNL）は炎症反応において重要な役

割を示し，さまざまな炎症性物質を遊離することはよ

く知られており，内毒素の発熱作用を媒体とする白血

球性発熱物質（Leucocytic　pyrogen：LP）や末梢血

管透過性充所辛子（Permeabillty：PF）などはその主

要なものである．

　LPはPMNLをそれ自身ゴ♪z濾70で培養すれば細

胞外に遊離し，分子量6．7x104程度のリポベプチッ

ドであることが示されて来たが，細胞内分布やその生

成機序については不明の点が多い．末梢血管透過性因

子（PF）については，主として細胞内穎粒成分である

Lysosome分画内にある各種の水解酵素系が主体であ

ろうと考えられている・一方，LPはintactな細胞内

でどの様な生成分布を示すかは明らかでない．

　Herionら1）は1ysosome分画をアルコールで沈澱

させてえられる分画に存在すると主張したが，Wood2）

およびJano廷3）らにより否定された．　W。odらば

9，0009上清にあると述べている．また，寺岡4）らは

14，0009沈渣の顯粒もしくはmicrosome分画にある

と述べている．さらに，小川ら5）は105，0009上清に

存在するとも述べている．本論文において，著者らは

これら先人の業績をもとに，PMNLを採取後intact

なまま0．25Msucrose中でKohn6）およびDarcy

ら7）の方法によりAcid　phosphatase活性を指標と

してPMNLの分画を行い，　LPおよびPFの細胞内

分布について検討したので以下に報告する．

実験材料と方法

　1）実験動物：

　健常雄性家兎で体重2．0－2．5kgのもののみ使用し

た．飼料はオリエンタルイースト製固型飼料RC－5を

用いて室温，23℃±1。，湿度60％±5％の恒温恒湿

の飼育室で夏目製作所製ベルト式自動飼育機で飼育し

た．

　2）Pyrogen耐性家兎の調製：

　耐性家兎はLPS　（細菌性発熱物質＝Llpopolysac・

charid）以外の発熱物質の検定には混入する微量の

LPSの影響を除くことが必要であり，この目的のため

にLPS耐性家兎を調製し，これを用いて検定しなけ

ればならない．従って，晶晶らはWoodら8）の方法

に従い家兎に最初7日間LPS（E．　coJ∫より抽出した

Lipopolysaccharide　で最少発熱量0・002μ9／mJ／kg

ivを示す）1．5μg／kgを耳静脈より投与し，次で14

日間10μ9／kgを投与したものをLPS耐性家兎とし

以下の実験に供した．これらの家兎は0・2μ9／kgの

LPSに対してほぼ半白の発熱性を示し，これ以下の

LPSに対する感受性は減弱していた．

　3）　発熱活性の測定；

　作成したPyrogen耐性家兎は首架式固定器に固定

し，各Sampleを耳静脈より投与し，直腸温を白動記

録装置（飯尾電機K．K。製）にて連続的に描記させ測

定した．
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　発熱量（Fever　Index：FI）｝ま加納9）らの方法によ

って算出し，発熱活性とした．

　4）　末梢血管色素透過性元進活性の測定l

　Janoffら10）の方法を参照して次の如く行った．すな

わち，家兎背部毛髪を毛刈鋏でなるべく短かく除毛し

た後，除毛剤（エパクリーム東京田辺製薬）にて完全に

除毛し，除毛3時間後，背部皮内に分画を0．1m1／site

つつ注射し，同時に2％Trypan　blue　2　m’／kgを静

注した．30分および3時間後に皮内注射部位の色素の

漏出部位の直径を測定し，透過性充進活性（Permea・

bility＝PF）とした．

　5）　腹水系多核白血球（PMNL）の採取と緬胞分画

法3

　加納11）らの方法により行った．すなわち，家兎に無

菌のPyrogen　freeの0．15　M　NaC1溶液400　mJを

腹腔内に注射し，約18助間後に1％クエン酸ソーダを

加えた0．15MNaC1100　m’を再注射し無菌的に腹水

を採取した．この腹水中には約90％以上の多核白血

球が含まれている，この腹水を800rpm　5分間遠心

分離し，白血球を集めた．集めた多核白血球を図に示

した如く，KQhn5），　Darcy6）らの方法を参考｝こして，

0．34Msucrose溶液に浮遊させ，激しくピペッティ

ングし細胞を破かいしたのち，分画を行った．分画の

蛋白量はFoline反応により定量した12）．

　6）酸性フォス7アターゼ活性の測定：

　King－Armstrong法13）に基いて，フェニールリン酸

2ナトリウムを基質とし，クエン酸緩衝液中で各分画

と37。，60分間incubateし，遊離フェノール旦を測

定し，Klng－Armstrong単位（1（一A　unit）で示した．

　7）　白血球性発熱物質（Leucocytic　Pyrogen：LP）

の調製と超音波処理：

　LPは加納ら1Dの方法に準じて調製した．調製した

LPおよびintactの細胞を上述の方法によって分画

したものを生理食塩水に浮遊　（10mの　させたものを

20KHz，200　mAの条件下で超音波発生装置を用い

s。nicatlonを行った．

実　験　結　：果

　1）CohnおよびDarcyの分画法によって得られ

た1’MNL各分画のAcid　phosphatase活性：

　実験方法の項に図示した如く，PMNLよりKohn

およびDarcyらの方法を参考にして分画1より分画

Procedure　for　disruption　of　polymorphonuclear　leucocytes

（PMNL）according　to　the　method　of　Kchn　and　Dary

1－Fraction

i
　　l
　　Sed．

pipetting　for　10　min．

l

Sup．

PMNL　was　washed　twice　and　disrupted　by

pipetting　in　60　times　volume　of　cold　O．34　M

SUCrOSe　SQIUtiOn．

・・…・モ?獅狽窒奄?浮№≠狽奄盾氏@400　xg　for　10　min．

1　　　　「
Sed．　　　　　　Sup．

II・Fraction

・・・… @centr…fugation　400　xg　for　10　nlin．

……
モ?獅狽窒撃?浮№≠狽奄盾氏@8，200　xg　for　15　min．

ド
Sed．

III・Fraction　（Lysoso【ne）

Sup．

……
モ?獅狽窒奄?浮№≠狽奄盾氏@18，000　xg　for　30　min．

5
Sed．

IVのFraction

Sup．

……
モ?獅狽窒奄?浮№≠狽奄pn　105，000　xg　for　60　m1n．

l
Sed．

V・Fraction（MicrosQme）

Sup，

VI－Fraction
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Table　1，　Distributions　of　acid　phosphatase　activities　in　the　fractions　of　PMNL

　　　　　divided　by　the　method　of　Kohn　and　Darcy

Fractions Number　of　Experiments Total　proteln　　　　Acid　phosphatase

（mg／10　mり　　　　　　（K－A　unit）

I

H

皿

IV

V

（Homogenate）

（Lysosome）

（MicrOSQme）

3

ノ’

〃

ノノ

〃

〃

34．7±8．3

19．8±3．9

8．2±1．7

1．4±0．3

1．8±0．4

7．4＋1．5

0．75　±0．09

0．62　±0．07

0．32±0．04

0．04　±0．02

0．03　±＝0．O◎6

0．006±0．003

Vまでに分画し，それぞれを10m’の生理食塩水に

浮遊した．これらの分画の蚕白含量およびAcid

phosphatase活性を測定したところ，表＝1に示した

結果がえられた．

　表に示される如く，蛋白含量においては分画1が最

も高く，次いで分画Hが高い値を示した．Acid　phos－

phatase活性は分画1が最も高く，次いで分画H，また

Lysosome分画である分画皿が高い活性を示したが，

全体的にこの活性が分布を示したことはLysosome

分画が一部破かいされ，一様に分布したものと考えら

れた．

　2）　PMNLの各分画の家兎に対する発熱性と超音

波処理による影響＝

　前述の方法によって得られた各分画の家兎に対する

発熱性を検討した．各分画は対照としたPMNLの培

養上清すなわちLP以外はいずれも穎粒成分を含むた

め，これらを一定条件下にするため超音波処理を行っ

た．

4T℃　　　　　　　　II

Lo　　　　．／へ、
　　　　　　　’　　　　　　、
　　　　　　ノ！　　　　　　　　、

　　　　　！　　　　　　　　の
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　／●　　　1　　　、、
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　●　　　　　　　　　げ、　　　　　．一を・一〇一つ

　　弱・一4・一一r薬でニー一一．

　0

　被検体1mヴkgを一群3羽の家兎の：耳静脈に注射し

たときの発熱曲線は図一1に示した如くである．

　すなわち，microsome分画の発熱曲線も短かい1ag

を示す一峰性の曲線であり，LPと類似した発熱曲線

を示した．他の分画の発熱活性は弱いことを認めた．

しかし，これらの分画を超音波処理して得た分画のう

ちでmicrosome分画である分画IVが比較的未処理に

比べて活性の上昇が認められた．さらに，超音波処理

鎗

10

5

0 1

hrs，

2

Fig，1．　Enhancement　effect　of　pyrogenicity　Qn

　　　　the　microsome　fraction　by　sonication

　I：Intact　mi6rosomal　fraction．

　H：Supernatant　of　the　sQnicated　mlcrosomal

　　　fraction　after　centrifugation　at　105，000　g

　　　for　60　min．

　1巫：Residual　fraction　II，　adjusted　to　the　orginal

　　　volume．．

3

0

、

∀

　　　　　　　　　一驚●

0 10　　　20　　　30

Tin｝e　in　mln．

Fig．2，　Effect　of　sonication　on　the　pyrogenicity

　of　LP　and　micrQsQmal　fractiQn　（FractiQn　V）

　10mJ　of　sample　was　sonicated　at　20　KHz　of

　200mA，　　　　　　・

　1瓜Z／kg　of　the　samples　were　injected　iv　into

　LPS　tolerant　rabbits．

　Each　curve　represents　the　mean　of　the　rabbits．

　Pyrogenicity　was　expressed　as　Fever　Index

　for　3　hrs，（FI－3）in　each　sample．
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によって，穎粒分画の活性が上昇することを認めたの

で，その条件を明らかにするため，処理時間と活性の

変化を検討したところ，図一2に示した成績が得られ

た．すなわち，可溶性成分であるLPは超音波処理に

よって，直ちに活性は低下するが，その後，ほぼ一定

の価を示した．しかし，Microsome分画は10分間の

処理によって，活性は上昇し，その後，低下する傾向

を示した．なお，超音波処理後試料を遠沈して上清と

沈渣に分離して夫々の発熱活性を測定したところ，活

性はすべて上清部分にのみ示された．

　3）　PMNLの各分画の発熱作用：

　前述の実験において一部の顧粒成分は超音波処理に

よって発熱活性が上昇することが認められたので，さ

らに，分画1より分画VIまでを夫々家兎に注射して，

発熱活性を測定した．その結果を表一2に示した．

　表に示した如く，発熱活性は分画Vすなわち，

Microsome分画が高い値を示し，他の分画において

は殆んど発熱性を認めることは出来なかった．発熱曲

線は一峰性のLPによるそれとほぼ同一であった．

　4）　各分画の末梢血管透過性元進作用：

　さきに述べた如く，PMNLはさまざまな炎症性物

質を遊離し，特に，発熱性囚子と川上血管透過性囚子

はクロマトグラフィーによって分離し得ることが著者

ら14）によって明らかにされている．PMNL内の頼粒

成分がこれらの活性にあっかるか否かを明らかにする

ため，前述の各分画についての宏兎の末槍血管透過性

フt進作用を比較検討した．この結果を表一3に示した．

表に示された如く，活性の最も高い分画はLysosme

分画であった。その他の分画では分画Hが高い値を示

したが，分画皿の約1／3に過ぎずmicrosomeおよび

分画IVにはほとんど活性は認められなかった．また，

各分画の蛋白量より比活性を求めたところ，分画HIが

もっとも高い価を示した．

Tab】e　2． Distributions　of　pyrogenicity　in　the　fractions　of　PMNL　divided　by

the　method　of　Kohn　and　Darcy

Fractions Pyrogenicity＊

After　Sonication Before　Sonicatio皿

H

皿

IV

V
VI

（Lysosome）

（Microsome）

2．9±1．4

0．95±0．8

3．0±2．2

11．3±2．3

0．7±0．14

2．8±0．1

0．8±0．3

3．1±0．1

6．6±0．5

0．6±0．2

＊Pyrogenlcity　was　expressed　as　Fever　Index　for　3　hrs．（FI－3）in　each　sample

lm〃kg　of　the　sample　were三njected　iv　into　LPS　to】erant　rabbits

Table　3． Distributions　of　permeability　in　the　fractions　of　PMNL　divided

by　the　method　of　Kohn　and　Darcy

Fractions Total　protein

（mg／10　mり

Permeability＊

　　（PF・3）

Specific＊＊

act1Vltア

H

皿

V

（Lysosome）

（Microsome）

19．8±3，9

8．2±1．7

1．4±0．3

1．8±0．4

7．4±0．15

0。5±0

1．53±0．4

0．1＞

0．1＞

0．35＋0．14

0．02

0．18

0．04

＊Permeabi！ity　was　expressed　as　PF－3　described　in　lnaterials　and　methods．

＊＊Speci且。　activity　was　calculated　by　the　following　equation；PF・3／Total　protein．
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考 察

　著者らはPMNLからCohnおよびDarcyらの方

法を参考にして分画1から分画Vまで分画し，これら

分画のacid　phosphatase活性を測定し，1ysQsome

分画である分画IRが分画Hを除いて最も高い活性を示

し，他の分画はその約1／10の活性を示すにすぎない

ことを明らかにした．

　これら分画の発熱活性と末梢血管透過充進活性につ

いて検討し，PMNLのどの分画が両活性囚子のsource

になっているのかを検討した．

　発熱活性については始めにHerionDがIysosome

に存在すると述べており，これに対して寺岡4）は

14，0009沈渣とmicrosome分画にあると主張した．

しかし，Woodら2）とJanoffら3）は発熱活性が

9，0009遠心上清に存在すると報告し，Herionらの

主張を否定した。また，小川ら5）は105，0009遠心上

清がLPと同じ発熱patternを示すことを報告して

おり発熱活性の細胞内分布については研究者の成績は

一様ではない．著者らはこれに対して：本研究の結果か

らmicrosome分画である分画Vにのみ1ag　timeの

短かい典型的発熱曲線が認められ，他の1ysosome分

画である分画HI，分画IVおよび分画VIには全く発熱活

性を認めることが出来なかった．

　LPはde　novoに合成されるものか，またはin－

herentな存在性を示すものかという点は現在まで明

確ではないが，Nordlundら15）は蛋白合成阻害剤

Puromyci且をPMNLに前処置すればLP産生が
抑制されることを明らかになし，LPがmicrosome

で産生される可能性を示した．この結果は著者らの実

験からLPがmicrosOlne分画に存在しているという

事実を間接的に支持するものと考えられる．

　一方，炎症反応において血管透過充進活性因子は

1yso＄ome分画である分画皿において他の分画よりも

高く，その．speci丘。　activltyも他の分画より約4倍

高い値を示すことから末梢血管透過充進因子は

1ysosolne中の水解酵素群によるものと推定出来る．

要 約

著者らはPMNLをKohn，　Darcyの方法で分画

し，発熱および末楕血管透過性囚子の分布を検討し，

以下の成績を得た．

　1）　PMNLの各分画についてそのacid　phospha・

tase活性を検討し，分画皿を除いては1ysosome分

画である分画皿が最も高く，他の分画IV，　microsome

分画である分画Vおよび分画VIの活性は分画皿の約

1／10であった．

　2）PMNLの各分画の発熱性を検討したところ

microsome分画である分画VはしPに類似した典型

的な一峰性の発熱曲線を示したが，他の分画において

はほとんど発熱を認められなかった．

　3）　PMNL　の各分画の末槍血管透過性活性を検討

したところ1ysosOme分画である分画皿が最も高く，

他の分画はその半分以下の値を示した．
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ケシ（Pψθ〃〃502π吻をπ〃ηム）の耐病性系統の生産力について

大野忠郎・木下孝三＊・小峰常行

On　the　Productivity　of　the　Disease　Resistant　Strains　in

　　　　Oplum　Poppy（Pαραび6プ50脚旋プκ7ηL．）

Tadaro　O！INo，　Kozo　KINosHエTA　and　Tsuneyuki　KoMINE

　Since　1963　the　dlsease　（1Zo1η翻’乃。ψo〆fκ”多ρψαび。アf3　SAwADA）resistant　strains　of　opium　poppy

（」aψαび6アso，朋傍η‘，ηL．）have　been　bred　at　the　Wakayama　Experiment　Stat1on　o匠Medicinal　Plants．

Tlle　opium　yield，　the　morphine　content　in　opium　and　the　morphine　yield　of　these　disease　resistant

、strains　during　1970－1976　were　compared　with　those　of“Ikkanshu”，　a　common　variety　of　op1um

poppy　in　Japan．

　1）　In　the　opium　yield，　twelve　of　the　disease　resistant　strains　are　signi丘cantly　superlor　to
‘‘

hkkanshu，，．

　2）　In　the　morphine　content　in　opium，　almost　all　the　res1stant　strains　are　not　signl丘cantly　inferior

t◎‘‘Ikkanshu　except　only　one　strain．

　3）　In　the　morphine　yield，　fourteen　of　tlle　disease　resistant　strains　are　significantly　superior　to

‘‘

hkkanshu”．

　4）　For　the　first　time，　in　the　morphlne　productivity，　some　superior　strains　to“Ikkanshu”were

established，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

ま　え　が　き

　1953年本邦にケシ栽培が復活されて以来一般に栽培

されているケシ品種は一貫種1）のみである．

　著者らはこの一貫種よりも葉枯病　（Hθ伽伽伽ψ0一

γfκ彫加加〃θγf3　SAWADA）々こ対する抵抗性が強く，

生産力の高い品種を育成しようとした．一貫種は病

害，主として葉枯病にかかりやすい欠点があるので病

害にかかり難いトルコ系統と人工交配を行い，耐病性

で生産力の高い系統を育成しようとして1963年和歌山

薬用植物栽培試験場においてその育種に着手．し，一貫

種に比し生産力の高い若干の系統を育成し得たので報

告する．

材料および方法

　1．材　料

　1）　トルコ系統：1957年国立衛生試験所1斥三部より

分譲を受けたもので，トルコにおける栽培北極であ

る2）．T1，T2，T3，T6の系統を用いた．　　　曾．

　2）一貫種：従来当場で栽培されていたもの．

　2．方　法

　1）育成経過：1963年にT1×一貫種（1），一貫種

（1）×T1，　T2×一貫種（1），一貫種（1）×T2，　T3×一：貫

＊前和歌山薬用植物栽培試験場長

種（1），一：貫種（1）xT3，　T6×一：貫高（1），一：貫種（1）一

貫種（1）×T6の各組合せ（♂×♀）の人工交配を行っ

た．1964年以後F1，　F2，　F3と養成し，1966年までは

個体選抜を，1967年からは系統選抜をくりかえし実施

した．選抜には茎葉に葉枯病の病斑少なく，あへん収

量の多いことを目標として行った．

　系統としての収量の比較検討は1672年までは標準区

法により，1973年から1976年までは1970年から比較検

討を行った年までの目凹の10a当りあへん収量，あへ

ん中のモルヒネ含量，10a当りモルヒネ収量につい

て，系統および年を要因とする二元配置の分散分析を

行って，その平均を比較して行った。系統間の有章差

の検定はDuncanの範囲検定によった・

　2）栽培法：栽1．融はすべてケシ栽培耕種基準3）に

よって行われた．

　3）　モルヒネ定量：あへん中のモルヒネ定量は日本

薬局方Wの方法を改良した朝比奈，水町4）の方法によ

った．

実　験　結　果

　1．人工交配

　1963年5月：方法の項で述べたような組合せで人工交

配を行ったが，平均交配成功率（稔実交配数／全交配

数）は59％であった．1963年は開花期に長雨が続いた
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ため成功率は低かった。

　2．生産力

　1）あへん二二（10a当り）

　1970－1976の7か年について系統と年を因子とする

二元配置の分散分析を行った結果，系統問（5％水準

で有意），年間（0．1水準で有意）共に有意の差が認め

られた．系統比較の結果はTable　1のとおりであ

る．系統番号の1×T31－1－1－1－3－5はトルコ種のT3

を紐とし，一貫種を父として行った交配で，Fエ（6個

体），F2，　F3の各世代における選抜個体番号がおのお

の1－1－1であり，F4，　F5，　F6の各世代における選抜

系統の番号がおのおの1－3－5であることを示す．その

他の系統もこれに準ずる．

　一貫種に比し10a当りあへん収丑の多いものはT6

×12－2－1－1－1－5，1×T31－1－1－1－3－6，1×T62－2－1－

1－4－5，同1－1－1－2－3－5，同2－8－1－4－2－4，同1－1－1－

2－2－4，同2－8－1－4－5－4，同2－8－1－5－5－5，1×T31－1－

1－2－2－5，同1－1－1－1－1－4，同1－1－1－1－2－5，同1－1－1－

1－2－3（いずれも5％水準で有意）の12系統である．

　その他の系統はあへん収量において一貫種に比し有

Table　1．　Yield　of　opium　in　disease　resistant

　　　　　strains　of　opium　popPy

　　　　　　　　　　　　　　　　（泥　1970－1976）

Table　2．　Morphine　contalnt　in　opluln五n　dis鱒

　　　　　ease　resistant　strains　of　opium

　　　　　Popoy　（死1970－1976）

Stran

Item

＼．．

Ikkanshu

I×T31－1－1－1－3－5

　　　1－1－1－4－5－3

1×T21－2－1－3－6－6

1×T11－2－1－1－1－1

1×T21－1－1－1－1－3

1×T31－1－1－2－2－6

1×T21－1－1－5－3－2

　　　1－2－1－5－5－5

1xT31－1－1－1－1－5

1×T62－8－1－4－2－5

　　　1－1－1－2－2－5

　　　1－1－1－3－5－5

1×T31－1－1－1－2－3

　　　1－1－1－1－2－5

1×T62－8－1－5－5－5

1×T31－1－1－1－1－4

1×T62－8－1－4－5－4

1×T31－1－1－2－2－5

1×T61－1－1－2－2－4

　　　2－8－1－4－2－4

　　　1－1－1－2－3－5

　　　2－2－1－1－4－5

1×T31－1－1－1－3一．6

T6×12－2－1－1－1－5

Yield　of　Duncan’s　new
opium　per　　multiple
　10ares　　　　range　test

＼1・・m
St，ai。＼

　kg　　　　5％a）
2．179

2．264

2．289

2．321　　　－

2．375　　－

2。409

2．418

2．423

2．448

2．471

2．514

2，532

2．536

2．554＊

2．582＊

2．582＊

2，607＊

2．612＊

2．613＊

2．627＊

2．652＊

2．661＊

2．697＊

2。704＊

2．741＊

T6×12－2－1－1－1－5

1×T31－1－1－1－3－5

1×T21－1－1－1－1－3

　　　1－1－1－5－3－2

1xT31－1－1－1－2－5

1XT61－1－1－3－5－5

1xT31－1－1－1－2－3

1xT62－8－1－4－2－5

　　　1－1－1－2－3－5

　　　2－8－1－4－2－4

1×T31－1－1－1－1－4

　　　1－1－1－1－1－5

1xT62－2－1－1－4－5

　　　1－1－1－2－2－5

1kkanshu

I×T31－1－1－4－5－3

　　　1－1－1－2－2－5

1×T61－1－1－2－2－4

1×T11－2－1－1－1－1

1×T31－1－1－2－2－6

1×T21－2－1－3－1－6

1×T62－8－1－4－5－4

　　　2－8－1－5－5－5

1×T31－1－1－1－3－6

1×T21－2－1－5－5－5

Morphine　Duncan’s　new
content　　　multiple
in　opium　　range　test

　％

13．19＊

13．36

13．62

13．77

13．85

13．87

13．94

13．99

14．04

14．06

14．12

14．13

14．20

14．27

14．29

14．29

14．38

14．44

14．45

14．45

14．55

14，58

14．58

14．80

14’92

a）Any　two　means　not　apPearing　together　on

　the　same　line　are　significantly　different

　Any　two　means　appearing　together　on　the

　same　Iine　are　not　significantly　different

＊Significance　level　of　difference　from‘‘Ikkan燭

　shu”；5％

5％・）

a）Any　two　means　nQt　apPearing　together　on

　the　same　line　are　significantly　different

　Any　two　means　appearing　together　on　the

　same　line　are　not　signi丘cantly　different

＊Signi丘cance　level　of　difference　from‘‘lkkan鰯

　shu”5％
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Table　3．　Morphlne　yield　in　disease　resistant　strains　of　opium　poppy（死1970－1976）

＼　　＼　 ．．
D．

　　Stran
Item　　　Yield　of　morphine
　　　　　　　per　10　ares

＼．
1×T31－1－1－1－3－5

1kkanshu

I×T31－1－1－4－5－3

1×T21－1－1－1－1－3

　　　1－1－1－5－3－2

　　　1－2－1－3－1－6

1×T11－2－1－1－1－1

1×T31－1－1－2－2－6

1xT61－1－1－3－5－5

1xT31－1－1－1－1－5

1×T62－8－1－4－2－5

T6×12－2－1－1－1－5

1×T61－1－1－2－2－5

1×T31－1－1－1－2－3

　　　1－1－1－1－2－5

　　　1－1－1－1－1－4

1×T61－1－1－2－3－5

　　　2－8－1－4－2－4

1xT21－2－1－5－5－5

1×T31－1－1－2－2－5

1×T62－8－1－5－5－5

　　　2－8－1－4－5－4

　　　1－1－1－2－2－4

　　　2－2－1－1－4－5

1×T31－1－1－1－3－6

Duncan’s　new　multiple　range　test

　　9
298．6

305．2

325．9

328．2

332．8

336．6

343．2

346．8

347．0

347．2

350，0

356．9＊

357．5＊

357．6＊

360．2＊

365．6＊

368．5＊

368．5＊

369，2＊

370．0＊＊

371．0＊＊

374．9＊＊

380．8＊＊

381．8＊＊

393．4＊＊＊

5％・） 1％ 0．1紋

a）Any　two　means　not　appearing　together　on　the　same　line　are　signI丘cantly　different

　Any　two　means　appearing　together　on　the　same　Iine　are　not　signi五cantly　different

＊・＊＊・＊＊＊Signi丘cance　Ielel　of　difference　from“Ikkanshu”；5％，1％and　O．1％，　respectively

意差は認められなかった．

　2）　あへん中のモルヒネ含量

　あへん収量の場合と同様の分散分析を行った結

果，系統問（5％水準で有意），年間（0．1％水準で有

意）共に有意の差が認められた．系統比較の結果は

Table　2のとおりである．

　T6×12－2－1－1－1－5の1系統のみは一貫種に比し，

あへん中のモルヒネ含量が低い（5％水準で有意）が，

その他の系統はすべてあへん中のモルヒネ含量におい

て一貫種と右意差が認められなかった．

　3）　モルヒネ収量（10a当り）

　同様の分散分析の結果，系統間，年間共に有意の差

（いずれも0．1％水準で有意）が認められた．系統比較

の結果はTable　3のとおりである．

　1系統（1×T31－1－1－1－3－6）は0．1％水準で，5系

統（1×T62－2－1－1－4－5，同1－1－1－1－2－2－4，同2－8－

1－4－5－4，同2－8－1－5－5－5，1×T31－1－1－2－2－5）は1

％水準で，8系統（1×T21－2－1－5－5－5，1×T62－8－

1－4－2－4，同1－1－1－2－3－5，同1－1－1－2－2－5，IxT31－

1－1－1－1－4，同1－1－1－1－2－5，同1－1－1－1－2－3，T6×1

2－2－1－1－1－5）は5％水準で，合計14系統はそれぞれ

一貫種に比し10a当りのモルヒネ収量：が多い．

考 察

　育種の目的である生産力，すなわちモルヒネ収量は

あへん収量とあへん中のモルヒネ含量とによって決定

される．育成系統は24系統中12系統（全体の50％）が

あへん収量において一貫種にまさり，あへん中のモル
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ヒネ含量では1系統を除くすべての系統（全体の96％）

が一貫種と比較して有意差がない．すなわち一貫種に

比しあへん収量が多く，モルヒネ収量は一貫種と同程

度の系統が多いので，それらの系統はモルヒネ収：量も

当然一貫種に比して多くなっている．

　このようにトルコ系統の持つ葉枯病に対する抵抗性

を一貫種に導入することにより，あへん収量，モルヒ

ネ収量共に多く，したがって従来本邦で最も生産力の

高い品種とされていた一貫種よりも生産力の高い系統

を初めて育成することができた．

　　　　　　　摘　　　　　要

　著者らは1963年以来和歌山薬用植物栽培試験場にお

いてケシの耐病性（葉枯病に対する）系統の育成を行

ってきた．これらの耐病性系統の1970年から1976年ま

での7か年のあへん収量，あへん中のモルヒネ含量，

モルヒネ収量の平均値を一貫種のそれと比較した．

　1）　あへん収量においては交配系統のうち12系統は

一貫種に比しすぐれている．

　2）　あへん中のモルヒネ含量においては1系統のみ

が一貫種に比し劣っているが，その他のすべての系統

は一貫種に劣らない．

　3）　モルヒネ含量においては14系統が一貫種に比し

すぐれている．

　4）モルヒネ生産力において一：貫種よりもすぐれた

系統を初めて育成した．
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ノー　ト Notes

市販アスピリンおよびその製剤中の無水アスピリンの定量

斉藤恵美子。緒方宏泰・柴崎利雄・江島　昭・井上哲男

Determination　of　Aspirin－anhydride　in　commercial　aspirin

　　　　　　　　　　and　its　prepalations

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、・、．Em三ko　SAITo，　Hiroyasu　OGATA，　Toshio　SHIBAzAKI，　Akira　EJIMA　and　Tetsuo　INouE

　Aspirin　anhydride（ASN）in　commeτcially　available　aspirin　preparations，　powder，　tablet，　pulver，

and　capsule，　was　analyzed　by　H．　Bundgaard　et　a1．’s　method　wlth　some　Inodi丘cations．　The　method

reported　by　H．　Bundgaard　et　a1．　was　less　reprQducible　for　complex　formulations　owing　to　coex三sting

materials，　The　improved　methQd　was　well　reproducible　and　permited　determlnation　of　O．0005％of

ASN　in　aspirin　even　in　the　case　of　complex　formulation．　Applying　the　improved　method　to　twenty

different　commercial　preparations　available　in　Japan，　ASN　was　detected　in　amounts　ranging　from

O．001to　O．013％in　seven　preparations．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

緒 言

　アスピリン（AS）中には，微量の無水アスピリン

（ASN）が混在するものがある．このASNは，高度

の免疫性物質であることが，De　Weck1）によって報

告され，注目されている．その定：量法には，H．　Bund－

gaardらの比色法がある．この方法は，α一Benzam五一

docinnamateを用いるものでASNに特異的でかつ

微量定量に適している．H．　Bundgaardらの報告によ

れぽ，9種のAS中にASNが少ないもので，0．0012

％，多いもので0．024％であった，

　著者らは，わが国のASおよび同製剤の品質管理の

面から，AS中のASNの混在量を試験しようと試み

た．H．　Bundgaardらの報告では，　AS製剤について

ふれていないが，直接この方法を製剤に適用したとこ

ろ，単味製剤については満足すべき結果を示したが，

しかしAS複合製剤中のASN測定値は変動した．一

方AS単味製剤からは，ほとんどASNが検出されな

かったのにかかわらず，ほとんどのAS複合製剤か

らはASNが検出されたのでこれに疑問を持ち，試薬

ブランクの他に，試料ブランクを呈色液の吸光度から

差引くことにより，この比色法を再検討し精度の良い

結果を得たので報告する．

実　験　方　法

1．装　置

　日立EPS－3T型自記分光光度計および日立139型

分光光度計

2．試薬および試液

　ASN：H．　Bundgaardら2）の方法によって合成した．

（m．P．85。）

　α一BenzamidQcinnamic　acid＝H．　Bundgaardら2）

の方法によって合成した．（m．p．230。）

　α一Benzamidocinnamic　acidのナトリウム塩溶液

（α一BACS）2）1α一Benzamidocinnamic　acidのナトリ

ウム塊0．159を水5．OmJに溶かし，ピリジン10．O

mJおよびエタノールを加えて正確に500　m1とする．

　ピリジン・エタノール溶液（PAS）：水5．　O　mJにピ

リジン10．Om’およびエタノールを加えて正確に500

mJとする．

　0．5Mリン酸塩溶液（pH　11．2）：リン酸二水素カリ

ウム349に2N水酸化ナトリウム液185m’および

水を加えて溶かし，500mlとする．

　0．5Mリン酸塩緩衝液（pH　7．8）：リン酸二水素カ

リウム349に2N水酸化ナトリウム液1151nJおよ

び水を加えて溶かし，500m♂としたのち，2N水酸化

ナトリウム液を滴加して，pH　7．8に調整する．

3．試料
　AS　4種，　AS錠7種，複合散剤7種，複合カプセ

ル剤2種の市販品

4．実験操作

　AS　O．509またはAS製剤のASO．509に対応す

る量（予めASの含量を測定する）を量り，共栓試験

管に入れ，ベンゼン4．Om！および5。以下に冷却し
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たpH　11．2のリン酸塩溶液10．　O　mJを加え2分間強

くふり混ぜたのち，ベンゼン層を共栓小試験管にと

り，0．5Mリン酸塩緩衝液（pH　7．8）0．2mJを加えて

良くふり混ぜ，放置後，ペソゼン1．OmJずつをA，

B，の小試験管にとる．つぎに窒素ガスを送風して蒸

発させ，Aにα一BACS　2．　O　mJ，　BにはPAS　2．　O　mJ

を加え30分間放置後，A液にはα一BACS，　B液には

PASを対照として波長382　nmにおける吸光度A瓦

およびAl｝を測定する．

　　　・・Nの旦（・g）一一（㌻炉亀・1・

ただし，749は波長382・m｝・おけるASNのE急

に対応する反応液の吸光度

実験および結果

1．　試料プランクおよび測定波長

　市阪AS製剤および複合散剤中のASNの測定にあ

たり，H．　Bundgaardらの比色法を用いたところ，市

販ASからは，　ASNが検出されなかったが複合散剤

からはほとんどが検出された．即ち，Table　1の試料

H：0．0039，1：0．0043，J：0．0031，　KおよびL：

0．0034，M＝0．0059，　NlO．0096％のASNが検幽

された．その再現性はNでは変動係数6．7％（8回）

であり，AS粉末は2．0％，（8回），　AS錠は2．7％

（8回）（それぞれにASN　10μ9添加）であった．

以上の結果に疑問を感じ，試料1の測定液の吸収スペ

クトルを測定したところ，Fig．1．のEが得られ，362

nmに極大が認められず，更にこの反応に使用した

α一BACSのかわりに，　PASを用いて調製した測定液

の吸収スペクトルを測定したところ，さきに測定した

スペクトルEと同様であった．この両スペクトルか

ら，試料1にはASNが存在しないことがわかった．

以上の結果から，製剤の測定には，試料ブランクが必

要であることが判明した．

　ASN呈色液のスペクトルはFig．1．のCのように，

362および382nmに吸収の極大を示し，その試薬ブ

ランク（α一BACS）のスペクトルは362　nmにおいて

吸光度0．07を示し，382nmでは0であった．複合散

剤によってはスペクトルEのように，362nmにかな

りの吸収を示し，かつその附近のスペクトルの傾斜も

大きい．そこで測定波長362および382nmにおい

ての再現性を比較した．即ちTable　1．の試料N（複

合散剤）のAS，5gに対応する量をとり，ベンゼン

20m’を加えて振り混ぜ，ベンゼン液0．5m’ずつを

量り，H・Bundgaardらの方法によって操作し波長

362および382nmにおける測定波長液の吸光度の変

動係数は，それぞれ2．6％および1．2％（5回）であっ

た．以上にもとづき，測定波長を382nmとした．

382nlnにおけるASNの呈色液のE｝臨に対応する

値を求めたところ749であった．なお試料1の配合成

分（1包中の表示）はAS　300　mg，フェナセチン133

1ng，カフエイン50　mg，ケイヒ33　mg，パレイショデ

ンプン131mg，また試料Nは，　AS　300　mg，フェナセ

チン66mg，プロムワレリル尿素40　m9，カフェイン

50mg，　d1一塩酸メチルエフェドリン17　mg，ノスカピ

ソ10mg，リン酸水素カルシウム217　mgである．

　ASN　O．008％を含有するように調製したASO．509

につぎに示した各成分を別々に加え実験操作にしたが

って操作し，各成分のASNの測定値に及ぼす影響を

検討したところその吸光度は0．380～0．368であった．

なおASN　O．008％のASから得た吸光度は0．372

であった．添加成分およびその量は，マレイン酸クロ

ルフェニラミソ4mg，アセトアミノフェン150　mg，

アミノエチルスルホン酸80mgと上記試料1および

Nの配合成分とその量．

8
自

金

9
ρ
＜
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0．4

0．3

0．2

1）．1

　　口
　　、＼し・、

E十1トA　　　l　ll
B一ｨ　ll
　　　l　l’

　　　鴇

　　　ll
　　　・　、

　　　！l　＿C
　　　u
　　　　、、1

　　　　＼　、
　　　　ヘ　　　　へ
　　　　　＼　・
　　　　　、　　　　、
　　　　　＼　　＼
　　　　　　へ　　　　　　　
　　　　　　＼　　　＼
　　1）　　　　　・　　　　㌦　一
　　㍉　　　　＼
　　　　　　　　一．35〔〕

、Vavelengt11

4｛〕O　　nm

Fig．1．　Absorption　spectra　of　colored　product

　　　　obtained　from　ASN　by　H．　Bundgaard

　　　　method
　　　　A＝ASN十α一BACS，　reference　ethanoI

　　　　B：α・BACS，　reference　ethanoI

　　　　C：ASN十α一BACS，　rcferenceα一BACS
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D：PAS，　reference　ethanoI

E：α一BACS　solution　of　sample　I

　　（same　as　the　PAS　solutlon）

2．抽出時のベンゼンの量

　H．Bundgaardらは，　AS　O．59からASNをペソ

ゼン2mJを用いて抽出し，その0．5mJを使用して

いるが，さきにのべたようにASN呈色液および試料

ブランクを調製することと製剤には賦形剤が配合され

ているためかさ高となり，ペソゼソ2m’では不足で

あったので4m1を用いて抽出し，その1mJつつを

用いることとした．

　3．抽出時のpllおよび抽出時間

　H．BundgaardらはASNをpH　11．3のリン酸塩：

溶液を用いて，pH　7．8～8．0で抽出しているが，これ

を製剤に適用したところ，製品間に差があり，水層の

pHは6．9～8．3の範囲にあったので，抽出時のpH

について再検討したところ，Fig，2に示すようにpH

7．2～7．8で効率よく抽出されることが判明した，こ

のpH域をはずれる場合を考慮してpH　7。8の緩衝液

0．2皿」でベンゼン層を洗浄した．

　H．Bundgaardらは10分間振とう抽出しているが，

強く振り混ぜれば，1～10分間の振とうで何れも良好

に抽出されたが，15分頃は1．4％低下した，以上にも

とづき，抽出時間は2分とした．

4．検量線

　AS　O．509を：量り，各種濃度のASNのベンゼン溶

液4m1を加え，実験操f乍に従い操作し，測定液1mJ

中のASNの量を横軸にとってその吸光度との関係を

％

100

97

94

91

o－〇一⊂b
　　　　　＼o
　　　　　　＼。

o

7

Fig．2．

0．8

ゼ6

1“4

0．2

8 9 10

　PH

Effect　of　pH　on　recovery　of　ASN

percen亡of　ASN　in　AS：0．005％

　　　　　　5．0　　　　　　　　　10．0

　　　　　　　　　　　　μ9／mJ
Amount　of　ASN　in且nal　solution

Fig．3． Calibration　curves　for　ASN

一〇一＝382nm

Table　1．　Determination　of　aspirin　anhydride　in　commercial　aspirin　and　its　preparations．

Sample Prepar． ASN（％） Sample Prepar． ASN（％）

A
B

C

D
E

F

G

H
I

J

Po．

Po．

Po．

Po．

T．

T．

T．

Pu．

Pu．

Pu．

nQne

none

none

none

O．001＊

0．005＊

0．013＊

0．001

none

none

K
L

M
N
O
P

Q

R
S

T

Pu．

Pu．

Pu．

Pu．

T．

T．

T．

T．

C．

C．

none

none

none

O．005

0．001＊

0．008＊

none

none

none

none

Po：Crystalline　Powder　　T：Tablet　　Pu：Powder　　C：Capsule　　＊：importation

Fig．3．に示したように検量線は1．25～10．0μg／mJの　　7．市販AS，市販AS製剤中のASNの定量結果

範囲で良好な直線性を示した．　　　　　　　　　　　　定量法に従ってAS　4種，　AS錠7種，複合散剤7
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種，複合カプセル剤2種の市販品についてASNの定

量結果をTable　1．に示す．

結 語

　AS複合製剤には360　nm附近の波長域に吸収をも

つ成分を配合したものが多いためその中のASNは，

H．Bundgaardらの比色法をそのまま適用して，定量

することはできなかったが，試料プランクを呈色液の

吸光度から差引く操作を加え，さらに配合成分に起画

する測定値の変動を小さくするために，測定波長を

382nmに改めたところ，精度よくASNを定猛する

ことができた．

　この方法を用いて市阪製剤中のASNを測定したと

ころ，Table　1に示したように，我国に市販されてい

る輸入品以外のASおよびその製剤からは，1試料を

のぞきASNは検出されなかった．
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向精神剤の鑑定法

大野昌子・島峯望彦・高橋一徳

　　　　　Identi行cation　of　Psychotropic　Drugs

Masako　ONo，　Mochihiko　SIHMAMINE　and　Kazunori　TAKAIIAsH【

　For　the　detection　and　identi丘cation　of　seven　psychQtropic　durgs　included　in　the　Act　for　the　Control

of　Dangerous　Substances，　Schedule　IV，　color　and　microcrystal　tests，　measurements　of　UV　absorption

spectra，　and　thin　layer　and　gas　chromatography　were　carried　out　on　a　very　small　amout．

　Some　tests　are　speci丘。　for　individual　substances，　but　lt　is　necessary　to　apPly　rnore　than　two

essentially　different　and　characteristlc　tests　to　them．

　The　data　obtained　by　these　tests　are　shown　in　Table　1～5，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　近年世界的に向精神品の濫用が社会問題となり，国

連の麻薬委員会はこれを重視して，1971年に「向精神

剤に関する条約」を採択した．われわれは1972年から

この条約を批准するのにさき立つ一連の研究を進めて

ぎており，この条約別表1で規制されている幻覚剤に

ついては標準品の製造1）を行い，その理化学的鑑定

法2）を確立した．今回は規制対象になっている他の7

種（別表IV）について簡易鑑定法の確立を試みた．

実　験　方　法

　試料はいずれも「広い医療上の価値を有し，公衆衛

生上および社会上の問題を起こす可能性は少ないが，

なお存在する薬物」として町制の対象とされたもので

化学溝造上の関連性はない．酸性で有機溶媒に抽出さ

れるもの，酸性，アルカリ明いずれからも有機溶媒で

抽出されるもの，アルカリ性においてだけ有機溶媒で

抽出されるものなどがあり，抽出分離は容易であるの

で，ここでは分離後の確認法に重点をおいた．

　試料

’1）メタ閉口ン　2）メプロパメート　3）スパ（塩：

酸ジフェニルジメチルアミノエタン）4）グルテチミ

ド　5）エチナメート　6）メチプリロン　7）バルビ

タール

　試　験

1．呈色反応

　試　液

　1）　ホルマリン・硫酸試液　日局九

　2）亜セレン酸・硫酸試液　日局九

　3）　モリブデン酸アンモニウム・硫酸溶液：モリブ

デン酸アンモニウム0．19を硫酸10m’に溶かす．

　4）　硝酸。硫酸混液：砧酸10滴に水を加えて100mZ

とし，その10滴を硫酸10mJと混和する．

　5）　1％パナジン酸アンモニウム・硫酸溶液

　6）　過硫酸カリウム飽和硫酸溶液

　7）　過酸化水素。硫酸混液：硫酸10mJに強過酸化

水素水20滴を加える．

　8）10％亜硝酸ナトリウム・硫酸溶液

　9）　10％フルフラール・エタノール溶液
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10）　0．2％酢酸コバルト・メタノール溶液

11）水酸化リチウム飽和メタノール溶液

12）　ジフェニルカルパゾソ・アセトン溶液：ジフェ

ニルカルバゾン0．019をアセトン・水画配（1：1）

100m’に溶かす．

13）　硫酸第二水銀溶液＝酸化第二水銀0，25gを硫

酸101nJに溶かし，水を加えて100　mJとする・

　方　法

　試料ユ）～7）それぞれ数mgずつを滴板上にとり，

試液1）～8）はそれぞれ1滴ずつを加える．試液9）

は1滴を加えたのち塩酸1滴を加え，試液10）は1滴

を加えたのち乱訴11）1滴を，また試液12）は1滴

を加えたのち13）1滴を加える．検出限界は試料のメ

タノール溶液（1→10，1→1000）を調製し，その一定量

ずつを滴板上にとり，メタノールを蒸発させたものに

ついて同様にして呈色反応を試みる，

H．　薄層クロマトグラフィー（TLC）

　1）試料の調製：各試料のメタノール溶液（1→500）

　2）　プレート1シリカゲルGF　254を用い，常法に

より厚さ0．3mmに調製し，110。，1時間乾燥後保存

　3）　Solvent

　　A）Methanol：28％Ammonia　water＝100；1．5

　　B）Chloroform：Methanol：28％Ammonia
　　　　water＝24；6：0．1

　　C）Benzene：Acetic　acid＝9：1

　　D）ChlorofQrm：Acetone＝9：1

　　E）Chloroform＝Methanol＝9：1

　　F）Chloroform：Acetone＝4：1

　4）発色剤

　　a）0，2月過マンガン酸カリウム溶液

　　b）硝酸第一水銀飽和溶液

　　c）10％フルフラール・エタノール溶液　　噴霧

後塩酸ガスをあてる．

　d）p一ジメチルアミノベンズアルデヒド溶液：p一

ジメチルアミノベンズアルデヒド0．59を無水エタノ

ール50mZに溶かし，塩酸5mJを加える．

　塩化白金ヨウ化カリウム溶液：4％ヨウ化カリウム

溶液25mJに10％塩化白金酸溶液1mJおよび水を混

和し50mZとする．

　両溶液を重ねて噴霧する．

皿．　ガスクロマトグラフィー（GO）

　1）試料の調製＝各試料のメタノール溶液

　　　（1→1000）

　2）　Condition

　Apparatus：Shimadzu　GC　4BMPF　（connected

with　Digital　Integrator　TR－2215A，　TAKEDA　RI一

KEN）

　Column：i）　JXR，3％，　Chromosorb　G　HP，80～

　　　　100　mesh

il）

iii）

iv）

v）

vi）

vii）

viii）

SE．30，3％，　Gas－Chrom　Q，60～80　mesh

OV－1，3％，　Gas－Chrom　Q，60～80　mesh

OV・17，3％，　Shimalite　W，80～100　mesh

SE・52，2％，　Chromosorb　W（AW・DMCS），

80～100mesh
Pentasil，3％，　Gas－Chrom　Q，60～80　mesh

QF・1，3％，　Gas－Chrom　Q，60～80　mesh

XE－60，3％，　Chromosorb　W（AW，DMCS），

80～100mesh

　Glass　Column：1．D，3m叫L．2m

　Temp．：CQIumn　170～200。，　Det．240。

　Flow　rate：N250　mJ／min，　H250　m1／mln，

　　Air　11／min

　Sens。：100　MΩ　　Range：0．08　V

IV．紫外線吸収スペクトル（UV）

　Apparatus：HITACHI　EPS－3T

　試料の調製：エチナメートはメタノール溶液（5→

100），他の試料はメタノール溶液（1→1000）をさら

にうすめる．

V．　マイクロクリスタルテスト

　結晶形成法3）

　（1）試料を5％酢酸に溶かし，その小滴をスライド

グラス上にとり，蒸発したのち残留物に三音を加え

る．カバーグラスを用いる．

　（2）スパについてはホールスライドグラスに原末を

とり，10％水酸化ナトリウム溶液を加え，別に希塩酸

をスライドグラスに付け，ハンギングドロップ法で揮

発するアミンを塩酸塩とし，以下（1）と同様の方法に従

う．

　試液
　臭化金品液：塩化金19に臭化水素酸（40％）1・5

mJを加えて溶かし，うすめた硫酸（2→5）を加え．て

30m！とし，この液3mJに氷酢酸1mZを混和する．

　ヨウ素・ヨウ化カリウム試液　A～E：種々の割合

のヨウ素・ヨウ化カリウム溶液と酸との混液で，調製

法はp．41に示す．

　ライネッケ試液：グリセリン0．5m’に水2mJを

混和し，ライネッケ塩を飽和させる（用時調製）。

実験結果および考察

1．呈色反応

　各試液による呈色反応の結果をTable　1に示す．

　Table　1に示したと：おりメタカロンおよびメチプリ
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Selected　I－KI　reagents　for　microcrystal　test

～＿ 　～`． Reagent
　　　．　～

A B C D E

1－KI（6：

　〃　　（10：35　in

　〃　　　（5：30　in

〃　（10：10in

Glaclal　acetlc　acid

Syrupy　H3PO4

Conc．　HCI

Di1．　H2SO4（1→4）

40％Mg（OAc）2so．

H20

10．5in　100　m’H20）

〃

ノノ

〃

Volume

0．8m’

1．8

2．2

1．2

一mJ
O．5

1，8

2．2

1．5

一mJ

2．0

3．0

3．0

一mZ

O．8

2．0

2．0

1．2

一m’

0。6

3．0

0．6

4．8

6．0 6．0 8．0 6．0 9．0

Table　2．　Thill　layer　chromatographic　data　for　drugs　tested

　　　　　　Solvent

Compound

Methaqualone

Meprobamate

SPA
GIutethimide

Ethinamate

ムlethyprylon

BarbitaI

R∫×100

A　　B　C　D　E F

74

70

56

74

68

71

74

85　　25　　53　　70　　60

6110　44．010
63　　17　　　6　　40　　11

83　　38　　52　　73　　65

75　　34　　36　　63　　48

77　　32　　21　61　35

75　　22　　25　　65　　47

UV
セ5π

nm
十

十

一

十

LOCatiOn　reagent

a b C d

Orange

ye110w

pale　yellow

yellow

pale　yellQW

pale　brown

gray

gray

gray

gray

gray

dark　blue

dark　blue

purple

bluish　purple

grayish　yellow

grayish　yellow

　　UV十：nuorescence　of　the　plate　is　quenched　under　UV　254　nm

　　　　　一　＝not　quenched
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Color　一：reactlon　negatlve

　　　　　　　　a）0．2％Potassium　permanganate　solution

　　　　　　　　b）　Ivlercurous　nitrate－saturated　solution

　　　　　　　　c）10％Furfura1－ethanol　solution十Hydrogen　chlorlde

　　　　　　　　d）p－Dimethylaminobenzaldehyde　solution十Potassium　iodoplatinate　solution

Table　3．　Retentlon　times　of　drugs　under　above－mentioned　conditions

　　　　　　　Column＆
　　　　　　　　　Column

　　Com・　　　　temp．
　　　pound

ムlethaqualone

Meprobamate

SPA
GIutethimide

Ethinamate

Methyprylon

Barbita1

JXR
170。

SE－30

170。

OV－1

170。

OV－17

170。

SE－52

170。

Pentasil

　170。

QF－1

170。

XE－60

200。

53．8

18．5＊

14．3

10．5

17．4

3．0

5．2

4．3

30．5

9．9＊

5．5

5．6

12．3

2．0

3．5

2．6

17．5

5．8＊

4，8

3．5

5．7

1．2

1．9

1．6

39．5＊

10．0＊

10．9

32．0

3，8

7，9

6．0

5．9＊

6．0

3，4

6。6

1．5

2．2

1．8

48，6

9．7

6．7

14，5

1．9

4．1

2．8

31．0

19．8

2．3

16．6

1．7

5．9

4．5

25．3

28．8

2，4

14．1

　－
5．5

6．6

＊：Columll　temperature　200。 一：no　peak　apPears
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ロンは1％パナジン酸・硫酸溶液および10％亜硝酸ナ

トリウム・硫酸溶液で明らかな呈色を示すが，検出感

度は比較的悪かった．またメプロバメートはフルフラ

ール溶液を用いたときだけ呈色するが鋭敏であった．

その他については鋭敏で特異的な呈色試液を見い出す

ことができた．

II．　TLC

　前記実験条件における各試料のRf値と蛍光および

発色剤による呈色をTable　2に示す，

　Table　2では発色剤臓霧により呈色しない，また呈

色しても色調が全く同じである（b，c），また紫外線照

射（254nm）で吸収を認めないものなどが口立つが，

溶媒別の1ヴ値も考慮して各試料を容易に特長づけ鑑

別することができる．

III．　GC

　前記の各条件でGCを行った結果をTable　3に示
す．

　カラム温度を170。に統一・するとtRが大きくなる場

合があり，これらは温度を200。に上げることが望まし

い．メプロパメートのクロマトグラムはわれわれの定

めた条件では単一のピークを示さず検討の余地を残し

ているがTable　3にはおもなピークのtRを記した．

IV．　UV

　測定結果をTable　4に示す．

　メプロパ円融トおよびバルビタールのメタノール溶

液は紫外部に吸収を示さないが，バルビタールは0．1

N水酸化ナトリウム溶液にすれば吸収が得られる．

またエチナメートは吸収が非常に弱いためメタノール

溶液中の濃度が2％以上にならなければ検出できな

い．

Table　4．　UV　data　of　the　drugs

Compound

△lethaqualone

λM，OH
mln

・mEl臨

214　1178

250　　273

289　　107

313　　116

λMeOH
max

・mE臨
225　1470

265　　405

305　　152

316　　118

Meprobamate 一一
SPA

Glutethlmlde

Ethinamate

Nlethyprylon

BarbitaI

233　　3．3

254　13．0

260．5　15．2

267　11．2

249．515．9

255　15．9

262　14．0

270　　0．02

254　　0．38

＊229　　206

253　13．2

258　17．5

262　16．5

268．512．9

252　17．3

258　18．5

264　14．6

305　　0．04

295　　1．90

248　　360

＊：in　O．1NNaOH　　一：no　peak　appears

V．　マイクロクリスタルテスト

　試料は化学構造によって分類されたものではないの

で，共通して用いることのできる試液を選ぶことは不

可能であったが，前記の試液による結品形成および結

晶形をつぎに表示する（Table　5－1，5－2）．

　一二カロンはこれらの試液で容易に二品を形成する

が，メプロパメート，グルテチミドの場合，形成され

る結品はこれら自身にもとつくものではなく，反応し

Table　5．　Crystal　building（一1）and　crystal　forms（一2）of　the　drugs

　　　　　with　reagents　for　microcrystal　test

　　　　　　　　　Table　5－1．　Crystal　building

　　　　　　　Reagent

　　SamPle　　　　．＼、＼

1－KI

Methaqua1。ne

Meprobamate

SPA
GIutethimide

Ethinamate

Methyprylon

Barbita1

A B C D E

十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

HAuBr4

十

十

十

十

Volatility　test

／

／

十

／

／

／

／

十：crystal　forms　　一：no　crystal　forms
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Table　5－2．　Crystal　form

Drug Reagent Crystal　fonn

氏lethaqualone

Meprobamate

SPA

Glutethimide

Ethinamate

ムlethyprylon

Barblta1

1－KトA

1－KIB

1－KIC

I－KIE

HAuBr4

1－KIB

I－KIB

Reineckate＊

1－KIB＆C
I－KIB
HAuBr4

1－KIC

I－KIB

I－KIC

1－KID

HAuBr4

Dichroic　needles　somewhat　curled，　brownish　CP，　negative　elon－

gation　RP

Dichroic　clusters　of　blades，　whitish　brown　CP，　positive　elongat1on

RP
Needles，　brown　CP，　negative　elongation　RP

Dendr三tes　of　needles，　brownish　CP，　positive　elongation　RP

Dendrltes　of　needles　and　square　plates，　ye110wish　CP，　the　former

shows　positive　elongation　RP

Rods，　reddish　and　birefringence　CP，　no　elongation　RP

Rods，　orange　CP，　no　elongation　RP

Dendrites　of　needles，　wh｛tish　CP，　pQsitive　elongation　RP

PIates　and　rods，　reddish　and　birefringence　CP，　no　elongation　RP

　　　　　　　　　　〃
Rosettes　and　curled　featherly　crystals，　whitish　CP，　the　former

shows　positive　and　the　latter　shows　negatlve　elongation　RP

Small　square　crystals，　no　elongation　RP

Dichroic　clusters　of　blades，　birefringence　CP，　no　elongation　RP

Dimorphic；clusters　of　blades，　orange　and　blue－green　CP，皿o

elongation　RP，　and　squarectlt　crystals，　red　and　birefringence

CP，　no　elongation　RP

Dense　rhomboid－type　crystals，　dichroic，　birefringence　CP，　no

elongation　RP

CIusters　of　small　plates，　brownish　CP，　positive　elongation　RP

PC：observation　with　polarizers　crossed RP：observation　with　red　plate ＊volatility　test

て遊離するヨウ素であるので特異的とはいえない．ス

パについては水酸化ナトリウム溶液で分解して得られ

るジメチルアミンのテストを加えることi．こよって特長

づけることができた．

　本研究は向精神剤に関する条約の別表Ivに含まれる

薬物が不正使用の証拠物件としての鑑定対象になった

場合の簡易鑑定法の確立を目的としているので，少量

の試料を用い，簡単な手段でかつ確実に行ない得る確

認法に重点を置いた．これらは化学構造で分類された

ものではないので，同一試薬による系統的な相互の比

較は不可能であり，個々に特異な方法を選ばなくては

ならない．われわれの得た結果は鑑定にはまずTLC

による推定から始めるのが便利であることを示した．

　本研究は厚生省依託研究費によった．

　　　　　　　文　　　　　献
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2）大野昌子ら：衛生試報，93，95（1975）；94，46，
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3）大野昌子：衛生帳面，87，1（1969）
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　食品中の残留農薬の分析法に関する研究（第26報）

にんにく，玉ねぎおよびねぎ中の有機塩素農薬の分析法

中西多恵・佐々木久美子・武田明治・内山充

Studies　on　the　Analysis　of　Pesticide　Rcsidues　in　Foods．（XXVI）

　　　　Analytical　Method　for　Organochlorine　insecticides

　　　　　　　　in　Garlic，　Onion　and　Wclsh　onlon

Tae　NAKANIsm，　Kumiko　SAsAKI，　Mitsullaru　TAKEDA　and　Mitsuru　UcIHYAMA

　Organochlorine　insecticides　were　studied　to　establish　the　anaIytical　method　in　garlic，　onion　and

Welsh　onion　by　gas　chromatograph　with　electron　capture　detector（ECD．GC）．

　Dialkyl　disulfides　containしd　in　tlle　abQve　vegetables，　such　as　methyl　propyl　disulfide　and　allyl

propyl　disu1丘de，　interfere　very　strongly　in　the　analysis　of　the　insect1cide　residues　by　ECD。GC・

　The　removal　of　tlle　intcrfering　compounds　in　these　vegetables　was　examined　by　cQlumn　chro・

matography　on　alulnina　treated　with　silver　nitrate　and　also　the　analytical　method　for　the　insecticide

residues　in　the　vcgetables　was　investigated　on　the　basis　of　the　column　chromatographic　results．

　The　method　consists　of　four　procedures，　extraction　with　acetonitrile，　clean　up　with　a　FlorisiI

colunm　and　an　alumina　column　treated　with　silver　nitrate，　and　then　the　determination　by　ECD－GC．

　It　was　shQwn　in　this　paper　that　the　average　recovery　of　the　insectic玉des　added　to　the　vegetable

homogenates　ranged　from　82％forδ一BIIC　to　96％for　hep亡achlor　epoxide　in　garlic．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　玉ねぎ，ねぎ，にんにく，にらおよびらっきょうな

どのAI！ium属に属する農作物は，種々の右機硫黄化

合物に由来する臭気成分を含有しており1），これらが

電子捕獲型検出器（ECD）に高い感応性を有するため，

これら農作物中の残留有機塩素農薬の分析を非常に困

難なものとしている．

　AIIium属に属する農rF物のうち，玉ねぎやねぎ類

はわれわれの日常食品としてかなりの量を摂取してお

り，これら農作物中の残留有機塩素農薬の分析法の確

立は食品衛生上きわめて重要な問題である．

　今回，生鮮農作物中の残留農薬の実態調査の一環と

して，ねぎ，にんにくなどAIIiUln属に属する農f’F物

を入手する槻会を得たので，これら農作物中の残留有

機塩素農薬の分折法の確立を企図し，若干の知見を得

たので搬告する．

実　験　方　法

1．　試験および装置

　つぎに掲げるもの以外は前報2）に準じた．

　硝酸銀：試薬特級のもの

　アルミナ：中性，活性度1（メルク並製）

　有機塩素農薬標準溶液Alヘキサソ　1mJ中にア

ルドリン0．6μ9，α・BHCおよびヘプタクロル・エポ

キシド1．0μg，γ一BHC，ρρ’・DDEディルドリンおよ

びエンドリン2μg，β一BIIC，δ一BHC，♪ρ’・DDDおよ

びρグーDDT　3μgを含目する．

　有機塩素農薬：漂準溶液B：上記農薬のアセトン溶

液．

2．実験操作

1）抽　出

　均一試料として100gを500　mJの分液漏斗に取り，

アセトニトリル100m♂を加え，5分間振とう機で振

とう後，ろ過する．残渣を分液漏斗に戻し，水50mJ

およびアセトニトリル100m’を加え，同様に処理す

る．抽出液を5％食塩水200mJの入れてある1’の

分液漏斗に移し，ヘキサソ100m’ずつで2回振とう

抽出する．ヘキサソ抽出液を500mJの分液漏斗に合

わせ，水100mJずつで2回洗い，無水硫酸ナトリウ

ムで脱水した後，クデルナ・ダニッシュ濃縮器（K－D

濃縮器）で10mJに減圧下濃縮する．

2）　フロリジルカラムによるクリーンアップ

　130。で一夜加熱活性化したフロリジル20gを内径

22mm，長さ36　cmのクロマト管にヘキサンによる湿

式で充てんし，さらに無水硫酸ナトリウム約89を層

積してフロリジルカラムを調製する，

　これにヘキサン抽出液5m’を加え，5艶ついで15％
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エーテル含有ヘキサンそれぞれ200皿」ずつで溶出す

る．各溶出液はK－D濃縮暑：｝を用いて約5mJまで減圧

下濃縮する．

3）　硝酸銀処理アルミナによるクリーンアップ

　硝酸銀0．759を水0．7mJに溶解し，アセトン4m1

を加え，これにアルミナ10gを加えてよく混合して

均一化した後，アセトンを蒸散させる．

　上記の処理を施したアルミナ5gをあらかじめ無水

硫酸ナトリウム約39を入れてある内径10mm，長さ

30cmのクロマト管にヘキサソによる湿式で充てんす

る，

　このアルミナカラムにフロリジル溶出液を加え，ヘ

キサン100mZで溶出し，溶出液はK－D濃縮器で減圧

下5mZに濃縮する．

4）　ガスクロマトグラフィー

　ガスクロマトグラフィー条件は一括してTable　1

に掲げた．

実　験　結　果

1．硝酸銀処理アルミナカラムからの有機塩素農薬の

　回収率

　実験操作3）にしたがって調製したアルミナカラム

Table　1．　Operating　conditions　of　gas　chromatography

Temperature（。C）

Liquid　phasea）
Detector　and
Injectlon　port

Column

Column　length
　　（cm）

Gas　flowb）
（k9／cm2）

5％OV－17

2％DEGS十〇．5％phosphoric　acid

1％QF－1

250

250

200

235

180

145

150

150

200

0．5

0。． V

0．6

且）Solid　support；Gas　chrom　Q（60－80　mesh）

b）Carrier　gas；high　purity　nitrogene

Table　2．　Recovery　of　organochlorine　pesti－

　　　　　　cides　from　alulnina　column　treated

　　　　　　with　siliver　nitrate

距融恥蛛G㎞㎞跡・

Table　3．　Recovery　of　organochlorine　pesti・

　　　　　cides　added　to　Allium　crops

Forticica－

tion　level

（ppm）

Recovery（％）

Pesticide
Garlic Onion　W『lsh

　　　　　onlon

α一BHC

β一BHC

γ一BHC

δ一BHC

　ρρ’DDD

　ρρ’・DDE

　ρグーDDT

　Aldrin

　Dieldrin

　Endrin

　Heptachlor
　　epoxlde

1

3

2

3

3

2

3

0．6

2

2

1

102

96

100

96

95

101

98

103

96

94

97

α・BHC

β・BHC

γ・BHC

δ一BHC

　ρグーDDD

　ρグーDDE

　ρρ’一DDT

　Aldrin

　Dieldrin

　Endrin

　Heptachlor
　　epoxide

2

6

4

6

6

4

6

1．2

4

4

2

95

87

93

82

94

88

86

95

93

92

96

90

92

96

85

90

88

85

94

90

90

92

92

90

92

80

93

85

88

93

89

88

89

　Pesticide　standard　solution　A　（1　mの　was

subjected　to　the　alumina　column　and　eluted

wi出100　mJ　of　hexane．

　Each　value　is　the　average　of　3　determina－

tions．

　The　samples　were　analyzed　by　the　proposed

method　l　hr　after　forti丘cation．

　Each　value　is　the　average　of　30r　5　determi－

natlons．
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に有機塩素農薬標準溶液Alm’を添加し，ヘキサソ

100m1で溶出した場合の回収率をTable　2に示した．

回収率はEndrinの94％からアルドリンの103％の範

囲にあり，非常に良好な結果を示した．

2．　添加回収実験

　にんにく，玉ねぎおよびねぎの均一化試料100g相

当量に有機塩素農薬標準溶液B2m！を添加し，時々

振り混ぜながら室温に1時間放置したものについて，

実験操作にしたがって処理し，添加回収実験を行っ

た．その結果をTable　3に掲げた．回収率はにんに

くのδ・BIICの82％からヘプタクロル・エポキシドの

96％の範囲内にあり，非常に良好な結果を示した．

　なお本操作法にしたがって処理した場合のガスクロ

マトグラムの一例をFig．1からFig．3に掲げた．

溶媒ピーク直後の農作物由来の大きな妨害ピークはほ

とんど除かれ，若干のベースラインのみだれは認めら

れるが，各有機塩素農薬の分析にほとんど支障を来た

さない程度であった．

A

78

　　　　　1　　　　　　巳　　　　　　g　　　　　　o　　　　　　l

Fig．2．　Typical　gas　chromatograms　of　onion

　　　　A：fraction　l　B：fraction　2
　　　　C　：insecticide　standards

　　　　Figures　on　the　gas　chromatogram　in－

　　　　dicate　sample　number　described　in
　　　　F｛9．1．

B

1

2

3

　45　　　6
7Sg

10

C

11

巳 1 1

Fig．1．　Typical　gas　chromatograms　of　garlic

　　　　A：fraction　l　　B：fraction　2

　　　　C：in＄ecticide　standards

　　　　1；aldrin，　2；α一BHC，　3；γ一BHC，

　　　　4；heptachlor　epoxide，　5；ρ♪’一DDE，

　　　　6；dieldrin，　7；endrin，　8；δ・BHC，

　　　　9；β．BHC，10；ρグーDDT，11；ρρノーDDD

A

1
2

345
67

C

　　　　　1　　　　　　　「　　　　　　　1　　　　　　　屡　　　　　　　o

Fig．3．　Typical　gas　chromatograms　of　Welsh

　　　　onion
　　　　A＝fraction　l　B：fraction　2
　　　　C　：　insecticide　standards

　　　　Figures　on　the　gas　chromatogram　in－

　　　　dicate　sample　number　described　in
　　　　Fig．1．
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考 察

　玉ねぎ，ねぎおよびにんにくなどのAllium属に属

する農作物には特有の臭気成分としてジアルキルスル

フィド類の存在が知られており1），これらがECD一ガ

スクロマトグラフィーによる分析に際して大きな障害

となっており，何らかの手段によりこれらを除去せね

ばならないが，これに関する報告は非常に少ない3・4・5）．

したがってこれら農作物中の有機塩素農薬の分析にお

いても先ず含硫黄化合物の妨害を考慮する必要があ

る．

　著者ら4）は玉ねぎ中の有機塩素農薬の分析法として

過マンガン酸カリウム処理による方法をすでに報告し

ているが，この揚合，アルドリン，ρP’一DDEおよび

ヘプタクロルの回収率が非常に低く，これら農薬のう

ちわが国の過去の農薬の使用状況並びに残留農薬の実

態を勘案するならば，ρグのDEに対してなお改良の

余地がある．またHolmesら3）は硝酸銀で処理したア

ルミナカラムクロマトグラフィーで，中村ら5）はシリ

カゲルカラムクロマトグラフィーでクリーンアップす

る方法を報告している．Holmesら3）はAllium属に

属する農作物として玉ねぎのみを取り上げており，こ．

の方法を他のAllium属の農作物に拡大して適用する

ことは危険である．一方中村ら5）の方法は抽出溶媒が

ベンゼンであり，抽出能の高いアセトニトリルを抽出

溶媒として用いた場合，そのまま，適用することは出

来ない．

　硫黄化合物は一般に金属類に対する親和性が高く，

ECD一ガスクロマトグラフィーにおける妨害物の除去

の目的で銅粉がしぼしぼ用いられているが，これはジ

スルフィド型の硫黄化合物にはほとんど効果は認めら

れない．したがってAliium属に属する農作物に含ま

れる含硫黄化合物がジアルキルジスルフィド型の化合

物であること1）を勘案すれば，上記の処理はほとんど

効果がないと考えられる．

　Holmesら3）はだいこん，キャベツおよびかぶなど

の残留有機塩素農薬の分析に硝酸銀で処理したアルミ

ナカラムによるクリーンアップが有効であったと報告

している．そこで著者らは硝酸銀以外に塩化第二水銀

および酢酸鉛についても実験操作に示す方法に準じて

調製したアルミナカラムを用いてねぎ抽出液における

妨害物除去の可能性を予試験的に検討したところ，塩

化第二水銀および酢酸鉛にはほとんどクリーンアップ

効果を認めることは出来なかった．水銀や鉛は硫黄化

合物に高い親和性を持っているが，なぜ銀のみ有効で

あるのかは深く検討しなかったので明らかでない．

　予試験においてクリーンアップ効果の認められた硝

酸銀で処理したアルミナカラムクロマトグラフィーで

の各種有機塩素農薬の回収率は非常に良く，（Table2），

これがAllium属農作物のクリーンアップとして用い

得る可能性が示唆されたので，今回考案した分析法に

よる添加回収実験を玉ねぎ，ねぎおよびにんにくにつ

いて実施したところ，Table　3に示すように良好な結

果を得ることが出来た。これら添加回収実験を通して

硝酸銀処理アルミナの量はにんにくに対しては5g

必要であるが，玉ねぎでは3gで十分であり，この場

合，ヘキサン60mJの溶出でたりる．一般的には

AlliUm属の農作物中の有機塩素農薬の分析において

は，硝酸銀処理アルミナ5gを用い，ヘキサン100　ml

で溶出すれぽ満足すべき結果を得る事が出来る．

要 約

1．にんにく，玉ねぎ，ねぎなどAllium属に属する

　農作物中の残留有機塩素農薬の分析法を確立した．

2．硝酸銀処理アルミナカラムからの右機塩素農薬の

　回収率は非常に良好であった．

3．にんにく，玉ねぎおよびねぎにろいて布機塩素農

　薬の添加回収実験を行い，本法の妥当性を検討し

　た．回収率はにんにくのδ一BHCの82％からヘプ

タクロル。エポキシドの96賃の範囲内にあった．
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臭化フ。ロパンテリンのガスクロマトグラフィー

中原裕・柴田正・岡 恒。．伊阪　博・持田面向

The　Gas　Chromatography　of　Propantheline　Bromide

Iliroshi　NAKAIIAR、、，　Tadaslli　SHIBATA，　Hisashi　OKA，

　　　　IIiroshi　IsAKA　and　Kensllu　NlocH1DA

　The　pyrolysis　gas　chromatography　of　propantheline　bromide（PB）has　becn　studied．

　The　gas　chromatography－mass　spcctorometry　of　tlle　pyro！ysates　indicatcs　that　thc　products　are

methyllsopropylaminoethanol　xanthene－9－carboxylate　and　diisopropylaminoethanol　xanthene－9。car－

boxylate（peak　l　and　2　in　Fig．1）which　are　derived　by　the　elilnination　of　isopropyl　bromide　and

methyl　bromide　from　the　parent　compound，　respectively．

　The　area　ratios　of　these　peaks　were　invar1able　regardless　of　either　the　pyrolysis　temperature

（190。一300。）or　the　concentration　of　the　solute．　And　good　calibration　curves　based　upon　both

peaks　by　the　use　of　4，4’一dinitrodiphenylmethane　as　an　internal　standard　were　obtained　in　the

concentration　range　of　200　to　700μg／m’of　PB　（π＝6，プ＝0．99970r　above）．

　Therefore，　the　precise　determination　of　PB　will　be　performed　by　means　of　this　pyrolysis　gas

chromatography　by　the　use　of　either　peak　l　or　2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　副交感神経遮断剤として用いられている臭化プロパ

ンチリン（PB）は（1）の構造を有する4級アンモニウ

ム塩であるため，，そのガスクロマトグラフィー（GC）

は熱分解GCとなる．　PBの熱分解反応は，アルキル

ブロマイドの脱離が期待されるが，異なったアルキル

基を有しているため，複数の熱分解生成物の生成が可

能であると考えられる．

　4級アンモニウム塩の熱分解反応についての報告は

少なく1）即5），PBのようにアルキル基の異なる4級ア

ンモニウム塩を扱った報告は，ほとんど見られない．

堀岡らは，4級アンモニウム塩の一連の副交感神経遮

断剤のGCに関する報告6）で，　antrenyl　bromide（H）

の場合は，脱CII3Brと脱C2H5Brが起こるのに対し

て，PBの場合には，’50－C3H7Brのみが脱離して

methylisopropylaminoethanol　xanthene－9－carbQxy・

1ate（未同定）が生成すると推定している．

　　　　　　　　CH3　CH3

　　　　　　　　CH3　CH3

　　　　　　　（1）

Br一

ノ＼

）
　l

　l

／＼
「　1

＼／

C2H5
i

HO－C－COOCH2CH2N＋一CH3

（H）

l
C2H5

Bビ

　本報では，PBのGC条件下における熱分解反応の

解明のために，分解温度および濃度を変化させて，GC

を検討するとともに，ガスクロマトグラフィーマスス

ペクトロメトリー（GC－MS）により分解生成物の同定

を試みた．

実　験　方　法

　1．試　薬

　PB：日本薬局三品をイソプロピルアルコール・エ

ーテルで2回再結品し，元素分析値が一致したものを

用いた．

　diisopropylaminoethanol　methyl　bromide：Robln．

sonの方法7）にしたがい合成した．

　xanthene－9－carboxylic　acid＝日局九の方法8）にし

たがい製した．

　4．4－dlnitrodiphenylmethane：GCにより1ピーク
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であることを確認した試薬特級品を用いた．

　クロロホルム1試薬特級品を精製して用いた．

　2．装　置

　ガスクロマトグラフは，FID付島津：GC－5A型に，

島津ITG－4A型ディジタルインチグレータを接続し

て使用した．

　質量分析計は，日立RMU－6E型を使用し，ガスク

ロマトグラフ質量分析計として使用する場合は，日立

K－53型ガスクロマトグラフを接続した．

　3，実験操作

　PBの500μ9／m’のクロロホルム溶液を，　GC，　GC－

MSの試料溶液とした．また検量線作成のためには，

内部標準物質として，4，4’一dinitrodiphenylmethane

を330μ9／mJ含むPBのクロロホルム溶液を試料溶

液とした．

結果および考察

　1．PBのガスクロマトゲラフィー

　PBのGCは，　Fig．1に示すように，クロマトグラ

ム上2ピークを与えた．

　ピーク1と2の面積比は，Table　1に示すように分

解温度すなわち注入口温度190。一300。の範囲では一定

9

であった．＊

　また，濃度を変えても面積比は，変化せず，ピーク

1および2について，4，4’一dinitrodipllenylmethane

を用いた内部標準法により検量線を作成すると，Fig．

2に示すように，PB　200－700μ9／m1の範囲で良好な

直線関係（n＝6，0。9997以上）が得られた。

　したがって，ピーク1および2のいずれを用いて

も，注入口温度の影響をほとんど受けずに，PBの精

度の良い定量が可能である．

　2．PBおよび関連化合物のMS

　PB，　dhsQpropylaminoetlユanol　methyl　bromideお

よびxanthene－9－carboxylic　acidのマススペクトル

をFig．3に示した．

Table　1． Effect　of　decomposition　temperature

on　the　ratio　of　peak　l　to　peak　2

Decomposition
temperature Area　ratio

190。

220。

260。

300。

6．19

5．98

6．33

6．24

1

2

皇

ll

ξk

10

column　temperature　185。

3．0

為

鶯

巴

こ
　2．0
養

と

曇

塁・・

0

0．6

　　蕊

　　鶯

　　＆
　　お
α4
　　莞
　　巴

　　量

・・塁

　　　5

Retention　time（min）

Fig．1．　Gas　chromatogram　of　propantheline

　　　　bromide
　Peak　3　dep1cted　by　a　dashed　line　is　4，4＿

dinitrodiphenylmethane　used　as　the　internal

standard．

　conditlon　column：3％OV－17／Gas　chrom　Q

（80－100mesh）3mmφ×1．5m　glass　column，

column　temperature：220。，　injector　temPera－

ture；250。，　carrier：N260　m1／min

0　　　　　　 200　　　　　400　　　　　600　　　　　800

　　Propantheline　bromide（μg／m～）

Fig．2．　Calibration　curves　for　propantheline

　　　　bromide　based　on　peak　l　and　peak　2

　a）4，4’一dinitrodiphenylmethane　330μg／m1．

＊カラム温度が低く最適のGC条件ではないので，

　検量線作成時より精度は落ちる．
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Fig．3．　Mass　spectra　of　propantheline　bromide　and　its　related　compounds

　（a）propantheline　bromide　（b）diisopropylaminoethanol　methyl　bromide

　（c）xanthene－9－carboxylic　acid

condition　ionizing　energy：70eV，　accelerating　potentia1：1．2kV，

　　　　　　ion　source　temperature＝250。

1；：・0

　PBは4級アンモニウム塩であるため，分子イオン

ピークは観察されず，得られたスペクトルは熱分解生

成物のマススペクトルになるが，熱分解反応として，

脱CII3Brと脱’30－C3H7Brを考’えれぽ，　Scheme　1に

示すようなフラグメンテーションにより，主なイオン

ピークの解釈が可能となる．

　すなわち，7〃θ353（m），325（IV）はそれぞれPB

からCII3Br，　f50－C3117Brが脱離した熱分解生成物に

対応し，ついでメチルラジカルが脱離してそれぞれ，

”z／θ338（、皿），310（、皿）を与える。同様の熱分解およ

びフラグメンテーションがdilsopropylaminoethanol

methyl　bromideのマススペクトルにおいても見ら

れる．すなわち，熱分解により脱CH3Brしたdilso－

propylaminoethano1の分子イオンピークに相当する

〃多／0145（V），ついで脱CH3・した”3／e　130（IX），ま

た熱分解により脱ゴεo－C3117Brしたmethylisopropy・

1amin。ethanolの分子イオンピークに相当する2，z／8

117（VI），ついで脱CII3・した〃z／0102（X）が観察さ

れた．

　，〃0114，86，72，58，41，30は，PBおよびdiiso．

propy】aminocthanol　methyl　bromideに共通のフラ

グメントイオンであり，それぞれScheme　1に示し

た，（XI），（XII）および（XIII），（XV），（XIV），（XVI）

および（XVII），（XVIII）であると推定される．

　一方，7，2／d81，152，90．5はxanthene－9－carboxylic

acidにおいても，特徴的なピークであるが，2｝多／8181

は，（XIX）9）であり，7π／θ90，5はそのダブルチャージ

イオンであろう．また翅／θ128付近に準安定ピーク＊＊

＊＊・2／θ181」㌧・・／・152の準安定ピークの計算値は

　m＊＝127．6である．
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Ion R R ，η／ε
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一CH3・
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　　　－　CH2＝CHCII3

　　　　　　CHCH3
　　　　　カ
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　　　　　　R’

Scheme　1

　　　II

　　　十
グ　　　　　クノ
　　　　　　1　一一Ω一一●L　〃～／〔～152

＼10＼
（XIX）〃z／6181

Ion R R’ 〃～／2

VII
ア

0一

O
お。－C3117 338

VIII 眠
1　0 ミ㍉1 CH3 310

IX 細一CユII7 130

X
H

CH3 102

一　ROCH二CII2

　CHCII3
　／
HN＋
　＼R

Ion　　　　R”〃／θ

XIII　　心。－C3H7　　86

XIV　　　CH3　　　58

when　R二三∫o－C3117

－　CH2＝CHCII3

　ギ
H2N＝CHCH3
（XVID　213／644

が現われたので，，π／β152は（XIX）からのフラグメ

ンテーションと再配列により生成したイオンに由来す

るものと考えられる．

　3．PBのGC－MS
　GCにより生成した熱分解生成物（ピーク1および

2）のGC－MSの結果をTable　2に掲げた．

　ピーク1では，773／θ325，310が観察されたのに対し

て，ピーク2では7π／θ353，338が観察され，それぞ

れ前記のScheme　1の（IV），（、皿）および（m），（、田

に対応している．さらに，ピーク1には，27z／6114，

72が認められず，ピーク2には”z／θ58が認められ

なかった．

　したがって，以上の結果は，ピーク1が，PBから

ゴ30－C3H7Brが脱離したmethylisopropylaminoetha・

nol　xanthene－9－carboxylateであり，ピーク2が，

PBからCH3Brが脱離したdiisopropylaminoethanol

xanthene－9－carboxylateであることを示唆している

とともに，直接導入によるマススペクトルを，この2

極の熱分解生成物の合成スペクトルとして解析したこ

とを支持している．

Table　2．　Relatlve　intenslty　of　major　ion　peaks

　　　　　shown　by　GC－MS　of　peak　la）and

　　　　　peak　2a）

Ion　peak　7π／θ Peak　1 Peak　2

353

338

325

310

181

152

127

114

86

72

58

44

　5

17

100

20

　4

73

13

53

2

18

100

18

　8

55

27

32

む す

30

び

　PBのGCは，熱分解により2ピークを与えた．そ

の2ピークの面積比は分解温度（190。一300。）および

a）in　Fig．1

condition　column：3％OV－17／Gas　chrom　Q

（80－100mesh）3mlnφ×L5m　glass　column，
carrier　l　He　2kg／cm2，　ionizing　energy：70　eV，

accelerating　potential：1．2kV，　ioll　source　tem．

peratUre：25Q。
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濃度の影響をうけず，一定であった．主分解生成物

（Fig．1，ピーク1）はPBからゴso－C3H7Brが脱離

した　methylisopropylaminoethanol　xanthene－9－

carboxylateであり，副分解生成物はCH3Brが脱離

したdiisopropylaminoethanol　xanthene－9－carbox・

ylateであった．4，4’一dinitrodiphenylmethaneを用

いた内部標準法による検量線は，PBとして200－700

μg／m’の範囲で，ともに良好な直線性を示し（n＝6，

r＝0．9997以上），ピーク1および2のいずれを用い

ても，精度の良いPBの定．！．1㌃が可能であると思われ

る．

　終りに，MS，　GC－MSを測定していただき，多々御

教示賜った京郡薬科大学　正田芳郎教授，橋本圭二助

教授ならびに試料を提供された大日本製薬株式会社に

深謝致します．
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Application　of　FPD（Flame　Photometric　Detector）一

　　Gas　Chromatography　for　the　Dete㎜ination　of

　　　Benomyl　Residues　in　Fruits　and　Vegetables

Masatake　ToYoDA，　Yoshio　ITo　and　Masahiro　IwAIDA

　An　analytical　procedure　is　described　for　the　determination　of　benomyl　in　vegetables　and　fruits。

The　method　involves　ethyl　acetate　extraction，　clean　up　on　an　alumina　column，　partitioning　between

methano1－water．　and　ethyl　acetate，　and　benzenesulfonation　of　benomyl　residues．　The　compound　is

quantitatively　measured　by　FPD－gas　chromatograph．　The　Inethod　is　sensitive　to　O．04　ppm　benomy1．

Recoveries　of　benomyl　from　forti行ed　samples　were　about　80％at　O．1ppm　leve1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　The　simu！taneous　detection　and　determination

procedure　of　thiophanate　methy1，　its　metabolites

and　mono－30c－butylamine　was　described　by　ItQ　et

aL1）．　This　procedure　involves　the　benzenesulfona騨

tion　of　those　compounds　and　the　determination

by　FPD・gas　chromatography．　Benomyl（com－

mercialy　called　Benlate）is　widely　used　in　the

cultivation　of　vegetables　and　fruits，　and　is　known

to　be　metabolized　in　plants　remaining　in　the　form

of　methyl　benzimidazole　carbamate　and　aminober1－

zimidazole2・3），　which　are　the　same　metabolites　as

those　of　thiophanate　esters．　Therefore，　the　above

FPD－gas　chromatographic　procedure　is　modihed

　　　　　CONIIC411g
　　　　　　

○〔ンN・C・・αト

　Benomy1

　　　　　II

＜：〔ンNHC・・CI・

MBC（methyl　benzimidazole
　carbamate）

　　　lH

O：＞M・

2－aminobenzimidazo！e

Fig．1．　Metabolic　pathway　of　benomyl
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for　the　determination　of　benomy】residues．

　　1．　Reagents

　　a）benomyl：mp．322－325。，　Nippon　Soda　Co．，

　　　Ltd，

　　b）Na　acetate－NaCl－NaOH　solution：　33　g　of

　　　anhydrous　sodiurn　acetate，　200　g　of　sodiunl

　　　chloride　and　40　g　of　sodlum　hydroxide　were

　　　dlssolved　in　water，　then　made　up　to　1，000

　　　m14）．

　　c）activated　alumina：Aluminiumoxid　stand－

ardisiert　Art．1097（Merck）100　mesh，　activated　at

110。oven　for　24　hr．

　　d）　benzenesulfonyl　chloride：bp　176。，　redistilled．

　　　Tokyo　Kasei　Kogyo　Co．，　Ltd．

　2．　Conditions　fQr　gas　chromatography

　　a）FPD　gas　chro【natograph：　Yanaco　G．80

　　　　（Yanagimoto　Mfg．　Co．，　Ltd．）

　　b）column：glass　tube　75　cm　in　length×0．3cm

　　　id　packed　with　1．5％SE－300n　Chromosorb　G

　　　60／80

　　c）operatlng　conditions：telnperature－column

　　　200。，　detector　240。　and　injection　port　240。：

　　　now　rate－N2　ca．25　m〃min，　H2　ca．0．5kg／cm2，

　　　air　O．5kg／cm2

　　3．　Extraction　of　benomyl　residues

　　Fifty　grams　of　sample　were　mixed　with　25　mJ

of　Na　acetate．NaCI．NaOH　solution　and　100　m♂of

ethyl　acetate，　and　then　subjected　to　homogeniza－

tion．　Afしer　the　homogenate　was　centrifuged，　the

upper　Iayer　was　decanted　and　stored，　while　the

Iower　layer　was　again　homogenized　in　100　mJ　of

ethyl　acetate，　and　centrifuged．　The　combined

ethyl　acetate　layer　was　dehydrated　with　10　g　of

anhydrous　Na2SO4，then　concentrated　to　2　ml　in

aKuderna－Danlsh　concentrator．

　　4，　Alumina　column　chromatography

　　The　ethyl　acetate　extract　was　poured　onto

alumina　columR（2×9cm）in　which　case　the　top

of　alumlna　was　covered　with　small　amount　of　sea

sand．　100mJ　of　ethyi　acetate　and　100mJ　of

methano1－water　mixture　（1：1）　was　applied　as

eluant　in　turn．　Methano1－water　fraction　was

cQllected　lnaking　each　151n’　as　one　‘ract量on．

Benomyl　residues　were　eluted　almost　all　into

Fraction　No．20f　methano1－water　mixture，15　mJ

of　Na　acetate．NaC1－NaOH　sQ工ution　and　2　g　of

↓

1．5％SE－30

Chromosorb　G

C．T．200℃

Benomyl

　　　　　　　　　　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5　nlin

Fig，2。　FPD　Gas　chromatogram　of　benzene．

　　　　　　　sulfonyl　derivatives　of　benomyl
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InjeCtiOn　VOIUme：

　　　　　　5μ1

　　　　　　　　　25　　　　　50　　　　　　　125ng

　　　　　　　　　　　　Concn．　of　bellornyl

Fig．3．　Calibration　curve　of　benolnyl

NaCI　were　added　to　the　fraction，　and　extracted

with　45　mJ　of　ethyl　acetate．　The　upper　Iayer　was

washed　with　10　mJ　of　water　and　dehydrated　with



54 衛生試験所報告
舞τ　95　一号　　（1977）

Table　1．　Recoveries　of　Benomyl　Added　to　either

　　　　　　　　Orange　Peel　or　Cucumber　Fruit

Sample Fortificat｛on

level（ppm）

Recovery
　　（％）

Orange　pee1

CUCtunber　fruit

0．1

0．5

0．1

0．5

82．1＋6．5

90．0＋2．1

83．2＋7．2

90．2＋2．6

average　of　3　samples

anhydrous　Na2SO．呂，then　concentrated　to　2　m’．

　5，　Benzenesulfonation

　　O．1m’of　10％NaOH　solution　and　8μof　l〕en－

zenesulfonyl　chloride　were　added　to　the　concent腎

rated　solutlon．　The　mixture　was　shaken　for　10min，

then　dehydrated　with　anhydrous　Na2SO4．

　　6．　Gas　chromatography

　　When　the　derivative　of　benomyl　residues　was

injected　into　an　FPD－gas　chromatograph，　a　typicaI

chromatogram　was　obtained　as　shown　in　Fig．2．

Within　25～125　ng　of　benolnyl，　a　linear　FPD－gas

chromatograph　response　（peak　height，　mm）to

the　benomy1（ng）was　obtalned，　as　shown　in

Fig，3．

　　7．Recovery　test

　　In　order　to　test　the　emciency　and　sensitivity　of

the　proposed　analytical　procedure，　orange　peel　or

cucumber　fruit　were　forti丘ed　with　twQ　levels　of

benomyL　The　results　were　summarized　in　Table

1．　Thc　recovery　of　benonlyl　at　O．1ppm　Ievei　was

above　82％．　The　detection　level　was　O．0．4　ppm

for　benolny1．

1）

2）

3）

4）
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Detection　and　Determination　of　p・Hydroxybenzoates

　　　　　　　　　　in　Cold・Pressed　Wheat　Germ　Oil

Masahiro　IwAIDA，　Yoshio　ITo，　Masatake　ToYoDA

　　　　　　　　　　　　　　and　Hideyo　SuzuKI

　Methyl　and　Propyl　esters　ofρ一hydroxybenzoic　acid至n　cold．pressed　wheat　germ　oil　were　deter－

mined．　The　germ　oll　was　capsuled　in　gelatine　membrane．　Some　of　the　methyl　and　propyl　esters

ofかhydroxybenzoic　acid，　which　had　l〕een　contained　in　gelatine　membrane，　were　dlssolved　into

創ling．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Receivcd　May　31，1977）

　Germ　oHs　wcre　imported　as　health　fQQd　from

U．S．A．　The　components　of　tllese　weI・c　expressed

in　Table　1．　Propyl　ester　of♪・hydroxybenzoic　acid

（Pr・PHBA）is　aUowed　to　use　on　soy，　fruit　sauce，

soft　drink　and　vinegar，　btlt　nQt　a110、ved　to　use　on

the　other　foods　such　as　health　foods　in　Japan．

Methyl　ester　ofかhydroxybenzoic　acid（Me．PHBA）

is　not　allowed　to　use　on　all　of　the　foods　in　Japan．

　First，　the　presence　of　Me－PHBA　and　Pr－PHBA

in　samples　were　con∬rmed．　Germ　oil　was　cap－

suled　in　gelatine　membrane，　and　Me－PHBA　and

Pr・PIIBA　had　been　contained　in　capsule　she11，　as

shown　in　Table　1．　The　import　traders　of　these

samples　wished　to　sell　the　capsule　content　without

capsule　slle1L　So，　secondly，　the　transitions　of　1～亙e－

PHBA　and　Pr－PHBA　from　capsule　shell　to　capsule

content　were　determined，
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Table　1．　The　components　of　germ　oil．

Section Component Amount

Capsule

　content
Wheat　Germ　oi1

α一TocopheroI

648．9mg／one
　　capsule

102．Omg／one
　　capsule

Capsule　shell Gelatin

Glycerine

Me．PHBA

Pr．PHBA

60．15％W／W

39。55％W／W

O．24％W／W

O．06％W／W

　　　　　　　　　　　　Analytica1　Procedures

　　Inspection　analyses　were　carr二ed　out　on　three

prepared　solutions．　The　procedures　for　prepara－

tion　are　as　follows．

　　a．Preparation　from　whole　sample；10gramof

sample　was　mixed　with　10　mJ　warm（50。）sa．

turated　NaCI　solution　and，　after　being　acidi丘ed　by

the　addition　of　10％H2SO4，was　homogenized　with

70mJ　of　ethyl　acetate　in　a　Waring　blender．　The

content　was　poured　into　a　separatory　funne1，　and

the　IQwer　layer　was　further　extracted　twice　with

each　50　ml　of　ethyl　acetate．　The　three　ethyl

acetate　fractions　were　combined　together．　The

mixture　was　extracted　three　times　with　each　25　ml

of　O．4N　methanolic（50％）KOH．　Those　meth・

anollc　fractions　were　combined　together　and，　after

being　acidi丘ed　wlth　H2SO4，250　mJ　of　water　added，

and　the　mixture　was　shaken　twice　with　each

100mJ　of　ether．　The　Iower　layer　was　discarded

and，　after　being　dehydrated　with　anhydrous

Na2SO4，　the　combined　ether　fractlon　was　con－

centratedゴπびααωto　l　mJ。

　　b．Preparation　from　the　filling＝The　methods

were　followed　by　our　repQrt　of　1977D．

　　c．　Preparation　from　capsule：Capsules　were

cut　in　pieces，　and　2　g　of　which　was　dissolved　into

20m♂of　hot　water　（80。）．　The　solutio豆was

saturated　with　NaCI　and　extracted　twice　with

each　20　mJ　of　ethyl　acetate．　The　combined　ethyl

acetate　solution　was　washed　with　adequate　volume

of　O．1NH2　SO4　and，　after　being　dehydrated　with

anhydrous　Na2SO4，　was　concentrated　fηびαα‘o　to

2m1．

　　d．　Gas　chromatographic　determination：　An

aliquot　of　each　solution　was　injected　into　an　FID・

gas　chromatograph且tted　with　glass　column　ofφ

0，3×150cm　in　Iength　packed　with　396　SE－30011

Chromosorb　W　60／80．

　　　　　　　　　　　Results　and　Discussion

　　Calibration　curves　of　standard　methyl　and　propyl

esters　ofρ一hydroxybenzoic　acid　are　shown　in　Fig，1．

　　The　results　obtained　from　test　sQlutlons　are

shown　in　Table　2．

　　Both　methyl　and　propyl　esters　were　detected

from　the　prepared　solutions．　Both　methyl　and

propyl　esters　contents　in　whole　samples　are　know且

to　be　consider孕bly　Iower　than　the　calculated　values

which　might　have　resulted　from　partial　hydrolysis

of　esters　to　　form　　free　ρ一hydroxybenzo量。　acid．

The　recovery　of　each　ester　from　the　sample　was

Table　2． Determination　ofρ一hydroxybenzoates　in　cold・pressed

（expressed　as　pPm）

wheat　gerln　oi1

Solution

a

b

C

Calculated　value　of　whole　sample

Remark

Whole　sample

Filling

Capsule

LQt　I Lot　II

Me－PHBA　Pr－PHBA

　490

　201

1，170

100

55

200

Me．PHBA　Pr－PHBA

　480

　182

1，080

110

48

290

815＊1 204＊2 815 204

＊1：2400ppm× 1灘一・・5ppm ＊2：600ppm×
0．36g
　　　　　一＝・204ppm
1．06g
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Fig．1。　Calibration　curves　for　methyl　and

　　　　　　　　propyl　esters　ofかhydroxybenzo…cacid

mQre　than　909ち1）．

　　One　tablet　weighed　about　1．06　g　of　which　O．36　g

is　the　weight　of　capsule．

　　In　Iot　I，　the　values　ofム．le－PHBA　obtained　in

filling　and　capsule　were　201　and　1，170　ppm，τespec・

tively；from　whicll　the　Me－PHBA　content　is　cal－

culated　as　fo110ws．

1・17・PPm×、驚互…1PPm・｛ll。腸

　　　　　　　　　　　＝530ppm

The　ca】culated　value　of　530　ppm　closely　coinclded

with　the　determined　value　of　whole　sample（490

ppln）．　The　calculatcd　value　of　Pr－1⊃IIBA　in　lot　II

was　130　ppm，　which　also　coinc1ded　with　the　de・

termined　value　of　whole　sample（110　ppm）．　For－

nlerly，　the　esters　ofρ一hydroxyben20ates　had　been

addcd　in　the　coating　capsules，　but　from　the

analytical　results　it　became　clcar　that　esters

migrated　lnto　the且11ing　germ　oil．
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ハナトリカブトの生育・収量と増殖について＊

　　　　　　　　歯元　司・本間尚治郎・石崎昌吾

　　　　　　　　　　Studies　on　the　Cult五vation　of　1㌧．ledicinal　Plants．

IX　Growth　and　Yield　and　Multiplication　ofん。π”z〃πcゐ漉π5θSieb．

　　　　　　　　Tsukasa　HoRIKosHI，　NaoIiro　HoMMA　and　Sh6gQ　IsHlzAKI

　　Author　made　investigation　into　Hanatorikabuto　（11coフzf々θ．πc肋7θ郷θSf6δ。）on　the　growth，　yield

and　multiplication，　especialIy　on　the　possibility　of　cuttage　from　Oct．1973　tQ　Jan．1976．

　　Follow三ng　results　were　obtained：

　　1）　Spring　p！anting　was　a　good　result　on　the　top　growth　and　sprouting　against　fa11　planting．

　　2）　On　the　growth　of　subterranean　part　aconiti　tuber　was　more　weithty　in　medium　seedling　plot

（M．plot）than　other，　and　also　number　of　aconiti　was　19．3pleces（1argest）．　Flower　picking　plot

was　12．4pieces（10west），

　　Yielding　percentage　of　aconiti　tuber　was　38．3per　cent　largest　in　spring　planting　plot，

　　3）　Number　of　mather　tuber　was　from　2．4to　3．6pieces　and　yleldding　percentage　was　from　26，5

to　32．6per　cent．

　　4）　At　the　northern　prt　of　Ho1｛kaido，　cultivation　of　Hanatorikabuto　for　producing　aconiti　tuber，

was　better　fall　planting　than　spring　planting　and　small　tuber　pIot（S　p1Qt）was　better　pield．

　　5）　Author　con丘rmed　that　it　was　possible　to　use　main　stem　for　cuttage，　unavailable　as　aconiti

tuber　materials．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

＊日本生薬学会第23回年会（広島大会）にて一部発表
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ま　え　が　き

　ハナトリカブト・4ωフ2枷1πc1～5フzo50　Sieb．はキンポ

ウゲ科の多年生草本であって1），一般に切り花用に栽

培されているが2），我が国に渡来し栽培されたのは徳

川時代である3）．栽培されたものは本種のほか白河附

子と呼ばれたオクトリカブト14．力ρ072ゴα‘〃3Thumb．

であり，同属植物の自生も多く33種，15変種が知られ

ている4）．

　道内に自生する同属植物も多く5），その中でも古来

から石狩国銭函に自生するトリカブトの根は毒性が強

いといわれ，日高，胆振から採りに来て移植したとも

伝えられている6）．

　採集の時期は毒性が最も碧しい晩秋の葉の枯れた後

と，春先の莇芽前である7）．一方高橋氏は中国産の川

鳥頭，川附子の基源植物には1⑰o刀」傭πoαγ，｝漉1～αθ薦

Debx．ノ・ナトリカブト（中国四川産）を充てるのが正

しく，国内産ではオクトリカブト（日本北陸産）の塊

根部を6月下旬に採集し調製すると述べている8）．更

に高橋氏は駒澤植物について従来のハナトリカブト

（一名カブトギク）ん。み訪6π58Pax．（＝／1．5加碑sf3

Sieb．　et　Zucc．）説を訂正し和名を与えるべきである

こと，：眩にハナトリカブトを14cωz伽〃30αア〃3∫‘加θ痂

Debx．が正確なことを記述している9）．

　近年附子の需給の面から国内における附子原料の増

産が切望されるようになったが，国内での栽培の最適

条件は未だはっきりしない．

　中国での栽培条件9）は，温く湿潤な気候と陽光の照

射する土地で土層深く，土質は疎霧肥沃で灌排水の良

好な平坦地が適する．例えば海抜500m以下の温和な

気候で降雨量は豊富で平坦な彰明，江油の両県の土壌

は沖積土で多くの腐植土と壌土に富んでいるので適地

であると記されている．上記のことから考えると北海

道特に道北地方は必ずしもハナトリカブトの栽培の最

適地とはいえないが，当揚では日本北部での栽培化を

目標に数年前から栽培条件や増殖について検討して現

在に至っている．

　今回道北地力特に名寄におけるハナトリカブトの生

育，収量や増殖法について，種球（母根）の大小，春

植，秋植，摘花の有無および子根の生産方式や，さし

木の可能性などについて検討し，若干の知見を得たの

で報告する．

材料および方法

　供試したハナトリカブト（！1colzf’κ，π‘屠7zo7z3θSieb．）

種球（母根）は，北海道名寄産（1964年11月10日，札

幌市水谷次郎氏より入手し育成保持した）のものであ

り，試験地は北海道名寄である．植付法は沖積性壌土

の畑15aを耕起，整地後60　cm畦とし，作条に基肥施

用撹拝後種球（母御）を約25cm株間に配置し，その

上に2．5cmの厚さに覆土し定植した（1973年10月31

日秋植），ただし1部2畦は1973年秋に掘り残しの血

球（母根）が，1973年春に筋卜したものを掘り上げ前

記の要領で定植した．（1974年5月11日春植）

　肥料はIBS　1号（10－10－10）化成109　kg（1973年

10月31日100kg，1974年5月11日9kg），追肥はS943

（9－24－13）化成50kg（1974年7月13日）をそれぞれ

施用した，

　中耕除草および語草は各3回つつ実施し，摘花は1

回行った．（1974年10月25日）試験区分はTable　1の

とおりである．

　第2年次は追肥は764化成の75kgを2回施し，第

1回は1975年5月9日，第2回は1975年7月14日にそ

れぞれ施用した．中耕は4回，除草は6回実施した．

摘花は1975年9月12日に行った．1975年10月17日に掘

り上げ，20殊の生育，収量を調査した．またTable　4

に塊恨（生附子）の大きさ別にまとめた．規格は長さ

大：9～13．5cm，中：5．5～8．9cm，小14．0～5．　O　cm，

重量は大：35～469，中：10～349，小：99以下とし

た．

　なお掘り上げ生育，収量の調査終了後は，地上部を

用いてさし木の可能性を青帽と側枝による活着の差異

について試験を実施した．（1975年10月28日）

　さし穂の基準は主茎の太さ5～6mmと，15～161nm

で長さ20cmとし，節数は10－16であり側枝では

太さ3～61nmで長さ15　cm，回数6～8とした．

　試験区分は，主茎を発根剤のルートン処理41本（1）

と無処理（対照）40本（H）とし，側枝はルートン処理

79本（皿）無処理（対照）79本（IV），した．

　さし木の要領は次のようである．

　さし穂の花や蕾は摘除し，茎部は鋭利な切り出しナ

イフで斜め切りとし，ルートン処理区は粉末ルートン

をペースト状として10分間浸漬し，乾かし2～3節5

～6cmまで立さしとした．さし床は木箱を用い，床

土はバーミキュライトを使用した．さし木後は温室に

て配列し地温19～22℃としたが，17～26。にも変化

した．刺創は状態により適宣灌水した．

結果および考察

　ハナトリカブトの畑地における生育，収量と増殖に

ついて調査検討した結果は次のとおりであった．

　1）　地上部の生育
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Table　1．　Experimental　Plot （’73．10．31～’74．5．11）

Size　of　tuber

Plot Planting　time Treated　method Length
（Cln）

Diam
（mm）

Weight
　（9）

I

H

皿

IV

V

w
粗

autumn

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

spロng

　flower　picking

non　nower　picking

　　　　L

　　　　M

　　　　S

　　　contrO1

hl．　S．　mixed

　15．2

　14．1

　9，2

MS．　mixed

LM．S．　mixcd

29．5

22．3

17．2

44。3

20，0

9．6

Table　2．　Growth　of　Acomitunl　chinense　Sieb． （’74．10．30）

Plot Plant　height
　　（cm）

Hi11　spread
　（cm）

Dian．　of　main　stem

　　　（mm）
Number　of　flower

皿

IV

V

、1

13．7

16．3

12．7

11．2

21．1

11．1×10．9

12，1×13．0

10．3×10．4

9．4×9．6

13．6×13．9

5．9

5．6

4．3

4．6

7．3

3．4

4．0

3．8

2．5

5．5

Table　3，　Growth　of　Acomitum　chimense　Sieb。 C75。10．17）

Plot Plant　height
　　（cm）

Hill　spread
　（cm）

Diam　of
moln　stem
　（mm）

Nmmber
of　stem

Fresh　weigllt
of　airial　part

　　（9）

I

H

皿

V
刷

v旺

27．9

49．7

47．7

52，4

47．9

37．2

62．9

26．2×21．2

28。0×25．9

32．1×28．5

36．0×28．5

28．6×22．6

25．2×19．6

28．1×22．1

2．7

2．9

3．4

3．1

2．4

3．0

3．5

8．9

8．7

8．4

8，8

9．1

7．3

10．0

90．9

235．7

275．4

398。1

241，7

159．8

156，4

　節1年次はTable　2のようで全般に存植えの方が

秋植えに比し萌芽や生育も順調であったが，種球（骨

根）の大きさと生育の関係では一定の傾向は認められ

なかった．

　第2年次については，Tab！e　3のとおりで，草丈は

摘花区以外は大差なく粗区（春植）の62．9cmが最

高で，次いでIV区（M），　H区（不摘花），　V区（S），

VI区（秋植対照）の順であり，1区（摘花）は27．9

cmと最低であった．株張り，茎の太さ，茎数，地上

部重なども大差なく，草丈と大体同じ傾向を示した．

　2）　地下部の生育

　Table　4は塊恨の収量についてみたものであるが，

塊根を大形，中形，小形の3種に分けて各区ごとの生

重を比較すると，IV区（Mの塊根）がはるかに他区を

凌駕した．大形の塊根では173．8gで最も重いが，1

区（摘花）は73．3gで最も軽かった．中形の塊根で

は，大形同様にIV区（M）が187．89の最高で1区（摘

花）が103．19の最低であり，小形も前者同様の傾向

を示した．子根数の最も多いのは中形の5．4～9．2ヶ

で次いで小形の4．3～7．4ケであり，大形が1．6～4．1
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Plot

I

H

皿

’w

V

、五

Lengt11　（cn1）

L　　M　　S

10．2　8，0　5，1

9．5　　8．4　　5．6

11．1　8．5　5．8

9．5　　7．7　　6．3

9．5　　8．5　　4．2

9．7　　7．7　　5．1

9．8　　7．7　　4。2

L

　Table　4．　Yield　of　Root　tuber

Diam．（mm）　　　　　　　Fresh　weight（g）

M S

30．9×30．0

32．9×31．3

31．3×30．4

33．6×29．5

34．6×31．4

35．3×31．0

32．5×29．7

24．4×25．5

26．0×25．4

24．8×26．0

27．2×24．1

27．1×25．5

26．2×24．2

26．7×24．0

15．9×17．2

13．8×14．3

16。3×16．0

16．4×15．5

15．5×14．5

17．4×16．1

17．2x15．7

L　　M　　　S

73．3　　103．1　　26。0

73．7　164．0　23．7

108，0　180．2　31．6

173．6　　187．8　　34．8

109．5　　157．1　　22．0

122．1　105，9　34．9

110．0　127，7　32。1

　　　　（’75．10．17）

Root　tubcr　of　旨

　Number　　　Total

L　M　s1
1．9　5．4

1．6　8．5

2．4　8．5

4．1　9．2

2。6　7．7

2．8　5，7

2．5　6．6

5．1

5．9

5．6

6．0

4．3

7．4

6，3

12．4

16．0

16．5

19．3

17．8

15．9

15．4

Tablc　5，　Yield　of　Mother　tuber （’75．10．17）

Plot Length
（Cm）

Diam，
（nml）

Fresh　weight
　　（9）

Number

I

H

皿

IV

V
、肛

、皿

9．5

8．9

8．1

9．9

10．2

8．7

8．8

2S．8×25．6

22．7×24．0

22．7×24．7

25．4×22．4

25．5×22．0

22．8x18．9

32。1×27．2

39．3

41，4

50．5

57．0

41．0

30。8

72．4

2．9

2．9

3．4

3．1

2．4

2．9

3．6

Table　6．　T・R　ratio　Acomitum　chinense　Sieb． C75．10．17）

PIQt
Fresh　weight
of　airial　part

　　（9）

Fresh　weight
　of　tuber
　　（9）

Fresh　weight
of　nlother　tuber
　　　（9）

T－Rratio　of
root　tuber
　　（％）

T－RratiQ　of
mother　tuber
　　（％）

1

■

皿

IV

V
、肛

N皿

90，9

235．7

275’4

398．1

241，7

159．8

156．4

202．4

261．4

319．8

396．2

288．6

262．9

268，9

39．3

41．4

50．5

57．0

41．0

30．8

72．4

222．7

110．9

116．1

99．5

119．4

164．5

171．9

43．2

17．6

18。3

14．3

17．0

19．3

46．3

ケの最少であった．

　根頭部の太さでは，各区とも大差はないが大形では

VI区（秋植対照）が最大で次がV区（S），　IV区（M）

の順であり，1区（摘花）は最小であった．中形，小

形では，大形と多少その傾向が異なり，小形の場合は

H区（不摘花）が最：小であった．全般に種球の大きさ

が中形，小形のものおよび秋植することや摘花するこ

となどは子根の肥大生長に役立つようである．

　子根の長さでは大中小形ともに歴然とした格差があ

り，試験区により多少相異している．即ち大形では，

皿区（L）や1区（摘花）が長く，中形では皿区（L），

V区（S）が最長でIV区（M），　W区（秋植），　W区（春

植）は最も短くなっていた．小形の場合はIV区（M）が

最長でV区（S）や、1区（春植）は最も短くなってい

る．Table　5の母根の収量については，各区とも大差

なく，1ケつつ定植したものが，2年後の秋には2．4

～3．6ケに増加していることが判明した．

　なお子根数の大，中，小の合計についてはTable　4
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Table　7．　Yielding　percentage　of　Acomitum　chinense　Sieb． C75．12．11）

Plot
、Veight　o壬　　Root　tuber

　Fresh　　　　　Dry
　　（9）　　　　　（9）

Yielding
percentage
　（％）

Weigh亡of　　Mother
　Fresh　　　　tuber　Dry’
　1（9）　　　　（％）

Yielding
percentage
　（％）

I

H

皿

IV

V
VI

、∬

202．4

261．4

319．8

396．2

288，6

262．9

268。9

67．2

90．5

108．2

玉27。2

102．3

91，8

ユ03，1

33．2

3i．6

34．0

32．3

35．4

34，9

38。3

39．3

41．4

50，5

57．0

41。0

30．8

72．4

11．3

11．9

14’0

15，1

11．6

9．0

23．6

28，8

28。7

27。7

26，5

28．3

29，2

32，6

Table　8．　Control　ratio　of　autumn　planting　of　the　Acomltum　chinense　Sieb．

C75．12．11）

P1・・Weig1vube「Weight　o冑he「tube「Numbe「1努oot　tube「n灘el。巳lr

I

H

皿

IV

V
、肛

、1

73．2

96．6

118．0

138．8

111．4

100

112．3

125．6

132．2

155．6

167．8

128。9

100

262，2

78．0

100．6

103。8

121．4

111．9

100

96，9

100

100

117，2

106．9

82．8

100

124．1

のとおりでIV区（M）の19．3ケが最も多く，1区（摘

花）は12．4ケと最少であって，母根の約4～5倍に

も増加することを確認した．Table　6は子根および母

根と地上部の割合をT－R率としたものであるが，前

者は後者よりもはるかに高くなっている。即ち子根で

は当然のことながら1区（摘花）が最高の222．7％で

あり，IV区（M）は99．5％と最低であった．母野の場

合はW区（春随）の46．3％が最も高く，次に1区（摘

花）の43、2％でIV区（M）は14．3％と子根同様に最

低であった．

　3）　子恨を乾燥させて附子および羽根を乾匁裂させて

鳥頭を製品にする乾燥歩留りについてはTable　7に

不した．

　Table　8はn区は，中形および小形の塊根を秋に植

え付けたものの2年間栽培した塊恨を100としたとき

の各区の指数である．また山根を100とした場合の子

根の指数はTable　9のとおりである。

　Table　7の附子の乾燥歩留りでは，最高が38，3％，

最低が32．3％であり，鳥頭の場合は附子よりも低く

最高が，32．6％，最低が26．5％であった．附子のV皿

区（春植）は38．396で他区にエヒし最も高く，次いで

V区（S）の35．4％，、肛区（秋値対照）の34．9％，IV

区（M）は32．3％と最低であった．

　鳥頭でも粗区（春植）が最も高く32．6％であり，

IV区（M）は26．5％と最も低かった．　Table　8から

附子の重さでは1区（摘花），n区（不摘花）を除きい

ずれも処理区が優っており，鳥頭の重さでも処理区が

優り，W区（春植）は特に優っていることが判明した．

ただしこのことは種球の大，中，小混合によることも

考えられる．数量については，重丑の傾向とは異な

り，附子ではW区（春植）が78％と最低で，IV区（M）

は121．5％と最高であった．

　全般にW区（秋植対照）よりも一部を除いた他の区

は若干優る傾向が認められたが，子根数（附子数）の

少ないのはV区（S）であった．

　Table　9についてみると，子根（附子）の大きさに

よって多少の差異が認められる．

　即ち大形品では，皿区（M）が最高でありH区（不

摘花）は最低で1区（摘花）やW区（春植），VI区（秋

植対照）は比較的低い傾向を示した．中形品は，v区
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Table　9．　Mother　tuber　rat三〇〇f　aconiti　tuber　production （’75．12．11）

Plot L M S Total　ratio　　Mother　tuber

1

■

皿

IV

V
VI

孤

65．5

55．2

70．6

132．3

108．3

96．6

69．4

186．2

293，1

250．0

296，8

320．8

196．6

183．3

175．9

203．4

164，7

193。5

179．2

255．2

175．0

427．6

551．7

485。3

622，6

741．7

548．3

427，8

100

100

100

100

100

100

100

Tble　10．　Change　of　ratio　of　the　cutting （’76．11．5～’76．2．14）

Stem Plot　Treated　，76．11．5　’76．11．7　，75．11，28　’75，12．22　’75．12．29　，76．1．28　’76．2．14

Main　stem　　　I

　　〃　　　　　　H

I，ateral　branch　　皿

　　〃　　　　　　W

rootone

non曝treated

rootone

non－treated

10

1

6

0

21

2

18

11

23

ユ9

32

32

31

27

52

48

33

30

62

53

41

40

69

67

5

4

10

12

Table　11．　Afte190　days　of　cutting　on　the　condition （’76．1．26）

Plot No．

New　bud

1ength　　diam
（mm）　（mm）

No．
Length　of
Ile㌔v　 root

　（mm）

Numcer　of
greenlng

1

H

皿

IV

1

2

3

4

5

1

2　1
　　2

　　3

　　4

　　5

3

4

0

0

5　×　　12

5

4

9

3

2

6

6

8

2

1

5

5

0

0

6

5

11

5

4

5

7

9

6

2

7

7

0

0

1

2

3

0

1

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

6

4

0

4
2

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

10

12

（S）が最も多く次いでIV区（M），皿区（L）の順であ

って田区（春植）が最少であった．小形品は，V区（S）

は前者と異なるところは，VI区（秋植対照）が最も多

くなっており，IV区（L）が最少であることも一つの

特長かと思われる．

　最後に母根（烏頭）を100とした揚合の子根（附子）
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の指数についてみるとV区（S）が最：も多く，次いで

IV区（M），∬区（不摘花）の順となり，最少は1区（摘

花）とW区（春植）であった．

　以上のことから北海道山北地方においてハナトリカ

ブトを附子原料生産の目的で栽培する場合には種球

（塊根）の大きさは小形の塊根，即ち長さ4．0～5．Ocm

で重さ9g以下を用いる方が最も効率が高いもののよ

うに思考される．

　一方，摘花することはその方法や時期などについて

は一考を要するし，秋植えは春植えに比べると大差が

あるが，附子原料生産について考えると，Table　9に

示すように秋髄えの方が丁零なように思われる．

　4）　さし木試験

　Table　10によれば，さし午後1週間でさし穂は発

根剤のルートン処理区に黒褐色に変化し枯死状態にな

ったものが多く認められ，主茎の方は側枝に比べ黒変

数は少なかった．1ケ刀後の11月28日では対照区の側

枝の地上部の節より花林のふくらみが認められた．た

だし地上部が枯死状態でも緑色のものと同様に花蕾の

ふくらむことが判明した．その後1月17日即ちさし心

後77日日に主茎の対照区7本を掘り上げて観察したと

ころ，うち2本が地下部の節から新芽（白くふくらむ

もの）と新根（白く細長いもの）の発生していること

を確認した．

　さし木匠3ケ月の掘り上げ調査は，．Table　11のと

おりである．主茎は地上部が黒変し，枯死状態となっ

ていても地上部の節にはすでに新芽が着生し新雨の発

生が認められたが，側枝では緑化部が残っていても新

芽や新館の発生は全く認められなかった．

　なお主茎を用いてさし醜した場合には，発根剤のル

ートソ処理区は発恨を促進させることが認められた．

即ちルートン処理区は発根をしているために，茎（母

株）から離れやすくなっているが，対照区の新芽は未

発恨のため茎狛江）にしっかりと着生していて離れ

にくい状態であった．

　なお，その後の観家ではさし木後1年1ケ月で萌芽

することや，1年6ケ月でハナトリカブトの母株と同

様の生態に生長することも確認した．

　以上のことからハナトリカブトのさし木は秋に掘り

上げ附子の原料として利用価値のない地上lll；，特に充

実している主茎を用いると可能であることが確認され

た．今後は更に検討して実用化の方向へ追究して行き

たい．

摘 要

ハナトリカブトを1973年10刀31日より1975年10月17

日まで畑地にて植付育成し肥培管理して，生育，収量

と1975年10月28日より1976年1月26日まで温室にて増

殖についてさし木試験を実施し比較検討した．

　1．　地上部の生育

　第1年次では春植えの方が秋植えに比し茄芽や生育

も順調であった．

　第2年次では草丈は摘花区以外は大差なく，春植え

の方が最も高く中形の塊根，摘花，小形塊根の順であ

った．

　2．　地下部の生育

　（り　子根について：種球の大きさではM区が他区を

はるかに凌籍し，子根の大，中，ノ』・形ともに最も重

く，摘花区は最も軽い傾向を示した．子根数は最も多

いのが中形のものであり，大形のものは最少であっ

た．子根の径では大形のもので秋植え対照が最大で，

摘花区は最も小さかった．小形のものでは不摘花区が

最小であった．子根の長さでは種球の大きさにより歴

然とした格差があり，大形のものはし区や摘花区が長

く，中形ではS区が最も長く，L区は最短であり，小

形のものではM区が最長であった．

　乾燥歩留りの最高は春植区の38．3％で，最低がM

区の32．3％であった．子根数は最も多いのがM区の

19．3ケで，最低が摘花区の12．4ケであった．

　（ロ）中根について：母根数は生育2年で2．4～3．6ケ

となっており，乾燥歩留りは子根より低く26．5～32．6

％であった．

　3．　ハナトリカブトを北海道道北地方に附子原料の

生産を口的として栽培する場合には，種球の大きさで

は小形の塊根を用いる方が或は聯動えよりも秋植えの

方が有利のようである．

　なお，摘花の是否については一考を要する．

　4．掘り上げ後附子の原料として利用価値のない地

上部，特に充実している主格を用いてさし木をする

と，3ケ月後には新芽や新恨が発生することを確認

し，ハナトリカブトのさし木が可能であることが判明

した．

　本試験達行のため終始御指導賜わりました北海道生

薬協会長水谷次郎氏，並びに大阪大学薬学部米田該典

博士に対し，感謝の意を表わします，
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資 料 Technical　Data

1一メチルー3一ニトロー1一ニトロソグァニジン（MNNG）

　　　　　　　　と環状第2級アミン類との反応

　　　　　　　　　　　　　　神　谷庄造

Reaction　of　1－Methyl－3－nitro－1－nitrosoguanidine（MNNG）

　　　　　　　with　Cyclic　Secondary　Amines

　　　　　　　　　　　　Shozo　KAMIYA

　The　reaction　of　1－lnethy1－3－nitro．1，nitrosoguanidine（MNNG）with　such　a　cyclic　secondary　amine

as　pyrrolidine，　piperidine　or　pyrazine　gave　the　corresponding　1，　1－polymethlene－3－nitroguanidines

in　32－75gε　y孟elds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　著者らは，先に1一アルキルー3一ニトロー1一ニト

ロソグアニジン類の化学構造と徴生物に対する突然変

異誘発作用との相関について報告したD．この際，こ

れらのニトロソ体の原料である1一アルキルー3一ニト

ログアニジンを，つぎのように1一メチルー3一ニトロ

1＿ニトロソグァニジン（MNNG）と相当する第1級ア

ミンとの反応によって好収率で得た．

　　　　へO　　　　RNH，
　　CH3－N一（＝NH）NHNO2一一一→RNH－C

　　　　　　　　　　　　　　　　（＝NH）NHNO2

　今回，MNNGは第1級アミンばかりでなく，つぎ

のような環状第2級アミン類とも容易に反応して相当

するニトログアニジン誘導体を与えたので報告する．

　MNNGと水の混合物に，氷冷下撹搾しながら当モ

ル相当量のピロリジンを滴加すると盛んに窒素ガスを

放出して反応し，1，1一テトラメチレンー3一ニトログ

アニジン（Ila）を32％の収率で生成した．ピペリジン，

ピラジン等の環状第2級アミン類も同様に反応し，相

当するニトログアニジン誘導体（Ilb，　c，　d，　e，　f）を与

える．（Table　1）この反応においては，相当するニト

Table　1，　1，1－Polymethylene－3－nitroguanidines　and　Related　CQmpounds

Analysis

No， Componud Yield　　mp
（％）　（。C）

Calcd． Found

C H N C H N

Ila

Ilb

IIC

IId

IIe

1正f

Ilg

　　　＼一
／一＼
l　　　N－C（＝NH）NHNO2

＼一
HOCH2CH2一
　　一＼　NN－C（＝NH）NHNO2
　　＼一
〇2NHN（HN＝）C一

　　一＼　NN－C（；NH）NHNO2
　　　ヨ
02NHN（NH＝）C－NHCH2一
　　～一＼N．C（一NH）NHNO、

　　＼一

　一＼　i

　　　　N－C（＝NH）NHNO2
　＿／
　一＼〈　　　　N－C（＝；NH）NHNO2
　　ノ
H、C．ピー＼N．C（一NH）NHNO2

32

54

38

32

75

65

34

185

151

　112

159－161

37．97

41．85

45．15

45．15

6．37

7．02

7．58

7．58

35．43

32．34

30．09

30．09

38．30

41．81

45．08

45．45

6．48

6。97

7．56

7．30

35．08

32．65

30．61

30．57

111　　　38．70　　6．96　　　32．24　　38．84　　　7．12　　32．14

289dp　27．69　　4，65　　　43，07　　27．71　　　4．72　　42．91

228dp　33，33　　5．59　　　38．87　　33．04　　　5．34　　39．15
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ログアニジン誘導体の他に原料アミンのN一メチル体

が5～15％の収率で得られた．

　またMNNGと4一アミノメチルピペリジンとの反

応においては，その第1級アミノ基と第2級アミノ墓

がいずれもニトログアニル化された化合物，Ilgを与

えた．

実験の部
　代表例として　MNNG　とピペリジンの反応をあげ

る．

L十二としたMNNG，1．479（0．01モル）を水101n！

にけん濁し，氷冷，撹搾下にピペリジン，0．94g（0．011

モル）を水5m’に溶解した液を滴加すると盛んに発

泡して反応する，2時間1毘捨をつづけ，一夜室温に放

置する．析出した鎌脚を吸引炉過し，含水エタノール

で再結晶する．

　1，1一ペンタメチレンー3一ニトログァニジソ（Ilb），

無色針状晶，mp　151～152。，収量．0。93　g（54％）．反

応液よりIIbを源去した炉液に塩化ナトリウムを加え

飽和し，ジエチルエーテルで抽出する．拙出液を無水

硫酸ナトリウムで乾燥し，ついでジエチルエーテルを

窟卜する．凹凸物の赤外吸収スペクトルは，N一メチ

ルピベリジンのそれに一致した．収量，0．12g（12％）．
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国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について

‘‘

ﾀ息香酸エストラジオール，’

徳永裕司・木村俊夫・川村次良

The　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Reference　Standard

　（the　Japanese　Pharlnacopoeia　Standard）“Estradiol　benzoate”

Hiroshi　ToKuNAGA，　Toshio　KIMuRA　and　Jiro　KAwAMuRA

　A　matcrial　of　estradlol　benzoate　was　tested　for　the　preparation　of　the　Estradiol　Benzoate

Reference　S亡andard　by　tlle　thln－layer　chromatography，　the　infrared　spectroscophy，　the　method　of

optical　rotation，10ss　on　drying，　melting　Point，　and　assay．　It　was　obtained　as　follows：［α］釜；十

58．6。　（C＝1％　in　dioxane），10ss　on　drying；0．00％，　nlelting　Point；196．1。，　assay　dcter111inated　by　the

UV　spectrophotometry；98．5％，　assay　determinated　by　the　method　with　the　iron，phellol　rcagent；

100．3％，　In　accordance　with　the　analytical　data，　the　mater1al　was　authorized　as　the　National　Insti－

tute　of　Ilygicnic　Sciences　Reference　Standard．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　第九改正口木薬局方（J．P．　IX）安息香酸エストラ

ジオールの純度試験，J．　P．　IX安息舌酸エストラジオ

ール水性懸濁注射ミ1芝および同注射液の確認試験および

定量法に用いる国立衛生試1｝気所冥目品（止木llll筆力標

準品）安息香酸エストラジオールを製造したので｛i艮告

する．

　1）原料：帝国臓器製薬株式会社から購入した．

　2）試薬：国際化学参照物質（control　No．167014）

　3）試験：方法：

　i）乾燥減量試験，旋光度試験，融点試験は，J．　P．

IX安息香酸エストラジオールの各試験法を準用する．

　ii）赤外吸収スペクトル試験：臭化カリウム錠剤法

によって測定を行う．

　iii）薄層クロマトグラフ法：メルク社製プレコーチ

ング薄層11Z（厚さ0．25　mm）を110。で1時間活性化

したのち，原料および国際化学参照物質の各々200μg

および400μ9ずつをベンゼンに溶解し，1cm間隔で

1cmの幅にスポットする．次に，ベン・ピγ・酢酸エ

チル（8：2）を展開溶媒として約12cm展開したのち，

薄層板を風乾する．これに，希硫酸を均等に噴霧し，

105。で10分間加熱したのち，長波長紫外線（366nm）

照射下におけるけい光部分の観察を行う．

　iv）安息香酸エストラジオールー17αの確認試験：

原料および国際化学参照物質の約0．0↓gを精密に：肚
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　　　　　　　　　　　　Wave　number（Cln－1）

　　　Fig．1　1nfrared　spectrum　of　Estradiol　Benzoate

400

り，ベンゼンを加えて溶かし，正確に100m～とし，

試料溶液および標準溶液とする，試料溶液および標準

溶液2mJずつを正確に解せん試験管にとり，減圧下

で溶媒を除去したのち，それぞに，鉄・フェノール試

液10mJに水2．5mJを加えて調製した希鉄・フェノ

ール試液1．Om♂を加え，70。で15分問ときどき撹抄

しながら加熱する．直ちに氷冷したのち，うすめた硫

酸（7→20）4．Om‘を加え，よく撹旨し，525nmに

おける吸光度の測定を行う．対照には，ベンゼン2nV

を用い，同様に操作したものを用いる．

　v）定量法一1（紫外吸収スペクトル測定法）：J．P．

IX安息香酸エストラジオール水性懸濁注射液の定量

を準用する．

　vi）定量法一II（鉄。フェノール法）：原料および国

際化学参照物質を乾燥し，その約0．01gを精富に量

り，ベンゼンを加えて溶かし，正確に1001n’とす

る．この液15mJを正確に量り，ベンゼンを加えて正

確に100mJとし，試料溶液および標準溶液とする．

試料溶液および標準溶液21nJを正確に量り，寝せん

試験管に入れ，減圧下で溶媒を除去したのち，これに，

鉄・フェノール血液を11躍加え，直ちにせんを付け，

5分間ごとに激しく振り混ぜ，30分間放置する，次に，

ゆるくせんをして水浴中で35分間加熱する．2分間氷

冷したのち，うすめた硫酸（7→20）4mJを加え，5

分聞放置する．ここで得た呈色液につき，ベンゼン2

m1を同様に操f乍して得た液を対照とし，波長525

nmにおける吸光度ATおよびAsを測定する．

　安息香酸エストラジオールの量（1ng）＝標準品の量

（mg）×AT／As

　4）試験成績

　i）性状：白色の結晶性粉末で，においはない．

　ii）赤外吸収スペクトルをFig．1に示す．国際化

学参照物質より得た赤外吸収スペクトルと同一のスペ

クトルを与えた．

　iii）旋光度：［α瑠＝＋58．6。（乾燥債，　o・1g，ジオ

Solvent
front

Main
spot

・” u　　電’9嚇・　　‘一㍉　　”㌦，
　　　、9りρρ馬●　一　’

’．・一軸、　　　　ρ．●噛r　　　　，，・嚇　　　　’・■r
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　　　　　　　A　　　B　　　C　　　D

Fig．2　Thin－layer　chromatogram　of　EstradioI

　　　　Benzoate

　A，B：Sample　200μg，400μg，　C，　D：In－

　ternational　Chemical　Reference　Substance

　200μg，400μg，Absorbent：Merk　Co．，　pre．

　coated　plate，　Sllica　gel　O．25　mm，　Activation

　of　the　plate：110。1hr．，　Solvent　system：

　Benzene／Ethyl　acetate（8：2），Detection：di1。

　sulfuric　acid，105。，10　mln．，10ng　UV　light

　（366nm）

キサン，10mJ，100　mm）

　iv）融点：196．1。（国際化学参照物質：195．8。）

　v）乾燥減量：0．00％（減圧，五酸化リン，4時問）

　vi）薄層クロマトグラフ法：薄層クロマトグラムを

Fig．2に示す．　Fig　2より，原料には，主スポット以

外に3個，国際化学参照物質では，主スポット以外に

2個のスポットが観察された．

　v廿）エストラジオールー17αの試験：原料および国

際化学参照物質から得られた呈色物質の吸光度は，そ

れぞれ，0．010（n＝6，S．　D＝0．0〔｝18），0．013（n＝6，

S．D＝0．0035）であり，両者に差が認められなかった．
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　viii）定量試験

　定量法一1（紫外吸収スペクトル測定法）：98．5％，

定量法一II（鉄・フェノール法）：100．39ち．

　ただし，国際化学参照物質：を100．0％とする．

結 論

　標準品原料として入手した安息香酸エストラジオー

ルを国際化学参照物質と比1汝検討した．

　定量試験において，紫外吸収スペクトルを川いる定

量法一1では，国際化学参照物質を100．096としたと

き，98．5％であった．また，鉄・フェノール試液を用

いる定量法一IIでは，100．3％であった．薄層クロマ

トグラフ法では，3個の不純物スポットが観察された．

　得られた試験結果より，今回入手した標準品原料が

国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）に適した

品質を有することを認めた．

　終わりに，標準品製造にあたり，御協力いただいた

帝国臓器引回｛」1こ式会社およびWIIO化学参照物質セン

ターに感謝します．

国立術生試験所標準品‘‘エストロン”について

徳永裕司，木村俊夫，川村次良

The　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Reference　Sta夏ユdard“Estrolle”

Hiroshi　ToKuNAGA，　Toshio　KIMuRA　and　Jiro　KAwAMuRA

　Amaterlal　of　estrone　was　tested　for　the　preparation　of　the　Estrone　Reference　Standard　by　the

thin．layer　chromatography，　the　infrared　spectroscophy，　the　method　of　optical　rotation，　Ioss　on

drying，　melting　Point，　and　assay．　It　was　obtained　as　follows：【α］言）；十162。，10ss　on　drylng；0．00％，

melting　point；262．2。，　assay　determined　by　the　UV　spectrophotometry，101．0％．　In　accordance

with　the　analytical　data，　the　material　was　authorized　as　the　National　Institute　of　Hygienic　Sciences

Reference　Standard．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　λlay　31，　1977）

　エストロンの確認試験および定量法に用いる国立衛

生試験所標準品エストロンを製造したので報告する．

　1）原料＝帝国臓器製薬株式会社から購入した．

　2）試薬：国際化学参照物質（control　No．171015）

　3）　試理磧プ了法　：

　i）乾燥減量試験，旋光度試験，融点試験，赤外吸

収スペクトル試験は，第九改正日本薬局方の一般試験

法を準用した．

　ii）薄層クロマトグラフ法＝メルク社製プレコーチ

ソグ薄層仮（厚さ0．25mln）を110。で1時問活性化

したのち，原料および国際化学参照物質の各・々100μg

および200μ9ずつをベンゼンに溶解し，1cmm隔で

1cmの幅にスポットする．次に，ベンゼン・酢酸エ

チル・アセトン（16：2＝1）を展開溶媒として約10cm

展開したのち，薄層板を風乾する，これに希硫酸を均

等に噴霧し，105。で10分間加熱したのち，長波長紫外

線（366nm）照射下におけるけい光部分の観察を行
う．

　iii）定量法：原料および国際化学参照物質を乾燥

し，その約0．01gを精密に量り，無水エタノールを加

えて溶かし，正確に50m’とする．この液15m’を

正確に量り，無水エタノールを加えて正確に50mJと

し，試料溶液および標準溶液とする．試料溶液および

標準溶液につき，それぞれ波長　282nln　における吸

光度ArおよびAsを測定する．対照には，無水エタ

ノールを用いる．

　エストロンの丑（mg）＝エストロン標準品の量

　　　　　　　　　　　　　　　　（lng）×ATIAs

　4）試験成績

　i）性状：白色の粉末で，においはない．

　ii）赤外吸収スペクトルをFig．1に示す．国際化

学参照物質より得た赤外吸収スペクトルと同一のスペ

クトルを与えた．

　iii）旋光度：［α撤＝＋162。（乾燥後，0．1g，ジオキ

サン，10mJ，100　mm）

　iv）融点＝262．2。（国際化学参照物質：262．2。）
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Fig．2　Thin・layer　chromatogram　o〔Estrone

　A，B：Sample　100μg，200μg，　C，　D：In－

　ternational　Chemical　Reference　Substance

　100μg，200μg，Absorbent：Merk　Co．，　pre－

　coated，　Silica　ge10．25　mnl，　Activation　of　the

　plate：110。，1hr．，　Solvent　system＝Benzene／

　Ethyl　acetate／Acetone（16：2：1），　Detection：

　diL　sulfuric　acid，105。，10　min．，10ng　UV　light

　（366nm）

　v）乾燥減量：0．00％（0．2g，減圧，五酸化リソ，

室温，4時間）

　vi）薄層クロマトグラフ法：薄層クロマトグラムを

Fig．2に示す．

　Fig．2より，主スポット以外に二個の不純物スポッ

トが観察された．

　vの定量：101．0％．ただし，国際化学参照物質を

100．0％とする．

結 論

　標準品原料として入手したエストロンを国際化学参

照物質と比較検討した．

　定量法において，国際化学参照物質を100．0％とし

たとき，標準品原料は，101．0％であった．薄層クロ

マトグラフ法では，主スポット以外に二個の不純物ス

ポットが観察された．

　得られた試験結果より，今回入手した標準品原料が

国立衛生試験所標準品に適した品質を有することを認

めた．

　終わりに，標準品製造にあたり，協力いただいた帝

国臓器製薬株式会社およびWHO化学参照物質セン

ターに感謝します．
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国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）‘‘含糖ペフ。シン標準晶（771）”

　　　　　　　　　　　　　　　について　（第二報）

横田椅江・早川尭夫・木村俊夫・川村次良

Nat1onal　Institutc　of正lyglenic　Scienccs　Referencc　Standard（Japanese

Pharmacopoeia　Referencc　Standard）for　Saccharatcd　Pepsin　（771）．　II

Isue　YoKoTA，　Takao　IIAYAKAwA，　Toshio　KIMuRA　and　Jiro　IくAwAMuRA

　National　InsUtute　of　Ilyg1enic　Sciences　Rcfcrcnce　Standard　（Japancs3　PllarmacopQeia　Referencc

Standard）for　Saccharated　Pepsin（761）was　prcpared。　The　potcncy　was　determined　by　the　Cascin－

Folin　method（5．26　units／mg）and　also　assayed　against　the　preceding　lot　of　the　I之cfercnce　Standard

（595）according　to　the　modined　method　of　JP　IX．　It　was　decided　that　Saccharated　Pepsin　in

Japanese　Pharmacopoeia　should　not　havc　potency　Icss　than　70　per　cent　of　the　potency　of　this

Iot　of　the　Reference　Standard　（771）．　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nlay　31，　1977）

　国立衛生試験干鯛単品（日本薬局方漂準品）‘‘含構

ペプシン標準品”は昭和35年に第1回Dを製造して以

来，5回にわたってロットを更新してきたが，今回祈

ロットによる標準品を製造した．本品の効力試験に際

しては，Casein－Folin呈色B法1）・2）および第九改正日

木薬局方含糖ペプシンのたん白消化力試験に準じた

が，基質（カゼイン，卵白）の品質の変動により必ず

しも適正に力価を測定しえないことを経験し，これに

ついて若干の倹討を加えたので併せて綴告する．

　1。　標準品原料：濃ベプシソに乳糖を加えてよく混

和し，日木薬局方品を上まわる力価（Casein－Folin法

で3．S単位／mg以上の力価）を有するよう調製したも

の．

　2．　試薬：第5回日本薬局方標準1脳‘‘含糖ペプシン

標準品”（Control　No．595），日木薬局方漂準品‘‘チ

ロジン票準品”を用いた．またFolin－Ciocalteu試薬

は和光純薬株式会社の製品を用いた．

　3．　試験方法＝（a）Casein－Folin法は茎質として

Difco社製カゼインを用い，前｝IPに準じて行っ

た．酵舅ミ活性単位の表示は前｛．i乏Dに記載した定義によ

る．この際，日本薬局方標準【π■‘チロジン標準品”を

105。で3時間乾燥後，その40．00m9を精密に秤量し

0．2N雄酸を加えて溶解して200m’とし，その10

mJを正確にとり，0．2　N塩酸を加えて100　m’とし

た溶液を標準液として用いた．本法における酵素量

と，反応終了後の非たん白性分解産物と発色試薬との

反応により生成した660nmにおける吸光度との関係

は，吸光度が少なくとも0．650程度（酵素単位にして

約7単位／mg）までの範囲で良好な直線関係を示した，

　（b）たん白消化力試験は第九改正日本薬局方記載の

方法に準拠して行ったが，後に述べるような理由から

平押である卵白の調製法を一部改変して実施した．す

なわち新鮮なニワトリの卯（水につけたときたたな

いもの）を選び水浴中で8分間加熟したのち，直ちに

冷水で冷却し，から，皮膜，卵黄を除いて卵白をとり

だし，圧しながら48号（297μ）ふるいを2回通し，さ

らにガーゼにくるんで軽くしぼって水分を除く．その

10．Ogずつをとり，以下局方記伐のとおりにフ、讐質とし

て願いる．

　4．試験成績；Case1n－Folin法による力価検定に

は異なる10箇所より少しずつ試料を採取し，1箇所よ

り最低5回，最高8回，総ll1966回の試験結果を1〔｝た．

この結果をTable　1に示す．各採取箇所より得た値

の∫F均値は5．36単位／mg（最大5．8．工単位／m9，最小

4．91単位／m9），標準偏差は。．31であった．前回漂準

品（No．595）は10回のくり返し実験により平均4・46

単位／mgを示U：票準偏差は0．33であった．　Ca＄ein．

Folin法の単位を用いると局方品は3．80単位／mg以

上でなければならないとされている1）ので，本実験結

果から算出した日局の効力試験における今回標準品の

使用量は70．9mg相当，前回標準品の使用量は85・1

mg相当となる．

　たん白消化力試験は前回標準品（No．595）を対照

として異なる4箇所より採取した試料について実施し
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た．結果の1例をFig．1およびTable　2に示す．

前回標準品の表示量である85nlgを用いたとき，今

回標準品約70mgがこれに対応する消化力を示した．

　以上より日局の効力試験の際，新標準品を用いると

きには0．19のかわりに70mgを用いることに定め

た．

　その他の日局の試験は次のとおりである．

　乾燥減量　0．17％（19，80。，8時間）．

　強熱残分　0．045％（19）

Table　1．　Potency　of　National　Institute　of

　　　　　Hygienic　Sciences　Reference　Standard

　　　　　（Japanese　Pharmacopoeia　Reference

　　　　　Standard）　for　Saccharated　Pepsln

　　　　　（771）　　estimated　　by　　Casein－Folin

　　　　　methQd1）

NUInber　of
　analysis

units／mg

3．0

2．5

差2．o

亘

写
う

理1・5

2
雪

霧1．o
醒

α5

0

o，5th　Sしandard（No．595）

o，6th　Standard（No．771）

Samples　No．
Fig．1

　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10
　　　玄

JP　standard　（595）

7

7

8

6

6

5

6

7

7

7

9

5．11±0．38

4．91±0．54

5．39±0．55

5．10＋0．54

5．05＋0．28

5．48＋0．48

5．73±0．31

5．44±0．41

5．84＋0．44

5．54＋0．50

5．36＋0．31

4．46＋0．33

藪：mean　value　of　the　activity（unit／mg）of

　the　samples　No．1～ユ0

55　　60　　65　　70　　75　　80　　85　　90　　95　100

　　　Saccharated　pepsin，　mg

Relationships　between　the　amount　of

Saccharated　Pepsin　Standard（No．595

＆　771）　and　the　volume　of　residuaI

egg　white　when　the　assay　was　carried

out　by　the　modi丘ed　method　of　JP　IX。

考 察

　過去5回にわたる衛生試験所標準品は，はじめ任意

に定められた第1回標準品のたん白消化力（その80mg

が局方品0．1gの効力に相当する）を基準にして第2

回標準品を製造し，次にこのたん白消化力を韮準に第

3回をという形でロットを更新してきた．今回の製造

に先立って第1回漂準品製造に際しての基礎資料とな

ったDCasein－Folln法で前回標準品（No．595）の単

位を求めたところ，4．46単位／mg（n＝9，最大5．02

単位／mg，最小4．06単位／1ng，標準偏差0．33）とな

った．これは第1回漂温品（4・75単位：／mg）の力価の

Table　2． Potency　of　the　Saccharated　Pepsin　Standard　according　to　the　modified

method　o匠JP　IX

漏誌1滋＼l
　used（m9）　　－．＼＼一

Residual　egg　white，　m’

T1 St T2 St T3 St T4 St

55

70

85

100

2．7

1．8

0．9

3．0

1．8

0．9

2．0

1．1

0．5

2．2

1．3

0．7

3．0

1．4

0．7

2．0

1．4

0．6

3．5

1．5

1．0

2．7

1．2

0．9

Tl～T4＝Sampled　froln　the　different　point　of　the　new　lot　oE　Saccharated　Pepsin　Standard（771）

　St：　　Preceding　Saccharated　Pepsin　Standard（595）
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Table　3．　Relationships　between　the　amounts　of　Saccharated　Pepsin　Standard　and

　　　　　the　voklme　of　residual　egg　white　when　the　assay　was　carried　out　by　the

　　　　　method　of　JP　IX

Saccharated

Pepsin　mg

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

100

Residual　egg　white，　mJ

6th　Standard　（761） 5th　Standard　（595）

1．5， 1，7，2．6

　　　　0．9，

　　　　　　0．9，　　　0．7，1．0，

　　　　0．6，　　　1．2，　　　　　　　3．0，0．7，　　　0．7

　　　　　　　　0．7，　　　　　　　2．4，0．7，3．5，0．7

0．9，0．3，0．5，0．6，0．6，0．5，0．9，

　　　　　　　　0．6，　　　　　1．4，0，6，1．4，0．5

0．5，0．5，0．4，　　　0．5，　　　　　　0．6，0．5，0．6，0．5

　　　　　　0．4，　　　0．4，0．6，

0．5，0．3，

0．7，

L4，

　　　　　　1．4，

　　3．0，0．8，　　0．6，1．4

　　　　　　1．1，

0．8，1．9，　　　　　　0．6，0．7

　　　　1．2，0．7，

　　0．9，　　　　　　　0．5，1．2

93．9％に相当し，例えば第1回標準品80mgに相当

する活性を有する前回標準品の量は85mgであると

算出することができる．一方，実際にたん白消化力試

験により求められた前回標準品の効力はその85mgが

局方品0．1gに対応する量であることが認定されて

おり，Casein－Folin法の結果より理論的に算出した値

と全くよく一致している．このことは，Casein－Folin

法とたん白消化力試験によって求めた効力が第1回標

準品以来前回に至るまできわめてよい相関を示してい

ることを意味している．そこで今回の製造にあたって

もあらかじめ操作等の簡便なCasein－Folin法により

標品の単位，混和の均一性などにつき多くのくり返し

実験を行って検討し，しかるのちたん自消化力を前回

標準品と比較して，日局試験に標準品として用いると

きの力価検定を行なった．今回の標準品においても

Casein－Folin法の単位：から理論的に算出した値およ

びたん白消化力試験からの実測値はよく一致した．

Casein－Folin法は酵素反応を理化学的手段で追跡す

る：方法の一種であるが，こうした方法による力価の測

定は，たん白消化力試験とは異なり，ある一定条件下

でほぼ絶対的な単位を求めることができる点や，使用

器具，装置も特別のものを必要とせず，また操作も比

較的簡便で多数の検体を同時に処理できる点などで有

用であるから，漸次規格試験法にとり入れていく方向

が考慮されてもよいと思われる，ただし，基質の種

類，品質などには一定の条件をつけることが必要で，

例へぽ今回の実験にあたり，カゼインとしてDifco社

製の他にM社，T社のそれぞれ市販品を用いてみた

が，後2者は70。に加温しても0．05M塩酸に均一に

溶解せず，また同一酵素量を一定条件下で作用させた

ときに生成する非たん目性物質の量もDifco社製品を

100としたとき，M社製約69，　T社司約92と相対的に

低い値が得られた．

　一方，日局ではたん白消化力による効力試験が採ら

れているが，：本試験法の場合，基質である卵白の品質

を一定化することは困難である．

　そのために従来しばしば試験の成立そのものを保障

しえないような事態に遭遇してきたが，今回の試験に

際しても当初Table　3に示すように消化力と酵素量：

との関係が必ずしも相関しないという結果が得られ

た．ことに低濃度の酵素五ヒにもかかわらず消化残留物

の容量が1mJ以下となる傾向が顕著にみられた．こ

の事実とふるいを通した卵白を秤量中に経時的に秤量

値が低下していくことなどを考え合わせて，ふるいを

通した卯白中に水分がかなりの量含まれているため，

たん白質としての実質量（＝基質量）が不足し，消化

残留物がきわめて少量になり，また水分量も一定しな

いため一定結果が得られないのではないかと思われ

た．そこでふるいを通したのちの卵白をさらにガーゼ

にくるんで軽くしぼってみるとき，卵3個あたり約10

mJ程度の水分が除去された．この操作により卵白を

秤量中の経時的減量：が解消し，また，Fig。1，　Table．2

に示すように酵素量と消化力とがよい相田性を示し，

かつ局方品0．19に相当する酵素量を用いたとき消化
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残留物の容量がおおむね1～2mJの範囲になった．

日局による試験法を実施するとき，場合によっては上

記のような操作を加えることが必要であろう．

　実験に際してご協力いただいた丸石製薬株式会社に

感謝します．

　　　　　　　文　　　　献

1）長沢佳熊，朝比奈正人，高橋昭江：衛生試報，

　　78，　135　（1960）

2）赤堀四郎編：酵素研究法，2，p．240（1956），

　　朝倉書店

国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）‘‘トロンビン標準品（761）”

　　　　　　　　　　　　　　　について（第二報）

　　　　　　　　　　川村次良・木村俊夫・早川尭夫・横田椅江

　　　　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard

　（Japanese　Pharmacopoeia　Standard）for　Thrombin（761）．　II

Jiro　KAwAMuRA，　Toshlo　KIMuRA，　Takao　HAYAKAwA　and　Isue　YoKoTA

　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard（Japanese　Pharmacopocia　Standard）for　Throm．

bin　was　prepared．　The　potency　was　assayed　against　U．S．（NIH）Standard　for　Thrombin（Lot　No．

B－3，21．7u．s．　units／mg）according　to　the　method　of　JP　IX，　and　dec三ded　to　be　15．2　units　per　mil．

1igram．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）‘‘トロ

ンビン標準品”は昭和37年に第1回を製造して以来1），

数回にわたってロットを更新してきたがcontrol　731

標準品の在庫が僅少となったために新ロットによる標

準品（contro1761）を製造したので結果を報告する．

　L　原料：ウシの血液から製したプロトロンビン

に，カルシウムイオンの存在でトロンボプラスチンを

作用させて製し，凍結乾燥したものを持田製薬株式会

社より購入した．

　2．試薬および試験方法：新標準品の効力は，対照

Table　1，　Potency　of　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard（Japanese

　　　　　Pharmacopoeia　Standard）for　Throlnbin（761）

Sample　No． units／mg

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

14．9

14．8

16，5

14．3

15．5

15．1

15．9

15．8

16．1

15．0

Sample　No． units／rng

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

16．5

15．4

14．2

15．2

17．5

13．0

14．8

15．4

14．7

14．4

Sample　No． units／mg

21

22

23

24

25

26

27

翼

S

16．5

15．1

16．8

13．8

15．0

13．7

14．9

15．2

1．02

藪：mean　value　of　the　pQtency（units／mg）of　the　sample　No．1～27

s：　standard　deviation
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としてU．S．（NIH）　トロンビン漂準品　（Lot　No．　B－

3，21．7u。S．一単位ノmg）を用い，第九改正日本薬局方

トロンビンの定量法に従って試験した．ただし，標準

溶液は濃度の異なる5種を製して標準直線を作り，検

液は濃度の異なる2種を製してそれぞれの凝固時間か

らその単位を求めた．また，フィブリノーゲンはウシ

血漿よりCohnらの方法により製した，いわゆるfrac－

tion　lでクエン酸ナトリウム含量40～5096のものを第

ユ化学株式会社より購入し，日局九の方法により52．5

％の凝固物質量を静むことを確認したのち実駿に供し

た．

　3．　試験成績：27回のくり返し実験により得た平均

値は15。2単位／mg（最大17。5単位／mg，最小13単位／mg）

標準偏差1．02であった（Table　1）。これより今回のト

ロンビン標準品（761）は1mg中に15．2日木薬局方

単位を含むことを認定した．

　　　　　　　文　　　　献

1）　長沢佳熊伊山羽力，高矯昭江：衛生試碧i，SO，

　　54　（1962）

国立衛生試験所標準品‘‘ピアルロニダーゼ標準品．（751）”

　　　　　　　　　　　川村次良・木村俊夫・早川尭夫・横田亭亭

について（第二報）

National　IIlstitute　of　Hygienic　Scicllces　Standard　for　Hyaluronidase（751）．　II

　　　Jiro　KAwAMuRA，　Toshio　KIMuRA，　Takao　HAYAKAwA　and　Isue　YoKoTA

　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard　for　Hyaluronidase　（751）was　prepared．　The

poヒency　was　assayed　against　Irlter皿ational　Standard　for　Hyaluronidase　（10　units／mg）according　to

亡he　me亡hod　of　JP　VHI，　and　decided　to　be　13．6　units　per　milligram．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　国立衛生試験所標準品‘‘ピアルロニグーゼ標準品”

は昭和36年に第1回を製造1）して以来，第2回を昭和

43年に製造したが，この在庫が僅少となったために新

ロットによる第3回漂準品を製造したので結果を報告

する．

　1．　標準品原料：ウシのこう丸から製したピアルロ

ニダーゼ原末0。4gに乳糖26．89，ゼラチン剖；分水解

物0．49，チメロサール0．49の割合で混じたものを

持田製薬株式会祉より購入した．

　2．　試薬および試験方法＝効力試験は国際標準品

（第1回，10units／n19）を用いて，第八改正ロホ蒸．局

方注射用ピアルロニダーゼの定．職法に準じて行っ’た．

ただし試料の単位は，国際樗｛準品の検hl二線より求めた

回帰方程式をもとに算出した．またピアルロニグ一蓋

の精製度も，そのチロシン含量の項にしたがって行っ

た．なおウシ血清およびFolin－Ciocalteu試薬｝ま和光

純薬株式会社の製品を用いた．

　3．　試験成績：任意の6ケ所から試料を採取して国

際標準品を対照として定めた単位はTable　1のよう

になった．これより第3回国立衛生試験所標準品‘‘ヒ

Table　1．　Potency　of　3th　National　Institutc　of

　　　　　Hygienic　Sciences　Standard　for
　　　　　Hyaluronidase（751）

Sample　No． P。tency（units！n19）

　　　　　1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

　　　　　6

　　　　　又

　　　　　S

ヨ：mean　value，　s：

13．23

13．39

13．46

13．55

14。07

14．05

13．63

0，35

standard　dev1ation

アルロニグ一偏標準品（751）”は1mgあたり13．6国

際単位と定めた．また1単位中のチロジン量は0．16μg

であった．

考 察

今回の試験にあたっては，基質として朝比奈の報
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告2）によるピアルロン酸カリウム（No．3）を用いた．

その他市販のF社製カリウム塩（分子量20万～800万）

およびT社製ナトリウム塩ならびにカリウム塩につい

ても検討してみたが，F玉江のそれは第八改正日本薬

局方におけるピアルロン酸坂の規格試験に適合しない

ためそのままで本試験法に用いることは不適当であっ

た．これは朝比奈が述べているように2）本望が相当高

分子であり，酸性血清たん白との結合によって生ずる

濁度が正しくピアルロン酸量に比例しえないためであ

ると考えられる．この場合，低単位のピアルロニダー

ゼを用いたときにはピアルロン酸塩の分解にもかかわ

らず濁度はむしろ増加し，さらに酵素量をふやすとピ

アルロン酸塩の分解の程度に応じた濁度の減少がみら

れるようになる，T社製ナトリウム塩は局方規格には

適合したがやはり少量の酵素量で濁度はむしろ増加す

る傾向にあった．

　終りに標準品の製造にあたってご協力頂いた持田製

薬株式会社ならびにピアルロン酸ナトリウム搬および

カリウム塩を供与いただいた東京化成株式会社に感謝

します．

文 献

1）　長沢佳熊，朝比奈正人，高橋昭江：衛生試報，

　　79，　249　（1961）

2）朝比奈正人：衛生試報，77，296（1959）

大気中のオキシダント自動計測器に関する研究

山手　昇・松村年郎・井上哲男・森　正樹＊

Studies　on　Continuous　Analyzers　for　Oxidants　in　Ambient　Air

Noboru　YAMATE，　Toshiro　MATsuMuRA，　Tetsuo　INouE　and　Masaki　MoRI＊

　Amodi丘cation　was　carried　out　on　an　oxidants　analyzer　which　is　at　present　widely　employed。

The　conventional　analyzer　contains　10％so！ution　of　potassium　iodlde，　and　the　error　reaches　about

30％by　concurrent　nitrogen　monoxide　and　nltrogen　dioxide．　It　was　found　out　from　the　experi－

ments　that　this　interference　could　be　decreased　up　to　6％when　2％solution　of　the　salt　was　ac・

comodated．

　Concentration　of　photochemical　oxidants　in　daytime　air　of　summer　season，　which　pollutants

usually　consist　of　high　concentration　of　oxidants　and　low　of　oxides　of　nitrogen，　can　be　accurately

analysed　by　the　use　of　this　modification　without　correction　due　to　the　presence　of　oxldes　of　nitrogen．

　The　scale　calibration　method　of　the　conventional　analyzer　must　be　adppted　to　dynamic　calibra－

tion　with　ozone　instead　of　static　calibration　with　equivalent　solution．

　By　dynamic　calibration　method，　oxidants　concerltrations　will　come　near　the　true　value，　and

furthermore，　oxidants　concentration　obtained　to　oxidants　analyzer　with　dynamlc　calibration　and

ozone　analyzer　will　have　interdependance　each　other．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　光化学反応による大気汚染の主要な指標として，光

化学オキシダントについて環境基準が設定されてい

る．オキシダントとは，中性よう化カリウム溶液から

よう素を遊離する大気中の酸化性物質（オゾン，二酸

化窒素，パ一画キシアシルナイトレイト，過酸化物な

ど）で，オキシダントから二酸化窒素を除いた物質が

光化学オキシダントである．

＊電気化学計器株式会社

　光化学オキシダントを連続的に測定する方法とし

て，中性りん酸緩衝よう化カリウム溶液を用いる吸光

光度法及び電量法のナキシダント自動計測器（Ox計）

による方法1）があるが，わが国におけるOxの測定は，

ほとんどの場合前者のOx計により行われている．

　これらの力法は，吸収液に含まれているよう化カリ

ウム濃度や計器の口盛の校正方法の相違，さらに二酸

化窒素の補正が困難なため測定値はかなりの差を生ず

る．また光化学オキシダントの大部分はオゾンである
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ことから近年オゾンの測定も行われるようになってき

ている．

　上記のよなう経緯のもとに著者らは現用Ox計のよ

う化カリウム濃度，目盛の校正方法について検討を加

え，これらの成果を取り入れた改良Ox計を用いて大

気の実測を行い若干の成果を得たので報告する．

実験方法及び結果

　1．　吸収液中のよう化カリウム渡度の検討

　Ox計には，吸収液として中性りん酸緩衝よう化カリ

ウム溶液が用いられており，よう化カリウム濃度は吸

光光度法では10％，電殖法では2～5％である．これ

らのOx計は次式に示すように，よう素を遊離するの

で，この吸光度を測定することによりオキシダント濃

度（03として）を測定するものである．

　　　　03十2KI十H20一一→02十12十2KOH

　ここで，本来，光化学オキシダントでないNO2も

KI溶液と反応してOx測定値に正の影響を与える．

また，これらのOx計ではSO2，　H2S等の還元性物

質による負の影響をさけるため試料大気の流路系に三

酸化クロムのスクラバを設けているが，都合の悪いこ

とには，このスクラバによってNOはNO2にされて

もともと存在するNO2と共に正の影響を与える．

　NO2のOx測定値への影響の割合は，吸収液中の

KI濃度が低くい方が少ないことが知られているが2），

著者らはオキシダントの吸収効率，長期間使用におけ

るKI溶液の有効性を考慮して2％KI溶液を採用し

た．すなわち現用の吸光光度法の10％KI溶液を用い

たOx計と，10％KI溶液の代りに2月目I溶液を用

いたOx計（改良Ox計）についてNO2，　NOの影響

を検討した．

　1．1実験方法

　2％KI及び10％KI溶液のOx計の目盛は，いず

れも等価液による静的校正方法によった．

　窒素酸化物自動計測器（NOx計）は化学発光方式の

もの，また，NO2とNOの発生には流量比混合方式

の標準ガス発生装置を用いた．Fig．1に実験装置のフ

ローシートを示す．

　実験は，室温18。～20。で湿度0％，10％，20％，30％，

50％，70％付近においてNO2又はNOの0．1　ppm，

0．3PPm，0．45　PPm，1．O　PPm付近のガスをOx計と

NOx計に導入して指示値を検討した，

　1．2　実験結果

　結果はTable　1にNO2濃度とそのOx計への揖

示値の関係，同じくTable　2にNO濃度とそのOx

計への指示値の関係をそれぞれ回帰式にて示した．

　Table　1及びTab！e　2から明らかなようにNO2及

びNO濃度のOx計の指示値に対する影響は，湿度

に左右されている．NO2，　NOとも湿度0％では影響

は殆んどないが，湿度の上昇と共に影響率は高くな

り，湿度30％以上では一定の値を示すことが分った．

湿度30％以上で等価液で校正した10％KIと2％KI

のOx計の指示値に対するNO，　NO2の影響率は，

それぞれ約32％と約6％であった．すなわち，現用の

Ox計のKI濃度を10％から2％にかえることにより

NO2，　NOの影響は約5分の1に下げることができた．

通常，KIを含む吸収液は長期間にわたって循環使用

する場合が多いのでKI濃度を10％から2％に下げた

場合，長期間の使用に耐え得るかどうか問題である．

この点に関して約03ppmの03を述統してOx言i・に

導入して2％KI吸収液の有効性について試験したが，

2カ月間の循環使用は十分可能であった．

（3）

（4＞

（1）

（6）

〔5｝

（8｝

（2）

⑨
（7）

〔lo）

（1D

（1）＝　02Cy1量nder

（5）：Humidi丘er

（6）：Standard　gas　generator　for　NO　and　NO2

（2）：　NO　Cylinder

〈3），（4）：　N2　Cylinder

Fig．1

　　　　analyzers。

（7）：　Sample　manifold

（10）＝　2％neutral　buHlered　KI　Ox　analyzer

（11）：Chemiluminescence　NOx　analyzer

（8）：Humidity　meter

（9）：　10％　neutral　buHered　I《I　Ox　analyzer

Schelnatic　of　NO，　NO2　and　hunlidity　generating　system　used　in　response　test　of　Ox
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Table　1．　Effect　of　NO2　concentrations　on　indicated　values　of　Ox　analyzers　with　10

　　　　　and　2％neutral　buffered　KI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NQte：Y（oxidants，　PPm）

　　NO2
concentratlon
　　（ppm）

0．1～1．0

　（X）

Relative
humidity
　（％）

0

10

20

30

50

70

Regression　equation

10％neutral　buffered
KI　Ox　analyzers

Y＝0．019X十〇．001

Y＝・0．196X十〇．008

Y二〇．258X十〇．002

Y；0．294X－0．003

Y：＝0．325X－0．004

Y＝・0．318X－0．002

2％　neutral　buffered
KI　Ox　analyzers

Number
　of
sample

Y＝0．025X－0．000

Y＝0．031X十〇．002

Y＝0．048X十〇．003

Y＝0．061X－0。000

Y＝0．060X－0．007

Y＝0．058X十〇．001

8

8

8

8

8

8

Coe伍cient
　　of
correlat三〇11

1

1

1

1

1

1

Table　2．　Effect　of　NO　concentrations　on　indicated　values　of　Ox　analyzers　with　10

　　　　　and　2％neutral　buHlered　KI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Note：Y（oxidants，　ppm）

　　NO
concentratlon
　　（ppm）

0．1～1．0

　（X）

Relative
humidity
　（％）

0

10

20

30

50

70

Regression　equatio豆

10％neutral　buffered
KI　Ox　analyzers

Y・＝0．011X十〇．009

Y＝0．121X十〇．004

Y＝0．235X十〇．009

Y＝0．328X－0．008

Y・＝0．329X－0．012

Y＝0．317X十〇．001

2gち　neutral　buffered

KI　Ox　analyzers

Yニ0．002X十〇．002

Y＝0．044X十〇．001

Y＝0．049X十〇．003

Y＝0．054X十〇，000

Y；0．056X十〇．001

Y；0．058X十〇．000

Numbeτ
　of
sample

8

8

8

8

8

8

Coefficient

　　of
correlation

1

1

1

1

1

1

8｛5

4
9

6｝　　⑦ 10

1 2

1

123

　　　（4）：　Constant　temperature　bath　　　　（10）＝　2％　neutral　buffered　KI　Ox　analyzer

　　　（1），（2）：Air　Cylinder　　　　　　　（8）：Humidity　meter

　　　（3）：Humidifier　　　　　　　　　　　　（9）：　10％neutral　buf〔ered　KI　Ox　analyzer

　　　（5）：　03generator　　　　　　　　　　（11）：Ultra．violet　absorption　O3　analyzer

　　　（6）：M量xing且ask　　　　　　　　　（12）：03　sampler　for　manual　method

　　　（7）：Sample　manifold

Fig．2　Schematic　of　ozQne　and　humidity　generating　system　showing　the　sampling　manifold

　　　　for　comparing　Inanual　method　and　analyzers．

　2．　Ox計の目盛校正方法の検討

　現用の10％KI溶液のOx計と，化学発光法（CLM法）

あるいは紫外線吸収法（UV法）のオゾン自動計測器

（03計）を用いて，03の同時測定を行った開合，測定

値は一致しない．この原囚はOx計の目盛は，等価液

を用いる静的校正方法であるのに対して03計の目盛

は既知濃度の03による動的校正方法によっているた

めである．Ox計及び03計による測定値に互換性を

もたせるためには正しい分析方法によって濃度を決定

した03による動的校正は不可欠なものである．
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Table　3．　Relationship　among　various　analytical　method　for　determination　of　ozone

　　　　　COnCentratiOn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　number　oE　sample：18

Analytical
method

10g芝】　neutral

　buffered
　KI　Ox
　ana！yzers
　　（X）

Ultra－violet
absorption
O3　analyzers
　　（X）

Relative
humidity

Manual　method（Y）

One　impinger Two　impingcrs

（％）

0

30

50

70

0

30

50

70

Regression
equation

Y＝0．789X
　　－0．005

Y＝0．SOIX
　　－0．005

Y＝0．£31X
　　－0．004

Y＝0．914X
　　－0．003

Y＝0．981X
　　－0．001

Y＝1．003X
　　－0．000

Y＝1．065X
　　十〇．000

Y＝1．075X
　　十〇．003

．Coenicicnt
　of　cor－

　rclation

0．999

0．99り

0．999

0．999

0．999

0．999

0．999

0．999

Rcgrcssion
Cquatlon

Y＝0，soOX
　　－0．007

、7＝0，899X

　　－0．007

Y＝0．940X
　　－0．007

Y＝0．952X
　　－0．004

Y＝1．096X
　　－0．003

Y＝1．12．4X

　　－0．001

Y＝1，201X
　　－0。002

Y＝1．214X
　　十〇．003

Coeflicient

　of　cor－
relation

0。996

0．996

0．99，

0．992

0．999

0．995

0．999

0．999

10％　neutral　buffered
KI　Ox　analyzers　（Y）

Regression
cquation

Y・＝L245X
　　十〇．006

Y＝1．2・18X
　　十〇．010

Y；1．273X
　　十〇．006

Y＝1．273X
　　十〇．008

Coemcient
of　cor－
relation

0．996

0．996

0．999

0．995

　03濃度を決定する分析方法（手分析法）には種々な

方法があるが，わが国では1％KI溶液を用いる方法3＞

が一般に使用されている．したがって本実験において

はこの1％KI溶液を用いる手分析法で濃度を決定し

た03を10％KI溶液のOx計に導入してその指示値

を検討した．また，最近米国で開発されたUV法の03

計（DASIBI社）は03の紫外部の吸収を利用して，

03濃度を吸光係数から計算する物理的手法を用いる

ので，この方法との比較測定も同時に行った，

　2．1　実験方法

　Fig．2に示した装置を用いて室温17～21。で湿度

0％，30％，50％，709る付近において，03濃度Oppm，

0。05ppm，0．1ppm，0．2　ppm，0，3ppm及び0．45ppm

付近の03を発生させマニホルドに導入した．マニホ

ルドには10％及び296KI法，　UV法の計測lll｝及び手

分析の採取装置を取り付けて03濃度を測定した．な

お，手分析法は，吸収液として1艶中性りん酸緩衝

KI溶液，1回の測定条件は吸収管1木を1月いて吸収液

量10m1，通気時間15分，通気流旦15’である．ま

た，比較のために吸収管2本を直列に用いた場合につ

いても行った．計測器の口盛はOx計は等価液で校正，

UV法についてはスパンを52．9に設定したものを用い

た．

　2．2　ジこ験糸占果

　実験結果は各測定方法による03測定他の関係をそ

れぞれ回帰式に整理してTable　3に示した．

　（1）手分析法と10％KI法Ox計による測定値　手

分析法で吸収管1本を用いた場合，10％KI法Ox計

による測定値は，手分析法のそれに比して湿度0％で

約21％，30％で約20％，50％で約1796，70％で約16％，

全平均では約19％高い値を示している．また，吸収管

2本を用いた場合の値は，10％KI法Ox計による測

定値より約10％低い値を示している．

　（2）手分析法とUV法03計　手分析法で吸収管1

本を用いた場合の測定値は，UV法03計に比して湿

度0％で約2％，30％で0％，50％で約6．5％，70

％で約7．59ちそれぞれ高い値を示した．平均すると手

分析法のf直はuv法03計より約3％高い．また吸収

管2本の場合，手分析法の値は約16％高い．UV法は

03濃度の絶対値が測定でぎる方法といわれているが，

吸収管1本を用いる手分析の値は，低い湿度において

UV法の値とよく一致をみた．

　（3）UV法03計と10％KI法Ox計による測定値

　（1）～（3）の結果から，手分析法による03測定値は湿

度による影響をうけるようである．したがってn盛校

正に用いる03濃度の測定を手分析法で行う場合，03
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Location：National　exhaust　gas　monitoring　station，　Kasumigaseki　Chiyodaku，　Tokyo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　period：July　27　to　July　31，1976

Fig．3　Comparison　of　average　hourly　oxidants　concentration　using　various　analyzcrs

Table　4．

Date

1976．8

〃．9

〃，10

　〃　．11

　〃．12

1977．1

　〃　．2

　〃．3

1976．8
　～

1977．3

Colnparison　of　oxidants　concentratiQns　in　ambient　air　obta量ned　by　10　and

2％　neutral　buffered　K二I　oxidants　analyzers

Oxi．

dants

　ana－
Iyzers

A2）

B3）

A
B

A
B

A
B

A
B

A
B

A
B

A
B

A
B

NUInber
of　dc．

　　　　　term1一
　　　コnatlon
hours

741
456

714
714

571
743

426
693

742
572

744
744

670
360

701
643

5309
4925

Number
Q〔de－

term1－
natlon
daysD

31
19

30
30

2．．4

31

18
29

31
2．4

31
31

28
15

30．

28

223
207

Oxidants，　pphm

Hour　value

mln．　max．

0．4

0．3

1．1

0．1

0．4

0。3

0．2

0．2

0．1

0．1

0．3

0．1

0．1

0．1

0．1

0．1

19．9

14．2

23．2

13．0

13．7

4．4

12．1

7．4

10．9

4．0

20．6
4．3

14．3

3．0

16．5

4．8

0．1

0．1

23．2

14．2

Hourly－average

　　コ
mln．　max．

lD。y－averag，

　　mm．　max。

2．1

0．9

2。1

0．7

2．1

1．0

1．1

1，2

1．0

0．9

1．5

0．5

1．5

0．5

1．6

0．8

6．7

3．4

5．9

2．2

6．1

2．3

2．5

1．8

3．0

1．6

3．7

1．3

3．7

1．3

3．7

1．7

1．0

0．5

6．7

3．4

2．0

1．0

2．6

0．3

1．6

1．0

1．1

1．1

1．3

0．8

1．2

0．4

1．5

0．3

1．2

0．5

7．1

3。7

7．0

2．8

7．6

2．3

3．3

2．1

4．4

1．8

6．5

1．5

4．4

1．6

6．3

2．3

1．1

0．3

7。6

3．7

Average

4。1

1．6

3．8

1。1

3．9

1．4

1．7

1．5

2．3

1．2

2．8

0．8

2．8

0．9

2．7

1．2

3．0

1．2

Baverage

Aaverage

0．39

0．29

0．36

0．8S

O．52

0．26

0．32

0．44

0．43

DBased　on＞20　hourly　readlngs　per　day

2）10gちneutral　buffered　KI　oxidants　analyzers　with　static　calibration

3）2％neutral　buffered　KI　oxidants　analyzers　with　dynamic　calibratlon
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発生用の空気は，高圧容器入りのものか湿度30％以下

のものを用いることが必要である，

　3．　大気の実測試験

　手分析法によって濃度を決定した03を用いて目盛

校正を行ったCLM法03計，　UV法03計及び2％KI

法のOx計（改良Ox言卜）ならびに等価液で【］盛校正

を行った10％KI法のOx計（現用Ox計）を，1976

年7月下旬に国月白動車排出ブ∫ス測定所（日比谷公園

の歩道端）に設置して5日間大気の辿続測定を行っ

た．結果はFig．3に示すように03計（CLM法と

UV法）と改良Ox計による測定値は比較的一致して

、・るが，現用Ox計（101るKI法）の値は高い値を示

している．これは日盛校正方法の違いと窒素酸化物の

影響をうけているためであろう．5口問の平均値とピ

ーク値は，それぞれ現用Ox計では3．O　pphln，12．7

PPhm，改良Ox言．卜1．O　PPhm，8．8　PPhm，　CLM法03

計1．O　PPhm，9．4　PPhm，　UV法03計0・8　PPhm，9・8

pphlnであった．なお，10％と2％KI法のOx計に

よる測定は引き続いて実施しており，Table　4に1976

年8月から1977年3月までの8カ月間の測定値を示し

た．Table　4から2％KI法のOx測定値は，刀平均

値で10％KI法の測定値の26％から88％，8ヵ月の平

均値で43％となっている．10％KI法のOx計では12

月に10．g　PPhm，1月に20．6　PPhm，2月に14．3PPhm，

3月に16．5pphmと高いOx濃度が測定されている

が，12月～3月には光化学反応によるOx生成は極め

て低いと考えられる時期であり，この点からも2％KI

法のOx計による測定値の方がより信頼性が高いと考

えられる．

む　す　び

　現用の10％濃度のKI溶液を用いるOx計について

墓礎試験及び大気の実測試験を行った結果，次の知見

を得た．

　1．現用Ox計の10％KI濃度を2％に変えること

によってNO及びNO2の影響は約30％を6％程度ま

で下げることができた．したがってオキシダント濃度

が高く，しかも同時に窒素酸化物濃度が低い夏季の日

中においては光化学オキシダント濃度を得るために

NO及びNO2補正を行う必要はないと考え．られる．

　2．　Ox計の日盛校正は，現用の等価液を用いる静

的校正方法からオゾンによる動的校正方法に改められ

るべきである．この結果，測定値はより真値に近いも

のとなり，かっ03計による測定値との間に：互換性が

得られるようになる．

　これらの成果は，昭和51年11月制定の日本工業規

格，：大気中のオキシダント自動計測器（JIS　B　7957－

1976）に採用された．

　本研究の要旨は，第17回大気汚染研究全国協議会大

会（1976．10．6）において発表した．

1）

2）

3）

文 献

窒素酸化物等に係る環境基準専門委員会：窒素

酸化物等の環境基準に関する資料（昭和47年6

月）

大気汚染測定綱研究会：大気汚染物質（オキシ

ダント）の測定方法及び監視に関する研究報告

書（昭和47年3月）

光化学オキシダント等測定法研究会：光化学オ

キシダントおよび炭化水素測定法に関する試験

報告書（昭和48年3月）

大気中の硫酸ミストの測定について

山手　昇・松村年郎・井上哲男。樋口英二

Dctermination　of　Sulfuric　Acid　Aerosol　in　Ambient　Air

Noboru　YAMATE，　Toshiro　MATsuMURA，　Tetsuo　INoUE　and　Eili　HIGucHI

　　　　The　determination　of　sulfur1c　acid　mist　in　ambient　a1r　is　described．　The　mist　in　air　is　collected

　　　on，　a　tenon　filter　using　a　low・volume　air　sampler．

　　　　The　collected　sample　is　extracted丘rstly　with　benzaldehyde，　and　the　acid　mist　in　benzaldehyde

　　　layer　is　transfered　into　water　and　determined　by　nephlometric　analysis　with　barium　chloride．

　　　　The　concentration　of　sulf町ic　acid　mist　in　the　air　of　Tokyo　metropolitan　area　by　this　method　is

　　　O．7to　1．4　μ9／m3．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　一r．・〆‘｛＼
　　　　　　　
．，　　　　＼
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　大気中の硫酸ミストは硫酸製造工場．石炭及び石油

系燃料の燃焼過程，触媒浄化装置を取付けた自動車排

気ガスならびに大気中の二酸化いおうの酸化によって

発生するもので，呼吸器疾患あるいは光化学スモッグ

時における眼刺激の原因物質の一つとしてその存在が

注目されている．大気中の硫酸ミストは，通常Com－

mins法1）によって酸性物質として，あるいは比濁

法2）によって硫酸塩として測定が行れている．最近，

硫酸ミストの毒性に鑑み，硫酸ミストそのものを測定

しようとする研究が活発となり種々．の方法が3－5）報告

されている．しかしながらいつれの方法もある種の硫

酸塩による影響がみられている．

　著者らは硫酸ミストの選択分離にLeahyら6）のべ

ンズアルデヒドを用いる方法について検討を加え，大

気中の硫酸ミストの測定方法を確立したので報告す

る．

実　験　方　法

1．　装置

　1）　分光光度計：日立分光光度計102

　2）超音波洗浄器：超音波工業製USC　50S，35W，

　　　50KHz

　3）捕集装置：柴田化学ローボリウム・エア・サソ

　　　プラ

2，試薬
1）

2）

3）

4）

5）

ベンズアルデヒド

塩化バリウム粉末：結晶塩化バリウム（二水塩）

を粉砕し，500～700μmの粉末とする．

塩化ナトリウム溶液：塩化ナトリウム290gを

塩酸200m！と水に溶かして1’としたのち，有

機質フィルタ（孔径0．45μm）でろ過する，

グリセリン溶液：グリセリン1容と水1容を混

合する．

硫酸標準溶液：0．1N硫酸溶液を調製し炭酸ナ

トリウムを用いる中和滴定（目局準拠）により濃

度を決定し，これを標準原液とする．この原液

の計算量をとり，水でうすめて1m1中100μg

の硫酸を含む溶液を調製し，標準溶液とする．

　以上の試薬はすべて特級品を使用した．

3．　捕集用7イルタ

　試料の捕集には，直径55mmのテフロンフィルタ

（住友電工フロロボアAFO7P，0．3μm以上の粒子の

捕集効率99％以上）を用いた．

4．試料の採取

　ローボリウム・エア・サンプラに重量既知のテフロ

ンフィルタを装着し，毎分20」の流量で3～4日間連

続して試料空気を採取し．試料を得た．

5。定量操作

　1）　浮遊粒子状物質の定量　試料採取前後のフィル

タの重量の差から浮遊粒子状物質の量（μg）を求め，

採気量（m3）から濃度（μg／m3）を算出する．

　2）硫酸ミストの定量　試料を捕集したテフロンフ

ィルタの4分の3（全試料の75％）を切り取り，25m’

の共栓試験管に入れ，これにべンズアルデヒド10mZ

を加えて密栓し，5分間振とう，1時間放置する．こ

のべソズアルデヒドを遠心分離管に移し，3000rPlnで

5分間遠心分離したのち，上澄液5mJを，水10m1を

入れた100m’の分液ロートに入れ，5分間振とうす

る．二層が完全｝こ分かれてから水層をとり，3000rpm

で5分間遠心分離を行う．この上澄液5m’を25mJの

共栓試験管にとり，塩化ナトリウム溶液0．5m1，グリ

セリン溶液1m’及び塩化バリウム粉末0．1gを加え

てよく混合する．10分後に波長370nm付近で吸光度

を測定する．対照液はペソズアルデヒド5mJを，水

10mJを入れた100　mZの分液ロートに入れ，5分間

振とうする，ついで二層が完全に分かれてから水層を

とり，ついで3000rpmで，以下の操作を行って得ら

れた溶液を用いる．

　3）硫酸塩の定量　試料の残部（全試料の25％）を，

100m’の共栓三角フラスコに入れ，水25　m’を加え

て10分間超音波洗浄を行う．この溶液10mJを，10mJ

の遠心分離管にとり，3000rpmで5分間遠心分離し

たのち，上澄液5m1を，25　m’の共栓試験管にとり，

ついで5（2）の塩化ナトリウム溶液0．5m’，以下の操作

を行い吸光度を測定する．・対照液は水5m1について

同様に操作したものを用いる．

6．　検量線の作成

　硫酸標準溶液0～1．OInJを段階的に25　m’の共栓試

験管にとり，各々に水を加えて5m∫とし，ついで5

（2）の塩化ナトリウム溶液0，5m’，以下の操作を行い，

0．3

8
90・2
を

9
量。．1

　　0
　　0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　ユ00

　　　　Sulfuric　acid，μg／6．5　m’

Fig．1　Calibration　curves　of　sulfuric　acid

　　　　by　nephelometric　method　with　barium

　　　　chloride　　　　　　　　　　・
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Tab！e　1．　Effect　of　sulfate　and　bisulfate　for　determination　o藍sulfur1c　acid

Added

Sulfate　or　bisulfate 1 μ9

　　　　O
NH4HSO4

NaHSO4・H20
（NH4）2SO4

Na2SO4

K2SO4

MgSO4

CaSOぺ21120
PbSO4

ZnSOボ7H20

FeSO4・7H20

CuSO4・5H20

　0
1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

H2SO4　found（μg）＊

100

105

104

100

100

100

100

100

100

100

100

100

　　＊H2SO4　taken：100μg

硫酸量（μg）と吸光度との関係線を作成する．Fig・1

に検量線を示す．

7．計算

　次の式によって試料空気中の硫酸ミスト及び硫酸鹿

濃度を算出する．

　　　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　C＝5．33×一一一
　　　　　　　　　　　　　　V

　　　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　C’＝19．6×一一
　　　　　　　　　　　　　　V

ここに

　　C：硫酸ミスト濃度（H≧SO4として）（μg／m3）

　C’：全硫酸塩濃度（SO4一一として）（μg／m3）

　　Vl検量線から求めた硫酸量（μg）

　　V＝試料空気の採取量：（m3）

結果及び考察

1．　硫酸抽出溶媒の検討

　硫酸抽出溶媒としてLeahyら6）のべンズァルデヒ

ドについて検討した．硫酸100μgに各種硫酸塩1000

μ9を加えた試料を，25mJの共栓試験管に入れ，こ

れにべンズアルデヒド10m’を加えて密栓し，5分間

振とう1時間放置する．ついで，このベンズアルデヒ

ドについて5（2）の操作プ∫法に従って硫酸イナンの定量

を行った．結果はTable　1に示すようにNH4HSO4，

NaHSO4・H20はわずかに正の影響を示したが他の硫

酸塩の影響は全くみとめられなかった．

2．　7イルタの検討

　硫酸ミストをフィルタで丁丁する場合，その材質の

選択が重要である．浮遊粒子状物質の捕集に広く使用

されているテフロン（四ふつ化エチレン樹脂），ガラス

繊維及びセルローズについて検討した．結果はTable

2に示すように硫酸ミストについてはテフロンが最適

であり，ガラス繊維では回収率が悪く，セルローズは

ベンズアルデヒドに溶けるので使用できなかった．硫

酸塩についてはどれを用いても良好であった．

3．　硫酸イオンの分析方法の検討

硫酸イオンの分析方法として，塩化バリウム比濁法7），

ジメチルスルポナゾ構法，クロラニル酸バリウム法な

どが普及しているが，塩化バリウム比濁法以外はベン

ズアルデヒドの影響がみられた．

4．　実測試験

　ローボリウム・エア。サンプラを当所の屋上（地上

10m）及び月日自動車排出ガス霞ケ関1脇手所（日比谷

公園の道路端）に設置して大気の実測を行った．結果

はTable　3に示すように硫酸ミストの濃度は0．7～

1．4μg／m3であり，浮遊粒子状物質及び企硫酸塩に占

める割合は，それぞれ1．29b及び25％程度であった．

む　す　び

　近年，注目されている大気中の硫酸ミストについて

硫酸塩の影響の少ない分析方法を確立した．すなわ

ち，硫酸ミストは他の浮遊粒子状物質とともにテフロ

ンフィルタに捕集し，これにべソズアルデヒドを加え

て硫酸ミストを分離抽出し，さらに水抽出を行い，得

られた硫酸イオンを比濁法により測定した．

　本法を用いて測定した東京都内の硫酸ミスト濃度は

0．7～1．4μ9／m3であった．

　本研究の要旨は，第17回大気汚染研究全国協二会大

会（1976．10．6）において発表した．
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東京都内3カ所の国記自動車排出ガス常時測定所における

　　　大気汚染測定結果の概要（1976年1月～12月）

山手　昇・松村年郎・井上哲男・樋口英二

Summary　of　Air　Pollutants　Levels　at　the　Three　Locations　of　the　National

Autoexhaust　Monitoring　Station　in　Tokyo　from　January　to　December　1976

Noboru　YAMATE，　Toshiro　MATsuMuRA，　Tetsuo　INouE　and　Eiji　HIGucHI

　This　report　presents　summarized　results　of　air　pollutants　Ievels　at　the　three　locations（Kasumiga－

seki，　Itabashi　and　Shinluku）of　the　National　Autoexhaust　Monitoring　station　in　Tokyo　from　January

to　December　1976．　The　results　were　shown　in　Table　l　and　Fig。1～9　respectively．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　前報1）に引き続き1976年1月から12月までの測定結

果の概要について報告する．

測　定　方　法

1．測定地点　前報Dに同じ．

2．　自動計測器の種類　ナゾソ自動計測器（紫外線吸、

収法，測定目盛範囲0～0．5ppm）を新規に新宿測定

所に設置し1976年4月から測定を始めている，その他

の自動計測2｝｝については四聖に同じ．

測定結果及び考察

　1976年1月から12月に得られた1時間単位の全測定

データは，各汚染物質及び交通量について，測定時間

数，測定日数，1時間値，時刻別平均値，日平均値，

年平均値ごとにまとめ，それらを一覧にしてTable　1

に示した．また，各汚染物質及び交通量の経年的状況

を知るために1964年から1976年にいたる13年間の各年

平均値をFjg．1～F，g．9に示した．

　1976年における各汚染物質の濃度は，前年に比して

霞ヶ関測定所の全炭化水素は増加傾向がみられるが，

その他については横ばいないし減少傾向である．

　なお，前年度との比較において前年度と5％以内の

差を横ばい，15％以内をやや増加又はやや減少，16％

以上を増加又は減少として評価した．

1，　二酸化いおう

　二酸化いおうの1時間値の年平均値は，霞ヶ関測定

所，0．025PPm，板橋測定所0．024　PPm，新宿測定所

0．023ppmであり，前年に比して霞ケ関測定所はやや

増加，板橋測定所は横ばい，新宿測定所はやや減少傾

向を示している（Fig，1）．

　二酸化いおうの測定値を環境基準の条件，①1時間

仙の1日平均値が0．04ppm以下であること，②1時

間値が0．1ppm以下であること，にそれぞれ対比す

ると①の条件を超えた日数と頻度は，それぞれ霞ケ関

測定所15日，4．2％，板橋測定所4日，1．1％，新宿測

定所8日，2．3％，②の条件を超えた時間と頻度は，そ

れぞれ霞ケ関測定所21，0．2％，板橋測定所3，0．03％，

新宿測定所7，0．1％であり，3測定所とも環境基準に

不適合であった．
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2．　浮遊粒子状物質

　浮遊粒子状物質の1時間値の年平均値は，霞ケ関測

定所58μg／m3，板橋測定所701‘g／m3，新宿測定所

61μg／m3であり，前年に比して霞ケ関，新宿測定所

は減少，板橋測定所は横ばい傾向を示している　（Fig．

2）．
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Fig．2　Yearly　variation　of　dust　concentration

　　　　in　Tokyo（1964～1976）

　浮遊粒子状物質の測定値を環境擦隼の条件，①1時

間値の1口平均値が100μg／m3以下であること，②

1時間値が200μg／1｝♂以下であること，にそれぞれ

対比すると①の条件を超えた日数及びその頻度は，そ

れぞれ霞ケ関測定所43日，11．7飾，板僑測定所61日，

17．0％，新宿測定所46日，12．6％，②の条件を超えた

時間数と頻度は，それぞれ霞ケ関測定所243，2．8％，

板橋測定所346，4．0％，新宿測定所273，3．1％であり，

3測定所とも環鏡基準に不適合であった，

3．　一酸化炭素

　一酸化炭素の1時間値の年平均値は，霞ケ関測定所

2．5PPm，板橋測定所2．5PPm，新宿測定所2．3　PPm

であり，前年に比して霞ケ関，新宿測定所は減少，恢

湖中定所はやや減少傾向を示している（Fig．3）．

　一酸化炭素の測定値を環写Σ基準の条件，①1時間値

の1日平均値が10ppm以下であること，②1時間値

の8時間平均値が20ppm以下であること，にそれぞ

れ対比すると3測定所とも①の条件を超えた日数及び

②の条件を超えた回数はいずれも0であり，3測定所

とも環境基準に適合している．

4．　窒素酸化物（一酸化窒素と二酸化窒素）

　窒素酸化物は，人体影響ならびに光化学スモッグ生

成の原因物質として注目されている汚染物質である．

　測定方法としては，ザルツマン試薬を用いる吸光光

度法が広く使用されている．二酸化窒素（NO2）の亜

硝酸イオン（NOゴ）への転換係数，すなわちザルツマ

ン係数としては，1964年から1973年までの測定値には

0．5を，1974年からの測定値には環境基準と同じ0，72

を用いている．

　一酸化窒素（NO）の1時間値の年平均fillは，震ケ閃

測定所0．05g　PPm，板橋測定所0．074　PPm，新宿測定

所0．039ppm，また，二酸化窒素（NO2）の1時間値

の年平均値は，霞ケ関測定所0．028ppm，板橋測定所

0．031PPm，新宿測定所0．030　PPmであり，前年に比

して一酸化窒素濃度は，霞ケ関及び板橋測定所ではや

や増加，新宿測定所ではやや減少，二酸化窒素濃度は

霞ケ関測定所では横ばい，板橋，新宿測定所ではやや

減少傾向を示している（Fig．4，　Fig．5）．

　二酸化窒素の測定値を環境基準の条件‘‘1時間値の

1日平均値が0．02ppm以下であること”に対比する

と，このフ占準値を超えた年間の日数とその頻度は，そ

れぞれ霞ケ関測定所290日，84．3％，板橋測定所285日，

86．1％，新宿測定所271日，90．0％であり，3測定所と

も環境基準に不適合であった．



山手ほか：東京都内3ヵ所の国設自動車排出ガス常時測定所における
　　　　　大気汚染測定結果の概要（1976年1月～12∫1） 87

o．12

0．10

宕。．。8

§
　0．060
z
　o．〔14

　0．（12

一Kasumigaseki
o一一一◎Itabashi

凸一一昭LOhara

挑一箕Seibu　shinjuku　eki

o－oShinluku　gyoem

白≦；7／　ヘへ

　　0
　　　19餌　 1％5　1966　1拓7　1螂　1969　19丁O　l971　1972　1973　1974　1975　19『6

　　　　　　　　　　　Year

Fig．4　Yearly　varlation　of　nitrogen　monoxide

　　　　concentration　in　Tokyo　（1964～1976）

喜・o

蚕

1・・

豊

ヨ　0
8

O，07

0．06

　　0．05

宕
量。・04

鋤。・

0．02

0．0正

　0

・一一一・ jasumigaseki

o一◎　Itabashi
凸一一一轟Ohara

瓦・一一一嘱Seibu　shinjuku　eki

o－oShinjuku　gyoem
o曹曹曹曹．◎ @AYerage　of　three　stations

，’

鋼一▲_・轟＿亀／

　　サリココロ
　ほほ　　　　　コつロロ　　　ロ
’’”

@　く↓／

，！一ρ‘〈
　　　　o

気

’1穐．

　　　1％4　1％5　ユ9ε6　1967　1％δ　1％9　1970　1971　1972　1973　19丁4　1975　197δ

　　　　　　　　　　　　Year

Fig．5　Yearly　variation　of　nitrogen　dioxide

　　　　concen亡ration　in　Tokyo　（1964～1976）

o亀

●一一GKasumigaseki
o一一一一〇Itabashi

ムーームOhara

伊一一〇Shinjuku　gyoem
o一一・一曹。 @Average　of　three　stations．

o一一一一一一〇一一一一一◎一一一一一一〇

’9’．’…。・一一．．．《，．一．．．．．．・・。・

Fig．6

8
金
巴

ε

戯a
rσ）
出
田

君
蕩

⇒

0．5

0，4

9窟。．3

0．2

0ユ

0

1970　　1971　　1972　　1973　　1974　　1975　　1976

　　　　　　　Y6ar

Yearly　variation　of　total　hydrocarbon

concentration　in　Tokyo　（1970～1976）

鉦

一一・
jasumigaseki

o－oItabashi
▲一一ムOhara

o－oShinluk　gyoem
o．．，響，o　Average　Of　three　Sta巨ons

　ココロロ　　　　　　　　　　　　
　　　　ロロリリコロ　ロ。『一一一一err＿＿●＿●＿一一閂一

5．炭化水素

　炭化水素は，光化学オキシダント生成の原因物質で

あるが，特に不飽和炭化水素は，光化学オキダント生

成能が高い点で注目されている．

　年平均値（プロパン当量）は，霞ケ関測定所では，

全炭化水素1．12ppm，不飽和炭化水素0．14　ppm，板

橋測定所は，全炭化水素1．33ppm，不飽和炭化水素

0．17ppm，新宿測定所は，全炭化水素1．08　ppm，不

飽和炭化水素0．13ppmである．前年に比して全炭化

水素の濃度は，霞ケ関測定所では増加，板橋測定所で

は横ばい，新宿測定所ではやや増加，不飽和炭化水素

の濃度は，霞ケ関測定所ではやや減少，板橋測定所で

は横ばい，新宿測定所ではやや増加傾向を示している

（Fig．6，　Fig．7）。

6．　ホルムアルデヒド

　自動車用燃料の不完全燃焼，潤滑汕の酸化分解，大

気汚染物質の光化学反応によって生成する汚染物質で

Fig．7
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　　　　　　　　Ybar

Yearly　variatlon　of　unsaturated　hydro－

carbon　concentration　in　Tokyo　（1970

～1976）
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ある．

　ホルムアルデヒドの霞ケ関測定所の1時間値の年平

均値は，0．0046ppmであり，前年に比して減少傾向

を示している（Fig。8）．

7．　オキシダント

　オキシダントは全オキシダント，光化学オキシダン

ト，オゾン等の総称である．全オキシダントはオゾ

ン，二酸化窒：素，PAN（パーオキシアセチルナイトレ
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イト）及びその同族体，過酸化物等の酸化性物質であ

って，中性よう化カリウム溶液からよう素を遊離する

物質である．全オキシダントから二酸化窒素を除いた

物質が光化学オキシダントであり，光化学ナキシダン

トの大都分はナゾソと見なされている．

　霞ケ関測定所における全オキシダント濃度の年平均

値は0．028ppmであり，前年に比してやや減少傾向

を示している．新宿測定所においては4月目らオゾン

の測定を実施しているが4月～12月の平均値は0．009

ppmであった（F19．9），

8．交通量

　霞ケ関測定所の年平均交通量（台／時）は，993台

目あり，前年に比して横ばい傾向を示している．

　また，板橋測定所の交通量は，警視庁において1970

年から毎年1回24時間調査を行っているが，同調査に

よると1976年における平均交通丑（台／時）は，1860

台であり，前年に比してやや滅少傾向を示している．

文 献

1）　山手昇，松村年郎，樋口英二：衛生試報，94，

　　142　（1976）

ジャム類の保存性に対するソルビン酸カリウムの有効性について

宇田川俊一・小畠満子・倉田浩

Re－estimation　of　Preservation　Effectiveness　of　Potassium　Sorbate

　　　　　　　（Food　Additive）in　Jams　and　Marmalade

Shun－ichi　UDAGAwA，　Michiko　KoBATAKE　and　Hiroshi　KuRATA

　Under　the　practical　conditions　consumed，　the　fungistatic　e仔ectiveness　of　potassium　sorbate［PS】

as　a　food　additive　was　re－estlmated　by　a　preservation　test　on　five　klnds　of　jams　in　paper－packag－

ing　cups；viz．　strawberry　jam，　fruit－mixed（apple，　mandarin　orange　and　peach）jam，　apricot　jam，

apPle　jam　and　orange　marmalade．

　In　Japan，　the　allowable　tolerance　for　PS　in　the　jams　is　lust　a　maximal　concentration　of　O．5　g

per　l　kg　of　products．　Therefore，　all　tests　were　carried　out　in　commercial　packs　of　the　jams　using

aseries　of　four　concentrations　of　PS，0，0．01，0．025　and　O．05％，　under　the　preservation　for　l　week

to　4　months　at　25。，

　When　used　against　pure　cultures　of　three　representative　fungi（刃3ρ078’〃1‘5晦。ア，勘～fc〃加πεズ・

ραπs～ρπ　and　1ぞ1｝fzoρz‘3　sfoJoπ∫ルγ）　as　inoculated　test，　the　addition　of　PS　of　each　O．01　0r　O．025％　to

the　lams　completely　or　almost　completely　prevented　fungal　growth，　only　exclusive　of　the　mixed

jam．　Subsequcntly，　the　similar　effectiveness　of　PS　was　observed　on　room－exposure　test　for　30　min．

　In　the　above　test，　predominant　fungi　growing　on　the　exposed　products　were！15ρ8アgゴ〃κs，αα40－

5ρ07加π，亙κア。”κフπ，Pαz’c〃’～‘〃3　and　Iy召〃θ2π彪（each　species　see　in　Table　5）．　Attempts　to　re－est…mate

the　allowable　tolerance　for　PS　in　each　product　without　the　mixed　jam　were　conclusive　as　the　ef－

fectiveness　at　the　level　of　O．1－0．25　g／kg　（0．01－0，025gち）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　ソルビン酸は1945年，Goodlng1）が不飽和脂肪酸の

抗菌性を研究中に食品の防腐，防カビ剤として有効で

あることを発見し，食品添加物として実用化されるよ

うになった．わが国ではソルビン酸が昭和30年8月26

日，ソルビン酸カリウムが昭和35年9月10日にそれぞ

れ食品添加物に指定され，その後数回にわたって使用

三塁が改正され，昭和48年の改正によって現在のよう

な使用基準に及んでいる2）．すなわちジャム類に対し
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Table　1．　Some　characteristic　data　of　tested　jams

Sample Degree　of　sacchar6se（％） Water　activity（aw） pH

Strawberry　jam

Fruit・mixed　jam

Apricot　jam

APPle　jam

Orange　marmalade

64．5－67．5

　　40

　　65

　　65

　　66

0．84

0．95

0．84

0．88

0．87

3．3－3．5

　3．6

　3．5

　3．6

　3．4

Table　2．　Fungistatic　effect　of　PS　on　strawberry　and　apricot　lams　in　inoculated　test

Fungus　illoculated／Days　after　inoculation＊

　　　　　Concentration
Sample　　　　of　PS
　　　　　　　　（％）

A．摺9θ7 P．θズ加π5〃η2 R，5’o！oπ漉ア

7　　14　　20 9　　14　　18 8　　12　　20

Strawberry 0

0．01

0．025

0．05

Apricot 0

0．01

0．025

0．05

＊　Incubated　at　25。；　一：inhibited　for　fungal　growth．

ては，製品1kgにつき0．59以下が使用塾準量とさ

れている．

本調査は昭和49年度より実施された厚生省食品添加物

使用基準再点検試験の一環をなすもので，ジャム類に

発生するカビ（真菌）を対象にソルビン酸カリウム

potass互um　sorbate（PS）の保存効果を再検討したも

のである．試験品目については，かん詰，びん詰製品

は保存料を加えて製造されてはいないという使用の実

情に鑑みて，包装形態としてカップ入りの製品3）を選

定した，

　　　　　　　試料および試験方法

1．試料＝供試試料として，イチゴ，フルーツ・ミッ

クス（内容：リンゴ，ミカン，モモ，各2：1：2の

比率で混合したもの），アンズ，リンゴ，マーマレー

ドの5種類を選び，それぞれPSの無添加，0．19／kg

（o．01％），o．259／kg（o．025％），　o．5　g／kg（o．05％）の

添加を行ったものの計4段階の濃度に内容を設定して

試験製造＊を行ったものを使用した．

　各品目別の試料の主要性状をTable　1に示す，表

中の水分活性量測定については厚生省環境衛生局通牒

（環乳第82号）による魚肉ねり製品の水分活性測定方

法に準拠して行った4）．

2．方法：試料を二分し，（1）試験菌接種区，②試験菌

非接種区とした．（1）は試料に試験菌として次の3種の

真菌を接種した．！15加アg〃κ5πfgθ7　ATCC　6275株，

P6κ’o〃〃μ加θxραηsκ”z　IFO　7604桝ミ，　R乃∫zoρκ35‘oJo一

π塘アF833株（三楽オーシャン中央研究所保存株）．

　（2）はさらに（a）開放区，（b）非開放区に二分し，㈲は実

験室内で30分間開封し，空中菌に暴露させて真菌の自

然接種をはかり，（b）は製造時の密封状態のまま室温に

長期放置（4ヵ月）を試みた．前者は消費者が使用中

　＊リンゴジャムのPS添加量0．59／k9試験区は製

造時の添加秤量を誤って0，059／kg　としたため除外

した．
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Table　3．　Fungistatic　effect　of　PS　on　fruit．mixed　lam，　apple　jam　and　orange

　　　　　marmalade　in　inoculated　test

Fungus　inoculated／Days　after　inoculation

Sampl
Concentration

　of　PS
　　（％）

オ．πゴ86プ P．8ψαπ5z‘ηz R．5’010ηヴθ，・＊

7　　14　　20 9

Fruit．mixed 0

0．01

0，025

0．05

十十

十十

十十

十十

十十　十十

十十　十十

十十　十十

十十　十十

十十

十十

　十

十十

十十

十十

14　　18

　　十十

　　十十

　　十十

　8　　12

十十　十十

十十　十十

20

→・十

十・十

APPlc＊＊ 0

0．01

0．025

十　　十

一　　十

一　　十

十十

　十

　十

十　十十

十　　十

一　　十

十十　　　　一　　一　　・一

　十　　　　一　　一　　一一

　十　　　　一　　一　　一

Orange　marmalade 0

0．01

0．025

0．05

十　十十

十　　十

　　　十

十十

　十

　十

十　　十 十　　十　　十

＊Incubated　at　25。；　一：inhibited　for　growth，　十＝slightly　developed，

＊＊Not　tested　at　the　concentration　of　O．05％PS．

十十：well　developed．

Table　4．　Fungistatic　effect　of　PS　on　jalns　in　room－exposure　test

Sample
Concentration

　of　PS
　　（％）

Weeks　after　room－exposure＊

1 2 3

Strawberry 0

0．01

0．025

0．05

十 十

Fruit－mlxed 0

0．01

0．025

0．05

十十

　十

　十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

Apricot 0

0．01

0．025

0．05

十 十十十

　十十

十十十

　十十

　　十

APPle†＊ 0

0．01

0．025

十 十十十 十十十

Orange　marmalade 0

0．01

0．025

0。05

十 十十十 十十十

　　十

　　十

＊Exposed　for　30　min．　in　laboratory　room　and　then　incubated　at　25。；十，十十，十十十：Abundance

of　fungi　developed．　＊＊Not　tested　at　the　concentration　of　O．05％PS．
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Table　5．　Identification　of　fungi　grown　on　room－exposure　lams

Sample
Concerltration

of　PS（％）
Predominant　group　of　fungi

Strawberry 0 E溜70’∫研呂‘加びα1ゴθ7’，E．7ψ6πS，！1Sρθγ9〃Z‘Sγ¢5〃fc’μS

Fruit．mlxed 0

0．01

0．025

0．05

Eα7ηε’θJo廊加，且7幼7祝，η，αα405ρoアf多〃πc1認05ρ07ゴof4θ3，

　Pθ擁of〃翔ηz〃θ9μθπ’απ5，　P．彫〃fco’oプ

亙。〃35’6Jo山廊，且〆〃∂耀〃3，．4．”’μア，　P，〃β4〃。フ吻〃3

且α拠3’6Jo4⑳擁，ノ1．π忽θγ，　P．ノンθ9μεア磁π3

E．α〃35’¢Jo4α，π∫，　E．駕δγμ翅

Apricot 0

0．01

0．025

且α〃z∫’θ1α1α痂，且7ψoπε，．4．oαπ4∫伽5，！1．プθs〃f伽3，

　1）．　cffγfπε4，η　series

E．7ψθη5，E．γ多め〆z〃η

E．c加〃ακ97∫

Apple 0 且‘加ひ。〃〃’，E．ノψ6郷，汎．γθS彦7’C∫μ3，　P．　CツcJoρ’多‘〃Z，

　P．ゴηψZfc傭‘初，　P．加γρε‘〃6scθ那，｝翫〃θ〃磁

Orange　marmalade 0

0．01

0．025

1二　α〃zs’θJo4α2πf，　ノ1．　oclz7αcθμ3，　」P」　c‘fγ60一〃ゴ7ゴ（1ε

A．π忽ε7

P．‘f〃θo一か〃f4θ

の状態を，後老は商品として店頭に置かれた状態の場

合をそれぞれ設定したものである．

　（1）および（2）一（a）における全試料を25。，1週間～4カ

月間培養し，真菌の発生および増殖状況について経時

的に観察し，また（2）一（a）において発生した真菌の分離

・同定を常法によって行った．

試験　結　果

1．試験菌接種区　結果をTable　2および3に総括

した．ただし，いずれも培養日数18または20日以降は

4カ月まで同様の経過が継続されたために表示を省い

てある．

　Table　2に示すよう｝こイチゴおよびアンズジャムに

ついては全試料とも接種した試験菌の発育は認められ

なかった．これに対して，ミックスジャムについては

Table　3のようにPS添加量0．01％以下で接種菌の顕

著な発育が認められ，0．025％においても∠4．〃忽8ア，

君θκρ碗5κ〃zの発育が，，0．05％量の場合も！1．癖gθγ

の発育がそれぞれみられた．同様に，リンゴジャム，

マーマレードについては0．025％添加において両者と

も！1．〃㎏θγの発育が認められた．Rθκρσ榔κ規に関

しては0．01％量においてマーマレードは発育が認めら

れなかったが，リンゴでは0．025％量までも発育し，

両者の間で多少の差異が現れた．

2．試験菌非接種区　（2）一（a）における結果をTable　4

に示した．すなわち，開放区における自然接種ではPS

無添加においてイチゴジャムを除く全品目に真菌の顕

著な発育が認められたが，イチゴでは終始わずかな真

菌の発生経過に終った．PSO．01％量添加ではイチゴ

およびリンゴジャムに真菌の発育がみられず，マーマ

レードも真菌の発生が著しく遅れ，アンズジャムも真

菌の発育が抑制されていた．PSO．025％量以上の添加

試料ではミックスジャムを除く全品目に真菌発育抑制

が顕著で保存効果が確認された．

　以上の②一（a）における真菌発生状況に対応する出現

菌の内容はTable　5のようである．　E岬。伽〃Z　SPP．

（A。81αμcκ3group），・4。γθ5’7fo伽5，恥〃θ’π’αなど

の好稠性真菌のほか，　五ψθ㎎覗粥，　α認。⑫oプ伽ηz，

P6η嬬伽〃多などの空中菌が無添加試料に発生してい

る．PSO．01％および0．025％添加では出現する菌種が

1／2以下となり，0．05％量では激減している，また，一

般にE～‘70彦∫τ‘ηZspp．が保存料の発育阻止作用に最も

強い抵抗性を示すことが判明した．

　長期保存試験②一（b）として，密封した状態で4カ月

間室温に放置した結果では，保存料無添加の場合イチ

ゴおよびアンズジャムは寸寸可能，リンゴジャムは一

部可食可能，ミックスジャムおよびマーマレードは可

食不能となっていた．保存料添加の揚合は，0。19／kg

（0．01％）量以上でミックスジャムを除き，いずれも

可動可能であった．
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考察および結論

　本調査において供試したジャム類5品目の中で，ミ

ックスジャムは他の製品と比較してしょ糖度，水分活

性量などの性状が著しく異なり，真菌の混入発育をお

こし易い品質といえる．結果的に，このような低品質

の製品では保存料を現行の最高」正に添加しても開封2

週間後に真菌の発生・増殖がみられ，製造後早急に消

費しない限り安企とはいえない．しかしながら，一般

白勺な製品は　PS　O．1～0．2591kg　（0．01～0．0259お）　」彊：

添加で保存効果は十分発揮され，イチゴジャムのよう

な優良製品では保存料無添加でも真菌の発生はほとん

ど認められず，品質保持上支障のないことが結論づけ

られた．

　ソルビン酸の抗徴生物作用は主として溶液中の非解

離分子に由来するといわれ，酸性が強いほど効力が大

きい．pH　3．0における主要な抗真萬力は次のように

報告されている2）．！1〃072～α7ゴσ50よαπfO．005％，／15加7．

9’〃μ5　，zf8iO7　0．04％，　C1～召9’02π’κ2π　8ず。う032〃，z　O．019ち，

29κγo’ff〃η　sp．0．006％，1セ22fc∫1」ガz‘’π6f’プノκ2‘，π　0．02％，

Poψαπ3～‘2π0．006％，　Rlz’zoρ2’3π㎏7’c4フ230．01％．

以上の数値を実際の製品に対しての添加量と比較した

場合，0．25g！kg（0。025％）量で大半の真菌が生野阻

害をうけるものとみなされ，本調査結果とほぼ一致し

た．

　長期保存試験結果からは，PSO．01％量添加密封状

態を保った場合，室温4カ月経過後も保存効果は十分

であり，このPS添加量で製造された一般的なジャム

類は開封後1～2週間以内での消費であれば真菌発生

は避けられるものと思われる．

　以上のようにジャム類に対するPSの使用基準を再

検討するに当っては，対象とする製品の性状によって

著しい差異がみられるため一個に考えることは困難で

あるが，ミックスジャムのような例外を除き，一般的

なジャム煩製品では保存料使用基準を現行より軽減し

たとしても真菌汚染の面からは安全であるとの結論を

得た．

　終りに，保存料添加試料の製造にあたり協力いただ

いた日本ジャム工業組合および試験菌株の一部を供与

いただいた三楽オーシャン中央研究所に対し感謝しま

す．

1）

2）

3）

4）
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市販パン粉の微生物相一三として糸状菌分布について

一戸正勝・林とも子＊・法月広子＊＊

Micronora　of　Commercial　Crumb

Masakatsu　IcllINoE，　Tomoko　HAYASHI＊and　Hlroko　NoRIzuKI＊＊

　Microoganisms　associated　with　30　samples　of　commercial　crumb　were　examined．　A　number　of

mold　colony　isolated　from　the　samples　averaged　1β17　per　g，　and　rangcd　2×10　to　2．7×104　per　g，

Eighteen　of　the　samples　obtained　avcraged　7，732　per　g　and　ranged　10　to　8．4×1C4　per　g　colonies

of　yeasts，

　The　major　fungi　isolated　were！13ρ078〃κs　81ατκκ∫，〆1．705〃fc’～‘3，／監．　cα〃4’ゴ～‘3，／1．紹γ5’coloγ，　Pθπf・

d〃’2‘フπcツ。’oρf1〃78，」PLメ）～‘う。η〃～‘η謬，　C1α♂05ρoガ」〃π，　Rτoc〃。〃り℃θ5　and　i骸2〃θ〃謬fα．

　Seventcen　of　tlle　samples　containcd　total　bacteria　more　than　300　colonies　per　g，　and　four　had

more　than　1．8×104　per　g．　No　culture　of　coliform　bacterla　was　found．

　Isolates　of／15ρ07g〃2‘3吻び2’3　md！1．　zw3fco’07　were　grown　on　yeast　extract－sucrose　broth（YES）

at　25。，　for　one　tQ　two　weeks，　and　analysed　for　the　mycotoxins　using　TLC．

　Twenty　isolates　of／1．．伽びん3　were　tested　for　the　prQductioa　of　a且atoxins。　The　single　A．鈎〃～43

strain　produced　anatoxins　at　small　amount．　Of　10　i＄olates　of　the　4．”θア5fcoloア，9were　shown　to

produce　sterigmatocystin　on　YES．medium．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

＊東京家政大学 ＊＊ @現（財）日本穀物検定協会中央研究所
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　著者らの1人はさきに市販冷凍食品の糸状菌分布に

ついて調査研究を行い，対象とした食品類のうち，調

理食品，とくにコロッケ，フライ類から相当数の糸状

菌が検出されることを観察した1）．　これらの食品がい

ずれの製造段階で糸状菌汚染を受けたか原因の調査は

されなかったが，コロッケ，フライに使用されたパン

粉に由来する可能性も考えられた。

　元来，パン粉あるいは類似の小麦粉製品は糸状菌の

汚染を受けやすく，したがってマイコトキシン産生菌

の着生による有毒物質の蓄積もあり得る食贔といえ

る．一方，業務用あるいは一般家庭用のパン粉は，か

っては古パソなどからその都度製造して使用していた

が最近では工業的に製造され，心匠の状態で販売され

ている．

　著者らは市販パン粉の食品衛生学的な評価の一環と

して，糸状菌を中心とする徴生物分布と分離菌株のマ

イコトキシン産生性について検討を行った，

材料および方法

1．供試試料

　供試した市阪のパン粉は東京周辺の小売店より購入

した30点を対象とした．もちいた18社の製品のうち16

点は微生物相の季節的変化を検討するために同一メー

カーの同一銘柄を春季および夏季に各8点ずつ集めた

ものである．

2．試験法

　各試料は袋詰の包装表面をアルコール綿で消毒した

のち，開封し内容物を無菌的に5gとり，ワーリソグ

ブレンダーのカップ内に入れ，糸状菌の検索には0．05

％寒天水を，細菌類の検索には生理的食塩水をそれぞ

れ45mZずつ加え，2分間高速撹拝して希釈液を調整

した．さらに段階的に希釈して分離用培地に塗まつ，

または混釈法により菌分離を行った．

　糸状菌の分離にはポテトデキストロース寒天にクロ

ラムフエニコール（100mg／’）を添加した培地と7．5％

食塩添加麦芽エキス寒天の2種を併用した．糸状菌お

よび酵母は25。，5～7日間培養して出現した集落を測定

し，糸状菌は釣面して純粋培養として同定に供した．

　一般細菌の生菌数測定は標準寒天培地（栄研製）を，

：大腸菌群の検出にはデソキシコレート培地（栄即製）

を用い，35。でそれぞれ48時間，24時頃培養後の平板

に出現した集落数を計測した．

　また，分離同定した糸状菌のうち，．45ρ6瘤〃榔

ノ乙卿πs，！1．梶γs‘co～07については2％酵母エキス・15

％ショ糖培地（YES培地）｝こ25。でそれぞれ1週間，

または2週間培養してマイコトキシソの産生能を検討

した．

　アフラトキシンの検索は！1．如脳3の培養ろ液を直

接TLCプレート（アドソーブシルー1）に10μ’量

スポットし，クロロホルム・アセトン・n一ヘキサン

（85：15：20）の展闘溶媒を用い，標準物質と共に展

開する方法によった．

　ステリグマトシスチンの検出はんびθγε∫CO107の培

養物を菌体ごとクロロホルムで血止抽出したのち，ろ

別して，クロロホルム抽出物をシリカゲルカラムクロ

マトグラブィーにかけてタリンアップし，得た抽出物

をTLCプ1／一ト（シリカゲルG－60）に10μ」量ス

ポットし，標準物質と共に，ベンゼン・氷酢酸・メタ

ノール（95：5＝5）をもちいて展開したのち，20％嵐

化アルミニウム・エタノール溶液を噴霧，80。，10分間

加熱して発色する螢光物質の存在をUV照無下で調ら

べる方法によった．

　なお，各試料の水分量測定は赤外線水分計（ケット

科学製）による簡易法を用いた．

結 果

1．市販パン粉の糸状菌，酵母および一般緬菌生菌数

　供試試料30点における微生物検出数をTable　1に

示す．糸状菌はすべての試料から検出され，2×10～

2．7×104（平均1，847）コロニー／gであった．また酵

母類も18点の試料に認められ，グラム当り10～8．4×

104（平均7，732）コロニーであった。一般細菌の生菌

数は30点中17点にグラム当り3×102コロニ・一以上の

菌数を認めたが，最高2．3×105コロニーを示したも

のもあった．大腸菌群はすべての試料において陰性で

あった．

　供試料の水分量は8．0～15．0％（平均11．7％）であっ

たが，各微生物群の検出量との問には特に明りょうな

相関性が認められなかった．

　一般的に糸状菌数の多い試料では酵母数も多かった

が，糸状菌が多く検出されるが酵母類が認められない

試料　（No．3，　No．25）　もあり，酵母類が多い試料

（NQ．12，　No．15，　No．23）も認められた．

2．市販パン粉における糸状菌分布

　供試試料のうち，グラム当り3×102コロニー以上

の糸状菌が検出された10試料における菌分布はTable

2に示すとおりである．

　パン粉からはかなり広範囲の菌種が検出されてお

り，、45ρ6ア8〃彦‘38伽‘α‘5，・4．γθ3〃fc如s，　ZL　cα雇泌‘5，

A．む¢7sJcOζ0アなどの乾燥食品に多い糸状菌の他，　A．

卿旗5，Pθフz∫o〃’z‘彿　o，，cJψf‘〃π，　P、ρ置めθア〃κ’π，　R

砿ρα〃鋸初などのPθ癬。∫〃肋加類，αα405ρ07如π，
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Table　1．　Microorganisms　of　commercial　crumb（per　gram）

Sample Molds Yeasts Bacteria 八loisture　content
　　　（％）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

3．0×10

3．6×102

9．4×103

2．0×10

3．2×103

2．7×104

3．0×10

1．1×102

1．Ox10

2．9×103

7．5×103

8．0×10

9．0×10

1．4×102

2．0×102

6．6×102

1．6×103

1．0×102

4．0×10

3．0×10

1．6×102

6．0×10

4．0×102

2．0×10

9．5×102

2．0×102

3．0×10

1．0×10

4．Ox10

4．0×10

1．Ox10

3．0×10

1．6×104

1．7×103

5．0×10

1．0×エ0

8．4×104

1．1×10‘

1．9×104

7．0×10

3．0×10

8．0×102

4．0×10

3．Ox103

1．0×10

1．0×10

3．Ox10

2．5×103

1．5×103

1．3×103

＜300

4．2×104

2．3×105

1．8×104

2．4×103

＜300

く300

2．2×103

1．1×103

4．2×103

2．2×103

1．1×ユ03

＜300

7．0×104

4．6×102

く300

＜300

5．2×102

4．4×102

＜300

＜300

〈300

3，6×103

＜300

＜300

＜300

1。8×103

＜300

10，8

12．2

13．3

11．8

13．4

11．5

10．3

11．0

10．1

15．0

11，2

8．0

14．5

12．6

8．0

13．2

10．7

10．9

9．5

12．3

14．2

12．3

10．0

12．1

13．2

13．5

11．0

12．0

11．0

9．9

乃ocf’077り’CO3，1距”0”Z’σ，　S♪0γ0”〃’κなどが優先菌と

みなされた．

　個々の試料においてはん8！側α‘5，／1．ア63醒。’～‘∫，

1γ認θ刀磁などのいわゆる好乾性菌類の多い試料（No．

3，No．6）と，／1．⑳L・2‘3，／1．，～f80アなどのrl：湿｛生

且3♪θ顧〃z‘3属や」％ocflo〃り留3，」％，zfcf〃～θκ属が多く

存在する試料（No．5，　No．16，　No．23，　No，25）が

あり，また両者の菌類が共存する　（No．11，　No．17）

試料などがみられている．No．ユ0の試料からはα040－

sρ07加π属が特異的に多く検出された．

　季節別に収集した試料における徴生物相の変化には

明りょうな差異が認められなかったが，夏季に集めた

試料の方が若干徹生物量が少い傾向にあった，

3．分離菌株のマイコトキシン産生性

　分離菌株のうち！13ρ8顧〃2‘5勲躍sと同定された20

株につき，アフラトキシンの産生性につき検討したと

ころ1株に痕跡且ではあったがアフラトキシンB1，B2，

G1，　G2の産生を認めた．一方，ん〃。ア5’coZoγと同定

された菌株10株のうち9株にステリグマトシスチソの

産生能を認めた．
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Table　2．　Fungal　distribution　of　commercial　crumb

＼§ambl・n・・
　Specles　　　　　　一
45ρθ78〃μs：

乃．cαη4ゴ4z‘3

4．cJαひα’μ5

14。4σμα‘ε

凶．．伽微S　l

！1．ル漉8α’κ5

澄．π∫987

、4．〃〃5’CO’0ア

五．765〃fc如3

Poπξc〃∫躍π：

P．のpcJoρ加1π

P．θψαπsκ〃多

P．吻ρZfcα彦κ〃3

P．”Zα〃’00107

P．加う67〃z〃π

P．アκδプκ”z

P．躍αん5ノπαπ∫

1孔SPP．

C‘αゴ。母）oアfμ〃諺　SPP．

1〕ヒzθoμo〃zツ。θ5SPP．

Sρoア。〃zプfズsp．

恥〃εηz∫α　sp．

ル1㍑ooプsp，

S．y〃。ερ1zαταs〃κ”zsp．

UNIDENTIFIED

no，1　no．3　no．5　no．6　　no．10　no，11　no．16　no，17　no．23　no．25

210

9360

10

780

10

13x103

4500

1620

30　　1650

20

210

10

140

380

210

200

10

10

20

20

100

500

100

300

50 890

880

130

100

230

100

50

200

10

140

20

130 　　　　　　　2670
1420　　　　　　　　40

　　　　8710

90

　30　　　100

　　　　340
380

1350

　50

　　　　100

10

20

130

300

10

20

20

10

930

考 察

　全般的にみて対象とした市販パン粉について微生物

量が極端に多いものはみられなかったが，この結果は

既報の小麦粉製品の微生物相とほぼ類似するものであ

った．すなわち，太田，中野（1964）2），倉田，一戸，

（1967）3），森ら（1974）4），小笠原ら（1975）5）による小

麦粉を中心とした穀粉類における糸状菌分布の成績と

比べ，分離菌数，構成菌群などはほぼ近似していた．

しかしながら，酵母については若干結果が異り，小麦

粉などに比べて，今回のパン粉試料の品にはかなり多

数の酵母が検出されるものがあり，他の小麦製品には

みられぬ特長とも考えられた．これら酵母を含めた微

生物の存在は，発酵過程を経るパン粉の製造工程から

考えて原料由来よりも，むしろ二次汚染とみるべきで

あろう．この見解をうらづける結果としてNo．5，一

No．16は同一メーカーの別銘柄の製品であり，同様

にNo．11，　No．17，　No．23の試料も同一の工場で製

造されたものであるが，それぞれ共通した菌類が検出

されている．

　今回調査した試料は主として家庭用のものであった

ため，冷凍食品としてのフライ，コロッケなどの糸状

菌汚染について関連性を求めることは出来ないが，パ

ン粉が一つの汚染源となり得る可能性は示唆されたも

のといえよう．

　本調査研究を行うにあたり，細菌学的手法について

細菌第二室主任研究官河西勉博士の御指導を受けたの

で深謝の意を表したい．

1）

2）

3）

4）

5）
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市販のけずり節類の微生物相一主として糸状菌分布について

一戸正勝・鈴木明子・倉田　浩

Micronora　of　commercial　slice　dricd行shcs　including　bonito　‘

ムlasakatsu　IcHINoE，　Me三ko　SuzuKI　and　Illroshi　KuRATA

　Twenty一十vc　samplcs　of　commercial　slice　dried　fishes　including　bonito　wcre　analysed　by　plate

count　method　for　microflora．

　Dilution　cultures　of　20　samples　of　dried　6shes　yieled　an　average　of　1。4×104　colomies　of　fungi／g，

wlth　a　range　of　101。1×105／g．　The五5ρθ78〃z‘3ダατ‘α‘s　and／Lプβ3’プfcfε‘3　groups　predominated　in

most　samples，　but　relatively　Iarge　number　of　colonies　of　Poπ’cf”∫κ〃3　spp。，αα405ρoプπ〃ηspp．　were

obtalned　from　some　samples．

　Total　number　of　colonie　of　bacteria　fronl　25　samples　averaged　L2×105／g，　with　a　range　from

from　2．0×102　to　9．5×106／g．　Four　of　the　samples　contained　coliform　bacteria．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Rece三ved　IMay　31，1977）

　カツオ節あるいはサバ節などを加工して調味料とし

て用いる，いわゆるけずり節の徴生物汚染に関する研

究は，従来，けずり節がねずみなどの被害にあってサ

ルモネラ（Sα1脚πθ〃αθ漉ア。’幻’3）の汚染を受けたこ

とによる食中毒例が過去に発生しているところがら細

菌学的な調査研究が行われているD．

　カツオ節，など水産加工品の糸状菌の毒｛生検索に関

しては，我国の癌を含めた肝および消化器疾患多発地

域での食品調査において検討がなされ，HeLa細胞，

マウスに対して毒性を示す菌株が得られている2）’3）・

　一方，市販品としての水産加工品については，煮干

の糸状菌分布および毒性検索を行った報告例4）がある

が，末だ充分とはいえない．

　著者らは細菌性中毒と推測される市販のけずり節に

ついて糸状菌分布を検索する機会を得たが，同時に一

般家庭用に市販されている袋詰めのけずり節の糸状菌

分布を中心とした徴生物学的検討を行ったので撮告す

る．

材料および方法

1．供試試料

　試験に供した25点の市販のけずり節煩のうち，5点

（No．15，17，19，24，40）は食勇武事例に関連して収

去されたものであり，残り20点は東京周辺の市場より

購入したものである．

　今回，対象としたけずり節の中には必ずしもカツオ

より製造したものだけでなく，サバ，イワシ，ムロア

ジ，ソウダガツオなどの乾燥品よりなるものが5点，

（No．17，52，54，55，59），およびカツオとカツオ以

外の魚類乾燥品の混合物が2点（No，60，63）あった．

2．試験法

　袋詰の試料より無菌的に5gをとり，ワーリングブ

レンダーのカップ内に入れ，糸状菌の検索には0．05％

寒天水を希釈液として用い，細菌類の検索には生理的

食塩水を用い，各45m’を加えて高速饗搾した．さら

に希釈液で希釈して，分離培地に塗まつ，あるいは混

釈して菌の検幽を行った。

　糸状菌の検出にはポテトデキストロース寒天にクロ

ラムフェニコールを100mg／’添加した培地と，7．5％

食塩添加麦芽エキス寒天の2極を併用し，培養温度25。

で5日～7日間培嚢して平板上に出現した菌集落を計

測，分離して同定に供した．

　一般細菌生薄数は標準寒天　（栄研），大腸菌群の検

出にはデソキシコレート培地（栄研）を用い，35。で

培養して，それぞれ48時間，24時間後に平板に斑現す

る菌の集落数を測定した，

結 果

1．市販けずり節黒の微生物相

　供試した25点の試料における微生物類検出状況を示

したのがTable　1である．

　糸状菌陽性試料20点ではグラム当り10～1．1×105



一戸ほか：市販のけずり節類の微生物二一主として糸状菌分布について 97・1

Table　1．　Microorganisms　of　commercial　dried五shes　lncluding　Bonlto（per　gram）

Sample　no． Mold5 Yeasts Bacteria Coliform

ユ5

17

19

24

40

4．2×103

7．2×102

2。0×10

4．0×102

1．7×103

3．8×103

1．4×10ユ

7．Ox106

8．OX106

4．7×103

9．7×105

9．5×106

2．3×103

4．5×103

4，0x104

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

1，0×10

1．0×102

2。6x103

2．2×104

7．0×102

1．8×104

1．8×103

6．0×102

4．0×104

1．4×103

5．4×103

5．2×103

3．3x104

1．1x105

4．9x104

1．0×ユ02

2．9×103

1，0×102

1．0×102

5．1×104

1．2x106

3．0×104

5．8×103

6．Ox102

6．5×104

5．0×102

2．7×105

6．7×104

1．3×103

5．5×10‘

5．1×102

6．1×105

1．8×106

1．2×103

2．0×102

1．6×105

2．9×105

2，7×103

1．3×103

6．4x104

1．0×105

1．4×106

1．9×104

3．7×103

（平均1．4×104）コロニーの糸状菌がみとめられた．ま

た糸状菌と共に酵母類も多く，10点の試料で陽性であ

ったが，極端に多かった1試料（No．60）を除くと10

～1．4×104（平均2．5×103）コロニー／グラム検出され

た．

　一般細菌生菌数に関しては，グラム当り2．0×102か

ら9．5×106の範囲にあり，平均すると1。2×106であ

った．全体としてかなり高い汚染状況にあるとみなさ

れた．今回の調査試料中の5点の食中毒関連試料と，

他の20点の市販試料とを一般生菌数で比較すると，前

者では平均5．1×106，後者では2．5x105と明らかに

差が認められた．大腸菌群についても食中毒関連試料

では5点中3点に大腸菌群を認めているのに対し，市

販試料では1試料（No．60）のみであった．

　今回の対象試料の中にはカツオ以外の魚類のけずり

節や，カツオとの混合物により製造されたものがあっ

たが，これら7点の試料の平均生菌数は1．6×106で

あり，カツオのみからなる試料の1．1×106と比べて

ほとんど差がなかった．

　また，糸状菌，酵母類の多数検出される試料と細菌

類の検出量との間には相関性がみられれなかった．

2．市販けずり節における糸状菌分布

　糸状菌陽性試料のうち，検出菌数が比較的多かった

13点について主な分離菌種を示すとTable　2のとお

りである，優先菌としては五5ρ併g’伽S8伽α‘S菌群

がもっとも分布が広く，かつ多量に存在するものであ

った．ん8」傭α43群の中の菌種としてはみ．7ψθπ3，

んπ‘占¢rの2種が大部分を占め，ついでA．醐ε‘¢ど・

04α癬，・4．欲ωα漉γ∫がみとめられていた．・4．81α粥μs

と共に好乾性菌類として知られるAプθ5〃耐κ5も分
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Table　2．　Fungal　d1stribution　of　commercial　dried丘shes　including　Bonito（×100　per　gram）

　　　　Sample　no．
Species 15　　　40　　　57　　　58　　　60　　　61　　　63　　　64　　　66　　　67　　　68　　　69　　　70

みψ6ア9〃κ3：

・4．卿捌3

A．8」α2κκ3

！4．7θ5〃’o”‘3

乃，5ツゴ。～σf

〆1．SPP．

　　L7　　　5　　201　　70

35　　　　　　　　19　　　18　　　30

1

2．6

　　　　　2．3

1　　　380　　　　9　　　46　　　47　　　330　　1120　　　490

1　　　　　　　　　　　　5

2 2

1

1

7

40

P例’oゴ〃κ〃2＝

P．　cf’7’η謬‘，π

P、り・cJoρゴκ”∫

Rc加ンso9θ川‘η2

P．βψαηsz‘〃多

1λρ’5cα7加π

P．♪～‘∂6ア〃τρπ

P．ア09κθノbア’f

Rア03θ0一ρ24ゆκ7θτ‘7，8

P．3∫oc鳶が

P．SPP．

0．1

6，6

0．1

1．1

3．4

0．9 50

1

1

1

12

1

4

C1α405ρ07fz‘ηZ　SPP．

ノ14「τκ07SPP．　　　　　　　　　4

Pゐ。η2α　sp．

S」yπcθρ1zα」α5’〆κ〃露sp．　　　1

2 10

2

1

3

30

回目広く，時として多量に検出されるものがあった．

その他の！13ρ8アgπ1雄属はやや少なく，・4ミン4α〃’の

他にはん魚〃κ3が1点より検出されたすぎない．

P例昭〃加π属は特定の試料から検出される例が多

く，全体的に優先菌として指摘し得るものはなかっ

た．その他の菌類ではαα403ρoγf！〃π属がやや分布が

広かった．全体的にみてけずり節の糸状菌類を構成し

ている菌種は他の穀類等に比べて，変化に乏しく，好

乾性菌類が主体であった．

考 察

　けずり節原料のカツオ節の製造工程には半乾燥状態

のカツオに！知ρθア8〃μ∫8’α～ぜ。κ3菌群の11．70ρβη5，

・4．7κ加7などを着生させて熟成し，独特の風味をつ

ける，いわゆる‘‘かび付け”工程がある5）．現在のと

ころ，みそ，しょう油などの醸造食品工業のように純

粋培養した種菌をもちいる例は少なく，自然着生に近

い状態でかび付けが行われている．

　今回の市販けずり節の試料における糸状菌分布とし

て優先菌がん81α～‘α‘∫菌群であったことは，菌の由

来を製造原料とみなすことが出来よう．一部の試料に

みられた〆1．勲微5一飽〃耐〃’！‘〃～，α記05ρ07加，8など

は原料由来のものか，あるいは二次汚染菌であるかに

ついては不明であった．

　著者らの調査結果から，市販品における糸状菌の食

品衛生学的な評価を直ちにすることは出来ないが，さ

きに触れた我国の肝および消化器疾患多発地域より採

取した乾燥水産加工品としての煮干，カツオ節よりの

分離糸状菌の中には毒性株力：少なからず検出されてい

る．すなわち，Saito　et　aL2）’3）は分離株の培養物を

HeLa細胞，マウスを用いる毒性試験にかけカツオ節

由来の　丑5ρθ78〃μSOS’fα，π‘3，　PθηゴC〃伽祝CツcJoρ甜”Z

v。θc1’f川磁如〃z，　Rρz曜θ7f〃fなどに毒性を認め，そ

の他煮干由来の・4．’θプ7ε齢v．αμcαπz‘s，／1．班8θ7，

Po伽加。〃溺4θ，丑ひfγ溜。α如規などに有毒株を見出

している。また優先菌として存在するA．g‘側α‘S菌

群については煮干由来の／1．α2π5観04α〃2’，！1．〃～碑8’痂

に弱い毒性をみとめているが，もっとも多い／1．7θρo〃5，
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A，7幼ε7に関しては強毒性株を見出していない．

　最近，一言ら4）は市販の煮干類の糸状菌分布を検討

しているが，検出菌数からみると33点の試料で5～122

コロニー／gと少ないが，優先菌種として！1ε加響Wκ3

’θγ7θκ5，・4。8如κCκ5，・4。〃¢γ5’coJo7，　P6π’C〃∫κ〃‘擁γゴ4f・

αZ伽溺，Plルπあμ！0詔〃2，．Rの，‘10力忽溺　などの他，

，4γ黄7fπ∫κ〃z，　lya〃θη磁，／1〃6甥α吻などをあげてい

る．

　これらの成績は菌量においても，構成菌種からみて

もわれわれのけずり節の場合とは異り，原料由来より

も，むしろ二次汚染菌とみるべきであろう．また，一

言ら4）は分離菌株のマイコトキシン産生能を検索し，

．4．麗γ5fooJoプのステリグマトシスチンに注口してい

る．

　一方，Schroeder，　Kelton6）は穀類由来の・4．8」醐。μ3

菌群にステリグマトシスチンの産生能を見出している

ので，けずり節に優先する　！1，4傭α‘Sについても

ん”θ7εfcoZo7と同様に注目する必要があろう．

　けずり節あるいは原料のカツオ節などについて，今

後マイコトキシン汚染の面からも検討することの重要

性が示唆された．

　本調査研究を行うにあたり，食中毒関連試料の提供

をいただき，また細菌学的な御指導を受けた衛生四生

物部細菌第二室長鈴木昭博士に感謝いたします．

1）

2）

3）

4）

5）

6）
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輸入食肉由来サルモネラの抗生物質感受性について（その2）

　　　昭和49年～50年度の分離株と大腸菌の成績について

河西　勉・鈴木　昭・小沼博隆

On　the　Antibiotic－Sensitivity∫π〃ゴ〃ηof　5励130ノβ8〃々61sola亡ed　from　Imported　Meats．（II）

　　　　Results　of　the　Isolates　of翫17ηoπ6〃αand　E36乃θプゴ。痂αco〃during　1974－1975

Tsutomu　KAwANIsHI，　Aklra　SuzuKI　and　Hirotaka　KoNuMA

　Atotal　of　83　strains　comprising　14　serovars　of　5α1’πoフ2ε〃αand　102　stra1ns　of　E5clz爾c1～’αco1∫

isolated　from　imported　meats　during　1974－1975　were　examined　fQr　sensitivety　to　antibiotics　such

as　tetracycljne（TC），　chloramphenico1（CM），　streptomycin（SM），　kanamycin（KM），　amlnobenzyl－

peniciUin（ABPC），　sulfonamides（SA），　colistin（CL），　nalidixic　acid　（NA）and　rifampicin（RF），

using　agar　plate　dilution　method，　and　were　also　examined　for　transfer　and丘・character　of　R

Plasmids　of　the　drug　resistant　strains　detected．

　The　results　obtained　were　summarized　as　follows；

　1．　Among　83　strains　of　5α〃πoπθ〃α，79　strains（95％）were　resistant　to　at　Ieast　one　drug　used，　but

all　of　strains　were　sensitive　to　CM，　ABPC，　and　NA．　Ninety．且ve　per　cent（75　strains）of　these

resistant　strains　were　multiple　drug　resistant．　The　resistance　pattern　detected　were　divided　into

13pa亡亡erns　conslst　of　a　combination　of　SM，　SA，　TC，　CL　and　KM，　The　most　frequent　pattem

of　drug．resistance　was［SM．SAI　pattern（37％），　and　followed　by［SM－CレSA】pattern（18％）．

　2．Among　102　strains　of且co1ゴ，　all　strains（100％）were　resistant　to　25μg／mJ　of　the　drugs

used，　while　seventy－eight　per　cent　of　the　strains　were　also　indicated　resisrance　to　200μg／ml　of　the

drugs．　The　resistance　pattern　detected　were　divided　into　21　pattern，　and　the　most　frequent　pattern

of　the　drug。resistance　was　three　drug　resistant　patterns，　i．e．　ITC－SM－SA】pattern（36％）．

　3．　It　was　found　that　81％of　the　resistant　strains　of　Sα」η20πθ〃αand　61％of　E．　ooJ∫possessed

the　transferable　R　plasmids　and　the　incident　of　the　transferable　of　the　R　plasmids　in　Sα」刀20解11α

and　E．‘oκwere　shown　to　be　the　order　of　10一‘to　10－5，　and　10｝3　to　10｝5，　respectively．　The　fi－

characters　of　the　R　plasmids　were　fi－type　in∫σ」〃zoη8’」αand丘＋type　in　E．‘01’．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Recelved　May　31，1977）
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ま　え　が　き

　前報Dでは昭和48年以前に輸入肉から分離したサル

モネラ（サ菌）の抗生剤（薬剤）に対する感受性試験

をおこなったところ，家禽肉由来株にはわずかではあ

るが薬剤耐性菌が検出されたのに比べ，馬肉由来株で

は12．5μ9／m♂に感受性を示し，旧株の山来の違いに

よって感受性に差のあることを報告した．

　今回は昭和19年以後に分離したサ菌について同様の

試験をおこなった結果と同時に分離した大肥菌につい

ての結果を併せて報告し，前報の結果と比較しながら

輸入肉由来株の薬剤耐性菌の検出の傾向を報告し，今

後の資料としたい．

実験材料および方法

　1．供試株：実験に供したサ菌は昭和49年～50年の

輸入検査において家禽肉および馬肉から分離した83株

ならびにサ菌の薬剤感受性と比較するため一部の家禽

肉からTC，　SMおよびCMを12．5μ9／m’を加えた

BTB寒天培地を用いて分離した大腸菌102株である．

これら菌株の内訳をTable　1および2に示す．

　2．　供試薬剤および感受性試験：感受性試験に用い

た薬剤はTC，　SM，　CM，　KM，　ABPC，　NA，　CL，　SA，

RFなどの薬剤で惑受性試験法は家畜耐性菌研究会の

方法2）による平仮希釈法を用いた．

　3．　耐性伝達試験：上記感受性試験で耐性と判定し

た苗株をDonorとし，　RecipientとしはE5‘肋7fご雇σ

co1∫KI2．ML1410（met一，　NA＋）を用い犯合培義によ

って伝達性を試験した．詳細は前苧艮に準ずるD．なお，

今回の各薬剤の耐性限界値はTC，　SM，　CM，　KM，

ABPC，　NA，　CL，　RFについては25μg／m’とし，　SA

については400μg／m’とした．

　4．nタイプの検討：分離したR囚子の丘タイプ

の型別は耐性菌のR囚子を且co1∫K12・W1895（H氏

RF＋）と混合培養により伝達し，伝達を受けた且ω〃

K12－W1895をL培地で370，6hr．四温培養し，その

0．1m1をL寒天培地平板に塗抹，乾燥後，　f2　phage

を0．1m’をその上に塗抹拡散し37。，1夜培養後平板

Table　1．　Serovars　and　Sources　of　5α17πoηθ〃αisolated　from　Imported　Meats

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1974～1975）

0－group＄

　and
Serovars

B

s．4θ7δy

s．’ンρ海η躍癬〃z

s．うアθ4θ”θy

s．乃θ’♂θ」δ〃8

s．sαf，z’一ραz‘z

C1

S．〃10〃ψ50”

s．ぎη仏噸∫s

S．，π021’α・f4ω

S．ρo’∫（1α”3

5．εα7ε〃ン

C2　S．，π2‘6η01zθη

　　s．απα’μ〃多
EI
　　s．8・f〃θ

GS．z〃。ノ’ゐ伽9∫02z

Bgroup

CI　group

EI　group

TOTAL

　No．

　of
strams

24

11

4

2

1

5

2

2

1

1

1

14

8

1

2

1

3

83

Poultry　meats

　　　　Thai．USA
　　　　land

　R．　　P．R．　Nether・　Un・
Korea　China　　land　certainty

1

4

2

1

6

2

7

1 3

5

1

2

1

1

1

1

6

3

1

1

2

1

3

25 8 10 7 4 2

Horse　meats

Brazil　Mexico

10 1

4

5

7

15 12
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Table　2． Isolation　Frequency　of　Drug．Resis亡ant　E3曲θアfc乃fα‘01∫in　ImpQrted

Poultry　hleats

Imported　Country

U．S．A

P．R．　China

Thailand

Hungary

Denmark
Netherland

Tota1

No．　of　Samples

22

20

9

6

4

3

64

No．　of　Samples　detected
Drug　Resistant　Strains

　　　（％）

9（40．9）

17　（85。0）

5（55．6）

2（33．3）

4（100．）

2（66．7）

39　（60．9）

No．　of　Isolates

25

55

6

2

7

7

102

Table　3．　Frequency　of　Resistant　Strains　to　Used　Drugs　in　SαJ」πoπ6〃ご

Drugs

TC
SM
CM
KM
ABPC
NA
CL
SA
RF

No．　of　Rcsistant　Stralns（％）

25μ9 100μ9 200μg≦

3（3．6）

78　（94．0）

0

16　（19．3）

0

0

28　（33。7）

68　（81．9）

10　（12．0）

3（3．6）

30　（36．1）

0

2（2．4）

0

0

10　（12．0）

36　（43．3）

0

0

0

0

0

0

0

0

5（6．0）

0

Table　4，　Frequency　of　Resistant　Strains　by　dlfferent　Sources　in　Sα1”30πg〃α

Sources

＼＼町・・fD・ug・／mZ

　　　D・ug・＼
TC
SM
CM
KM
ABPC
NA
CL

SA
RF

Poultry　meats（％）

25μ9 100μg 200μg≦

3（5．4）

56　（100．）

　0

9（16．1）

　0

　0

18　（32。1）

45　（82．1）

9（16．1）

3（5．4）

29　（51．8）

0

2（3．6）

0

0

10　（17．9）

33　（58．9）

0

0

0

0

0

0

0

0

5（8．9）

0

Horse　meats（％）

25μ9 100μg 200μg≦

　0

22　（81．5）

　0

7（25．6）

0

0

10　（37．0）

23　（85．2）

1（3．7）

0

2（3．7）

0

0

0

0

0

3（11．1）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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上の溶菌斑形成の有無によって感受性を判定した．な

お常に対照として瓦‘oJf　K12。W1895を用いた．

実　験　結　果

1．　供試サルモネラの血清型の内訳

　今回の実験に供試したサ菌は昭和49年～50年に輪入

肉から分離されたもので，その内訳はTable　1のと

おりである．供試菌はB群，C：群，　C2群，　E1：群およ

びG群の5つの0群と14の1血清型に型別され，そ

のうち最も高頻度に検出されたi血清型は　Sα伽餅6”α

げ07δy，S．απα’2‘溺，3．砂ρ屠〃Zκ7’κ’π，5．8’肥などの

4菌型で供試株の50％を占めていた．検出菌型と輸

入国との関係をみるとアメリカ山口のものからは9菌

型で最：も多く検出され，その他の国からのものは2～

5菌型とアメリカに比較して少なかった．また各菌型

の輸入国別検出分布をみると5．fy助fη膨7加π｝よ5ケ

国から検出され他の菌型に比べて広域にわたってい

た．

　一方，肉種と菌型の分布性についてみると家禽肉か

らは多種煩の菌型が検出されたのに比べ，馬肉からは

わずか4菌型検出されたに過ぎなかった．

2．供試サルモネラの薬剤耐性について

　供試株の薬剤感受性分布（25μg／m’以上）をTable

3に示す．

　すなわち，供試したいずれかの薬剤の25μg／m’に

対して耐性を示したもは78株（94％）で非常に高率で

あったが，100μ9／mz（SAでは800μg／mのに耐性を

示す高度耐性昧の頻度は43艶（36株）であった．しか

し前柵）の成績（1．3％）に比べれぽ非常に高率であっ

た．またCM，　ABPC，　NAに対する耐性株は1株も

認められなかった．今回の供試菌は特にSM耐性が多

かった．つぎに菌株の由来別についての薬剤耐性の分

布を検討した．

　Table　4から明らかなように，家禽肉由来株は馬1メ」

山郭株に比べて耐挫株の検出頻度が高くその傾向は高

度耐性において一層その差が顕著であった．また家禽

肉由来株ではTC，　KC，　Cしに耐性を示すものが比較

的多数検出されたのに対し，馬肉由来株ではこれら薬

剤に対して感受性が高かった．

3．耐性サルモネラの耐性型とR因子について

　Tab！e　5に示すように13の耐性型に型別されその95

％が多剤耐性で単剤耐性はわずか5％にすぎなかっ

た，多剤耐性を菌について多いll頂に示すと2剤（50％），

3剤（27％），4剤（13％）の順であった．また耐性

79株のうち伝達性R囚子の保有する株は餌抹（81％）

であった．R因子を有する耐性株のほとんどが多剤耐

性菌で，単剤耐性菌はR弓田を保有していなかった．

　各血清型の耐性型の分布をみるとS．46ゆy，S．

催α’κηZらが最も多くの耐性型に型紙され，それはほ

とんど家禽肉由来株であった（Table　6参照）．

4。　耐性大腸菌の検出率と耐性型およびR因子につい

　　て

Table　5．　Resistance　Patterns　and　No。　of　R＋Strains　in∫α伽。駕1’α

Resistance　Patterns

SM
SA

SM，　SA

SM，　CL

Sへ征，　K1～1

SIM，　CL，　SA

SM，　SA，　RF

SM，　KM，　SA

TC，　SM，　SA

SM，　KM，　CL

SM，　KM，　CL，　SA

SM，　CL，　SA，　RF

TC，　SM，　KM，　SA

　No．　of
Strains（％）

3（3．8）

1（1．3）

29　（31．7）

4（5．1）

3（3．8）

14　（17．7）

7（8．9）

5（6，3）

2（2．5）

1（1．3）

6（7．6）

3（3．8）

1（1．3）

No．　of　R＋Strains）

（Resistance　Patterns）

0

0

23（〔SM，　SA〕一6，〔SA〕・15，〔SM〕．2）

0

3　（〔SIM－3〕）

14（〔SM，　CL，　SA〕一5，〔SA，　CL〕．9）

6（〔SM，　SA〕，5，〔SA〕一1）

5（〔SM，　SA〕．5）

2（〔TC，　SM，　SA〕一1，〔SM，　SA〕一1）

1（〔SM，　CL〕．1）

6（〔CL，　SA〕一5，〔KM，　CL，　SA〕一1）

3　（〔SM，　SA〕一2，〔CL，　SA〕噛1）

1（〔TC，　KM，　SA〕．1）

Tota1 79 64　（81．0％）



河西ほか：輸入食肉由来サルモネラの抗生物質感受性について（その2） 103

　輸入家禽肉のサ菌検索と同時に無作為に64検体から

薬剤加BTB寒天培地を用いて耐性大腸菌の分離を試

みたところTable　2に示すように39検体（61％）から

耐性大腸菌が検出された．そのうち最も高率に検出さ

れた検体は中国由来のもので85％であった．その他の

国由来のものはまちまちで平均61％耐性大腸菌が検出

された，これらの検体から102株を分離しそれらの耐

性菌の分布を調べた，その結果をTable　7に示す．

　TC，　SM，　SAに耐性を示すものが25μg／mどで91

～100％，100μg／mZで75～97％，200μg／mZで53

～78％と高率であった，KM，　NA，　CL耐性菌は10％

検出されたに過ぎなかったが，前述のサ菌に比べれば

Table　6．　Resistance　Patterns　of　Serovars　of　5α」η20刀θμα

Serovars

s．4θγわン

s．’ン助翻ε‘プ露〃z

s．δプθ（才8πθy

5．加観θ1う〃8

ε．sα’ηf・ραμ」

5．〃～0〃ψ50〃Z

∫．∫7卿π’∫s

3．ノπ0π’6ぴfゴθ0

S．ρ0∫εご！σ〃Z

s．ゐα7ε’〃y

S．，π多‘¢ηc乃θ〃

s．απα’κ1π

s．8’〃e

S．躍0ア〃廟8P彦0η

Resistance　Patterns　and　No．　of　Strains

Poultry　meats

SM，　CL，　SA，　RF

TC，　SM，　SA

SM，　CL，　SA

SM，　SA，　RF

SM，　SA

SA

1

1

4

2

4

1

TC，　SM，　SA

SM，　CL，　SA

SM，　SA

1

0

7

SM，　KM，　CL，　SA

SM，　CL

1

3

SM，　CL，　SA

SM，　SA

1

1

SM，　KM，　SA 1

SM，　KM，　CL，　SA

SM，　SA

2

3

SM，　SA，　RF 2

SM，　SA 2

SM，　SA 1

コ組，　SA，　RF 1

TC，　SM，　KM，　SA 1

SM，　KM，　CL，　SA

SM，　KM，　SA

SM，　KM，　CL

SM，　SA，　RF

SM，　KM

SM

0

4

1

1

3

1

SM，　CL，　SA，　RF

SM，　CL，　SA

SM，　SA

SM

0

0

0

2

SM，　SA 1

Horse　meats

0

0

4

0

3

0

0

1

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

1

1

3

0

0
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Table　7．　Frequency　of　Resistant　Strains　to　Used　Drugs　in　Eεぐ加7’c乃’αco〃

Drugs

TC
SM
CM
KM
ABPC
NA
CL
SA

No．　of　Resistant　Strains（％）

25μ9 100μg 200μg≦

99　（97．1）

93　（91．2）

25　（24．5）

18　（17．6）

24　（23．5）

12　（11。8）

15　（14．7）

102　（100．）

99　（97．1）

87　（85．3）

24　（23．5）

11　（10．8）

23　（22．5）

12　（11．8）

12　（11，8）

76　（74．5）

5．1　（52．9）

80（78．4）

20　（19．6）

9（8．8）

23　（22．5）

10（9．8）

10（9．8）

74　（72．5）

　Table　8，　Resistance　Patterns　and　No．　of　R＋strains　in　Escノ～oガclzfαco〃

Res三stant　Patterns

TC

TC，　SM

TC，　SA

SM，　SA

TC，　CL

TC，　SM，　SA

TC，　SM，　KM

TC，　SM，　CL

TC，　SM，　ABPC

TC，　SM，　NA

TC，　SM，　KM，　SA

TC，　SM，　CM，　SA

TC，　SM，　ABPC，　SA

TC，　SM，　CL，　SA

TC，　SM，

TC，　SM，

TC，　SM，

CM，　ABPC，　SA

NA，　CL，　SA

KM，　ABPC，　SA

TC，　SM，　CM，　NA，　CL，　SA

TC，　SM，　KM，　NA，　CL，　SA

TC，　SM，　CM，　ABPC，　NA，　CL，　SA

TC，　SM，　CM，　KM，　ABPC，　NA，　CL，　SA

Tota1

　No．　of
Strains（％）

4（3．9）

12　（11，8）

4（3、9）

3（2．9）

1（1．0）

28　（27，4）

4（3，9）

2（2，0）

1（1．0）

1（1．0）

8（7．8）

5（5．9）

6（5．9）

1（1．0）

10（9．8）

2（2．0）

1（1．0）

2（2．0）

1（1，0）

2（2，0）

4（3．9）

102

No．　of　R＋Strains
（Resistance　Patterns）

3　（〔TC〕一3）

7　（〔TC，　SM〕一6，〔SM〕一1）

3　（〔TC，　SA〕一3）

0

1　（〔TC，　CL〕一1）

14（〔TC，　SM，　SA〕．1，〔TC，　SM〕・1，〔SM，
　　SA〕一3，〔TC〕一3，〔SM〕．4，〔SA〕・2）

4（〔TC，　SM，　KM〕一1，〔TC，　SM〕一3）

1　（〔SM〕一1）

1（〔TC，　SM，　ABPC〕一1）

0

4（〔SM，KM，SA〕・1，〔SM－1，KM〕・1，〔SA〕・1）

5　（〔TC，　SM，　CM，　SA〕．2，〔TC〕一3）

5　（〔TC，　SM，　ABPC，　SA〕．1，〔TC，　SM，
　　SA〕一1，〔TC，　SA〕一1，〔ABPC，　SA〕一2）

0

7

1

1

（〔TC，　SM，　CM，　ABPC，　SA〕．5，〔SM，

ABPC，　SA〕．1，

（〔SM，　SA〕一1）

（〔S△1〕齢1）

〔SM CM， ABPC〕・1）

0

0

2（〔ABPC，　CL，　SA〕・1，〔ABPC〕・1）

4　（〔TC，　ABPC，　SA〕．2，

　　〔ABPC〕一1）

〔ABPC，　CL〕．1，

63　（61。8％）
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高率であった．なお今回耐性大腸菌が検出された検体

からはサ菌は検出されなかった．

　耐性型をまとめるとTable　8に示すように21の耐

性型に型別され，その95％以上が多剤性でそのうち3

剤耐性が35％，その他は2剤，4剤耐性のものが大部

分を占めていた，また7剤，8剤耐性のものが6％検

出され，その大部分は中国由来の検体から分離された

ものである．耐性大腸菌のR囚子保有率は62％（63株）

であったがCM．NAの伝達性が低率であった．

5．　サルモネラおよび大腸菌の伝達性R因子の伝達頻

　　度と五タイプ

　今回の実験から分離した耐性サ菌および大腸菌のR

因子の伝達頻度とR因子の且タイプを検討した．その

結果をTable　9に示す．

　30。～37。培養での伝達頻度はサ菌では10－4卿一5，大腸

菌では10　3噌一5と大腸菌の方が1～2オーダー伝達性が

高かった．しかし40。培養での伝達頻度はサ菌，大腸

菌とも一6噂一7と培養温度の上昇によって伝達頻度が低

下し，その影響は大腸菌の方が大であった．

Table　9， E｛fect　of　Incubation　Temperature　to　Transfer　Frequency　of　R　Plasmids

3π初〃0

Strains　tested　and　their

　reslstance　patterns

Sα」ηZO〃θ〃α

　S－2　　（S．77π‘oπcゐθ73）

　　　　　　　　（TC，　SM，　KM，　SA）

　S－6　　（S．∫．yρ1躍2πz‘ア’多〃π）

　　　　　　　　　　　（TC，　SM，　SA）

　S噂70　（S．4θノわッ）　（SM，　SA）

　S咽76　（S．407めう　（SM，　SA）

E．coJ∫

　EC－1　（TC，　SM，　CM，　ABPC，　SA）

　EC．23　（TC，　SM，　CM，　ABPC，　SA）

　EC－84（TC，　SM，　CM，　ABPC，　SA）

　EC－92（TC，　SM，　CM，　SA）

　EC．102（TC，　SM，　CM，　KM，
　　　　ABPC，　NA，　CL，　SA）

Resistance　patterns
　of　R　PIasmids

R（TC，　SM，　KM）

R　（TC，　SM，　SA）

R（SM）

R（SM）

R（TC，　SM，　CM，　ABPC，　SA）

R　（TC，　SM，　CM，　SA）

R　（TC，　SM，　CM，　SA）

R　（TC，　SM，　CM，　SA）

R（TC，　ABPC，　SA）

五type
Transfer　frequency
　in　incubation
　temperature　at

30。　　　37。　　　40。

fi一

fi一

五一

丑一

fi＋

五＋

fi＋

fi＋

fi＋

10－4　10－4　10－6

10－4階一510－5　10－6

10－4　10－4　10－7

10『4　10－4　10　6

10－4　10－3　10－6

10－4　10　4　10叩7

10－5　10－3　10－7

10－5　10－4　10－7

10－6　　　　10－5　　　　10■7

Table　10． Incldence　of　Drug　Resistance　Strains　of　SαZ1πo／zθ〃αand　E30乃θγ’o耐σ60だ

isolated　from　Imported　Meats　during　1965－1975

Sources

＼　　　　Year

　Dru＼TC
SM
CM
KM
ABPC
CL
SA
NA
RF

No．　of　Isolates

Poultry　meats

E．coJゴ Sα」〃ZOπ611σ

1972一’73　（％） 1970一’72　（gち） 1974一’75　（gら）

Horse　meats

SαZ7π0πθ〃α

1965一’70　（％） 1974／75　（％）

99　（97．1）

94　（92．4）

25　（24．5）

18　（17．6）

23　（22．5）

97　（95．1）

79　（77．5）

14　（13．7）

ND

102

5（4．3）

14　（12．2）

1（0．9）

ND
ND
ND
17　（14．8）

ND
ND

3（5．4）

56　（100．）

0

9（16．1）

0

18　（32。1）

45　（80．4）

0

9（16．1）

115 56

33（9．3）

68　（19．1）

1（0．3）

ND
3（0．8）

ND
ND
ND
ND

0

22　（81．5）

0

7（25．9）

0

10　（37．0）

23　（85．2）

0

1（3．7）

356 27
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　また分離されたR因子の丘タイプはサ苗由来のもの

は斥タイプで，大腸菌由来のものは丘＋タイプであ

った．

6．　輸入肉由来サルモネラの薬剤耐性の年次的傾向に

　　ついて

　昭和41年から輸入肉のサ菌検査を実施し，その間分

離菌の重1慨嘆の分布およびその時点での噛株の薬剤感

受性に関する成績は今までに数回報告3・4，5）してきた．

今回の成績を含めて耐性菌の検出傾向を比較してみる

とTable　10になる．

　前回の成績および今回の成績から輸入肉由来の耐性

菌の検出頻度の推移を評価することは供試薬剤数，菌

株数などの違いがあるために，非常に困難であるが傾

向としては過去より耐性菌の検出率が高くなっている

ことが伺われるが，今後さらにこの種の調査を継続し

確信あるデーターを得ることが必要と考えられる．

考 察

　腸内細菌における耐性菌の増加と伝達性R囚子保有

率の増加は多くの報告5・7・8・9）によって指摘されてい

る．とくに臨床材料由来株の耐性菌の増加の傾向が著

しいことは云うまでもないが，近年では下水や食品由

来株にも多数，耐性菌が検出されることが報告9・1。・1エ）

されてきている．

　先に著者らは輸入肉由来サ菌の薬剤感受性を調査し

たところ国内の分離株に比べて耐性菌の検出率が低率

で，とくに南米の馬肉由来株では全く耐性菌か検出さ

れなかったことを報告1）した．その後この種の調査を

続け今回は昭和49年～50年に分離したサ菌と大腸菌に

ついて調査したところ，14菌型83株のサ苗では25μg／

m’では約95％が耐性であったが，100μg／mJでは43

％が耐性で特に比較的SM，　SAの薬剤に耐性のもの

が多かった．この耐性菌のうちの95％が多剤耐性で13

種の耐性型に戸別された．そしてこれら耐性のうち81

％が伝達性のR因子を保有していたことは臨床材料由

来株6）に匹敵する結果であった．

　一方，大腸菌102珠についてみると，25μg／m’では

全株が耐性を示し，200μg／m’でも78％が耐性を示し，

とくにTC，　SM，　CM，　SAに高率であり，耐性型は

21種に型別され，そのうち7剤および8剤耐性のもの

が6％も検出されたわりにR因子の保右率は61％と予

想外に低率であったことは，R因子の丘タイプの違

い，すなわちサ菌では負一タイプで，大腸菌では甜タ

イプであったことの違いによるものか不明であるが興

味のあることである．

　輸入肉由来のサ菌の薬剤耐性菌の検出率や伝達性R

囚子の保有率が過表の成績に比べて高率であったこと

から，世界的に抗生剤の使用頻度が高まってきている

傾向を示すものと思われる．また今回の大腸菌の耐性

菌の検出される傾向が輸出国によって異っていたこと

から国外から搬入される食品中の菌型の追求と同時に

耐性菌の追求により伝達性のR囚子の世界的分布を知

る一つの材料として重要なものと考えられ．今後さら

にこの種の調査を継続することは多くのデーターを得

る上で意裏があるものと思われる．

要 約

　昭和49年～50年度に輸入肉から分離したサルモネラ

14画面83株と大腸菌102株の薬剤感受性と伝達性R郎

子の保有率について検査をおこなった結果を要約する

と以下のとおりである。

　1．　サルモネラ83殊については供試薬剤の25μg／m’

に耐性を示したものは95％であった．しかしCM，

ABPC，　NAに耐性の菌株は検出されなかった．

　検出された耐性菌の耐性型はSM，　SAを中心とし

た13種に芦別され，最も高率に認められた耐性型は

〔SM，　SA〕で，次いで〔SM，　CL，　SA〕で全体の57％

を占めたが，4剤耐性のものも13％検出され，耐性菌

の95％が多剤耐性であった．

　2。大腸菌102株については，25μg／m’では全株が

耐性を示し，200μg／mJでも78％が耐性を示し，サル

モネラに比べ耐性菌の検出率が高かった．耐性型は21

種に型別され，3剤耐性が最も商率で36％が検出され

たが7剤耐性も6％検出された．

　3．伝達性R囚子の保有率はサルモネラでは819b，

大腸菌では61％検出された．この伝達頻度は前芸で

10－4噌，5，後者で10『3　5であった．またR隔子の且タ

イプは前者は丘一，後者は丘＋であった．

　4．輸入肉由来サルモネラの耐性菌の検出率やR画

帳の保有率は以前のものに比べて高くなってきてい

る．

　終りにあたり，且co〃K12．ML1410および且co”

K12・W1895の標準菌株とf2　phageの分与と御教示を

賜った家畜衛生試験場寺門誠致f尊墨に深謝いたしま

す．

　本報告の要旨は昭和51年度束：京獣医畜産学会（1976．

11．於日大）において発表した．
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注射用コカルボキシラーゼの安定性

足立　透・高橋昭江・山気　力

Stability　of　Cocarboxylase　for　Injection

Tohru　ADAcm，　Terue　TAKAHAsHI　and　Tsutomu　YAMAHA

　The　assay　of　cocarboxylase　for　inlection　by　using　Amberlite　CG．50　cQlumn　chromatography　was

established．　Eight　samples　containing　powdered　and　freeze，dried　preparations　were　stored正or　one

year　at　5。，25。　and　40。，　and　the　contents　of　cocarboxylase　and　its　decomposed　products　were

determined．　The　freeze．dried　preparations　were　generally　more　unstable　than　the　powdered　ones．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　コカルボキシラーゼ（TDP＊D）の定量法としてはす

でにろ紙クロマトグラフィーD，電気泳動2），薄層クロ

マトグラフィー3）およびイオン交換カラムクロマトグ

ラフィー4）5）6）ηなどの方法が報告されている．

　著者らは注射用コカルボキシラーゼの一斉取締試験

（昭和50年度）を行うに当って定量法として，これ

らの中で一般的な弱酸性イオン交換樹脂Amberlite

CG－50（H形）カラムを用いる方法を追試，検討し，

ほぼ満足しうるTDP製剤の分離定量法を設定した．

　この定量法を用いて，コカルボキシラーゼ製剤の安

定性を比較検討するため，2種類の製剤，すなわち粉

末製剤4検体，凍結乾燥製剤4検体の計8検体を選

び，5。，25。および40。に1年間保存し，TDPの含量

低下を経時的に調べたので報告する．

実　験　：方　法

　TDPの定量法の設定

　Amberlite　CG．50　（H形，100～200メッシュ）を

層長8cmになるようにつめたカラムにTDP，
TMP＊2）およびビタミンB1を各500～2000μ9含む

＊D　TDP＝Thiamine　dlphosphate

＊2）TMP＝Thiamine　monophosphate

試料溶液を流入したのち，水で洗浄するとTDPは試

料濃度，カラムの層長に関係なく，吸着されずに定量

的に貫流されるので，タカジアスターゼ処理後のBエ量

を測定し，TDPに換算して定量した．なお流出液80

m’中へは約98％が回収され，溶離のための水の量は

試料の液量を含めて100mJあれぽ充分であることが

分った．またTDPの濃度はけい光測定までの操作等

を考慮して1000μgをカラムに流入することとした．

　一方TDPの分解生成物と考えられるTMPおよび

B、も試料濃度に左右されることなくほとんど完全にカ

ラムに吸着され，約80mJの0．05　N塩酸試液で溶出

すればいずれも完全に溶離するが，TMPとBユが樹

脂に対して同じ挙動を示し，分離できないので溶離し

た0。05N塩酸試料溶液にタカジアスターゼを加えて

水解し，共存する分解生成物量を総B、量として求め，

必要に応じてこれをTDPに換算した．またタカジア

スターゼ処理を行わずに測定すると遊離のB1のみが

定量されるので，TMP量を求める場合は総B1量か

ら遊離B、量を差し引くことによって定量できること

を確かめた．

　以上のことより，設定した定量試験操作法はつぎの

通りである．

　本品3管またはそれ以上の管（W管）をとり，内容
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医薬品を少量の水で洗い出し，水を加えて溶かし，正

確に一定量（Vm1）にうすめ，その1mZにTDP　100

～1000μgを含む液を調製し，試料原液とする．つい

で，TDPの一定量（約1000μ9）に対応する量（YmJ）

の試料原液を正確にとり，あらかじめ調製した

Amberlite　CG・50（H形，100－200メッシェ）カラム

（0．8cm×8cm）に1分間に1m’以下の速度で流出

させ，通過液を100m’のメスフラスコに受ける．つ

いで，カラムを水10m’で8回程洗い，洗液を通過液

に合わせたのち，水を加えて正確に100m1とし試料

溶液とする．

　別に1050で2時間乾燥した日局塩酸チアミン標準

品に水を加えて溶かし，1m～中に塊酸チアミソS！1g

（約10μg）を含む液を調製し，これを標準溶液とする．

　試料溶液および標準溶液各1m’ずつを共せん遠心

沈殿管AおよびBに，また標準溶液はCおよびDにそ

れぞれ正確に量り，pH　4．5の酢酸・酢酸ナトリウム

緩衝液（2M）31n’および2％タカジアスターゼ溶液

2mJを加え，45。で1時間放置する．冷後，それぞれ

に酸性塩化カリウム試液3m’を加える．以下日局

「塩酸チアミン散」の定量法の操作を準刑してチオク

ロムけい光法で測定する．

　ただし，TDPの量はつぎの式によって計算する．

　1管中のTDP（C1211：gCIN407P2S・II20）の量（mg）

　　　　FA－FB　　S×V　　　1
　　　㍉、逮∫×W文Y×万×1・420

　　　Table　1、　Degradation　of　TDP　in　each　sample　stored　at　5。，25。　and　40。　for　one　year

a）　Powdered　Preparations

Sample　No．

1

2

3

4

Component

TDP

TMP十Bl
TDP

TMP十Bl
TDP

TMP十Bl
TDP
TMP十B二

Av． TDP

C。ntents（％）

Initia1

112．6

　4．1

100．8

　7．0

102．9

　4．4

98．3

　5．5

103．7

a【ter　one　year

5。 25。 40。

109．0　（96．8）

　5．7

98．4　（97．6）

　7．5

98．4　（95．6）

　4．8

99．7（101．4）

　9．1

109．0　（96．8）

　4．8

91．7　（91．0）

　7．5

101．1　（98．2）

　4．5

95．7　（97．4）

　8．9

106．8　（94．8）

　5。4

88．4（87．7）

11．7

96．5　（93．7）

　4．1

95．7　（97．4）

　9，8

101．4　（97．8） 99．4　（95．9） 96．9　（93．4）

．b）　Freeze－dried　Preparations

Sample　No．

5

6

7

8

Component

TDP

TMP十Bl
TDP
TMP十Bz
TDP

TMP十Bl
TDP

TMP十Bl

Av． TDP

contents　（％）

Initia1

109．5

　6．4

80．2

21．0

100．9

　6．6

ユ01．0

13，8

after　one　year

5。 25。 40。

97．9

109．0　（99．6）

　7．2

72．4　（90．3）

24．4

91．7　（90．9）

　7。4

94。4　（93．5）

15，2

107．7　（98．4）

10．5

60．5　（75．4）

42，3

90．4　（89．6）

　9．8

85．8　（85．0）

21．7

92．6（84．6）

20．8

39．9　（49．7）

53．5

78．5（77．7）

19．6

66．9（66．3）

38。6

91，9（93．9） 86．1（88．0） 69．5　（71．0）

The　values　show　the　percentage　to　the　labelled　amount，　and　the　values　in　the　parentheses　show

the　percentage　to　the　initial　co皿tent．　TMP十B11s　calculated　as　TDP．
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Fig．1．　Degradatlon　of　TDP　in　each　sample　stored　at　5。，25。　and　40。

　　　　No．1～4：powdered　preparations

　　　　No．5ρ》8：freeze－dried　preparations

　　　　O－0　5。，　×一×　25。，▲一△40℃

　またTDP以外の共存する分解生成物を定量する場

合は，TDPを溶出したのちのカラムに受器として100

mJのメスフラスコを用い．0．05N塩酸溶液10　mJで

8回程溶出したのち，水を加えて正確に100mJとし

試料溶液とする．この液5mZずつを共せん遠心沈殿

管EおよびFにそれぞれ正確に量り，pH　4・5の酢酸

・酢酸ナトリウム緩衝液（2M）3mJおよび2％タカ

ジアスターゼ溶液2mJを加え，45。で1時間放置す

る．以下「TDPの定量試験操作」を準用して分解生

成物量を総B1量として求める．ただし計算式はつぎ

による．

　　1管中の分解生成物の量（mg）

　　　　FE－FF　　S×V　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　＝　　　　　　　×一　　　　×『
　　　　　　　　　　W×Y　　　　Fc－FD　　　　　　　　　　　　　　50

実験結果および考察

　5。（氷室），25。（恒温室）および40。（ふ卵器）の

各温度で1年間保存した二合の8製品（No．1～4は

粉末製剤，No．5～8は凍結乾燥製剤）のTDP：量およ

びその分解生成物（TMP＋B1）の量をTDPとして換

算した試験結果をTable　1に，また個々の製品につ

いての経時変化をFig．1に示した．

1．平均値での傾向

　Table　1に示したように，5。，25。および40。の各

温度で1年間保存した場合の8検体（No．1～8）の平

均残存率は，最初の含量を100％としたとき，それぞ

れ，95．9％，92，0％および82．5％となり，保存温度に

よってはかなりの含量低下を示した．
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　一方剤形の違いによる安定性は25。，1年間の保存で

粉末製剤では平均4％の低下を示すにすぎないのに，

凍結乾燥製剤では約3倍の平均12期目含量低下を示し

ている．また分解生成物（TMP＋B、）も粉末製剤の1

％増に対して平均で9％も増加している．また50の

場合でも凍結乾燥製剤は粉末製剤の平均2．2％の含丑

低下に対して，平均6．1％の低下がみられている．更

に40。の過酷な保存では粉末製剤の平均93％の残存率

に対して凍糸1If乾燥製剤は平均71％となり，約29％の著

るしい含量低下がみられ，安定性が悪いことがわか

る．

2．　各製品間の違い

　前述のように平均値で比較すると一般に粉末製剤の

方が凍結乾燥製剤よりかなり安定であるが，Fig．1に

示したように個々の製品についてみると違いがみられ

る．

　例えば，粉末製剤でもNo．2のように，25。，40。の

保存で分解の大きいものや，凍結乾燥製剤でもNo．5

のように5。，25。保存では殆んど分解が認められない

安定な製剤もみられている．

　これらのことから注射用コカルボキシラーゼの温度

に対する安定性は製品によって幾分違いがあるが，一

般的に疎結乾燥製剤は粉末製剤より劣ることがわかっ

た．

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）
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Transparency　of　plastlc　containers　for　commercial　ophthalmic　solutions

Hirol｛o　MoRlslllTA，　Hiroshi　IsAKA　and　Kenshu　MocllIDA

　To　evaluate　the　transparency　of　plastic　containers　for　ophthalmic　solutions，　percent　transmission

at　450　nm　（T45011m），　haze　value　of　plastics　and　visible　limit　through　plastics　of　insoluble　foreign

matters　in　water　were　determined．
　T45。nm　of　polycarbonate．　and　polyester，containers　was　high，　and　their　transparency　was　good．

Polypropylcnc－containers　and　some　of　polyethylene－containers　had　relatively　higher　T45。nm．　But

in　tllese　cases，　the　difference　of　T45。！1m　determined　in　water　and　in　air（」T），　and　haze　value　were

lligher　and　insoluble　foreign　matters　in　water　were　not　easily　detected．

　T450！1m　is　required　to　be　higher　tllan　55％．　The　containers　whose　T450！＝m　is　higher　but三n　whlch

insoluble　foreign　matters　are　not　easi！y　detected　are　expected　to　have　higher　transparency　by

improving　their　mo！ding　conditions　and　surface　treatment．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　hlay　31，1977）

　昭和50年より2ケ年にわたる厚：生科学研究‘‘医薬品

製剤中の異物汚染検査法に関する研究”の結果，剤型

ごとに検査法案をまとめる作業が進められ，水性点眼

剤には肉眼観察によって判定する方法が採択された．

しかし市販製品に適用した場合，プラスチック容器の

透明性に起因する判定の難易が問題になった．

　市町水性点眼剤プラスチック容器の光透過率，異物

可視限界および曇価についての実態調査を実施し，容

器の透明性の評価法を検討したので報告する．
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実験　方　法

1．試料

　市販水性点眼剤プラスチック容器：

　　ポリカーボネート　（PC）容器

　　ポリエステル（PS）容器

　　ポリエチレン（PE）容器

　　ポリプロピレン（PP）容器

　以上，計58種を使用した．

12種

10種

11種

25種

　スライドグラス固定の試料粒子：ロート製薬株式会

社提供．

黒色粒子：18，26，31，38，52，63，68，80，97，111，

143，　218，　250μ

白色粒子：13，17，25，31，38，41，52，63，84，105，

123，　207，　234μ

いずれも球形で，スライドグラス上，円形の印のほぼ

中央に固定したものを使用した．

2．　装置

　透過率測定：日立556形二波長自記分光光度計を使

用した．セルは層長1cmの石英セルを使用した．

　曇価測定：スガ試験機株式会社製直読ヘーズコンピ

ューターHGM－2D型を使用した．

3．測定方法

　3－1．　透過率の測定

　・各種容器58種から，幅約8mm，長さ2～5cmの

切片1枚ずつを切りとり，厚さならびに水中および空

気中における透過率を測定した．

　3－2．　異物可視限界の測定

　PE，　PP容器36種から，幅約8mm，長さ3cmの

切片2枚ずつを切りとり，Fig．1に示すように，切

片1枚はスライドグラス固定の試料粒子の下方に，切

片1枚は上方に位置してシャーレ中に水を入れ，下方

から1辺7mmの正方形の穴を通して光を照射し，照

度1000ルクスで，条件1では上方の切片の上面が空気

中に露出するように，条件Hでは切片全体を水中に没

し，それぞれ上下切片間の距離1．5cmに固定し，条

件皿では切片全体を水中に没し，切片問の距離2．5cm

として，上方から観察して試料粒子の確認の可否を調

べ，可視限界を求めた．

　3－3。　曇価の測定

　JIS　K6714の方法に準じ，　PE，　PP容器36種から，

3cm平方の切片1枚ずつを切りとり，空気中でセル

ホルダーに固定し，曇価を測定した．

　　　　　　実験結果および考察

1．　各種容器の透過率

　波長450nmにおける水中および空気中での透過率

（T45。・m）ならびに，水中と空気中での透過率の差（4T）

をTable　1，2に示した．

　T45。n瓜の測定値を輸液用プラスチック容器試験法
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Table　1．　Percent　transmission　of　polycarbonate・and　polyester．containers　for

　　　　　commercial　ophthalmic　solutions

No．　　Volume（m1） Color
Thickness
　（mm）

T450nm　（％）

ユnwater in　alr 」T

Polycarbonate　type

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

15

10

15

10

14

16

15

15

15

15

15

14

grayish　brown

brown

gray

ye11QW

purple

blue－green

gray

blue

dark　blue

light　blue

brown

1∫ght　purp】e

1，005

1．144

1．207

1．063

1，109

1．554

1．106

1，001

1．099

1．053

1．159

0．756

72．5

1．0

42，0

76．5

89．3

91．8

66．3

92．3

91．8

86．9

50．5

90．2

66．8

2．0

38．8

74．0

81．8

85．6

60．0

85．0

85．0

80．3

47．5

86．5

　5．7

－1，0

　3．2

　2．5

　7．5

　6．2

　6．3

　7．3

　6．8

　6．6

　3．0

　3．7

Polyester　type

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

14

14

14

15

14

14

15

15

10

14

1ight　purple

light　purple

I1ght　purple

Ilght　purple

brown

blue－green

light　purple

yellow

ye】bW

purple

0．845

0．861

0．795

0．943

0．697

0．866

0。736

1．133

1．469

1．134

86．2

88．3

81．5

84．9

49．2

85．4

72．5

61．5

67．5

92．0

79．5

80．7

74．8

78．3

45．0

78．0

67．0

57．0

61．0

85．7

6．7

7．6

6．7

6，6

4．2

7．4

5，5

4，5

6．5

6．3

について示された薬発875号の‘‘水中でのT45。。皿55

％以上”に墓ついて評価すると，PC，　PS容器は透明

性が良好で，異物が見えやすいが，PEおよびPP容

器は透過率が比較的低く，見えにくい．PE容器の一

部およびPP宕器では」Tが高値を示した．とくに

PP容器は水中での透過率が高く，従って」Tが高値

となった．これは，表面の凹凸による透過光の乱反

射，乱屈折が水中でおさえられるためである．なお透

過率は使用した機種によって測定値に差が生じる場合

がある．

2，PE，　PP容器の異物可視限界

　一般に，PEおよびPP容器は，　PCおよびPS容器

にくらべ，肉隈による異物検査が比較的困難であると

されている．そこで，PEおよびPP容器について，

スライドグラス上に固定された大きさ既知の粒子の可

視限界を求めた．

　Table　2に示すように条件1にくらべ，容器片全体

を水中に浸漬した条件nにおいては粒子を確認しやす

くなる．また，水中において粒子と容器片の距離を大

きくした条件皿では，条件Hにくらべて粒子の確認が

やや困難となる．容器片を水中に浸漬するとき，とくに

ゴTが大きい場合でも，同程度の大きさの粒子が確認

可能となるのは，容器片表面の凹凸による透過光の乱

反射，乱屈折が水中で消去されるためであろう。一方，

PP容器が透過率が高いにもかかわらず，」Tが大き

くて粒子が見えにくいのは，PE容器とPP容器の材

質の違いによる結晶化度の差によると考えられ，透過

率と異物の見えやすさとの相関は認められず，透過率
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Table　2． Percent　transmission　and　haze　value　of　plastic　containers，

size　of　visible　particle　through　plastics

and　minimum

Minimum　size　of　vlsible　particle（μ）

　　　　　Volume
No．
　　　　　　（m1）

Color
Thicklless
　　（mm）
　　　　　　　　　　　1n　　　　ln

　　　　　　　　　　water　alr

T45。nm（％） Haze
（％）

11） Ill） IIID

4T
white　black　white　black　black

Polyethylene　type
　1

2

　3

4

　5

6

　7

8

9

10

11

10

　5

500

500

　5

　　5

　5

15

18

15

　5

white

white

white

blue

white

yellOW

white

white

yellow

white

white

1．413

0．940

1．110

1．378

0．714

0．947

1．170

1．018

1．520

1．183

0．839

54。0　48．7　　5．3

64．5　　57．0　　　7．5

52．5　　46．2　　　6．3

38．6　34．0　 4．6

70．5　　60．2　　10．3

56．8　43．5　　13．3

55．5　　38．2　　17．3

62．5　　58．0　　　4．5

18。2　　14，8　　3．4

45．3　　30．0　　15。3

63．8　　53．3　　10．5

47．8

27．2

43．4

66．4

40．4

79．6

67．2

63．6

78．0

70。1

47．1

　×2）

105

63

63

234

　×

　×

　×

　×

糾

207

　×

97

38

38

218

　×

　×

　×

218

52

218

123

63

41

63

41

123

105

207

41

41

41

111

38

38

38

38

80

52

68

38

38

38

143

38

38

38

52

143

68

97

38

38

38

Polypropylene　type
　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

　　2．5

　　5

20

100

15

　　5

　　5

　　5

　5

　5

　5

100

100

　5

　5

10

10

20

20

　5

14

　5

　5

150

15

white

white

white

white

blue

white

white

red

blue

blue

blue

blue

blue

yellOW

yellow

yellQW

yellOW

yellow

yellow

brown

brown

white

blue

blue

white

0．712

0．715

0，780

0．851

0．943

0．675

0，546

0．460

0，539

0．561

0．445

0．820

0．823

0．484

0．557

0．553

0．686

0，637

0．750

0．579

1．169

0．854

0．860

1．332

1．044

89．8

89．5

83．0

79．9

69．9

87．9

88．0

66．2

85．3

85。3

89．5

79．9

79．1

74．0

74．0

72．3

68．2

68．9

66．2

34．7

38．3

86．0

85．8

45．1

77．0

76．7

74。0

70．0

67．7

56．3

74．0

74．5

57．5

74．2

77．3

77．0

71．0

69。3

62．0

62．3

58．7

57．7

57．7

55．4

27．0

28．0

78．8

75．5

35．5

66．3

13．1

15．5

13．0

12．2

13。6

13．9

13．5

8．7

11．1

8．0

12．5

8．9

9．8

12．0

11．7

13．6

10．5

11．2

10．8

7．7

10．3

7．2

10．3

9．6

10．7

78．3

70．4

76．1

73．1

83．5

80．7

82．4

78．9

79．9

81．7

82．4

65．6

71．3

76．8

82．4

83．2

83，2

83．8

84．0

78．8

98．3

80，6

81．4

76．9

78．5

　×

　×

234

　×

　×

　×

　×

　×

　×

234

　×

　×

　×

　×

　×

　×

　×

207

234

207

　×

　×

　X

　×

234

　×

250

218

250

　×

　×

　×

218

218

143

　×

143

218

143

218

　×

　×

111

　×

111

　×

250

250

　×

111

63

63

63

63

207

63

63

105

105

84

41

41

63

63

63

63

63

84

63

　×

63

63

63

41

143

97

68

38

218

218

143

143

111

97

218

52

68

68

143

218

143

68

143

68

　×

68

218

68

52

1）1．II．　III；The　experimental　conditions　I，　II　and　III　were　shown　in　Fig．1，

2）x；Invisible　even　with　the　largest　particles（white　particle；234μ，　black　particle；250μ）
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のみで容器の透明性を充分に評価することは困難で，

異物可視限界の測定は実際の肉眼検査条件とは異なる

が，容器の透明性の評価法としては有用であろう．

3．PEおよびPP容器の曇価
　曇価の測定値をTable　2に示した．　PE容盟の曇価

はPP容器にくらべ低値を示し，　PE，　PPの材質の差

異を示していると考えられる．透過率および異物可視

限界の測定から，PP容器は透過率が高いにもかかわ

らず粒子が見えにくいのは，ゴTが高いためと考えら

れるが，曇価が80％前後と高いことによっても夷付け

られた．」Tと曇価の閃係については相関は認きうられ

ないが，可視限界測定条件1で粒子を確認できない程

度に透明性が悪いと判定された容器の曇価はいずれも

80％以上の値を示した．しかし，曇価が低くても透過

率55％以下の容器は見えにくいものと判定される．

結 語

異物の生体に対する障害性を考慮した場合，異物粒

子の大きさ75μを肉眼観察で検出可能な容器として

は，透過率55％以上が確保されねばならない．スライ

ドグラス固定の大きさ既知の粒子を用いる異物可視限

界の測定は容器の透明性を評価する一指標となりう

る．実態調査によれぽ，条件1では75～80’」以下の粒

子が確認できる容器はPE容器で3種を数えるにすぎ

ないが，条件Hではほとんどの容器で確認が可能とな

る。

　容器の透明性に関して，PCおよびPS容器は良好

な容器と言いうるが，PEおよびPP容器のうち，水

中および空気中での透過率の差4T，ならびに曇価が

高い容器は，透明性が不良であり，成型条件，表面処

理などの改善によって」Tおよび曇価を低値におさえ

ることにより，容器の透明性の一層の向上を期待しう

ると考える．

　終りに，試料を提供いただいたロート製薬株式会祉

をはじめ，ED会傘下各社の方々に深謝いたします．
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昭和51年度における輸入食品の化学検査についてb

慶田雅洋・金田吉男・伊藤誉志男・豊田正武・鈴木英世

　　　　　渡辺孝子・松本陽子・外海泰秀・中村恵三

　　　　　　　Results　of　the　Chemical　Inspections　of　the　Imported　Foods

　　　　　　　　　　　　　　　　from　ApriI　in　1976　ti11　March　in　1977

Masahiro　IwAIDA，　Yoshio　KANEDA，　Yoshio　ITo，　Masatake　ToYoDA，　Hideyo　SuzuKI，

Takako　WATANABE，　Yoko　MATsuMoTo，　Yasuhide　ToNoGAI　and　Keizo　NAKAMuRA

　Tota1233　samples　were　tested　on　377　items，　showing　a　remarkable　decrease　compared　with　the

previous　period．40．8％of　samples　were　sent　from　Kobe　port，20，6％from　Mojゆort，16．7％from

Osaka　air　port，16．3％from　Osaka　port　and　the　rest　samples　were　sent　from　Hakata，　Kagoshima

and　Naha　ports．　No　samples　came　from　Nagoya　port，　Yokkaichi　port　and　Fukuoka　air　port．

　Classi丘cation　of　the　samples　are　as　follow：brine－cured　ginger　30，　brine．cured　eggplant　12，　dried

mushroom　13，0ther　vegetable　foods　16；fresh　Iemon　and　orange　5，　dried　fruits　and　preserves　15，

orange　peels　2；frozen　prawn　and　shrimp　6，ρanned　sardine　2，　meat　and　meat　products　5，　cheese

3and　gelatin　1；fats　and　oils　9；wines　55，0ther　alcoholic　beverages　5；grapefruit　drink　2，　Korean

ginseng　drink　6；cookies　and　candies　15，　dried　cuttlefish　and　octopus　6；salad　dressing　5，　soup　1，

mayonnaise　1；natural　thickening　agent（gums）2，1emon　oil　4；utensil　1，　contalner－packages　12．

　Classi丘cation　according　to　the　items　are　as　follow：arti丘cial　color　10，　color丘xatives（nitrite　and

sulfamic　acid）49，　preservatives（includlng　dipheny1，0－phenylphenol　and　thlabendazole）178，　bleaching

agent（sul且te）66，　antioxidants　6，0ther　food　additives（EDTA　and　sodium　silicoaluminate）3，

harmful　matters（aHatoxin，　prussic　glucosides，　formaldehyde　and　carbon　disu1丘de）30，　tests　con．

cerning　the　standards　of　utensils　and　container－packages　28，　foreign　matter　1，0thers　4．

　　Forty－four　samples　were　disquali丘ed，　the　ratio　of　condemnation　being　18．9％．　American　sweet

relish　and　dill　pickle　were　found　to　contain　715　and　818　ppm　of　benzoic　acid，　respectively．　Straw．

berry　and　raspberry　jams　from　New　Zealand　were　disqualified　because　they　contained　excess（each

625and　538　ppm）sorbic　acid．　More　than　O．1　ppm　of　thiabendazole　was　detected　from　orange　and

orange　peeL　Since　April　30　in　1977，0－pheny1－phenol（opp）and　sodium　o－phenylphenate　were

allowed　to　use　as　the　preservative　of　citrus　fruits　within　the　maximum　limit　of　10　ppm．41　ppm

of　SO2　was　found　in　an　Australian　apple　bit　to　be　used　for　pie創lings　and　so　on．　Although

relatively　high　maximum　limits　of　500～2，000　ppm　are　settled　for　dried　pineapples，　dried　peaches

and　dried　apricots，　the　maximuln　SO21imit　of　dried　apple　is　settled　at　the　low　level　of　30　ppm．

Drled　beef　from　Taiwan　was　found　to　contain　246　ppm　of　sorbic　acjd　and　73　ppm　of　benzoic　acid．

Although　sorbate　is　authorized　as　the　food　additive　for　meat　products，　dried　beef　is　not　classi丘ed

as　the　meat　product　but　is　classified　as　raw　meat　no　use　of　preservatives　being　admitted．5、000

ppm　of　alumlnum　was　detected　from　an　Amerlcan　powdered　coffee　cream　whlch　was　found　to

have　been　derived　from　the　unjus七日ed　use　of　sodium　silicoaluminate　as　anti－caking　agent．　Three

Iots　of　lemon　oils　were　subjected　to　the　determination　of　dipheny1（DP），　OPP　and　thiabendazole

（TBZ），　of　which　cne　salnple　was　found　to　contaln　as　h1gh　as　3，150ppm　of　DP．29．9ppm　of

formaldehyde　was　detected　from　a　wooden　container　for　urchin．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　食品衛生法に基づく，昭和51年度の輸入食品の化学

検査状況について報告する．51年10月に四日市に新た

に事務所が開設されたので，全国の厚生省食品衛生監

視員事務所数は15となった．大阪支所は名古屋以西の

10か所の事務所より送付された検体について検査を実

施することになっている．昭和51年度は名古屋，四日

市及び福岡空港からの検体の送付はなく，7か所より

の233検体について化学試験を行った．その内訳は表
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衷1厚生省食品衛生視監員事務所別検体数

事務劇大阪麺空港團胴1畷鹿鯛綱合計

検体数
分布（％）

38

16．3

39　　95　48　　1

16・74α8120・610・4

　2

0，9

10

4，3

233

100

1に示す通りである．総検体数の2んは近畿3港による

ものであった．前年度（864検体）にくらぺて検体数

は半減した．

　　　　　　　　検　査　結　果

　概評　検体を分類した結架は表2に示す通りであ

る．前年度155検体あったかんきつ（レモン，オレン

ジ，グレープフルーツなど）の保存料の試験が5検体

に，塩漬生姜が116検体から30検体にそれぞれ減少し

たのが，前年度に比較して検体の半減した理由であ

る．木年度比較的多かったのは前述の塩漬生姜の他，

果実酒55検体，乾燥しいたけ13検体，塩潰なす12検体

などである．

　総数233検体中不合格は44検体，無判定は26検体で

あって，不合格率は18．9％となり，前年度（12．0％）

及び前々年度（18，7％）よりも高い値を示した．とくに

不合格の口立ったものとしては，製菓原料のAlmond

Paste及びMarzipan　8検体（デンマーク産）のすぺ

てから安息香酸を｛剣i｛したこと，米国産サラダドレッ

表2　昭和51年度輸入食品の化学検査の検体別分類結果

分　　類 （検査項目） 検体数（項目数）　合　格　　不合格　　無判定

1．　植物食品（果実を除く）

　Sweet　Relish　（安息香酸）

　Dill　Pickle　　（安息香酸）

　塩漬なす（スルファミン酸）

　塩潰生姜（スルファミン酸）

　塩漬らっきょう（スルファミン酸）

　塩潰わらび（安息香酸・ソルビン酸）

Hamburger　Relish　（安息香酸）

乾燥しいたけ（二硫化炭素）

　Groundnut　（アフラトキシン）

脱水ホワイトビーンパウダー（SO2）

　タピオカチップ（シアン）

　ジャム及びマーマレード（ソルビン酸）

　ココナッツジャム（保存料）

1（1）

1（1）

12（12）

30（30）

3（3）

3（5）

1（1）

13（13）

1（1）

1（1）

1（1）

3（3）

1（3）

0

0

12

30

3

0

1

0

1

1

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

3

0

13

0

0

1

0

0

小　　計 71（75） 50 4 17

2．果　　実

　新鮮レモン（DP，　OPP，　TBZ）

　新鮮オレンジ（DP，　OPP，　TBZ）

　乾燥りんご（SO2）

　乾燥パイナップル（SO2）

　オレンジピール（安息：香酸，ソルビン酸，OPP，　TBZ）

　干し桃の砂糖漬（SO2）

　プリザーブドアップル（SO2）

　ピーチブリザーブ（SO2，保存料）

　Red　Dates（安息香酸，ソルビン酸）

2（6）

3（9）

1（1）

1（1）

2（6）

5（5）

4（4）

1（5）

3（6）

2

2

0

1

0

4

3

0

0

0

1

1

0

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

3

小　　計 22（43） 12 6 4
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3．水畜産物

　冷凍むきえび（ホウ酸）

　冷性えび（SO2）

　いわし缶詰（安息香酸）

　Dried　Beef（ソルビン酸，安息香酸）

　猪肉下川（ソーセージ）　（合成着色料，亜硝酸）

　Gouda　cheese（rinded，　rindless）Cream　cheese

　　　（ソルビン酸，安息香酸）

　ゼラチン（SO2）

3（3）

3（3）

2（2）

1（2）

4（8）

3（6）

1（1）

1

2

0

0

4

3

1

0

1

2

1

0

0

0 0

小　　計 17（25） 11 4 2

4．油脂食品

　ショートニングオイル（BHA，　BHT）

　Non．Dairy　Topping　Base（BHA，　BHT）

　Non－Dalry　Shortening　Powder（BHA，　BIIT）

　Cremora（Non－Dairy　Cream）

　　　（Sodium　Silico　Aluminate）

　Wheat　Germ　Oil（パラオキシ安息香酸）

　マーガリン（安息香酸，ソルビン酸，DHA）

1（2）

1（2）

1（2）

1（1）

2（4）

3（6）

1

1

1

0

0

2

0

0

0

1

2

1

0

0

0

0

0

0

小　　計 9（17） 5 4 0

　　5．酒類飲料

；果実酒（ぶどう酒，ペリー酒等）　（SO2，ソルビン酸）

シヤソベン（SO2，ソルビン酸，安息香酸）

シェリー酒（SO2，ソルビン酸）

ブランデー（官能検査，異物，アルコール度）

55（108）

1（3）

2（4）

2（6）

54

1

2

0

0

0

0

1

小　　計 60（121） 57 2 1

6．　清涼飲料水

　Grapefruit　Drink（OPP，　TBZ）

　高麗人蓼ドリンク（安息香酸，ソルビン酸）

2（4）

6（7）

2

6

0

0

0

0

小　　計 8（11） 8 0 0

7．菓子
　ウエハース（着色料）

　Almond　Paste＆Marzipan（青酸，安息香酸）

　ビスケット（サッカリンNa）

　チョコレートキャンディ（安息香酸）

　さきいか（ソルビン酸）

　味付たこ（ソルビン酸，SO2）

　キャンデー（着色料）

3（3）

8（16）

1（1）

1（1）

3（3）

3（6）

2（2）

2

0

1

1

2

2

2

1

8

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

小　　計 21（32） 10 11 0
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8．調味食品

　サラダドL！ツシング（EDTA，安息香酸，ソルビン酸）

　インスタントスープ（安息：香酸）

　マヨネーズ（EDTA）

5（9）

1（1）

1（1）

1

1

1

4

0

0

0

0

0

小　　計 7（11） 3 4 0

9．　食品添加物

　Keltro1（Xanthan　Gum）　（ホルムアルデヒド）

　Locust　Bean　Gum（ホルムアルデヒド）

　Lemon　On（DP，　OPP，　TBZ）

1（1）

1（1）

4（10）

1

1

2

4

0

0

0

0

0

2

小　　計 6（12） 0 2

10．　器具，容器包装

キャンディ内部包装紙（けい光物質の溶出）

ウニ容器（ホルムアルデヒド）

全卵粉内装紙（けい光物質の溶田）

Fruit　Drink（清涼飲料水の容器の試験）

チューインガム包装紙（けい光物質の溶出）

Striped　FIQss　Cones　Cup（器具の試験）

2（2）

1（1）

1（1）

6（24）

1（1）

1（1）

2

0

0

0

0

1

0

1

1

6

1

0

0

0

0

0

0

0

小　　計 12（30） 3 9 0

合　　計 233（377） 163 44 26

シング5検体中4検体からソルビン酸及び安息香酸を

検出したこと，西ドイツ産ポリエチレン加工紙製容器

包装入りFruit　Drink　6検体がいずれも落下試験で不

合格となったことなどが挙げられる．

　項目数による分類結果は表3に示す通りである．総

数は377項目（件）であって，前年の1142件にくらべて

70．5％の減少であった．ジフェニル（DP），オルトフ

ェニルフェノール（OPP），サイアベンダゾール（TBZ）

表3　昭和51年度輸入食品の化学検査の項目別分類一覧表

検　丁丁　目 件　数　　合　格　　不合格　　無判定

1．　合成着色料 10 9 1 0

2．　合成甘味料

　　サッカリンナトリウム 1 1 0 0

3．発　色　剤

　　亜硝酸塩

　　スルファミン酸

　　小　　　計

4

45

49

4

45

49

0

0

0

0

0

0

4．漂　白　剤

　　亜硫酸及びその塩 66 62 4 0
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5．保存料
　　安息香酸及びその塩

　　ソルビン酸及びその塩

　　デヒドロ酢酸及びその塩

　　パラオキシ安息香酸エステル類

　　ジフェニル（DP）

　　オルトフェニルフェノール（OPP）

　　サイアベンダゾール（TBZ）

　　ホ　ウ　酸

　　小　　　計

47

81

　4

　5

11

13

14

　3

178

22

72

　4

　1

　9

13

11

　1

133

20

8

0

4

0

0

3

0

35

5

1

0

0

2

0

0

2

10

6．酸化防止剤

　　ブチルヒドロキシアニソール（BHA）

　　ジブチルヒドロキシトルエン（BHT）

　　小　　　計

3

3

6

3

3

6

0

0

0

0

0

0

7．　その他の添加物

　　EDTA
　　Sodium　Silico　Aluminate

　　小　　　計

2

1

3

2

0

2

0

1

1

0

0

0

8．　　有害性イヒ合物

　　アフラトキシン

　　青酸配糖本

　　ホルムアルデヒド（容器からの溶出を含む）

　　二硫化炭素

　　小　　　計

1

9

9

11

30

1

8

8

0

17

0

0

1

0

1

0

1

0

11

12

9．　器具・容器包装

　　清涼飲料水容器の規格試験

　　螢光物質の溶出

　　小　　　計

24

4

28

18

2

20

6

2

8

0

0

0

10．異 物 2 0 1 1

11．そ　の　他

　　アルコール含量

　　官能試験

　　小　　　計

2

2

4

2

2

4

0

0

0

0

0

0

合 計 377 303 51 23

の試験のようにすでにでき上った方法によるものは前

年度の448件から38件に激減し，試験に追いかけられ

るようなことはなくなったが，マヨネーズ中のEDTA

（隠ぺい剤）の検出，コーヒークリーム中のsodium

silico　aluminate（固結防止剤）の検出など，1件ずつ

の単発ではあるが，じっくり腰を据えて検討しなけれ

ばならない項目が少なくなかったのが特徴であった．

なお，表3中検査十日1～7は食品中の添加物の試験
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であり，総件数377中313であって，実に83．0％を占め

ており，輸入食品検査における添加物の試験の重要性

を如実に示している．

1．　植物食品

　米国産のつけもの2検体，すなわちSweet　Relish

及びDill　Pickleよりそれぞれ0．715並びに0．8189／kg

の安息香酸で検出され不合格となった．Hamburger

Relishからは安息香酸を検出しなかった（検出限界1

ppm）．　前年度に引続ぎ塩漬生姜30倹体についてスル

ファミン酸の試験を依頼されたがいずれも不検出であ

った．木年度はらっきょうおよびなすびの塩漬につい

ても試験を依頼されたがいずれも合格であった．塩漬

のわらびについて安息香酸を定量し，0．0329／kgの値

を得た．含量が徴量であり，意図的添加とは認め難

く，またわらび中の自然含量も不明なために無判定と

した．

　昭和51年10月～12月にかけて韓国産しいたけ中に燃

蒸のために使用したと思われるアンプルびんがみつか

ったので二硫化炭素の残留をはかってほしいという依

頼が13件あった（詳細は業務報告参照）．

　アフラトキシンの試験は本年度も落花生　（ground－

nut）1件にとどまった．陰性であった．

　タイ国産タピナカチップのシアン含量を測定した結

果，HCNとして0．0119／kgであった．無判定として

報告した．ニュージーランド産一口包装ストロベリー

ジャム及びラスブベリージャムにそれぞれ0．625及び

0．5389／kgの基準量を超えるソルビン酸を検出したの

で不合格とした，同時に行ったマーマレードの試験結

果は。．4009／kgであった．マーマレードはこの場合ジ

ャムの一種と解釈してよく，ソルビン酸含量も基準量

（0．5g／kg）以下であったので合格とした．

2．果　　実

　オレンジ1検体およびマーマレード製造用オレンジ

ピールから基準且　（10949／kg，0．1PPm）　を超える

TBZが倹出され，不合格となった．　DP，　OPPにつ

いては間題なかった．なお，昭和52年4月30日厚生劣

令第19号によりオルトフェニルフェノール及びオルト

フェニルフェノールナトリウムが第334こ口の化学的

合成品たる食品添加物として指定され，かんぎつ類に

0．019／kg（10　ppm）を超え．て残存しないような範囲

で使用することが許可になった．

　ナーストラリア産乾燥りんご（apple　bits）中に0．041

9／kgのSO2が検出されて不許可になった．ほしあん

ず，ほしパイナップルなどと違ってわが国ではほしり

んごに対する亜硫酸の使用基準はなく，一般食品並み

（0。03gSO2／kg未満）で取締られるので非常に不利で

ある．中国産ほしりんご（preserved　apple）の圧合

も同じケースであって，4検体中1検体が0．1329／kg

のSO2を含んでいて不合格となった．これに対して

ほしももでは29／kg未満のso2が容認されているに

もかかわらず，干し桃の砂糖漬で5検体中1検体が

2，9759／kgのSO2を含んでいたために不合格となっ

た・Red　Datesはくろうめもどき科の植物の果実であ

って，ほしぶどうを大きくしたようなものであり，有

核種と無核種がある．3検体について保存料の試験を

行った，いずれもソルビン酸は検出しなかったが，

0．012～0．019g／kgの安息盾酸の存在が認められた，

これは原料果実に由来するものであることが一卜分に考

えられるので無判定とした．

3．；水畜産物

　冷凍したえびのむぎみに防腐剤としてのホウ酸が添

加されているのではないかとの疑いがもたれ，昭和48

年度に多数の検体について依頼されたので，改良グル

タミン比色法を設定した2）．本年度は香港産のもの

（frozen　prawn）3検体について依頼された。　H3BO3

としてそれぞれ，59，212及び88ppmの値を得た．基

準値を超えたものもあった．また，亜硫酸については

台湾産Frozen　Prawnについて測定したところ有頭

（head－on）のものはSO2として0。2259／kgで基準

値（o．19／kg）を超えているので不合格となったが，

無頭のもの（headless）は0。0929／kgであった．一

般に有頭のものの方が亜硫酸による処理濃度が高いよ

うである．

　タイ国産いわしの缶詰（Sardines　inTomato　Sauce）

およびいわし風のさんまの缶詰（SardineStyleSauries

in　Papaya　Sauce）からそれぞれ0．514及び0．572

9／kgの安息香酸が検出されて不合格となった．

　本年度はチーズの搬入は僅か3検体と少なかった．

いずれも問題はなかった．

　乾燥牛肉（台湾産）より0．2469／kgのソルビン酸

と0．0739／kgの安息香酸が検出された．牛肉にこの

ように多量の安息盾酸が自然発生することはないの

で，意図的添加によるものとみなされる．また，乾燥

牛肉は食肉製品とはみなされないので，ソルビン酸の

使用も違法である、

4．油脂食品

　本年度から寸止は独立して分類することにした，シ

ョートニングオイル，ショートニングパウダー及び

Topping　Base（ショートケーキの上のイミテーショ

ンクリーム）についてブチレヒドロキシアニソール

（BHA）およびジブチルヒドロキシトルエソ（BIIT）

の試験を行った．
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　米国産のコーンシラップ末，植物脂肪およびカゼイ

ンナトリウムを主原料とするコーヒークリーム中に約

5．Og／kg　のアルミニウムを検出したので，追跡した

結果，わが国では不許可の固結防止剤ケイアルミン酸

ナトリウム（sodlum　silico　aluminate）が使われてい

ることがわかった．同じく米国産マーガリンから0．390

9／kgの安息香酸を検出した．

　小麦胚芽山中のパラオシキシ安息香酸エステルの試

験については別に報告した3），

5　酒精飲料

　果実酒の試験依頼は本年度も移しい数に昇った．た

だし，不合格となったのはカリホルニア産ストロベリ

ーワイン（甘口）におけるソルビン酸の過剰（0．308g／

kg）1件であった．

　ブランデーが不合格となったのは，しゅう酸カルシ

ウムと推定される無数の白色閉創浮遊物が認められた

ことによる．

6．清涼飲料水

　高麗人参ドリンク6検体中5検体から0．090～0．170

9／kg　の安息香酸が検出された．いずれも使用韮準の

範囲内であった．

7．　菓　　子

　ユーゴスラビア産のウエハース中に油溶性の黄色合

成着色料の存在を確認した．

　デンマーク産のアーモンドペースト及びマージパン

（クッキーなどの原料）から0．008～0。0269／kgの安’

息香酸を検出した．

　さきいか（魚介乾製品）3検体中1検体から1．02g／

kgのソルビン酸を検出し，不合格と判定した。味付

たこ3検体中1検体から。．1059／kgのsO2が検出

され，不合格と判定された．

8．調味食品

　米国産のサラダドレッシング4検体から0．100～

0．780g／kgの安息香酸が倹出され，不合格となった．

ソルビン酸も。．400～0．8909／kg検出された，

9．　食品添加物

　ローカストビーソガムおよびキサンタンガム（とも

に天然増粘剤）中のホルムアルデヒドの試験を依頼さ

れた．アセチルアセトン法で行ったが，水溶液の粘度

が著しく高いので，回収率は30％程度しかなく，標準

添加法によって含量を算出した．ローヵスビーンガム

中のHCHOは0，3ppm以下，キサンタンガムから

は検出せず，とくに問題はなかった．

　かんきつ精油中のDP，　OPPおよびTBZの定量を

依頼されたが，これらはKuderna－Danish濃縮暑浮に

より減圧濃縮することができないので，試料を直接ア

ルミナカラムに載せてクリソアップする前処理法を開

発した4）．レモンオイルから最高3，150ppmのDPを

検出した．DP浸潤紙による処理は一般に食用レモン

について行い，精油採取用には行わないといわれてい

るが，食用のものが誤って精油採取用に転用されたも

のと思われる．

10．　器具，容器包装

　木製うに容雛から29．9ppm　のホルムアルデヒド

を検出した．発生源は心添のベニヤ板であることがわ

かった．

　中共産の全卵粉内装紙について螢光物質の溶出試験

を行った．当該内装紙に紫外線を照射すると全面にむ

らなく螢光物質の存在することが認められる．螢光物

　　　　　　　す質は波長2537Aの紫外線で螢光を発するものと波長

3650A　の紫外線で螢光を発するものと2種類存在す

ることが知られた．前者は昭和46年5月8日環食第244

号に示された方法により溶出するが，後者は溶出しな

い．また，西ドイツ製のチューインガムの包装紙から

も螢光染料の溶出が認められた．

11．その他

　容器包装詰加圧加熱殺菌食品（清涼飲料水，食肉製

品，鯨肉製品および魚肉ねり製品を除く食品を気密性

のある容器包装に入れ，密封した後，加圧加熱殺菌し

たもの）の規格並びに缶詰食品又はびん詰食品以外の

容器包装詰加圧加熱殺菌食品の容器包装の条件が定め

られ，昭和52年8月1日から適用されることになっ

た・なお，JASで定められている‘‘レトルトパウチ食

品”という言葉は食品衛生法では用いられない．

1）

2）

3）

4）
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市販鉱水飲料の組成について

慶田雅洋・外海泰秀・松井京子＊・松本久美子＊

The　Actual　Condition　of　Natural　and　Arti丘cial　Mineral　Waters　in　Japan

Masahiro　IwAIDA，　Yasuhide　ToNoGAl，　Kyoko　MATsul

　　　　　　　　　and　Kumiko　MATsuMoTo

　Five　brands　of　natural　and　two　brands　of　art15cial　mineral　waters　were　subjected　for　analysis．

Neither　cloudiness　nor　precipitation　was　observed　on　them，　Arsenic　contents，　determined　by　the

Gutzeit　method，　were　found　to　be　below　O．01　ppm　expressed　as　arsenic　trioxide．　The　results　of

the　atomic　absorption　spectrometry　indlcated　that　lead　contents　were　below　O．05　ppm，　no　copper，

manganese，　chromium　and　zinc　being　detected．　From　the　determination　of　hardness，　six　oεthem

were　classi丘ed　as　soft　water，　while　the　remalning　one　as　medium　water．　Chlorine　contents　were

found　to　be　ranging　from　24　to　244　ppm　as　NaC1，　while　phosphorus　contents　were　not　more　than

O．45ppm　expressed　as　phosphorus　pentoxide．　Organic　matter　contents　were　found　to　be　within

the　normal　level　being　less　than　2．5ppm　as　KMnO4　consumption．　From　19　to　52　mg％of　non．

volati！e　residue　was　determined，　the　residues　being　white．　The　pH　values　ranged　from　7．3　to　9．3，

the　waters　of　Shimobe　Spa　were　relatively　more　a1kaline，　being　not　less　than　8．7．　The　results　of

coliform　bacteria　test　were　negative．　In　the　Japanese　Noti丘cation　regardlng　the　Standards　and

Speci丘cation　of　Food，　Food　Additives　etc．　it　is　prescribed　that　both　natural　and　artificial　mineral

waters　are　classi丘ed　as　beverage．　Accordingly，　all　the　mineral　waters　in　Japan　are　obliged　to　be

heat－treated　during　production；moreover，　neither　appearance　of　cloudiness　nor　formation　of

precipltate　is　a110wed　on　the　shelf．　The　heat－treatment　might　change　the　natural　Havor　of　tlle

original　water　from　a　natural　or　drilled　underground　source．　The　formation　of　precipitate　on　the

shelf　is　not　seldom　and　is　widely　accepted　in　European　countries，　It　is　recommended　to　separate

mineral　water　from　beverages　to　prepare　suitable　standard　and　specification　for　itself．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　1970年代に入ってから，わが国でも「ミネラルウォ

ーター」という言葉が人口に月會罰するようになった．

従来からもウィスキーの水割用には使われていたが，

最近ではデパート，スーパー，小売店，酒屋などで一

般消費者向けにも広く阪売されている．これはヨーロ

ッパと遼って「水を買う」という習慣のなかったわが

国にとっては一大消費革命である．このように普及し

た理由として｝よ，　水道水こよ垢匡素添受1殉竿のfヒ8≠処珊！法1こ

よる浄水処理法を採用しているので水が幾分塩素臭を

有すること，生活水準の向上によりうまい水を買って

賞味する余裕がでて来たことおよび天災に備えての飲

料水の確保などが挙げられる．

　わが国でこのようなびん詰水などを製造販売してい

る会社は30社以上あるといわれているが，温泉水を使

用するもの，地下水を．使用するもの及び無機成分の添

加等によって調合を行っているものなど内容は様々で

ある．ヨーロッパでは天然鉱水は天然に湧．出するかま

たは盤井によって得られたものであって．採取地でび

ん詰すること，また，溶解性腹類は，1，000mg／’，遊

離の二酸化炭素は250mg／’以上含むことを塞準値と

して定めている1）．これに対してわが国においてはそ

の趣旨を異にするものであり，鉱水飲料は食品衛生法

によって清涼飲料水に分類されている．清涼飲料水に

はこの他にも高麗人蓼エキス，栄養ドリンク剤なども

含まれており，ソフトドリンクスよりもかなり広い範

囲にわたっている，昭和47年に日本ミネラルウォータ

ー協会が設立され，自主規格を設定する動きにあるの

で，当部においても食品規格作製の資料とするために

突態調査を行ったのでここに報告する．

＊神戸女子薬科大学
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Table　1．　A　List　of　the　Natural　and　Arti丘cial　Mineral　Waters　Tested

No．

1

2

3

4

5

6

7

　The　place　of　the
exploitation　of　source

Pre正ecture

Shimobe　Spa（Yuzawa）

Shimobe　Spa（Yumachi）

Shilnobe　Spa（Yumachi）

Shiojiri

near　Nunobiki　Fall

K6ga　and　Higashinose

Yamazak1

Yamana＄hi

　　〃

　　〃
Nagano

Hyogo
Shiga
Osaka

Kyoto

Note

　The　company　has　more　than　one
bottling　factory　and　each　factory
has　its　own　exploitation　source

　　　　　　　　ノ’

試料及び実験方法

　1．試料：実験に供した試料はTable　1に示した

7種類であって，うち3種は山梨県下部温泉のもので

ある．他の4検体はいずれも劃然の湧き水や地下水と

したものである．検体6および7はびんに‘‘天然の良

質の水を人為的に磨きあげたものである”旨表示され

ているので，自然水を加工して調製したミネラルウォ

ーターであることが知られる．他の5検体については

自然水をそのままボトリングしたものと思われる．

Fig．1　0ne　exploitation　source　in　Shimobe　Spa

　下部温泉における採取源の一例を示すとFig．1の

とおりである（路線パス終点パス停の傍らの旅館街の

中心にあり，下部川に面している）．

　2．　試験項目：鉱水飲料は清涼飲料水の成分規格，

製造基準および保存基準に合格しなければならないの

で，混濁，沈殿物，ヒ素，鉛その他の重金属および大

腸菌群について試験を行った．以上のほかに，飲料水

としてのうま味に関連する因子としての総硬度，カル

シウムおよびマグネシウム並びに塩素，リン含量，蒸

発残留物，過マンガン酸カリウム消費量およびpHに

ついて測定した．

　3。試験方法

　（1）ヒ素：試料100m’を水浴上で濃縮して25　mJ

とし，その10mJをとり，　Gutzeit法により直接測定

し，亜ヒ酸（AS203）として示した．

　②　総硬度，蒸発残留物および過マンガン酸カリウ

ム消費量：衛生試験法2）記載の飲料水試験法に従って

行った．

　（3）鉛その他重金属：試料100mJをとり，　pHを

6．0に調整した後，1％ジエチルジチオカルパミン酸

ナトリウム溶液5mJを加え，酢酸7n一ブチルで抽出

し，原子吸光光度法によって，鉛，銅，マンガン，ク

ロムおよび亜鉛含量を測定した，

　（4）カルシウムおよびマグネシウム：試料を希釈し

たものについて原子吸光光度法で測定した．

　（5）塩素1試料100m’を硫酸酸性とした後，0．05

N硝酸銀溶液で電位差滴定により求めた．

　（6）リン1試料20m’に5N過塩素酸5m’およ

び1％モリブデン酸アンモニウム溶液5mJを加えた

後，酢酸一n一ブチル10mJと振り混ぜて抽出し，酢酸

ブチル層に移行したリンモリブデン酸錯体のモリブデ

ン量を原子吸光光度法で測定することによって間接的

に試料中のリン含量を求め，P205として示した．

　（7）大腸菌群：デスオキシコレート培地を用いて試

験した．

　4．　使用装置：原子吸光分析装置Nippon　Jarrell

Ash製AA－1型；電位差滴定装置：柳本自動滴定装置

AUT・2型（当量電位170　mVに設定）；pH計＝Beck－

man　Zeromatic，　SS－3．

実験結果並びに考察

1．　外観による試験

各検体とも混濁等は認められなかった（清涼飲料水
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Table　2．　Total　Hardness　as　well　as　Calcium

　　　　　and　Magnesium　Contents　of　Com・

　　　　　mercial　Natural　and　Artiβcial

　　　　　Mineral　Waters

No． Total　hardness
（CaCO3　ppm）

（Ca垂垂香j1（1鵠）

1

2

3

4

5

6

7

53．5

159．7

83．4

216，2

121．7

94．5

107．1

23

74

37

52

22

41

53

0。1

4．5

1．3

21．0

2．6

6．0

6．6

の規格基準では，原材料として用いられる植物もしく

は動物の組織成分または着香の目的に使用される添加

物およびその比重調整剤に起馴する混濁以外の混濁は

認められていない）。なお，鉱水飲料は沈殿物および

フレークの元来できやすいものであり，外国では貯蔵

中の沈殿物の形成も容認されている場合が多い．

　2．　ヒ素及び鉛その他の有害性金属

　各検体ともヒ素含量はAS203として0．01　ppm以

下，鉛は0．05ppm以下であって問題はなかった．

銅，マソガソ，クロムおよび亜鉛はいずれも検出限界

以下であった．

　3，総硬度及びカルシウム，マゲネシウム含量

　測定結果はTable　2に示すとおりである．一般に

ドイツ硬度20。以上のものを硬水といい，10。以下の

ものは軟水，10～20。は中間水として分類されている

が，1ドイツ硬度は17．85ppm　CaCO3に相当するの

で，この尺度で分類すると，7検体中硬水は0，中間

水は1検体，残りの6検体はいずれも軟水であること

が認められた．これは，欧米の鉱水飲料が一般に塩類

の濃度が高く，前述の通り，ヨーロッパの天然鉱水規

格案ではCaCO3として1，000　ppm以上と規定して

いるのに比較すると著しく低いレベルにあることが認

められる．ヨーロッパでは，硬度がうまさを決める一

つの重要な囚子と見なされているが，この基準は歴史

的にみても習慣とし好の異なるわが国においてそのま

まあてはめることはできない．このほかにも，Table

2より，同じ下部温泉（No．1，2，3）の水でも泉源に

よって総硬度およびカルシウム，マグネシウム含量は

かなり異なることが認められる．総硬度の最も高いの

は塩尻の水（No．4）であって，マグネシウムを21ppm

も含むが，カルシウムは52ppmを示す．しかし，こ

のカルシウムはNo．2（下部）の74　ppmよりも低

い．調合水と考えられる　（No．6，7）のは総硬度，カ

ルシウム，マグネシウム含量ともに天然鉱水（No．1～

5）の測定値の顧問の値を示すことは極めて興味深い．

なお，水道法に基づく水質基準では飲料水の総硬度は

300ppmを越えてはならないと定められている．

　4．　塩化物とリン含量

　Table　3に示す通りである．天然鉱水では下部温泉

の湯町のもの（No．1，2）が塩化物含量が高く，塩化

ナトリウムとして244および115ppmであった．最も

低いのは塩尻の水で24ppmであった．調合水は135

および111PPInと比較的高い値を示した．りん含量

は逆に塩尻の水が最も高く，調合水（No．6）および下

部湯沢の水（No．3）がこれに次ぎ，その他の4検体は

いずれも検出限界以下であった．

　なお，水道法に基づく水質基準では飲料水の鹿素含

量は200ppm以下でなけれぽならないと規定してい

る．

Table　3，　Chloride，　Phosphate，　Non．volatile　Residue　and　Potassium　Permanganate－

　　　　　reducing　Substances　Contents　as　we11　as　pH　of　Commercial　Natural　and

　　　　　Artificial　Minem1、Vaters

No．

1

2

3

4

5

6

7

　　Cl
（NaCl　ppm）

244

115

39

24

54

135

111

　　P
（P205　PPIn）

く0，01

＜0，01

　0．15

　0．45

〈0．01

　0．32

く0．01

Non．volatile

　residue
　（mg　9の

　　Potass1um
　pernlanganate
reducing　substances
　（KNInO4　ppm）

19．74

51．81

22．84

24．73

22．85

27．85

33．96

0．45

1．03

0．99

1，14

1．49

2．47

1．15

pH

9，3

8．7

8．8

8．2

7．3

8．9

5，7
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　5．蒸発残留物と過マンガン酸カリウム消費量

　Table　3より，蒸発残留物は19～52　mg％の範囲に

あることが認められた．残留物はすべて白色であっ

た．有機物含量は過マンガン酸カリウム消費量が2．5

ppm　以下であって自然水の含量レベルであり，下水

汚染などの心配は全くない．ものと考えられる．

　6．　pH

　下部温泉の水はpH　8．7～9．3日目ルカリ性が強く，

これに対して布引の水は7．3で中性に近いことが認め

られた，酸性のものは全く認められなかった．

　鉱水飲料は現行では85。以上で30分以上，または93。

以上まで加熱殺菌することになっているので，その中

に溶存している二酸化炭素はほとんど放出されてしま

うものと考えられる．

　7．大腸菌群

　各検体とも陰性であった．

　8，鉱水飲料に関する今後のあり方

　鉱水飲料が清涼飲水に分類されているということは

食品衛生法上その制約を受けいくつかの不白由な面も

生じている．たとえぽ，清涼飲料水は，その容器包装

によって条件はやや異なるが，加熱殺菌することを義

務づけられているために源泉のもつ風味と異なったも

のになっていることである．勿論，徴生物学的に粗悪

な品質のものが供給されるようになっては困るが，云

過除菌などにより原水の風味を活かした方法での製造

も認められることが望ましい．

　また現在は清涼飲料水扱いのために，流通段階にお

ける沈殿物の形成（湯の花と総称されるものでケイ

華，石灰華，硫酸塩温泉沈殿物など）も認められない

という不都合もある．外国ではミネラルウォーターは

保存中に早晩，沈殿のできるおそれのあるものもあ

り，その場合には振り混ぜてから飲めばよいという習

慣が徹底しているからよいが，日本では消費老のクレ

ームの対象となる．ただし，ヒ素，鉛その他の有害性

金属および大腸菌群については清涼飲料水なみの規制

が必要なので，これらを参考にして別個の基準を作製

することが望ましい．この場合に衛生規格以外に総硬

度を一定基準以上と定める品質規格を設けるか否かに

ついては慎重に検討する必要がある．また，天然湧出

水と調合水とを表示上区別すべきか否かについては議

論の別れるところであるが，両者を包含したものとす

●

る場合には‘‘ミネラルウォーター”という名称の使用

は無理であって，‘‘鉱水飲料”が妥当な線ではないか

と考える．

要 約

　市販7種の鉱水飲料（うち5種類は天然湧出水，2

種類は調合水）について分析した．天然湧出水の内訳

は下部温泉3件，塩尻1件，布引1件であった．

　試験項目としては清涼飲料水の成分規格等を参考に

して混濁・沈殿物，ヒ素，鉛その他の重金属および大

腸菌群を選んだ．その他にうま味等に関する因子とし

て総硬度，カルシウム，マグネシウムさらに塩素，リ

ン，蒸発残留物，過マンガン酸カリウム消費量および

pHを選んだ．

　各検体とも混濁等は認められなかった．ヒ素は亜ヒ

酸として0．01ppm以下，鉛は0．05　ppm以下であ

った．銅，マンガン，クロムおよび亜鉛はいずれも検

出限界以下であった．

　硬度による分類は中間水1，軟水6件であって硬水

は認められず，硬度の高いヨーロッパの天然鉱水にく

らべてかなり性質の異なることが知られた．塩素含量

は塩化ナトリウムとして24～244ppmであっ．リン

含量は五酸化リンとして0．45ppm以下であった．

　有機物含量は過マンガン酸カリウム消費量として

2．5ppm以下で下水等による汚染の心配は全くなかっ

た．蒸発残留物は19～52mg％の範囲であって，残

留物の色は白色であった．pHは7．3～9．3，ことに下

部温泉の水は8．7以上であって，アルカリ性の高いこ

とが認められた．

　大腸菌群はすべて陰性であった．

　鉱水飲料を清涼飲料水に分類することは，加熱殺菌

が義務づけられるので源泉のもつ風味が損われるこ

と，混濁・沈殿物の形成が認められないことなどの不

都合な画もあるので，分離することが望ましい．

1）

2）

文 献

Draft　European　Standard　for　Natural

Mineral　Waters：A伽。プ27270／19

日目薬学会編：衛生試験法注解，p．682（1973），

金原出版
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Results　of　the　Product　Examination　of　Coa1・Tar　Dyes（including

Dye　Aluminum　Lakes）from　April　in　1976　till　March　in　1977

　　　　　　（on　the　Product　Examination　of　Coal－Tar　Dyes　XVI）

Masahiro　IwAIDA，　Keizo　NAKAMURA，　Yasuhide　ToNOGAI，

　　　　　　　Yoko　MATsuMoTo　and　Takako　KANAMoRI

　The　number　of　dyes　inspected　in　this　period　was　447　in　a11（including　dye　aluminum　lakes）

showing　an　increase　of　20（4．7％）compared　with　the　previous　period　and　was　the　same　compared

with　two　years　ago．　Only　two　lots　of　Food　Red　No，106　weτe　c◎ndemned　because　they　contained

asubsidiary　dye　having　a　maximum　absorption　at　the　wavelength　of　551　nm．　The　passing　ratio

arrived　at　the　extremely　high　Ievel　of　99．9％．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

　The　number　of　dyes　inspected　in　the負scal　year

1976／1977was　447　in　all（including　dye　aluminum

lakes）showing　an　increase　of　20（4．7％）compared

with　the　previous　period　and　was　the　same

compared　with　two　years　ago．　Numbers　of　coal．

tar　dyes　tested　in　each　Inonth　are　summarized　in

Table　1．　The　prohlbition　of　Food　Red　No．2

（amaranth）in　the　United　States　affected　a　great

deal　on　the　prQduction　of　this　dye　in　Japan，　the

examination　of　this　dye　fell　to　one（33　in　the

previous　period）this　year．　On　the　contrary，　the

examination　o正Food　Red　No．3（erythrosine）and

Food　Red　No．102（new　coccine）increased　from

21to　34　and　from　63　to　72，　respectively．　Only

one　lot　of　Food　Red　No，105（τ05e　bengale）was

examlned　slnce　the　use　of　this　dye　is　now　practi一

Table　1．　Numbers　of　coal－tar　dyes　tested　in　each　month

Classi行cation

1976 1977

4　5 6789101112 1　2　3
Tota1

Food　Red No．

No．

No．

No．

No．

No，

Food　Yellow　No．

　　　　　　　　　　No。

FQQd　Blue　　No．

　　　　　　　　　　No．

Food　Red　　No．

Food　Yellow　No．

　　　　　　　　　　No．

Food　Blue　No．

　　　　　　　　　　No．

2

3

102

104

105

106

4

5

1

2

3

4

5

1

2

（Amaranth）

（Erythrosine）

（New　Coccine）

（Phloxine）

（Rose　Bengale）

（Acid　Red）

（Tartrazine）

（Sロnset　Yellow　FCF）

（Bri11iant　Blue　FCF）

（lndigo　Carlnine）

Aluminum　Lake

Aluminum　Lake

Aluminum　Lake

Aluminum　Lake

Aluminum　Lake

Tota1

0

5

5

0

0

2

15

2

2

0

　0

2

　0

　0

　0

0

2

0

0

0

1

8

3

1

0

0

3

0

2

0

　0

4

13

　0

　1

　3

35

15

　2

　2

　1

　3

　2

　0

　0

0

2

0

0

0

1

9

0

1

1

0

0

0

0

0

　0

　3

10

　0

　0

　1

28

　9

　2

　1

　0

　2

　0

　1

　0

0

4

6

0

0

0

11

3

2

　1

　1

　2

　2

　0

　0

　0

　3

10

　0

　0

　2

20

　8

　2

　1

　0

　0

　0

　0

　0

0

　1

8

0

0

　1

12

　7

2

　0

　2

　0

　0

　0

　1

0

3

2

0

0

　1

16

　6

2

　0

　0

　3

　0

　0

　0

0

3

7

0

0

　1

12

　5

2

　1

　1

　1

　1

　0

　0

1

0

4

0

0

1

6

4

0

0

0

0

0

0

0

0

4

　7

　0

　0

　1

20

　7

　1

　1

　0

　3

　3

　0

　0

33　20　　81　14　　57　32　46　34　33　34　　16　47

　1

34

72

　0

　1

15

192

69

19

　8

　5

19

　8

　3
　　1

447
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cally　limited　to　the　formulation　of　stamp　ink　for

butcheビs　meat．　The　food　coal－tar　dye　produced

in　the　largest　quantity　in　this　period　was　Food

Yellow　No．4（tartrazine）similarly　in　other　years．

　　Twenty－six　lots　of　coa1－tar　dye　aluminum　Ial｛es

were　examined，　of　which　19（73．0％）were　Food

Yellow　No．4Aluminum　Lake．　Two　lots（134　kg）

of　Food　Red　No．106（acid　red）were　rejected

because　they　contained　a　subs1diary　dye　hav三ng　a

maximum　absorption　at　tlle　wavelength　of　551

nm，　The　structure　of　the　subsidiary　dye，　ex－

tracted　and　purified，　is　now　under　investigation・

　　Sirlce　the　lst　of　h征ay　in　1977，　the　examination

fee　of　the　Minister　of　Health　and　Welfare　was

ralsed　from￥8，000　to￥16，000　per　Iot（maximum

300kg）．

　　In　Table　2　are　summarized　the　quantities　of

dyes　passed　the　product　examination　of　the

Osaka　institute　during　these　four丘scal　years．

　　Neither　Food　GreeρNo．3（fast　green　FCF）．nor

Food　Green　No．3Aluminum　Lake　was　sent　to．

our　laboratory　during　the　period　for　product　ex－

amina亡lon．　Food　Red　No．104　has　no亡been　sen亡

for　examination　in　the　Iatest　two　fiscal　years．

TQtally　241，842　kg　of　coa1－tar　dye　was　inspected

during　the丘scal　year　1973／1974，　while　the　applied

quantities　of　dyes　decreased　to　nearly　one　half　in

the　next　fiscal　year，　ranging　within　120～130

thousand　kilograms　in　the　later　three丘scal　years．

Food　Red　No．102，　Food　Yellow　No．4and　Food

Yellow　No．5are　known　to　be　the　big　three

major　coa1・tar　dyes　consumed　as　food　color．

　　Disqualincation　rate　of　coa1－tar　dye　aluminu11、

Iakes　are　known　to　have　been　excessively　high

in　the負scal　years　1973／1974　and　1974／1975　because

of　the　presence　of　subsidiary　dyes　in　them．D2）

The　disquali丘cation　rate　was　lowest　in　the　Hscal

year　1976／1977，　the　passing　ratio　arriv五ng　at　the

extrenlely　high　level　of　99．99ち．

　　　　　　　　　　　　　　　Refercnces

　1）　M．　Iwaida，　S．　Iga，　K．　Nakamura，　K．

　　　　　Tanaka，　Y．　Tonogai，　Y，　Kaneda：β～〃．

　　　　　1▽ヒz’．1解s’．1ヲン8・．∫cf．92，105（1974）

　2）．M．　Iwaida，　S．　Iga，　K．　Nakamura，　A．

　　　　　Yamaji，　K．　Ueda，　M．　NishikaWa：Bκ〃．

　　　　　諏，．1π3∴　亙｝ぽL∫σ∴，93，　124，（1975）
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除草剤処理がミシマサイコの生育・収量におよぼす影響について

堀越　司・高城正勝・本間尚治郎・鏑木紘一・三浦忠一

　　　　　　Studies　on　the　Cultivation　of　Medicinal　Plants．　VIII

Influence　of　Herhicides　on　the　Growth　and　Yield　of　B～ψ1α〃κ〃zρ10σ’z‘2ηL．

Tsukasa　HoRIKosHI，　Masakatsu　TAKI，　Naoliro　HoMMA，

　　　　Koichi　KABuRAGI　and　Tadakazu　MluRA

　Author　made　investigation量nto　the　effect　of　weedki11er　on　the　cultivatiorl　of　mishimasaiko

（βκρ」θ襯‘，πμc蜘鵤L．）from　May　1975　tQ　Nov．1976　in　NayQro，　Hokkaido　and　Tanegashima，

Kagoshima．

　Following　results　were　obtained：

1）　Six　variety　weedkillers　were　used　in　this　investigation　and　relnarkable　weeding　effect　was

observed　on　O勧ωρ04’κ7πσ’δz‘，πLvar．　oθη〃07μう7〃ηz．　Makino，　Ro〆ψρβゴ〃4加Hieron，、Pbγ’〃σoπ

01β7αoθαL．an45θ♪2θcゴ。む劃ゆγゴ3　L．　On　the　growth　of　mishimasaiko，　plant　hight　was　taller　in　the

plot　of　weedk量11er　treatment．

2）Trefanoside，　Gramoxone，　Shimazine　and　MCP　were　e仔ectlve　to　control　the　growth　of　Sβπ6cゴ。

汐μゆγ’3L．　and　Mα」σo雇κ〃zασμα∫’cκ形Fries．

3）Top　growth　and　yield　was　ilnproved　by．　the　treatment　of　weedkiller，　especially　Trefano6ide

treatment．

4）Relationship　between　weeding　effect　and　concentration　of　Nip　emulsion　was　investigated　by　pot

culture　method　and　observed　that　the　monocotyledonous　weed，　for　example，1万8・∫彦σ7’α召4∫c伽4β233．

Henr．，　EJα‘s加θごπ砒αGaertn．　or　Z）ゴgπαγ∫αびfo‘α∫cθπs　Link　was　much　weakly　to　the　Nip　emulsion

treatment．　Moreover，　the　weeding　effect　was　improved　with　rising　concentration　of　Nip　emulsion．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

ま　え　が　き

　最近はミシマサイコの需給の関係や，栽培上の障害

などにより温暖地における栽培が相当難しくなって来

ているため，．、北海道にもその生産が切望されることか

ら特に道北地方における栽培化を目標に堀越らは試験

の概要について報告した1）．藤田氏はミシマサイコの

栽培の要点はまず発芽後の生育初期が極めて大切で苗

が立つまでは15日間隔に除草すること2），森下氏もま

た幼苗期の除草：は大切であると述べている3）．藤田氏

らは発芽揃いに除草剤試験を実施し，薬剤の種類によ

って影響の現われ方が著しく異なり適切な薬剤の施用

が支障のないことを報じており4），更に藤田氏はまず

発芽した小苗を雑草から守ってやること，発芽が揃っ

たら除草剤ニップ乳剤100倍液の散布が安全で有効で

あると述べている5）．

　以上の如く，ミシマサイコの栽培には除草対策が大

きな課題であることから，我々は除草対策の一環とし

て若干の除草剤処理と殺草効果や，生育，収量につい

て試験を北海道名寄で畑地栽培を，鹿児島県種子島で

はポット栽培をそれぞれ実施したのでその概要につい

て報告する．

1畑　地　栽　培

　材料および：方法

　供試種子は種子島中種子産のを用いた．

　播種法は沖積性砂質壌土の畑2aに堆肥125　kgを

全面に散布し，耕起整地後60cm畦とし．作条に基

肥施用，撹拝後軽く鎮圧してから条播し，その上にモ

ミガラを散布被覆した　（1975年5月14日）．肥料は基

肥に過石，3．Okg，ナタネ油粕12．　O　kg，264化成10　kg

（1975年5月14日），追肥は1年次に過石2．4kg，ナタ
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Table　1．　Experimental　plot7）

Plot　　name　of　weed　ki11er component　of　validity content（％）

I

H

皿

IV

V

Triphanosid

Lolox

Gramoxone

NIP

NCP（B）

Shimazine

Contro1

　a，a，　a．2・6・dinitro・N，N－dipy1・baratolezine

　3二（3，3－DichlorophynyD．methoxy－1－methylurea

　1，1’・Dimethyl．4，4’一pyrimidlnium　dichlorlde

　2，4－D1chloropheny1－nitrQphenyl　ether

2－Methyト4－chlorophenoxy　acetic　acid（MCPB　et！ユyl）

2－Chloro－4，6・bis一（ethyl　amino）一S－triazine（CAT）

44．5

50．0

24．0

25．0

9．0

2．0

Table　2．　Treatment　method　of　weedkiller

Plot name　of
weed　kiHer

method　　　　dilut
　of　　　　　　of
treatment　density

　Time　of　treated

（1975）　　　　　（1976）

　　　Sprout　of
Bupleurum　falcatum　L
　（1975）　　　　　（1976）

I

H

皿

IV

V
VI

VII

Trlphallosld

Lolox

Gramoxone

Nip

MCP（B）

Shimazine

contro1

soi1　　　　　500

　〃　　　　　　700

weed　　　　750

soi1　　　　　　56

〃　　　　　3kg（10a）

〃　　　　　3kg（10a）

5．31　　　6．4　　　7．4

　〃　　　　　〃　　　　　〃

7．8　　　　7．5　　　　8．5

5．31　　　6．4　　　　7．4

7．8　　　　7．5　　　8．5

5．31　　　6．4　　　7．4

prloτ1ty

　〃
after

prior五ty

after

Prlorlty

after

〃

〃

〃

〃

〃

ネ油粕15．Okg，鶏糞26．Okg（1975年7月15日）そ

れぞれ施用した．

　除草剤の処理区分と処理方法についてはTable　1，2

のとおりである．まず1年次ではトレファノサイド乳

剤500倍液，ロロックス水和剤700倍液，ニップ乳剤56

倍液，シマジソ粒剤10a当り3kgを，播種後ミシ

マサイコの発芽前に抜山（1975年5月30日）してから，

土壌表面に散布し，シマジン粒剤以外は手押し噴霧器

にて散布した　（1975年5月31日）．ミシマサイコの発

芽後にはグラモキソソ液剤の750倍液は雑草の葉面に，

MCP粒状水溶剤は土壌表面にそれぞれ散布した（1975

年7月28日）．試験区分は1区5畦とし，7試験区33

畦を使用した．ただし対照区（放任）は3畦とした．

　2年次は1年次と全く同じ試験区において実施し

た．

　除草剤の散布は2回行い，第1回日はトレファノサ

イド乳剤500倍液，ロロックス水和剤700倍液，ニッブ

乳剤56倍液，シマジン粒剤10a当り3kgを雑草の

三面に散布した　（1976年6月4日）．第2回目は散布

後1ヶ月の1976年7月5日と1976年8月4日にそれぞ

れ散布した．

　雑草の繁茂調査は1年次では1975年7月8日に，2

年次では1976年7月5日に実施した．なお除草作業は

土壌表面散布の前日，即ち5月30日に全区を抜草し，

後日8月11日には中耕除草をそれぞれ実施した．雑草

の繁茂調査はグラモキソンとMCPを散布する前日に

実施したもので試験区のmとVは直接比較の対象とは

ならない．

　結果および考察

　1）　1年次における生育：除草剤と雑草の繁茂につ

いては，Table　3によれば，アカザ，イヌガラシ，ス

ベリヒユあるいはノボロギクなど除草剤の効果は明確

であり，特に日野ックスの効果は顕著でありニップ乳

剤の効果も大であった．但しウシハコベではむしろ繁

茂が助長される傾向を示しノボロギクでも1のトレフ

ァノサイド乳剤も同様に繁茂が助長されるようであ

る，地上部の生育はTable　4のとおりである．草丈

は無処理区に比し除草剤処理区は高い傾向を示し，最

も高いのはのWシマジン区の47．2cm，次いでHのロ

ロックス区の43．7cmであった．生育には多少の差

異があっても，除草剤散布区が全般に優れている傾向

が認められた．
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Table　3．　Growth　of　weed　and　Weedkiller （’75．7．7）

Plot
　ε

巳蝿
ミミa
ミ§』倉

　ミ＝oミ
　o．口）

　　コ

§四 　　尋

§駕一

罐琶

　　
§難
’§・隷ロ

難曾§

　q・・一り
　魅昌）

　　ヨ
　＾．曽

謙聲
ロサな

§難曾

【つ喬R）

　　の
ミ騨
ミ§蝦
ミミリ（

謙量

　　ヨ
ミ　．曽

㌶ε　o
隔嚇‘
回り
．物袋ρ（の

騰旦
I

H

皿

V

V皿

34．2×30．6

14．9　　12．0

48．7　35．9

15．2　　14。6

42．8　33．6

33．2　　25，8

32．0　　32．8

11．6

5．8

22．4

8．6

17．8

25．8

13．0

11．0

12．0

13．0

20．8

18．2

21．6×20．2

28．4　26．6

30。6　29．2

34．230．0

33．0　36．6

21．4　19．2

34．6

11．2

26．0

28。8

29。2

25．0

16．6

16．6

24．4

11．0

一

Table　4．　Growth　of、B砂1εκプ瑚2ルあα’κ”3　L． （’75．10．6）

Plot

の
躍

コほ
。

‘

→→（
慧日

哉ε

唱
＄

a
の（
≡八
田呂

旧
。

ね

超

目日

口o
z三

唱
。

し

名

医旧

5邸
z阻

閣
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コo
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I

H

皿

IV

V
VI

V皿

36。9

43．7

33．4

27．0

35，2

47．2

25．9

20．1×20．7

24．9　　25．6

21．7　18．6

19．0　　19．0

17．4　17．9

21．1　23．5

15．3　　16．6

2．0

3．0

1．5

1．1

1．0

2．9

0．9

14．5

17．2

14．0

11．3

12．1

16．4

10．4

13．0

14．0

12．3

13．2

12．7

13．4

10．9

1．7

1．6

1．5

1．5

1．6

1．4

1．4

14．3　　　28．7

16．6　　35．8

13．3　　　26．3

9．6　18．1

11．4　　27．7

15．7　　　40．0

8．5　15．8

3．4．　1．8

3，7　　4．1

2．7　　1．9

2．4　　1．4

3．0　　1．3

3。7　　5．0

2．4　　1．7

2

4

3

0

1

7

1

Tab星e　5．　Growth　of　weed　and　weedkiller （’76．7．5）

Plot
　　　Sθπαゴ0ρμ知7’S

PIant　height　Hill　spread
　　（cm）　　（cm）

　Co”3〃z61fπ4‘o〃2ηzμ〃ま3

Plant　height　　Hill　spread

　　（cm）　　（cm）

　ルfα」αcゐ加7πα9κσ躍。κ〃z

Pla皿t　height　Hill　o　pread

　　（cm）　　（cm）

I

H

皿

IV

V
VI

V皿

26．6

27．8

29．6

28．6

31．4

22。4×20．4

19．8　20．6

23．2　　26．0

18．2　18．6

21。4　21。8

11．2

一

一

26．6×20。2

8．2

一

23．8×28．4

一
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　2）　2年次における生育：除草剤と離草の繁茂につ

いて各区多いものの第1～第3位まで，トレファノサ

イド，ロロックス，ニップの散布1ケ月後に雑草の草

丈，株張りを調査した．Table　5によれば，最も多い

ノボロギクの草丈は多少除草剤の効果が認められ，草

丈の低いものからみるとトレファノサイドグラモキソ

ン，シマジソ，MCP，無処理の順であっが，株張り

は必ずしも草丈と一致しなかった．例えば，小さいも

のからみるとシマジソ，グラモキソソ，無処理，トレ

フ．アノサイド，MCPの順であった．一年の調査と比

較すれぽノボロギクの草丈はトレファノサイドでは顕

著に低くなっており，ウシバコペの株張りはニップで

も若干小さくなっていた．

　以上のことから除草剤の効果についてみると，雑草

Plot
Plant
height
（cm）

Table　6．　Growth　ofβψ16～〃～〃πノね’oσ’κ278　L

Hill　spread
　（cm）

Number　of　Diam　of　Number　of
　stem　　main　stem　primary
　　　　　　（mm）　　　branch

（’76．11．1）

Fresh
weight
of　tOP
　（9）

Seed
weight
（9）

一

I

H

皿

IV

V

w
、1

100．6

91．3

113．9

119，6

119．9

89．0

90．7

54．4×39．1

57．5　　38．4

59．1　41，2

60。6　　37．6

62．6　　43．8

44．4　29．9

37．5　　25．7

1．7

1．7

2．3

2．2

2。2

1．6

2。0

5．9

7．0

6，1

6。3

6．6

6．0

5．3

23．3

24．0

24．5

25．1

22．5

22．4

18，7

87．0

142．8

120．7

118．0

110。4

66．8

43．2

0．691

0．2420

0．1390

Table　7．　Yield　of　Bzψ1θz‘7～〃πノblcα’z〃ηL （’76．11，1）

PI・・Roﾐ耳th　Ro糊ead　Dia～部oot
Number　of
　prlmary
branch　root

　Root　weight
Fresh　　　　　Dry
（9）　　　　（9）

I

H

皿

IV

V

、1

21．1

22．0

22．1

22．0

21．9

20．5

20．3

13．9×9．4

14．7　　10．5

16．2　11．8

16．2　　12，0

13。8　10．3

10．6　7．6

10．6　7．2

4．4

4．5

4．6

5．0

5．8

5．2

4。3

8．6

8．6

10．5

11．7

9．7

6．7

7。0

9．1

12．9

10．6

9．5

9．6

7．0

5。1

5．2

2．7

3．6

2．2

3．4

2．1

1．9

Table　8．　Yielding　percentage　and　T－R　ratio　of、B1ψ’α‘γε‘”多ノhlcα’～〃πL．　ぐ76．11．1）

Plgt
　Fresh　weight
Top　　　　　Root
（9）　　　　（9）

TR・a・i・D「y?ｯt　of

　（％）　　　　（9）

Yielding
percentage
　（％）

Dry　weight　of
ratio　to　VII

　　（％）

I

H

皿

V

v皿

87．0

142．8

120．7－

118．0

110．4．一

66．8．

43．2．一

9．1

12．9

10．6

9．5

9。6

7．0

5．1

10．5

9．0

8．8

8．1

8。7

10．5

11．8

5．2

2．7

3．6

2．2

3．4

2．1

1．9

57．1

20．9

34．0

23．2

35．4

30．0

37．3

273．7

142．1

189．5

115．8

178．9

110．5

100．0
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の種類にも関係するが，ノボロギク，ウシバコペなど

の生育抑制に役立つ除草剤はトレファノサイド，グラ

モキソン，『シマジン，MCPなどのようである．地上

部の生育はTable　6のとおりである．草丈や株張り

は除草剤によってかなりの差異が認められた．

　草丈は処理区の1部，ロロックス，シマジンを除き

株張り，茎の太さ，第1次分枝数，地上部重などいず

れも無処理区に比しはるかに優る傾向を示した．例え

ば，草丈，株張りではMCPが最：高で，次いでニップ

やグモモキソンであった．地上部重ではロロックスが

最：も重く，グラモキソンがこれに次ぎ，丁数において

は，処理区は無処理区に比しほとんど差異はなかっ

た．なお種子生産についてみると，MCP，無処理，グ

ラモキソンの順であり他は皆無であった．

　除草剤の種類とミシマサイコの種子生産の関係につ

いては更に検討を要する．

　地下部の生育はTable　7のとおりである．’

　根長，根張り，根太，根回などでは除草剤処理区が

無処理区に優り，第1次分枝根数ではニップ，グラモ

キソンの順であった．

　地下部の乾重についてみるとTable　8のとおりで

ある．まず，トレファノサイド，グラモキソンの順で

あり，根系の歩留りについては前記と多少異なりトレ

ファノサイド，無処理，MCP，グラモキソン，シマジ

ン，出ップ，ロロックスの順であった．T－R率では無

処理区が処理区に比し若干高い傾向を示した，

　以上のことから除草剤の処理は全般に地下部の生

育，収量を高める傾向が認められ，特に根系の歩留り

が高いトレファノサイドは注目された．

　摘　　要

　1）　1年次における生育：除草剤と雑草の繁茂につ

いては植物によって相異しており，アカザやイヌガラ

Table　9。　Weed　and　Germlnation　of　Bκρ1卿μ〃z．駕。伽ηz　L． ぐ76．5．10～6．10）

t｝eated　year contro1
　　dilute　of　density
（Nip）　　　（nip）　　　（Nip）
50　　　　　　　　100　　　　　　　200

hand　weening

’76．5．10

〃　　17

〃6，10

12，7

12．7

16．3

16．3

17．0

16．3

11，0

18．0

15．3

17．0

12．3

14．0

16．8

16．3

16．8

Number　of　weed　species　　15 14 11 9 0

Table　10．　Weeding　e缶ciency　for　weedki11er　ofβκρ」8κγ襯zμcα彦μ”z　L．6）ぐ76．5．10～6．10）

plant
family

　　　　　　　　　　　　　　　dilute　of　density

臨1 嚔m（ratio＋）（一）蜘，器（離）皿、器血、馳温、
　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　（％）　　　　　　　　（％）

Mo㌶ooo’ツ」θ40フzαzθ　 22．7　 19，3　　15．7

cαγンψ勿〃αcθαθ

Eψ加ア伽。ω8

Co〃ψos髭αθ

44〃z〃α，3’加。¢αθ．

44αzη彦加c9α8

0罪α」∫4σcθαθ

ather

totaI

dyed　ratio

1．7　　2．3 2．0

11．3　　20．3　　12．0

6．3

0．3

0．7

0．7

6．3

0．3

0．7

0，3

0　　　0．7

43．7　　52．0

6．0

0

0．7

0

　0．7

37．1

26。1

（一）

18．7

（一）

13．1

（一）

40．9

（一）

4．8

dyed

O

dyed

28．0　　　18．0

1．3

20．3

10．0

0．7

0

0

0　　　1．0

13．1　　61．3

1．3

3．7

10．0

0

0

0

　1．3

34，3

44．1

（一）

35．7

0

（一）

81．8

O

dyed

（＋）

3．0

27．0

22．7　　9．3

2．3　　2．0

14．0　　0．3

5．7

0．3

0．3

1，0

6．0

0

0．3

0

（一）

59．0

（一）

13．1

（一）

98．0

（＋）

　5．3

dyed

　O

dyed

0　　　0　　　　－

46．3　　　17．9　　　28．0

61．6

0

0

0

0

0
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シ，スベリヒユ，ノボロギクなどは除草剤の効果が明

確であり，特にロロックスの効果は顕著で，これに次

いでニップ乳剤も効果が大であった，地上部の生育に

ついては，草丈では除草剤処理区が高い傾向を示し，

特にシマジソ，ロロックスなどが目立ち，多少の差異

はあっても除草剤散布区が全般に優れている傾向が認

められた．

　2）　2年次における生育：除草剤と雑草の繁茂につ

いてノボロギクに多少の除草剤の効果が認められ，ト

レファノサイドでは草丈が顕藷に低くなっていた．1

年目と多少異なりノボロギク，ウシバコペなどの生育

抑制に役立つ除草剤はトレファノサイド，グラモキソ

ン，シマジソ，MCPなどのようである．地上部の生

育はロロックス，シマジソ以外の除草剤は全般に優る

傾向を示した．地下部の生育は，根長，根張り，根の

太さ，根重など除草剤処理区が無処理区に優ってい

た．全般に除草剤の処理は地下部の生育，収量を高

め，特にトレファノサイドは根系の歩留りが最も高く

注目される．

IIポット栽培

　材料および方法

　2，000分の1アールワグナーポットを用い，土壌は

砂質壌土をクロールピクリンで完全消毒し，ポットに

充填割合は下から砂利1。7kg，砂1．　O　kg，土壌15．　O

kgとし，上面に雑草の繁茂している畑土を100　g散

布した（1976年4月5日），肥料は慣行量を甚肥とし，

硫安4．762g，過石6．061　g，塩加1．63　g，土とよく

混合した．

　種子は1ポット当り30粒播種し（1976年4月8日），

発芽始めは1976年4月21日目あった．

　除草剤はニップ乳剤を用い，標準区はニップ乳剤100

倍液とし，発芽揃いの1976年5月10日に散布した．試

験区分は1区3連とし5区15ポット制とした．

　ニップ乳剤標準量100倍皿，50期目，200倍IV，手取

り（除草）V，放任1の5区とし，ニップ乳剤の散布

はいずれも5月10日であり，手取り区は雑草の出芽時

に適宜実施し，放任区は全く雑草の繁茂にまかせた．

なお灌水は適宜実施した．

　結果および考察

　1）　ミシマサイコの発芽と雑草の種類はTable　9，

除草剤の殺草効果についてはTable　10とおりであ

る．ニップ乳剤に極めて弱い雑草はメヒシバ，オヒシ

バ，アキメヒシバなどの単子葉類であって，ナデシコ

科，トウダイグサ科，ヒユ科，カタバミ科の順となっ

ており，殺草効果のほとんど認められないものは，キ

ク科（オオアレチノギク，ヒメムカシヨモギ），キツ

ネノマゴ科であった．単子葉類では，高濃度ほど殺草

効果が著しく現われ，ナデシコ科のオオツメクサは濃

度に関係なくほとんど枯死状態となったが，その後再：

び生長した．なお，ニップの薬害の右無についてみる

と，ミシマサイコの子葉の先端や葉縁が黄変し，濃度

により1部個体の枯死が現われ特に高濃度に認められ

た．

　2）　本試験はガラス室内において実施したので室温

は15。～25。となり，日時の経過に伴ない雑草の繁茂

が急激となり，一方向ミシマサイコの初期生育は遅れ

遂には調査不能となった．

　今後は除草剤の種類や散布方法，時期，濃度などが

適切であったかを更に検討したい．

　摘　　要

　1）　ミシマサイコの発芽と雑草の種類と殺草効果に

ついて検討した．ニップ乳剤に極めて弱い雑草は，単

子葉類のメイシバ，オヒシバ，アキメヒシバなどであ

って，長草効果のほとんど認められないものは，キク

科，キツネノマゴ科であった．単子葉類ではニップ乳

剤の濃度が高い程除草効果は顕著となるが，ナデシコ

科のオオツメクサは濃度と関係ないようであった．

　2）　ミシマサイコの生育については，その初期生育

が雑草の生育に遅れ遂に調査不能となった．

　本試験遂行に当り，供試の除草剤を快よく御恵与賜

わりました各位に対し，感謝の意を表わします．

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）
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　　　　植　物　目　録

北海道薬用植物栽培試験場

1．栽培植物目録　H．生薬標本目録　皿．門葉目録

　　　　　本間尚治郎・堀越　司・畠山好雄・

　　　　　逸見誠三郎＊・佐藤里子・佐竹元吉

　　　　　　　　　　1、IST　OF　PI、ANTS

　　　　　Hokkaido　Experiment　Station　of　Medicinal　Plants

Part　I　List　of　Cultivated　Plant，　Part　II　LIst　of　Crude　Drugs，

　　　　　　　　　　　　　Part　III　List　of　Herbarium

Naojiro　HoMMA，　Tsukasa　HoRIKoSHI，　Yoshio　HATAKEYAMA，

　Seizaburo　IIENMI，　Satoko　SATo　and　Motoyoshi　SATAKE

　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1977）

1　栽培植物目録

1，ist　of　Cultivated　Plants

．4Cαπ疏αCθαεキツネノマゴ科

　・4σα漉伽sJoノ～9肋伽3　POIR．ナガハハアザミ

　∠4，鋭01欝L．ハアザミ

　ノ1，πξ8θ7hl［LL。

　五．5ρ㍑o詔5L．トゲハアザミ

　1）ッ。々∫α7αア加。海SCHULTホソバシマケンザソ

且eθrαcεα¢カエデ科

　∠4C〃”3’ンα∂θf　MAXIM．クロピイタヤ

　A．〃ZOπO　MAXIM．イタヤカエデ

　・4．πβ9κπ40L．ネグンドカエデ

　A．π請0θη5θMAXIM．メグスリノキ

・4Cだ敏」如C8αθマタタビ科

　五。’ゴπf4ゴαα響z‘’αPLANCH．サルナシ

・49αrあα‘8αθマツタケ科

　五θπ’加κ3640465SING．シイタケ

・4∫f81πα如ceαeオモダカ科

　441fs”zα‘α，3σ’∫α‘1α’μ〃z　A．　Br．　et　BOUCHEヘラオ

　　　モダカ

＊エーザイ内藤記念館植物園

　五，ρ」απ’㎏o一α9鍬zが‘αL．

　　　　　搬ア．07fθπ’α18　SAMUELS．サジオモダカ

五日αr〃薦♂αceαεヒガンバナ科

　〆19αびθα〃3θγfcαπαL．

　　　　　むα7．，πσ堰’πα如TREL．リュウゼツラン

　Cγ勿μ”多α5∫σ’fc㍑72zL．

　　　　　抄σ7．ノσ♪oπfoz‘〃3　BAK．ハーマユウ

　C．1α∫ヴbだん〃2L．インドハマニLウ

　Lyco7fs　7α認α’αHERB．ヒガンバナ

　L・ε9μα，π恕θ7αMAXINLナツズイセン

五ηαCα「dεαeθαeウルシ科

　ル毎ηg〃セ7αfη4fcαL．マンゴー

　1～加5乃ガγ’αSUDW．

　R．’ガ。乃ocαゆαMIQ．ヤマウルシ

五πoπαc8αεバンレイシ科

　、4π073σo他ア∫〃zo’αMILL．チェリモヤ

ノ1poσ〃παoεα8キョウチクトウ科

　、4”z30π」α8〃ψ〃。αRoEM．　et　ScHuLT。チョウジソウ

　飽μ躍0〃0α7π8568〃3L．

　R．sθゆθ擢fπσBENTH．インドジャボク

　1～．　〃0ノ刀髭0フガσ］し．

　S〃oρ’～απ魏μ38アα’μ3FRANCH．クリームフルート

・49㍑”bJεαceαeモチノキ科

　1’σκc7〃zα’αTHUNB．イヌツゲ

　孟7z‘goεαFr．　SCIIM．　ツルツケ．

．4rαCθαεサトイモ科

　ノ1CO7μ5‘α1α〃3謬4sL．
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　　　　　搬プ．απgκs’α∫～‘3PERS．ショウブ

　！17お。θ刀2召α〃gz‘s’α’zご”多Fr．　et　SAV．

　　　　　槻ア．ρθ72伽3κ血θNAI｛AIコウライテソナン

　　　　　　　ショウ

　CoJoc4ε’αα，z”σμoアκ，πSCIIOTT

　　　　　z，αア．05α‘1θπ’～‘，，z　ENGLERサトイモ

　ムン3’c〃’oηcα，π’∫c乃α！co’2∫θScHOTTミズバショウ

　」、foπ5’o耀40〃cfo詔LlEBM．ホウライショウ

　Plπo〃α’θア，7α’σBREIT，カラスビシャク

　R〃’ρσ〃”αSCHOTTオオノ、ンゲ’

　S，’〃ψ！oαzゆκ3プθ71〃bJfκ5　SCIIOTTザゼンソウ

且rα1fαceασウコギ科

　ハCω〃～0♪α，Zακ3θπ”σ05～‘5　HARMSエゾウコギ

　／1cω2’加ρα肥κ5θs”〃。耀3　SEEM．マンシュウウコギ

　、4．3fθδ0！漉α”κ3　MAK．ウコギ

　ハ．sρ加osκ3　MIQ．ヤマウコギ

　凶70」’αco雇α∫αTIIUNB．ウド

　A．戯z’αSEEM．タラノキ

　1セゴθ瓶加胆L．セイヨウキズタ

　陥Joραフ7ακρ’c’μ3　NAKAIハリギリ

　ルπσκ8・fπ3ω28・C．A．　MEY．オタネニンジン

　Rノαρ072fα‘3　C．　A．　MEY．チクセツニンジン

」rf8foτOC配αceαθウマノスズクサ科

　11諏7」‘ηz乃θ’〃。〃oρo毎63Fr．　SCHM．オクエゾサイ

　　　シソ

五8c1¢P’αdαceσθガガイモ科

　σンπα〃0加‘那Cακ4α’～‘7πMAXIM．イケマ

　Eb翅αz㍑o紹R，　Br．サクララン

　M厨αρZβ冠5ノ砂。痂。αMAK．ガガイモ

五｛顔凄αcθαθオシダ科

　Coプπoρ，6，・ξ30アθπz‘如’osθ〃～‘如’αNAKA1イッポンワ

　　　ラビ

　1）7♪，oク～6ガ3　cγ4∬〃乃f£oη～αNAKAIオシダ

　G卸”，20cα7♪f3‘，，UθssoeπsθKoIDZ．イワウサギシダ

　Loρ’ρ9畑2，z，πα，πo〃∫s3f〃～αCIIINGミゾシグ

　M々〃α‘oc145〃1‘〃；’oρ’cプ’3　TODAROクサソテツ

　1わζy5”訪κ7π〃ψ’8γoπPr，ジウモソジシグ

　1γoo4ε’（zρoみ・5’∫o々。’ゴ05　EATONイワデンダ

五｛ΨZeπfαcθαeチャセンシダ科

　ノ1Sρ’θノが8〃π0ηヴ（1Z㍑‘η3八IAK．オオタニワタリ

　Zl．∫πcfsz‘2πT王｛UNB．トラノオシダ

　p〃♪・碗∫f3∫co1∂ρβη〃ゴz‘〃3　NEWM．コタニワタリ

Bαおαη1加αCθαθツリフネソウ科

　1勿ρ認∫θ7253〃’σπξHOOK．　f．アフリカホウセンカ

βα8θπαCεαθツルムラサキ科

　動56”召7～めηL．ツルムラサキ

βθσ0πfαceαθシュウカイドウ科

　β偲。痂αアθκα‘〃忽’σBAILEYオオバベゴニア

β8rゐer配αcεαθメギ科

　！1C乃ら’3ノαρ0短α2　MAXIhl．ナンブソウ

　β87ろoγ’3α万zz‘7〃35’3　RUPR．

　　　　　槻プ．メαρ072ゴ。σREHD，ヒロバノヘビノボラズ

　β．αz2zα4θ223f5　POIR．カナダメギ

　βρ’〃zθ〃z‘2πc解η2θ～σηNAKAI　et　F。　MAEK．キパナ

　　　イカリソウ

　1ヨ．50g∫〃α’～‘7πMAXIM．ホザキノイカリソウ

　E．g〆απdf卿7Zρπム10RR．

　　　　　乙・αア．助τ〃め。耀惣π～‘〃2NAKAIイカリソウ

　ハセπゴ∫〃σdo規。∫〃。αTIIUNB．ナンテン

・Bε如’αceαθカバノキ科

　／11’214∫ノα∫》07が。αSTEUD．ハンノキ

　乃．7παh祝ozo’c2ξf　CALLIERミヤマハンノキ

　βo’κ長zραり1ρ乃．y1如SUKATCI．IEV

　　　　　t，α7．ノαρ07zfcαHARAシラカンバ

B匂πoπfαeθαeノウゼンカズラ科

　Cαfσ伽∂∫8π077fo漉3　WALT．アメリカキササゲ

　5φα〃30げ。απ〃。〃αzSEEM．

lB㍑αceαθべニノキ科

　撰畑0ア6〃伽αL．ベニノキ

1｝oπめαcαcθαθ　’｛ンや手斗

　Rzc〃∫ηz　7παo／oα〃1）τ‘3　SCHLECHT

Borασεπαceαθムラサキ科

　Lf酌05ρθ7，π1〃π6り，’〃。プ乃∫20πSIEB．　et　Zucc．ムラ

　　　サキ

　L．o．一陣α18　L．セイヨウムラサキ

　Mθγ’θノzsゴαμ〃ooαゆαTATEW．　et　OIIwI

　　　　　田7．yθ2072θ，2s’5　TATEw．　et　OHwlエゾルリ

　　　　　　　ソウ

　ハf）’050”5”1びα”CαHOFFM．エゾムラサキ

　S），η2が～ン’μ勉。ガ｝c∫ηα’θL．ヒレハリソウ

Broπ～e1εαceαθアナナス科

　ノ12」α7～α3ω〃zo3～‘5　MERR．アナナス　（パイナップ

　　　ル）

　β〃δρ居∫α〃1〃α7zs　II．　WENBLヨゥラクアナナス

Bπκαceαθツゲ科

　勘cb，銀，2（1プαf6〃π〃2α〃3　SIEB。　et　ZUCC。フツキソ

　　　ウ

σ“cfαceαθサボテン科

　、4ρ0700αc∫2‘3．侮8θ〃ガb7初∫3　LEM．ヒモサボテン

　β♪ψ乃ン！1κπzαcん6ηπαπ2漉HAW．

　E．oκ二ゆ。’α1κ”2　HAW，ゲッカビジン

　E．5ケfc’z〃ηBAIT．　et　ROSEクジャクサボテン
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　　E．〃κ，παz’κ7πHAW．シャコパサボテン

　　Loρ乃oρ乃。アαzσ∫1」∫α5だCONLT．ウパタマ

　　の餌フπfσα7∂解07αSCHUM．

　　0．7α，7305∫55∫，，zαENG．．．セイヨウサンゴ

　　0．sα」〃zfα22αPARM．サンゴジュ

　　0．勧ηαMILL．キンブセン

　　0．〃μゆ7∫3M互LL．タンシウチワ

　　R17θs屠σαα4」θσ’σMILL．モクキリン

Cαηψαημ1αceαθキキョウ科

　　、44θηo助oγα〃ψんメ血A．DC．

　　　　　　搬7．メαρ0フzfαz　HARAツリガネニンジン

　Cα2，zραπκ血碗σ，πfs50癖3　FEDOROVチシマギキョウ

　0．如5∫oαzゆσCHAM．イワギキョウ

　勘砂oo40π8アα％4解07κ隅A．　DC，キキョウ

αππαceαθカンナ科

　Cαπフzαゴπ4fcαL．

　0．z槻プ5‘α〃∫02’ゴDIETR．

Cαpr”bJ融ceαeスイカズラ科

　五ω∫∫oβγσ6加刀」’550ゴBUNGEチシマヒョウタンボク

　ム．c加ン5αフε飾αTURCZ．ヒメブシダ’マ

　L．ノ。♪o加αzTHUNB．スイカズラ

　L，5θ〃zρθ7擁7θ22sL．ツキヌキニンドウ

　1，．∫α∫αアゴ6α　L．

　5ωπう～‘α‘ε5’θうoZ4’απαBLUME，　et　GRAEBEN

　　　　　　ρα7．7π忽κθ屠HARAエゾニワトコ

　Sッ2πρ加7’αzゆ05α1うz‘sBLAKEセッコウボク

　γf伽η3π，π戸‘γcα’3‘223BLUMEオオカメノキ

　γ．oρ～μ5　Lセイヨウカンボク

　Wθ’8θ伽1’07’即3おK．KOCHタニウツギ

　　蹴〃3㎡4θ2z40顔α2zαK．　KOCHウコンウツギ

σαr〃op勧πασεαeナデシコ科

　1）’απ伽‘5甜ρθ7δκ3L．エゾカワラナデシコ

　　　　　　むαア．5ρocゴ05κ5　REIcHB，タカネナデシコ

　5αρoπσア∫αo．庚。切α！ガ5L．サボンソウ

　Sρ醐g多‘如7’σ7κ加αPRESL．ウスベニツメクサ

C♂α8かαCθαθ＝シキギ科

　C諏zs’7～‘507毎。2‘如如3　THUNB．ツルウメモドキ

　23’o〃〃2〃5〃如’〃5SIEB．ニシキギ

　　　　　∫c’」∫α’048πfα’z‘3HIYAMAコマユミ

σεrcεdゆ距〃παCεαθカツラ科

　Cθ7c∫4ψ乃♪”～4”3ノαρ012∫cκ〃z　SIEB．　et　Zucc．カツラ

σみθπopo♂fαcεαθアカザ科

βθ’4〃f8ンπαWALDST

　β．むκ忽z擁5L．ビート

　　　　　びαア．7zの7αMIQ．レッドビート

　C〃θ130ρ04’μηzα1ろz‘〃3L．

　　　　　　〃αア。‘θ〃”0〃めγ‘〃，；MAK．アカザ

　5ρ加ασ如oJθアαoθαL，ホウレンソウ

。配。川η痂αceαθセンリョウ科

　C〃07α13’肱5ノαρoη’cκ5SIEB．ヒトリシズカ

α8’αcεαθハンニチバナ科

　11診1∫α2π乃εηπ‘刀多α2，Zα4θπSe　ムIICIIX．

　H，9γαπ4加0アε‘’πL．

σ0π槻ε」加αCεαeツユクサ科

　R加804ξ5colo／HANCEムラサキオモト

　T7α4θ3α魏がααア∂〃ZOプα　HORT．

　　　　　　びα2・．α」δα一〃∫〃α’α

Oo鵬ρ08ゴ如θキク科

　∠lc屠〃θαμαηπゴ。αL．

　　　　　び4ノ．〃昭‘〆。‘の）加勉OHWIエゾノコギリソウ

　∠肋ψ加」∫s7πα岬7ゴ∫αcoαBENTH．　et　HoOK．

　　　　　御ノ．ω碧μ3！∫0／NAKAIヤマハハコ

　Aγc’加規め餌〉σL．ゴボウ

　4γ癖。α規。〃fα，2αL．アルニカ

　A．朋αめεC6πS’s　LESS．エゾウサギギク

　∠47’67π観ααδ5∫配るfπ彿L．ニガヨモギ

　∠4．απηκαL．クソニンジン

　A，αγC’加LESS．サマ八尋モギ

　A．’αo翻α∫αWILLD，シコタンヨモギ

　A．祝αγ漉，ηαL．ミブヨモギ

　，4．”卿z’απαPAMP．ミブヨモギ

　・4，50肋3’4∫fα72αMAXml．アサギリソウ

　」4彦アαC砂ZO（」θs　jαρ0フ3ゴαz　KOIDZ．オケラ

　よ4，血πoθαDC．ホソパオケラ

　Cαcακσαz‘7ゴα‘如’αDC．

　　　　　〃αγ．δ〃6漉γσKOIDZ．コモチミミコウモリ

　Cαア酌αη襯S漉Cガ0ガ郡sL．ペニパナ

　　　　　”α7．fπoγ癖s　HORT，トゲナシベニパナ

　0乃乳y∬π魏6’π柳κ　6’ノ‘6〆【z万σの」～π〃3　Vls．　シロバナ

　　　ムシヨケギク

C．‘oα1’〃α〃22WILLD．アカパナムシヨケギク

C，”z‘19α7θBERNH．ヨモギギク

　0．ソ6！2：0θ刀58ハIAEK．　コハマギク

　Cfア5∫多‘7π4∫ρ5αco♂θρfs　MATSUM．モリアザミ

　Cγψ538：y’1zπoρ’‘s　KOIDZ．エゾタカネニガナ

　Dα観αがηノzα如CAV．ダリア

　Gα沼α74’α勿うアfゴαHORT．

　1∫fθ7αc加παε‘γα鋸’αα‘解し．コウリソタンポポ

　1塩押6み6Zθ癖z〃πL．オオグルマ

諏θアfs　4θ撹α如NAKAIニガナ

　1．」αρoπfα1NAKAIジシバリ
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　五σc伽。α紹勧σL．チシャ

　Lθoη’（ゆ04∫κ吻4fsoolo7　BEAUV．レブンウスユキソ

　　　ウ

　ル勉〃fαz7∫αc乃α彫。ηz∫」ぬし。カミツレ

　SO〃4α90　Z2fη9【㍑〃θσ　L．

　　　　　　槻γ．9∫9伽磁MIQ，コガネギク

　S’6〃fαプθδα2‘〃6παBERT．ステビア

　Tねγακααρπo．獅πα1θWEBERセイヨウタンポポ

σoπりoZ槻’αceαθヒルガオ科

　　1♪0”100αδα’α’α5LAM．

　　　　　　搬プ．θ4τ‘1ゴ3MAK．サツマイモ

σorπαc8αθミズキ科

　Coγη2‘sα’δαL．

　　　　　　槻ア．5’δゴァ’ατHOUD，　et　LOUD．

　C．α膨α4θη5∫3L．ゴ・ピンタチバナ

　C．‘o刀〃ωθ7紹HEMSLEYミズキ

　C．〃2αsL，セィヨウサンシュユ

　C．飢ηgz‘fηαzL。サンゴミズキ

　C．s解。ノαzL．エゾゴゼンタチパナ

σrα88凝αeeαeベンケイソウ科

　Cアα33～‘血α耀εη’θαTHUNB。

　1向長z”c乃。θろ10∫ミ〆珍1ゴfαπαPOELLN．

　Sθ42‘〃2cακ”oo如PRAEGERヒダカミセパヤ

　S．　髭σα7επ9θ　八IAK。

　　　　　　撚〆．08g解gθα勉初OHWIアォノイワレンゲ

　　　　　　〃αア．ル7μ5♂OHWIレブソイワレンゲ

σ川。εfεrαθアブラナ科

　137α35fαzo1θアα06αL．

　　　　　　〃α7．αzが彪忽L．カンラン

　β，ρθ々ξπθ〃s’3RUPR．ハクサイ

　B．7αραL．カブ

　0αγゴαη2fπり1θ30θ〃3’5　MAXIM．エゾワサビ

　Coc〃βαγ∫40ア刀30アαo∫αL．ワサビダイコン

　几勉。アoρoゴ’κ2πρ’8γ05ρθプ”2～〃πFr。　SCHM．バクセン

　　　ナズナ

　1面ρルαπ～‘ε∫αガ〃～‘3L，

　　　　　　乙’α7．れψ乃α2が5〃0ゴ4θ3MAK．グイコソ

σr‘αどrδf如ceαeウリ科

　Cf〃1‘〃1‘3む～‘ゆ7f3　SCRAD．スイカ

　α‘α4”2f5”2θ’oL．

　　　　　　槻ア，”Zαた規↓，αMAK．マクワウリ

　　C．5αが〃μ3Lキュウリ

　Cπα67ゐ”α卿05盈α’αDUCII，カボチャ

σπprθ8sαceαeヒノキ科

　C乃α〃3αθのψαガ3如z〃30π’α2zαPARL．ローソンヒノキ

　αψ7θ53π3sθ”ψ〃〃〃θπsL．

　　　　　　びα7．乃07fzoπ’σ1f3　GORD．ニオイヒバ

　∫z‘πψoη‘3co〃2η躍22f3　L．

　　　　　　ε1σ〆，鷹。漉αηαAIT．リシリピャクシン

　ノ．coπル7’αPARLAT．ハイネズ

σ〃Cαdαceαeソテツ科

　Cン。αs76”o’1‘如THUNB．ソテツ

σ〃σ1απ餉αCθαeパナマソウ科

　Cαア1～‘do乙，fαz♪α’〃2α’αRuIz．　et　PAV．パナマソウ

σ〃perαceαeカヤツリグサ科

　Cα7αδ’oρ肋ガαz7加FRANCILショウジョウスゲ

　C．α‘7ひ’‘o〃3FRANCH．ナルコスゲ

　C，5’∫加’σMuHLENB，オオカワズスゲ

　Cン♪e7器加♪ンη‘sL．カミガヤツリ

Dα槻醗αceαeシノブ科

　1Vθρ加oJψガsατ〃’c～〃α’θTRIMENタマシダ

DfαPθπ8fαCεαθイワウメ科

　Dfαρ0η5’α　如ρρ0πfcα　L．

　　　　　　3ψ．oδo〃α’αHULT．イワウメ

刀fo8cor8αceαεヤマノイモ科

　D∫oscoγ昌αゴα♪o”f◎2　THUNB．ヤマノイモ

　Z）．’000γ0］MAK．オニドコロ

1万P8αeαC6αeマツムシソウ科

　Sα；δ’05αメαρ0π’αzMIQ．マツムシソウ

研αeαρπαocαθグミ科

　君如。σ9ππs襯〃理∂7αTHUNB．ナツグミ

乃πPθかαCεαeガンコウラン科

　E’πρ6’π‘〃3フ2’9η‘〃2L．

　　　　　　槻プ．メα♪oηfcz‘”z　K．　KOCHガンコウラン

Eす厩8efασεαεトクサ科

　Eg2‘∫3θ’κ〃z乃♪1θ〃躍’θL．トクサ

Erfcαcεαrツツジ科

　　〆1〃ゴプ07π64αρo！ヴbJ’αL．ヒメシャクナゲ

　　み7c’87舷72α〃αMAK．コメパッガザクラ

　　Aプ。’o～‘3α」ρ’溺‘∫NIEDEzu

　　　　　　凋7．ノαρo癖α‘30HWIウラシマツツジ

Bびαη’加38〃z麟加D．DONチシマツガザクフ

Cんα〃3αα1αρたπθc厩yo〃α’αMOENCH．ホロムイツツ

　　ジ

E〃たfα2～’々～‘3Cα〃Z加2Z〃α々‘5　NICHOLS．サラサドウ

　　ダソ

Gακ～〃z〃語，π∫σ～‘o～∫απαTAKEDAシラタマノキ

ムαノf‘η2ρ4！κ5ケθL．

　　　　　〃σγ．4’〃θγ5ψ∫’05κ，πNAKAIイソツツジ

Lθzκo’ぬoo　87αヅαπαMAXIM．

　　　　　据ア．oδ’o”8〃b1’αOHWIハナヒリノキ

五〇f5θ，α〃’αヵγoα‘2πδ6ηεDEsv．ミネズオウ
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　ル1θπz∫63’αρθ溺α734γαMAXIM．コヨウラクツツジ

　p妙〃0400θα」α‘”cαHELL．アオノツガザクラ

　Eαzθ7〃θαBABINGTON．エゾノツガザクラ

　Rん04040／zゴ70παz〃α‘，πGEORG夏キバナシャクナゲ

　　R．cα〃z’5c加f’α〃πPALL．エゾツツジ

　R．4ακγゴ6μ〃zL．エゾムラサキツツジ

　　yαcc加㍑1πo〃α」ヴb〃ε〃πJ．　E．　SMITHクロウスゴ

　　y．o■ンcoccκs　L．ツルコケモモ

　　γ．ρ7αθ3’αノzs　LAMB．イワツツジ

　　y．～‘1嬉∫η05紛πL．クロマメノキ

　　γ．び漉3－f4αoαL．コケモモ

Er〃昂roκ〃此。8αeコ力科

　E耽y酌γoκメ。ηcoαz　LAM．

　　　　　　かα7．西oJ∫〃∫ω～z‘〃z　BURCK．コカ

EπPぬorδfαccαeトウダイグサ科

　　’4」θz〃f’θεノbγ4∫fHENISL．シナアブラギリ

　Co4∫αα〃π〃07ゴ曜α’zρ7z　BLUME

　　　　　　びαγ．ρ’c〃‘〃zルf～‘o〃．ARG．クロトン

　Dαρ1ηZψ妙〃凄‘規1～κη認oMAXIM．エゾユズリハ

　Eκ加oγ∂fα3fθゐ。ゼ’αηαMoRR．　et　DEcNE．

　　　　　　槻ア．7πo泌α刀αTATEWAKIヒメナットウダイ

　E．ψ！6πゴθπ3HoOK．ハナキリン

　Sθc冨海η㎎αsz‘ノルz‘‘fcosαREHD．ヒトツノミハギ

1勉9αceαeブナ科

　Qκθア。μsαcz〃αTHUNB．アカガシ

　Q．2πoπ801foαFlscHER

　　　　　　びαγ．8703367rα’αREIID．　et　WILS．ミズナラ

　Q．ρ妙1砂アα80’4θsA．　GRAYウバメガシ

σθπ∬απαCεαrリンドウ科

　0θノ3がαηααπ8flo5αBIEB

　G．たε〃700ROYLE

　O．」8go460加α7zαGROSSH

　O．1漉θ4L．ゲンチアナ

　G．脚。アoγo伽παWALL，

　（；，ραπ〃。ηfcαScOP．

　σ．70∂sアσKING，

　G．70c々〃〃’θHEMS．

　G．sαめ瓶BUNGE

　　　　　　むσ7．∂μθτgθ7’MAXIM．リンドウ

　G．5〃α〃zfびθαMAXIM．

　（3．がαπ5c乃ωzfcσRUPR，

　0．〃加b7αPALL．

　　　　　　〃α7．メαρo，z∫ατHARAエゾリソドウ

　　　　　　むαγ．7πoπ’απα　HARAエゾオヤマリンドウ

　Mθηンαπ飾θ3’プ〃b晦忽L，ミツガシワ

σθ「侃掘ceαθフウロソウ科

　　σ6γαπゴκ1πθπdア。∬’fJ．　GAY

　O．θガαη漉κ’πDC．チシマフウロ

　0．ゴδ¢ア∫α〃π　CAV．

　G．1πα0707〃zガ2～〃πL．

　G．1）旋z’．yρo∫α」κ’πFISCII．　et　MEY．

　G．ρθα♂6π30L．

　G．5απ9π’〃6κ’πL．アカパナフウロソウ

　G．’”z〃3δ醐gκSIEB．　et　Zucc．ゲンノショウコ

　勲娩go7z’z‘♪π40，π8∫”αρπBAIL．ペラルゴニューム

0伽匂。αcεαεイチョウ科

　G加々80δ〃。∂αL，イチョウ

Orωπ」ηεαθイネ科

　Co㍑如‘々η’παツ’o∂∫L．

　　　　　　槻ア．，，zαザκθ〃STAPFハトムギ

　C♪’〃め。カρgo〃。’〃αf多‘3　STAPF．レ・モングラス

　C．πα74κ3REND．コウスイガヤ

　1）αCり」お9’0〃昭γα如し．カモガヤ

　Z）θsc1～α，，zρsぬか8κz‘03αTRIN．コメススキ

　Eooo〃oρκ3　co’〃漉7　A．　CAMUSアプラススキ

　M∫3α〃2砺‘s∫∫1zθη5げ3　ANDERssススキ

　勲」αρπρア説6π3θL，オオアワガエリ

　乃γα9〃z”θ5co〃zη耀，2ゴ3　TRIN．ヨシ

　P妙Z‘σs∫αc勿sうαηめz‘so認θs　SIEB．　et　ZUCC．マダケ

　君ρzめθ3c餌5　MAZELモウソウチク

　A副403αSαメαρ07zfαz　MAK．ヤダケ

　5α5α肋7ξ」θη5」3MAK．　et　SHIBATAチシマザサ

σ厩fεferαθオトギリソウ科

　Gα7c加∫ακαη疏oo妙1πκ3　H．　K．タマゴノキ

　恥ρθ7∫α‘祝αη4プ。εαθηzμηzL．コポウズオトギリ

　Z五αs砂γo〃L．トモエソウ

　11．α’01πα7’z〃πBOIss．

　瓦4θπ5励η‘2πPURSH，

　∫∫．6’（㌘zπ5STEPH．

　1ノ．1ヒα1ηzfσηκ’π　L．

　1孟た。’5cん．yωzε〃πBOISS．

　H．71ZO刀∫α22κ’πL。

　H．　〃30567fαπκη3　ANDRE．

　H．oら7〃ψ∫cκ2πL．フデオトギリ

　1ノ．　07∫6π’α」θ　L。

石猷ppocα8fαπαceαθトチノキ科

　／1θ5‘〃z43∫κ幼f〃α’αBLUMEトチノキ

1バ♂αcεαθアヤメ科

　1〆ゴ3αzθψ”03αBERB

　孟。乃りr30gアψ加3　DYKES

　1．4ε伽αy∫M正CIIELI

　1．θπ5α’αTHUNB．ハナショウブ
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　孟fb紹π’沈αL，ニオイアヤメ

　五ノbθfゴ4f∬訪3αL

　二gθγηzα廊αzL．ムラサキイリス

　五乃α10ρ乃∫～aPALL．ロッカクアヤメ

　五　たα8’π醜7ξSIEI3．

　11’z‘’θscθπ3　LAM．

　1100ゐγo！α‘αzL．

　1．♪万，πσ”ατPURSII

　孟ρ3α‘ゴαco〃‘3　L．キショウブ

　孟5θ’05αPALL．ヒオウギアヤメ

　1．5め∫〃ατL．コアヤメ

　1。　5f73’θ22’∫’f　JANKs

　1．fθc’oプz‘，πMAXIM．イチハツ

」配9ταπ♂αCθαeクルミ科

　／z‘g如723σ”ごπ’”ヴb”αCARR．オニグルミ

　ノ．c励oγoαL．

汲班。αfeαεイゲサ科

　11‘πc～‘s加ア’πg8πs∫3　BUCHENミヤマイ

　1．，耀ガbア7η誌L，エゾホソイ

五αゐfαfαθシソ科

　βθ’oπ∫（翅。が。加α」∫5L．カッコウチョロギ

　CoJθμ3∂！～〃πd　BENTII，サヤパナ

　G1θC乃0，ησ1Zθげθ7αOCαL．

　　　　　槻ア，8昭π認3KUDOカキドオシ

　遅y∬oρκ30〃。加αJJ3　L．ヤナギハッカ

　五α〃αη4κ彪麗〆αDC。ラベンダー

　五gρπz‘7κs5」房ガα‘sL．メハジキ

　ル勉γη‘房～‘’πρθア¢9P7’73～〃72　L。

　ルfo1飴sαo∬扉πσ1飴L．セイヨウヤマハッカ

　ル∫θπ酌αα7α乙10π∫ゴ3L．

　　　　　搬7．ヵ’ρθアαSOθ1～3　MALIN．ハッカ（アヤナミ）

　五f．1ω19埆」～αL。ナガパハツカ

　五f．ρ砂ごγ訂αL．セイヨウハッカ

　五ノ．70！f‘π4ψ）11αIIUDS．マルパハッカ

　ゐ∬o〃α〆4α読めソπ己zL．

　君二∫∫紐103αL．ヤグルマカッコウ

　N61）6！ααz刀4）ゐ07（～’αBOISS．　ct　HELDR．

　1＞．αz忽γぬし．チクマハッカ

　　　　　z，α7．c∫ケ’040’・4　BALD．

　0ガ8πノ2κフπびん匁α70L．ハナハッカ

　07酌05ゆ乃0123’α2π’ηoκ∫BENTH．クミスクチン

　P！θc〃αフ2〃～1‘3／2ρo／2ゴcz‘3　KOIDZ．ヒキオコシ

　鞠os∫θηzoπcα∂1’πBENTII．パチョリー

　乃η‘風聞微敏7∫3L．ウツボグサ

　5α魏α0〃C初α漉し．サルビヤ

　5．5c如7偲L．クレアリーセージ

　Sα’κア¢ノ磁　αゆ∫箆θSCHEEB

　S．彫ω惚，zαL．ウインターサポリー

　∫c1がzo邦ψβ，α7πz〃哲4αBRIQ・

　Sα〃61如γξαδ4fαz’θη5’∫GEORGIコガネパナ

　丁毎ワπκ3αゆ加～‘3L．

　T．gκfπg2‘oco5’α’～‘5　CELAK．イブキジャコウソウ

　T．50貼り・πz〃πL．ヨウシュジャコウソウ

五απ’rαceαθクスノキ科

　Cf川zα，π07πκ，πcα7πρん。プαSIEB．クスノキ

　C．∫’の014’∫MEISSN．ニッケイ

　ムαr‘プ～‘s2zoδ浴3　L．ゲッケイジュ

　五fπゴ07α」‘η2δoJ’α’αTHUNB．

　　　　　z’α〆．7，ZO〃2δ7α刀αCCαム10MIYAMAナ，㍗パクロ

　　　　　　モジ

エeσμη！加osαθマメ科

　〆1」扉22’αノz‘～’δアf∬f72　DURAzz．ネムノキ

　、4s’γα8α1～‘5ノαρoπ’c～‘5　H．　BOISS．エゾモメンズル

　ノ1．”zθηzδ忽πσ08z‘s　BUNGEキパナオウギ

　Bαμ餅σ側3’アα〃3R．　Br．ムラサキセンダイハギ

　Cα∬∫αα1厩αL．ハナセンナ

　C．αγ’θ，72f3’o’4θ∫GAUDICH．ヨ・モギバハブソウ

　0．∂γασ3’θ7だF．MUELL

　C．040γα’αMORRls

　Cy∫fsz‘s乃∫ア53‘ピ2‘s　L．

　C．3coραγ如3　LINK．エニシダ

　1）β77’50〃ゆ〃。σBENTH．デリス

　0α1θ8αo灰。5ησ〃3L．ガレガソウ

　0砂‘’2zθフ，zακMERRILLダイズ

　G砂¢y77扉zαθc配π認αL．ロシアカンゾウ

　σ．g1αう耀し．スペインカンゾウ

　G．～げαJoπ5∫3　DC．ウラルカンゾウ

　加’乃y〃‘sノψ01zlc～‘3　WILLD．ハマエンドウ

　L．クα」～‘5〃ゴsL．

　　　　　Z’αγ．ρ”OSご‘s　LEDEB．エゾノレソリソウ

　0κグ’アρρ’32πo解1απ功αII．　Bolss．レブソソウ

　測燃oolz‘5α1zg」〃α7ゴ3　W．　F．　WIGHTアズキ

　P．川州γfsL．インゲンマメ

　測5躍η3郎勿π2πL．エンドウ

　Sρρ1～oプαfα乙，0500／2s　AITONクララ

　Tノ～6〃，～oρε’3’～’ρ’130ゼθ3LINK．センダイハギ

　朽。如。㍑ccαL．クサフジ

L躍αc凹θユリ科

　澄g妙απ’〃～‘37〃，3う♂！α’～‘3LHERIT．ムラサキクン

　　　シラン

　五〃如π廊’z〃。∫瑚zL．ネギ

　、4．”2礁伽。面czff　REGELシロウマアサツキ
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　14．5α’勿露，πL．ニンニク

　∠4，∫μう6ア03κ溺ROTTLERニラ

　∠4．涯。’oγ∫α」∫3L．

　　　　　”α7．ρ彪り助〃多‘〃zMAK．ギョウジャニソニク

　五Joθα幼07εSCθπ5　MILL．キダチロカイ

　温．ノ診7αじMILL．アオワニロカイ

　∠4．8アθθπだBAKER

　／1．乃θ7θ70θ％5’sENGL．

　・4．10㎎9飴7αo’o’αPOLE　EVANS，

　4．5αρoπαγ∫αHAWシャボンロカイ

　ノ1．むαπろα16πだPILLANS

　∠4幼αγαgμεルあα伽5L．ヤナギパテンモンドウ

　！1．の万cfπα〃3　L．

　　　　　〃αγ．雄漉3L．アスパラガス

　ノ1．ρ」μηzo5z‘3　BAK．

　　　　　〃αγπα規‘3NlcHOLSシノブボウキ

　五．3CO加γ∫κ3　LOWE

　．4．5ρアθノz8θ7∫REGEL．スギノバカズラ

　みερ’4’3〃α6」αf∫oアBLUhlEハラン

　Cん1070ρ勿’z‘”zco〃30sz‘7πBAK．オリズルラソ

　C．畝z如η2R．　Br．

　　　　　搬7．槻〆68始6〃3Voss．フイリヒロバオリズ

　　　　　　ルラン

ーCJ”z’oπ’ακ♂6π5’5　TRAuTv，　et　MEY．ツバメオモ
ー

　　　ト

　Co娩∫α‘〃z鋸彦ε‘〃3πα1θL．イヌサフラン

　Co御α〃αγfα海3醜θ∫MIQ．スズラン

　C．，παノαJf5　L．ドイツスズラン

　Eり，‘〃。πfz〃πゴαメ）01z∫oκ1πDECNEカタクリ

　F7，，〃α7，αcαη～’s曲α’oθ〃s∫5　KER－GAWL．クロユリ

　F．かθγ∫’c〃認α、VILLD．

　　　　　槻ア，〃zκ肋θrgだBAKERアミガサユリ

　．GαgθαZ‘6∫6αK：ER・GA、VL．キバナノアマナ

　1北JolzJψ3∫30プfθ〃’α1∫5　C．　TANAKAショウジョウ

　　バカマ

　肋〃zθアooα〃∫3”話ゴ4θノz40ろ侮TRAuTv．　et　MEY．エ

　　　ゾカンゾウ

　1ノ．ツ侃0θπS∫sHARAエゾキスゲ

　Eb5’α，π0π’α7ZαF．　MAEKAWAオオバギボウシ

　丑．7z恕紹306π3　F．　MAEKAWAクロギボウシ

　11．7θC’ヴbJfαNAKAIエゾギボウシ

ノαρoπo～’7∫02203θπso　NAKAIテシオソウ（オゼソウ）

　Lゴ」’κ〃Zσ0ア4α如，π1くOIDZ．

　　　　　〃αγ．8」θ肋1∫WoODCOCKオオウパユリ

　五．如κcヴbJ’ご〃πTHUNB．オニコ・リ

　L．7παc〃の〃πTHUNB．

　　　　　槻ア．4ακγ’α〃πOIIWIエゾスカシコ・リ

　　L．”zθ4θoJo∫4θ3　A．　GRAYクルマコ・リ

　Lゴ7f（ψ8ρ1αり擁メめWANG　et　TANGヤブラン

　ハ勉ゴα，3〃‘θ〃観1π4f1α’α’～〃πNELS。　et　MACBR．マイ

　　　ズルソウ

　qク雇oρ080ηノσρoπたん5KER－GAWL．ジャノヒゲ．

　P∂砂80πα’ε‘7π乃z‘ηz’」θFISCH．ヒメイズイ

　P，040γα∫κ〃3DRUCE

　　　　　抄αr．α2πδfgz‘z〃πROTHEM．　et　SILVA，

　　　　　搬γ．”Zακ’”ZOω∫0乙f∫KOIDZ．オナアマドコロ

　Roノ副θβゴ砂。フ2ξcαROT｝1。オモト

　∫αη5⑳∫¢γfα乃θπり7

　5。22ガ♂o旋αBAK．チトセラン

　εcξ〃α（z～‘’ε‘”372α」’5L。

　S．勿耀ひ纏αL．オオツルポ

　S．γθ〃めz‘ア6∫BOISS．

　S〃”α6∫ηα13ω240ω3s’3011WIオオバコ・キザサ

　Sケの姻）z‘3α〃ψ1α〃b1’z‘sDC．

　　　　　搬7．ρ砂〃α薦50HWIオオバタケシマラン

　丁頃θ配ぬcoodπ6αRICHARDSONチシマゼキショウ

　T7〃〃雄η々α7π’5凶鷹Jcκ7πPALL．オオパナノエンレ

　　　イソウ

　T。5ηZαJJfJ　MAXIM．エンレイソウ

　Tμ1ψα8召5πθガαηαL．チューリップ

　σ78fπθα，παガf功臨BAK．カイソウ

　γε7α，7z〃πgrα7～4班07z〃πLOES．バイケイソウ

　γ．π∫9η‘フπL

　y擁ccαガ」α〃z6π∫05αL．イトラン

五〃CO、po硯αceαθヒカゲノカズラ科

　ムンCOρ04」κ，πω〃；0’∫川〃πL．スギカズラ

　ム．oδ∫α‘γz‘1πL．マンネンスギ

五〃齢rαCεαeミソハギ科

　Cμρ惚σ〃f3005σROSEネバリハヤナギ

伽ρπoJεαccαeモクレン科

　ル毎8〃。！’α鳶。う‘‘3DC．コブシ

　　　　　微γ．西。〆醐Jls　SARG．キタコブシ

　M．o∂o槻’αTIIUNB．ホオノキ

　M．SαJfc〃bJ’αMAXIM．タムシバ

　21f．ケψe’α1αL．

　Sc屠5α73dプα‘ゐ加8π5∫s　BAILL．チョウセンゴミシ．

刀f扉p勾ゐぬceα8キントラノオ科

　ル＆zゆ’8毎αμ‘所。⑳」ゴ｛zL．

刀加んαcθαeアオイ科

　．41功。即ψ0功σ〃3L。ウスベニタチアオイ

　，4．γosθαCAV．タチアオイ

　Oo∫鋤り’Zf，παア∂oγα‘，7多し．
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　　G．うα7δσ4伽3L．ベニバナワタ

　　刀7房5cκ5703α一sfηoη3∫sL．　リュウキュウブッソウゲ

　　1∫．ミy7fαα‘3　L．ムクゲ

　　π．屠。π～σπL．ギソセンカ

　　君勉1〃ω飴。μsごz7ろ。プ。～’s　CAV．ヒメフヨウ

∬」陸’αsfo〃～αceαeノボタン科

　　ルr6’α5’o〃zαcα72ゴ∫42‘77zD．DONノボタン

∬eηf8per川αCCαeツヅラフジ科

　　117ごαπ80”訂απαびαMERR．アルカンゲリシア

　　Cooα〃～‘3’〃。δz‘s　DC。アオツヅラフジ

刀」lbrαefαeクワ科

　　F’α‘3cαγ’‘αL．イチジク

　　17」o彪5ガ。αL。インドゴムノキ

　　F．加磁WARB．カシワパゴム

　　1／z〃πμ伽slz4ρz‘」～‘∫L．ホップ

　　　　　　槻ア．co7げ〃bJ∫τ‘5　MAXIM．カラハナソウ

出戸偲αceαeバショウ科

　Mκ3αC副0〃4fs嬉しAMB。サンジャクバナナ

潮①「’Cαceαeヤマモモ科

　　Oo16力ρo痂。αCIIEV．ヤチヤナギ

乃∫〃r8加αCCαeヤブコウジ科

　β如4痂αcプ8πα’αSIMsマンリョウ

　B．ノゆ。πfcαBLUMEヤブコウジ

刀切γ如ceαe　7トモモ科

　Cα1〃3’θ刀zω3ρ乃oo／zfooκ∫LINDL．マルパブラシノ

　　　キ

　昂‘8廉α抑2δo！伽αLAM

　E．z，22〃07αLnon　BERGタチパナアデク

　A耀Zζ溺8κ卯’σ〃σL．バンジロウ

漉peπ疏αe8αθウツボカズラ科

　2Voρoη酌03アαノπ65’σ72σTACHウツボカズラ

2V”用・ρぬα8αceα8スイレン科

　1＞ψ乃α7ノαρωz’ασ72DC．コウホネ

　A（yηψ乃αθα’θ〃θ80〃αGEORGI

　　　　　　撮ア。’o’アσ80／zαGEORGIエゾノヒツジグサ

エV〃88αceασヌマミズキ科

　Cα，π♪’o〃30cαασ1‘〃3加α’αDECNE，キジュ

αeαcθαθモクセイ科

　Foγミy酌fα33‘5ρθπ∫αVAIIL．レンギョウ

　脅ακ∫π～‘3η2αη43乃π7’cαRUPR．

　　　　　　搬7．ノαρ0癖CσMAXIM．ヤチダモ

　ル5η3伽2〃πα7∂076scθη5　ROXB，

　ノ．5α吻6ασAIT。マッリヵ

　五∫劇5〃μ〃多∫3凶。刀。爵がDECNE．

　　　　　　搬7．gJαδ763coηs　KOIDZ．エゾイボタ

　αθα6κプoραθαL．オリーブ

　　05規α，z〃zκs乃8’6プoρゐン〃～‘5　GREEN．ヒイラギ

　　S♪，ア加即α〃z2げ。π5’3　RUPR，マソシュウハシドイ

　　S．ノα5ξたαθ♪JACQ．

　　S．ρ8々fη8πsf3　RUPR．ベキソハシドイ

　　S。76ゾたんαScHN

　　S。ア。δ～‘s’αNAKAI

　　5．3～〃θγ8’πノb躍f’KocH．　ct　LINGELSII

　　S．び〃osαVAIIL

　　S．〃z‘㎏αγ∫3L．ムラサキハシドイ

　　S．～σαゲ『SCHNEID．ハナハシドイ

Orc配【面ceαcラン科

　　Cγ62πα5’プαθρρ8η4’C1‘1α’αMAK．サイハイラン

　　C）’ρ”ρ04ゴκ7η2παcγπη酌2〃πSw．アツモリソウ

　　　　　　ズ70δz〃20／2sθOHWIレブンァツモリソウ

　　E♪fραc〃3加ρ〃osαFRANcH．　et　SAvAT．エゾスズ

　　　ラン

　　βρゴρ〃。η漉3昭’c配ゴHAW

　　Oα5∫70認α01α’αBLUMEオニノヤガラ

　　G♪，’ππα4θη’αcαη3’3cゐα”6αMIYABE　et　KUDOノピ

　　　ネチドリ

　　ムαθ”ααπCθメ）3LINDL．

　　07c乃」εαγf3fα’αFISCH．バクサンチドリ

　勘♪塵アoρ64ゴ」〃π6β”∂53’〃zPFITZ

　勘αノz‘3η2切07BLUME

　　　　　　二ρz〃zc’α’」‘30HWIホシケイラソ

　∫ρf7α剛乃035加θπs∫3　AMESネジバナ

　γαηf11σρ」α瑚南1’αANDR．バニラ

081川4πdαcθαεゼンマイ科

　05鷹κ〃4ノαρoπ∫cαTHUNB．・ビンマイ

0κα」躍αeeαθカタバミ科

　0客α」齢αc初03θ〃αL．コミヤマカタパミ

Pαeoηゴαceαθボタン科

　Rzβoπ’αα1∂〃707αPALL．

　　　　　　槻ア．〃fcゐocαr♪αBUNGEシャクヤク

　P．αη07πα長zL．

　P，δθア0～ひSたff　KOMAR

　1≧60搬〃加σRETZ．

　1）．co〃4coαBOIss．

　p．46corαG．　ANDER．

　p．48！d乙，ζり，’FRANCII，

　P．み～‘ηz沼5RETZ．

　　　　　　びα7．び〃03αF．C．　St．

　p，々ωoc加”5ξ5　AZNAV．

　君！o∂σ’躍DESF．

　P．伽陀αFRANCH．キバナシャクヤク

　P，〃2α3α‘如hTILL．
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　　P．0∂0〃α’αMAXIM．ベニハナヤマシャクヤク

　　P．（顔C加α”5L．ヨウシュシャクヤク

　　　　　　5εの5メ）．δαπα”cαSoo。

　　　　　　5κう5ρ．加〃π〃’3PETZ．

　　P．加γα40エαANDER．

　　P。ρθ7θ8γξπαN1正しL．

　　　　　　〃αγ。〃f〃03αDESF．

　p．ア。刀3ωzJcαBRANDZA

　　P．3’‘∬ナz‘”co5αANDER．ボタン

　　P．∫ε〃κヴbJ如し．ホソバシャクヤク

　　P．〃6㍑C屠∫LYUCII

　　p．副〃班α朋fαπαHARTW．

1】厩’παθヤシ科

　Lf〃f5，0παう。π加31z3∫3　NAKAIオガサワラビロウ

　L．ゴoρoπfcαNAKAI姪島ビロー

　P々06，2㍑oα’zαア諭zs’s　C1．IAUB．カナリーヤシ

　p1‘μ班ゴ1’s　ROYLE

　　　　　　〃α7．♂oκ紹〃f∫BEcc．シンノウヤシ

　P，1～ψ7ゴゴαHORT．

　R肱ρおかαδ6〃4bアη3∫3　L．　HERIT．カンノンチク

　Rの，s’oπ8α7β9如0．　F．　CoOKキユーパダイオウヤ

　　　シ

　Sαδα」〃z加07PERS．ミキナシサパルヤシ

　T7σc〃ッ。αγρ～‘5〃αg，zθ7∫α♪紹5　BECC．トウシュロ

1セπ♂απαceαθタコノキ科

　勘〃伽糊3δo♪励㈱’3WARB．タコノキ

’P㍑Pαりε「αCεαθケシ科

　　んくgθ〃20麗〃zθκ’cωzαL．アザミゲシ

　Cぬθ」∫40〃ゴε‘η322zαノμ3　L。

　　　　　　撫プ．α3競fcκ，πOHWIクサノオウ

　Coη4α」’5α’π∂∫8♂‘αCHAM．　et　ScllLEcHT．エゾエ

　　　ンゴサク

　1）∫C6π〃αρ8γθ8〃πα氏IAK．コマクサ

　ぬραツ6アα〃）加～‘，〃L．

　　　　　　5μδ5ρ．2・乃α6”Cκ〃Z八IGH．

　P．∂7αcfoα伽〃3　LINDL．バカマオニゲシ

　P．‘αz｛cα5ゴ。μ2πBIEB．

　p．πκ認。απ1θL，アイスランドポピー

　P．o〆60ゾ）ル〃‘〃πRUPR．

　P．0万θ躍α」θL．オニゲシ

　P．アんooα3　L．ヒナゲシ

　1）．ε01；∫刀ゴ’ω㍑〃πFEDDE．

　P．εo〃go耀η多DC．

　P．50配π漉プμ規L，ケシ

P㎏8sε1Zorαcεαθトケイソウ科

　勘∬哲bアαα’∂αLINK．　et　OTTO

　　P．cαθ7κ陀αL，トケイソウ

　　P，64”’∫SIMSクグモノトケイソウ

　　P．5～めθ2・05αL．

　　P．’～‘δ〃osαJACQ．

Pみ〃fo伽ccαcεαeヤマゴボウ科

　拓y’01αCCαθεC〃θπ’αHOUTTEヤマゴボウ

　　R勿加αぬκ’π漉5L．ジュズサンゴ

1ゼπαceαθマツ科

　　、4δ’θ35αc加」’πθ735’5FR．　SCHM．アカトドマツ

　　　　　　びα7．〃zαyガα〃αMIYABE　et　KUDOアオ1・ド

　　　　　　　　マツ

　ムαア㍑Joク’oJoρ’5　GORDONカラマツ

　ム．5ゴδ57’cαLEDEB．シベリアアカラマツ

　P∫Cθα910ん’ZだMAST．アカエゾマッ

　P．ノθ200π3fs　CARR．エゾマツ

　P加‘sた。アα’〃6ηsゴ5SIEB。　et　Zucc．チョウセンゴヨ

　　　ウ

　P．ρκ”z〃8REGELハイマツ

　1）．5〃。∂μsL．ストローブマツ

　Tεz‘8πsl功。！41’CARR。ツガ

P加θrαcεαθコショウ科

　Pθρθア。〃癩’”妙’πα’oゴ465A．　DIETR．

　　　　　　〃αγ．搬γ’卿∫αHORT．ブイリペペロミア

　Pゆβ7π’9γ襯zLコショウ

PJαπfασ加αcεαeオオバコ科

　1刀αノ～∫α80α5∫αヴ。αL。オオバコ

　1）．cα”z’36加”cαCHAM．エゾオオバコ

　P．’ωκθoJ副αL．ヘラオオバコ

PoJε配。〃fαceαεハナシノブ科

　∫塀。κραπ∫α‘」α如し．クサキョウチクトウ

Po功ρα’αcεαθヒメハギ科

　P∂ζy8π」α56ηθ8とzL．

　　　　　　槻7．’α∫’ノb〃αTORR．　et　GRAYヒロ！・セネガ

Pθ勉σαηαcεαεタデ科

　1七塘。〃z〃η7ηz〃那。アε‘2πTUNB。ツルドクダミ

　P，∫αc加’加βノ」3θFr．　ScHM．オオイタドリ

　p．解yγ∫o乃’∫Fr．　ScHM．ウラジロタデ

　1～ゐα”παCZ‘η躍η0’凄〃πIIOOK．

　R．σ〃6♂’α‘〃3A．　Gos．

　1～．co〃ψαc如那L．

　R．c76∬加8γθξκ〃z　FIRC正．1．

　R．θ〃zo4ゴWAしし．ヒマラヤダイオウ

　1～．ノセア9απfoμ2πTIT。

　1～．ノン01ZZεπδαCぬ露ムIUENT．

　1～．」θμcoアァ乃’z2‘ηz　PALL．

　1～．7παC70ρ’θη〃π　八1ART。
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　1～．，πooπcγq〃fσ”ε‘”z　ROYLE．

　R．o∬lc‘，紹Z¢BAILL．

　1？．ρα」規αfκ”zL．モミジパダイオウ

　1～．ρo～〃2σ’～〃3L．×R．　coア。α〃’〃，z　NAKAIシンシュ

　　　ウグイオウ

　R．プ。’fα〃α’1ρπLos．　Los【NSK．

　R．7乃ごτδαγδαη〃πL．

　1～．アゐαρoπガα‘ノπ1，．噛マルパダイオウ

　1ぞ，ψ’c派）〃πoREGEL

　1～。　！α’4γ’cz〃π　】し．

　R。’oケαgo2zo加3　MART．

　1～．κπゴκ1α’紛πL．カラダイオウ

　Rκ7πoκoδ々‘5ヴbJ甜3　Lエゾノギシギシ

P「f川認αceαeサクラソウ科

　47ぽ〃。∫αc63αア耀。♪～’osαWALL．ツルハナガタ

　Glo～α，ηαア沼η～αL．

　　　　　　びα7．0配κ∫肋’舷FERN．ウミミドリ

　Ly5’〃3αc玩αノψo〃’cαTHUNB．コナスビ

　L．乙，μなπγξ3L

　　　　　　槻7。磁〃z‘〆’cαR．KNUTHクサレダマ

　乃ゴ1πz，1αo㎏’ゴ｛zADAM

　P．伽π80π∫’5BALF．　et　WARD．

　P。　COγ’Z‘50’4θ5　1，．

　P．θ1α”oγJACQ．セイタカセイヨウサクラソウ

　P．ノbκγfα8FRANCILユキワリコザクラ

　P，メ妙。痂。αA，GRAYクリンソウ

　P・ノβ∫0σπαMIQ．オオサクラソウ

　p．7παcプocαち，κBGE．

　PL　7鴛α’αcof463　FRANclI．‘‘Lieluvaite，，

　Ro∬励ZOlf3　HILL・セイヨウサクラソウ

　P．ρα〃α5’∫LEIIN

　、P．’欲。ゴα〃αTATEWAKIテシオコザクラ

　R脚万3L．
　　　　　　5τ‘うψ．7παCγ00αちW

　R．yz‘ρσ70725f3　TAKEDA二Lウパリコザクラ

Proだαceαeヤマモガシ科

　ノ1．f々αz4α〃3’召’o！rπメ｝1り，1’4　A．　S．　JoHNSON

’Pfr凝αceα8イノモトソウ科

　∠44∫σπ伽η2ρoゴ。伽”3L．クジャクシダ

　Doππ5’αθ4”αε〃〃bγ4’f　KOIDZ．オウレンシダ

　Rθ7’4ガκηzα（～κκ’π〃2πKluHN

　　　　　　澱プ．1α’伽Sα‘1Z〃πUND．ワラビ

Pππ‘cαceαθザクロ科

　諏πゴ。α8ア碑α’初πL．ザクロ

．Rαπ即偲ZαCθαeキンポウゲ科

　Aco，涯‘μ配απ漉oγαL．

　温．c”η8725θSIEB．　et　Zucc．ハナトリカブト

　4．脅。κWALL．

　4．f’o一εo∫yαη2‘〃3　M置YABE　et　TATEwAKIセイヤブ

　　　シ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　4．ノαρ022fc～‘〃2　THUNB。オクトリカフト

　　ZLπoρ81融sL．ヨウシュトリカブト

　　！1．3κψαγ∫αREIcHB．

　11．♪・ozooπ5θNAKAIエゾトリカプト

　　！1ゴ。η’5α7〃7げ。π∫’3REGEL　et　RoDDEフクジュソ

　　　ウ

　！1πo刀20π8／1αc‘’4αFr・SCIIM．ニリンソウ

　丑．鯉プ。∫55切。アαL．バクサンイチゲ

　4．プαゴ40απσREGELアズマイチゲ

　ノ1．s’o’o，z漉アαMAXIM．サンリンソウ

　んンθ200725’5KlOIDZ．エゾイチゲ

　ノLσκ記095ααゆ歪παL．

　〆1．6α1ヴb772fcαA．　GRAY

　五．cαπα46〃3’3L．カナダオダマキ

　月L．プZJ∂θ〃α’σSIEB．　et　Zucc．

　　　　　　槻ア．ρ～〃，〃σKUDO　ミヤマオダマキ

　五，Joπgfεsど2παA．　GRAY

　Cα1’乃α1りα1κ5ケ’3L．

　　　　　　搬ア．うαプ疏θ∫HANCEエゾノリュキンカ

　　　　　　紹γ。”2θ〃z∂プαπαcθαTURcz．

　　　　　　　　メdecumbens　MAK．エ・ソコウソウ

　C’θηzα’f3　s’α7z3　SIEB．　et　Zucc．クサポタソ

　o．びか屠’πfα12αL．

　Coρ”3ノαρo’7fcσMAK．オウレン（キクパオウレン）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　槻γ．漉∬60’αNAKAIセリノ・オウレン

　C．〃’〆b1’αSALISB．ミツバオウレン

　1む4γαs〃5c召フ昭ゴ。πsξsLヒドラスチス

　1～α7zμπα〃置‘sプ6ρ02z5　L．ハイキンポウゲ

　　Tア。κ’びθ〃or’αノαρoπf6αSIEB．　et．　Zucc．モミジカ

　　　ラマツ

　　Tア。〃’～‘57館40プ’α22～‘3FlscH．　et　MEY．チシマキン

　　　パイ

　　　　　　乙，07．ノαρo癖α‘sOllWIミナノキソパイ

πみαmπαeeαeクロウメモドキ科

　1～1zα”魏z‘3αz酌α〃ゴ。αL，

　　　　　　二4α乃z‘7ゴ。α⑳7”zゴ5POP・et　HOD・

　R㍉ルαη8〃」αL．セイヨウイソノキ

　R．舞γε雇ακαDC．カスカラサグラダ

丑osαcθαθバラ科

　　ノ1gγ」切。π’αρゴ’05αLEDEB．キンミズヒキ
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Co，oπθα3’g7ぬ07∫20π’α1∫5　DECNE．ベニシタン

C7α’αθgκ3ノ破σ73αC．　K．　SCIINEID．エゾサンザシ

C。吻07208ッηαJACQ．

C．oκ鋼。απ魏αL．セイヨウサンザシ

F沼ρ61鋤磁略押ψ6附田GILIB．ロクベンシモツケ

F．，ηε‘」〃ノμ8αMAXIM。

　　　　搬ア．ツε20θπ5’3HARAエゾノシモツケソウ

F．π」〃3αガαMAXIM．セイヨウナツユキソウ

F．御‘ゆ7’Sム10ENCH．

F7α8召7∫αα〃απα∬σDucHESNEオランダイチゴ

F．f’ππ醒αθMAK．ノウゴウイチゴ

（；6ε‘，πフπσcアoρ”ン1」μ〃z、VILLD．

　　　　槻ア3αCゐ認融θπ3θHARAカラフトダイコンソ

　　　　　ウ

p∂，θノ2∫〃ααz‘アθσTORNER

，P．7π砂αう6J　MAK．メアカンキンパイ

P．πのα」8〃3ゴ3HoOK．ペニパナロウゲ

2ρ21μ5〃∫3ScOP．クロパナロウゲ

P．♪y7θπα’cαRAM．

P〆μ，㍑43αηπoフz’αoαL．

　　　　”αγ．απ3μMAXIM．アンズ

p，ηゆρo加6αMATSUM．ミネザクラ

P．箆ψρ0π’0αMATSUM．

　　　　即ア．勧濯6125’∫WILSONチシマザクラ

P．5α〃。∫1zαLINDL．スモモ

R詔即ノ～〃’REHI）ERエゾヤマザクラ

P．5s∫07f　Fr．　SCHM．シウリザクラ

1訪040むゆ055Cαπ48223八IAKINOシロヤマブキ

Ro5ααc如‘’α万s　LINDL，オ下口カネパラ

R．dα，παSCθπαMILL．ダマスクバラ

R．7励7〃b1’αVILL．

R。7μ80sαTHUND，ハマナス

　　　　むαア．ρ！¢παREG町ヤエハマナス

R．ε房酌κプ厩αノ2σCREP．テリハノイバラ

R舶κ5ρ363‘ゴ。ヴψoη∫cμsKOIDZ．ヒメゴヨウイチゴ

5αノ29κゴ50γ∂α陀72μげbJξσFISCH．

　　　　搬7．αあσTrautv，　et　MEY．ナガホノシロワ

　　　　　レモコウ

5．｛励。加α」∫3L．ワレモコウ

50プ∂鋸co2π7擁κ’αHEDL．ナナカマド

ε．5凹めκc〃b1如ROEM．タカネナナカマド

　　　　ραア．ρsα‘ゴogプαcガ〃5　C。　K．　SCHN，ミヤマナ

　　　　　ナカマド

Sρ∫706αうθ’”げb’∫αPALL．マルバシモツケ

S．’η64’αSCHMIDT

　　　　〃α7．56ガ。θαREGELエゾシモツケ

　S．読μフめθ堰’f．SIEB．ユキヤナギ

R冴bεαcεαeアカネ科

　C（り知αα7σ醒。αL。アラビヤコーヒーノキ

　0α」伽η．3ηθγκηzL．

　　　　　メ’〆4功♪，α驚ρκ〃3DC．エゾカワラマツパ

　Gαア4θ癬α∫α5ηzfπo’｛165　ELLIS

　　　　　∫o搬1埆1fαHARAヤエクチナシ

　1～‘‘∂fα盈απθNAKAIアカネ

　．R．’加。如γz〃πL．セイヨウアカネ

Rπfαcεαθミカン科

　βoθπ，が8加μ5e7zfαブoρ02εJcαNAK．AIマツカゼソウ

　α‘η‘3’諏。ηBuRM．　f．“shikinari　lemon”レモン

　C．πα！5∫‘ゴα繊τゴHAYATAナツダイダイ

　C．～〃z訪fμMARcov．ウンシュウミカン

　Eびod’α磁πf6〃ゴ’HEMSL．

　勘6〃od62z〃。’3αηzz‘γβπεθRUPR．キハダ

　　　　　紹γ．ノαρ073fα‘1130HWIオオバキハダ

　　　　　びαプ．1αzu”θ‘SPRAGUE　ミヤマキノ、ダ

　　　　　τo〆．5αc加！’7zθπ5θFR。　SCHM．ヒロバノキハダ

　P．c1‘加61zεθSCHNEID．シナキハダ

　且ω偽。πガ’HAYATA　et　KANE｝IIRA　タイワンキハ

　　　ダ

　Rz面8rωω」朋5　L．ヘンルーダ

　Z召π酌。エy融祝ρψθ7∫’κ彿DC。サンショウ

βαπcαcεαεヤナギ科

　Poρz〃」‘5〃〃κ∫〃30〃’oz∫’A．　HENRY　ドロノキ

　R2～ゴ9アαL．

　　　　　槻ア．蜘〃CαKOEHNEセイヨウハコヤナギ

　5α1砒8グαcfζy5り，凌zム｛五Q．

　　　　　搬7．7π6」α1zo5’αc々♪，5　C．　K．　ScHN．クロヤナ

　　　　　　ギ

　ε。ぬ㍑」’6πだFLOD．

　　　　　搬γ．απ9Z‘3彦駒”αKIMURAエゾノパッコヤ

　　　　　　ナギ

　S．8αc〃α」∫ノz6π5∫3　FR。　ScHMIDTオノエヤナギ

　To’詔5Z‘π7∂α短α1Zα1｛IMURAオオバヤナギ

εαpjπ伽Cεαθムクロジ科

　Eμ助0万αJo1Z8召παLA鳥1．リュウガン

5αpofαcεαeアカテツ科

　♂4c加α3z砂。如し．チュゥインガムノキ

Sαπ慨rαc8αθドグダミ科

　飾躍伽yπ∫σcoπ彪彪T正iUNB，ドクダミ

Sα認介α9αCεαθユキノシタ科

　βεrgθπfα5〃αcぬの∫STERNB．ヒマラヤユキノシタ

　C批y505ρ1〃3伽〃z．諏8θJJψアκηz　FR．　SCHM．ツルネ

　　　コノメソウ
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　正｛yゴ7α，39θ7，π｛π70メ）乃）〃αSER．

　　　　　　〃α7．αα‘7π勿σ如MAK．ヤマアジサイ

　　　　　　麗7．o励枷MAK．アジサイ

　　　　　　搬ア．伽‘幼囎がMAK．アマチャ

　凡ρ傭ゴα‘1α’αSIEB．ノリウツギ

　H．メ〕¢ffoJα〆s　SIEB，　et　ZUCC．ゴトウヅル

　勘切α∬絃ρα」κ5〃’3L．ウメバチソウ

　R’∂θ3〃’3’θPALL．トカチスグリ

　Sακ”ご7gαノb7’μη0’IIOOK．ノ＝

　　　　　　ε，αハゴ’～d∫010δ召’αNAKAIダイモンジソウ

　S．／擁3CαMAXIM．エゾクロクモソウ

　S．5αcノ，α！加6η∫ゴ5FR．　ScHM．ヤマハナソウ

　S．sfo’o，Ilノ診γαICURTIsユキノシタ

　丁毎70〃αρoち励）1〃αD．DONズタヤクシュ

8erOP伽’αr面ceαθゴマノハゲサ科

　1）’8ガ’α”5αノπろ’9Z‘α八’IURR．オオキパナジギタリス

　D．c〃α’αTRAUTV．

　D．1σ，2α’αEIIRH．ケジギタリス

　D．’Z〃6αL．キバナジ一口リス

　D．燐αγゴαηαBolss．

　1）．2πθア’oπoηεfεHORT．

　P．πωα6θπεfs　KUNZE

　Z）．ρα7ひ’ノわ7αJACQ．

　P。ρκゆκγ0αL．ジギタリス

　1）．s必’〃。αL！NDL．

　1～θ乃〃2απηfα81z‘〃π03αLIBOSH，

　　　　　　びαγ．♪～げ♪zげεαMAK．アカヤジオウ

　　γoアωτ∫cααφ’πσL．ヒメルリトラノオ

　　y，’oπ8びb1彪L．ヤマルリトラノオ

　　γ．ερJcα’αL．

　　γ．τσα’46s’θ刀fα刃σSCHOTT．

　　yθ702zfcα5ケ～ρπ5’う’ガα〃πP£NNELL

　　　　　　”α7，♪’θ2つ0η3θHARAエゾノクガイソウ

S‘’ηαro腱bαceαeニガキ科

　1写orα5η～ασ1‘α∬∫o’403　BENN。ニガキ

So’α月αecα8ナス科

　　バ〃。加∂o〃αゴω脚αL。ベラドンナ

　　　　　　ε，α7．’π’oαDOELL

　Cσρ∫fcκ脚απ刀πκ，πL，トウガラシ

　Z）α伽アαα幼oγoαL．キダチチョウセンアサガオ

　D．鷹観L。ケチョウセンアサガオ

　D。∫fアα規。痂κ2πL．シロパナヨウシュチョウセンア

　　　サガオ

　耳yo3の70’ημ3π匁θグL．　ヒヨス

　　五yc砒解C乃fπθη5θ心心ILL．クコ

　SCOρ0’fαCαπCαε飴αKOLESN

　∫．ノαρ0η’CαMAXIM．ハシリドコロ

　SO’α’㍑〃π　4ε〃α2，，Z召」α　L．

　5．ら℃oρθア3’αθπL．　トマト

　S．η2810〃80παL．ナス

　S．伽∂6705～‘〃zL．ジャガイモ

SPαrgαηfαceαeミクり科

　Sρα㎎α1Z’2‘1π5’0’0π塘77‘〃εIIAMILT．ミクリ

Sf8rα西αceαeアオギリ科

　丁〃60み2’022故CαCθoLカカオ

Tαxαccαoイチイ科

　Tox～‘5　cκ5ρ’4α’4　SIEI3．　et　ZUCC．イチイ

Tゐeαceαeツバキ科

　Cα川｛！’∫’αノαか。η‘cα　L．

　　　　　　　　ノ：ケ叛6αMAK．キンギョツバキ

　　　　　　びαア．乃07’β，25’3】～．IAK．　ツバキ

Tハ〃πdαeαCεαθジンチョウゲ科

　Z）αρノ〃～oρ5θκ40－1πoε6〆α‘1πA．GRAYオニシバリ

Tπfαceαeシナノキ科

　丁ゴ」∫αα」うσAIT．

T〃phαceαθガマ科

　丁ンρ1zα1α酵b〃αL．ガマ

U’mαceαεニレ科

　　σ」’πκ34α擁（だαηαPLANCH．

　　　　　　〃α7．ノαρoπ’oσNAKAIハルニレ

σπめeπεんrαθセリ科

　　〆1π801ゴCααC〃～∂∂αKITAG．トウキ

　　　　　　リαγ．ゴ～oα∫eηsぎsHIKIINO　ミャマトウキ

　　　　　　〃α7．1α”cθo’α’σOHWIホソバトウキ

　　　　　　搬7．sκ8∫ンα，παθHIKINOポッカイトウキ

　　A．α2zo規。～αLALLEMANTエゾノヨロイグサ

　　A．4α加4プ加BENTI．1．　et　HoOK．ヨロイグサ

　　、4．6ゴ〃f3　MIYABEアマニュウ

　　A．88／z2‘πoκαNUTT．オオバセンキュウ

　　A々θ歪5たθ歪KOIDZ．アシタバ

　　・4。πアsfηαMAXIM．エゾニュウ

　　五π’みγf∫α‘5ミy’り6S〃fs　HOFFM．シャク

　　β，ψ，α‘7zρπル’o認1〃πL．ミシマサイコ

　　β．10η9〃副’α’1〃πTURcz．

　　　　　　　麗〆．∂760ゴ7α4’σ’ε‘”zFR．　SCIIM．ホタルサイ

　　　　　　　　コ

　　β．γαπ1〃zα〃。ゼosL．

　　B．〃〃α4fαごz〃πADAMSレブンサイコ

　　Cα7躍π‘αア〃∫L．ヒメウイキヨウ

　　Cfcκ彪ρ∫703αL．　ドクゼリ

　　Cπ∫4加規。μc初α’8MAK。センキュウ

　　Coπゴ0361f吻‘2π〃’cf’3z‘”3　HARA　ミヤ’マセンキュウ
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　C．肋駕’50肋”cκ”zRUPR．　カラフトニンジソ

　Coπ伽彫溺αc％1α伽ηzL．　ドクニンジン

　1）αε4α4SCα70’α　］［，．

　　　　　　”σ7．5認勿αDC．ニンジン

　R）θ痂傷伽規伽1cθDC．アマウイキョウ

　F．oが。ガπα1θALL．

　F．微ゆ7θMILL．ウイキョウ

　OJ餉π忽1漉07α」’∫FR．　SCHM．　ハマボウフウ

　1琵7σc1θκηz　4κ1c8　FISCH．オオイ・ナウド

　五ω㍑’cκ規oρo加α’8K．　KOCH

　E8κ5∫ゴ。％η3乃z〃θπfゴFERNALD　マルパトウキ

　1吻7”zゴ30407ごz∫αScOP．

　Nof肋s彫y〃2油πゴ妙02z5c禰z　MIQ．カサモチ

　08πα躍飾召ノα〃砂zたαDC．セリ

　P9κcε4απμη3ノαρoπf伽〃露THUNB．ボタンボウフウ

　p∫纏ヵ加θ〃αα癖33‘1πBOIss．　et　BAL．　アニス

　Sα，蕗。κ」α01躍πθπ5∫sBUNGE　ウマノミツバ

　丁砺ηg如σノαη6フz5’3　REGEL　チシマニンジン

Zル∫記αCθαθ　イラクサ科

　σ7漉αρ」αりψ妙11αWEDD．エゾイラクサ

y血」εr如παceαεオミナエシ科

　Rz∫7加’α8’δδ05αMAXIM．マルバキンレイカ

　γ01〃’απαルκ〆’θ’BRIQ．　カノコソウ

　　　　　　∫アθ20θπ3f3　HARA　エゾカノコソウ

　y．0がCゴηα〃sL。

　　　　　　〃αプ．ρκうθ5c8π3L．セイヨウカノコソウ

y併bθπαC8αθクマツヅラ科

　乙α説σηαcαηzαアαL．シチヘンゲ

y加伽C8αθスミレ科

　y’oJαα1ゐαBESSER

　y．α〃厩。σKER－GAWLER　アルタイスミレ

　γ，αγδ07θ5Cθη3　L．

　y．6∫zα〃8〃3∫5MAK．エイザンスミレ

　y．”zα｝243c伽ア’oαW．　BECK．スミレ

　　　　　　〃αγ．c7α3sαTATEWAKI　アマナスミレ

　τ！．odo7α彪L．　ニオイスミレ

　γ．5αc乃α」勿θπ5ゴsBOISS．

　　　　　　〃αプ．αゆ’ηαHARAアポイタチツボスミレ

　γ．5θ」屠γ屠’PURSH　ミヤマスミレ

朽∫αcθαεブドウ科

　γ漉300’8κθ∫’αθPULLIATヤマブドウ

Zfπ9εδεrαceαθ　ショウガ科

　Cκ7α6”zα2θ40σ7彪Rosc．ガジュツ

　Z勿glう6プ。茄。珈αZθRosc．　ショウガ

H　生薬標本目録

List　of　Crude　Drags

・4」ε8配αfαCεαθ　オモダカ科

　ノ1’∫3〃Zαρ1α魏α90一α（～πα々CαL．

　　　　　　搬7．oγ5θη’α∫θSAMUELS．沢写サジオモダ

　　　　　　　カ

ムrαCεαθサトイモ科

　測η¢〃α’θ7”磁BREITENBACH半夏　カラスビシ

　　　ャク

．4rα」εαcθαθ　ウコギ科

　∠4Cαπ’肋ραη伽5012∫∫00εκ3　HARMSエゾウコギ

　、47α1∫αco74α’αTHUNB．独活　ウド

　勘73砿8flzsθ1zg　C．　A．　MEY．人参　ナタネニンジ

　　　ン

　P力ρ02z∫oκ〃zC．A．　MEY．竹節人参　チクセツニ

　　　ソジソ

ムrε8’o面C配αCεαε　ウマノスズグサ科

　五3’α5α7吻多sf8∂o鰯F．　MAEK．細辛　ウスパサイ

　　　シン

βε酌θr認αcεαθ　メギ科

　⑳’〃Z召d伽ηZ8γαπ4’，伽7麗〃3八10RR。

　　　　　　oα7．功κπδθ耀宛ηκ1π　NAKAI　淫羊蕾　　イカ

　　　　　　　　リソウ

研9πo痂αcεαθ　ノウゼンカズラ科

　Cα∫⑳αo〃α∫αG，DON　キササゲ

βorα9加αcεαθムラサキ科

　Z，’疏。鍾）〃〃zκ”zθη功707屠90ηSIEB．　et　Zucc．　紫

　　　根　ムラサキ

　Mαc70’o〃zfαθz‘o加。ηzαPAULS軟紫根

σα擢Pαπ厩αCεαθ　キキョウ科

　Co40πoρ5ゴ31碑。βoJα彦αBENTH．　et　HooK．ノ：党参

　　　ツルニンジン

　伽’yco40πg7αη4吻7κ”z　A．　DC．桔梗根　キキョ

　　　ウ

σμprε1b1εαCθαeスイカズラ科

　．Lo短。θ7αゴ妙。癖。αTHUNB．金銀花　スイカズラ

0αr〃αph〃παceαθナデシコ科

　5ψ0πα7fα0がC伽α1’3　L。サポナリア根　サボンソ
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　　　ウ

σo配po8εfαe　キク科

　　∠躯7αo’yJodθs　1αηc6αDC．蒼求　ホソバオケラ

　　Cα7伽槻‘3伽。’07∫κsL．紅花　ベニバナ

　　π16’プ’ατプゴ召　‘乃（τ卿077z〃如し．　　カミ　ツレ

　　S側ssκプ飢」αρ♪αCLARIくE　木香

　　S，θ加α紹∂α～κ」露πσBERT．ステビア葉

σε8cπr6ε加ceαθ　ウリ科

　　＝r7’C乃05α72∫乃03た〃fJOZσ”ム｛AXIM．

　　　　　　乙，α7．加0’Z加KITAMURA括憐根　括倭学

　　　　　　　キカラスウリ

EμP肋rδfαceαe　トウダイグサ科

　　αoず。〃！忽ゴ1〃πL．巴豆　ハズ

σθπffαπαCCα0　リンドウ科

　　0θπ磁πα1z惚αL，ゲンチアナ根　ゲンチアナ

　　G．〃fμ）7αPALL．

　　　　　　露γ．ノの072’cαHARA竜胆の類　エゾリソド

　　　　　　　　ウ

　＆oθ漉α’θケαρ6’認αPALL．当薬の類　チシマセン

　　　プリ

σrα1πごηεαεイネ科

　Coξκ1αc乃名y刀zα・ブ。∂fL．

　　　　　　即r．フπαr翼醜STAPF　憲藪仁　ハトムギ

Lαbεαfαθ　シソ科

　0ガ8伽μ，π，πの’oγω2αL．マヨラナ草　マヨラナソ

　　　ウ

　0．槻忽7θL．オレガノ　ハナハッカ

　Sα酬αo撰。訪α漉し．サルビヤ葉　サルビヤ

　丁勿刀珈3〃κ㎏αγfsL．タイム　タチジャコウソウ

石側rαC8αe　クスノキ科　　　　　　　　・

　α’〃2α”露。η㍑‘，π6σs∫∫αBLUME　桂皮

　C．」α‘ア8ガァ∫∫NEES桂葉柄　ニッケイ

　五α3‘ア～‘s／70わ漉3L．，月桂樹　ゲッケイジュ

L㎎配当fπOSα8マメ科

　A5，γαg召’～‘3，2～o〃3加α，3αcoκ5　BUNGE　黄脅　キパナ

　　　オウギ

　Eκc加03’αノψoη’oαBENTII．山豆州（類）　ミヤマ

　　　トベラ

　G砂研γプ1～たα8’αδ駕し．1二1’草　スペインカンゾウ

　　　　　〃α7・91α励〃陸尉REGEL　et　llERDER甘草

　　　　　　　カンゾウ

　0．πアα’¢72s’5　FISCH．　et　DC．甘草　ウラルカンゾ

　　　ウ

　凸‘θアα7如Jo∂α如OHWI葛根　クズ

　Tα〃τα7加4κ3加4加L．タマリンド果泥　タマリ

　　　ンドノキ

Lε麗αcεαe　ユリ科

　　ノ4”θ”zαγ励θηαα幼加鹿～o’ゴθ3BUNGE　知母　ハナ

　　　スゲ

Lorαπ疏α¢8αθ　ヤドリギ科

　　”5α‘〃z　ζ7～δκ〃z　I．．

　　　　　　槻プ．co！o耀’z〃η．　OHWIヤドリギ

　　　　　　∫7～めm．αz‘7α72’fooκ”z　OHWl　アカミヤドリ

　　　　　　　ギ

L〃copodfαccαe　ヒカゲノカズラ科

　ム）’‘qρ0ゴ’8〃πC～α，α〃〃πL。

　　　　　　Z，αr．πφρ0〃ガαρ，8NAKAI石松子　ヒカゲノ

　　　　　　　カズラ

」面σ’！01’αcεαθ　モクレン科

　ルfogπo〃αた。δ～‘5　DC．　辛夷　コブシ

　Sc傭翻d7α‘1励8π5’3　B【LL．五味子　チョウセソ

　　　ゴミシ

班をπεsperrπαceαo　ツヅラフジ科

　∫ノノ30〃36／2’2〃♪z2α’！〃〃2　REBD．　et　WILS．漢防己　オ

　　　オツヅラフジ

万」吻「ε8f記αceαθ　＝クズク科

　躍ンr’語。α〃α9，’α7～5HOUTT．肉豆葱　ニクズク

刀」勉「fαCθαθ　フトモモ科

　E～‘80フ加。α弓lo助ッ〃α’αTHUNB．丁字　チョウジ

　1冤’π6雇αo，撰。加α1∫3LINDL．オールスパイス　ピメ

　　　ンタ

ハ「〃濯P舵α‘8αθ　スイレン科

　ノ＞zψ乃αγノαρo雇α‘解DC．　川骨　コウホネ

0παgrαeθαθ　アカバナ科

　丁7αραノαρ0πガCαFREROV．

　　　　　　〃αr。ηめθ1αOIIWI　萎角　メビシ

Orc配〔9αcθαε　ラン科

　Gα5〃04地。α’αBUNGE　天麻　オニノヤガラ

Pαeoπfαccαθ　ボタン科

　勘θっπガαα♂6解。プαPALLAS

　　　　　　〃αプ。〃た1zocαψαBUNGE　ノヨ探三

　P1πo～‘fωz　SIMS牡丹皮　ボタン

PαPαひe「αCεα0　ケシ科

シャクヤク

　Coり’4α1’3αηめf8～‘αCIIAM．　et　Scl．1LEcHT．　延i鴨索

　　　エゾエンゴサク

P’、ρe7●αCθαθ　コショウ科

　Pψθ〆海8耀”；L。黒胡椒　白胡椒　コショウ

Po1〃σα1αcεαe　ヒメハギ科

　1め塘α’αs（3π鱈ロL．

　　　　　　〃α7．1αfガbJ’αTORR．　et　GRAYセネガ　ヒロ

　　　　　　　バセネが

Pθ∫〃goπα¢eαθ　タデ科
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　1～12θ謬‘1πcoγ6α2～z‘7，z　NAKAI大黄　チョウセンダイ

　　ナウ

　1～。加’〃3α∫初3L×Rooプ6α73醐‘NAKAI大黄

　　シソシュウダイオウ

　R．加伽α’z侃L．大黄　モミジバダイオウ

丑απμηC認αCεαε　キンポウゲ科

　ノ4c伽∫如ηzo肋卿zsθL．烏頭，附子　ハナトリカブ

　　ト

　、4．ノα♪ω3’α‘”zTHUNB．　烏頭，附子　オクトリカ

　　ブト

　、4．ンβ306，z50　NAKAI烏頭，附子　エゾトリカブト

　Coρ’ξ3ノαρoπ’oαMAK．黄連　オウレン

　　　　〃αγ．4’5sθo’αNAKAI：黄連　七リパオウレン

Eπ配αceαθ　アカネ科

　σπcαプ忽8α17め〃ROXB．阿仙薬

　σ．〃～ツπclzoρノ～ン11αNIIQ．釣藤　カギカズラ

丑πfαceαθ　ミカン科

　Pみ6〃。｛ノθr4プ。〃⑳π‘‘76〃56　RUPR．　黄柏　　キノ・ダ

8αππ‘「αcεαθ　ドクダミ科

　110κ〃μy〃’αco74躍σT正IUNB．　十栗　　ドクダミ

8cropゐ厩αrεαeθαθゴマノハゲサ科

　Rθ加πωzπゴαgJμ”1zo5αLIBOSCII．

　　　　びαア．メ｝～躍ρκ7θαMAK．乾地黄　アカヤジオウ

80Zαπαc8αe　ナス科

　Cαρ5∫α‘祝αηηz耀1乃L．蕃椒　トウガラシ

　1）傭げα’α’配αL．ダツラ葉　ヨウシュウチョウセ

　　ンアサガオ

S‘θ配。παcθαεビャクブ科

　S妙πoπαノαρ013∫cαMIQ．百部恨　ビャクブ

TμPハαCθα8　ガマ科

　丁ンρ1zα1α〃ノbJ’αL．　二上　ガマ

肋π6επε海rαeセリ科

　んzθ〃昭，π8ア副601碑sL．旧幕子　イノンド

　、4πgθ1’cααα癖10肱KITAG．当帰　トウキ

　　　　搬ア．s多‘8∫ンα，παo　HIKINO　北海当帰　ホッカ

　　イトウキ

　〆Ldα加〃ゴ。αBENTH．　et　HooK．白1E　ヨロイグ

　　サ

　，4．46α〃5’〃αFR．　et　SAV．　二胡　ノダケ

　刃．ρめθ50碑3MAXIM．独活　シシウド

　βκρ1餌耀翅ルZ6α伽初L．柴胡　ミシマサイコ

　Cα耀ηZCα7加L．姫薗香　ヒメウイキョウ

　Cπf4fz〃πoが。切α」8　MAK．川喀　センキュウ

　Coアfαη4プz‘η多sα’勿z〃7zL．　胡姜：実　 コエンドロ

　C㍑”zfπμ，πcッ’πf〃柳7zL。クミン突　　クミン

　勘θフ漉〃κ”z槻忽プθMILL．薗香　ウイキョウ

　αθ加∫σ」漉07α傭Fγ．SCHM．浜防風　ハマボウフ

　　ウ

　，P勿ψ漉〃α醐∫3ε〃，3L．アニス実　アニス

脆πeαCεαθサルオガセ科

　σ5紹α朔ルαc如WAIN．松薙　ヨコワサルオガセ

悔’erεαπαC8αεオミナエシ科

　γα1θ7∫α♪zαル～‘寵’BRIQUET　吉草根　カノコソウ

Zεπ9ε6εrαcεαeショウガ科

　C雄α〃πα10π8αL．敷金　ウコン

　C．2640αγ’αRosc。義蓬　ガジュツ

　E1θ”αγfαCα74ω，30〃Z多〃πMOTON　小豆越　カルダ

　　モソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　Z’πgJうθr　O旗∫ラzα’θRosc．生姜　ショウガ

皿　膳葉目録

List　of　Herbarium

五。θrαcεαε　カエデ科

　Acθγ8∫1z7zα」αMAXIM．カラコギカエデ

　んノαρo痂α‘〃zTHUNB．ハウチワカエデ

　　　　ニ〃3fcγoρ1♂）・〃8‘〃z　REHD．　エゾメイゲツカエ

　　　　　デ

　ZL．7π0πO　MAXIM．

　　　　搬γ．77Zαy漉KOIDZ．ベニイタヤ

　A．ρα加α’κ〃3THUNB．

　　　　搬〆．〃zα’εκη㍑‘γ紹MAK．ヤマモミヂ

　A．’501zo1～os妨MAXIM．　ミネカエデ

　〆1．πたz〃‘‘2z4μθ1～56　TRAuTv．　et　MEY．オガラパナ

　　　　〃αア．がJo3κ7πNAKAI　ウスゲオガラパナ

五¢fεπε〔」’αCθαe　マタタビ科

　♂4c’加’4’α醐gz‘’αPLANCH。サルナシ（コクワズル）

　Aん010’π∫配αMAXIM，　ミヤママタタビ

　且．ρ01y8のπαMAXIM。マタタビ

五面Xαceαθ　レンプクソウ科

　A40κα解05clz厩θ〃∫2zαL．　レソプクソウ

・4」’8加αfα08αθ　オモダカ科

　4♂∫3〃3αcα，zαπα‘」σ’z〃πA．　Br．　et　BOUCHEヘラオ

　　モダカ

五ηαCαr面αceαe　ウルシ科

　R13κ3α〃z∂fgκαLAVALLEE　ツタウルシ

　R．メα〃α癖。αL．　ヌルデ

五擢汁θαcθαθクロゴケ科

　／1η〃θαθα7αρ3〃μ5HEDWクロゴケ
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・助厩1bJぬceαeモチノキ科

　1！θκ1α‘cocめ4αMAK．ヒメモチ

　孟7μgosαFr．　SCHM．ツルツゲ’

　孟　5κ99ア0々だNIAXIM．

　　　　　り07，∂76〃ψθ4ε〃7c1‘如’αS．　Y，　Hu　アカミノ

　　　　　　　イヌツゲ

4rα」’αcεαθウコギ科

　、4Cαπ〃’0♪απακS612”COε～‘5　HARMSエゾウコギ

　！1，5ρ∫πOS～‘3　MIQ．オニウコギ（ウコギ）

　1セπαエ8’，2302～8C．　A．　MEY．オタネニソジン

　p．ノαρoη∫α‘〃zC．　A．　MEY．チクセツニンジン

・藍r’8fo’oc配αceαcウマノスズクサ科

　A5π〃‘1π加’oプoρo’463　Fr．　SCHM．オクエゾサイシン

・18C1¢Pぬdαceα8ガガイモ科

　Cッηαπc〃2〃，z‘α～‘dlα’κηz　MAXIM．イケマ

　M初αρ～齪’Sノαρ0，．Z記αム1AK．ガガイモ

　Tッ10ρ乃07ααγf5’010clz’ofげos　MIQ．オオカモメズル

・麺P配αceαeオシダ科

　A7αc1～，～fo4θ35’α17df5〃f　OHWIリョウメンシダ

　澄〃りγf～‘1πδrα・ヴン。π3NAKAIエゾメシダ

　刃．カ’oア。アαo乃fs　CHRIST．オオメシダ

　〆1．7z‘ρo∫’70　KODAMAミヤマヘビノネゴザ

　A．加ゴα〃fNAKAIヤマイヌワラビ

　ZL．ッ。たosc6η3θCHRIST

　　　　　τ，α7．α砺co如HIYAMAタカネヘビノネゴザ

　Co〃zoρ，〃f5　c7εηz‘他’0307γα’αNAKAIイッポンワラ

　　　ピ

　D1ッoρ！6プf5ατ‘5〃’αcαWOYNERシラネワラビ

　1）．c7453’幼’zo2παNAKAIオシダ

　1）．2，20π∫foo如C。　CHR．ミヤマベニシダ

　0ン’πηOCαrρf～‘η3〃♪，0ρ’θ7おNEWM．ウサギシダ

　σ．ノθ35062250KOIDZ．イワウサギシダ

　五α3〃。απfρρo〃∫cαCOPEL．ニツコウシダ

　ム．σ1‘θψα67’θηsθCOPEL．オオパショリマ

　五〇ρ，oγ1‘，720乃7αηz殉～，6JfαπαH．　ITOナライシダ

　Loク’08rα〃〃πα〃zoJ！f35”παCIHNGミゾシダ

　五～‘ηα酌），γfz‘〃Zρ♪，CπOSOγκ刀8　KOIDZ，ミヤマシケシグ

　M々〃oz‘cc’α07’σ1’召1’3　TREV．イヌガンソク

　M，ε〃z‘！層oρ’07’5TODARoクサソテツ

　勲080ρ，θアf3♪o砂ρoゴfof（fθs　FEEミヤマワラビ

　Pb4ys，，α‘，π7β〃030．加1θπcα〃’8　TAGAWAサカゲイ

　　　ノデ

　P．う7ακπだFEEホソイノデ

　君。勉ψαゴ050プ獅πDIELSツルデング

　E7π’c70c伽7π鐸MATSUM．カラクサイノデ

　P．〃ψ’θア。ηPRESLジュウモンジシダ

　1γ∂αゴεfαρo｛y5〃。ゐ。’dθs　EATHONイワデソダ

　1γ．，πα刀61zπガ022∫なHoOK、フクロシグ

」8μe所αCθαeチャセンシダ科

　ハερ’013’f‘1π〃〃’ぜollUDS．アオチャセンシグ

　飢♪・〃”ゴ5sσoJoρω」〃’～‘2πNEWM．コタニワタリ

ηα」8α7πf〃αceαeツリフネソウ科

　1〃ψα’f6〃3〃。！〃4ノ～g370　L．キツリフネソウ

1｝erber’d「αceαoメギ科

　刀Cみら’Sノα♪0π’CαMAXIM．ナンブソウ

　Bo〆∂oが5α〃2κア。〃5z’5　RUPR．

　　　　　撚7．ノα♪0加CαREIm，ヒロバノヘビノボラズ

　CαZ‘10ρ乃♪，〃f‘〃’プ0み～’5’1〃73MAXIM．ルイヨウボタン

　∠）ψ妙漉忽8，・の・’Fr．　SCHM，サンカヨウ

　互ρ’1πα」盈解cγ6〃30～‘〃zNAKAIキパナイカリソウ

　E．4∫ρ海y〃1〃πLODD．パイカイカリソウ

　E．8プα214〃ZO7～〃πLIORR，

　　　　　麗ア，ご乃～〃め砿g’α22ご‘”zNAKAIイカリソウ

ηθ蝕’αceαθカバノキ科

　ハ〃2～‘s〃γs’‘如TURcz．ヶヤマハンノキ

　　　　　びαア．5必〃fcαC．　K．　SCHN．ヤマハンノキ

　A，ノαρo加。αSTEUD。ハンノキ

　澄．，，32κf〃3αo∫02ゴfCALLIERミヤマハンノキ

　乃．ρεπ4τ‘’αMATSUM．ヒメヤシャブシ

　β¢’z‘如θ7規απfCHAM．ダケカンバ

　B．，πακ訪20乙σガczfαノzαBEGEL．ウダイカンパ

　Cαゆfπz4s　oor4認αRLUMEサワシバ

BJeo加αCθαeシシガシラ科

　S，アz‘’〃foρ’θアf5πψ♪07z’cαNAKAIシシガシラ

80rασ加αceαeムラサキ科

　Mθ7’θη5彪03’α”C4八｛ACBR．ハマベンケイソウ

　M．ρ∫8アooαγρσTATEW．　et　OHWIエゾルリソウ

　ル砂50’∫35，かα’ゴ0αHOFFMANNエゾムラサキ

Bofr〃。痂αceαθハナワラビ科

　ノ々ρ0，20δ0〃，℃屠ε〃π5’アゴC’1〃πNISIIIDAナガホノナ

　　　ツノハナワラピ

　ノ。ひケ8’〃∫α，zκ，πNIsIIIDAナツノハナワラビ

　Sc¢ρ〃ゴ4，～ρπ槻‘，，解4z‘刀z　N！SIIIDA

　　　　　ε1αプ．roみ1‘∫〃‘2πNISIHDAエゾノフユノハナ

　　　　　　　ワラビ

βπκαc8αθツゲ科

　ぬ。カ♪・3αゴγα’oγ〃3’2～α1」5SIEB．　et　Zucc．フッキソウ

σα7π・ραπ翼」αceαθキキョウ科

　ノ44βηo加07α4勿α7fcα’αFRANcll．　et　SAv．フクシ

　　　マシヤジン

　14．　ρθプ05々’α⑳あα　FISCH．

　　　　　凋ア．々θ’θγo〃fc乃αHARAモイワシャジン
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　　　　　びαγ．z‘ア♪，z‘62z5齢TOYOKUNIシラトリシャジン

　ハ46〃ρ～）乃。耀〃ψ乃ノ〃oA、DC．

　　　　　〃σプ．ノαρo〃∫oαHARAツリガネニンジン

　Co40〃oρ5齢～‘ε∫z‘7’θ’z5’∫HEMSEL．バアソブ

　Loδθ〃α∫θ35πの1’αLAMB．サワギキョウ

　勲7αcαゆαcαγπ05αHooK．　fil．　et　THoMs，

　　　　　凋ア．cf7Cαθof465　MAK．タニギキョウ

σαprjlbJ如σ8αεスイカズラ科

　L訪παθαδ07θαJf5　L．リンネソウ

　ム。泌sθ7αcノ～α2π∫530’BUNGE．チシマヒョウタソボク

　L，sαcZ～α’加θ’z5∫5　NAKAIベニバナヒョウタンボク

　εα〃zうμcμS5忽δo耐如7ταBLUMEニワトコ

　　　　　〃α7．〃zゴgz‘01だHARAエゾニワトコ

　W∂μ7朋〃zヵ〃。α’zρπBLUMEオオカメノキ

　レ「．ρカ〃z‘3L．

　　　　　〃07．5α磐。η’”TAKEDAカンボク

　　　　　　　メS陀〃θMAK．テマリカンボク

　7．躍アゆ躍MIQ．ミヤマカマズミ

　躍θf8・6’α肋〃elzs∫5　K．　KocH，タニウツギ

　1．γ．〃3fdθ〃40顔α，3αK．　KocH．ウコンウツギ

σαr〃（ら助〃παceαεナデシコ科

　、47碑α磁加’oαηαMAK。カトウハコベ

　C8γσ5’∫ε‘η3　c仰⑫∫’05κ’2z　GILIB．オォミミナグサ

　　　　　むαア。f碗’舵3　HARAミミナグサ

　C．戸sc加7fαηκηz　SER．オオバナノミミナグサ

　C．8’oη2θアα‘κ7，z　THUILLオランダミミナグサ

　C3κμうα」μ3δαco漉アL．

　　　　　〃αア．ノ2♪oηゴα4s　MIQ．ナンパンハコベ

　z）’απ酌μ351ψθ7∂μ3L．

　　　　　〃αア．5ρθo’osκ3　REICHB。タカネナデシコ

　1ノ∂η々。πyαρのJo’4θ3　E正．iRH．

　　　　　〃αプ．7π卯b〆HoOK．ハマー・コベ

　Mfπκα7”αゐ伽40醜5’30HWIタヵネツメクサ

　ル面θ〃加8fσ’α陀7卯07αFENZL三宝ヤマフスマ

　Sαgfフ2α”3ακf’～3αA．　GRAYハマツメクサ

　　　　　∫c7α5ε’cα〃’5　MlzusHIMAキタノハマツメ

　　　　　　　クサ

　Sψoηα磁。声ofηα漉し．サボンソウ

5惚解ακ励σ1〃3WIEB，シラタマソウ

　sρθ耽gz4」αα7びθη5f5　L．

　　　　　ッα7．5α勧αKOCH．オオツメクサ

　S∫6〃αノfαα9μαlfcαScOP。ウシハコベ

　S．ノ診π2」”REGELエゾフスマ

　S．纏講論5回目OTTB．エゾハコペ

S．’oπ8ヴbJ∫αMu11L．ナガパツメクサ

　5．7σ4∫Cσπ3L．エゾオオヤマハコベ

　S．γz｛5c⑳」’αWILLD．シコタソハコベ

　3．5β55∫1理bγσYABEミヤマハコベ

σθZα8εrαCεαθニシキギ科

　Cθ」α3〃μ307δ’α〃α’～‘5THUNB．

　　　　　”αプ。カ～‘ηc’α∫κ5REHD．オニツルウメモドキ

　Eκo，2ン〃㌶‘5α！α’㍑sSIEB．

　　　　　∫6’」’α’oびθη’α’z‘3HIYAMAコマユミ

　E．”zαcγρρ’θγκ5RUPR．ヒロハツリバナ

　E．0ズンρン”z‘5MIQ．ツリバナ

　E．〃’cα，ψμ5KOIDZ．クロツリパナ

σepハα面fακαcεαeイヌガヤ科

　C砂加10如κ～‘3乃α77加8’o／zfαK，　KOCH．

　　　　　びα7．πα2zαREHD．ハイイヌガヤ

σんθπopo碗αcθαεアカザ科

　五〃ψ」6エg〃zθ」’2漉C．A．　MEY．ホソバノハマアカザ

　ノ1．5泌COγ4α’αKITAG．！・マアカザ

　C乃飢oρoゴ加πα伽〃ンzL．シロザ

　3α〃coア〃忽θzげqρα6αL．アッケシソウ

σ配orαπ餓αc8αεセンリョウ科

　C配orα，2”zπ3ゴ4ρ072’cz‘5　SEIB，ヒトリシズカ

　C．58アγ磁‘3RoEM．　et　SCHuLT．フタリシズカ

σo側πθ1加α6εαeツユクサ科

　Coノη刀躍功忽co班〃刎フz／3　L．ツユクサ

　C．73ψρoπ’cαKOIDZ．オニツユクサ

σoπψ08ε加eキク科

　Ac1沈∫〃θα加〃4bJ’zρπL．セイヨウノコギリソウ

　A．ρ如プη3ゴ。αL．

　　　　　搬ア，7πσcγoαψ肋」αOIIIエゾノコギリソウ

　　　　　搬ア．♪・θ20θ’z5∫5　KITAM．ホソバエゾノコギリ

　　　ソウ

　〆Ls’δ〃∫cαLEDEB．ノコギリソウ

　　　　　凋γ．ノαρo／2fcαOHWIホロマンノコギリソウ

　444θπooα〃。π’3f’ηα1α此ん2πEDGEW．ノブキ

　∠Lπψぬα」’3〃置α㎎αγゴ’αcθαBENTH．　et　HooK．　fil．

　　　　　〃αγ．α〃g‘‘5’∫0〆NAKAIヤマノ、ノ、コ

　　　　　〃α7．η2α8αγ多’σ0βαヒロハヤマノ、ノ、コ

　／1甥∫CαZ‘πα1α3C6〃5おLESS．エゾウサギギク

　447fθ〃3f3fαcoηg85’αKITAM．オニオトコヨモギ

　∠1。伽αア。〃zρ9’KITAM．イワヨモギ

　、4．ノ4ρoπfcαTHUNB．オトコヨモギ

　　　　　メ1αcf短〃bJαHARAキレハオトコヨモギ

　　　　　∫プθ504ヴb〃αTAKEDAホソパオトコヨモギ

　4．肋ゴ5妃ωzαMIQ．イヌヨモギ

　、4．た。昭zμ”2’fNAKAIヒロハウラジロヨモギ

　み．”20κ’απσPAMPAN．オオヨモギ

　4．∫‘海ηzf4勧ηαMAXIM．アサギリソウ
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∠4．5’〃θ7fαπαBESS．シロヨモギ

14．〃胡‘κα’α　STEPII．

　　　　搬γ．ρθげz‘，2cz‘Jo5αKITAM．エゾハハコヨモギ

〆4∫’oア09θ7α’of4θ3　TURcz，

　　　　z，αア．o槻’～‘5　NAKAIノコンギク

　　　　∫鐸zooπεfs　OIIWIエゾノコンギク

、4，gJ8〃7漉Fr，　SCIIM．エゾゴマナ

　　　　びαγ．130〃ゴ00〃S∫sKITAM，ゴマナ

月．πorξ・δo㎏～fL，ユウゼンギク

C80α1fασπプゴαf1α’αDC．

　　　　ραア．たα〃～’30ゐ0”CαMATSUM．ミミコウモリ

C．ゐ05’α’αL．

　　　　撮r。o〃6π’α〃5011WIヨブスマソウ

Cみり，3απ〃諺ηZ～ρπαアCヴα‘〃zL．

　　　　3ゆ5ρ．7π磁た側απ2〃πKIT・、M，コハマギク

C．c加θγα7’のbJfz‘ア7層目VIS．シロバナムシヨケギク

C．z，π忽α紹BERNII．ヨモ閉止ク

C，〆s∫z〃72αoη20〆077∫θNAKAI戸山ノアザミ

C．8γαy傭z〃πNAKAIマルパヒレアザミ

C．々ω7z’50肋〃α‘7πLEDEB，チシマアザミ

C．ρθo”フ2θJJ～‘”z　A．　GRAYエゾノサワアザミ

E万gθ70ηαCγ’5L．エゾノムカシヨモギ

E．αηπ1耀3PERS．ヒメジョオン

E．∂01zα7f8〃sガ3L．アレチノギク

E1φσfoガπη2　c痂θ72εθL．

　　　　〃αア．5’〃2ρ」’c〃blf2〃πKITAM．ヒヨドリバナ

且1f4’の・απz〃πDC．サワヒヨドリ

E．81θ乃π’Fr，　ScHM．ヨツパヒヨドリ

Gπαρ肋〃1〃π召．狗昭D．DONハハコグサ

G．ノαρo〃ゴα〃πTHUND．チチコグサ

ゐr∫oγooJκ刀z　o1げ（刀z百αoπ班L．コウリンタンポポ

1ノ．紛πう01’α紐1πL．ヤナギタンポポ

1ちψOC乃00γなγα山川αL．ブタナ

Zτ6ガ3407～’o’4NAKAI

　　　　z，αア，召必耀02πNAKAI

　　　　　∫ρゴ〃πα忽KITAM．キレパオオパニガナ

ェァ6ρθ〃5A．　GRAYハマニガナ

加。々‘oα5ゴう〃ゴ。αBENTII，エゾムラサキニガナ

五αρ3απααρ080π0ゼθ3ム．IAXIM．タビラコ

五θo雇qρoゴ’z〃724fscoJo7　BEAuvERDレブンウスユキ

　ソウ

ルg〃6プ’αゐ04950π’HOOK．　fil．

　　　　”σア．5α訪α1∫πθア2Sゴ3　KOIDZ．カラフトトウゲ

　　　　　ブキ

M召〃’α2磁”zα〃’cαアゴ。’463PORTERコシカギク

M．’θ〃αgo120ψ87〃2αHARA　et　KITAM，シカギク

　1コ7cγゴ3〃θκzc∫oゼθsL．

　　　　　びα7．αψ加αKOIDZ．カンチコウゾリナ

　　　　　z，αア．gJαδプθ5cθ723011WIコウゾリナ

　　　　　紹7．ノ6∬oθπs’∫OIIWIホソバコウゾリナ

　1～κ4∂oご配σ乃〃’αL．

　　　　　z，αア。soγ∫ごθσFERN。アラゲバソゴソソウ

　1～．’αCガπfα如し．オオハンゴソソウ

　Sα2‘∬z‘γ04’απ盈αoFr．　et　SAV．セイタカトウヒレ

　　　ン

　Sco㍑oπo，rα，℃∂1‘π6π5’5　TATEw，　et　KITAM．フタ

　　ナミソウ

　Sβアzθc如。σ71παδ埆〃αLEss．ノ、ンゴンソウ

　∫．ゐαZ偲々α，πだMAK．ミヤマオダルマ

　S．ρ56～‘40・αη2’cαLEss．エゾオグルマ

　∫oJf面go　8’8απ∫6αAITON

　　　　　〃αア．」θわρ1り〃αFERNALDオナアワダチソウ

　S．びf㎎ακ70αL．

　　　　　〃αγ．αsfα∫記αNAKAIアキノキリンソウ

　　　　　z，α7．g恕απ’oαM1Q。　ミヤマアキノキリンソ

　　　　　　ウ

　　　　　槻7．），θ50θπ5」5NAKAIエゾノコガネギク

　SO2ZC〃Z‘∫αγ〃θπ3f3　L．　　　　・

　　　　　oα〆．〃ゴg加03z‘3　TRAUTV．ノ・チジヨウナ

　Tαアακσcz‘”33乃薦。’0720；2sθKITAM．シコタンタンポ

　　ポ

σoπ”oJo副αceαθヒルガオ科

　Cαら「3’噌’αノα」り。η‘oαCHOISY　ヒルガオ

　C．sゆ’～〃πR，　Br．

　　　　　びα7’．α17Zρ7foα1～αNIATSUDA　ヒロバヒノレガオ’

　C．εo躍απ6JJαROEM．　et　SCIIULT．ハマヒルガオ

σorπαceαθミズキ科

　Coγπκ3　cα，zαゴ研sおし，ゴゼンタチバナ

　C．sz‘oofcαL．エゾゴゼソタチパナ

σrα88π1αceαθベンケイソウ科

　Soゴκ2π認£ooπL．ホソバノキリンソウ

　S．coκ”co！o　PRAEGERヒグカミセパヤ

　S351～ゼαθMIYABE　et　KUDOホソパイワベンケイ

　S．たα〃z’5凶α”α〃πFISCII．キリンソウ

　S．ρ1～〃”Cα”θKUDOカラフトミセパヤ

　S。〃θ漉C〃。’κ2πL，ミツバベンケイソウ

σr麗ε海rαe7プラナ科

　〆17α配3迂｝ア。’αL．

　　　　　搬γ．々α”3’ε功α’∫cαFISCH，ミヤマハタザオ

　A，箆ψρ伽磁BOISS．ヤマハタザオ

　∠4。5’〃θガDC．

　　　　　搬プ．ノα♪o加。αFr．　SCHM。ノ・マハタザオ
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　Bαア∂σγ6α0プ酌00θ7αsLEDEB．ヤマガラシ

　C砂56〃召ゐZ〃5αρπ5〃f3日過EDIC．

　　　　　”αア．〃’αηgκ如万3GRUNNERナズナ

　Cα7ゴ4ηz動θ」6z‘c召π’乃σC．　E，　ScHULZ．コソロソソウ

　C．f⑳2α々αθFr．　et　SAV．マルパコソロソソウ

　C．鐸zoθπ3’5　MAXIM．アイヌワサビ

　　　　　槻7．’o〃θηfξ30HWIオクヤマガラシ

　C，5α‘’α’αTHUNB．オオバタネツケバナ

　D忽如肋γθα傭DC．エゾイヌナズナ

　1）．7730π80JfcαTURcz．エゾイワナズナ

　1）．sαo肋」加碑5f5　TRAUTV．モイワナズナ

　ハ勿。7（ψo♂’z〃πρ’6roερθ〃π2〃πFr．　ScHM．バクセソ

　　　　い　　ナスナ

　Roγゆρα4zめ’αHARAミチバタガラシ

　R．助4’oαH【ERON．イヌガラシ

　Rf3」απゴ’‘αBORBASスカシタゴボウ

σ引目6ffαcθαθウリ科

　G｝，1zo3’召〃〃παρ6〃’α♪〃メJz〃πMAK，アマチャズル

σ〃prε8SαCεαθヒノキ科

　12‘πψθη‘sco7πηzτ‘π’sL．

　　　　　oαz．ノπo泌α1畝A正T，リシリピャクシン

　1．coフzルr’αPARL．ハイネズ

0〃pθrαC8αθカヤツリグサ科

　Cαアθκα‘gμ5’ゴπozo∫σ£’f八IEINsll．　et　KARRELINsKY

　　　ヒラギシスゲ

　C．cσρ7’coγ7z’∫MEINSII．ジョウロウスゲ

　C．ノ診のαNEss

　　　　　θαア．〃”），αδθ’T．KOYAMAビロードスゲ

　C．乃α々01z6π3’s　Fr。　et　SAV．コハリスゲ’

　C．1澱cγooψみα1αWILLD．エゾノコウボウムギ

　C・1πα廓〃zo〃たz”MIQ．タイツリスゲ

　C．oJ’80ψε71παMICHX．ホロムイクグ

　C．oぎアα7z47αKUDO　ヒメスゲ

　C．ραγc加oγαBoOTTグレーンスゲ

　C．プb・πc乃。♪1z♪，∫αC．　A．　MEY．オオカサスゲ

　C，εσ’2κ窺67zsJ3　Fr，　et　SAV．アプラシバ

　C．50㍑α　ムIAXIM。

　　　　　zpα7．50αδγ加070’5011WIシコタンスゲ

　E180c1～σγ∫3　co22865’σD．　DONノ・リイ

　E．々α〃3ず5σ勉”σαKOMARov

　　　　　二7α∫z‘c！αOHWIクロハリイ

　五1．刀鵡〃認”α’σLINDB．　fi1．ヌマノ、リィ

　五ガψゐoγε‘墨引8加αむ‘2πL．ワタスゲ

ノ～妙〃。川砂。ア02’加VAIILミカズキグサ

　50fゆ多‘5ノ多‘πoo超θ3　ROXB．ホタルイ

　S．∫σδ6〃zα61πoπ’α22’GMEL．フトイ

刀’oscorεαceαεヤマノイモ科

　D’03007θαπψカ0，zfcαMAK．ウチワドコ直

刀ro3θrαceαθモウセンゴケ科

　Dア05θアα5ρα’ぬκ’α’αLABILL．モウセンゴケ

E脚P8かαceαθガンコウラン科

　Eηゆθ〃μη3π∫9ノ観πL．

　　　　　搬7．ノ4ρoπfcz‘溺K．　KOCH．ガンコウラン

助画8εfαcεαθトクサ科

　E卿ξ5β伽鋭ρα’θπ3θEI｛RH．ヤチスギナ

Erεcαcεαθツツジ科

　47z4γoηzθ4αρ01ザbJ忽L．ヒメシャクナゲ

　滋γdα‘30ゆ」1π‘3NI‘DENzu

　　　　　”αア．ノ4ρoπfcπ30HWIウラシマツツジ

　Eκ∂o’り，o∫4θ39γαツα紹HARA

　　　　　ZIαア．　gプの’ω3αHARAヒロバハナヒリノキ

　　　　　抄αア．0δJo，Z8〃bJ∫αHARAハナヒリノキ

　五8ゴκ1πρα伽s〃6L．

　　　　　rαア．4勿θアεゆξ10∫～‘2πNAKAIエゾイソツツジ

　乃勿ノ32’63毎ρ6漉4チ耐耀ム1AXIM．コヨウラクツツジ

　、P妙〃040cθα」8μ‘加A．　HELLER　アオノツガザクラ

　1～加ゴ04釧”0〃θ1加θ0配∫MAXIM．ムラサキヤ

　　　シオツツジ

　R．α多〃θz6ηz　GEORG【キバナシャクナゲ

　R．面κγ∫α〃πL．エゾムラサキツツジ

　T7βア。沈od’oπcω3z’sc肋〃cz〃πSMALLエゾツツジ

　T7ψθ’認θfαρα2z∫Cz‘’α’αSIEB．　et　Zucc・ホツツジ

　γごcc’2zJκηz　oびα」痴JJμ，πJ．　E．　SMITHクロウスゴ

　　　　　〃αア．coア∫c6zρπH．　BOIss．エゾノクロウスゴ

　γ．0κJCOOα‘3　L．ツルコケモモ

　γ．s7πα〃ゴA．　GRAYオオバスノキ

　γ．む沼3－14αcαL．コケモモ

E麗phorゲαcεαεトウダイゲサ科

　E～ψ1’or房α5’θ∂o！41α1zα3　MooR．　et　DEcNE，ナット

　　　ウグイ

　　　　　搬ア．フπo漉α〃σTATEWAKIヒメナツトウダイ

Fごραccαeブナ科

　恥σz‘sαωzα∫αBLUMEブナ
　　　o

　（～κ6アα‘54θπ彪’σT正｛UNB．カシワ

σε屍面αceαeテングサ科

　4cσ〃！ψ6〃’3血ρo／z’‘召OKAMURAトリアシ

σeπ琵απαCCαeリンドウ科

　06〃〃σ〃01〃62L．ゲンチアナ

　0．〃〃70！αPALL．

　　　　　搬γ．ノψ0π’CαHARAエゾリンドウ

　Gθπ‘’αフ～θ～」σακγ’α‘1α’αGILLETTチシマリンドウ

　＆〃θγ’fσ∫o〃ψθ8α’αPALL．チシマセンブリ
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　T7ゆ’θア05ρ〃溺μ解ノαρ07zfcz‘〃Z　MAXIM．　ツルリンド

　　　ウ

σe「απεαごθαθフウロソウ科

　0θ7αη加撃。ガ碑酌κ，刀DC．チシマフウロ

　σ．♪，θεoεノz∫θFr．　et　SAW．エゾフウロ

σrαrηfπeα8イネ科

　河870ρyroηア3ρθノ2s　P．　BE：Auv，シバムギ

　乃8ア05〃5〃1∂αL．コヌカグサ

　Zl．3cαうrσWILLD．エゾヌカボ

　Cαぬ〃zσ8〆。∫”3ρρ080fo3　ROTHヤマアワ

　C．肋たω～622ε’5Fr．　e亡SAV．ヒメノガリヤス

　C．如2zρ40場π’TRIN．イワノガリヤス

　Co㍑1α盈ηワπαヴ。厨L．ジュズダマ

　Dαcぢ1∫58’07πo〆。’αL．カモガヤ

　Eヒ乃。ηocノ躍。αc〆2‘58‘～〃’BEAuv，

　　　　　搬7．〆ン1〃7～o〃αcoαW．　E　WIGIITヒエ

　Fθ3’μcαe’α彦fo7　L，ヒロバノウシノケグサ

　17。　π‘∂アα　L．

　　　　　槻γ．7εめアαオオウシノケグサ

　0｛yo〃’αα1フ2α3’θアθ々‘1πKOMAR．　ミヤマドジョウツ

　　　ナギ

　0．〃’加α22fcαLINDM，カラフトドジョウツナギ

　λfθ漉α〃κ融〃sL．コメガヤ

　P肋’αガ3α7Z‘π4加αCOαL．クサヨシ

　勲1θ～〃π餌α’伽3θL．オオアワガエリ

　P∂σρα」μS〃’sL．ヌマイチゴツナギ

　P．ρプαf例∫’sL，ナガバグサ

　S6’〃∫αノ励。ガHERRM．アキノエノコログサ

　S．〃ガ7’ゴ’3BEAuv．エノコログサ

　T7∫∫6〃〃π5ρfcα’z〃，露RICIIT．リシリカニツリ

θ躍fε距rαθオトギリソウ科

　砂ヵoγ∫α〃πα3の，ア。πL．トモエソウ

　Z∫．θ70c〃‘7πTIIUNB，ナトギリソウ

　11．々ω撹3C加”α‘η3　LEDEB。ハイ．オトギリ

　〃弓u脚〃20’05M1Y．　et　KIM．

　　　　　　麗ア．ηzα’5〃〃躍耀oY。　KIM。タニマオトギリ

　11。ッ0200πsθMAX【M．エゾオトギリ

1瓦PPπr躍αceαθスギナモ科

　1∫ゆρz‘ガ∫びπゆか∫L．スギナモ

1冠dαceαθアヤメ科

　1〆5γ躍んθπfoαKER－GAWLマソシュウアヤメ

　1．s8‘osαPALL。ヒオウギアヤメ

」μσ’απdαceαθクルミ科

　ノμg♂αηsαf血π疏‘ノb’ガαCARR．オニグルミ

」吻Cαceαεイヴサ科

　ノ朋。鰐δ7αc勿3ρα’肋3MAXIM．

　　　　　微7．c7〃びα’μ3　SATAKEエゾホソイ

　ノ。δ1ヴbη勧5L．ヒメコウガイゼキショウ

　ムπZZ‘たZρ1Z‘規0ε召ムIEY．

　　　　　〃αプ．2，zαc70σαゆσOIIWIヌカボシソウ

Lαb’αfα8シソ科

　ハ8召5’αcノ’θ7μgosα0．1く：UNTZ．カワミドリ

　CJ’〃oρ04ゴ3‘”露ηz～〃ゴ。α〃θ0。　K：UNTZ．　ミヤマトウバ

　　　ナ

　C．Soc〃召1加。π5θKo1DZ．ヤマトウバナ

　0α1θρρ∫ゴ36解4αBOENN．チシマォドリコソウ

　15040πノψ0η’α‘sllARAヒキオコシ

　z，ωπゴzθ，2α1ゐz‘〃zL，

　　　　　”αγ．∂α7δα7κ〃3Fr．　et　SAV，オ’ドリコソウ

　五〇〇η～‘η’35f配アfc1’sL．メハジキ

　L♪，‘oρτ‘s’2‘d4～〃πTRucz．シロネ

　ム．η躍ασ海0’鷹5MAK．ヒメシロネ

　2u「o刀〃」α　αノT6π5∫sL．

　　　　　搬γ．ρゆアθα5‘θ7zs　MALIvAND　cv．“OBA”ハ

　　　　　　　ッカ（大葉）

　1V（ψθ’α3Z‘ろ5θ∬〃Sム1AXIM．

　　　　　槻7．鐸zo伽sごs　Fr．　et　SAV．エゾミソガワソ

　　　　　　　ウ

　Prκη81如むκゆ7fεL．

　　　sπδ5ρ，α3ゴαμcαHARA

　　　　　槻7．α’θz漉。σFERM．ミヤマウツボクザ

　Sα‘‘θ〃αアゴαρ6々f”θ”S∫3MAXIM．

　　　　　麗7．z‘∫3κア’βπs’s　HAND．一MAzz．エゾタツナ

　　　　　　　ミソウ

　S．5〃ゴ8・〃05αHEMSL．ナミキソウ

　S毎。勿sαチ脚3‘αL。セイヨウイヌゴマ

　3．ノ召ρ0η’cα△IIQ．

　　　　　びαア．∫撹07η204酸OHWIイヌゴマ

　Tα’0γ∫～‘，πノαρ0η’CZ’♪πIIOUTT．テイネニガクサ

石側rαceαeクスノキ科

　〃π4θγ4κ刀めθ〃d’αTHUNB，

　　　　　　m7。川θ2Z加α〃αご0αMOMIYAMAオオパクロ

　　　　　　　モジ

Leσπ’用加08αθマメ科

　ノ1∫，70801〃3ノψ02～f‘z‘3H．　BOIss．エゾモメンズル

　A．，ηoη加ω2αo側sBUNGEキパナオウギ

　1），〃2うα7’αZ〃103αNIATSUM．ヒメクズ

　Heのsα川隅12αち・sαア。湿8s　ScHINz　et　THELL

　　　　　五〃βgJoc伽彫OHWIチシマゲンゲ

　Lα腕yr～‘s”：αγ‘‘fη㍑‘s　BIGEL．ハマエンドウ

　　　　　　〃α7．α’α〃fc263　GREE：NEケ！、マエンドウ

　乙．0407α如5L．スイートピー
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　五．ρα！κ5〃ゴ3L

　　　　　びαア．ρ’Jo5z‘s　LEDEB．エゾレンリソウ

　Tノ～θ〃πoρ5」5’κ♪∫πoゴ♂θ5LINK．センダイハギ

　T7〃三〕」’κノπργζz’o，z56　L

　　　　　び。”．5α’f〃κ〃zScHREB．ムラサキツメクサ

　γ∫C彪07σOCαL．クサフジ

　γ．ノαρoπ’‘αA．GRAYヒロバクサフジ

　γ．5α’ゆαL．

　　　5μδψ．α刀9～‘s’ヴb〃αGAUDIN

　　　　　かαγ．5βg6∫α1’5　SER．カラスノエンドウ

　y．π〃加8αA．BR．ナンテンハギ

Leπf苗認αrぬCθαθタヌキモ科

　σ〃’c〃々ガαfη’θr7，z84fαHAYNE．コタヌキモ

　び．ノαρ0唐σαMAK．タヌキモ

Lπぬ。εα8ユリ科

　乃〃’，‘麗，πακfノπOz〃ゴcz∫’REGELシロウマアサツキ

　河．5擁。朗。♪アα3κηzL．エゾネギ

　　　　　びαγ．y620ηZO♪Z”coJαIIARAヒメエゾネギ

　C加〃’o擢στ‘4θπ∫’sTRAuTv．　ct　MEY．ッパメォモ

　　　ト

　Co22〃α〃α1・如々θ∫誼θ’MIQ．スズラン

　1）」3ρ07謬〃π5θ5s’16　D．　DONホウチャクソウ

　Eア｝・’〃ア。ηげz‘”；ノα1）oη’o柳πDECNEカタクリ

　丑θ10π’ρρ3露。ガ61z彦α’応C．　TANAKA　ショウジョウ

　　パカマ

　Hθ1，昭アocα〃’3〃が440π40顔’TRAuTv．　et　MEY．エ

　　ゾゼンテイカ

　H，，・θ206π5なHARAエゾキスゲ

　Hos’α紹。’ヴbJ’αNAKAIタチギボウシ

　Lゴ伽η露2πoα〃認z‘”3TIIUNB．

　　　　　びα7．4αμγfα〃130HWIエゾスカシユリ

　L．22z6ゴ60’oガ4θ3　A．　GRAYクルマユリ

　〃7’（ψθρ」αり勲メ如WANG　et　TANGヤブラン

　M召加功6〃zz〃π4’如’σ’z4〃z　NELS．　et　MACBR．マイ

　　ズルソウ

　勘アf3ゴαρo／3’oαFRANCHETキヌガサソウ

　、P．’θ〃αρ妙〃αA．　G7αyツクバネソウ

　p．〃θ〃。〃α彦σM．V，　BIEB．クルマバツクバネソウ

　po1♪go1τα，z〃13ルJcα’z‘η3　A．　GRAYナルコユリ

　P．加〃7z”θFISCH．ヒメイズイ

　P．0407α’～‘フπDRUCE

　　　　　搬7．，π砿f〃；0～魂CZ〃KOIDZ．オオアマドコロ

　S”z諏。加αノαρo〃fcαA．　GRAYユキザサ

　S．ンθ208π5fs　Fr。　et　SAV．ヒロバノユキザサ．

　5∫ア¢ρ’oρκ5α規ρ’θκヴb1謡5　DC．オオパタケシマラン

　S．5〃¢ρ’oクoJ4θ5　FRYE　et　RIGヒメタケシマラン

　叩頭614彪coc‘’，～6αRlc｝IARDSONチシマゼキショウ

　T7〃加πゐα11」！∫01～α∫∫α’〃z　PALL．オオパナノエンレ

　　イソウ

　T．5η’σ’Jff　MAXIM．エンレイソウ

　T．’εC；’0η05たf’MAXIM．シロバナエンレイソウ

　γθ7α〃κ”z8γαπ4耀07z‘規LOES．　fiLバイケイソウ

　y『．5如彫腕α〃πMAXIM．コバイケイソウ

　Z）即げ6πκ55のゴ7’α‘3A．　GRAYリシリソウ

Lorαπ餓αceαeヤドリギ科

　yゴ∫α〃π　α」δz〃π　L．

　　　　　槻7．coJorα’ε‘〃z　OHWIヤドリギ

Lμcopo磁αc8αθヒカゲノカズラ科

　ムンcoρ04加παπηo”72翻zL．スギカズラ

　ム．c屠η6η5θH．　CIIRISTヒメスギラン

　ム．c1αびα’μηzIイ．

　　　　　搬γ．，zψρo〃Jcκ〃z　NAKAIヒカゲノカズラ

　　　　　〃αア．γoうん5”z‘5NAKAIエゾノヒカゲノカズラ

　乙．σo〃zρ勧～訪ρπL．アスヒカズラ

　ム．o酌α‘7z〃〃L．マンネンスギ

　L．5θ77α’z〃πTHUNB．

　　　　　搬7．’加〃め醐gガMAK．ホソバトウゲシノミ

L醒んrαCεαeミソハギ科

　五y酌アz‘，πsα」∫cα7fαL．エゾミソハギ

漁ρπoπαcεαθモクレン科

　5c加2απ〃αo房πθπ3ガs　BAILL．チョウセソゴミシ

刀1bJりαcθαθアオイ科

　H’厨5α｛5〃忽κ読。’L．トロロアオイ

乃∬brαCθαeクワ科

　Cα朋功’ssα勧αL．アサ

　1∫κ〃z〃κ3」μρ～‘伽sL．

　　　　　槻7．COγd加」’Z‘s　MAXIM，カラハナソウ

　Mo7μ3δ0ηめツC∫3　KOIDZ．ヤマグワ

乃吻r記αCεαεヤマモモ科

　物沈α8α」θL。ヤチヤナギ

ハ砂脚P九αCαceαeスイレン科

　1＞κρ加γρκ廊Jz〃πDC。ネムロコウホネ

αθαcεαεモクセイ科

　〃8z‘5〃z‘η3∫5c乃02205ん”DEcAEIsNEミヤマイボタ

　　　　　〃α7。8如∂アθ5C伽s　KOIDZ，エゾイボタ

　S）F7加8α7θ’∫α‘」α如HARAハシドイ

0παg7αcεαθ7カバナ科

　Cf7cαθααゆ∫1～αL．ミヤマタニタデ

　C，，ηo〃5SIEB．　et　Zucc．ミズタマソウ

　C．gε‘α〃f5κ’cα’αFr．　et　SAV．エゾミズタマソウ
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　五膨10扉κ魏αηgε観ら≠bJf襯πL．ヤナギラン

　　E．αψ加’03’fg解αHAUSSKN．イワアカバナ

　E．ルε‘Cακ4fαπμ規LEVEILLEミヤマアカパナ

　E．鋭。撹α，2κ”zL．エゾアカパナ

　　0θηo漉θγσ∂∫聞π∫3L．メマツヨイグサ

　　0．10〃2α7c雇α”αSER．オオマツヨイグサ

　　T7αραノαρoπ’σαFLERov．ヒシ

Orσぬf｛」αceαeラン科

　Cψα1α”坊θγαeγ6dαBLUMEキ！ソラン

　C76鷹α5fアαψクθπ4’α‘1α如MAK：．サイハイラン

　βρ’加。’f5ραが〃05αFr．　et　SAV．エゾスズラソ

　Gα5〃04’σoJα’αBLUMEオニノヤガラ

　000め’θγα，ηακ’ηZα〃fc2∫ηαMAK．アヶボノシュス

　　　ラソ

　Gy♪π〃σ4θ72’αcoπoρ6αR．　BR．テガタチドリ

　G．oα”霧’s酌α”oαMIYABL　et　KuDoノピネチドリ

　五ξ5’θプαco744’αR．　BR．フタバラソ

　0κ麓εσ〆5’σ’σFIscH．バクサンチドリ

　1刀α∫απ’乃θ7σ〃2α㌶4σ7加07z‘解REICHB．

　　　　　びα7．う7σo妙。θπ〃。πKOIDZ．ヤマサギソウ

　P．”τ6’α殉b1’αF．　MAEK．エゾチドリ

　P，ρ助η4∫of飽3　Fr，　SCHM．キソチドリ

　P，5σc肋1功8η3∫5Fr．　SCHM、精精ヤマサギソウ

　ερ〃απ晒θ3ε加θπ3’3AMES

　　　　　s2‘∂ψ．σμs〃αJf3　KITAM．ネジバナ

081πππdαeθαθゼンマイ科

　Os’πκπ4αノαρof〃。αTHUNB，・ピンマイ

　03〃霧τ〃2ゴαs〃μηzcf”πσ”20溺θμ彿Pr．

　　　　　ッα7．ノb々f¢π5θTAGAWAヤマドリゼンマイ

，0エα琵dαcθαθカタバミ科

　0κα万3σcθ’osθ〃αL．コミヤマカタパミ

　0．coアπ’α‘1α’αL．カタバミ

P¢eoπfαeεαeボタン科

　勘θ0πfα0∂0槻’αMAXIM．ベニバナヤマシャクヤク

・P⑳ασerαceαεケシ科

　Cゐθ1f40η’κ湧，πごzノ’‘3　L

　　　　　SZ‘う母）．αε’αf’α〃7311ARAクサノオウ

　Coノン4α1’50〃めf8z‘αC1．IAM．　et　SCIILECHT，ニゾェ

　　　ンゴサク

　C．5ρθs∫05αMAXIM．エゾキケマン

　P㍑ραひθアαゆゴπ㍑〃zL．

　　　　　5κ∂砂．δ～‘73θγ’MARKGRAF

　P．co〃加π〃z　BOG．

　　　　　　　　　る
　2『ρゴ1031‘〃τSIBTH．　et　SMITH

　P」38’ゴ8θ耀7πDC．

　P，30彿π漉耀加L．ケシ

Pゐr〃加αcεαθハエドクソウ科

　P加ツη2α’ψ’03fαC乃ツαL．

　　　　　搬ア．α3’α彦山σHARAハエドクソウ

P’παceαεマツ科

　P’川‘5ρZ‘”2”αREGELハイマツ

P’ασfoσ〃r’αeεαeキジノオシダ科

　Plogfog⊃’7fα祝醒Sκ規2‘γ6α，2αMAK，ヤマソテツ

PZαπfα9加αceαθオオバコ科

　P1αη’αgoα舘αガ。αL．オ・ナパコ

　P．oα，濯3凶α〃。αCIIAM．エゾオオパコ

　　　　　五8」α∂アαOIIWIケナシエゾオオパコ

　P．’απCθ01α忽L．ヘラオオバコ

Pり1e配。πfαcεαθハナシノブ科

　Pb’θηzoπ’㈱αα‘’伽γμ溺WILLD・

　　　　　〃αア．’αx解07躍πOIIWIカラフトハナシノブ

　P．yθzoθπ5θKITAM．

　　　　　〃αr．雇ゴα々αππ”zK．　ITOヒダカハナシノブ

アb〃1σoπαcα冨θタデ科

　βfs，oア，α濯αノor　S．　E　GRAY

　　　　　麗7．ραc麺。αHARAアミメイブキトラノオ

　B．〃勿∫ραプσS．F．　GRAYムカコトラノオ

　n）顔90〃ε‘”ZαθgμαZ8　LINDM．ハイミチヤナギ

　」≧α〃’傷」α78L．ミチヤナギ

　Rげ柳π¢’o耀辮L．ツルタデ

　p，戸1〃b72πθTHUNB．ミズヒキ

　P，妙♂7ρがρε7L。ヤナギタデ

　RJoπgfso’μ2πBRUYNイヌタデ

　P」ρθガb〃α伽解L．イシミカワ

　P．5〃～”σ03π〃zFRANCH．　et　SAV。ママコノシリヌ

　　グイ

　P．ε∫θ∂014f∫MEISN．アキノウナギツカミ

　P，εσθンガ。乃f‘Fr．　SCHAM．ウラジロタデ

　Rτ‘η昭エαcβ如5θ〃αL．ヒメスイパ

　R．10π8ザbJfκ3　DC．ノグイナウ

　R．η20π如π2‘3DESF．タカネスイバ

　R．oう’螂ヴb1’κ5L。エゾノギシギシ

Po切po面αc8αθウラボシ科

　ゐψf50γ1‘3　z‘s∫κγfθ”s召CIIING

　　　　　”σ7．ゴ観α，z3　TAGAWAミヤマノキシノブ

　乃らψ04露彿〃ケ9’師α鰍溺L．エゾデソダ

P7ε田川αeεαθサクラソウ科

　五2z4プ03σoθsαγ2，zθ22∫05αWALL．ツルハナガタ

　σ1απズ77層目アf∫∫〃置αL．

　　　　　びσ7．o∂’μ5解）1∫σFERN，ウミミドリ

　Lンsf〃zσ6〃σc1θ酌70’4θ3　Du13Yオカトラノオ

　五．飾y75加0プαL．ヤナギトラノオ
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　五．〃μ忽プξ5L．

　　　　　槻7．4α凋7ξoαR．KNUTHクサレダマ

　乃’7π謬〃αル7∫π05αL．

　　　　　槻ア，καη緬ρρ妙〃σTRAUTV．　et　MEY．レブ

　　　　　　　ソコザクラ

　　　　5躍5專》，lyπρα7θη3fs　KITAM．ユウパリコザクラ

　　　　5κδψ．ノaκ7fθ∫MURATA

　　　　　槻7．5σ栩απ伽07z’σ繊MURATAサマニユキ

　　　　　　　ワリソウ

　T7fθπ’α1∫3βκアψα6αL．ツマトリソウ

P琵r配αCεαθイノモトソウ科

　、44f4鋸μ彿ρθ4α四丁L．クジャクシダ

　Coπ’08rαη1ηz8ノαρo癖。αDIELSイワガネソウ

　C．伽∫θア，ηθ4’αHIERON．イワガネゼンマイ

　Peηπ5’αθ4〃σωf〃bγ4fゴKOIDZ．オウレンシダ

　πθκ〆0307ゴgρ5’57πσ々’κ0ゴFoMINカラクサシダ

　迎〃∫4勧ηzα9κf〃πμ2πKUHN

　　　　　〃召ア．彪がκ50κ」κηzUND．ワラビ

恥roJαcθαεイチヤクソウ科

　Cゐf〃2σ助f’αノαρoπ∫cαMIQ．ウメガサソウ

　2yプ。伽αゆ加8　H．　ANDR．コパノイチヤクソウ

　P．ηz加07L．エゾイチヤクソウ

　且78”ヴbJ∫σMAXIM．ジンヨウイチヤクソウ

P，58cκπゴαL．コィチヤクソウ

1～α瑚πc認αceαeキンポウゲ科

　・4co痂伽溺8’8召3　LIEV．　et　VAN．

　　　　　〃σノ．海。η40θπ5βTAMURAオオーレイジンソウ

　Aゴ’o．38fyαηz‘η3　MIYABE　et　TATEwAKIセイヤブ

　　　シ

　、4，5αc加」加θηεθFr．　SCHAM．カラフトブシ

　　　　　搬r．coηz加。’κ2πMIYABE　et　TATEWAKIリ

　　　　　　　シリブシ

　・4．ツβsoθπ3θNAKAIエゾトリカブト

　．4c’αθαα∫ξα’∫oσHARAルイヨウショウマ

　、4．6り7’〃ooαゆαFISCH．アカミノルイヨウショウ

　　マ

　！140π’54，πμ7θ725ξ5REGEL　et　RADDEフクジュソ

　　ウ

　み彬〃zoπ84θう’1’3　FISCILヒメイチゲ

　〆1．卿ccf4αFr．　SCHM．ニリ’ンソウ

　Z【．擢446απαREGELアズマイチゲ

A5’010％㌍7αMAXIM．サンリンソウ

　ノL♪Pβ206〃5；5KOIDZ．ヒロバヒメイチゲ

　449癖’¢gfα諏うθ〃認αSIEB．　et　Zucc．オダマキ

　　　　　槻7．ρκ23認αKUDOミヤマオダマキ

　　cα1飾ご7ρご21κs〃∫5L．

　　　　　　槻若うβγ蹄♂HANCEエゾノリュキンカ

　　　　　　搬7，πψρoπξcαHARA

　　　　　二4θ傷励θπ3MAK．リュキンカ

　　C∫2，z’clル8α5∫7砂伽WORMSK．サラシナショウマ

　　αθ彫。傭αが⑳」彪DC．ボタンズル

　　C．．魚30αTURcz．クロバナハンショウズル

　　Cqμ露ノψo癖。αMAK．オウレン（キクパオウレン）

　　　　　　3σ〆。4ゴ55β0忽NAKAIセリノくオウレン

　C．〃らヂbJ如SALISB．ミツバオウレン

　　GJσκ‘ゴ4勉η8ρα12♪3α’κ”z　SIEB．　et　Zucc．シラネア

　　　オイ

　1～（η2μπc銘」κsαcア∫51，．

　　　　　槻7．”ψρo癖。鋸HARAミヤマキンポウゲ

　　　　　槻プ．sεめcoγy〃2∂05κ5　TATEWAKIケナシキン

　　　　　　　ポウゲ

　Rノンαπc加彦だH．BOIss．エゾキンポウゲ

　丁目αJfσ”μ膨α（1μπ囎〃bJ∫μ〃z　Lカラマツソウ

　T．加∫c¢1θπ5θTURC2．ハルカラマツ

　．T。ノb6”4κ〃2　L

　　　　　槻r．8」αう7θ5cθη5　TAKEDAチャボカラマツ

　T．7，z∫π髭3　L．

　　　　　槻プ．〆6伽π6〃5θTATEW．レブンカラマツ

　　　　　槻γ．加ψoJ磯傷物MIQ．アキカラマツ

　T．5σC加」∫η6πεθLECOYERエゾカラマツ

　T7ακ加θ”β7fαメαρoπfcαSIEB．　et　Zucc，モミジカ

　　　ラマツ

　T70”毎3乃0フπJoθπS’s　NAKAIギンパイソウ

　T．餌Jc舵アMAK．ボタンザキキンパイソウ

　T．プ’認67’碑π3FISCH．　et　MEY．チシマノキンパ

　　　イソウ

　　　　　搬7．ゴαρoπfcμs　OHWIシナノキンバイ

Ro8θcθαεバラ科

　五8γξ，π0痂α♪」’05αLEDEB．キンミズヒキ

　ノ1γππcπε4fofcκ3　FERN．

　　　　　搬7．’gππ〃b1伽5　HARAヤマブキショウマ

　　　　　ρ0プ．々8加’50乃σ’川柳IIARAチシマヤマブキ

　　　　　　　ショウマ

　Fπψ例4π」α肋〃2’30肱’∫cαMAXIM，オニシモツケ

　F．ン6zo6，z5∫5　HARAエゾシモツケソウ

　、F／ogα〆α碑α〃σs5αDucH．オランダイチゴ

F．伽観ησθMAK．ノウゴイチゴ

F．πψρ0蛎‘αMAK．

　　　　34ア．鐸206フ35’3MASAM，エゾクサイチゴ

Gθκ2πσ1ゆρfcκ〃3　JACQ。オオダイコンソウ

G．ノψoηξcμ餌TIIUNB．ダイコンソウ
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0．”zαc〆（助）・〃z〃πWILLD，

　　　　搬若326ん4〃π8κ5θHARAカラフトダイコン

　　　　　　ソウ

ハ和，κ3δαocα’αBORKH．

　　　　びα7。7παπ43乃z‘プ’oαC．K．　SCHNEID．　エゾノ

　　　　　　コリンゴ

1㍗）f8π！ゴ〃α　α刀3（27∫，2αL．

　　　　びσア，8γαη4fs　LEDEB．エゾツルキソパイ

Eco〃”8rα7～αMAXIM．ヒメヘビイチゴ

P．ノン【78αγfof40s　L．

　　　　”αア．2παノ0プMAXIM．キジムシロ

1λノンθッηfα〃πBOENMULLERミツバツチグリ

p．溺α’3～〃π～‘アαθTh，　WOLF．ミヤマキンバイ

　　　　びαア．」αS’004γραIIARAケミヤマキンパイ

P．2η卿融π酌αTAKEDAチシマキンパイ

P．2ぬθσMIY．　et　TATEW．

　　　　搬ア．cα〃π50乃α’∫cαCIIAM．　et　SCHL．ウラジ

　　　　　　ロキンバイ

P．ρα1z‘5〃ゴ5　SOPOLLクロバナロウゲ

P，s’oJo〃漉rαLEIIM．ツルキジムシロ

P摺ηZ‘3g紹ッσπαMAXIM．ウワミズザクラ

P．，fψク。π’cαMATsuM．ミネザクラ

　　　　び4ア．盈ア’！蕗3’5WiLSONチシマザクラ

P．ρα伽3L．エゾノウワミズザクラ

P．53’07ゴFr．　SCIIM．シウリザクラ

p．foη2θπ’osαTHUNB．ユスラウメ

ROSααC∫C〃1α7f3　LINDL．オオタカネパラ

1～．7παアプ認〃LEV．カラフトイパラ

R．アZf805σTIIUNB．ハマナス

1諏δz‘3酌σチπαo’πoγκ5L．ホロムイイチゴ

R．cアα融og埆1々‘s　BUNGEクマイチゴ

1～．’4αα‘3L．

　　　　搬ア．oc〃θα〃∬f1πε‘5　C．A．　MEY．エゾイチゴ

1～．♪odlα’κs　SMITIIコガネイチゴ

石～．♪々oo雇co1αεガκ3　MAXIM．ウラジロイチゴ

R．ρsoκゴ（卿ρo雇。～‘3　FISCH．ヒメゴヨウイチゴ

S8，781‘f50ゆα’eπ’‘ら命！’αFISCII．ナガホノアカワレ

　　モコウ

　　　　”α7．α16αKITAM．ナガホノシロワレモコウ

So7δα7∫αε07わ加1’αA。　BR．

　　　　　搬ア．s’θ1」ψ梅MAXIM．ホザキナナカマド

SO7ろ3‘3　CO刀Z”Z’認σHEDL．ナナカマド

　　　　　搬プJz‘ノリ弗アγz‘9∫πoαSCIIN，サビパナナカマ

　　　　　　ド

5．5α，励～‘cヴb1’αROEM．タカネナナカド

5が7αθαろθ’2‘」切b7αPALL．

　　　5～‘加ρ．σ召η〃’σ加HARAエゾマルパシモツケ

　　　　　　ノ：ψ2‘‘’〃αKOIDZ．マルパシモツヶ

　3．‘α7z’o〃fθ刀sfs　LOUR。コデ・マリ

　S，7πα1f4　ScHMIDEエゾシモツケ

　S．so〃。〃b〃αL．ホザキシモツケ

　Iyα1（1s’6’刀fα’6〃zα’αFRITscH．コキソパイ

丑μ所αceαθアカネ科

　乃5ρ8〃‘’α04〆。’αL．クルマパソウ

　Gα」’～‘η2う070α1eL．

　　　　　　〃α7。たα〃z〃c1～α1’c1‘♪πMAXIM，エゾキヌタソ

　　　　　　　　ウ

　σ．4αノzz‘γ’α〃πTURcz．エゾムグラ

　G．たα”露’5c1’σ”cτ‘〃．3　STELLERエゾノコツパムグラ

　G．加プα40κ～‘，ηMAX恥1．ミヤムグラ

　G．〃αc1～y5ρ6〃η2〃ηA．　GRAYヨツパムグラ

　0．〃〃Σ4τ‘η3L。

　　　　　　ηαプ，δγθ〃ψθ4z‘7～α‘1α’2‘ηz　REGELホソバノヨ

　　　　　　　ツパムグラ

　0．”f敢）アヴbγフπθKOMAR．オククルマムグラ

　0．〃θγκ”～L．

　　　　　　〃αr．〃αc乃♪℃αη）紛πDC．エゾカワラマツパ

　ハff’盈εJJα7〃2げ〃α’αSIEB，　et　Zucc．ツルアリドウ

　　　シ

　1セ848ガα50α”40π3MヨRR．ヘクソカヅラ

　Rκう∫α‘ゐfπ8η∫f3　REGELet　MAACK：．

　　　　　　〃αア．8」αうアθ5cθ225　KITAGAWAオォキヌタソウ

　1～．ノθsoθη∫∫3　MIYABE　et　MIYAKEアカネムグラ

丑πfαeθαθミカン科

　勲6〃04θ〃〃。πα”27‘76225θRUPR．キハダ

　　　　　　z，αγ．’αmJloξSPRACUEミヤマキハダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　z1α7。3αεみα”π67～εθFr．　SCIIM，ヒロバノキハ

　　　　　　ダ

　∫屠2η2π’αノψoη∫cαT！IUNB．

　　　　　　Z，α7．加’6ηπゼ’α　KOMATSUM

　　　　　　　　ミ

　　　　　　　∫7θρoπ3011w！ツルシキミ

8α’εcfeeαeヤナギ科

　ハ）ρ～”κ35∫0うoJゴ猷MIQ．ヤマナラシ

　5α’㍑6即自たoKIMURAパッコヤナギ

　S．ゴ，2’㎎γαTIIUNB．イヌコリヤナギ

　S．プ。π’fFr．　et　SAV，ミヤマヤナギ

εαπfα」αceαθビャクダン科

　丁加∫fz‘，πプ4ンαc々‘ηz　C．　A．　MEY．

8α認ルαραe8αθユキノシタ科

　〆ls〃’δθ’加‘72zめ昭だh11Q。

　　　　　　撚γ．ooπ965’αH．　BOIss．

カラフトシキ

カマヤリソウ

トリアシショウマ
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　Bo顕加∫αり600’oηゆ」’αENGLアラシグサ

　C心隔y505♪！θη∫κ”3α〃θプ2zヴbJゴ多‘〃二L．

　　　　　　〃αア，ε’δ〃fcz〃πSERINGEエゾネコノメソウ

　C．ノ加8ε国国耀7πFr．　ScHM．ツルネコノメソウ

　C．8プα♪Pαηκ7πMAX正M．ネコノメソウ

　C．々α駕’50加”傷ηzFIscH．チシマネコノメソウ

　、F1ン4アαπ96α　2π【zcγoρ耽y〃（z　SE：R．

　　　　　　〃α7．α傷〃励副αMAK．ヤマアジサイ

　　　　　　微3．ノπ〔醤αcαゆαOHWIエゾアジサイ

　H．加π∫α‘砺αSIEB．　et　ZUCC．ノリウツギ

　H．ρβ彦foJαγ’3　SIEB．　et　Zucc．ツルアジサイ

　％ア〃αs3忽ρα伽ε〃’5L．エゾウメパチソウ

　　　　　　〃α7．，π〃〃38如しEDEB．ウメバチソウ

　測δθ58γ055〃αガαL．グースベリー

　R．ぬ’ヴb〃μ2πJANcz．エゾスグリ

　R．〃’5ごθPALL．トカチスグリ

　3ακヶンα8αc舵718γfo∫403　D．　DON

　　　　　　むαプ．γoδz‘π51〃。π∫f5　HARAシコタンソウ

　S．ル5cαMAXIM．エゾクロクモソウ

　S．ノαρoπ記αH．BOIssフキユキノシタ

　∫．5αo肋1切ε223’3Fr．　SCIIM．ヤマハナソウ

　Sc乃∫zoρ乃7α9〃zα乃♪，4プαπ860f485　SIEB．　et　Zucc．イ

　　　ワガラミ

　Tfα7〃αρ礎ゆ13ッ〃αD．　DONズダヤクシュ

SC加πC恥θrεαCεαεホロムイソウ科

　Sc乃θ4c乃2θガαρα伽5ヴγ5　L．ホロムイソウ

　T7確10凶加，ηα〆〃加μ7πL。シパナ

8cmp伽如r如。θαθゴマノバグサ科

　ムf〃α7’αノαρ0♪zたαMIQ．ウンラン

　M勿Z〃κS5θ∬π埆」’πεMAXIM．オオパミゾホオズ

　　　キ

　∫セ漉。〃αγf301’o〃z∫3301z∫3　STEV．エゾノヨツパシオ

　　　ガマ

　　　　　　〃α7．ゴψ0〃’0αMAIM．ヨツバシオガマ

　　　　　　　　メルκプゴ6アPETITM．レブンシオガマ

　p．γθ5ゆ加α毎L．シオガマギク

　　　　　　　　∫ρz4うθ5‘o’zs　KOMARovケシオガマギク

　P．30配5’05’礎ゴσVVD．ネムロシオガマ

　　γ6γδα3c襯z酌αρ5κ5L．ビロウドモウズイカ

　　γθγo加。αoノπθア’cαノ～σScHWEN．エゾノカワジシャ

　　y．々fε‘5f4παFURUMI

　　　　　　〃αγ．，π’，・αゐθ∫YAMAZAKIエゾルリトラノオ

　　γ870π記03〃銘，π5乃’γゴcz‘〃z　PENNELLクガイソウ

Sθ」α9加ε”αCθαθイワヒバ科

　5θ」α8加¢1伽ぬεん6”cαLINK．エゾノヒメクラマゴケ

　5．sf∂fγ加HIERON．エゾノヒモカズラ

Sぎ’παr側bαCεαθニガキ科

　πoγα3〃zασ‘α∬’oゴ4θsBENN．

SoJαπαcεαeナス科

　P玩y∫（7万5α疏01セ。π8’L．

　　　　　　びα「．ノ㍗α1ZClz6ゼHORT，

　　　　　　　ノ＝ゐ～θZンαγ4蕗hlAK，

　SOOρoJゴαノ（ψ0πfo召AIAX1M．

5Pαrσαπεceαθミクリ科

ニガキ

ホオズキ

　Sραア8α1～fz‘η3　s∫o’o〃旋γ冴7，z　HAMILT．ミクリ

8毎P掬琵αcεαeミツバウツギ科

　S如♪1り伽δε〃π認4αDC．ミツバウツギ

Sf〃7’αCαCεα8エゴノキ科

　S’♪，耀エ。飽∬∫αSIEB．　et　Zucc．バクウンボク

8〃配P10CαCεα8ハイノキ科

　SンηψJoco3　c1‘加6’25∫3　DRUCE：

　　　　　　搬γ．ρゴ’o∫αOI．IWIサワフタギ

Tακαcθαεイチイ科

　丁ακz‘scz‘5ρ’4α！αSIEB．　et　Zucc．イチイ

　To77の，α，2z‘c加アαSIEB．　et　Zucc．カヤ

丁掘αCεαεシナノキ科

　丁”彪ノαρoπ∫cαSIMK．シナノキ

　T，，7～ακ勿zo‘σガ。2fαηαS正IIRASAWAオオバボダイジ

　　　ユ

σ」7παcθαεニレ科

　σ！〃刎s4αび’4’απαPLANCH，

　　　　　　〃αア．ノαραzゴ。αNAKAIハルニレ

　　　　　　ニszめ6〆03αNAKAIコブニレ

　σ．彪C∫π彪’αMAYR。オヒョウニレ

疏π6θ”ε掬rα9セリ科

　、4確qメ）o漉z‘アπ04）05’”θLEDEB．エゾボウフウ

　14，2gθ」’cααcz‘’∫JoδαKITAG．トウキ

　　　　　　びα7．ゴ躍α’θ｝～5∫5HIKINO　ミヤマトウキ

　　　　　　〃α7．5多‘8砂α1πoθHIKINOホツカイトウキ

　　　εεめψ．1’1zθα7’Jo∂αK【TAM．ホソバトウキ

　み．¢め読SMIYABEアマニュウ

　♂4．9θπ既舵καNUTT．オオバセンキュウ

　A．2‘ノS加αMAXIM．エゾニュウ

　月π”～〆∫5CZ‘55ンあθ3’γ’5　HOFFM．シャク

　βψ」θ7～〃ηJo7z8〃α4日目彦多ρπTURcz．

　　　　　　耀γ．δ7θ〃〃α4’α’翻3Fr．　SCHM．ホタルサイ

　　　　　　　　コ

　β．〃ゴァα4∫αγz〃｝3ADNAS

　　　　　　槻7．αゆ∫，～躍πRUPR．レブンサイコ

　Cfc寵α涯705αL，　ドクゼリ

　Co6Joρ’伽アμηz’多‘cf4κ〃z　FERN．

　　　　　　槻7．8〃zε〃〃’HARAエゾノシシウド
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　Coπfo3召」初κ〃2　fJ’‘切κ解HARAミヤマセンキュウ

　C．々σ，π’5罐α’fcμ，ηRUPR．カラフトニンジソ

　Coπ鋭纏泌召α‘血伽泌L．ドクニソジソ

　Fbθπ’c〃κ祝”π忽z7θGAERTN．ウイキョウ

　　　　　〃αア．d〃。θALEF．アマウイキョウ

　C’θ乃，2fσ1”07α〃3　Fr．　SCIIM．ハマボウフウ

　漉7αC’8π7π4〃C8　FISCII．オオハナウド

　五’8諺‘3’fcμ〃3戸〃θπ∫’FERNALDマルパトウキ

　1＞b酌037，3y〃z’z‘”zノαρo，2∫α〃πM【Q，カサモチ

　0θπα，1酌θ∫σρ072’σαDC．セリ

　051πoノ〃’2ααγ’ε’α’α八IAK．ヤブニンジン

　P6κSρゴα”κ7κフπ1‘」’かゴ〃α’α規MAXIM．バクサ・ンポウ

　　フウ

　P16Z‘ア0亀ρβ7フπZ〃πα2‘∫’7ゴα〃π　IiOFFM．

　　　　　ετめ幼．κプα1επ50SOMM．オオカサモチ

　3απ’cz’如。〃〃θηゴ5　BUNGEウマノミツバ

　T’1f刀g彪。メαπθπsガ3　REGELシラネニンジン

　T．加1ρρ6’α1αKITAG．イブキゼリ

Orf’Cαceαθイラクサ科

　βoθ乃7，2θ7∫α砂’oα’αTI．IUNB．コアカソ

σ7’加ρ1α煙乃，伽WEDD．エゾイラクサ

　ひ．’乃z〃2δθ79’απαSIEB，　et　Zucc．イラクサ

翫置εrfαπαceαeオミナエシ科

ぬ’7海σgゴ∂う05αMAXIM，マルバキンレイカ

　P．s∫δ’プ∫cαJuss．タカネオミナエシ

　P．〃沼03αJuss．オトコエシ

　γ々1θγfαπσルκ7’θfBRIQUETカノコソウ

yfoJαceαθスミレ科

　γfo1σαOZ‘ηZ加α彦αLEDEB．エゾノタチツボスミレ

　γ．う耀bアαL．キバナノコマノツメ

　y・ゐ面π4α（ソbγ7癖3NAKAIウスバスミレ

γ．δ7ω’5’ψz4妨αW．　BECKERオオパキスミレ

　　　　　5zの砂．ゐfdlαたα2～σS．　WATABEエゾキスミレ

　γ．87）ψoご07α3A．　GRAYタチツボスミレ

　y．乃。πゴ。θ7～5’∫W．BECKER　et　ll．　BoISs．アオイ

　　スミレ

　y∫o地1α93ゴ。ア〃IFISCI．1，オナパタチツボスミレ

　γ．5αc乃α1加8刀εおBOIss．アイヌタチツボスミレ

　γ．ず83〃。θ♪13f3　MIYBE　et　TATEWAK【エゾアオイ

　　スミレ

　1！．♪Pθε00ηS’3MAXIM．ヒカゲスミレ

τ幌αceαθブドウ科

　y漉3cof8ηθず彪θPULLIATヤマブドウ
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業 務 報 生口

Annual　Reports　of　Divisions

昭和51年度業務概況

所　長　下 村 孟

　近年，我が国の経済社会は大きな転換期を迎え，一

般家庭における国民生活は，量的な拡大より質的に高

度な健康生活が望まれるようになった．

　このような状況下において，科学技術の進歩発展に

より多種多様の食品，医薬品等が製造販売されてきた

が反面，人体に有害な化学物質が混入され大きな社会

問題となってきている．これをうけて医薬品，食品およ

び家庭用品等の安全性を確保するための試験検査体制

および情報管理体制の強化を図るべく予算要求した結

：果，安全性生物試験研究センター（仮称）の建物が認め

られたものであって，今後予定どおり工事が行われる

とすれば昭和53年1月に竣工落成をみることになる．

　ところで昭和51年度の当所業務をみるに工事は昭

和51年6月より着工され，6階建総面積約7，200m2

を有し，既に4階の鉄筋，型枠組立を終り，残り5

階，6階の部分を残すのみとなっているが，これと併

行して内部の組織体制作りを行い，昭和52年度組織

増員要求は安全性生物試験研究センターを中心に行っ

た．

　行政管理庁と再三の折衝の結果，同センターの組織

は当初の5部15室（毒性部，薬理部，病理部，変異

原性部，機器動物管理部）に対して3部14室　（誰性

部，薬理部，病理部）が認められ，増員は当初39名

に対して，14名が認められた．残りの組織，増員は昭

和53年度に継続要求を行う予定である．特に建物の

建設に当っては昨年報告書に記載された地域住民との

話し合いも電波障害の保守管理についての問題だけを

残すのみとなり，その他の問題は総て解決をみた次第

である．

　更に薬用植物研究センター（仮称）の構想について

は既に閣議決定をみた筑波移転も昭和54年度までに

整備を行い移転を完了する見込みであり，春日部薬用

植物栽培試験場を中心に他の試験揚との業務連絡を密

にして今後薬用植物栽培試験場の運営をいかにすべき

か早急に検討を行う時期にきていると思われる，

　たまたま昨年7月に南伊豆地方集中豪雨により伊豆

薬用植物栽培試験場が被害を受けたが，幸いに人的被

害はなく，建物に相当の被害を受けたが，災害救助法

の適用により，又場長以下職員の並々ならぬ努力によ

り現状に回復したので報告する．

1．組　織

総 務 部

部長　今　村　泰　一

　昭和51年度は，等級別定数の改訂によって研究調整

官の設置が認められた．（厚生省組織規程の一部改正。

89条の2追加．）

　また，主任が7名から8名に1名増．主任研究官が

35名から41名に6名増と夫々認められた．　（国立衛

生試験所組織細則の一部改正．）

　室については，薬品病理第一室が細胞病理研究室

に，薬品病理第二室が組織病理研究室に夫々改められ

た．　（国立衛生試験所組織細則の一部改正．）

　なお，施行日は昭和51年5月10日であるが，主任

研究官については4月1日から適用されることとなっ

た．

2．定　員

　昭和50年度末の定員は305名であったが，昭和51

年度当初に第三次定員削減計画に基づき行政職（二）3

名，研究職1名計4名の定員が削減された．一方，昭

和51年10月1日から研究職4名の増員が認められた

ので，昭和51年度の定員は，指定職2名，行政職
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　　　　　　　　　　　　資料1．

　　　　　　　　　　　　　　昭和50年度

（組織）厚：生本省試験研究機関　1，980，707円

　（項）厚生本省試験研究所　　1，2：8，2S1

　　　人当経費　　 977，934

一般事務費
研　　究　　費

昭和50・51年度当初予算額の比較

48，973

169，775

　　雪￥　男ll研　究　呈，～　　　　　　　　　18，013

　　標準品製造費　　　　　　　3，536

　　センター運営費　　　　　　　　　一

（項）原生本省試験研究所施設費665，025

　（項）1血1清等軸造及国定費　　　　97，401

（組織）厚生本省試験研究機関　　　37，468

　（項）ll拉機関原子力試験研究費　35，785

　（項）　放身士能調査石汗究呈受　　　　　　　　　　1，683

　（項）国立機関公害防止等試験研　　　　0

　　　究費

　　　（注）　振替予算額を除く

　　昭和51年度
3，297，377円　　166％

1，331，597　　　　109％

1，091，789　　　　112％

48，870

171，711

15，920

3，307

1，869，381

96，399

49，781

38，261

11，520

17，300

備 考

　　　研究職の定員4名増のほか，定期

　　　昇級及びベースアップによる増

100％

101％　人当研究費単価の増＠970，000円

　　　・→980，000円

889も

94％

281％　医薬品及び食品竿の安全性試験の

　　　ための施設整備

99％

133％

107％　備品費の増

6S4％　テーマの増

（一）53名，行政職（二）42名，研究職208名計305名

となった．

　なお，昭和52年度において安全性生物試験研究セ

ンターが設置（昭和53年1月発足）されることにな

り，これに伴う増員14名が認められた．

3．　予　算

　昭和51年度予算額は資料1のとおりである．

4．　「食品医薬品等安全センター（仮称）」の建設

　厚生省に設けられた「食品，医薬品および家庭用品

の試験検査体制の整備等1こ閃するプロジェクトチー

ム」の昭和．4S年7刀の報告等により，当所は「食品医

薬品等安全センター（仮称）」を設置することとなり，

その施設整備費として，昭和50年度及び51年度にお

ける国庫債務負担行為2，503，058千円が認められ昭和

50年度の歳出化分655，813千Ill，昭和51年度歳出化

分として1，847，215千i1］の予算が言卜上された．

　なお，当該施設は昭和53年1月から事業を開始す

る予定であるが，この運営に必要な経費として，昭和

52年度に278，576千円の予算が計上された．

5．　「薬用植物研究施設（仮称）」の建設計画

　筑波研究学園都市に建設計画の「薬用植物研究施設

（仮称）」の施設整備費として122，168千円の予算が計

上された．

　なお，本施設は薬用植物の栽培等に関する試験研究

の近代化を図るとともに，その組織と運営を合理化す

ることを目途として春日部薬用植物栽培試験場を筑波

学園都市に移転させ，これを他の4ケ所の試験場の中

心的な薬用植物研究施設とする構想のもとに計画さ

れ，昭和54年度に概成し，移転することとなってい

る，

6，手数料等の改正

　1）国家検定手数料

　当所が検定することとされている医薬品（42品口）

の拙家検定手数料は，昭和52年3月22日付厚生省告

示第43号で改正され，平均129％の値上げとなり，

同年4月1日から適用されることとなった．

　2）試験検査依頼手数料

　当所が依頓を受けて行う試験検査の手数料は，昭和

52年3月23日付厚生省告示第46号で改正され，平均

13396の値上げとなり，同年4月1日から適用される

こととなった，

　3）標準品交付手数料

　当所が製造し，申請老に交付している医薬品試験用

標準品（52品n）および色素試験用標準品（37品口）

の手数料は，昭和52年3月23日付厚生省告示第47

号で改正され，平均132％の値上げとなり，同年4刀

1日から適用され，ることとなった．

　4）製品検査手数料
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　当所が検査することとされている食品添加物（ター

ル色素）の検査手数料は，昭和52年4月26日付政令

第112号で改正され，200％の値上げとなり，同年5

月1日から適用されることとなった．

合成化学研究部

部長神谷庄造
前部長鈴木郁生

概要　51年11月15日鈴木郁生部長は合成化学研究部

長併任のまま副所長に昇任した．52年4月1日鈴木副

所長の併任が解かれ，神谷庄造第一研究室長が部長

に，第一研究室長に中舘正弘主任研究官がそれぞれ

昇任した，また中島利章第二研究室長は4月1日退職

し，第二研究室長は神谷部長の併任となった，

　工部の研究方針としては，これまでの実績の上に立

って少しずつ方向転換をはかるべく，当面つぎの3つ

のテーマを柱にしたい．

　1．　抗腫瘍性官能基を有する化合物の合成とスクリ

ーニングに関する研究

　2．化学物質の毒性発現機構に関する有機化学的研

究

　3．各種がん原性および変異原性物質，ならびに生

活関連物質の安全性試験のための試料の合成と供給

研究業績

　1）抗腫瘍性官能基を有する化合物の合成とスクリ

ーニングに関する研究

　1一（2－chloroethy1）一3一（3－pyridyl）methylureaおよ

び1－cyclohexyl－3一（3－pyridyl）methy】ureaをニトロ

ソ化すると，それぞれ1一ニトロソ体と3一ニトロソ体

が生成し，この2種別構造異性体をそれぞれ単離する

ことが出来た．このように，1，3一ジ置換尿素類のニト

ロソ化で生成する2種の構造異性体を分離出来たのは

この研究が最初である。　（→誌上発表1）　つづいて

一連の化合物を多数合成したので，目下それらの抗腫

瘍性を検討している．

　ここ数年来実施して来た1，1Lethylene．bis（1－

nitrosourea）（EBNU）の誘導体の抗腫瘍性に関する

研究で，今回その構造一活性相閃がまとまったので

Gannに投稿中である．この間，イ1機化学の面でも

二，三の新らしい知見が得られた。　（→学会発表1）

　また，これらの二トロン尿素誘導体によるマウスリ

ンパ性白血病L－1210と腹水肝癌細胞AH－13との感

受性を比較した．すなわち，一般的に末端に一N（NO）

CONH2構造を持つものは両腫瘍に効果がみられ，ま
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た，末端に一NHCON（NO）CH3構造をもつものは

し－1210にのみ効果がみられた，（→学会発表2）つい

で，EBNUと現在臨床で使用されている抗腫瘍剤と

のAH－13およびL－1210に対する効果を比較してみ

た．（→学会発表3，4）

　医化学部との共同研究であるが，EBNUおよび関

連化合物のアルキル男能と化学的安定性についても報

告した．　（→学会発表130）また，f’z薦70における

EBNUの核酸および蛋白質との結合についても報告

した。（→学会発表131）

　ピリジンおよびピリダジンのシアノトリアツェン誘

導体を多数合成し，その抗腫瘍性を調べたが効果がな

かった．しかし，興味ある反応が二．三見出されたの

でこの分野をさらに展開させるつもりである．　（→誌

上発表2）

　2）化学物質の毒性発現機構に関する有機化学的研

究

　N一アルキルーN一ニトロソ尿素類およびN一アルキル

ーN一ニトロソウレタン類の化学構造と発がんとの相関

について有機化学的な検討を加え，その発がん機構を

推定するための研究を始めた．当面，これらのニトロ

ソ化合物のアシル化能とアルキル化能について検討し

たい．〔→学会発表1，衛生二二95，1（1977）〕

　3）各種がん原性および変異原性物質，ならびに生

活関連物質の安全性試験のための試料の合成と供給

　当部で合成したN一アルキルーN一ニトロソ尿素類お

よびN一アルキルーN一ニトロソウレタン類の発がん実

験は引続き薬品病理部において実施されており，興味

ある知見を得ている，　（→誌上発表116，119，学会

発表145）

　また，医薬品，食品添加物，その他の生活関連物質

など135種の化合物を提供し，薬品病理部，衛生徴生

物部と共同で「がん原性，変異原性および染色体異常

誘発性と化学構造との相関」について検討した．　（→

学会発表81，143）薬品病理部，食品添加物部，薬品部

と共同で，厚生省がん特別研究「がん原性検索法の確

立に関する研究」を引続いて実施している．各研究班

員に対してそれぞれ38種目検体の調製と配布を行っ

た．

　研究用試料として薬理部へ2，4，5一トリメチルアニ

リンおよび2，4一ジメチルアニリンー5一スルホン酸を，

また轟沼部へ標識マレイン酸マンガンを合成し，供給

した．
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薬 品 部

部長　江　島 昭

概要　昭和51年4月1日付で井上哲男前部長は7年9

ケ月にわたる薬品部長としての数々の業蹟を残し，環

境衛生化学部長へ転出した．江畠　昭薬品第一室長が

その跡を継ぎ，鯉淵畠信主任研究生が薬品第一室長に

任命された．

　部長は昭和51年11月19日から同28日掛で第6回

アジア薬学大会出席のためインドネシア，ジャカルタ

へ出張した．

　昭和51年度は前部長のときからの継続事業として

精力を注いで来た仕事中4つが完成を見たことと新し

い仕事の準備にほとんどが費やされたといえる．前者

としては（1）昭和51年4月1日に公布された第9改正日

本薬局方中の主として化学薬品の改正作業，（2＞輸液用

注射掌中の異物検査法の確立（厚生科学研究），（3）臨

床診断用医薬品原料規格の作成および（4）幻覚剤対策費

による標準品の合成があり，後者としては生物学的同

等性の判定韮準の作成がある．

　また継続事業としては（1）本所の特別研究「製剤技術

の進歩に伴なう医薬品の安全性の確認に関する研究」

の第2次3ケ年の研究が発足し，第1次において碍ら

れた実験結果をもととした本格的な研究が実施される

ものと期待される．（2）第10改正日本薬局方が5年後

に公布されることとなったため，化学薬品の改正に関

する方針と第9改正日本薬局方の一部改正に関する審

議が行なわれた。（3）医薬品添加物の規格作成と安定性

の調査。（4）厚生省癌特別研究「突然変異原性物質の動

物発癌テストに関する研究」への協力．㈲殺虫剤指針

の大改定，（6）昭和50，51年度版医薬品の規格および

試験方法の作成，（7）地方衛生研究所技術者に対する講

習などがあった．

　新規に開始したものとしては（1）国家検定避妊薬の新

しいものが品目追加になったこと，（2）向精神薬中の欺

種のものの簡易艦定法の確立に関する研究がある．

　国家検定，特別審査，特別行政試験および一斉取締

試験などの検査業務については，総件数において昨年

度より60件の減少が見られた．その理由は昭和51年

度一斉取締試験においてたまたま件数の少ない品目が

あったことである．

業務成績

　1）国家検定　総件数は766件で各品目とも前年度

と大差なかった．不適となったものはブドウ糖洋射液

3件（0．8％）；リンゲル液7件（33％）で，いずれも

異物による．

　新しい品評として避妊用メンフェゴールクリームが

加わった．これは約12clnのディスポーザブルの容

器に一回分のクリーム状のメンフェゴールが入ってい

るものである．

　動物用のリンゲル液として20mZおよび50　m’の

ような手容量のものの中請があったが，用途が動物用

に限る場合であっても中味が人間に用いている薬剤と

同一のものであるときは，厚生省において検定を行う

という昭和24年に取りかわされた厚生，農林両次官

の覚ll｝き（昭和24年5月25日回収第911号）により

衛生試験所において試験が実施された．

　昭和51年11月に塩ビ容器入り5001n1の5％ブド

ウ糖注射液の中誌があった．ポリエチレンおよびポリ

プロピレンのプラスチック容器入りブドウ糖注射液は

すでに大阪支所へ中請され，検定されているが，塩ビ

容器のものは初めてであり，日本薬局方においても塩

ビ容器を対象とした試験項目を設定していないため，

新たな対処が必要となり，研究が開始された．

　2）特別審査試験総件数181コ口前年度より72件

増加した．解熱鎮痛剤，新医薬品および殺虫剤ともに

増加している．解熱鎮痛剤においてはピリン系薬の安

全性に鑑み，年度の末期から他薬への切替えに関する

申請が増加した．また従来の呈色法による試験法のほ

か液体クロマトグラフ法による新試験法も散見れさる

ようになり，三部としても同法による試験法（案）を作

成中である．

　3）特行試験スルピリン含有感冒剤（錠とカプセ

ル）の品質試験（2件），国産あへん（5件）および

輸入あへん（18件）の試験依頼があった。

　4）一斉取締試験　果糖注射液（12件）オδよびキシ

リトール注射液（25件）の局方試験，非ステロイド系

抗炎症剤（35件）の崩塀乏試験および感冒剤中の塩酸ジ

フェンヒドラミンおよびサリチル酸ジフェンヒドラミ

ンの定量（28件）を行った．キシリトール注射液には

異物混入による3伴，フルフェナム酸含有のカプセル

剤に1件，ジフェンヒドラミン製剤に1件の不適がそ

れぞれあった．

　5）その他　医薬品添加物（クロルクレゾールほか

3コ口）の規格および試験法，ならびに安定性に関す

る調査および実験結果の提出（審査課へ報告），殺虫

剤指針改訂に関する基礎データの作成（ピレスロイド

系殺虫剤，効力増強剤等9品目，審査課へ報告），医薬

品製造指針中スルピリン含有の解熱鎮痛剤の定量法の

改正（審査課へ報告），昭和50，51年度版医薬品の規



業 務

格および試験方法の作成（審査課へ報告），幻覚剤標

準品（Parahexy1，　DMT，　DET）の合成法の検討と確

認および定量法の確立（麻薬課へ報告）なども行って

いる，

研究業績

　本年度行った研究のうち，学会発表および誌上発表

を行ったものは下記のとおりである．

　1）医薬品の分析化学的研究

　i）混合製剤中のスルピリンの定量法について（→

学会発表5）

　2）医薬品の安定性に関する研究

　i）スルピリソのアルカリ性溶液中における安定性

（→誌上発表3）

　ii）スルピリンの酸性溶液中における安定性（→誌

上発表4）

　iii）スルピリンの酸化的分解について（→学会発表

6）

　3）医薬品の有効性に関する研究

　i）医薬品の溶解試験に関する研究（皿），サルファ

剤粉末の溶解速度に及ぼす高分子化合物の影響（→学

会発表7＞

　4）医薬品の安全性に関する研究

　i＞注射劇中の徴粒子の検出法に関する研究（厚生

科学研究，昭和51年度）

　5）麻薬および習慣性薬物に関する研究

　i）幻覚剤に関する研究（第10報）Phencthylamine

系化合物の確認〔衛生試報，94，46（1976）〕

生物化学部

部長川村次良
業務成績

　1）国家検定　イソシ」ン製剤109件および脳下

垂体後葉関係製剤など53件について検定を行ったが，

オキシトシン注射液に含量不足の製品が2件あった以

外は，いずれも合格品であった．

　2）特別審査試験　制がん剤3件，ポリペプチド製

剤6件について審査を行った．そのうち，合成ACTH

製剤と天然ACTH製剤との問の生物活性について関

連づけをする試験法やカルシトニン，グルカゴンなど

の構造組成が決定されているが，臓器から有効成分の

抽出されている製剤の純度試験法の設定について検討

した．

　3）一斉収去試験　デキサメタゾン錠17件につい

て定量試験および崩壊試験を行ったが，紫外吸収スペ
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クトル測定法とブルーテトラゾリウムなどの発色試薬

を用いる比色法とでは，定量結果が異なるものがある

ので，前処理を用いた比色定量法について検討した結

果を監視指導課へ報告した．

　4）標準品製造　昭和51年度の標準品製造品目お

よびその出納状況などについては，巻末の表を参照さ

れたい．なお，新告示品日であるメトトレキサート国

立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）については，

現在その原料について検討中であり，52年度中には交

付できる予定である．

　また，標準品製造に関連して，WHOは現在，ラジ

オイムノアッセイなどの進歩とともにこれらにも使用

できる特異性の高い標準品を求める時代の要請に応

じ，脳下垂体後葉国際標準品の代わりにオキシトシソ

国際標準品およびバソプレシン国際標準品を設定する

ための共同検定を実施しているが，田部でもこの検定

の一部を分担している．

研究業務

　1）生体内活性物質の作用機序に関する研究

　ニューロフィジソ（Nph）のオキシトシン，バソプ

レシンに対する結合位部および結合様式を検索する目

的でNph　IおよびNph　Hの光酸化的および化学

的修飾によるホルモンの結合能への影響を調べ，その

結合機序を考察した．　（→誌上発表12）

　2）コルチコイドの定量法に関する研究

　コルチコイド含布製剤および血中コルチコイドを定

量するための試験法につき検討し，コルチコイドとピ

ロールとの発色反応およびけい光成績体を利用した新

定量法を確立し，血中コルチコイドの定量にも応用で

きることを実証した．　（→学会発表14，15，誌上発表

13，ユ4）

　3）錠剤などの含量均一性試験および溶出試験に関

する研究

　ラナトシドCの比色定量法は，試料の含量が少ない

同錠の含量均一性試験に適用することができないの

で，ジゴキシンなどの定量に用いるけい光定量法につ

いて検討し，ラナトシドC錠の含量均一性試験に応用

した．　（→誌上発表15）また，デキサメタゾン錠の含

：量均一性試験法および溶出試験法について検討し，そ

の規格案を作成した（監視指導課へ報告）．

　4）向精神薬の免疫学的検出法に関する研究

　バルビタール系薬物とそれらの抗体との相互の免疫

学的交叉反応性を調べる目的で，5一アミノバルビター

ル・牛血清アルブミン複合体を作成し，これを抗原と

してウサギを用い抗体の調製を試みたところ，高抗体

価を有する抗血清を得た．現在，この抗血清を用いて
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ラジナイムノアッセイの理論を応用し，バルビタール

系薬物との交叉反応性を検討中である．

　5）たん白製剤の純度に関する研究（特別研究）

　たん白製剤の純度と物理化学的および免疫学的性状

の相関について研究するため，カリクレィン製剤の純

度と抗原性試験（全身アナフラキシーショヅク試験お

よびPCA試験）との相閃について倹討するととも

に，PCA試験の再現性について調査研究を行ってい

る。

　6）標準品の品エ重規｛｛↑に関する研究

　ステロイド，酵。｛｛関係に騨【lllについてその単位や示

性値を決定したが，特に，今回調製された折ロットの

酵素原準品のうち，含糖ペプシン標準品（771）につい

ては，その効力試．験にCasein・Folin呈色法およびg

局含糖ペプシンのたん白消化力試験を準用したが，基

質（カゼイン，卵白）の品質の変動によって力価も変

動することについて若干の検討を加えた．この結果

は，10局の含糖ペプシンのたん白消化力試験の改正案

資料として提出する予定である．〔衛生試恨，95，

66，　6S，　70，　73，　74　（1977）〕

放射線化学部

部　長　浦久保　五　郎

等　要

　RI作業従事老は51年度31名で，教育訓練会は2

度行った．また52年2月に科学技術庁の放射線検査

官の立入り検査があったが，特に不備な点の指摘はな

かった．

　また薬事法に基づく放射性医薬品基準は｝薬局方同

様の独立した規格書として公布する意向が定められ，

前年度に引きつづき全面改定作業を継続して行った．

52年秋川までには公布の予定である．

業務成績

　放射性医薬品の特励」審査試験

　放射性化合物製剤，ゴπr〃γoテスト用キヅト，用時

調製用試薬など34品日について，従来どおり必要な

化学試験および書類審査を行った．

　99mTc標識化合物製剤および用時調製用試薬；16

品目

　1251標識切かf〃。テスト用キット：10品目

　1111n標識化合物製剤：2品0

　2。1Tl標識化合物製剤：2品日

　1231標識化合物製剤：1品目

　！311標識化合物製剤：1品目

　3H標識　加癬roテスト用キット：1品11

　5℃o標識化合物製剤：1品目

研究業績

　1）加読70検査用キット使用後の残留放射能分布

　市販の加痂70検査用キット9品口をえらび，実際

の検査と全く同様に操作して残留放射能の分布を調べ

た．廃棄物を大別してその状況を示すと次のとおりで

あった．

　びんに残ったトレーサ溶液など：放射能が高く保管

廃棄すべきである．

　検左中の上清液，洗浄水：容量が小さく放射能も低

いので希釈放流できる．

　スボソジ，チャコール，レジンストリップなど：放

射能が高く保管すべきである．

　試験管，トレーサ空きびん：水洗すれば，あとは問

題とならない．

　木研究は，全国的な放射性廃棄物処理問題の解決に

資するために行ったものである．　（→誌上発表17）

　2）トリフェニルスズアセテート（l13Sn）の吸収，

分布，代謝

　有機スズ化合物はプラスチックの安定剤，殺菌剤，

防カビ剤などへの使用が知られており，人との接触の

可能性が考えられる，トリフェニルスズアセテート

（113Sn）を合成し，モルモットを用いて経皮吸収，体

内分布，代謝について実験を行った．

　塗布後24時間で18％，48時間で24飾が経皮吸収

され，肝，腎，脳に分布しているのが認められた．排

泄はおもに糞から行われ，糞中代謝物としてジフェニ

ルスズおよびモノフェニルスズを検出した．　（→学会

発表18）

　3）イソシアヌル酸の吸収，排泄および分解につい

て

　先年に引ぎつづき今回は14C一イソシアスル酸を20

日問連続投与して体内分布，排泄を調べた．

　述続投与を行っても体内分布パターンは1回投与と

変わりなく，血液，肝，腎に高濃度がみられたが，消

失が早く12時間後にはすべての臓器から消失した．

排泄は大部分が尿中になされ，糞中排泄はわずかであ

った．また20日間の連続投与中も排泄率は一定であ

り，体内分布の成績とあわせ考慮すると特定部位への

蓄積貯留はないようであった．

　また未変化のまま尿中に排泄されることがわかった

ので，この尿に糞を混合し，好気的および嫌気的条件

で放置したところ，3日間ではほとんど分解せず，7
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日でそれぞれ25％，35％が分解し，2ヵ月放置で始

めて大部分が分解された．このことからも，イソシア

ヌル酸は生物的環境では安全な化合物であることがわ

かった．　（→学会発表20）

　4）カドミウムのウサギ血液中の動態

　カドミウムが体内に取り込まれた場合の血液中の動

態を検討する目的で，115mCdC12をウサギに投与し，

血液中の分布ならびに存在様式について検討した．

　（結果）血液中の115mCdは投与後40分から1日

まで著しく減少，2日目で1日目の約3倍に上昇，そ

の後は緩慢に減少した．血漿中の115mCdは投与40分

より急速に減少した．血球中では2日口に顕著に上昇

し，9日口まで徐々に上昇して，2日以降血液中の

115mCdの大部分が血球中に存在することを認めた．

血球内容物のゲルろ過から低分子量タンパク質に

115mCdが内容物の69％を占めることを認めた．この

ものはイオン交換クロマトグラフィーならびにディス

コ電気泳動において，同一ウサギの肝臓中に存在する

メタロチオネインと同じ挙動を示した，　（→学会発表

19）

　5）カドミウム体内残留の動物種差について

　115mCdCI2溶液をマウス，ラット，モルモット，ウ

サギおよびウズラの5種の動物に腹腔内投与し，

whole　body　countおよび糞尿の測定を連続的に60

～90日まで行い，体内残留を比較的に追跡した．その

結果全身における生物学的半減期を算出したところ，

ウズラ約500口，モルモット約330日，ウサギ約300

日，マウス約200日，ラット約140日という順で半減

期が長く，動物による明らかな種差がみられた，

　従来カドミウムの生体内残留については多くの報告

があり，生物学的半減期も報告されている．これらと

の比較考察を行った．

　6）マンガンの体内分布，排泄および謡曲内生物学

的半減期に関する研究

　低用量の54MnC12溶液をラットに1回静注し，54Mn

の臓器，組織への分布およびその生物学的半減期

（BHL）ならびに糞尿中への排泄について検討した．

　静脈内に投与した54MnC12の大部分は比較的速やか

に排泄：され，3日後には投与量の25．3％が体内に残

存したにすぎなかったが，以後は遅く113日後でも

1．8％が存在した．なお，全身のBHLは31．6日で

あった．

　投与初期には54Mnは膵，肝，腎，顎下腺，副腎，

下垂体に高濃度に分布したが，比較的速やかに減衰し

た．大脳，小脳，延髄，脊髄では初期の濃度は低かっ

たが，3～14日後に最高濃度に達しBHLも長かっ
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た．また大腿骨でのBHLも長く，113日後には大腿

骨および中枢神経に，他に比べて高濃度に分布した．

これらのことからMnを連続的に摂取した揚合は中

枢神経系および骨に蓄積する可能性が推測される．

　投与後7日以内に投与：量の83．6％が糞中へ，0．5

％が尿中へ排泄された．また，消化管内分布は小腸お

よび大腸の内容物中に多く，体内に吸収されたマンガ

ンは主に胆汁を介して小腸内に排泄されると考えられ

る．

　本研究は薬理部と共同で行った．　（→誌上発表20）

　7）環境試料中の天然放射性核種の分析に関する研

究

　前年度に引続き，非水温泉水中の226Raおよび

228Raの定量を行った．恵那地方の山水の226Ra含量

は，WHOの飲料水基準（3pCi〃）の約1／10であっ

た．温泉水中の226Ra含量（三朝温泉の場合）は上記

鼻水の225Ra含量にくらべてはるかに高く，最高

16．1pCi／」を示した．223Raについては，1ヵ所の高

水に。．3pCi／1を示したが，他の非水には含まれてい

なかった．温泉中の228Raは226Raにくらべて少な

く，平均して226Ra含：量の1／2であることが明らかと

なった．　（→誌上発表23，学会発表21）

　8）環境試料中の徴量放射性ヨウ素の分析法に関す

る研究

　使用済核燃料中のfission　products中には，1291が

質量的に約1％含まれている．本年度は，核燃料再処

理施設の稼動にともなう海産物の1291汚染を知る目的

で，主に海藻中の1291の分析法を検討した。（→学会

発表17）

　9）プルトニウムの分析法に関する研究

　放射能汚染調査のための基準化された分析法を制定

するために，科学技術庁原子力局が事務局となり，数

ヵ所の研究所で検討されている．そのためダブルチェ

ックの一環として分析法の検討を行った．

生 薬 部

部長　名　取　信　策

業務成績

　1）一斉取締試験：市場生薬の品質向上を計るため

には，輸入生薬の実態を捕捉することがもっとも効果

的と考えられる．本年度も昭和48・50年度と同様に，

5品目の生薬の輸入時に収去したもの，すなわち「オ

ウギ」9件，「クジソ」3件，「ジオウ」56件，「シャ

クヤク」15件，「トウキ」6件の計89検体について局
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方適否試験を行った。結果は全検体肺門であったが，

「ジオウ」は低品質が半敷を占めていたことが注目さ

れた．これらは現局方の規格では適品と判定される

が，今後の問題として規格改正を考慮すべきものと考

えられる．「クジン」は前年度4件中3件が不適であ

ったが，本年度はその品質向上がうかがわれた．「オ

ウギ」，「トウキ」については特に問題はなく，　「シャ

クヤク」については前年度問題になった中国産赤筍が

まだ輸入されているが，これは局回外生薬とみなして

検査の対象としなかった．韓国産シャクヤクについて

は特に問題はなかった．

　2）特別審査：従来通り生薬を含有するカゼ薬（56

件），新薬（5件）について審査したが，ここ数年来

の指導を含めた判定によって，製造業者が実験に塞つ

く試験方法を考案設定する傾向がうかがわれ，本業務

の効果が現われはじめたものと考えられる．

　3）本年度は特行試験等は該当品目がなかった・

研究業績

　1）生薬。生薬製剤の規格・試験法の研究：漢方製

剤には局方収載の生薬のほかに50品目以上の局方外

生薬が使用されているが，これらの規格は公的なもの

がない現状である．第9改正の局方の仕事に引き続

き，薬務局の意向をうけて，局方外生薬の規格設定を

目標として研究を開始した．本年度は，イレイセン，

オウヒ，カッコウ，ジコッピ，シツリン，ゼンコ，ト

ウガシ等23品目について，乙原植物の選定，性状，

その他について基礎的研究を行った（厚生省薬務局へ

報告）．

　2）主要薬用植物の原種（純系）の研究

　3）医薬資源植物調査

　4）医薬的利用を目標とした植物成分の研究

　5）栽培薬用植物の資源的評価

　従来通り，研究続行中である．

　6）天然有害物質の化学的研究

　i）マイコトキシンの研究：さきにその本体を明ら

かにした！1sρo㎎”～‘30α’麟ゴ1‘3の産生するxanthoas－

cinについて研究を続行し，とくにその産生条件につ

いて検討した．（→誌上発表27）0”αo’o〃2’μ713810ゐ05～‘〃3

の細胞毒性物質についてはchaetoglobosins　A～Dの

構造が決定され，E，　Fの構造が推定されていたが，

これらの相互の誘導によって，これらのすべての絶対

構造を決定した．また，新たにG，Jの2化合物を分

離して構造を決定した．　（→学会発表24，25）これら

については，毒性（急性毒性，細胞毒性，変異原性な

ど），制癌効果などが検討された．（→学会発表23，誌

上発表28）（衛生徴生物部，東大医科研等との共同研

究，文部省および厚生省がん特別研究費による）

　ii）ワラビの発がん性物質の研究：従来の知見を元

にして，改めてその成分の全般的な検索を行い，発が

ん実験を行う一方，変異原性の試験によってえられた

新知見とウシの血尿性発生のフラクションの追究か

ら，発かん物質の単離・同定の努力を経続中である．

（型マリアンナ医大．横浜市大（医）等との共同研究，

文部省がん特別研究費による）

　iii）タバコ以外の天然喫姻物質の調査研究（専売公

社へ報告）

無 品 部

部長　大　場　琢　麿

概要　当所敷地内の安全センター建設工事が開始され

るにあたって，療品室は昭和51年9月古い木造建物

から1号館旧生薬部あとへ仮に引越しを行った．

　昭和49年度から3年計画で始められた科学技術庁

の特別研究促進調整費による人工臓器の生体適合性に

関する総合研究は，最終年度を迎え，人工臓盟材料班

として，当部，薬理部，薬品病理部，衛生徴生物部及

び東京医科歯科大学医用材料研究所，筑波大学臨床医

学系，工業技術院繊維高分子材料研究所，同大阪工業

技術試験所が，医療用高分子材料の安全性とその評価

方法ならびに改質について協同研究を行った．

　衣類中の防炎加工剤APO及び防虫剤ディルドリン

の規制は，諸般の事情で遅れたがようやく近く告示さ

れることになった．

　人事移動は，51年12旧家庭用品第2室の田中しず

子技官が退職し，後任には毒性部から山下敬三技官が

配置換となった．理化学試験室織部澄男技官も3月末

辞任した．

　地方衛生研究所からの研究生として，広島県衛研か

ら11月に中村寿夫技師が理化学試験室において，ま

た昭和52年1刀～3月北海道衛研から小川廣技師が

家庭用品第1室においてそれぞれ研修を行った．この

ようなことは地方衛研とのつながりができ非常に有意

蕊であったので，今後ともできるだけ実行して行ぎた

いと考えている．

業務成績

　1）医療用具の基準作成

　「人工腎臓装置基準」は昭和48年以来引続いて調

査会において審議し，ほぼでき上ったが，学会力面か

らの要望で血液ポンプ及び注入ポンプの規格も追加す

ることとなり，これを検討した．
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　「医療用エックス線装置基準」は昭和51年8月21日

付官報で告示された．

　2）家庭用品の試験検査

　昭和51年度の試験品目は螢光染料3品目，有機塩

素系防虫剤1品目，可塑剤2品目，ゴム配合剤2品目

の合計8品日で，このうち当部で担当するものは全品

目の急性毒性と5品目の慢性及び経皮発ガン性試験

で，他の各種試験は信州大学など14ヵ所へ，50年度

継続の試験は松本歯科大学などへ委託した．

　分析試験法としてはディルドリン及びAPOの基準

面について再検討を行った．　（環境衛生局家庭用品対

策室へ報告）

　3）一斉取締試験

　昭和51年度はディスポーザブル注射針（静脈針の

み）及び同注射筒（5mJ以下）について実施した．前

者は25検体（9メーカー一），後者は15検体（4メー

カー）で，不適はなかったが，注意を要する程度のも

のが，ゲージについて4件，針の内外面について1件

あった．

　4）輸出検査

　腸線縫合系の昭和51年度の輸出検査件数は43件

（9755．5ダース）で不適はなかった．

　6）理化学試験室の依頼測定

　所内からの依頼で測定した質量スペクトルは約250

件，ガス。マス分析15件，核磁気共鳴スペクトル約

100件であった．

研究業務

　1）人工臓器材料の生体組織に取ぼす影響

　科学技術庁の特別研究促進調整費による人工臓器の

研究の一端として，「人工臓器材料の生体組織に及ぼ

す影響に関する研究」は最終年度を迎えた．まず血液

回路から溶出するフタル酸エステルの簡易定量法とし

て，40％エタノール溶液を用いる方法を研究した．（→

誌上発表31）同時に親水性ポリマー（HEMA），疎水

性ポリマー（シリコーンゴム）及びホローファイバー

の接着剤に使われている熱硬化性ポリウレタンについ

て，溶出性，モノマー残基，残留エチレソナキサイド

について検討し，材料の評価を行った．（科学技術庁，

厚生省に報告）

　2）医療用不織布の放射線滅菌及び残留エチレンオ

キサイドに関する研究

　レーヨンステープルを主な繊維素材とし，アクリル

系のバインダー（接着剤）を使用して作られた不織布

をガンマー線により滅菌したときの物理的並びに溶出

物の化学的変化を検討し，滅菌可能の2・5Mrの照射
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によって，多少の影響を受けるが使用できる材質を認

めた．　（原子力研究，衛生微生物部と共同）

　また不織布をエチレンオキサイドガスにより滅菌す

るとき吸着されるガスの量をガスクロマトグラフィー

で定量する場合の溶液法，ヘッドスペース法について

比較検討を行った．（→学会発表33）

　3）歯科材料に関する研究

　ディスパースアマルガムと球状及び削片型アマルガ

ムについて，X線マイクロアナライザーにより成分元

素と相変化を測定し，またポテンショスタットにより

生理食塩門中での腐食電位と分極曲線を測定tて，腐

食の状態を検討した．　（→誌上発表33）（福岡歯科大

と共同研究）

　4）家庭用品に含まれる化学物質の分析化学的研究

　カーペットなど羊毛製品5種からのディルドリンの

汗，唾液，水，人工汗による溶出量並びに空気中への

発散量の比較定量を行った結果，カーペットや毛布

は，ドスキン，フラノ，タキシードクロスに比べて危

険性を大にみつもる必要があるとの結論をえた．　（→

誌上発表38）

　また繊維製品中のジオルガノ錫及びトリオルガノ錫

化合物の系統的分離分析法の検討を続け，ほぼ満足す

べき結果をえた．（→学会発表39）

　5）家庭用品に含まれる化学物質の生物学的研究

　i）急性毒性試験

　51年度の新規品目螢光染料FBA　85，135，351，防

虫加工剤ミチソLA，可塑剤DHP，　TCP並びにゴム

添加剤ジフェニルグアニジン，2一メルカプトベンゾチ

アゾールの8種のマウスでの経口急性毒性を検索し

た，　（厚生省へ報告）

　ii）経皮慢性毒性・発ガン試験

　FBA，52，90，260，225，　Tween　60，　DEHPについ

てマウスの皮膚に塗布を継続中．ポリアミド有機酸塩

など9品目は22ヵ月間の塗布を終り，病理組織学的

検索中である．

　iii）経口毒性試験

　ミチンLA，　DHP，メルカプトペンゾチアゾール，

ジフェニルグアニジンの長期毒性及びFBA　52の催

奇形性を検討している．

　食品衛生調査研究の一環としてスチレンモノマーの

短期毒性試験を行った．　（厚生省食品化学課へ報告）

　6）ヘッドスペース分析法の研究

　ヘッドスペース分析法の感度向上を目的として，ス

プリットレス・ガラスキャピラリーカラムを用いる方

法（→学会発表42）及び溶媒転溶法（→学会発表43）
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について研究を行った．

　7）13C－NMRの化学シフト図表化に関する研究

　本研究は数年前から東京大学工学部などの共同研究

者とともに一次データの収集，その信頼性の検討を行

ったうえで官能基とその近接原子（団）を分離して報

告を続けている．　（→誌上発表38，39）

理境面生化学部

部長井上哲男
概要　公害に関係する業務については，ここ2，3年来

縮少の力針をとり，近い将来には当該業務を他／酋庁の

関係試験研究機関に移管するよう計画しているが，本

年度についても従来の経緯上やむを得ない事情にある

業務のみを残して，当部として遂行しなけれぽならな

い業務に専念するよう質的転換を計るべく努力してき

た．したがって本年度はその過渡期にあるといえる．

業務成果の中には，公害に関連するものも若干含まれ

ているが，しかし，本年から新たに計画した当部とし

てあるべき本来の業務，たとえば空気中の右害物質の

生成機｛ll・｝に関する研究，室内空気の衛生管理基準の設

定に関する研究，化粧品中の有害性微量物質の検出と

生成機構に関する研究，皮膚障害に関察する化粧品の

光反応物質の生成機構に関する研究，水道用薬剤の溶

出に関する研究などを計画し，遂次進行させつつある

状況にある．

　木嶋主任研究官が昭和52年1月に1ケ年間の留学を

終えて，米仙南カリフォルニア大学から帰国した，

業務成績

　1）一斉取締試験

　美化エナメルおよび美化エナメル除去剤中のメタノ

ールの定」11試験を2S6検体について行った．うち不適

は2検体であり，いずれも墓準値をこえるものであっ

た．なお，同一検体について，実態調査を目的とし，

ホルムアルデヒドの定量試験も併せて実施した．

　2）特別行政試験

　i）埋生7↑庁舎水道水調売

　昭和49年度から，ビル管理法にもとつく庁舎給水

施設の定期検査として実施しているもので，木調査で

は地下受水槽，高架タンク，各階給水栓など11検体

について，水道法による24項11の成分分析を行った．

　（厚：生省官房会計課へ報告）

　iD皇居外苑添水調査

　前年に引続き，年4回四季別調査を行い，　濠水11

地点，地下水3地点について調査し，延件数は56件

である．　（病冠局を経て環境庁白州保護局へ報告）

　iii）国立衛生試験所排水調査

　前年からの引続き業務であって，生物系および化学

系の各排水をとり，22項目について延24件の試料を

分析した．　（総務部会計課へ毎月1回報告）

　3）調査業務

　i）国設自動車排ガス測定所における大気汚染の常

時測定

　前年に引続いて，東京郡内3ケ所の測定所におい

て，各種自動計測器による大気汚染の常時測定を実施

した．調査項日は8項目　（一酸化炭素，窒素酸化物，

二酸化硫黄，炭化水素，浮遊価しん，オキシダント，

アルデヒド，交通【のである．　（環境庁大気保全局へ

報告）

研究業績

　1）環境空気の衛生化学的研究

　空気中に含まれるガス状および粒子状物質の徴量分

折法に関する研究

　瑞境空気中に含まれる汚染物質（オキシダント，硫

酸ミスト）の微量分析法を確立した．（→学会発表47，

48）

　2）化粧品の分析化学的研究

　i）パーマネントウェーブ用剤の試験法に関する研

究

　システィンを主剤としたコールドパーマ液中のチオ

グリコール酸の検出ならびに定量法を検討した．　（摩

生省所務局審査課へ資料提出）

　ii）化粧品中のホルムアルデヒドの試験法に関する

研究（日本薬学会衛生化学調査委員会へ報告）

　iii）化粧品原料試験法に関する研究

　化粧品原料基準に追加が予定される原料の規格およ

び試験法の検討を行った．　（厚生省薬務局審査課なら

びに化粧品原料基準委員会へ資料提出）

　3）水道水質基準および試験力法の設定に関する研

究

　i）水道水の嬢性分折法の開発に関する研究

　水道水質墓準の追加また1ま改定のため，東京大学薬

学部ほか4大学と共同研究を行った．　（厚生省環境衛

生局水道環境部へ報告，→誌上発表42）

　iD水道水質ノ、彗準の設定ならびに水質分析法の作成

に関する研究

　水道法改正のための資料を作成した．　（厚生省環境

衛生局水道環鏡部へ資料提出）

　iii）セレン関連化合物の衛生化学的研究

　水道水中のセレン化合物の生体作用機構を究明し，

水道水の安全性確保を口的とし検討した．　（厚生省環
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境衛生局水道環境部へ報告，→誌上発表43）

　iv）温泉分析法に関する研究

　温泉利用の拡大と環境変化にともなう温泉泉質の変

化に対応するため，中央温泉研究所と共同研究を行

い，従来の鉱泉分析法を全面改訂するための研究を行

った．（環境庁自然保護局へ報告）

　v）水道水中の有機塩素化合物の指標に関する研究

　水道水の浄化プロセスにおける有機塩素化合物の生

成機構を解明するとともに，その実態を把握するた

め，東京大学，東京医科歯科大学など9機閃と共同研

究を行った．　（厚生省環境衛生局水道環境都へ報告）

　4）水道用品に関する研究

　1）塩化ビニル製水道管中のモノマー体の溶出に関

する研究

　モノマー体の溶出の実態を把握し，その溶出基準を

設定した．　（厚生省環境衛生局水道環境部へ報告）

　ii）水道用薬品等規格設定に関する研究

　上水道における置処下剤または直接水に接触する水

道用品について，その規格および試験法ならびに使用

基準設定のための研究を行った．　（厚生省環境衛生局

水道環境部へ報告）

　5）水利用ならびに排水に関する衛生化学的研究

　i）陸水の浄化に関する研究

　皇居外苑の導水の水質の実態把握と水質浄化方法の

確立，ならびに災害時の濠水利用について研究を行っ

た．　（環境庁自然保護局へ報告，→誌上発表42）

　ii）屋内遊泳プールの維持管理に関する研究

　室内プールの普及にともない，プール施設，水質なら

びに室内環境汚染を多角的に検討し，プールの維持管

理指針を作成するため，日本大学薬学科ほか3機関と

共同研究を行った．（厚生省環境衛生局企画課へ報告）

　6）有害性金属の衛生化学的研究

　i）カドミウムの生体運命に関する研究

　水道水中に含まれるカドミウムの生体吸収，分布，

代謝，排泄を究明し，水道水の安全性を確保するため

の研究を行った．〔（→誌上発表43，衛生化学（投稿

中），学会発表44〕

　ii）クロム化合物の生体運命に関する研究

　生活環境汚染物質としてのクロムの生体吸収，分

布，排泄などについて究明し，水道水質基準の再評価

に資するための研究を行った，　（→学会発表45）

　iii）生活環境における化学的発がん因子に関する研

究

　飲料水中の重金属，化学発がん物質などの検索なら

びにこれら物質の哺乳動物細胞について遺伝毒性学的

研究を行った．’（厚生省がん特別研究石館班へ報告，
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→誌上発表40，学会発表46）

食 品 部

部長　内　山 充

概要　食品の成分規格制定のうごきが実り，即席めん

中の油脂の基準が告示された．これまでの汚染物のモ

ニタリングや試験法設定と並んで，食品規格の化学指

標が今後恒常業務の一つになって行くと思われる．

　国立研究機関公害プロジェクト「石油成分と食品汚

染」関連備品としてGC／MSが導入された．合成化学

研究部の協力により2号館2階天秤室の供用をうけ，

設置スペースの準備ができ，さらに次年度の追加予算

を合わせて性能の向上をはかり，汚染物分析に有力な

手段とする見通しである．その他，農薬，マィコト

キシソ，重金属，照射食品，変質老化，異物などを含

めて一応順調に推移した．

　天野立爾第三室長が1ケ年の出張を終え，8月末西

独より帰国した．

研究業績

　1）輸入食品検査：本年度はアフラトキシンの化学

検査（31件），メチレンクロリド等（7件），ケイソウ

土（5件）といった新しい対象が登場した．その他，

スルファミン酸（12件），ホウ酸，パラオキシ安息香

酸メチルなどを含め化学検査56件，うち不可は2件，

要注意3件（いずれもアフラトキシン）であった．異

物検査は3件で不可が2件，可が1件であった．

　2）特需試験：食品残留農薬実態調査は，12年間続

いた従来形式による調査の最後の年として，うど，ゆ

うがお，こんにゃくいも，にんにく，にら，わけぎ，

しょうがについて生産地および市場より送付された

78検体の中の残留実態を分析した．

　特殊調製粉乳は11検体につき，：重金属7種類の含

有実態と異物の検査が行われた．

業務成績

　1）食口中の残留農薬分析に関する研究

　新農薬分析法の改良と開発，特定食品についての分

析法の検討などを行い次のような成果を得た．

　i）クロロベソジレート系3種類の農薬の残留分析

法を確立した（→誌上発表45）．またキャブタン，キ

ャプタホールの分析法を改良し（→誌上発表46），さ

らにエンドスルファンの分析法に新知見を加えた（誌

上発表47）．

　ii）抗生物質農薬の化学分析について，クロラムフ

ェニコールのGLC分析法を確立した（→誌上発表
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48）．またオキシテトラサイクリンを塩酸処理後螢光

分析する方法で定量し得た（→食衛誌投稿中）．

　iii）布機りん系農薬38種を，昇温と恒温のGLC

で2種のカラムを用いて同時に分離分析し得た（→学

会発表49），

　iv）多種のN一調チルカルパメート剤の同時分析法

につぎ種々の方法を適用し検討した（→学会発表50）．

　2）農薬の代謝に関する研究。－soc－Butyl　phenyl

N－methylcarbamateの微生物代謝経路，代謝物の同

定，経時変化，種特異性などにつき研究した←→誌上

発表49，　50，　51，　52）．

　3）農薬及びその代謝物の生理活性

　i）有機りん剤と肝および血中たん白質との結合解

毒につき考慮した．

　ii）有機りん剤によるUDP－glucuronyl　transfer・

aseやLCAT阻害につき検討した（→誌上発表53）．

　ili）ピペロニルブトキサイドのδ一ALA合成酵素の

誘導につぎ検討した（一→誌上発表54）．

　4）食品中の人工汚染物に関する研究

　食品の生産・加工および品質にプラスする面を全く

持たぬ汚染物の中，化学合成物質について試験法の闘

発，環境と生体中での動態解明に関する研究を継続し

ている．

　i）PCTの生体内動態は，長期投与マウスの体内

臓器別分布，蓄積係数の算定，代謝物の検索を行った

　（毒性部と共同研究，工務局委託研究）．

　li）食品中のフタル酸エステル　市阪食品中の

DBP，　DEHP，　DHP，　BPBGの汚染実態を全国7県衛

研の協力を得て調査し結果の解析を行った（環境衛生

局委託研究）．

　iii）海洋の油汚染と食品汚染との関連性についての

研究の初年度として，π一パラフィンの単離，イソパラ

フィンの同定，ベンゾ（a）ピレンの新分析法の開発に

つき所期の成果をおさめた（国立研究機関公害防止総

合プロジェクト，4府県衛研と協力，→誌上発表55，

ノ．　〆1ε300。　Ojだ。．　ノ17～α1．　C〃。〃3，　投与溝r｛了，　8｝金会ラ芒フこ51，

52，53）．

　5）食晶中の重金属の化学形態　　重金属の安全性

評価の基準的知見を得るため，米のカドミウムにつき

種々検討した（文部省科学研究，環境衛生局委託研

究，4大学6府県衛研と協力，衛生化学投稿中）．

　6）食品中の天然汚染物に関する研究

　マィコトキシンおよびコナダニに関する試験および

調査研究であり，全国的にも手薄の命題で責任の大き

い分野である．

　i）マイコトキシンの高速液体クロマトグラフィー

は，トリコテセン類，ルグロシン，ルテオスカイリソ

の分祈条件検討と，飼料中のステリグマトシスチン，

ジュース中のパツリンの分析への応用を検討した（厚

生省がん研究，→誌上発表56，57，58，学会発表54，

55，56）．

　ii）食品のかび毒汚染の調査研究は，市販食品中の

アフラトキシン，ステリグマトシスチソ，パツリン等

の汚染実態の調査（衛生徴生物部及び4都県市衛研と

協力，環境衛生局委託研究）および赤かび毒の分析法

と全国調査綱の設定について検討（科学技術庁特調，

衛生物部及び10都道府県市衛研と協力）．

　iii）コナダニに閃する食品衛生学r白研究として，か

び類に対するダニの嗜好性などにつき研究を続行して

いる（→学会発表57）．

　7）食品成分の変質とその分析法　γ線照射による

食品成分の変性を中心に，その分析法と生理活性の変

動などを追求した．トリメチルアミンオキサイドから

各種アミンへの分解に影響する調子（→誌上発表59），

および揮発性アミンの螢光濃度法による新定量法（→

誌上発表60），さらに同法における増置光法（分析化

学投稿中）につき知見を得た．また核酸関連物質の放

射線分解を高速液体クロマトグラフィーで追跡した

（→学会発表58）（以上科学技術庁原子力研究）．

　8）脂質過酸化に関する研究　　生体内脂質の過酸

化の指標としてのTBA法操作条件の詳細な検討とそ

れに伴ういくつかの疑問点の解明を行った（→学会発

表59）．また老化と脂質代謝あるいは脂質過酸化との

関連を検討した（科学技術庁特調，東北大，警衛研と

協力，Expt1．　GerontoL投稿中）．

　食品の成分規格としての油脂変敗の試験およびその

予知法につき新手法の導入を研究しつつある．

　9）植物性食品成分の生理活性倹討の一環として，

諸官能基を有する脂肪酸やそのエステルを調製し突然

変異誘起性を検討，同時にささ，糖などの中の多糖成

分の生理活性を検定した．

　10）輸入食品の簡易検査法の開発として，いくつか

の新らしい対象について検討したが脱脂用低分子有機

塩素系溶媒の検査にヘッドスペース法を適用し満足す

べき結果を得た（→学会発表60）．

食品添加物部

部長谷村顕雄
業務成績

　1。製品検査（昭和51年1月～12月）



業 務

　食用色素：検査件数355，合格355，不合格0．

　2．標準品の製造

　フロキシソ（食用赤色104号）標準品につき第2回

目の製造を行い，1g入り489箱を調製した．

　3．　食品添加物標準分析法の作製

　昭和49年度作製した「食品中の添加物分析法」第

一集は検討が終了し，各現場で実用されている．50年

度作製した「食品中の添加物分析法」第二集は現在，

活現揚での検討が行われている．昭和51年度はター

ル色素（こんぶ，わかめ，のり，茶，カステラ，スポ

ンジケーキ，ジャム類），亜硝酸塩酸（すじこ，たら

こ，いくら），繊維素グリコール酸ナトリウム（乳菓

類，ジャム），ブチルヒドロキシアニツール，ジブチ

ルヒドロキシトルエソ（魚介冷凍品，魚介塩蔵品，魚

介乾製品，鯨冷凍品），ソルビン酸塩（フラワーペー

スト，に豆，みそ，各種島物，つくだ煮）の標準法を

作製中である．　（括弧内は対象食品）

　4．洗浄剤の残留試験

　家庭用食器，野菜の洗浄剤を使用基準に従って使用

したときの野菜への残留量を試験するもので，昭和48

年からの継続実験である．アルキルペソスルホン酸ナ

トリウム　（LAS）とアルキル硫酸ナトリウム（AS）に

ついては試験法が完成し，ほうれん草など数種の野菜

への残留量も測定して報告した．ショ糖エステル，カ

リ石鹸については定量法を作製中であり，新たにポリ

オキシエチレン脂肪酸エステル，ポリオキシエチレン

ソルピタン脂肪酸エステル2品目が追加された．

研究業績

1。　硝酸塩，亜硝酸塩に関する研究

　1）硝酸塩，亜硝酸塩の摂取量調査

　野菜，食肉製品などの食品中の分布調査が完了し，

89食品群に分類した硝酸塩，亜硝酸塩分布一覧表を作

製した．ついで春季および秋季における都市在住者を

対象とした食品の摂取量を調査し，これらの結果をさ

きに作製した一覧表から1日当りの硝酸塩，亜硝酸塩

の摂取量として求めた．また東京中央市場に入荷した

野菜，食肉製品などの統計表を用いて，さきの一覧表

から1日当りの硝酸塩，亜硝酸塩の摂取量を算出し，

さきのメニューからの結果と比較した．これらは作業

が終了した時点で報告の予定である．

　2）Cd還元法による亜硝酸塩，硝酸塩の同時定量

法の確立

　食肉製品など5品目に対する分析法が確立され，こ

の方法は50年度における食品添加物標準分析法第2

集に収載された．本法はタラコ，スジコ，イクラなど

にも適用し得る定量法である．　（→誌上発表79）
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2．N一拍トロン化合物に関する研究

　1）ニトロソ化反応に及ぼす有機酸などの影響

　クエン酸塩，酒石酸塩およびチオシアソ酸塩が第2

級アミンあるいはアミド化合物のニトロソ化反応に及

ぼす影響について検討した．クエン酸腹，配石酸塩は

アミド化合物のニトロソ化のみを促進し，チオシアン

酸塩は第2級アミンのニトロソ化のみを促進すること

を認めた（→誌上発表78，学会発表79）．

　2）農薬，食品添加物のニトロソ化反応

　N一メチルカーパメイト系農薬，トリアジン系除草

剤と亜硝酸塩との反応により生成するニトロソ化体を

単離し，その構造を確認するとともに，突然変異誘発

能，染色体異常原性について検討した．食品添加物と

してはN一メチルアントラニル酸メチルをえらび，高

収率で得られるN一ニトロソ化体について，その構造，

突然変異原性を検討した（衛生徴生物部，薬品病理部

との協同研究）．（→誌上発表76，77）

　3）N一ニトロソ化合物の生体内生成ならびに消長

　数種類の野菜と海産魚介類との組み合わせによる

N一ニトロソ化合物の生成をモルモットについて試み，

胃内容物より微量のN一ニトロソジメチルアミンを検

出した．またN一ニトロソジメチルアミンのモルモヅ

ト消化管からの吸収について検討した結果，胃よりも

小腸からの吸収が速かであることを認めた．　（→誌上

発表73，74，75，学会発表，77，78）

3．着色料に関する研究

　食品添加物に含まれる不純物の微量分析新技術の開

発についての研究は食用色素中に含まれる付随色素に

6き検討を進めており，食用色素のなかでも，とくに

付随色素の混在量の多い食用青色1号につき，主たる

付随色素を調製し，その特性を調べ，機器分析を応用

しての分析方法の検討を行った．

　わが国では使用が認められていないFD＆CRed

No．40（AIIura　Red　AC）について，食品中からの分

析方法を検討し，その検出限界を求めた。　（→誌上発

表80）

4．　器具，容器包装に関する研究

　プラスティク関係では，塩化ビニリデン樹脂，ポリ

エチレグリコール・テレフタル酸（PET）およびメタ

アクリル樹脂について検討を行い，塩化ビニル樹脂と

同様の規格案を作製した．モノマーについては塩化ビ

ニルについで塩化ビニリデンが問題化したが，この試

験法も前述の規格案中に盛り込んだ．スチレンモノマ

ー，アクリロニトリルなどの物質も現在毒性面から問

題化しており，材質中の含量と移行量についての検討

を行っている．
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　陶磁器の規格改正のための委託研究により，早生産

子6県と共同で，現行法と24時間溶出法との比較検

討を行い，その結果，焼成温度と各種金属の溶出につ

いての関連性が得られた．一般に低温焼成時に鉛や

Cdの溶出が多く認められている．

衛生微生物部

部長　倉　田 浩

概要　近年，変異原性試験が特殊毒性倹定の一郁門と

して取上げられる機運に対応するため，微生物を利用

する変異原性テストに対する要証が急速に高まり，多

くの化学物質がこのテストにかけられた．医療用具の

微生物試験法の設定は，次々に新しい器具の開発に対

処できるよう体制づくりが今後の課題の1つになって

きた．食品関係では，チルド食品の規格や添加物の使

用基準の再検討に主力をおいて調査研究が進められ，

それぞれの規格塞準設定の塞礎資料を提供した．その

ほかは，前年度に継続するもので，特に新規な課題は

ない．

業務成績

　1．国家検定

　ブドウ糖，リンゲル，インシュリン，その他の注射

剤など1，128件について無菌試験を，また避妊薬の31

件について殺精子試験を行ったが，いずれも不合格品

はなかった．

　2．　一斉取締試験

　キシリット注射液を含む37件の注射液，デスポー

サブル注射針ならびに筒など41件について無菌試験

な行ったところ，注射筒1件の不合格品を認めた．

　3．　輸出検査

　腸線縫合糸43件の微生1彪鹸査のうち真菌検査で1

件の不合格品を検出した．

　4．　輸入企品検査

　冷諫家禽類肉，卵，冷凍魚介類，その他の冷凍食

品，クロレラ粉末，および検1硝’ill群の確認依頼などを

含めて857件の細菌検査と19fl：の∫’τ甫検査を実施し

たが，細菌検査で特定苗の陽性率は6％であった．全

般に前年にくらべて検査件数は漸次減少しているが，

反面，検査対象食品の種類がすこぶる多彩になってき

た．そのためそれに対応する検査法の検討が必要とな

り検査業務は複雑化の傾向を示している．

研究業績

　1．医薬品，および化粧品の衛生徴生物学的研究

　（厚生省審査課要望課題）

　医薬品および化粧品等の汚染微生物の限度基準を設

定する日的の本研究は，継続4年目であるが，本年は

かぜ薬，解熱鎮痛剤，ビタミン剤および昨年度試験品

のトローチ剤の追加をあわせ，計4品口，298検体を17

の事業所より採取し微生物学的調査を行った．原料中

細菌が106／g以上の検体が認められたが，製剤では，

かぜ薬に104／9汚染を2件認めたのみで，そのほか

は，ほとんどのものが102／g以下であり，特定甫も陰

性であった．また真甫もほとんどの述作が102／9以下

で，ビタミン剤にやや汚染の高い倹体があった．　（摩

生劣に報告）（→学会発表82）

　2．医療用具等の微生物試験法に関する研究

　（1）放射性同位元素を利用する無菌試験法Bactec

301器機を用いて，種々の好，嫌気両細菌の代表株12

株を，また真菌では汚染度が判っている親水性軟膏，

粉末胃腸薬などを用いて，growth　indexの計測を行

い，器機の精度の吟味をつづけている．　（科学技術庁

厚子力予算）

　（2）滅菌ならびに安全性に関する試験

　ホローファイバー型人口腎臓のエチレンオキサイド

ガス減菌法の検討を目的に，Bαof〃粥5Z樹f1’5搬門

出θア（IFO－3108）を指標菌として実施した．またシリ

コン，ポリウレタン，ハイドロンなどの材質中に変異

原物質が含むかどうかの検討をストレプトマイシン依

存株を用いて検定したが，すべて陰性の結果を得た．

　（3）水道水の細菌検査のための培地の改良を行っ

た．（→学会発表101）

　3．　徴生物を用いる変異原性の検定に関する研究

　300種類の市販染毛剤と27種のその原料，ガソ原

性物質の約30種類，セレン酸関連化学物質5種目ど

について，サルモネラ系の代謝活性化を加えた検定を

行った．また酵母菌を用いるDNA致死感受性の試験

法の検討を行っている．　（厚生省がん特別研究，厚生

劣面隠課委託研究）（→学会発表SO，81）

　4．　食品の衛生徴生物学的研究

　（1）防菌剤，保存料などの使用基準の再点検

　食品fヒ学課よりの要望課題の継続3年目の研究であ

るが，本年度は，みそ，はんぺん，フラワーペース

ト，ケチャップ，漬物類などの主としてソルビン酸の

微生物抑制効果について再検討を行った．　（→学会発

表102）

　（2）低温流通食品（チルド食品）の微生物学的規格

の検討

　食品衛生課よりの要望課題で，生ウニ，青柳，サシ

ミ，笹子，サラダなど種類の低温流通の食品をえら

び，東京都，埼玉県，千葉県の衛生部の協力により細



業 務

歪ならびに真菌試験を実施し，微生物学的規格基準作

成に必要な資料を提供した．

　（3）生カキの微生物叢の生能

　前年度に引続き，広島，東北両産の市販生カキの主

として細菌フローラと変動を調査し，広島産のもの

に，γ∫δプ’0，14θ70〃ZO紹5，　LαCご0ろαc〃κ3，　S〃θρ’OCOC側S

の生薗類が高いことを指摘した．同時にこれら検出菌

のタソバ久脂肪分解能について試験したところ，広

島産のものが全般に高いという結果が得られた．　（→

学会発表85）

　（4）輸入食品由来のサルモネラ菌の各菌型の抗生剤

耐性

　輸入肉より検出されたサルモネラ菌の9種類の抗生

剤に対する感受性をテストし，耐性菌の出現状況の調

査をつづけている．　（→学会発表83，84）

　（5）腸管内微生物による食品添加物類の分解，代謝

に関する研究（当所特別研究）

　サイクラミン酸ナトリウム投与サル，モルモット，

ウサギ等の腸管内微生物の種類と変動を解析すると共

に，チクロヘキシールアミンの転換に関与する細菌を

単離し，その各々の活性を究明している．またがん原

性物質を投与したサルの口腔をはじめとする企消化器

面内における微生物の動態についての研究を開始し

た．　（→学会発表88，89）

　（6）食品中の有害真菌に関する研究

　主としてマイコトキシン産生カビ類の輸入食糧なら

びに食品中の分布に関して広範囲な研究を実施してい

る．すなわち，本邦産または輸入麦類のフザリウム汚

染を中心に，ペニシリウム，アスペリギルスなどの複

合汚染とマイコトキシンの産生の諸条件を究明してい

るが，本年は輸入香辛料殖物およびその製品25品目，

44試料について真菌検索と検出菌の特にアフラトキシ

ン産生性のチェックを実施した．　（厚生省，および文

部省がん特別研究および厚生省食品衛生調査費による

研究）（→誌上発表82，83，84，学会発表90，91，92，

93，　94，　95，　96，　98）

　（7）微生物の分類，同定に関する研究

　i）国内で発生した食中毒に関連して検出された

Sα1〃zo〃¢〃α菌の記録ならびに文献的調査を進めてい

る．

　ii）土壌由来の子嚢菌類の分類ならびにマイコトキ

シン産生カビの同定，特にケイレン性カビ毒ベルカリ

ン産生性のPθπfcf11μ〃3加γα加」卿θf，またみかん衆汁

よりCθ♪加1αSCκ3〃昭7側5（アスコイデア科子のう酵

母）を検出，同定を行った，（→誌上発表85，87，88

学会発表97，99，100）
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薬 理 部

部長　大　森　義　仁

概要　昭和48年以降は，当部の担当する国家検定処理

件数は漸減傾向をたどり，本年度はブドウ糖注射液の

件数は減少を示したが，リンゲル液は増加した．

　昭和49年以降の科学技術庁の特別研究調整費によ

る人工臓器の人体適合性に関するプロジェクト研究も

最：終年度となり，各種材質や可塑剤成分などの血液組

成や血液凝固に及ぼす検討を行った．

　医薬品その他の化学物質による発痛との関連に於い

て肝酵素活性の変動追及を中心にして，聖マリアンヌ

大学病理学および内科学教室との協同研究を続行中で

ある．

　また，高速液体クロマト装置一式と万能冷却遠沈器

を新たに購入し，薬物の生体成分との相互作用や酵素

活性の変動の研究面に新しい手段を加えた．

　昨年1月ミシシッピ大学メディカルセンター薬理・

毒性学教室に1ケ年の予定で留学した第2室長高仲正

技官は，所期の業績を挙げ，更に6ケ月の滞在延長が

認められた．また9月に東京大学薬学部大学院博士過

程（薬害研究施設）を終えた大野泰雄技官が採用され，

一般薬理とくに交感神経薬理の研究面が充実をみた．

業務成績

　1）国家検定

　ブドウ糖注射液362件，リンゲル液21件を処理し

たが，発熱性物質試験に関しては不適と判定されたも

のはなかった，

研究業績

　1）医薬品・食品添加物などの後世代に及ぼす影響

に関する研究

　i）胎児の男性化に関する研究

　従来からの，メス胎児の泌尿一生殖器中隔の短縮を示

標とする妊娠母体への各種ホルモン製剤適用による男

性化発現の追及の分野で，1回投与による胎児の感受

期が妊娠19日目にあることを確認し（→誌上発表89）

さらに各種性ホルモン誘導体19種について，それら

のメス胎児男性化力価を構造一活性棚関から検討した

（→誌上発表90）．

　さらに，この男性化を肛門一生殖器問距離の延長で検

討するにあたり，胎児を固定後薄切片として顕微鏡下

に計測を行えば，ステロイド製剤の作用の用量反応回

帰線を作製し得ることを明らかにした．ノルエタン．ド

ロロンの力価はメチルテストステロンより弱いとの結
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果を得た（→誌上発表91）．

　ii）薬物の母児間移行と後世代障害の発現に関する

研究

　1℃一標識フリルフラマイドを妊娠末期ラットに投与

すると，3，6時問後に胎児臓器組織に放射能が検出

されたが，胎盤が障壁となっていると考えられ，各臓

器の計数値は母体の対応臓器よりも低かった．また，

各種濃度の混合食餌て妊娠ラットを分娩まで飼育しそ

の胎児・新生児について検討を加えたが，検体の催奇

性はみられず．8週後各国の肝重量も増加を認めなか

った（一→学会発表103，107）．

　また54Mnを妊娠中・末両期に静1主しラットの母児

問の分布を検討したが，論戦での分布には時期的変動

は少く，胎児側には妊娠の進行とともにMnの分布増

加がみられた（→学会発表104）．

　食用赤色106号の妊娠末期静注後の観察からは：，胎

児移行は少なく，またその減衰も継時的に現われるこ

とを認めた．

　2）医薬品等の薬理学的研究

　i）医薬品添加物の一般薬理学的研究

　保存薬として医薬品，化粧品に添加されるクロロク

レゾールの中枢作用は弱く，比較的大量で直接作用に

よると思われる心機能抑制や摘出器官への非特異的抑

制作用を認めた（薬務局へ報告）．

　ii）医薬品の溶血性に関する研究

　医薬品による筋拘縮症の発現との関連で各種製剤の

溶血性を検討したところ，オキシヘモグロビン法なら

びにシアンメトヘモグロビン法による定量ではスルピ

リンおよびジフェンヒドラミン製剤の溶血を測定し得

ないが，メトヘモグロビン法を用いることによりそれ

ら製剤でも溶血の定」査的測定が可能となることを明ら

かにした（薬務局へ報告）．

　人工臓器各種に利用されるシリコンならびにポリウ

レタン2種の抽出液を用い循環動態，血液組成と凝固

能に及ぼす影響を観察したが，とくに異常を認めなか

った（科学技術庁へ報告）．

　iii）医薬品竿の相互作川に関する研究

　アミノピリンをラットに1回経口投与するとき，肝

薬物代謝酵素系の活性増大を起こし，亜硝酸塩の投与

はほとんど影響を与えないにもかかわらず，両者の併

用は著しい活性低下を現し，またヘキソパルビタール

睡眠時間の著明な延長を起こした．この効果は併用に

よるジメチルニトロソアミンの戸内生成を示唆した

（→学会発表111）．

　中枢抑制薬の併用に関する実験に於いて，クロルプ

ロマジソ（CPZ）によるラットの回転棒法による協調

運動（RR）と暗室内電気刺激を用いる受動的回避反応

（PA）の抑制効果はヘキソバルビタール（HB）の併用

によって増強を認めたが，一方，CPZの血糖上昇作

用はIIBにより消失を示した．　CPZ連投によりRR

には耐性を生じたが，PA抑制にはこの変化はみられ

なかった．

　マウスのIIBによる睡眠はCPZの1回投与で延長

されCPZの連畑後には減弱を認めた．

　3）医薬品・食品添加物などの安全性・発癌性とそ

の作用機構に関する研究

　i）臓器特異性を示すニトロソ化合物の毒性発現と

肝酵素活性の変動に臥する研究の一環として，ジアル

キルアミン3種を用い肝酵素活性への影響を調べた

が，発癌の認められない短期間でも臓言｝特異的な活性

変動が3日間処理実験で化学構造と相関してみられた

（→学会発表106，108）．

毒 性 部

部長　戸　部　満寿夫

概要　年度早々の5月10日，当部開設以来約12年間

に亘り，部の確立にまた研究業務に偉績をあげられた

池田良雄部長が，新らしい所内ポストである研究調整

官に昇任した．後任には，第2室の戸部満寿夫室長，

さらに第2室々長に降矢強主任研究官が各々任命され

た．また，10月には研究員2名の任川も認められた．

　年度中，数多くの継続研究の遂行が主であったが，

伝統の部内協力によって各々順調に消化された．

研究業績

　1）医薬品

　i）精神幻覚剤の依存性に関する研究（薬務局行政

研究）

　DETおよびDMTについて，マウス，ラットおよ

びウサギを用いて急性毒性，さらにウサギによって耐

性および身体的依存（誘発禁断と自然禁断）を検討し

た．

　ii）医薬品添加物の毒性に関する研究（薬務局委託

研究）

　クロロクレゾールの息性毒性をマウスで調べ，また

乳化剤・分散剤として用いられている非イオン系界面

活性剤のラウロマクロゴールについて同じくマウスに

よる亜急性経皮毒性試験を行った．本研究に当り，薬

物皮膚塗布のための動物保定器具を考案した．　（薬務

局へ報告）

　iii）注射剤の安全性に関する研究



業 務

（工務局委託研究）

　注射薬液と組織障害との関連性を検討するため50

年度以来引続き研究中であるが，本年は注射後の組織

障害の程度を時間経過に従って検討した．：本研究は，

厚生省による「注射剤の局所障害性に関する試験法」

基準作成に関連するものである．　（薬務局へ報告）

　2）化粧品

　タール色素の毒性に関する研究（薬務局委託研究）

　化粧品に使用されているタール系色素のうち，赤色

201，203，213，219，および221号，黄色204および

205号，および配色204号の計8種について，主とし

て経口，一部経皮による慢性毒性試験を行っている．

（急務局へ報告）

　3）照射食品の安全性に関する研究（原子力研究）

　i）照射米のサルによる長期毒性試験，マウスによ

る世代および催奇形性試験，およびマウスによる発が

ん性試験

　ii）照射小麦のマウスによる世代および催奇形性試

験，およびマウスによる発がん性試験

　iii）照射ウィンナーソーセージのマウスによる世代

および催奇形性試験，およびマウスによる発がん性試

験

　iv）照射かまぼこのラットによる長期毒性試験，マ

ウスによる世代および催奇形性試験，およびマウスに

よる発がん性試験

　4）食品添加物（環境衛生局行政研究）

　i）食用赤色102号の催奇形性，慢性毒性，および

発がん性に関する研究

　マウスを用い，F、世代について催奇形性試験を行

い，同時にその一部を継続飼育して長期毒性と発がん

性を検討中である．（成績の一部を食品化学課へ報告）

　ii）食用黄色号のラットによる催奇形性試験（食品

化学課へ報告）

　iii）食用緑色3号のマウスによる催奇形性試験（食

品化学課へ報告）

　iv）着色料の相乗毒性に関する研究

　赤色3号と106号の相乗毒性についてラットを用い

て実験中

　v）DAB中の発がん性に及ぼすDHA－Naの影響

に関する研究（白主研究）

　5）家庭用品

　柔軟剤の毒性に関する研究

　ソルビタン脂肪酸エステル（スパン60）のラットに

よる催奇形性試験を実施中である．

　6）既存化学物質

　既存化学物質の毒性に関する研究（薬務局行政研究

報 告 177

および委託研究）

　ポリ塊化トリフェニル，ポリクロロベンゼン，ジイ

ソプロピルナフタレソ，ドデカクロロドデカヒドロジ

メタノベンゾオクテン，BHT，ジフェニルグアニジン，

メルカプトベンゾチアゾール，スチリルキシレンおよ

びヘキサクロロベンゼンの9品目について長期毒性お

よび発がん性試験を実施している．（→学会発表128）

　7）食品汚染物質

　i）サルにおけるメチル水銀の長期萄性研究（環境

衛生局委託研究）

　46年度から52ヵ月間の長期飼育と諸検査を行い，

研究を終了した．（→学会発表129）

　ii）マレイン酸マンガンの慢性毒性研究（環境衛生

局委託研究）

　iii）PCBの慢性毒性に関する実験的研究（環境庁

委託研究）

　PCBとメチル水銀の相互作用について，ラットに

よる亜急性遣性実験の観点から検討している．　（→学

会発表127）

　iv）流出油の安全性に関する研究（環境衛生局・環

境庁水質保全局委託研究）

　マウスを用い，長期毒性研究を実施中であるが，6

カ月の検査成績を得た．　（環境衛生局へ報告）

医　化　学　部

部　長　山　羽 力

概要　本年度当部で行った業務としては，行政的要請

に基づく食品添加物，塩ビ可塑剤等の代謝に関する研

究，発がん性物質，制がん剤の生化学的研究のほか，

ビタミンを含む製剤の特別審査試験，注射用コカルボ

キシラーゼの安定性の検討を行った．

業務成績

　（1）特別審査試験

　解熱鎮痛薬3件についてビタミンB、，B2，　Cなど

の試験法および規格に関する審査で，結果はいずれも

可であった．

研究業績

　（1）食品添加物の代謝に関する研究

　前年に引き続き食品添加物の代謝的および生化学的

研究を行うことにより，その安全性評価に対する基町

データとする．なお，既に発がん性などにより使用禁

止になったものも含めて研究対象とした．

　i）トリフェニルメタン系食用色素の代謝（厚生省

がん研究）（→誌上発表111）



178 衛　生試験所　報告 第95号（1977）

　3Hでラベルした紫1号および緑3号をラットに経

口投与後，紫1号による発がん部位に近い腹部皮膚お

よび耳を中心に色素の分布を比較した．

　ii）BHAの代謝（環境衛生局行政研究）（→学会発

表140）

　3HでラベルしたBHAをラットに経口投与後，全

身オートラジオグラフィーによって臓器分布を調べ，

さらにその結果をもとに肝，腎，特牛の代謝物の分布

を調べた．

　iii）ジフェニルの代謝（厚生省環境衛生局行政研

究）

　臓器内の代謝物の同定および定且を行うため，ダソ

シル法による水酸化体の微量定量法を検討した．また

14Cでラベルしたジフェニルの合成法について検討を

行った．

　五v）メタ重亜硫酸カリウムの代謝（厚生省環境衛生

局行政研究）

　ラット肝などの臓器の遊離膠細胞を用いる細胞レベ

ルでの代謝試験法を検討した．これによってメタ重亜

硫酸カリウムの細胞毒性ならびにその代謝活性を動物

実験，細胞下レベルの結果と比較する．

　v）代謝における宿主臓器と腸内菌叢との相関に関

する研究（→学会発表138，誌上発表109）

　経口的に摂取された食品添加物などは一部腸内微生

物によって代謝を受け，ある場合には有害代謝物を生

成したり，それが腸管から吸収されたりする．従って

腸内徴生物と宿主臓器の異物代謝における関連性ある

いは差異を明らかにする口的で，当部ではここ数年

来，サイクラミン酸ナトリウムを対象に研究を行って

きた．木年度はこれにAF－2を加えてさらに検討を行

った．すなわち，サイクラミソ酸の脱硫酸体であるシ

クロヘキシルアミソの細菌による嫌気的脱アミノ及び

ウサギ肝ミクロゾームによる酸化的脱アミノを検討

し，それらの性状を調べた．またAF－2の細菌醇素及

びラット肝ミクロゾームとサイトゾルによる還元を比

較した．

　②合成洗剤の代謝に関する研究（環境衛生局行政

研究）

　i）各種洗剤のヒト赤血球に及ぼす影響（→学会発

表139）

　合成洗剤の代謝研究の一環として，陰イナン性洗剤

（LAS，　AS，　AOS，　AES），非イオン性洗剤（AE，ショ

糖脂肪酸エステル）および石けん（ステアリン酸ナト

リウム，カリ石けん）のヒト赤血球に対する溶血性

と，解糖系への影響について比較検討した．

　（3）塩ビ可塑剤の代謝に関する研究（環境衛生局行

政研究）

　i）フタル酸エステル系可塑剤の代謝（→誌上発表

107）

　DHP（diheptyl　phthalate）の一つである14Cでラ

ベルしたdi－5－methylhexyl　phthalateを合成した．

これを使ってラットでの代謝実験を行う．

　ii）アジピン酸エステル系可塑剤の代謝（→学会発

表136）

　14CでラベルしたDEIIA（di－2－ethylhexyl　adipate）

を合成し，ラットに経口投与後，その吸収，排泄，臓

器分布を調べ，さらにエステラーゼによる分解，酵素

に対する阻害作川について検討を行った．

　iii）リン酸エステル系可塑剤の代謝

　TCP（tri－p－cresyl　pllosphate）および関連化合物

の高速液体クロマトグラフィーによる分離法を検討し

た，さらにエ4CでラベルしたTCPを合成し，代謝研

究を行う．

　㈲　発がん性物質の生化学的研究

　i）N一ニトロソ尿素誘導体の代謝に関する研究（文

部省がん研究）（→学会発表132，133）

　尿素炭素及びプロピル炭素を14Cでラベルした1－

propy1－1－nitrosoure　aを合成し，妊娠ラットに経口投

与後，全身オートラジオグラフィー，吸収，排泄，臓

器分布について検討した．また尿中代謝物の同定も行

った．

　（5）制がん剤の生化学的研究

　i）1，1’一ethylenebis（1－nitrosourea）（EBNU）の生

化学的研究（→学会発表130，131，誌上発表104）

　尿素炭素およびエチレン炭素を1℃でラベルした

EBNUを合成し，加3f〃。での核酸，タンパク質へ

の取り込みを調べた．また数種のモノー及びビスーニ

トロソ尿素誘導体のアルキル化能，分配係数，安定性

を比較倹討した．

　（6）ビタミン剤に閃する研究〔→誌上発表，衛生試

幸艮，　95，　107　（1977）

　一斉取締試験後の注射用コカルボキシラーゼ製品の

安定性を検討した．

薬品病理部

部長小田嶋成和

概要　昨年度来の業務を継続すると共に，合成化学研

究部，療品部，食品添加物部，衛生徴生物部，薬品部

等と協力し，文部省がん特別研究班および厚生劣がん

研究班の一員として活動し，下記の研究業務を行っ



業 務

た．

　なお，人事面では，昭和51年10月林真技官が採用

され，51年10月から52年3月まで，石館基室長が日

米医学協力研究事業の要請に基き，客員研究員として

アメリカ・ミシガン大学に留学，また前川昭彦室長

が1年間の予定でドイツKrebsforschungszentrum

（Heidelberg）に留学のため52年1月出発した．

研究業績

　1）実験動物の自然発生腫瘍に関する研究（文部省

がん特別研究（1））呑竜，ウィスター，フィッシャー

系ラットの長期飼育中に発生する腫瘍を病理組織学的

に検索した．　（→学会発表144）

　2）化学物質の癌原性と標的臓賠との相関に関する

研究〔文部省がん特別研究（1）〕

　i）ニトロソ化合物の癌原性に関する研究

　各種ニトロソ化合物（ニトロソ尿素，ニトロソウレ

タン，ニトロソアミン等の誘導体）をラットに長期間

経口投与し，発癌性について病理学的検索を行った．

（→誌上発表115，116，117，119，学会発表149）

　ii）カビ毒の癌原性に関する研究

　ステリグマトシスチンをラットに長期経口投与し，

その発二三について病理学的検索を行った．　（→誌上

発表112）

　3）食品添加物，螢光染料，医療用材料等の安全性

に関する研究

　i）亜硝酸腹，硝酸塩の慢性毒性及び癌原性の研究

（厚生省依頼）

　ii）安息香酸の催奇形性に関する研究（厚生省依
頼）

　ili）螢光染料の癌原性に関する研究〔文部省がん特

別研（1）〕

　iv）究医療用材料の癌原性に関する研究（科学技術

庁，厚生省依頼）

　4）発癌過程及びそれに影響を及ぼす諸囚子の研究

〔文部省がん特別研究（1）〕

　腫瘍発生と宿主免疫能との相関を究明するため，ラ

ットに各種ニトロソ尿素を投与し，免疫抑制同等を併

用した肝腎の白血病発生に及ぼす影響を観察した．

（→学会発表146）

　5）突験動物による発癌性試験法の即発に関する研

究〔文部省がん特別研究（1）〕

　i）新生仔投与法に関する研究

　新生仔マウス，ラットの皮下に各種化合物を投与

し，腫班の発生の有無を病理学的に検索した．　（→学

会発表145）

　ii）経胎盤に関する研究
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　各種化合物を妊娠ラットに投与し，出産後の個体に

腫瘍が発生するかについて検索した．　（一→誌上発表

118）

　6）哺乳動物培養細胞を用いる染色体異常誘発性試

験

　i）癌原性物質のスクリーニング（厚生省）

　各種癌原性物質について，チャイニーズ・ハムスタ

ー培養細胞に対する染色体異常誘発性の有無を検討し

た．　（→誌上発表121）

　iD食品添加物類に関する検索（厚生省）

　サッカリン，食用色素類について，チャイニーズ・

ハムスター及びラット肝培養細胞を用いて染色体異常

誘発性の有無を検討した．（厚生省食品化学課に報告）

　iii）農薬及びそのニトロソ体に関する検索〔文部省

がん特別研究（1＞〕カルパメイト系及びトリアジン系

農薬について，チャイニーズ・ハムスター培養細胞を

用いて，増殖抑制率及び染色体異常の誘発性について

検索した．

　iv）染毛剤の変異原性に関する検索（厚生省）

　各種染毛剤及びそれらの原料の中で，細菌突然変異

性があるものについて，チャイニーズ・ハムスター培

養細胞に対する染色体異常誘発性を検索した．　（薬務

局に報告）

　v）人工臓器材料及びフタル酸エステル類に関する

検索（厚生省，科学技術庁依頼）

　人工臓器材料及びフタル酸エステル類のチャイニー

ズ・ハムスター培養細胞における染色体異常誘発性を

検索した．　（科学技術庁，厚生省に報告）

　vi）薬物代謝酵素系を用いる試験法の開発〔文部省

がん特別研究（1）〕

　ニトロソアミン系化合物の中で，従来の方法では染

色体異常を誘発し得なかった物について，これを誘発

し得る方法の開発を試みた．（→学会発表143）

　7）動物生体細胞を用いる染色体異常誘発性試験

　i）骨髄細胞による染色体異常誘発性試験

　ラットあるいはマウスの腹腔内に薬物を投与し，経

時的に骨髄細胞の染色体異常の有無を検索した，

　ii）胎仔細胞による染色体異常誘発性試験の開発

　妊娠中期ラットに薬物を2回腹腔内投与，胎仔の各

臓器構成細胞を初代培養し，染色体異常を検索した．

　8）原発性白血病の核型分析〔文部省がん特別研究

（1）〕

　白血病を誘発したラットの骨髄細胞について，染色

体構成を検索した．　（→学会発表142）

　9）可移植性腫瘍の細胞病理学的研究

　i）可移植性白血病細胞の増殖，浸潤及び転移に関
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する研究〔文部省がん特別研究（1）〕

　種々の条件下に早戸細胞を移植し，体内における増

植，浸潤，転移の状態を観察した．（→学会発表148）

　ii）培養系白血病細胞の各種薬剤に対する感受性

　ラット白血病株EDEN／TC細胞を用い，各種制癌

剤の感受性を比較検討した．

　10）制癌剤のスクリーニングに関する研究〔文部省

がん特別研究（H）〕

　合成化学研究部で合成された各種化合物について，

第1次及び第2次スクリーニングを行い，それらの制

癌性について検索した．（→誌上発表2，学会発表2，

3）

附属図書館

館長鈴木郁生
　昭和51年4月1日半で管理閲覧係に勤務した長谷

充晃事務官が庶務課に移り，代わりに大野清事務官が

勤務することになった．

　昭和51年11月15日付ぐで朝比奈正人図書館長が退

官され，鈴木郁生副所長が事務取扱いを命ぜられた．

　昭和51年度における附属図書館の図書購入は，外

国図書購入費117万円（50年度206万円），外国雑誌

購入費980万円（50年度720万円），国内図書雑誌購

入費74万円（50年度75万円）計1，171万円，その

ほか調査室図書購入費29万円（50年度171万円）

であった．

　図書購入費の高騰は本年も続き，外国図書雑誌，国

内図書雑誌とも10～20％の割合で値上りしている．

雑誌類の購入に関しては50年度において検討された

が，値上りによってその分だけ一般図書の購入が困難

になってぎていることは上記の数宇の示す通りであ

り，図書購入費の増額が強く望まれる．

　昭和51年度の図書委員会は4回開催され，第1，

第2回は朝比奈館長，それ以降は鈴木館長のもとで開

催され，井上哲男部長が世話人として加わった．

　委員会においては，（1）各部所有図書目録の1’F成　（2）

図ll倭員会のあり方（3）複写機・マイクロリーダー設

置　（4）図書館の移転などに関してワーキンググループ

を作ってそれぞれ検討された．その結果，図書口録に

ついては52年6月頃完成，配布されることが決った．

マイクロリーダー1こ関しては，次年度にさらに検討す

ることとし，複写機は・ビ目ックス2400型をIBM四

型に変更し，52年度早々に実施することとなった．図

書委員会のあり方については，今後は図雷館の運営を

司る図習委員会と，衛生試験所1／芝回覧を編集する緬1集

委員会を併設すろことが決まり，52年度より再編成さ

れることとなった．また安全性生物試験研究センター

等の当所の建築計両に関連して図書館の移転が問題と

なって来たが，三二こ検討することとなった．

　附属図書館は薬学図菖飼；協議会に加盟しているが，

昭和51年7月31日の定期総会に，また11刀8日に

神戸商工貿易センターで行われた研究集会に参加し

た．なお，昭和51年度における当所図：：1｝館への外来

閲覧者は269名であり，外部からの：文献依頼は41ケ

所，142件であった．

　衛生試験所報告94号を昭和51ゴi三11月30日付で発

行した．特別研究の服告は91号にも掲載されたが，

減号では「製剤技術の進歩に伴う医薬品の安全性確認

に関する研究」と「食品に関係ある諸物質の安全性に

関する研究」の二課題が報告された，また引続ぎ巻末

に当所の歴史に関する記事を収載したが，藤野先生は

じめ種々御指摘を賜わった方々に感謝の意を表する．

今後とも関係記事があれぽ掲載する方針である．

　調査室の活動としては，毒性情報の収集，調査が行

われたが，エチレンオキサイド，クロロエタノール，

有機スズ化合物等の新しい毒性情報を調査刀報を通

して紹介し，FDAのBacteriQlogical　Analytical

Manual　for　Foods，　Drug　Autoanalysis　Manua1，

Pesticide　Analytical　Manual等の各種マニュアルを

はじめ，諸外国の毒性研究・資料を収集し，関連名部

。室の利用に供した．また高圧ガス65種（セレン化

水素，アルシン，ホスゲン等）の吸入毒性データ（鼻，

気管支粘膜刺激性および肺浮腫発現性）を調査し，こ

れも関連の部・室に提供した．

　調査月報は第9巻4・5・6号（通巻第86号）か

ら纂10巻1・2号（通巻第90号）まで5冊を発行
し，それぞれ約450部を配布した．

　WHO国際医薬品モニターセンターへの分担協力は

引続いて行われているが，国内副1’F用情報（760015－

760050）36件のインプット資料を作成した．

　その他の外部機聞との協力としては，昭和50年度

に引続いて原生科学研究「副作用情報システム化に関

する研究」（研究者下村猛）の中「皿．副作用のモニ

タリングシステム」の研究に協力した．

　このほか，医療情報システム開発センターおよび日

本医薬情報センターの依頼により，米国保健教育福祉

省所属National　Clearinghouse　for　Poison　Control

Centersの発行する中毒情報カード550枚の融訳を行

った．

　また，米国環境催奇甲子情報センター（Enviran一



業 務

mental　Teratology　Information　Center）に日本国内

催奇形文献情報を提供し，同センターから5，100件の

催奇形文献情報の提供をうけている．

　以上のほかにサービスとして本年より，WHO　Drug

Informationのコピー，　U．S．　Department　of　Com－

merceのGovernment　Reports　Announcementの

Toxicology関係の資料カタログをそれぞれ関連の部

・室に配布することにした．

　情報の収集，提供は国立衛生試験所がその研究，業

務を滞りなく遂行するためにゆるがせにできない重要

な業務であるが，現状はきわめて不満足な情況にあ

る．今後この部門の強化について真剣に考慮する必要

があると考える．

大　阪　支　所

支所長　朝比奈　晴　世

　大阪支所は，国家検定，製品検査，一斉収去試験，

特別行政試験，輸入食品検査など，処理件数は，今年

度も多かった．

　それ以外に特別研究として継続中の製剤技術の評価

にかかわる研究課題と，生活関連諸物質の微量分析新

技術の開発に関する研究に参加した．

　特に薬品部は，従来の20mJブドウ糖注射液のプラ

スチック容器の不良成型，異常なにおい，昧の原因に

ついて，光による酸化にもとつくことをつきとめ，改

良した新しい型の製品は，光を遮ぎる注意書きととも

に，検定を再開した．

　食品部は食品添加物の規格の作製および改訂，しい

たけ中の二硫化炭素に関する研究など，薬理微生物部

は，従来からのパイロビンの研究のほか，食用色素の

相乗毒性，食品添加物，合成洗剤などの胎仔毒性，催

奇形試験を行った．

　以下各部別に詳述する．

薬 品 部

部長　持　田　研　秀

概要年々件数の増加傾向にある国家検定，一斉収

去，二三試験を精力的に処理する一方，継続中の製剤

技術の評価にかかわる研究課題として，製剤の溶出・

含量均一性を中心に，注射剤，水性点眼剤中のForeign

particulate　matterの検査法あるいは生薬製剤の品質

評価法の設定などの特別研究，厚生科学研究に参加
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し，顕著な実績を収めることができた．

　昭和52年2月，コロンボ計画による技術指導のた

め，スリランカ国に出張中の薬品第二室古謝紀和技官

は任務を完了し帰朝した．

業務成績

　1）国家検定

　年度内の処理検定件数は，ブドウ糖注，リンゲル液

1，074件．昨年度より61件減少した．

　その主たる理由は新製のプラスチック容盟20％ブ

ドウ糖注の成型不良，異常なにおい発生による構造停

止によるもので，原囚追究の結果，光による酸化に起

因し，本年2月より施用時まで遮光する注意書を添付

することを条件に生産が再開された（厚生省二二局に

報告）．別にプロチオナミド1件，同錠15こ口理化学

試験を実施した．

　2）一斉収去試験

　JP　9，収載の製剤のうち，注射用アモバルビタール

ナトリウム2件，イソニアジド錠9件，レセルピン錠

7件の重量偏差，定量およびUSP含量均一性試験を

実施したところ，良好であった．

　3）自行試験

　国内産収納あへん14件（内訳，和歌山4件，岡山

10件）のモルヒネ含量試験を実施した．

　4）一般依頼試験

　ジアスターゼ3件につき，JP　9．でんぶん消化力試

験を実施した．

研究業績

　1）医薬品の規格および試験法の作成に関する研究

　i）製剤の溶出試験法に関する研究（特別研究）

　前年に引き続き，製剤のゴπ躍プ。の溶出試験装置の

選定を行い，崩壊試験装置を用いる場合，溶出速度に

対しUSPの回転バスケット法の二軸数と同様に，振

動数が影響している。すなわち，振動数に対して50％

溶出時間は比例関係がある．

　ii）製剤の含量均一性試験に関する研究

　次期薬局方の宿題となった含量均一性試験法の設定

にあたり，適用製剤の品目選定が急務とされている．

そこで，本年度に一斉収去された市販製剤，注射用ア

モバルビタール，イソニアジド錠およびレセルピン錠

について，含量均一性試験を適用し，その分析法に螢

光あるいは高速液体クロマト法の提案を試みた．その

成果は本年度の厚生科学研究に発表される予定であ

る．

　lii）水性点眼剤中の異物汚染検査法に関する研究

　（厚生科学研究）

　本年は共同研究組織として，水性点眼剤研究班を編
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成し，肉眼識別とメンブレンー顕微錠による判定法の

選択ならびに眼障害を誘発する徴少異物の大きさ，濃

度について詳細な基磯実験が集積された．その結果，

障害域にある異物は100μ前後で，肉眼識別による判

定法が選定された．しかし，この判定法の陥路となる

プラスチック容器の透明性を評価するために，450nm

の透過率，曇価および異物可祝限界（対象標準モデル

粒子）を測定する方法が提案された．〔衛生試報95，

110　（1977）〕，　（→一念」二発フ乏6）

　2）製剤の分析化学的研究

　i）臭化プロパンチリンのGCによる熱分解反応に

ついて

　GC条件下における熱分解反応によって，木品は

methylisopropyl　aminoethanol　xanthene－9－car－

boxylateおよびdi－isopropyl　aminoethanol　xan－

thene－9－carboxylateが生成し，その生成比は6：1

と一定になることから，定量法に応用できることがわ

かった．〔衛生試報95，48（1977）〕

　ii）漢方湯忌中における甘草成分グリチルリチンと

ベルペリン，その他アルカロイドの沈殿反応に関する

研究（厚生科学研究）

　黄連製剤の煎剤調製時の沈殿反応が，処方に配合さ

れた大黄中のベルペリンと廿草中のグリチルリチンに

起因し，生成した塩の組成比は2＝1，グリチルリチ

ンのグルクロン酸部分とベルペリン2分子がイオン結

合していることがわかった．さらに，漢方で繁用され

る10種類のアルカロイド生薬とグリチルリチンと沈

殿を生成するものに，黄連，黄口，延胡策，呉芽蔓な

どの湯液がある．　（→誌上発表7，学会発表10，11）

　3）薬物と生体膜脂質との相互作用に関する研究

（京大薬学部と共同研究）

　i）塩酸クロルプロマジン（CPZ・HC1）水溶液の

活量測定

　フェノチアジン系向精神薬とリン脂質，コレステロ

ールなどの粗互作用を検討するにあたり，CPZ・HCl

の水溶液中における溶存状態を明らかにする必要があ

る．そこで，イオン交換膜を用いる濃淡電池を調製

し，その起工力測定によりCPZ・II＋イオンの活且を

求めて解析を行った．　（→学会発表8）

　ii）塩酸フェノチアジン（PTZ・IIC1）水溶液の塩

素イオン活量の測定

　各種のPTZ・H＋イオンの水溶液中の挙動を明らか

にするために，対イオンの塩素イオンの活量を銀一塩

化銀電極の起電力測定により求め，PTZ・H＋イオンの

挙動と会合体の性質につき検討した．（→学会発表9）

　4）薬物および生理活性物質の作用機序に関する研

究

　i）ヒマ種子に含まれるricinの生理活性に関する

研究

　Ricinの毒作用の機序を解明するために，赤血球膜

の透過性調節に関与するアセチルコリンエステラーゼ

に対する作用をricinus　hemag91utlnlnおよび赤血

球膜上のreceptOrのband皿ポリペプチドである

ことから，コンカナバリンAと比較検討し，その障

害作用の厚作について明らかにした．　（→誌上発表

8）

食 晶 部

部　長　慶　田　雅　洋

概要　昭和52年4月1日付で食品第一室長金田古訓

技官が兵庫県衛生研究所に出向し，4月1日付で伊藤

誉志男主任研究官が食品第一室長に任命された，

業務成績

　1。製品検査：タール色素477検体について試験を

行った．検体総数は前年度とほとんど変らなかった

が，食用赤色2号（アマランス）が前年度の33から

僅か1検体に減少し，食用赤色3号（エリスロシン）

および，食用赤色102号（ニューコクシン）がそれぞ

れ増加した．食用赤色105号（ローズベンガル）は屠

肉検印用インキの配合原料以外にはほとんど使われな

くなったので申請は検体に留った．レーキは食用菰色

4号アルミニウムレーキが最も多く，19検体でレーキ

総数の半分以上を占め，他の色素についても例年通り

の傾向を示した．

　不合格と判定されたのは，食用赤色106号（アシッ

ドレッド）2検体で，いずれもλm＆x＝551nmの副色

素の存在によるものであった．なお，昭和51年4，月16

日に近畿管区行政監察局により，検査，検定制度に関

する調査が実施された．

2．輸入食品検査：本年度から厚生省食品衛生課の依

頼により，海空港における検査態勢の強化と技術向上

を図るために，当部において厚生省食品衛生監視員の

研修を行った．

　50年度は輸入食品の行政検査が例年にくらべて著し

く多かったが，本年度は平常に復し，総計233検体，

377件であった．

　前年度155検体448件を数えたレモン，オレンジ等

のジフェニル．オルトブェニルフェノール及びサイア

ベングゾールの試験は本年度は5検体14件に過ぎな

かった．なお，52年4月30日にオルトフェニルフェ



業 務

ノール及びオルトフェニルフェノールナトリウムが新

たに化学的合成品たる食品添加物として指定され，か

んきつ類にオルトフェニルフェノールとして0．01g／

kgを超え．て残存しないような範囲で使用が許可にな

った，

　昭和50年度における輸入食品の化学検査に関する

問題点について全国衛生化学技術者協議会で報告し

た．　（→学会発表63）

　3．　特行試験：農薬の残留基準設定のための食品残

留農薬試験を78検体について実施した．内訳はわけ

ぎ，にら，根しょうが，裸麦，うど，にんにくであっ

た．試験項目としては有機塩素農薬の試験をアルドリ

γ，ディルドリン，エンドリソ，α，β，γおよびδ一

BHC，ρ♪’一DDT，ヵ♪’一DDE，ヘプタクロルエポキサイ

ド，ジコホール（ケルセン）およびクロルベンジレー

トの各農薬について，有機りん農薬の試験をEPN，マ

ラチオソ，パラチオン，ダイアジノソ，フェニトロチ

ナソ（スミチオソ），ジクロルボス（DDVP），ジメト

エート，クロルフェソビンホス（CVP）およびホレー

トの各農薬について行った．総件数1，63S件，前年に

比較して門口ではクロルベンジレート，ジメトエート，

クロルフェソピンホスおよびホレートを追加し，フェ

ソチオンを削除した．なお，昭和50年度における対

象食品の前処理法について全国衛生化学技術者協議会

で報告した．　（→学会発表64）

　4．食品添加物の規格の作成及び改訂1コハク酸ニ

ナトリウム，L一アスパラギン酸ナトリウム，チアミソ

塩：酸塩，リγ酸カルシウム類，酸性ピロリン酸カルシ

ウム，リン惟一ナトリウム（結晶），同（無水），リン酸

三ナトリウム（四品），同（無水），硫酸マグネシウム，

合成膨脹剤，タール色素中のマンガン，リン酸一アン

モニウム，リン酸一カ日ウム，リン酸月増リウム及び

リン酸三カリウムなどについて審議倹写した．なお，

紅麹色素，ステビオサイド，タラガム，徴築山セルロ

ース，アルギン酸及び甘草エキスの6天然添加物につ

いても規格を作成することになった．

　その他に，厚生省食品化学課の依頼で精製糖工場で

炭酸飽充法による原糖の精製に使用している煙道ガス

ニ酸化炭素の規格作成のための試験検討を行った．

研究業績

　1．　特別研究：“生活関連諸物質の微量分析新技術

の開発に関する研究”のサブテーマとして，“植物食

品中のべノミル，チオファネートおよびそれらの代謝

生産物の定量に恕する研究”を行った．その結果，ベ

ンゼンスルホン誘導体とした後，炎光光度型検出器付

きGCにより定量する方法を確立したが，今後ベノ
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ミル，チオファネートの残留基準設定に当っては

me出ylbenzimidazole　carbama亡eおよび2－amlno－

benzimidazoleを考慮することが必要である．　（→誌

上発表71）

　2．食品中の亜硫酸の定量法の検討＝食品に添加さ

れた亜硫酸の測定法としては種々の方法が報告されて

いるが，酸化法，ヨウ素法，微量拡散法，蒸留比色法

，直接比色法の種類の食品への適用について検討し

た．亜硫酸はすべての食品中に残留基準が定められて

おり，一般食品ではSO2として30　ppm未満という

低い基準に抑えられているが，酸化法及びヨウ素法で

は50ppm以下の測定は定量感度の点で不適当である

ことがわかった．（→学会発表61）また，直接比色法

は微量の亜硫酸の測定に適した方法であるが，比較的

多量の塩化第二水銀を用いるため排棄物処理の点から

問題があるので，塩化第二水銀を使用しない方法を開

発し，良好な結果を得た．（→学会発表70）さらに，

遊離型及び結合型亜硫酸の分別定量のための改良ラン

キン法を確立し（→学会発表72），従来液体食品にし

か適用することができなかったランキン法を固体食品

にも応用できるように改良した．（→学会発表73）

　3．　しいたけ中の二硫化炭素に関する研究：食品中

のCS2の定量法については従来報告例がないので，

氷解しながら水ホモジネートを調製したものについ

て，80。まで加熱蒸留し，：氷冷アセトン捕集液につい

て20％TCEPカラムを用いてFPD－GCを行った結

果，しいたけには内孫性のCS2も存在することを確

認した．　（→学会発表66）内照性のCS2の形成は干

ししいたけの水浸漬による戻し操作中におこること，

加熱調理中にCS2含量は50～24％に減少することを

明らかにした．（→学会発表67）しいたけ中の内囚性

の二硫化炭素の前駆物質はしいたけの香気成分である

レンチオニン（C2H4S5）であることを確めた．（→学

会発表76）

　4．　食品中の保存料の試験法の改良：現行衛生試験

泌ではガスクロマトグラフィーによる保存料の定性・

定量の際に内部漂準物質としてアセトアニリドを用い

るが，分析に長時間を要し，測定精度も低くなるの

で，アセトアニリドをかトルイル酸に置換したとこ

ろ，良い結果が得られた．（→誌上発表69）次に，食

品中の保存料の一期分析で，迅速溶剤（エーテル）抽

出およびタリンアップ法を作成し，チーズ，バター，

ピックルス，高麗人蓼エキスなどの前処理の困難な食

品に実際に応用し，良好な回収率を得た．　（→誌上発

表72）果実酒中のソルビン酸の定量はGC法で簡単か

つ正確に実施することができるが，国際的には2一チ



184 衛生試験所報告 第95号（1977）

オパルビツール酸（TBA試薬）による比色法が採用

されている．A．0．A．C．及びわが国の国税庁もTBA

法であるがやや異った方法を採用している．そこで国

際法として示されたフランス法及び後者の方法につい

て比較検討した．　（→誌上発表64）

　5．ぶどう酒巾のアジ化ナトリウムの試験：アジ化

ナトリウムをFe2＋と反応させて〔Fe（N2）〕2＋錯イオ

ンとした後，その紅色を比色する方法について検討

し，アジ化ナトリウム3ppm添加で96．4％回収し

うる方法を確立した．（一→誌上発衷65）

　6．牛乳・乳製品の試験法の設定に関する研究：チ

ーズ中の硝酸塩の迅速簡便な日常試験法としてH5nni

のキシレノール法を改良したGC法を作成した．ま

た，スルファミン酸の使用によりNO2を除去するこ

とができるので，硝酸・亜硝酸の分別定量も可能にな

った．（→学会発表62）次にイオン電極法の応用であ

るが，高脂肪・高タンパク食品でも利用できる検液の

調製法を考案し，良好な結果を得た．（→学会発表68）

　粉乳中の乳酸・乳酸塩の測定法として乳酸脱水素酵

素（LDH）を使用し，乳酸・乳酸塩を間接定量する方

法を考案した．（→学会発表69）

　7．その他：食酢の化学組成（→学会発表75）に関

する調査，及びはち蜜の糖組成のGCまたは液体クロ

マトグラフィーによる定量法の検討（→学会発表74）

を行った，

薬理微生物部

部長加納晴三郎

　本年度初頭にミネソタ大学に客員教授として拓璃さ

れていた部長が帰国した，江馬技官が科学技術庁国内

留学生として，京大解剖学教室に1ケ年teratology

の研出を行った．

　従来のPyrogen研究を主軸に毒性問題に本所担当

各部と協力して仕事を展閉した．

　投稿論文は十数編におよび学会発フξはシンポジウム

2題，総会，その他，10演題におよんだ．

業務成績

　ひきつづきブドー糖，リンゲル液の無菌試験と発熱

試験を行ったが，不合格は1件も見出せなかった．

　輸入食品の組菌検査では，問題となる点はなかっ

た．

研究業績

　1）内毒素が外毒素の作用を著しく上昇せしめるこ

と，およびReserpine処理によって二つの毒素の作用

を分別しうることが明らかにされ，毒素の相互作用と

いう点に新しい展開が期待された．　（→誌上発表92）

　2）カブトガニ血液成分と内毒素の反応性に関する

研究は，Pyrogen　testとの相関性が製薬技術上から

要望されている問題であるため，慎重に検討したが，

ほぼ満足すべき成果を修め，相関性は特定の毒素にの

みみられると結論した．　（→学会発表120，誌上発表

93）

　3）ProteQlipidと内毒素との反応性に関する研究

は，従来pyrogen研究に行ぎづまりが感ぜられる所

に，大きな曙光を与えたものである．すなわち，内毒

素の動物種による反応性の差は神経細胞膜のPro・

teolipidとの結合性の差にもとつくことを明らかにな

し，今後この面の発展が期待されている．（→学会発

表121，誌上発表94）

　4）胎仔毒性に関する研究では，行政当局の要望に

よる特定品目を数件消化しつつ，胎盤透過性の研究を

進め，胎盤ミトコンドリアのATPase活性の上昇と

ATP含量低下がみとめられ，薬物の胎仔毒性がもっ

とも強く表現される場であることを確認し，毒性問題

解析に虚心な示唆を与える現象と考えられた．　（→学

会発表112，113）

　5）その他，レセルピン，アスピリンの胎仔毒性に

関する機序が次第に進み，pyrogenの研究分野と共通

の場をもつことが明らかになり，研究の進展が期待さ

れるようになった．　（→学会発表119）

　行政当局の依頼品については，黄色5号および青色

1号の相乗毒性を検討し，ほぼ実験を終了し毒性のな

いことをみとめ，また，催奇形試験については，

Tween　60，可塑剤，　TCP，および合成螢光洗剤FBA

－90，などの胎仔毒性を検討し，いずれもみとむべき

毒性のないことを明らかにした，　（厚生省報告）

　特別研究としての医薬品の安全性確認に関する研究

は，ひきつづき，アスピリンの発熱時の代謝を検討し

たが，Pyrogenによる発熱時にアスピリンの臓器内濃

度は高まり，胎仔に著しい毒性が倍加していることを

みとめ，アスピリンの臨床的な側面に示竣を与えた．

北海道薬用植物栽培試験場

場長本間尚治郎

概要　昭和51年はセンキュウ，トウキ，ケシ，シャ

クヤク，ゲソチアナ・ルテア，オウレン，ハナトリカ

ブト，ミシマサイコ，ボタン，キパナオウギについて

栽培試験を，試作展示としてベニバナ，ダイオウ，ハ
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トムギ，カンゾウ，ムラサキ，カノコソウ等を栽培，

そのほか標本園を管理し多数の薬用殖物について保存

増殖をすると共に見学に供した．

　51年の融雪期は4月22日，耕起始5月1日で前年

同様であった，晩霜5月20日，初庸10月6日，初雪

ユ0月21日，根雪11月4日．農期間における気象の特

徴は晴冷型の天気がつづき，6，7月遅降水量が極端

に少く8月中旬まで畑は干ばつ状態がつづいた．7月

下旬に一時夏型の高温となったが8月中旬以降再び異

常低温となり収穫期まで気温上昇せず一般農作物は冷

害を受けた．薬用植物については暖地系のもの以外低

温による支障は認められなかった．

　種子交換は入手74件延338種，配布57件延156

種であった．交換用種子および野生植物の採集調査は

羅臼岳，羅臼海岸，犬牛別臨ヌポ目マツポロ沢，松

山温原，北見枝幸海岸，天塩富士山林で実施，それぞ

れ膳葉を作成，一部のものは標本として植付した．

　来揚者の案内のほか栽培農家のキパナオウギ，ミシ

マサイコ，センキュウその他について指導，7月には

キハダの採取。調製法について講義と実習指導をおこ

なった．

研究業績

　1．　センキュウの栽培試験

　目的：収穫時期と生育収量品質の関係を知る

　内容：’75年秋定植したものを’76年9月22日，9

月29日，10月8日，10月18日，10月29日の5回に

分けて収穫調査した．地上部の生育（草丈。株張・葉

重等）は，9月22日を頂点として収穫期が遅れるに

従い順次下降する傾向を示し地下部の生育（根比・根

張・根茎重油）は10月18日までは収穫期の遅れるに

したがい増加するが，10月28日では下降の傾向を示

した．製品中大粒の占める割合および乾燥歩留は収穫

期の遅れに従い順次増加した．

　2．　トウキに関する試験

　量）収穫期別生育収量

　日的：収穫期別による生育収量品質の関係

　内容：’75年秋に定植したトウキを’76年9月22日，

9月29日，10月8日，10月18日，10月29日に堀上

げ調査した結果地上部の生育は全般に収穫期が遅れる

にしたがい低下する傾向であり，地下都の生育は逆に

増加する．乾燥歩留は10月18日までは収穫期の遅れ

に従い増加する．

　ii）系統比較

　目的：優良系統育成

　内容：ホッカイトウキとヤマトトウキについて果柄

順位別に採種し，発芽調査をおこなった結果，ヤマト
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トウキは果柄順位4－7が70％以上を示し一つの方

向性を示した．ポッカイトウキは果柄順位10のみが

60％を示し，ほかは50％以下で方向性は認められな

かった．全般にヤマトトウキの方が発芽は高率であっ

た．また，ポッカイルウキを葉柄の色によって4系統

（純緑，緑赤，純赤，赤緑）に分け果柄順位別に採種

発芽調査をした結果，緑系の方が発芽は良好であり果

柄順位別では5以上，すなわち下方のものの方が高率

になるようであった．発芽試験と同じ材料を用い各系

統の初期生育について調査した．なお得苗率はヤマト

トウキ，ホッカイトウキ（4系統）ともに90％以上

で差は認められなかった．

　3．ケシの栽培試験　　　　　　’

　目的：技術および種子の保存と当地方における生育

収量の調査

　内容：51年の一貫種の生育は干ばつの影響を受け前

年より草丈（88・5cm）低く，開花始も4日おくれ7

月7日であった．しかしあへん収量は30m2当38。O

gで前年より70％，5ケ年平均を30％上廻った．

　4．　シャクヤクに関する試験

　i）田畑4年生の生育収量

　日的＝実生苗，株分苗について苗の大小と生育収量

の関係を明らかにする．

　内容：’72年秋定植した実生苗，株分苗について地

上部の生育を調査した．大苗では僅少ながら株分苗が

実生苗より優るが中，小苗では反対に実生苗の方が判

然と優る傾向を示した．

　ii）系統比較

　日的：株分苗を用いて花色別，花弁数別，開花期別

に生育収量品質について比較する．

　内容：’73年秋定植した3年生について白一重，白

八重，赤混合の区分で地上部の生育を調査した．白八

重は葉柄数を除き草丈，茎長，株張，茎数，茎の太さ

等において他に優り，白一重は3区のうち最も生育は

劣っていた．また’74年秋に定植した2年生について

花色別（白・赤・桃）花弁数別（一重・八重）開花期

別（早生。中生・晩生）に地上部の生育を調査した結

果全般に開花期別では中生，花色別では桃，花弁面諭

では八重が優り，晩生・白・一重は最も劣る傾向を示

した．

　5．　ゲンチアナ・ルテアに関する試験

　i）栽植密度

　目的：栽植密度と生育収量の関係を知る

　内容：’73年10月に2年生苅を苗の太さ別に，栽植

密度は20×20cm，20×10　cm，10×10cmに定植’76

年9刀に堀上げ調査した．全般に密植になるに従い草
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丈，茎の太さ，地上部重は低下するが株張，葉数：，葉

長，葉幅にはこの傾向がみられなかった．乾根重平均

は20．29で最高は20×20cm中苗区の26．99であ

った．生存率は密植の方が高く最高は10×10cm中

土区の75．8％最低は20×20cm中苗区の51．2％で

あった．1m2当羽根重は密植になるに従い増加した．

　ii）種子検定，発芽試験

　日的：採種法貯蔵法等の改良

　内容：袋果が褐色となり上方が開口したものを種子

成熟期とみなし株守別，果段別に摘果し精選位数およ

び精選歩合を調査した．（8刀7日紺8月17口）粒数

は株令の高いもの（11年生1前当5760．5粒）が若い

もの（5年生1茎当4160．3粒）より多く，果段別で

は株令を問わず下方より2段日が最も多い．精選歩合

は一定の傾向が認められなかったが採種闘始日と最終

日が低率であった．採種期と精選粒数との関係は採種

日がおそくなるに従い減少した．発芽試験は続行中で

ある．

　6。ハナトリカブトに関する試験

　i）栽培条件による生育収量と品質

　目的：栽培法の改良

　内容：ビニールマルチ，摘花，秋定植，春定植，春

移植したものについて1年生の生育を調査した．ビニ

ールマルチ区が草丈20．2cmと良好であり，春移植

区は12．6cmで生育不良であった．株張，茎の太さ

等にも差異が判然とみられ開花状態もその傾向が認め

られた．

　ii）系統比較

　目的：優良系統の育成

　内容：当場（水谷系），伊達2号，伊達3号（切花

用）伊達4号（まるば系），福島（伊達，切花用）に

ついて1年生の生育を調査した．生育は全般に伊達3

号（農家が切花用として栽培していたもの）が良好

で，草丈，株張，茎の太さに差異が認められた。茎数

は伊達4号が多く開花の早いのは伊達2号であった．

　iii）さし木法による増殖

　口的：種苗の増殖

　内容：当地方では開花するが結実しない．増殖の一

力法として当場産ハナトリカブトを用いて，さし木試

験をおこなった結果，さし雨後3ケ∫］で附子が着生し

1ケ年で崩蝕することを確認した．〔→学会発表29，

衛生試報95，56（1977）〕

　7．　ミシマサイコに関する試験

　i）除草剤試験

　目的1除草労力を劣補する栽培法の改良

　内容：前年度と同じ除草剤を用いて2年生のミシマ

サイコについて試験した結果ノボロギク，ハコベなど

の生育抑制に役立つものはトレファノサイド，グラモ

キソソ，シマジソ，MCPなどであった．雑草の繁茂

状態は多いものから第1～第5位までみると前年には

見られなかった種類が出現したり，また順位が入れ蹴

ったりして除草剤の効果は認め難い．また除草剤の使

用がミシマサイコの生育収：量に影響があるかを知るた

めに堀上げ調査したところ各区共に地上厭地下部いつ

れも無処理より優り薬害は認められなかった．〔→衛

‘E面目芝　95，　129　（1977）〕

　ii）系統（自家採種）比較

　n的：優良系統の育成

　内容：当地方ではミシマサイコの採種は困難である

が，’75年秋当場で採種した6系統を’76年揺種した

ところ全系統発芽したので1年生の生育を調査した．

草丈の最高は東京の12．7cm最低は種子島の9．9cm，

株張は富山の13．2×9．3cmが最高で最低は当場（北

海道）の9．1×8，7cmであった，

　8．　ボタン実生苗育成試験

　口的：実生苗の育成にあたり種子の低温処理による

効果を知る．

　内容：北海道，埼玉，茨城産種子11を用いて，木

篇目に川砂を入れて発芽床を作り’76年2月2日播種

し温室内（地温17～20。）に配置，　3月26日発根を

認めたので屋外の雪中に埋蔵した．4月14日融雪，5

月31日発芽始，7月4日には傭主が認められた，8

月25日に堀上調査した結果発根していたものは11区

分中当場（標本國）を除き全部で発摂率は54～82％

であった．発芽の認められたのは5区分で発芽率は2

～21％と低かった．前記の発恨率の高いことは将来

発芽率を高める可能性を残している．　（→学会発表
30）

　9．　キパナオウギに関する試験

　i）種子検定，発1芽試験　　　　　　　・

　目的：採種法の改良

　内容：直揺4年生日，直：播2年生株，移植2年生株

より採種し調査した．1，000粒重は直播4年生のもの

が6．89で最も重く，2年生は直播，移植共5．09で

あった．また10g粒数はそれぞれ1454．7粒，1713．8

粒，1679。0粒であった．種子検定した材料を用いて

シャーレ，ペーパーポット，川砂および耕上の発芽床

で発芽試験をおこなった結果，採種詔令と発芽との関

係は発芽床によって差異はあるが直播4年生害の種子

が最高の発芽率（70％）であった．発芽床別ではシャ

ーレが最も高くペーパF・ポットが最も低くかった．

　ii）採種株令と生育収量
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　目的：株虹の異なる母株より採種したキパナオウギ

の生麺収量を比較する．

　内容：前記種子検定した材料を本影に揺坐し1年生

の生育を堀上げ調査した結果，草丈，茎の太さ，根

長，丁重（生，乾）は直播4年生のものが最も高く移

植2年生のものは最も低かった．また株張，第1次分

枝数，花数，根張，製品歩留は直播2年目，直播4年

生，移植2年生の順であった．

春日部薬用植物栽培試験場

場長　小　島　康　平

概要前年度に引き続き，バカマオニゲシについては

播種期と生育収量との関係および三要素試験を，セン

ブリについては発芽試験および光条件の生育におよぼ

す影響の試験を，ハブソウについては系統選抜および

水耕栽培の条件試験を，ステビアについては選抜した

系統の生育特性調査を，それぞれ行った．ケシについ

てはアルカロイドの直接抽出に関する試験が終了した

ので，今までの試験結果をとりまとめた報告書の作製

を行ったほか，晩生種育成のための交配試験を実施し

ている．大麻についてはTHCA無含右の系統の実際

栽培を考慮して窒素施用量と根の生育の関係を調査し

た．このほか，ミシマサイコの優良系統の選抜を実施

中である．

　種子交換は入手50件，延べ200種，配布20件，延

べ300種であった．

研究業績

　1）バカマオニゲシ

　栽培法確立の基磯資料をうるため，播種期と生育収

量との関係についての試験および三要素試験を実施し

た．

　i）播種期試験

　1974年の9月末および10月末に播種したWG－1

（西ドイツより入手した系統）の第二年次生育は一年

目と同様9月播種のものが優れており，一株当りの朔

果数および朔呆重も多かった．朔果中のテパイン含有

率を収穫期別に比較した結果は，7月2日（開花後歯

45日口）収穫のものが，6月8日および6月18日収

穫のものより高く，その含量は0，3～2．2％，平均1．37

％であった．

　秋播きの適期をさらに明確にするため，WG－1のほ

か国連麻薬部より入手したUNB－18，21，24のあわ

せて4系統について1976年9月21日～10月21日に

わたり4回の播種期を設けて試験を行った結果，発芽
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率はWG－1では揺種期の遅い方が高かったが，　UNB

3系統では10月1日区がもっとも高く，その後の生

育は4系統とも10刀1日区がもっとも良好であった．

（→学会発表26）

　ii）三要素試験

　砂耕法により，窒素欠除区（一N），リン酸欠除区

（一P），カリ欠除区（一K），窒素・リン酸欠除区（一NP），

窒素・カリ欠灘区（一NK），リン酸・カリ欠除区（一PK），

三要素欠除区（一NPK），三要素完全区（NPK）におけ

るUNB－21の生育試験を行った結果，最大葉長，藤

津および生葉数とも一N，一P区でもっとも大きく，最

大葉長および葉幅は一NKおよび一NP区で，生葉数は

NPK区でもっとも小さかった．

　2）セγブリ

　畑地における栽培の条件を明らかにするため，発芽

特性および光条件の生育におよぼす影響の検討を行っ

た．

　発芽試験の結果はつぎのとおりである．種子は光発

芽性を有し，発芽は弱い日射の下でよい，種子の吸水

は24時間以内に終る．種子胚は形態的に未熟で，発

芽所要日数は胚の成長に必要な期間と考えられる．種

子のジベレリン処理は発芽率を高めたが，低温処理は

効果がなかった．3月上旬（旬平均気温7．5。）に播い

たものが発芽数多く，5月中旬（同17．3。）以降に播

いたものは発芽しなかった．（→学会発表27）

　無遮光，ヨシズ遮光（約80％遮光）および寒冷紗

遮光（約30％遮光）の三つの光条件を組み合わせて

1－2年目の生育を比較した結果，地上部乾物重は1

年目，2年目とも寒冷紗遮光した区および1年目寒冷

紗遮光一2年目無遮光の区で大きく，地下部乾物重は

1年目遮光一2年口無遮光の区で大きく，一株乾物重

は以上の3区で大きかった．

　3）ハブソウ

　多収性をもつ早晩性品種の育成のため，早生2，中

生5，晩生7，白花の早生，白花の中生の各系統を選

抜し，その開花始，一株当り種子収量，同節数，同英

数，結爽率，1，000粒重などの特性を調査した．

　水耕栽培の結果は，pH　7．0，6．5，6．0の各区では

生育に差がなく，供試した3種類の：水耕液の中では，

畑作用春日井液が適し，その濃度は標準の2分の1が

よかった．

　4）ステビア

　すでに選抜を終った高含量，早生，晩生の各系統の

増殖を行い，生育特性の調査を行った．

　5）ケ　シ

　晩生種育成のため，一貫種と外国起源の晩生系統の
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正逆交雑を行い，3種の組み合せにおいて交配種子を

得た．

　アヘン多収性，モルヒネ高含有性，モルヒネ多収性

の3系統および一貫種の乾物生産を比較したが，各系

統間に差は見られなかった．　（厚生省麻薬課へ報告）

　6）大麻
　THCA無含有大麻（CBDA種）の実際栽培を行う

際の収穫（抜根）に関連する問題として，根の生育と

窒素施用量の関係につき試験を行った．その結果，第

1次分枝根長は窒素施用量の多少に関係なくCBDA

種が在来種より長く，分枝根の太さも大となることが

判明した．

　7）ミシマサイコ

　領収，良品質の品種を育成する口的で，系統選抜を

行い，抽苔期の相異によって早一晩生の系統を区分し

た．

伊豆薬用植物栽培試験場

場長　宮　崎幸　男

概要　7刀11日集中豪雨による青野川の氾濫で庁舎

床上140cm浸水という未億有の水害に見舞われた

が，10月9日に再び床上40cm浸水の水害にあい，

倉庫が半倒壊したほか温室その他の諸施設，ほ場など

にも多大の被害をうけ，さらに植物，機械，器具，図

書，書類など各種物品全般にわたり甚大な被害をこう

むった．しかし年度末には倉庫の改修など一応の複旧

が完了した．なお，4月7日に永年勤務されていた杉

山技官が病気のため急逝した．

　研究業務は下記のような項目について実施中であっ

たが，上記の水害のため供試植物の大部分が流失，あ

るいは損傷をうけた．従って殆んど成果がえられない

段階で，研究中断のやむなきに至った．栽培試験以外

の調査研究として下記のものがあげられる．

　1）野生および栽培植物の採集調査

　主として伊豆地域で採集調査を行い．交換川種子と

して野生種12種，栽培種42種（当場産を含む）を採

集した．

　2）種苗交換

　概要はつぎの通りである．

受入れ

配布

研究業績

国内

国外

国内

国外

1g件　　延べ

ユ8件　　延べ

27件　　延べ

なし

33種

231種

272種

　1）ズボイシアの栽培試験

　目的：スコポラミンあるいは：ヒヨスチアミソ含∫走の

高い優良系統の育成および栽培法の確立．

　実績：50年度に分析した！eichhardtii，　Inyoporoides

についてスコポラミン，ヒヨスチアミンのいずれかが

約1％以上の個体を選び，これらをさし木により増殖

し，栽培法の研究と同時に成分の詳細について研究

し，一方ではこれら高含1達個体の実生植物を育成し優

良個体の選抜を継続する計画で，研究を進めていた

が，7月の水害ですでに分析した個俸はすべて，育成

中の植物も多くが流失した．従って高含量個体の選抜

から再出発せざるをえなくなり，残存個体を育成中で

ある．

　2）バカマオニゲシの1：ヒ培試験

　日的：生育の概要を知るとともに適地としての環境

条伴を明らかにする．

　実績：i）異なる温度条件のもとでのポット栽培．

50年度より継続．UNB－18，　WG－1の両系を供試し，

戸外（A），無加温ビニールハウス（B），加温ビニール

ハウス（C）の温度条件の異なる3区のもとで，ポット

栽培による生育，収量の比較を行った．A，　B，　Cの

順に温度の高かくなるにつれて生育の障害がみられ，

開花，結果数も少なくなることなどのほか，枯死率の

高かくなることが注目された．そしてこれらの傾向は

WG－1において顕著であった．ただこのような生育の

障害は温度の直接的影響というよりも高温に伴なう病

虫害という温度の間接的影響によることが考えられる

ので，これらの点についてはなお検討を要する．

　ii）土壌粒子の大きさと生育，収量との関係．

UNB－21を供試し，土壌粒子について大粒区（直径

1．0～2．Omm），除霜区（直径0．5～1．0＝nm），小粒区

（直径0．5mm以下）の3区を設け，ポット栽培で生

育，収量の比較を行うこととし，4月に実験を開始

したが，7月の水害で大被害をうけ試験は中断され

た．10月にUNB－24を供試し同じ方法で実験を再開

し，現在地上部の生育過程を調査中である．これまで

に注目されたことは第2回の実験では生育のごく初期

が冬季に当ったせいもあり全般的にかなり寒害をうけ

たが，とくに小粒区では83％，ついで大粒区では67

％の高い枯死率がみられた．しかし中緑区では枯死は

全くなく，従って土壌の物理性質により幼学のうける

寒害に大きな差異を生ずることがわかった．なお生存

個体の現在の地上部の生育状態については大粒区でや

や劣る傾向がみられる．

　3）ミシマサイコの栽培試験

　目的）暖地栽培の立場からの栽培法の確立．
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　実績i）比較的好条件のもとでのポット栽培におけ

る生育，収量．50年度より継続．本年度は2年生植

物の生育，収量について研究することとし，地上部の

生育調査を行っていたが，7月の水害で供試個体がす

べて大被害をうけ試験は中断された．本年度より試験

を再開することとし，実験方法はポット，土壌，肥

料，温度条件の異なる3区など前回と殆んど同じ方法

によったが，ただ今回は11月上～中旬野生植物より

採集した種子を戸外（A），無加温ビニールハウス

（B），加温ビニール・・ウス（C）の3区とも一様に12

月6日に播種した．現在地上部の生育過程を調査中で

あるが，発芽は温度の最も高かいC区で最も早く，

B，C区の順に温度の低下に伴ない遅れているので，

現在のところ幼植物の地上部の生育はC区で最も良

く，B，　C区の順に遅れている．

　ii）栽培法を異にしたほ場栽培における収量調査，

49年度より継続．本年度は3年生植物の収量調査を行

う計画であったが，7月の水害で供試植物が全減し試

験は中断された・

　4）ステビアの栽培試験

　目的：甘味資源開発の立笏から栽培法の概要を明ら

かにする．

　実績：47年度より継続．本年度はほ蜴栽培5年生植

物について収：量調査を行う計画であったが，7月の水

害で供試個体がすべて大被害をうけ，大部分が枯死す

るに至ったので試験は中断された．

　5）シンナモムム（Cinnamomum）

　目的＝漢薬原料ないし香辛料として重要な種類の栽

培法の概要を明らかにする．

　実績：49年度より継続のC・casslaの戸外での越冬

試験で，よしず防寒区では供試3個体のうち1個体は

冬季枯死し，越冬した個体も全部落葉し，春以降の生

育もあまり良くなかったが，ビニールトンネル防寒区

では個体とも比較的容易に越冬し，春以降の生育も良

好であった．しかし7月の水害で供試個体はすべて根

こそぎ流失し試験は中断された．

和歌山薬用植物栽培試験場

揚長大野忠郎
概要　昭和51年度の気象状況は初めは順調であった

が，ヶシの早生系統の開花期である4月下旬の降水量

可なり多く，また同系統の採汁期であり一貫種系統の

さく果生育期である5月中旬も降水量多く，一：貫種系

統の高高期である5月下旬も気温較差小さく降水量き

わめて多く日照時間少なかったため両系遡源共にあへ

んおよびモルヒネの収量きわめて少なく不作の年であ

った．その後の気象状況は8月に降水量が著しく少な

かった外は順調に経過しミシマサイコ，バカマオニゲ

シ等その他の試験植物および標本植物は生育良好であ

った．

業務成績

　栽培試験以外の業務は次のようであった．

　1．　薬用植物栽培質疑応答　　　　　18件

　2．　ケシその他薬用植物種苗分譲　　14件

　3．　植物調査採集採種　近隣の和歌山県内で5回実

施，計85種採集

　4．　ケシ耕作者栽培講習会2回

　　和歌山県，岡山県各1回

研究業績

　1・　ケシに関する試験

　口的：優良品種の育成，栽培法の改善，栽培技術の

保存ならびに生育上の基磯資料を得ようとする．

　内容：次の12の試験研究を行った．

　i）品種および系統の保存，特性調査

　目的：各地の品種，系統を栽培し，その特性を調査

し，これを保存し，品種改良の材料に供する．

　内容：57系統を栽培し，全系統を保存した．

　ii）系統選抜試験

　日的：栽培地より観察により優良な系統を選抜し，

その生産力を検討する。

　内容：ユ962d976年の15か年の平均を比較して，

一貫種に比しあへん中のモルヒネ含量が高い1系統

　（南広9号）を選抜した．

　iii）一貫種個体選抜系統検定試験

　日的：一貫種の佃体選抜により得た系統につきその

生育，生産力を検定する．

　内容：1967～1976年の15か年の平均を比較して一

貫種に比しモルヒネ収量の多い3系統（5606，5610，

5614）を選抜し得た．各系統の種子収量とあへん中の

モルヒネ含量との問に負の相関が認められた．

　iv）巨大さく果型育成交配系統検定試験

　目的：扁平型系統の一貫種との交配によって得た中

間型の球状巨大さく果の系統につき，その生育，生産

：力を検定する．

　内容：種子収量において交配系統は一貫種に比しま

さっていた．

　v）早生型育成交配系統選抜検定試験

　日的：愛知系統と一貫種との交配によって得られた

系統につき，その生産力を検定し，早生で多収の系統

を育成する．
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　内容：1965～1976年の12か年の平均を比較して，

あへん収量が一貫種に比し多いもの16系統を選抜し

得た．

　vi）耐病性育成交配系統選抜検定試験

　目的：トルコ系統と一貫種との交配により得られた

系統につき耐病性，多面の系統を育成：する。

　内容：1970～1976年の7か年の平均を比較して一

貫種よりもあへん収量の多いもの12系統，モルヒネ

収危が一貫種よりも多いもの12系統を選抜し得た．

　vの耐寒性育成交配系統選抜検定試験

　目的：トルコ系統と一貫種との交配により得られた

系統につき耐寒性，多収の系統を育成する．

　内容：1970～1976年の7か年の平均を比較して一

貫鍾よりもあへん古跡の多いもの3系統，あへん中の

モルヒネ含旦が一貫種よりも高いもの11系統，モルヒ

ネ収量が一貫種に比し多いもの7系統を選抜し得た．

　V量ii）　採学トロξ其目試験

　目的：採汁時期の変化が収量，品質におよぼす影響

を調査し，採汁の時期を判定する．

　内容：1966～1976年間11か年の平均を比較し，モ

ルヒネ収量は開花後3～6日の採汁開始では少ない傾

向があるが，開花後9日から21日までの各採汁開始

区聞では有意差が認められない．採算は早くとも開花

後9日以後に開始すべきである．

　ix）採汁方法試験

　目的：切取法と宵越朝月法を比較し，労力関係を考

慮し，再検討する．

　内容：本年度はあへん収量は両吟の間に差はほとん

どなかったが，あへん中のモルヒネ含量，モルヒネ収

量においては切取法がやや優れていた．

　本年度と昨年度との2か年の平均を比較し，あへん

収量，あへん中のモルヒネ含量，モルヒネ収量のすべ

てにおいて両区の問に有意差は認められなかった．

　X）農薬の種類に関する試験

　口的：病害に対する防除法として現在市場にある代

表的な農薬の効果を比較する。．

　内容：本年度もボルドー合剤，マソネブダイセソ，

トップジソ，ジュネブグイセン，ダコニール，オーソ

サイドについて試験した．

　昨年と本年の2か年の平均をDuncanの範囲検定

により比較した．あへん収量においてダコニール区，

オーソサイド区はボルドー合剤区，無処理区，マソネ

プダイセン区に比し多い．モルヒネ収量では同じくダ

コニール区，オーソサイド区は無処理区，ボルドー合

剤区に比し多い．ダコニールとオーソサイドはボルド

ー合剤よりも有効と思われる，

　xi）早生多収型育成Fユ検定試験

　口的：早生型系統の交配により早生で生産力の高い

系統の育成をはかる．

　内容：咋年採種したF、種子を播種し，あへん収量，

種子収旦の多い個体を選抜した。F2において系統と

しての生産力を検定する予定である．

　xii）生産力におよぼす気象要囚の影響に関する研究

　n的：気象要因とケシ生産力との関係を明らかにす

る．

　内容：作況予知をなるべく早くすることを目的とし

て，一：二種の開花期の前半（5刀の節1半句に当る）

の気象要心と生産力（あへん収銃，モルヒネ収1面と

の相関を検定した．

　一貫種では5月の第1半句の平1∫コ最高気温高く，平

均気温較差が高いほどモルヒネ収旦が多く，作況の予

知が可能である．

　2．大麻に関する試験

　日的：系統を保存し，鑑定の資料とする．

　内容：12系統共結実し保存の口的を達した．

　3．　ミシマサイコに関する試験

　目的：当地：方における栽培法を確立する．

　i）除草剤試験

　目的：最も適する除草剤を決定する．

　内容：ニップ乳剤，クロロIPC，トレファノサイド

乳剤，ロロックスについて行った．生育，収量に対す

る効果は明瞭でなかった．

　ii）肥料3要素試験

　目的：肥料3要素が生育，収量におよぼす影響を調

査する．

　内容：生育2年目の草丈に対して6月中旬から7月

中旬にかけて3要素の肥効が認められた．収穫調査で

は根長に対してのみ窒素，りん酸の肥効が認められ

た．

　4．オウレンに関する試験

　目的：当地方における栽培法の確立

　内容：生育3年口になり，前年に比し生育度は約2

倍となった．

　5．バカマ割引ゲシに関する試験

　目的：栽培法の確立

　内容：1975年秋噛したUNB－21は夏期に地上部が

全部枯死したが，9月下旬ほとんど全株が萌芽した．

　6．　標本薬用植物栽培

　目的：一般に展示し，試験の材料とする．

　内容＝熱帯，亜熱帯産33種，温帯産160種を栽培．
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種子島薬用植物栽培試験場

場長高城正勝
概要　昭和51年度の気象概況はほぼ例年並であった

が，9月8日から北上接近した台風17号は屋久島近

海に停滞したため，14日まで日夜暴風雨が続いた．し

かし，家屋，植物に大きな被害はなかった．52年2月

16日には何十年来の寒波襲来で，かってない降雨量

　（約10cm）を記録し，多数の植物が枯死した．

　前年に引続きミシマサイコの栽培試験を重点的に行

い，ハマボウフウ，ズボイシア，ウコンおよびニッケ

イ属植物等について実施した．なお，系統保存および

展示栽培としてはR開脚炉α属植物，コカ，キナ，ク

ミスクチン，レモングラス，シトロネラ，サンピロー

ト，ハズ，ウィ目口ア・ソムニフェラ等であった．

　ミシマサイコ及びステビアについては栽培指導，種

子分談の依頼が多く，文書回答14件，圃場における

指導が11件であった．

　交換用種子及び野生植物の採集調査は島内全域及び

屋久島において行い，採集した植物については分布図

を作成した．

．研究業績

　1）ミシマサイコ

　i）4年生植物の生育及び収量

　口的：4年生植物の生育，収旦を知り，種子島にお

ける栽培法の確立．

　内容：播種年月日，定植年月日，圃場面積畦幅，株

間等については前報に同じ．

　肥料は垂準量の1／2量を3月17日置，残量の1／2を

5月31日，7月12日に追肥した．

　198本定植のうち，雪丸は累計146．7本，即ち

74．09％であった，これはおそらく，根腐病及びトビ

ィロヒョウタソゾウムシの喰害によるものではないか

と考えられるが，今後の研究にまたねばならない．

　1／17a当り乾燥収恨重は334．7g，主根重は314．1

g，細根重が20．69であった．乾燥歩留りは主根が

32．46％，細根が21，72％で，地下部重量に対する主

根及び細恨の比は主根9385％，細恨6．1596であっ

た．

　ii）直播及び移殖栽培における摘花試験（2年生植

物の収量）

　目的：両栽培法による収量を比較し，種子島におけ

る栽培法の確立．

　内容：試験区は，A区）地上5cmにて切除，　B区）
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地上30cmにて切除，　C区）放任の3区で各区の面

積は1／2aとした．

　直播区は50年3月7日に条揺，播極量は1aにつ

き100gとした．移植区は50年2月28日に箱揺きに

し，ビニールハウス内にて管理した．定植は4月24

日，畦幅60cm，株間10　cmの2条植えとした．肥

料は追肥とし，3月18日，5刀31日及び7月12日

に基準量を分施した．

　収量は直播栽培では1株平均B区が4．516gで最

高，C区が，2．119，　A区が1．7279であった．移植

栽培では，A区2．7069，　B区が2．519，　C区が2．224

9であった．

　上記のとおり本試験においては摘花区が放任区より

多顕する結果は得られなかった．

　iii）摘花試験

　口的＝種子島における栽培法を確立．

　内容：5千分の1ポットには51年5月28口に苗1

本を値付け，2千分の1ポットには同年4月8日にポ

ット当り30粒を直播．摘花は花序が形成され蕾のう

ちに摘んだ．

　5千分の1ポットにおける摘花区は1株平均主根重

3．449，細菌重7．139，放任区はそれぞれ2．439，

5．5gで主根，細根共に摘花区が放任区より優れてい

ることが認められた．主根長は摘花区18．55cm，放

任区16．23cmで，花序数は摘花区401．5花序，放任

区が111．5花序を数えた．

　2千分の1ポットにおける主根重は摘花区が4．26

g，放任区3．62g，細根重はそれぞれ，10．43　g，10．5

gで花序数は摘花区490．75花序，放任区412．5花序

を数えた．

　摘花区は放任区に比して改根重，根長及び花序数で

和優れていることが認められた．

　ミシマサイコは摘花することによって，栄養成長の

期間が放任区に比して約2週間長かったように観察さ

れた．

　iv）ニップ乳剤稀釈濃度による殺鼠効果，

　日的：ニッブ乳剤の稀釈濃度による陰草効力を知り

栽培法を確立する．

　内容：2千分の1ポットを用い，試験区は，ニップ

乳剤の稀釈濃度によって，1／2量区，標準量目，2倍

量区，手取り区及び放任区の5区とした．

　肥料は基準量を基肥とし，4月8日置1ポット当り

30粒を播極した．薬剤は発芽が揃た5月10日に散布

した．

　下草率は1／2量区が26．1％，標準量区が44．05％，

2倍量区が61．61％を示した．
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　ニップ乳剤に最も弱いi雑草はメヒシバ，アキメシ

バ，オヒシバ等で以下ナデシコ科，トウダイグサ科，

ヒユ科，カタバミ科の順になっており，キク科（ヒメ

ムカシヨモギ，オオアレチノギク等）は殆んど殺草効

果は認められなかった．

　ミシマサイコに対する薬害の有無は，一見影饗を受

けていないようであったが，高濃度区において薬害が

認められた，

　v）秋播ミシマサイコのほ場における発芽試験

　口的：種子島及び南西1了者島における秋播栽培法の確

立．

　内容：51年9月，2～3年生株から採磁した種子を

9月25日に条播した，試験区は1／10a（2m×5m）

とし，揺種適∫辻を知るため1／10　a当り　10g，12g，

14g，ユ6g，18gの5区を設けた．

　各区の発芽本数の最高は，揺条2mにつき10g区

が1月5日に378．5オ£を数え一，129区は12刀22日に

421．0本，14g区が12月15日に515．5本，16g区

が12刀22口に525．5本および18g区が12月15日

に486．0本を数えた．

　除草は10月20日に1回実施しただけで，その後翌

年3月まで雑草の発生は殆ど見なかった．

　秋播栽培の利点は第1に除草に要する労力及び除草

剤が不必要である．第2に害虫の発生が見られないの

で，薬剤散布の必要がないことなどである．

　本試験により10a当りの所要種子量は3009前後が

適量だと考えられる．

　2）ハマボウフウ

　i）ほ場に：おける発芽試験

’口的：播種量及び生育状態を知り暖地における栽培

法を確立．

　内容：昨年は平鉢砂土に7月1日揺種した区が98

％の発芽率で最高を示したが，本年は7月5日砂土に

近い砂質壊土のほ場に播種した．供試種子は，島内東

海岸にて6月25日に採種．試験区は1／17a当り播

種量5g，8g，12g，16g及び20gの5区とした．

　発芽麦如ま11刀1日調査で59区が139本，以下順

に149本，173木，196本及び145本で，52年2月9

口の最終調査では5g区が103本，以下149本，243

木，241本，254木の順であった．木試験の結呆，10

a当りの播種適縫は1．0～L3kgであると考えられ，

る．

試　　作

　1）ハブソウ

　目的：種子島における生育，収量を調べ暖地性品種

の育成（春日部試験場と共同）

　内容＝系統はNo．3（極晩生種）及びNo．11－4（晩

生種）を用いた．

　No．3系統3月17日1／10　aのほ場に条播した．

草丈は10月26日に186．Ocmを測定した．開花始め

は6月28日でその後10月18日まで見られた。収穫

量は1／10a当りA区684．49，　B区573．59であっ

た．

　No，11－4系統　3月17日に1／10　aのほ場へ条播．

葉丈は8月18日に最高68。84cm，葉数は8月11日

に28，0枚を数えたが，7月に入って降雨なく，その

ため枝葉が黄変脱落して枯死株が続出，更に9刀8日

からの台風17号で折損珠も見られたので調査を中止

した．
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誌　上　発　表 Summaries　of　Papers　Published　in　Other　Journals

エ　　Nitrosation　of　1・（2・Chlomethyl）・an〔11・

　　　　　Cyclohexyl・3・（・pyridyl）methylureas

　　　　　Shozo　KAMIYA：　C加〃露．　勲αηπ．　βz‘〃．

　　　　　（Tokyo），25，1121（1977）

　The　nitrosation　of　1一（2－chloroethy1）一and　1－

cyclohexyI－3．（3－pyridyl）methylureas　with　sodium

nltrite　and　hydrochloric　acid，　gave　a　mixture

consisting　of　the　corresponding　1－and　3噂nitroso

derivatives．　These　isomers　were　successfully

separated　by　fractiQnal　crystallization　us量ng　diethyI

ether．　Thelr　structures　were　con行rmed　by　means

Qf　nuclear　magnetic　resonance　spectroscopy　and

chemical　reactions，

　　ノ～CH2NH℃0－NHR　1．　NaNO2，　HC1
　　［　Il　　　　　　　　　　　　　　　　→
　、N／　　　　　　　　　　　2．　Na2CO3

　　1a：R＝一CH2CH2Cl

Ib・R一一メF＞

　　　　　　　　　　　　　　　　NO　　　　　　　NO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ノ＼／CH2NH－CO－N－R　ノ＼／CH2N－CO－NHR
　l　ll　　　　　　　＋l　Il
　、N／　　　　　　　　　　　＼N／

　　皿a：R＝一CH2CH2C】　1πa：R＝一CH2CH2C1

…R一 q＝〉　皿・・R一一〇

2　　Antitumor　Activ童ty　of　4．Nitropyridazine

　　　　　1・Oxides　aれd　Related　Compounds　for　AH・13

　　　　　Shozo　KAMIYA，　Michiko　ANzAI，　Toshiaki

　　　　　NAKAsHIMA，　Shoko　SuEYosHI，　Masayuk量

　　　　　TANNo，　Ikuo　SuzuKI，　Motoi　IsHIDATE，　Jr．

　　　　　and　Shigeyoshi　ODAsHIMA；Cぬθ〃z．　Plzα〆1π．

　　　　　β～〃．（TQkyo），25，504（1977）

　Antitumor　activity　of　4－nltropyridazlne　1．oxides

and　related　compounds　was　tested　with　AH・13

system．　Among　these　nitro　compounds，3，6－

dimethoxy－4－nitropyridazine　1－oxide　and　4－nitro－

cinnoline　1－oxide　were　the　most　eξfective．　4－

Nitropyridazine　　1－oxide，　　3，6－dimethyL4＿nitro－

pyridazine　1－oxide　and　3－alkoxy－4－nitro－6－chloro噛

pyridazine　1－oxides　were　effective　to　some　extent．

3 Stability　of　Sulpy■ine　I．　Reversible　Hy・

dmlysis　in　Alkaline　Solution

Sumie　Yos田oKA，　Hiroyasu　OGATA，　Toshio

SHIBAzAKI　and　Tetsuo　INouE：C舵〃多．勘α7，π．

　　　　　βκ〃．（Tokyo），25，475（1977）

　　Hydrolysis　of　sulpyrine　was　investigated　in

neutral　and　alkaline　solution．　4一ムエethylam量ncanti－

pyrine（MAA），4，4’一【methylenebis（methylimino）】

diantipyrine　（Bis），　and　4一（N－hydroxymethy1－N－

methy1）aminoantipyrine（HMA）were　identi丘ed　as

hydrolyzed　products　by　nuclear　magnetic　resQnance

spectroscopy　and　spectrophotometry，　and　the

determination　methods　of　them　were　proposed．

　Sulpyrine　was　in　an　equilibrium　with　these

products　and　the　percent　composition　of　each

species　at　equilibrium　was　affected　by　the　initiaI

concentration　of　sulpyrine．　The　rat至os　of　the

equilibrated　amounts　of　Bis　and　HMA　to　that　of

MAA　increased　with　an　increase　in　the　initial

concentration　of　sulpyrine．

　The　apparent　rate　constants　of　hydrolysis　and

formation　of　sulpyrine　were　determined　in　the

moderatelγdi！uted　solutlon　（below　4．5mg／m1）

where　Bis　was　negligible．　The　results　suggest

that　the　apparent　rate　of　hydrolysis　玉s　independ曜

ent　of　pH，　whereas　that　of　formation　apparently

decreases　with　an　increase　in　pH　values，　which　is

ascribed　to　an　increasee　in　the　dlssociation　of　hy幽

droxymethanesulfonate　into　formaldehyde　and

bisulfite．

4　　　Stability　of　Sulpyrine　II．　Hydrolysis　in

　　　　　Acid　Solution

　　　　　Sumie　YosH【oKA，　Hiroyasu　OGATA，　Toshio

　　　　　SHIBAzAKI　and　Tetsuo　INouE：C肋，π．　p11α7〃多．

　　　　　β多〃．（Tokyo），25，484（1977）

　　Hydro工ysis　of　sulpyrine　was　studied　in　acid

region．　Sulpyrine　and　the　hydrolyzed　products

were　directly　determined　by　NMR　spectroscopy．

　　In　the　pH　range　between　3　and　7，　sulpyrine

was　found　to　be　in　an　equilibrium　with　the　hy－

drolyzed　products，　mainly　4－methylaminoantipyrine

（MAA）．　Adecreases　in　the　rate　of　hydrolysis

and　formation　of　sulpyrine　was　observed　with　a

decrease　in　pH　value．

　　In　the　pH　range　below　3，4一（N－hydroxymethyl－

N．methyl）aminoantipyrine　（HMA）was　detected

as　a　hydrolyzed　product　in　addition　to　MAA．　An
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equilibrium　was　attained　between　sulpyrine　and

HMA　immediately　after　sulpyrlne　was　dissolved，

and　the　ratio　of　the　equilibrated　amount　of　HMA

to　that　of　sulpyrine　was　fQund　to　increase　with

a　decrease　in　pH　value．　Successively　the　first

order　hydrolysis　of　sulpyrine　and／or　HMA　was

observed　and　no　equi】ibrium　was　attained　between

sulpyrine　and　the　hydrolyzed　products，　wh1ch

indicated　that　the　reverse　reaction　was　negligible．

5　　医薬品の溶出試験法に関する研究（第2報）熱

　　　量測定による溶出試験

　　　植岡澄子，岡　恒，持ln研秀；医薬品研究，7，

　　　295　（1976）

　恒温判形熱量計を自作し，医薬品の溶解熱および製

剤からの主薬の溶出試験を行った，

　アスピリン，インドメタシン，メプロバメート，ス

ルフイソミジンの溶解熱」HSQInはそれぞオt　37。Cに

おいて3．S×10　kJ／mole，2．5×102　kJ／mo！e，5．　O　kJ／

mole，1．9×10　kJ／moleであった．

　原末結晶の粒径および打錠圧などが溶出試験に影響

した．

　市販錠剤の場合，単峰形の溶出速度曲線を示し，市

販カプセル剤の場合は双峰形の溶出速度曲線を示し

た．

6 医薬品製剤中の異物汚染検査法の確立に関する

研究一水性点眼剤中の異物汚染検査法に関す

る研究

持田研秀，伊阪　博，森下裕子：昭和51年度厚

生科学研究報告

　水性点限剤中に混入した異物による眼障害事故の発

生例は，調査の結果，ほとんど皆無であった．また，

標準異物粒子を用いた家兎結膜嚢への点頭実験の結

果，ポリカーボネートの鋭利な粒子のきわめて高濃度

の懸濁液を点眼した場合に限り，約75～100μの粒子

でまれに眼障害の発生する場合があった．

　一方，水性点眼剤の異物倹査法として，肉眼検査法

とメンブランフィルター一明徴鏡法につき，標準異物

粒子を用いた統一実験を実施し，それぞれの問題点を

検討したところ，肉眼検査法の場合，照度，ルーペ使

用の有無，検査速度などの検査条件や，検査員の熟練

度，疲労度による影響をうけるほか，異物の確認限界

が容器の透明性によって支配されることが報告され

た．また，メンブランフィルター一月徴鏡法の場合は，

中栓の取り扱い方，試験者の習熟度による影響のほ

か，操作上のブランクのとり方，判定基準の設定など

の問題点があげられた。大阪支所では以上の点を検討

するとともに，点限剤プラスチック容器について，そ

の透明性が必ずしも450nlnにおける透過率と一致し

ないことを指摘し，スライドグラス固定の試料粒子を

用いてその可視限界を調べる実験による容器の評価方

法を提案した．

　それぞれの検査法について，問題点を整理し，粗案

を完成した上で，水性点眼剤中のylき物汚染検査法とし

て「白色光源の直上または直下，約5000ルクスの明る

さの位置で，肉眼で観察するとき，澄明で，たやすく

検出される不溶性異物があってはならない．」という

肉眼検査法を採択した．

　（本研究は，昭和51年度厚生科学研究点眼剤研究班

として12研究機関で実施した研究結果を，国立衛生試

験所大阪支所においてとりまとめて報告したものであ

る．）

7　　漢方湯液中における甘草成分ゲリチルリチンと

　　　ベルペリンその他のアルカロイドの沈殿反応に

　　　関する研究

　　　野口　衛：昭和51年度厚生科学研究報告

　1．　ベルペリン（1）とグリチルリチン（H）は湯液中

で2：1の割合で相互作用を起こし，5×10　4mol以

上の濃度で沈殿を生成した．

　2．沈殿中の（1）と（■）の組成比は2：1でIRス

ペクトルデータより（H）の2このグルクロン酸と（1）

2分子がイオン結合したものと推定された．

　3。　フェニルアルキルアミン型，トロパン型，モル

ヒネ型など，窒素原子と芳香環あるいは共範二重結合

が近接しないアルカロイドは，水溶液中で（H）と沈殿

を生成しないが，ペルペリン型，キノリン型，インド

ール型など，分子量が大きく，含窒素芳香環を有する

か，窒素原子が芳香環に近接する化合物では沈殿を形

成した．

　4．　pKaが7．5以下のアルカロイドはおおむね（H）

と沈殿を形成するが，pK乱がこれより大きいものでは

沈殿形成は認められなかった．

　5，　高力で繁用される10種のアルカロイド生薬のう

ち，黄連，黄柏，延胡索，呉茱萸の湯液は（H）により

沈殿を生成したが，横郎子，附子，麻黄はごく少量

で，厚朴，防己，川骨では沈殿をまったく形成しなか

った．

8 ヒマ種子中に含まれるRicinの生理活性に関す

る研究（第4報）Concanavalin　AおよびRicin



誌 上

　　　の発熱活性と赤血球膜アセチルコリンエステラ

　　　ーゼにおよぼす影響について

　　　古謝紀和，持田研秀，吉田　稔：衛生化学，23，

　　　27　（1977）

　コンカナバリンA（Con．　A）の家兎に対する発熱活

性および家兎赤血球膜アセチルコリンエステラーゼに

対する作用をricinおよびricinus　hemagglutininの

作用と比較検討した．

　Con．　Aの最少発熱量は0。5mg／kg　i．v．で潜伏期

と持続性をもつ発熱性を示した．：耳静脈へ連続投与に

より抗体の産生，発熱性の低下があり発熱耐性獲得が

認められたが，ricinおよび細菌性発熱物質との間に

交叉耐性は成立しなかった．

　つぎに，ゴπ観70においてCon．　Aおよびricinは

赤血球膜ア七テルコリンエステラーゼに対し各々500

μg／mJで35％および48％の阻害効果を示した．これ

らの阻害はD一ガラクトース，D一マンノースにより妨

げられる事実から赤血球凝集に基づき二次的に発現し

たものであると考察した．

9　　脂肪酸アルカノールアミド暦博イオン界面活性

　　　剤のガスクロマトゲラフィー

　　　岡　　恒，小島次雄＊：分析化学，25，757

　　　（1976）

　脂肪酸アルカノールアミド型非イオン界面活性剤を

直接揮発性のトリメチルシリル誘導体として分離し，

更に分析を容易にするため加水分解によってアミド結

合を切断し，生成したアミン及び脂肪酸をトリメチル

シリル誘導体に変えて分析する方法について検討し

た．カラムは2％OV－1／Chromosorb　W　l　m×3mm

を使用し，四温ガスクロマトグラフィーを行い，クロ

マトグラムを解析することによって，もとの脂肪酸ア

ルカノールアミド型押イオン界面活性剤の疎水性基の

鎖長の分布及び親水性基のタイプを容易に知ることが

できた．

＊京都大学工学部

10　薄層クロマトグラフィーーデンシトメトリーの

　　　生薬分析への応用（第2報）

　　　オウレン中のアルカロイドのポリアミド薄層電

　　　気泳動による分析

　　　野口　衛，持田研秀：生薬，30，47（1976）

　オウレン中のベルペリン（1）とコプチミン（n）の砂

層電気泳動による分離条件を検討し，ポリアミド薄

層，電解液5N酢酸，電圧900Vの条件が最適である
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ことを見出した。また，螢光法デンシトメトリー（反

射法）による直接定量を行い，市販オウレン中に（1）

5．7川6．8％，（H）1．0～1．2％が含まれることを明ら

かにした．

11　薄層クロマトグラフィーーデンシトメトリー最

　　　近の進歩

　　　野口　衛：日本化粧品技術者会雑誌，11，5

　　　（1977）

　薄層クロマトグラフィーーデンシトメトリーの分析

法としての総合的評価を行うため，本技法の特徴，適

用範囲，精度などについて，最近発表された文献約

100編を中心に考察を行い，ガスクロマトグラフィ

ー，液体クロマトグラフィーにくらべ精度はやや劣る

が，手軽で簡便な方法であるとの結論を得た．

12　　The　Chemical　Modi員cations　and　Their

　　　E鉦ects　on　the　IIormone・Binding　Ability　of

　　　Bovine　Neurophysin　I

　　　Hideo　FuKuDA，　Takao　HAYAKAwA，　J重ro

　　　KAwAMuRA　and　Yosllio　AlzAwA＊：α，θ2π．

　　　P加γ，π．B〃ム（Tokyo），24，2043（1976）

　In　order　to　elucidate　the　functional　role　of　single

aminQ　acid　residue，　histidine　or　tyrosine　of　neu－

rophysin　I　for　the　binding　ability　of　the　prote量n，

these　amino　acids　have　been　modi丘ed　photochemi－

cally　or　chemlca11γand　their　effects　on　the　bind－

ing　abilities　for　oxytocln　and　［8－argininelvaso・

pressin　have　been　investigated．

　Upon　irradiation　of　NP－I　with　visible　light　in

the　presence　of　rose　beτ1gal　and　oxygen，　single

histidine　residue　was　photooxidized　very　rpidly

without　any　decrease　in　the　hormones－binding

ability．　On　the　other　hand，　single亡yrGslne　residue

was　found　to　be　photooxidized　almost　colnpletely

after　240　min　of　irradiation　with　decrease　in

the　hormone－binding　ability．　Neither　significant

changes　in　other　amino　acid　residues　nor　peptide

bond　rupture　were　found　even　after　240　min　of

irradiation．

　The　decrease　in　the　binding　abi！itγof　the　photo－

oxidized　protein　proceeds　almost　identically　for

oxytocin　and　vasQpress互n　as　the　Iigand．

　0－Acetylation　of　the　tyrosine　residue　of　NP．I

with　N－acetylimidazole　gives　no　signi丘cant　effects

on　the　hormone・binding　ability．



196 衛生試験所報告 第95号（1977）

　These　findings　suggest　that　the　single　histidine

residue　of　NP－I　has　no　contrlbution　to　the　binding

process，　while　the　single　tyrosine　residue，　parti。

cularly　its　aromatic　rlng，　of　NP－I　may　participate

with　the　binding　Process　of　the　protein　to　both

oxytocin　and　vasopressin　with　similar　contribution．

＊Tokyo　College　of　Pharmacy

　ラナトシドCの定量法としては，比色定日がある

が，徴量の試料に適用する場合には，感度の面で問題

がある．そこで，ジゴキシン，ジギトキシンの定旦

に用いられているけい光定量法をラナトシドCの二二

に適用した．ここで確立したけい光定量法を市販のラ

ナトシドC錠に応用し，この方法がラナトシドC錠の

含量均一性試験法として使用でぎるかどうかを検討し

た，

13　　ピロールによるコルチコイドの定量：L17一デ

　　　スオキシコルチコイドの比色定量

　　　徳永裕司，木村俊夫，川村次良：分析化学：，25，

　　　392　（1976）

　17一デスオキシコルチコイドの新しい比色定∫斎去の

検討を行った．この方法は，17一デスオキシコルチコ

イドの21位の水酸基を酢酸銅で酸化した後，塩酸酸

性でピロールと反応させ，約570nmで比色定量する

方法である．この方法では，2．5～20μ9／mJの範囲に

おいてペールの法則が成立した。酢酸デスオキシコル

トンは，この反応が陰性であるが，水酸化ナトリウム

で加水分解した後，定量する方法を確立した．この修

正した方法を酢酸デスオキシコルトソ注射液に応用

し，従来用いられているテトラゾリウム法と比較検討

した．

14　ピロールによるコルチコイドの定量：IL　17一

　　　ヒドロキシコルチコイドの比色定量

　　　徳永裕司，木村俊夫，川村次良：分析化学，26，

　　　151　（1977）

　17一デスオキシコルチコイドの比色定量法をすでに

報告したが，この方法を17一ヒドロキシコルチコイド

の定量に応用した．この方法は，プレドニゾロン，メ

チルプレドニゾロソ，プレドニゾン，ヒドロコルチゾ

ン，コルチゾンおよびテトラヒドロコルチゾンは反応

陽性であるが，21位の水酸基のアセチル化体および16

位のメチル化又は水酸墓化体は陰性であった．この定

量法では，試料の0．625～7．5μ9／m’の範囲でベール

の法則が成立し，吸収極大波長は，587－600nm，見

掛けの・モル吸光係数は，2．66～3．5×104の範四であ

った，この方法をプレドニゾロン錠の定杜に応用し，

従来法と比較検討した，

15　ラナトシドCのけい光定量：含量均一性試験へ

　　　の適応性

　　　徳永裕司，木村俊夫，川村次良＝医薬品研究，

　　　8，　39　（1977）

16　各種基原ヘパリンのガスクロマトゲラフィーに

　　　よる確認試験

　　　徳永裕司，木村俊夫，川村次良：医薬品研究，

　　　7，　483　（1976）

　第九改正日本薬局方のヘパリンナトリウムには，

「原料に用いた器官名を表示する」ことが義務付けら

れているが，その確認方法の記栽がない．また，現在

までに報告されている確認方法は，メタクロマジーを

用いる方法および単位の測定による方法のみであり，

新しい確認方法の検討を行った．この方法は，ヘパリ

ン中に硫酸化されずに残っているN一アセチルつ一グル

コサミンを加水分解し，生じる酢酸をガスクロマトグ

ラフィーで確認する方法である．この確立した方法

を、日局標準品，国際標準品および各種基原ヘパリン

の確認に適用し，メタクロマジーを用いる方法と比較

検討した．

17　加じ∫か。検査用キット使用後の残留放射能分布

　　　について

　　　浦久保五郎，井野英治＊，加藤貞武＊＊：Rα4fo・

　　　ゴso’oρ03，26，　505　（1977）

　市販の勿び∫〃。検査用キットでよく用いられてい

るもの，甲状腺機能7品n，レニン活性1品口，オー

ストラリア抗原1品目について実際の倹査と全く同様

に操作して，残留放射能の分布を調べた．廃棄物を大

別すると，検査の際の上清，洗浄水，びんに残ったト

レーサ溶液などの液体，および試験管，空きびん，ト

レイ，レジンストリップ，スポンジなどの固形物であ

る．

　検査後の廃棄物処理としては次のように考えられ

る．

　1）液体は容量が小さいため希釈放流が可能であ

る．使い残りのトレーサ溶液などは一部保管廃棄も考

えられる．洗浄水は問題でない．

　2）　固形廃棄物で放射能が強く保管廃棄するもの

は，スポンジ，チャコール，ストリップなどで，試験管

やトレーサの空きびんは水洗すれぽ問題とならない．
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　この他病院で実際に行っている検査の多数例につい

て，スポンジ，試験管，バックグラウンドの3老の放

射能を比較したところ，スポンジのみが保管廃棄の対

象となり，試験管には殆んど放射能が認められなかっ

た．

たbenzaldehydeの生成は徴量であった．　benzyl　al－

coholの。一，か水酸化体の生成はごく微量であるが

認められ，骨油酸素の影響による特異性は認められな

かった．

＊伊藤病院

＊＊日本アイソトープ協会

18　放射性医薬品の基準に関する検討（第4報）薄

　　　層ゲルろ過法によるヨウ化ACTII（1251）とヨウ

　　　化IIGII（1251）の純度試験法について

　　　池淵秀治，浦久保五郎：医薬品研究，8，35

　　　（1977）

　1251標識したタンパク質製剤の2例について，薄層

ゲルクロマトグラフィーによる純度試験法を検討し

た．ヨゥ化ACTH（1251）液はSephadex　G－50　super一

丘neを，またヨウ化HGH（1251）液についてはSepha－

dex　G－100　supe面neを用い，水を展開溶媒として傾

斜法により薄層ゲルクロマトグラフィを行い，純度試

験法として良好な結果を得た．クロマトグラム上の放

射能分布を知るのにはろ紙に転写し，ろ紙上の放射能

分布を測定する方法を用いたが，特に比較的高分子量

の標識タンパク質中に低分子量タンパク質が共存する

場合の確認法としては，非転写法が適当な方法であっ

た．

20　有害金属の生体内挙動に関する研究（第6報）

　　　小野田欽一，長谷川明，中浦現価，高仲　正，

　　　浦久保五郎，大森義仁：食衛誌，17，247（1976）

　54MnCI2溶液をラットに1回静注し，54Mnの臓器

組織への分布およびその生物学的半減期（BHL）なら

びに糞尿中への排泄について検討した．

　静脈内に投与した54MnC12（71μCi／0．32　mg　Mn

CI2／2　ml／kg）の大部分は比較的速やかに排泄され，3

日後には投与量の25．3％が体内に残存したにすぎなか

ったが，以後の排泄は遅く113日後でも1．8％が存在

した．なお，全身におけるBHLは31．6日であった．

　臓器組織内分布は投与初期には膵，肝，腎，顎下

腺，副腎，下垂体に高濃度に分布したが，これにおけ

るBHLは短く比較的速く減衰した．これに対して，

大脳，小脳，延髄，脊髄では初期の濃度は低かった

が，3～14日後に最高濃度に達しBHLも長かった．

　投与後7日以内に投与量の83．6％が糞中へ，0．5％

が尿中に排泄された，また消化管内分布では小腸およ

び大腸の内容物中に多くみられた．これらのことか

ら，体内に吸収されたマンガンは主に胆汁を介して小

腸に排泄されると考えられる．

19　水溶液中におけるベンジルアルコールの放射線

　　　分解

　　　池淵秀治，七戸靖雅，浦久保五郎：1～α4読50一

　　　’oρ03，26，　451　（1977）

　放射性医薬品中に含まれるbenzyl　alcoho1の放射

線分解を推定するために，0．05％benzyl　alcohol水溶

液に60Coγ線を1×104　radから7×105　radまで照

射し，水溶液中におけるbenzyl　alcoholの放射線分

解について検討した．

　酸素或は窒素置換した水溶液にγ線をユ～7×ユ05

rad照射すると，　benzyl　alcQholは照射線量に依存し

て減少した．線量とbenzyl　a【cohQ【の残留率の直線

関係から求めたbenzyl　alcoholのG（一M）値は酸素

溶存下で2．34，酸素が溶存しない場合1．92であった．

酸素溶峠下での放射線分解による主生成物はbenzal－

dehydeであり，そのG（M）値は0．87であった．酸素が

溶存しない場合の生成物は主にP11CH2とPhCHOH

のラジカル反応によると思われるdibenzy1，　benzy1・

phenylcarbinolおよびhydrobenzoinであった．ま

21　セレン中毒ラットにおける貧血の機作について

　　　（第1報）セレン投与による貧血および鉄の動

　　　態について

　　　長谷川明，浦久保五郎，祐田泰延＊，山本丈夫＊

　　　：　日乖胃誌，　32，　16　（1977）

　セレン中毒の特微を知るため，亜セレン酸ナトリウ

ム（3．Omg／kg）またはセレン酸ナトリウム（3，2mg／

kg）をラットに1日1回，または2日目1回，35日連

続経口投与し，その一般症状を観察し，また病理組織

学的検査，血液学的検査を行った．

　その結果，セレン中毒の一般症状としては，体重の

増加抑制，脱毛等が観察された．また剖検所見および

病理組織学的検査により肝および腎に障害が認めら

れ，さらに血液検査，骨髄細胞の鏡検により貧血が認

められた，

　この貧血の機作を解明するために，中毒症状を呈し

たラットについて，59Feの臓器内取り込み，血涛の鉄

結合能の測定およびヘムの生合成過程におよぼす影響

などについて検討した，
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　その結果，鉄の動態については，59Feの赤血球への

取り込み増加，鉄結合能の上昇が認められたことか

ら，鉄の欠乏がセレン中毒貧血の重要な原因であるこ

とを認めた．さらに鉄欠乏に関連する現象として尿中

ポルフィリン代謝物の増加，投与した1℃一グリシン

のヘムへの取り込み低下が観察された．

＊静岡薬科大学

22　セレン中毒ラットにおける貧血の機中について

　　　（第2報）セレン投与によるビタミンB、2の動

　　　態および貧血の機作について

　　　長谷川明，浦久保五郎，祐田泰延＊，山木丈夫1ド

　　　：日密胃二言，32，24（1977）

　セレン中毒における貧血の機作を解明するため，セ

レン化合物の連続経口投与により中毒症状を呈したラ

ットについて，57CQ－VBエ2の臓器内取り込み，肝中の

VB12含量，肝におけるメチル基転移反応に及ぼすセ

レン投与の影響について検討’した．

　その結果，57Co－VB、2の肝への取り込みが高く，ま

たmicrobioassayの結果，府中の内囚性VB12の含

量低下が見られたので，セレン投与により，VB12含

量の低下をきたしていることを認めた．またVB12に

関連する反応として，肝におけるメチル基転移反応に

よるメチナニソの生成率の低下が観察された．従って

中毒ラットにおけるVB、2および葉酸の代謝異常が考

えられる．

＊静岡薬科大学

23　水道水，井水，雨水中の226Raおよび21DPb含

　　　有量と210Pbの土壌への吸着について

　　　亀谷勝昭，戸村加代子：R認’o∫εo’oρ83，25，410

　　　（1976）

　環境試料中の天然放射性核種の存在を知るための田

鼠実験として，日本全国の土壌中の22CRaおよび210Pb

を定量した．その結果，i：臥tの多い地域の上壌中の

21。Pbは226Raにくらぺて多いことが明らかとなった

（亀谷，戸村：1～α4’o∫sofoρθ5，25，26（1976））．本報で

は，この事実をさらに確かめるため，禰水中の21。Pb

含量および水溶液中210Pbの土壌への吸着を調べて，

土壌中の21。Pbの一部が大気中の222Rnに由来されて

いることを明らかにした．なお衛生化学的な意味か

ら，東京における水道水，井水中の226Raおよび21。Pb

の定量を行った．

24　ラジオイムノアッセイー非生理的ハプテン成

　　　分を中心として一（総説）

　　　城戸靖雅：ぶんせき，1977，97

　1974年酎1976年半ばまで1こ報告された依存性薬物

（モルフイン，パルビツール酸誘導体，DOM，メタン

フェタミン），抗生物質（ブレオマイシン，　シソマイ

シン，クリングマイシン，ゲンタマイシン，ペニシリ

ン，アドリアマイシン，グウノマイシン，アミカシン）

および一般薬物と化学物質（ブレプラノロール，メタ

クアロソ，メサドン，メベリジン，ナロキソソ，メト

トレキセート，イソニアジド，スルフォニル尿素誘導

体，ニコチン，タートラジソ）等のハプテンラジナイ

ムノアッセイの進歩について総説した．依存性薬物や

メタクアロン，メサドソは既に基礎研究の域を脱して

スクリーニングテスト法としての応用研究に主体がお

かれている，その他の化合物については未だ基礎研究

平様掘が強いが，今後ますます実用化に向けての研究

に努力が払われると思われる。

25 Metabolic　Formation　and　Synthesis　of　1。（3・

Chlorophe町1）・2・（↓h｝・droxypheny1）・1・methylg

2・（2－pyridine）ethanol．　A　PotentiβI　IIypo圃

。れ01esteremic　Agent．

工E．SINsHEIMER＊，　E．　Van　den　EEcKHouT＊，

LE．　HEwlTT＊，　Y．　KIDo，　D．R。　WADE＊，　D．W．

HANsEN　Jr＊．　J．C，　DRAcll＊and　J．H．　BuRcK・

IIALTER＊＝ノ．ハf64，　C々6〃～．，19，647　（1976）

　1一（3－Chlorophenyl）一2一（4寧hydroxypheny1）一1－lnethyレ

2・（2＿pyridine）ethano1（1）has　been　synthesized　and

fQund　to　be　the　malor　urinary　metabo！ite　fo11Qwing

lntraperitoneal　admini5tration　of　1一（3－chlorophenyl），

1・methyl－2・phenyl・2．（2－pyrldinc）ethanol（II）to　rats。

　This　metabolite　has　a　hypocholesteremic　effect

in　rats　similar　to　that　of　the　parent　drug．

　　　　H
　　　レ。ノ・．9H

　　　C　　l　ll

ノ＼／＼／＞
l　il　　i

　　　　1

　　　　H
　　　レ0ノ＼
　　　c　　i　ll

ノ＼／＼／＞
l　ll　　l

　　　H

＊Conege　of　Pharmacy，　University　of　Michigan，

26　　The　Stτuctures　of　Toxic　Metabolites　of

　　　．1spergε配μ8　cα顧dl‘8．　II．　The　C・即・und

　　　B（Xanthoascin），　a　Ilepato・and　Cardio・toxic
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　　　Xanthocillin　Analog

　　　Chlkako　TAKAHAsHI＊g　Setsuko　SEKITAp

　　　Kunitoshi　YosH田IRA　and　Shinsaku　NAToR正：

　　　C加η3．Pノ‘αγ2π．　Bz‘鼠（Tokyo），24，2317（1976）．

　The　structure　of　compound　B（xanthoascin）was

proposed　to　be　a　xa且thocill三n　analog　bearing　a

prenyl　unit（1）by　spectral　methods　and　was　proved

by　oxidation　and　hydrolysis　reactions．

畷＝麺斜…｛≦；〉〈
　　　　　　　　　CN　NC

　　　　　　　　　　　（1）

＊1くasukabe　City　Hospita1

27　マイコトキシンの微生物に対する突然変異原性

　　　長尾美奈子＊，本田雅子＊，浜崎　敵＊＊，名取信

　　　策，上野芳夫＊＊＊，山崎幹夫＊＊＊＊，清野祐子＊，

　　　矢作多貴江＊，杉村　隆＊：マイコトキシン，

　　　No．314，41（1976）

　国立衛試生薬部で，名取・義平・関田・高橋らが分

離同定した9化合物を含む約40種のマイコトキシンに

ついて，サルモネラ菌TA100およびTA98を用いて

変異原性を試験したところ，chaetoglobosin　AがS．9

Mix非存在下で陽性を示した．

　＊国立がんセンター
　＊＊鳥取大学農学部
＊＊＊ 結棊揄ﾈ大薬学部
＊＊＊＊ 逞t大生物活性研

28　熱帯，亜熱帯薬用植物の栽培について

　　　宮崎幸男：日本植物園協会誌，11，3（1977）

　当場でいままでに行ってきた熱帯，亜熱帯系薬用植

物の栽培に関する研究の概要をのべ，これらの資料を

もとにして熱帯，亜熱帯系薬用植物の栽培上の共通の

問題点として，植物の内的要因，外的要因，乾燥・貯

蔵，成分の分析などの問題をとりあげ，種々の角度か

ら検討を加えた．

29　医用材料の適合性に関する化学的研究（第1報）

　　　人工腎臓用PVC製血液回路から溶出するフタ

　　　ル酸エステルの定量ならびに回路の材質の改良

　　　大場琢磨，辻　楠雄，水町彰吾，飯田和子：人

　　　工臓器，6，48（1977）

　人工腎臓用血液回路に乾燥人血漿液を0～24時間連
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続循還させ，PVC製の回路から溶出するフタル酸ジー

（2一エチルヘキシル）（DEIIP）の分離定量を行い，さ

らにDEHPの溶出nを少なくするために，血液回路

について改良を行った．

　市販のPVC製血液回跡こ人血漿300　m’を37。で

240皿」／lnlnの流速で潅流させたところ，二流時間に

比例してDEHPの溶出量も増加し，人工透析に相当

する36時間後には，約18mgの溶出が認められた．

回路からのこの程度の液出は，代謝その他の生物学的

観点から見ると，有害とは考えられないが，しかし毒

性の大小にかかわらず，体内に異物が入ることは好ま

しくないので，溶出量をできるだけ少なくするように

試みた．その結果，回路のポンプ部をPVCからシリ

コーンゴム｝こ代えることにより，DEHPの溶出：量を約

2／3に減少させることができた．次に回路のポンプ部

には従来のPVCを用い他の部分にはDEHPを含ま

ないPVCを用いて，同様の実験を行ったところ，

DEHPの溶出量を1／10に減少することができた．こ

れらの研究の結果，PVC製血液回路から溶出する

DEHPの量は，血液ポンプのシゴキ作用によるより

も，むしろ回路内面の表面積から溶出に起囚すること

が明らかセこなった．

30 医用材料の適合性に関する化学的研究（第2報〉

人工腎臓用PVC製血液回路からエタノール溶

液による7タル酸エステルの溶出

辻楠雄，水町彰吾，飯田和子，大占琢磨：高

分子論文集，34，287（1977）

　前報において人工腎臓用軟質塩化ビニール樹脂

（肩VC）製血液回路から溶出するフタル酸ジー（2一エチ

ルヘキシル）（DEHP）を定量するために，乾燥人血

漿を灌流させ，溶出液のDEHPをガスクロマト法に

より定量を行ったが，この方法は人血漿を用いてい

ることや，抽出操作に魚雷な面があり，再現性あるデ

ータを得るには熟練を必要とした．そこで，人工透析

時に溶出するDEHPの量を各種有機溶媒を用いて，

簡易にして，精度の高い定量法を見出すための基礎的

な実験を行ったところ，エタノールが良好な結果を

示し，またこの人血漿に代るエタノールのDEHPに

対する溶出能は，エタール濃度への依存度の大きいこ

とが判明した．エタノールの至適濃度は40％で，溶出

したDEHPは，紫外吸収スペクトルで定量したとこ

ろ，再現性の良い定量値が得られた．この方法は，40

％エタノール300m’をとり，200，250　mJ／minの流

速で血液回路内を遠流させると，最初の30分で急激に

溶出し，その間に溶出したDEHPの量は約11mgで，
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それ以降の溶出は緩慢であった．この実験方法で，2

時間灌流によるDEHPの溶出量は乾燥人血漿を用い

て，人工透析に相当する6時間灌流した場合の約1／2

量に相当した．

31　ディスポザブル7マルガムカプセルの水銀漏洩

　　　について

　　　堀部　隆＊，川口政広＊，岡本佳三＊，福島忠男＊，

　　　辻　楠雄：福岡歯学，3，81（1976）

　歯科市銀アマルガムは，永久酒旗として信頼しうる

簡易な充填材料であり，臼歯部における永久充堀もし

くは，歯冠修復物の85％以上を占めているといわれて

いる．しかし練和に水銀を使用するため，秤量や練和

操作に誤りがあると治療室の床に水銀微粒子が飛散

し，室内の水銀汚染が生じる．これらの水銀汚染を防

止するため，最近一定比率に秤量した粉末と水銀を別

々に封入し，虚貝こ当り両者を合わせ練和するディス

ポザブルアマルガムカプセルが使用されてきた．この

カプセルに付着している水銀量および混合時，練和時

の水銀量を，フレームレス原子吸光法で定量したとこ

ろ，カプセル1ケについてそれそその値は，0．5～1．5

μg，0．07～0．37μg，0。09～0。11μgであった．

＊福岡歯科大学

32　ディスパースアマルガムの腐食に関する研究

　　　アマルガムの組成と腐食について

　　　堀部　隆＊，相良　学＊，川口政広＊，井上勇介＊，

　　　辻　楠雄：福岡歯学，3，293（1976）

　アマルガムは充唄後速かに斜壁に密着して硬化し，

かっ十分な強度を持つが，口腔内の長期観察による

と，周辺破折がしばしば認められ，二次腐食発生の原

因となると報告されている．アマルガムのγ2相の腐

食：により，スズイナンが溶出し，その結果水銀が遊離

し，これが未反応のγ相と反応して，いわゆるMer－

curoscopic　expansiQnを起こし，周辺のそり返りを生

じ外力にによる破折が生じる．

　本研究はディスパースアマルガムと球状および雪片

型アマルガムの腐食をポテンシコスタットを用い腐食

電位の測定と，分極曲線を求めると同時にX線アナラ

イザーにより組成と腐食の関係を求めた．

＊福岡歯科大学

33　　医用材料をめぐる諸問題

　　　大場琢磨：医器誌，46，503（1976）

　医療川器具類に使われている材料のうち，プラスチ

ックはディスポーザブル製品の発展の主要な地位を占

めている．まずプラスチックの材質の使用理山，状況

について，つぎに3つの減菌法による材質の変化殊に

エチレンオキサイドガスの吸着と残留規制値について

述べた．

　わが国における試験法としては，プラスチック注射

筒のような個々のディスポーザブル医療用具の基準の

中に記されているが，一応材質の評価を行うには，日

本薬局方一般試験法の輸1皮用プラスチック試験法が適

当と考えられる，

　外国の現制と試験法については，国が制定している

ものはなく，J。　Autianらの材料テスト，　D，　Pelling

らおよびRA．　Gotchらの試験法を紹介した．最後に

塩化ビニール樹脂の問題点をあげ解説した．

34　フランス薬局方第9版の放射線滅菌について

　　　辻高雄：医薬品研究，8，218（1977）

　1974年9月にフランス薬局方第9版の一部改定およ

び追補が行われ，その追補の1項に放射線減菌があげ

られている．

　内容は，一般外科用器具，衛生材料および縫合糸の

電離放射線滅菌法について述べられ，まず製品の生産

工程での初期汚染をできうる限り減少させることで，

そのため従業員の製品の取扱や，最終工程での徴生物

汚染の調査が記されており，次に照射条件を決定する

ための測定法として，いくつかの方法があり，それに

適応した方法の採用と，最低線量2。5Mradについ

ての安全性にふれている，終りに，この滅菌について

の微生物学的検査法について，βαc〃τ‘3♪～‘〃〃～ζ5E601

による無菌試験法とBα0”κ33ρ肋0γ伽3による不活

性係数の求あ方がきめられている．

35　羊毛製品中の防虫加工剤ディルドリンの分析

　　　鹿庭正昭，毛利潤子，小嶋茂雄，中村晃忠，大

　　　義易琢∫痔：衛生でヒ学，　23，　7　（1977）

　羊毛製品中のディルドリンの分析法としてアセトン

・メタノール（1：1）で還流抽出し，フロリジルカラ

ムクロマトグラフィーで精製し，ECD一ガスクロマト

グラフィーで同定，定量する方法を確立した，この方

法により，防虫加工剤ディルモスXC－E3・H／Cで自

家加工した羊毛製品を用いて回収率を求めたところ，

91－94％であった．72種の羊毛製品についてディルド

リンの含有量を調査したところ，ドスキン，タキシー

ドクロス，モスリンおよび毛布に50－183μ9／9のデ

ィルドリンを含有するもの数点を見つけた．これらは
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防虫を口的としてディルドリン加工したものである．

一方，再生毛は3．3－23．0μg／gと一様にバックグラ

ウンド値よりも有意に高い数値を示した．これらの結

果より，ディルドリンは，かって広く羊毛防虫用に用

いられたが，それらは再生毛中になお残存しているこ

と，および，現在も数は少いが意識的に防虫加工に用

いられていることが判明した．

36　防虫加工羊毛製品からのディルドリンの溶出お

　　　よび発散について一画面加工剤の有害性評価

　　　に関する一考察

　　　鹿庭正昭，小嶋茂雄，中村晃忠：衛生化学，23，

　　　87　（1977）

　羊毛製品中のディルドリンの汗や唾液への溶出なら

びに発散について実験した．実験には5種の性質の違

う羊毛製品（ドスキン，タキシードクロス，フラノ，

毛布，カーペット）を実験室でディルドリン加工した

もの，そして市販ディルドリン加工製品を用いた．ま

た加工は還流して行うものと，40。で浸漬する場合の

強弱の二条件を設定した．

　布地からのディルドリンの溶出力は汗や唾液の方が

水や人工汗よりかなり強いことがわかった．また，加

工条件が弱いほど溶出は容易となった．製品間で比較

すると，カーペット〉毛布≧フラノ〉ドスキンの順に

ディルドリンは溶出しやすい．

　相対湿度50％，温度40。の条件下では発散は一次式

に従った，速度式より発散しやすいディルドリンの総

量（a），発散速度定数（k），および発散の半減期（tl！2a）

を求めた．発散による人体への危険性は量（ka）と持

続性（t、、2a）の両者をあわせて評価した．その結果，

発散による危険は，カーペット＝毛布》フラノ〉ドス

キン＝タキシードクロスの順に大であると評価した．

　以上の結果と，使用製品の大きさおよび使用期間な

どを総合してディルドリン加工の危険性を異なる製品

間で相対評価した結果，カーペットや毛布は他の三者

に比べて危険性を大にみつもる必要があるとの結論を

得た．

37　C・13Nハ1R化学シフトの図表化一7ルケン

　　　及びアルキン炭素の化学シフト

　　　田中誠之＊1，戸田昭三＊2，武捨　清＊3，永田親

　　　清＊4，叶多謙蔵，橋本　茂＊5，名古屋一郎＊6，

　　　山口和夫＊7：分析化学，25，599（1976）

　エ3C－NMR化学シフトの図表化の一環として，アル

ケン及びアルキン炭素の図表化について報告する．

　図表化に当たっては，各種置換基のアルケンもしく
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はアルキソ炭素への影響を明確にするため，エチレン

誘導体では，二つのアルケン炭素の化学シフト位置を

併記し，更に一置換体，1，1一二置換体，1，2一二置換体，

三置換体及び四置換体に分類して図表化した．アレン

及びアセチレン誘導体もこれに準じた．

　エチレン誘導体におけるアルケン炭素の化学シフト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
と置換基との関係は，一CH3，一CH2一，一CH一，一C一の順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に置換基の結合したほうの炭素は（4～6）ppmずつ低

磁場シフトを，他：方は約1ppmずつ高磁場シフトを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
している．置換基がsp2炭素系では，一C・0，一C・N，

↓q一〈○〉の順に臆・結合・たほうの炭素は

巳2pprn程度ずつ低磁場シフトを，他方はほぼ6ppm

ずつ高磁易シフトをするなど置換基の効果が明確とな

った．

＊1 結梠蜉w工学部
＊2 結梠蜉w農学部
＊3 ｮ電化工業㈱研究所
＊4 ﾅ浦工業大学　　　　　・

＊5ライオン油脂㈱研究所
＊6 ｮ化成工業㈱技術研究所
＊7 ｦ和醸酵㈱東京研究所

38　C・13NMR化学シフトの図表二一メチレン，

　　　メチン，4級炭素の化学シフト

　　　田中誠之＊1，戸田昭三＊2，橋本　茂＊3，永田親

　　　清＊4，軍畑謙蔵，名古屋一郎＊5，武捨　清＊6，

　　　山口和夫＊7；分析化学，25，592（1976）

　有機化合物の骨格を形成する中心的存在であるメチ

レン炭秦，メチン炭素及び4級炭素の化学シフト図表

を作成した．

　図表化に当たって，まず，化学シフトをα位置換基

の種類によって分類し高磁場側から配列した．更に，

データ数が多い系列については，β位置画聖を考慮し

た図表を作成した．その結果，α位置換羽について

は，炭素原子，窒索原子，酸素原子の順に低磁場シフト

し，電気陰性度との相関性を明確に示しえた．置換基
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
がsp3炭素の場合には，CH3一，一CH2一，一CH一，一C一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の順に低磁易シフトするが，β位置換では逆の傾向を

示し，交互誘起効果が明らかに認められた．しかし，

4級炭素のみは，β位置黒馬によるシフト傾向がα位

置換基と全く同じ傾向を示すことを見いだした．この

ことは，4級炭舜ミにおける立体的な込み合いによる影

響と考えられる．

＊1 結梠蜉w工学部
＊2 結梠蜉w農学部
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＊3ライオン油脂㈱中央研究所
＊4 ﾅ浦工業大学
＊5 ｮ化成工業㈱技術研究所
＊6 ｮ電化工業㈱研究所
＊7 ｦ和醸酵㈱東京研究所

39　　Studies　on　Selenium・related　Compounds．　V．

　　　Cytogenetic　Elrect　and　Reactivi吐y　witk　DNA

　　　Katsuhiko　NAKAMuRo，　Kunie　Yosl11KAwA，

　　　Yasuyoshi　SAYATo，　Iliroshi　KuRATA，　Masar

　　　haru　ToNoMuRA　and　Akira　ToNoMuRA＊：

　　　1しfκ’α〃。π　1～o＆，　40，　177　（1976）

　Five　selenium　compounds，　Na2SeO4，　H2SeO4，

Na2SeO3，　H2SeO3　and　SeO2，　were　tested　for　their

capacity　to　induce　chromosome　aberrations　in

cultured　hurnan　leukocytes　and　for　their　reactivity

with　DNA　by　a　rec－assay　system　and　inactivation

of　transforming　activity　in勲。〃z‘∬zめ’〃∫5．　Chro・

mosome－breaking　act1vity　was　significantly　higher

for　the　compounds　witll　four・valent　than　with　six－

valent　selenium，　the　ef五ciency　being　in　the　de－

creasi皿g　order　H2SeO3＞Na2SeO3＞SeO2》H2SeO4＞

Na2SeO4．　Rec－assay　usingβ．5πδ”」∫∫with　differ－

ent　recombination　capacities　suggested　that　dam－

age　to　DNA　was　produced　by　selenites　but　not　by

selenates．　The　reactivity　Qf　selenites　with　DNA

was　also　indicated　by　a　significant　loss　of　trans－

formation　of　the　tryptophan　marker　of　B．5κゐ∫f1’3

DNA　treated　with　H2SeO3　and　SeO2．

＊Tokyo　Medical　and　Dental　University

chlorophenol＞，π一chloropheno1＞ρ一chlorophenol＞

dichlorophenol類＞trichlQrophenQ1の順に発色率の

低下することを示した．また，フェノール誘1掌体に遊

離残留腹素を作用させたときの本法の吸光度に及ぼす

影響は，フェノールは経時的に吸光度が減少する傾向

を示した，さらに，13種のフェノール誘導体は，吸光

度が遠やかに減少するもの，著しい減少を示さないも

の，上昇する傾向を示すものなどの存在することを認

めた．

41　皇居外苑濠水質の衛生化学的研究（第3報）水

　　　質成分の年変化と濠水質の特徴について

　　　佐谷戸安好，中室克彦，安藤正典，松井啓子：

　　　衛生化学，22，357（1976）

　皇居外苑濠水の水質を保全することは景観上から

も，また，災害時対策としての飲料水源確保の上から

も重要な意義を有している．

　そこで今回，前報までの報告に引き続き，調査を実

施し，年変化の比較，1974年8月，桜田，清水両濠に

おいて総合調査を実施し，濠水質の特徴および水質浄

化のための基礎的検討を行った．これら結果から，代

表2濠（桜田，清水濠）の多採水点による総合調査に

おいて各濠とも各地点間および上，下層水の水質の差

はほとんどなく，毒水調査は各濠1－2点の採水地点

で水質を十分把握しうることを認めた．また，水濠水

質の特徴としてDO－pHの相関性の高いこと（11月，

γ＝0．765，Y＝4．962　X十〇．272）を認めた．さらに，

本濠水はろ過により，COD，　total・Nは50％，　tota1・

Pは80％の除去率を得ることから，ろ過方式が水質

浄化の一方法であることが考えられた。

40　水道水の衛生化学的研究一フェノール類の4一

　　　アミノアンチピリンによる定量法の系統的検討

　　　佐谷戸安好，中墨克彦，松井啓子：衛生化学，

　　　22，　350　（1976）

　フェノール類の4一か日ノアンチピリンによる定量

法はフェノール類への適用範囲および測定値の平町ま

たは評価については明白ではない．そのため，著者ら

は各種フェノール誘導体と4一アミノアンピリンとの

発色強度の比較，遊離残留塩素とフェノール誘導体と

の反応性と反応後のアンチピリン色素生成について検

討を加えた．これらの結果から，約40種のフェノール

誘導体のうち，水中に徴量存在しても本法に適用しう

るものを明らかにした．また，chloropheno1類は。一

42 Studies　on　Exαetion　and　Uptake　of　Calcium

by　Ra吐s　after　Continuous　Oral　Administra・

tion　of　Cadmium．

Masanori　ANDo，　Yasuyoshi　SAYATo，　Masa・

haru　TONOMuRA　and　Toshiaki　OsAwA＊：

コ【oπ’co乙　！4♪メ）乙　P乃α7刀2αco乙，39，321　（1977）

　The　excretion　and　the　uptake　of　Ca　in　rats、vere

investigated　in　detail　after　the　oral　administration

of　CdC12　for　various　periods　of　time．　The　rats

which　had　bee且pretreated　with　CdC12　for　l　month

excreted　55％of　orally　administered　47Ca　in　feces，

whereas　the　rats　which　had　not　been　pretreated

with　CdC12　for　the　same　period　excreted　only　20％
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of　the　ora11y　admin1stered　4℃a　into　feces，　These

fac亡s　indica亡e　tha亡the　absorption　of　Ca　fronl　the

gastroirltestlnal　tract　was　lowered　by　the　exposure

of　rats　to　Cd．　Most　of　the　excreted　47Ca　was　found

in　feces，　even　when　Ca　was　administered　iv．

Thus，　the　rats　which　had　been　pretreated　with

CdC12　for　3　months　excreted　80％of　tlle　iv　admi－

nistered　Ca　into　feces．　Furthermore，　the　uptake

of　iv　administered　47Ca　into　bones　was　found　to

decrease　up　to　decrease　up　to　30％by　the　pretreat■

ment　of　rats　with　CdCI2　for　3　months．　These

observations　support　the　hypQthesis　that　Cd　is　one

of　the　lmportant　factors　in　the　development　of

the　sG，called‘‘itai－itai”dlsease，　which　is　a　form

of　osteolnalacia　and　an　endernic　disease　in　Cd曽

polluted　areas　in　Japan．

　　　302　（1976）

　クμルベンジレート，クロルプロピレート，フェニ

ソプロモレートおよびテトラジホンのガスクロマトグ

ラフィーによる同時分析法を検討した．

　活性炭。フロリジルカラムをη一ヘキサンーベンゼン

混液（2：3）およびπ一ヘキサソーエーテル混液（1：4）

で溶出することにより，前者に有機塩素農薬が，後者

にベンジレート系殺虫剤が溶出される．これら殺虫剤

のガスクロマトグラフィーには2％DEGS十〇．5％リ

ン酸，5％OV－17および5％XE－60が良い結果を与

えた．

　7種農作物へ有機塩素農薬（0，008～0．054ppm）お

よびベンジレート系殺虫剤（0．025～0．2ppm）を添加

した回収率は前者では87％以上の，また後者では80％

以上の回収率を与えた．

＊食品薬品安全センター

＊University　of　Tokyo

43　衛生化学的視野におけるセレン化合物の毒性評

　　　価（総説）

　　　佐谷戸安好，中期克彦：衛生化学，23，59（1977）

　セレンの毒性については，セレンの高濃度含有土壌

において家畜に発生した“alkali　disease”や“blind

staggers”などが知られている．我国においては幸い

に環境衛生の分野におけるセレン中毒は発生していな

い．しかし，人為的な環境汚染の観点からセレンの毒

性を把握しておくことは環境衛生上重要である．

　本総説は我国の水道水質基準設定および水道水の安

全性確保を目的として，著者らの研究に加え，多くの

文献からセレンの経口毒性に関して論述し，衛生化学

的視野におけるセレン化合物の毒性評価についての幅

広い検討を加えた，

　すなわち，本論文においてはセレンの毒性の歴史，

急性，悪急性，慢性毒性，発がん性，細胞遺伝毒性，

セレンの生体内運命に関し吸収，排泄，分布，セレン

の蛋白質代謝，肝臓における代謝，とくにセレンのメ

チル化機構，ならびに，生体におけるセレンと水銀の

関係について論じた。

44 食品申の残留農薬の分析法に関する研究（第20

報）農作物中のクロルベンジレート，クロルプ

ロピレート，フェニソプロモレートおよびテト

ラジホンの分析法

福原克治＊，武田明治，内山充：食亭亭，17，

45　　Stud量es　on　A且alysis　of　Pesticide　Residues

　　　in　Foods（XXI）　Analytical　Method　for

　　　Captan　and　Captafol　in　Agricultural　Crops

　　　Mitsuharu　TAKEDA，　Hiroshi　SEKITA　and

　　　Mi亡suru　UCHIYAMA：／11勉041η罫500ノごA2刀，

　　　18，20　（1977）

　An　attempt　was　made　to　improve　an　analyticaI

method　for　captan　and　captafol　residues　in　agrical－

tural　crops　contaminated　with　organochlorine　in。

secticides（BHC　isomers，ρ，ρ7・DDT　and　its　analo・

gues　and　ch！orinated　cyclodiene　compounds）　by

ECD－gas　chromatography．

　It　was　di伍cult　to　separate　fungicides，　captan　and

captafo1，　from　the　organochlQrine　insecticides　by

gas　chromatographic　method，　but　use　of　FlorisiI

column　chromatography　render　it　possible．　Name・

Iy，　the　insecticides　and　the　fungicides　were　eluted

with　15％ether　in　hexane　and　30％ethyl　acetate

in　hexane，　respectively．　The　second　eluate　con－

taining　the　fungicldes　was　then　puri負ed　by　activat・

ed　charcoal　colulnn　chromatography　with　50％

ether　in　hexane．　Removal　of　oily　materials　by

the　partitiQn　between　acetonltrile　and　hexane　was

necessary　prior　to　Florisil　column　chromatography

for　summer　oranges（peels），　dried　string　beans

and　wheat．

　The　detectlon　limits　in　present　gas　chromato・

graphic　conditiQns　were　O。005－0。63μg　in　captan
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and　O．02－20μg　in　captafol．　The　recoveries　of

captan　and　captafol　fortified　to　agricultural　crops

were　72．2－90．6％and　79．5－95．0％，　respectively．

analyzing　crops　forti且ed　with　chloramphenicol．

The　average　recovery　rangcd　frun1729ちill　unPoli■

shed　rice　to　869ち　in　Chinese　radishes．

46　食品中の残留農薬の分析法に関する研究（第25

　　　　　報）農作物中のエンドスル7アンの分析法

　　　　　福原克治＊，武田明治，内山　充：食衛誌，18，

　　　　　149　（1977）

　ECD一ガスクロマトグラフィーによる布機塩素殺虫

剤およびクロルベンジレート系化合物の共存下におけ

るエソドスルフプン系化合物の分析法を確立した．

　　クリーンアップに活性炭，フロリジルカラムクロマ

トグラフィーを採用した．α一エンドスルファンは有機

塩素殺虫剤とともに第1画分に，β一エソドスルファン

およびエンドスルファンサルフェートはクロルペソジ

レート系化合物とともに第2画分に溶出する．

　　α一エンドスルファンは5％OV－17，2％DEGS十〇．5

％リソ酸および1％QF－1などによりρ，ρ’一DDEと分

離することができる．さらに，1，5％SE－30，5％OV－17

およびな5％XE－60などのカラムによってβ一エソド

スルファンおよびエンドスルファンサルフェートはク

ロルベソジレート系化合物と十分置分離可能である．

　　7種の農作物におけるこれらエンドスルファン系化

合物の添加回収実験を行い，α一エンドスルファソの

82．7％からエンドスルファンサルフェートの92。7％

の範囲の回収率を得た．

＊食品薬品安全センター

Gas－Liquid　ChromatograpL董。　Determination

of　Chloramp11enicol　in　Agricultural　Crops

Kumiko　SAKAKI，　Mitsuharu　TAKEDA　and

Mitsuru　UclllYAMA：ノα‘〃2αJ　oゾ’乃θ／10／1C，

59，　118　（1976）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gas＿1三quid　chro陶

48

47

　Amethod　is　presented　for　the

matographic　determination　of　chloramphenicol　in

agricultural　crops．　Chloramphen1col　is　extracted

with　ethyl　acetate，　cleaned　up　by　silicic　acid

column　chromatography，　acetylated　with　acetic

anhydride　and　then　measured　by　gas申liquid　chro。

matography　with　electron　capture　detection．　Two

stationary　phases，　DEGS－phosphoric　acid　and

Re◎plex　400，　were　used．　The　sensitivity　was

about　8　ng（40％full　scale　denection）．　The　e缶ci－

ency　of　the　analytical　nlethod　was　evaluated　by

Microbial　Metabolism　of　N・Methylcarbamate

Insecticide．1．　Metabolism　of　o・8ec・Bu量y1・

p！10nyl　N・Methylcarbamate　by　11gperσ’ππ，8

πfgcr　van　TiegLem

Takashi　SuzuKI　and　Mitsuharu　TAKEDA：

C加〃z．勘αηπ．βz〃．（Tokyo），24，1967（1976）

　In　order　to　understand　the　metabolic　fate　of　N－

methylcarbamate　in　soi1，　the　metabolism　of　o－soσ一

butylphenyl　N－methylcarbamate（BPMC）（1）in　a

fungus，〆1砂θ7gJ〃μ3”’82プvan　Tieghem，　was　in・

vestlgated，　The　following　ten　metabolites　were

detected　in　addition　to　unchanged　BPMC；o－soc・

butylpheno1（M．1），　o－50ひbutylphenylcarbamate（M・

2），o・（1－methylacetony1）phenyl　N－methylcarbamate

（M－3），o一εθc．butylphenyl　N．hydroxymethylcarbam．

ate（M．4），　o一（1－hydroxy・1・methy】propy1）phenyl　N．

methylcarbamate（M－5），功7βo－o一（2－hydroxy－1・meth．

ylpropyl）phenyl　N・methylcarbamate（M－6），θ7ヅ飾プ。．

o．（2．hydroxy－1．methylpropy1）phenyl　N－methylcarb・

amate（M．7），　o．（1－hydroxymethylpropy1）phenyl　N．

methylcarbamate（M－8），　o一（3－hydroxy－1－methy】pro・

pyl）phenyl　N－methylcarbamate（M－9）and　one

unidentified　product（UK・1）．

　Both　thin．1ayer　chromatography（TLC）and　gas・

1iquid　chromatography（GLC）were　used　for　detec・

tlon　and　isolation　of　these　metabolites，　and　the

structures　of　these　materials　were　characterized

by　ultraviolet，　infrared，　nuclearmagnetic　resonance

and　mass　spectral　analyses．　Some　malor　metabo－

1ites　were　identified　by　comparison　of　thelr　che－

mical　and　physicochemical　properties　with　those

of　synthesized　rnaterials．

49

　The

of　o－soc－butylphenyl　N．methylcarbamate（BPMC）（1）

were　syntheslzed．　And　also　it　was　described　about

the　preiimlnary　experiments　with　respect　to　the

Microbial　Metabolism　of　N・Methylcarbamate

Insecticide．11．　Synthesis　of瓦letabolites　of

o・3ec・Butylphenyl　N・Methylcabamate

Takashi　SuzuKI　and　Mitsuharu　TAKEDA：

α～02π．、Pゐα7π．．Bz‘〃．（Tokyo），24，1976（1976）

characterized　and　anticipated　metabolites
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determination　of　con丘guratlons　of　o一（2－hydroxy．1－

methylpropyl）phenyl　N－methylcarbamate，　main

metabolites　by！1ψθγ8・f〃2‘3π’8召アvan　Tleghem．

50

　　The　biotransformation

of　Inetabolites

metabolism　among丘ve　fungi，　which　were　all　iso・

1ated　from　the　soil　of　rice　field　treated　with　o一εθo・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

butylphenyl　N－methylcarbamate（BPMC）（1）were

investigated　using　3H－BPMC．　In　every　fungus　used

in　the　present　study，　a　common　metaboric　path・

way　was　that　through　llydrQxylation　at　the　alkyl

side－chain．　The　metabolic　breakdown　of　I　by五．

πξg6プrcached　the　maxlmum　at　20r　3　days　cultiva－

tion　and　hydroxylatlon　at　alkyl　side－chain　of　I　was

attained　at　the　early　stage　of　cultivation．　Remark－

able　differences　have　been　shQwn　to　exist　among

the　various　species　as　to　forInation　of　metaboIites．

51

Microbial　Metaboism　of　N・Methylcarbamate

Insecticide．　III．　Time　Course　in　Metabolism

of　o・8ec－Butylphenyl　N・Methylcarbamate　by

／ISPergπ’π8πε9θr　and　Species　D縦erences

among　Soil　Fungi

Takashi　SuzuKI　and　Mitsuharu　TAKEDA：

C舵〃z。、Pたα7”z，βz〃．（Tokyo），24，1983（1976）

　　　　　　　　　　　　　　　，time　dependent　changes

　　　　　　　　and　differences　of　the　mode　of

Microbial　Metabolism　of　N・Methylcarbama．

te　Insecticide．　IV．　New　Hetabolites　of　o・

8εc・Butylphenyl　N一瓦letLylcarbamate　by

ααdo＄por∫研παα♂05por’0ε♂88

Takashi　SuzuKI　and　Mitsuharu　TAKEDA：

Cゐ6刀z．勘α”3．、Bκ〃．（Tokyo），24，1988（1976）

　The　metabolism　of　o。3θc－butylphenyl　N－methyl－

carbamate（BPMC）has　been　investigated　using　a

fungus，　C彪40ψ07加πc～ご40ψoプゴof4θ3．　This　fungus

was　isolated　from　the　soil　over　which　the　drug

had　been　sprayed．　As　the　result，　it　has　become

apparent　that　BPMC　is　metabolized　to　phenols

through　the　hydroxylation　of　side－chains　and　to

ω一carboxylic　acid．

52 Inhibition　of　Ilepatic　UDP・Glucuronyltmns・

ferase　Activity　by　Organophosphate　In・

secticides　and　by　Car1）on　Disul丘de　in　Mice

Takemi　YosmDA＊，　Machiko　NoMuRA＊，

Yasuo　SuzuKI＊and　Mitsuru　UcHIYAMA：

発 表 205

　　　　　βκ”・1ヨ刀〃∫ア。π．Cω～’αη2．　Toκ∫coJ．，15，421（1976）

　　Since　organophosphate　insecticides　and　carbon

disu1丘de　seem　to　modify　microsolnal　cytochrome

P．450and／or　its　microenvironment　when　adm量ni・

stered　to　animals，　we　are　interested　in　thelr　ef・

fects　on　microsomal　UDP，glucuronyltransferase

（EC　2．4．1．17）which　is　linked　to　cytochrome　P－

450and　is　an　important　enzyme　catalyzing　the

transfer　of　a　glucuronyl　group　from　UDP－glucuro・

n三。　acid　to　various　endogenous　and　exogenous

substrates．

　There　was　a　significant　inhibitioll　of　the　enzyme

activ三ty　soon　after　the　administration　of　fenitro－

thiQn　at　a　dQse　level　of　100　mg／kg　and　the　activity

was　returned　nearly　to　control　values　withln　12　hr．

DDVP，　having　P＝O　group　in　its　structure，　showed

no　inhibition．　These　observatlons　are　similar　to

those　obtained　in　drug　metabolizing　enzymes．

That　is，　the　bindlng　of　sulfur　to　microsomes　during

the1r　oxidative　desulfuration　may　result　in　the

inhibition．

＊Tohoku　University

53　　E任ect　of　piperonyl　butoxide　on　hepatic　δ＿

　　　　　aminolevulinic　acid　synthetase　activity　in

　　　　　mice

　　　　　Takemi　YoslllDA＊，　Yasuo　SuzuKI＊and　Mi－

　　　　　tsuru　UcHIYAMA：B∫oo乃θ2π．、P彪αア”zσco1，，25，

　　　　　2418　（1976）

　　Piperonyl　butoxide　was　lshown　to　significantly

stimulate　hepatic　ALA　synthetase　activity　in　mice．

The　biochemical　nature　of　this　stimulatlon　was

investigated，　and　the　三mplicat三〇ns　of　alteration　of

the　hepatic　drug－metabolizing　enzyme　system　are

discussed．

　Asignl丘cant　increase　ln　ALA　synthetase　activity

was　observed　by　the　administration　of　piperonyl

butoxide　at　all　three　dose　levels．

　　Contrary　to　the　marked　increase　ill　ALA　sythe－

tase　activity　due　to　the　administration　of　piperonyI

butoxide，　hepatic　drug－metabolizing　enzyme　acti－

vlty，　when　measured　as　aminQpyrineハしdemcthy1・

ase　activity，　was　profoundly　inhibited　for　16　hr

after　the　syaergist　treatment，　and　retumed　nearly

to　control　levels　by　24　hr，　as　reported　by　other
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investigators　（data　not　presented）．

　The　results　of　the　present　study　lndicate　that

the　administration　of　piperonyl　butoxide　to　mice

causes　a　reciprocal　relationship　between　ALA

synthetase　activity　and　drug－metabolizing　enzylne

activ三ty　in　the　early　stages．

　Tlle　lncrease　1n　ALA　synthetase　activity　caused

by　the　administration　of　pipcronyl　butoxide　may

have　bcen　duc　to　an　increase　in　enzyme　protein

rather　than　to　act1vation　or　stabilization　of　pre。

eXIStlng　enZyme．

　＊Tohoku　University

54　食品および人体脂肪中のパラフィン系炭化水素

　　　について

　　　中西多恵，斉藤行生，武田明治，内山充＝食

　　　手行註志，　18，　182　（1977）

　石油系炭化水素による食品汚染の一つの指標とし

て，魚介類，鳥獣肉，および人体脂肪中のパラフィン

のバックグランド値を，クロム酸酸化，フロリジルカ

ラムクロマトグラフィーおよびガスクロマトグラフィ

ーによる方法で測定した．

　魚介類ではパラフィンがエビ，アサリ以外の検体か

ら検出され，特に検体によってはπ一q5，η一C17，およ

び∫一Clgが著明に検出された．人体脂肪組織では∫一Clg，

π一C2g，π一C31が一連のパラフィンとともに認められた．

ピークパターンは魚介類，鳥獣肉，および人体脂肪で

それぞれ特徴的であった．

55　マイコトキシンの化学分析に関する研究（第6

　　　報）高速液体クロマトゲラフィーによるべニシ

　　　リン酸とパツリンの同時分析

　　　五十畑悦子，武田由比子，内山充：食衛誌，

　　　17，30S　（1976）

　高速液体クロマトグラフィーによるペニシリン酸と

パツリソの測定をポンプとポーラスポリマーゲル（イ

アトロピーズ，　6CP－2010）を充てんしたガラスカラ

ムとUV検出盟の組み合せによって行った。移動相に

methanol－water（9：1）を川い流連0．7m’ノminで

非常によく分離される．UV一検出器は230　nmでむlrl定

する．最少倹出量を与える両トキシンが示すクロマト

グラムの約1・5Cmのピ・一ク高さは，ペニシリン酸50

ng，パツリソ102　ngであった．したがって食品試料

におけるペニシリン酸とパツリンの検出限界は各5と

10ppbである。

56　高速液体クロマトゲラ7イーによるステリゲマ

　　　トシスチンおよびその関連化合物の分析

　　　五十畑悦子，武田由比子，内山　充：食養誌．

　　　17，　392　（1976）

　五3加ア8’〃κ3雄ε’coJorの糸状菌が代謝するステリ

グマトシスチソを含む同属代謝物7種およびステリグ

マトシスチソの化学誘導体3種の同時検出法として高

速液面クロマトグラフィーを検討した．シリカゲル（日

立ゲル3042）カラムて酢酸酸性クロロホルムーヘキサ

ソ（1：6或いは5：5）の移動相による高速液体クロマ

トグラフィーで分離し，UV　330　mnで検出できた．

57　マイコトキシンの化学分析に関する研究（第7

　　　報）高速液体クロマトゲラフィーによるアフラ

　　　トキシ．ン類の分析

　　　五十畑悦子，武田由比子，内山充：食衛誌，

　　　18，　48　（1977）

　アフラトキシンの高速液体クロマトグラフィーを2

種類のカラムによって行った．シリカゲル（イアトロビ

ーズ・6RS－8010）はジクロルメタンークロロホルム

ーメタノール（60：40；0。15）およびクロロホルムーイ

ソオクタンーイソプロパノール（75：25：0．5）を移動

相として，アフラトキシンB1，　B2，　Gエ，G2を分離し，ポ

ーラスポリマーゲル（イァトロピーズ・6CP－2010）で

はパツリンとペニシリン酸とアフラトキシンB群，G

群を分離した．アフラトキシン類はUV　254　nmある

いはUV　360　nmで検出できるが共存物質のトラブル

がさけられる後者の波長による測定が望まい・．

58　γ線照射によるトリメチル7ミンオキサイドか

　　　らの揮発性アミン生成について（第2報）共存

　　　金属イオンおよびタンパク質の影響

　　　内山貞夫，近藤竜雄，内山充：食衛誌，17，

　　　352　（1976）

　トリメチルアミンオキサイド溶液のγ線照射による

アミン生成に関して金属イオンおよびタンパク質の影

響を調べた．ジメチルアミンなどアミン生成をより促

進するものとしてFe2＋，　Fe3＋，　Zn2＋とAI3＋があり，

影響の少ないものとしてCa2＋，　M92＋とNa＋があっ

た．一方，一般に照射効果を減少させるシステインは

ジメチルアミン生成を促進したが，タンパク質はむし

ろ抑制的に働きFe3＋が共存する場合でも抑制する傾

向を示した．

59　亜硝酸ナトリウムを用いるズルチンの新けい光

　　　分析法（第5報）アセトアルデヒド添加による
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　　　増けい光

　　　内山貞夫：薬誌，97，58（1977）

　反応系にアセトアルデヒドを加えることによってけ

い光強度を5倍に高め，ズルチンのけい光定量法を改

良した．

　同じ反応系を利用した薄層クロマトグラフィーによ

るズルチンの必定性法は従来の定性法に比べて20倍も

検出隈界が低かった．さらにアニリン誘導体について

検討した結果，本法では特にρ一アニシジンとρ一フェ

ネチジンが高感度で検出された．

60　　r線照射によるトリメチル7ミンオキサイドか

　　　らの揮発性アミン生成について（第1報）アン

　　　モニ7および揮発性アミンの分離定量法

　　　内山貞夫，近藤竜雄，内山　充：食間誌，17，

　　　345　（1976）

　トリメチルアミンオキサイドのγ線照射によるアミ

ン生成の検討のために，少量の試験溶液でより簡便な

アンモニアおよび揮発性アミン，特にメチルアミン類

の分離定量法を設定した．回収操f乍にConwayの微

量拡散装置を用いて簡易化し，DNS化によるTLC一

けい光濃度法とガスクロマトグラフ法の併用による定

量分析である．アンモニア，モノメチルアミンおよび

ジメチルアミンは試験溶液として　1×10　7～3×10－6

mol／m！で，　トリメチルアミンは8×10曹8～1x10－5

mol／mJの濃度範囲で定量可能である．

63　ぶどう酒中のソルビン酸の定量における従来法

　　　の検討とその改良法について

　　　豊田正武，松本康江＊，伊藤誉志男，金田古男，

　　　慶田雅洋：食衛誌，17，320（1976）

　（1）ぶどう酒中のソルビン酸の定量法としてはTBA

反応による比色定量法が国際法として指定されてい

る．しかしながら日本の国税庁およびA．0．A．C．は，

これとやや操作法の異なるTBA法を採用している．

そこで著者らは国際法として示されたフランス法およ

び後2者の方法について比較検討を行った，その結果，

エタノールの除去操作は必要不可欠であり，除去操作

はフランス法が優れていることを明らかにした．水蒸

気蒸留条件は国税庁法が適しており，留山の採取量を

150m1から350　mJに増加することにより，この操作

段階での回収率は98％に高まった．これらの知見を基

にして改良TBA法を作製した．本法によるソルビン

酸（0，2g／kg）の添加回収率は98～100％であった．

　（2）亜硫酸塩の共存はTBA反応による呈色を低下さ

せることを認めた．亜硝酸塩の共存は著しくTBA発

色を阻害するが，ぶどう酒には亜硝酸はほとんど含ま

れないのでこの影響は免れるものと思われる．

　（3）輸入ぶどう酒10検体（亜硫酸をほとんど含まない

もの）を用いて改良TBA法とGC法による比較実験

を行った結果，測定値はよく一致することを認めた．

＊神戸女子薬科大学

61　油脂の変化とその安全性

　　　内山充：食品衛生研究26，563（1976）

　食晶中の油脂成分の変敗機構とそれに影響を与える

多くの団子の解説，変敗度の測定法とその信頼性や意

義，さらには変敗汕脂の生体影響などにつき，特殊技

術講習会資料としてまとめた総説である．

62　　Herstellung　von　T・2　Toxin　unter　Einsatz

　　　von　Fπ8αrε麗1π80’απεin　rullender　Kultur

　　　Norio　SATo＊mit　Ryuji　AMANo＝F観εo乃痂アー

　　　’5c乃αノ～，　56，　1354　（1976）

　In　11。2　Liter　elnes　nUssigen　Mediums　bildete

Fκ飢γfz〃π50如π∫NHレF－111　nach　elner　BebrUtung

von　sieben　Tagen　bei　25。　insgesamt　2．5g　T－2

Toxin，　aus　dem　1．54　g　kristallines　T－2　Toxin，　bei

Anwendung　einer　elnfachen　Extraktionsmethode，

gewonnen　werden　konnte。

＊Science　University　of　Tokyo

64　ぶどう酒中のアジ化ナトリウムの定量法の検討

　　　伊藤誉志男，豊田正武，金森孝子，慶田雅洋：

　　　食衛誌，　17，　386　（1976）

　ぶどう酒に保存料として添加されたアジ化ナトリウ

ムの検出・定量法として，第二鉄イオンと反応させて

〔Fe（N3）〕2÷錯イオンとした後，その紅色を比色する

方法について検討した．操作はぶどう酒の濃縮行程と

水蒸気蒸留行程に大別することができる．Franchi法

を参考にして全行程について綿密な検討を行った結

果，濃縮は十分にアルカリ性とした条件で行うことが

必要なこと，留液はアルカリ中に同門し，20～30m1

の留出区分を対照として0～10，10～20mJの留出区

分を試料とし，緩衝液を用いずに直接塩化第二鉄工液

を添加して発色させ，吸光度を測定する方法が適当で

あることを示した．

　本法によるアジ化ナトリウム3ppm添加ぶどう酒

からの回収試験の結果は96．4±3．1％　と良好であっ

た．本法によるアジ化ナトリウムの倹出限界は0．2

ppmであった．
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65　合成膨張剤の発生ガス測定のための新しい方法

　　　の提案

　　　慶田雅洋，山路　昭＊，松本陽子，金田吉男＝

　　　食衛誌，17，468（1976）

　簡便かつ良い精度で合成膨張剤の発生ガス量を測定

する力法の開発を目的として，公定法，吸収滴定法お

よびAOAC法を比較倹討した結果，　Chittickの装置

をもとに改良容1、ll法を工夫した。標準試料（NallCO3）

および市販一剤式合成煎飯こ剤3種を用いて改良容量法

を検定したところ，簡便迅速，正確，再現性などの点

を総合すると他の三つの方法に勝ることがわかった．

したがって，合成膨張剤の発生ガスIll［！定法として改良

容量法の採用を推奨する．

＊大阪大学附属病院薬剤部

66　竹の皮に塗布された第四級アンモニウム塩の検

　　　出と定量

　　　金……濡鼠，慶田雅洋：衛生化学，22，370（1976）

　つや出しの口的で竹の皮に塗布されたQACは竹の

皮の成分と結合するため抽出が困難であった．塩酸エ

タノール溶液で加熱するとその結合は容易に切断され

ることがわかった．またBPB比色法によるQACの

定量は共存エタノールで妨害されるのでエタノールの

除去について検討した結果，水蒸気蒸留法で留去する

のがよいことがわかった．

　以上の結果を総合して，竹の皮に塗布されたQAC

の簡便なスクリーニング法を確立した．

　市販品5件について調べたところ，1件にQACを

検出した．

67　未変性ホエータンパクを指標とする牛乳の加熱

　　　度の測定法

　　　慶m雅洋，酉川マチ子：食衛誌，17，478（1976）

　牛乳の加λll度を未変性ホエ一纏ンパクを指漂として

鑑別する方法について検討した．液状乳50m’に硫酸

アンモニウム　10gを添加し，ろ過して得たろ液の加

熱炉濁点を測定した．生乳の混濁点は62～65。の1竜門

にあり，1000では著しい凝集を示すことを認めた．

63。，30分，80。，5分加熱乳の混濁点は生乳とほとんど

変わらない．

　煮沸乳では混濁点は75。に上昇する。110。以上の高

温加熱を実験室的に行った牛乳では混濁点は消失す

る．市販のUHT加熱した牛乳および加工乳の混濁点

は85～94。のもの5点，100。を超えるもの1点であっ

た．混濁点の測定はUHT加熱の鑑別に使用すること

ができる．タンパク還元価はSO～85。の加熱から上昇

し始め，牛乳の全般的な加熱の指数として現れる．

68 保存血（デヒドロ酢酸，ソルビン酸，安息香酸）

のガスクロマトグラフィーにおける内部標準物

質としてのP・トルイル酸の選択

伊藤誉志男，豊田正武，慶田雅洋：衛生化学，

22，　368　（1976）

　衛生試験法の保存治｝試験法ではガスクロマトグラフ

ィーによる保存料の定性および定llヒの際に水素炎イナ

ン化検出ll：｝を川いる場合には内部標準物質としてアセ

トアニリドを用いるように定められている．ところ

が，指定されたガスクロマトグラフィーの条件に従っ

て，ジエチレングリコールサクシネートポリエステル

（5％）十H3PO4（1％）を固定相として使用してガスク

ロマトグラフィーを行った場合には，ソルビン酸，デ

ヒドロ酢酸および安息香酸は，いずれもその保持時間

は10分以内であるのに対して，アセトアニリドの保持

時間はこれら3種の保存料のなかで最も大きい保持時

間を有する安息香酸のそれの3倍以上であり，アセト

アニリドのピークが比較的ブロードであることと共

に，これら3種の保存料の分析には長時間を要する点

で不便である．

　試料についてパラオキシ安息香酸エステル類も同時

に試験する場合には，アセトアニリドを内部標準とし

て用いるのが適切であるが，これら3種の保存料につ

いての試験を行う場合（しかもこのようなケースは少

なくない）には，これらにより近接した保持時聞を有

する内部標準が望ましい．そこで，これら保存料と比

較的化学構造の類似した化合物について検討した．そ

の結果，ρ一トルイル酸が保持時問約10分でアセトアニ

リドの1／2以下であり，しかもこれら3種の保存心中，

最も保持時間の長い安息香酸のピークとも完全に分離

することが判った．

69 Photodecomposition　of　Captan　and　Difolatan

Yoshio　KANEDA，　Akira　YAMAJI，＊Masahiro

IwAIDA　and　Yousuke　OHKuRA＊＊＝αzθ，π．

P／zαプ’π．13〃ム　（Tokyo）25，179　（1977）

　It　was　investigated　on　the　decomposition　rates

of　captan　and　difolatan　　dissolved　in　　organic

solvents　on　exposure　to　light　of　a　low　pressure

mercury　Iamp，　the　lsolation　of　the　decomposition

products　and　the　characterization　of　their　chemical

structures．　Being　insoluble　in　water，　they　were

dissolved　inη一hexane　and　ethano1，　then　the　solu一



誌 上

tions　were　irradiated　and　the　residual　funglcides

were　determined　by　gas　chromatography　with

name　photolnetric　detecting　system．　In　each　case，

the　main　decomposition　product，　obtained　as

colorless　needles，　was　found　to　have　mp　Qf　138。

arld，　by　the　comparison　of　its　physical　properties

with　tho＄e　of　the　authentic　sample，　it　was　identi－

fied　as　cガs－4－cyclohexene－1，2－dicarbQximide．

＊Osaka　University　Hospital

＊＊Kyushu　University

70 日目D付きガスクロマトグラフによるチオ7ア

ネートメチルおよびその代謝物ならびにモノー

sec一ブチルアミンの定量

伊藤誉志男，豊田正武，慶田雅洋＝食衛誌，18，

26　（1977）

　（1）チオファネートメチル（TPM）およびその植物体

内代謝生産物〔メチルベンズイミグゾールヵルバメー

ト（MBC）および2一アミノベンズイミダゾール（AB）〕

ならびにモノー36c一ブチルアミン（BA）をベンゼンスル

ホン化した後FPD－GCにより定量する方法を確立し

た．

　②野菜および果実よりこれらの化合物を酢酸エチル

で抽出し，アルミナカラムにより分別して妨害物質と

分離後，ベンゼンスルホン化を行った．

　（3）本法での，TPM，　MBC，　ABならびにBAの野

菜および果実における添加回収率は，いずれも0．5

ppm添加で約90％，0．1ppm添加で80～85％であ

った．検出感．度はBA　O，01，　ABおよびMBCは0．02

ppm，　TPMでは0．04　ppmであった．

7－Z

　（1）試料の均一

うこと1．こより

乳化を防止し，

た，

　（2）パラオキシ安息香酸エステル類と試料中の脂肪と

の分離において，水酸化カリウム溶液にメタノールを

加えることにより，パラオキシ安息香酸エステル類が

アルカリ水層に移行した後の加水分解を防止すること

ができた．

数種食品中のソルビン酸，デヒドロ酢酸，安息

香酸，サリチル酸およびパラオキシ安息香酸エ

ステル類の定量法

豊田正武，金森孝子，伊藤誉志男，慶田雅洋：

衛生化学，23，100（1977）

　　　　　処理と保存料の溶剤抽出を同時に行

　　　　，水丑を少なくし，溶剤と試料との間の

　　　　　保存料の回収率を高めることができ

発 衷 209

　（3）本法をチーズ，パター，高麗人三三，はちみつに

適用した場合，各保存料200PPmで86．4～99．4％，

20ppmでは84．0～95．1％の回収率が得られた．

72

　乃z”〃oformation　of　nitrite

mixture　of　some　vegetables　and　natto　was　studied．

When　the　mixture　of　Chinese　cabbage－natto，

radish－natto　or　sp三nach．nattQ　was　incubated　at

37℃for　1－4　hr，　the　formation　of　nitrite　was　ob・

served，　and　the　Inaximurn　concentration　of　nitrite

was　more　than　500ppm．　It　was　con丘rmed　by　the

experiment　using　sodium　nitrate　and　Bαc〃～‘5πα〃。，

anitrate－reducing　bacterium，　isolated　from　natto

that　nitrite　in　the　incubation　mixtures　was　for皿ed

from　nitrate　in　vege亡able3　byβ．πα〃。　in　natto．

These　results　suggest　that　nitrite，　a　precursor　of

carcinogenic　nitroso　compounds，　may　be　formed

in　digestive　canal　when　different　kinds　of　foods

containing　nltrate　and　nitrate－reducing　micrcorga－

nisms　separately　were　taken　at　the　same　time．

73

Studies　on乃z　1胃ひ。　Formation　of　Nitroso

Compounds（VII）επ　麗’ro　Formation　of

Nitrite　by　Mixing　D五『erent　Kinds　of　Foods

Hajimu　Isl．IIwATA：ノ．1如04琢9．　Soo．ノ妙απ

17，369　（1976）

　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　incubation

Studics　on、西8　y加。　Formation　of　Nitroso

Compounds（VIII）1海｝協ro　and　1瓦　y加o

Formation　of　Dimethylnitmsamine　by　the

Mixing　of　D置erent　Kinds　of　Foods

Hajimu　IsHlwATA：ノ．飾04功g．εoc．ノ妙α72

17，423（1976）

　Remarkable　alnounts　of　nitrite　were　formed　in

the　juice　of　komatsuna，　rape“Komatsuna”，　after

incubation　at　30℃for　24　hr．　When　the　mixtures

composed　of　the　incubated　kQmatsuna　luice，　marine

products　and　silnulated　gastric　juice　were　incu－

bated　at　37℃for　l　hr，5．6～25．9μg　of　dimethy1－

nitrosamine（DMNA）was　formed．　Furthermore，

0，12～0．53μgof　DMNA　was　detected　in　the　sto－

mach　contents　of　guinea－pigs　which　were　admin－

istered　with　the　incubated　komatuna　juice　and

salted　guts　of　cuttlefish，　‘‘ika－sh量okara”．　In　tlle

control　groups　of　the　animal　experiment，　which

administered　with　incubated　komatsuna　juice　and

water，　ika．shiokara　and　water，　or　fresh　komatsuna
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juice　and圭ka－shiokara，　DMNA　was　not　detected．

74

　　Into　the

stomach　o

thylamine

solution

N－nitro30dimethylamlne

small　intestlne　were　monoexponential

N－nitrosodimethylamine

considera

testlne．

Gastro・intestioal　Abso叩tion　of　N・nitmsodi・

methylamine　in　Guinea・pigs

Hajimu　IsHlwATA，　Iiiroko　MIzusHIRo，　Ak三〇

TANIMuRA　and　ToshirQ　MuRATA＊：ノ．　Foo4

1え》rg．　Soc．ノ々ραη，18，57　（1977）

　　　　center　of　the　ligated　small　intestine　or

　　　fguinea－pigs，250μg　of　N－nitrosodinle霜

　　　　in　O．25ml　of　O．9％sodium　chlor1de

　　was　inlected．　Dlsappearance　curves　of

　　　　　　　　　　　　’　from　the　stomach　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，but　that　of

　　　　　　　　　　　　　　　　from　the　stolnach　was

　　l）1y　slower　than　that　from　the　small　in。

＊Shizuoka　College　of　Pharmacy

Studies　on　ハ㌧Nitroso　Derivatives　of　」VL

Methylcarbamate　Insecticides（1）Properties

of　N」Nitroso　Derivative80f　3・Methylpheny1

瀞Methylcarbamate，3，4－Dimethylpheny1箪

Methylcarbamate　and　Naphthyl　N」Methyl・

carbamate

Ayako　SAKAI　and　Akio　TANIMuRA：1．　Fooげ

1｛yg．∫oo．ノ召ρα72，18，164　（1977）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　used　in　place

　　　　　　　　　　　　insecticides．　The　ハんnitroso

　　　　of　3－methylphenyl　IV．methylcarbalnate

　　　Tsumacide），3，4－dimethylphenyl　IV．me・

20％dimethyl　sulfoxide　solution　of　NO－MTMC（10

mM）was　kept　at　37℃and　pH　5．80r　1．2for　l　hr，

it　decreased　to　930r　67％　of　initial　amounts，　re曽

spect藍vely．

76

75

　　ハ乙methylcarbamate　insecticldes　are

of　organochlorine

derivatives

（MTMC，

thylcarbamate（MPMC，　Meobal）and　naphthyl　IV・

methylcarbamate　（NAC，　Carbary1），　which　are

relatively　much　in　the　amounts　of　using　in　Japan，

were　crystallized，　and　their　physicQ．chemical　pro口

perties　and　stabilities　were　studied．　It　was　found

that　these　N－nitrosocarbamates　were　rather　stable

at　room　temperature　in　organic　solvent　in　the

dark　but　extremely　unstable　to　light．　Especially，

3－methylphenyl　Aしmethyl－N・nitrosocarbalnate（NO・

MTMC）　and　3，4－dimethy】phenyl　Aなmethy1・N－

nitrosocarbamate　（NO－MPMC）were　comp！etely

decomposed　when　their　ethanol　solutions　（10

mM）were　exposed　to　sunlight　through　glass

for　3　hr．　Nitrosocarbamates　were　decomposed　with

increasing　in　the　acidity　of　the　solution．　When

　　The　rates　of　forlnation　of　nitrosocarbarnates

mcthy！phenyI

MTMc）an
socarbamate（NO．MPMC），

酔methylcarbamate

N。methylcarbamate

pheny1／VLmethylcarbamate（MPMC），　were　stud

　　The　initial　rates　of　NO－MTMC　formation　were

proportional　to　the　concentration　of　MTMC　and

that　of　sodium　nitr1te　ln　the　ranges　of　2．5～10mM

of　MTMC　and　25～100　mM　of　sodium　nitrite　at

pH　2．　O　and　37℃in　aqueous　solution，　and　the

initial　rates　increased　with　increasing　the　acidity

of　reaction　mixtures，　being　almost　proportionaI

to　the　hydrogen　ion　concentration　from　pH　3　to

pH　1．5

　　The　initial　rate　of　NO－MPMC　formation　was

almost　similar　to　that　of　NO－MTMC　formation　at

pH　2．　O　and　37。C　in　20％　dimetllyl　sulfoxide（1．1

t量mes）．

77

Studies　on　淋Nitroso　Derivatives　of　淋

Methylcarbamate　Insecticides（II）Kinetican

Studies　on　theエV」Nitrosocarbamate　Forma・

tion　fmm　3・Methyiphenyl　N」Methy！carba－

mate　or　3，4・Dimethylpheny12V」Mcthylcarba－

mate　and　Sodium　Nitrite

Ayako　SAKAI　and　Akio　TANIMuRA：ノ．　Foo♂

1わg．So‘．ノヒzρoπ，　18，　170　（1977）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，3・

　　　　　　　ノV－methy1一ノ〉一nitrosocarbamate（NO－

　　　d3，4－dimethylphenyH＞．methyレ！Wnitro－

　　　　　　　　　　　　　　　　　from　sodium　nitrite　and

　　　　　　　　　　　　insecticides，　3－methy】phenyl

　　　　　　　　　　　　（MTMC）and　3，4－dimethy1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　led．

　　The　effects　of　citrate，　tartrate　and

on　the　in玉tial　rates　of　nitrosation　Qf　hydantoic　acid

（HA），　ethyl　N・ethylcarbamate（EEC），　dimethyl。

amine（DMA）and　sarcosine（sar）were　studied

under　the　simulated　condition　occured　in　the

human　stomach　after　ingestion　of　foods．　Citrate

Studics　on　the　Formation　of　Nitrosamines

（V）The　Eπects　of　C孟trate，　Tartmte　and

Thiocyanate　on重he　Rates　of　Nitrosation

Miyako　YAMAMoTo，　Takashi　YAMADA，

and　Akio　TANIMuRA：ノ．　Eoo4　1み9．　Soo．

ノヒ4）α，2，　17，363　（1976）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thiocyanate



誌 上

and　tartrate　are　present　in　foods　widely，　and

thiocyanate　is　present　in　human　saliva．　The　rates

of　reaction　were　calculated　by　measuring　the

absoτbance　spectra　of　reaction　mixture　periodically．

　Thiocyanate　accelerated　the　rates　of　nitrosation

of　DMA　and　sar（secondary　amines），　but　did　not

influence　those　of　HA　and　EEC（alnide　compounds）．

On　the　other　hand，　citrate　and　tartrate　accelera－

ted　the　rates　of　nitrosation　of　HA　and　EEC，　but

did　not　ln且uence　those　of　D】》IA　and　sar．

78　肉製品中の亜硝酸，硝酸イオンの定量

　　　原田基夫：食品衛生研究，26，1020（1976）

　食肉製品中の亜硝酸，硝酸イオンの定量について，

カドミウムを用いる同時定量法を確立した．試験溶液

の調製において，従来使用されていた昇禾またはウラ

ニル亜鉛にかわって，硫酸亜鉛と水酸化ナトリウムに

よる水酸化亜鉛のコロイド性沈殿を利用した．抽出は

pH　9に調整した酢酸アンモニウム緩衝液中で行った．

ろ過したろ液を試験溶液とし，亜硝酸イオンはスルフ

ァニルアミドとナフチルエチレンジアミンによるジア

ゾカップリング反応で比色した．硝酸イオンはカドミ

ウムカラムで還元して亜硝酸イオンとし，ジアゾカッ

プリング反応を行った．両者の差を硝酸イオンとし

た。回収実験ではいずれも平均95％であった．

79　FD＆CRed　No．40（Allura　Red　AC）の検

　　　出法ならびに着色料分析における諸問題

　　　神蔵美枝子：食品衛生研究，26，1036（1976）

　着色料については合成および天然を含めてその許可

状況が国によって異なるため，輸入食品に関するトラ

ブルがあとをたたない．表題色素は米国，カナダにお

いて食品への使用が認められているが，わが国では使

用が許可されておらず，輸入食品から検出される事例

があったため，食品中からの検出方法を検討した．

　表題色素について，まず，安全性，用途，米国にお

ける規格ならびに試験方法について述べ，さらに食品

中からの検出法については毛糸染色法，カラム法を提

案し，これらの：方法を用いた場合の食品からの検出限

界を求めた．

　着色料分析における問題点については食品からの色

素の溶出，単離，分析操作中における妨害，色素の変

化など，さらに食品中での色素の変化による問題に触

れ，食品中の着色料分析においての注意すべき事項に

ついて述べた．
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80　食品添加物分析の進展III～VI

　　　加藤三郎：ニューフードインダストリ3一，18，

　　　（5）　49，　（7）　49，　（8）　65，　（10）　65　（1976）

　食品添加物の分析技術の解説を，前回に続き食品中

からの分析法についてのべた．まず，（皿）主要な指

針，刊行物あるいは参考書を慨評を附して紹介し，併

せて関係する学術あるいは技術離誌を連記した．

　ついで，各論としてまず廿味料から（IV）サッカリン

（V）グリチルリチンおよびステビオサイドならびに

（VI）糖および糖アルコールについて，ガスクロマトグ

ラフィー（GC），高速液体クロマトグラフィー（HSLC），

シンクログラフィー，酵素利用などの新しい技術の紹

介を含め，種々の方法を解説した．なおここにGCお

よびHSLCについて，以前の実験報告あるいは追試

における経験に基いた注意や考察をのべた．

81　マイコトキシン産生糸状菌の汚染の現状とその

　　　問題点（総説）

　　　一戸正勝，倉田　浩：食衛誌，17，337（1976）

　マイコトキシンの自然汚染の予知に役立つ情報の一

つとしての食品等におけるマイコトキシン産生菌の汚

染状況に関して，著者らがこれまでに得た結果と国内

における他研究機関および諸外国の成績による知見を

整理した．

　アフラトキシンに関しては穀類およびその加工品由

来のAψ6㎎沼備卿〃κ5での産生能は，主として麦類，

トウモロコシ由来菌で高いことを指摘した，油握種

子，醸酵食品および家畜飼料由来株では落花生，落花

生粕より分離される菌株に問題があり，醗酵食品由来

菌には産生菌が少ないことを明らかにした．

　ステリグマトシスチン産生能を持つ　！1．むθγs’coJoア

は穀類およびその加工品に広く分布し，その他の食品

類にも多く分離されるので注意を要することを示唆し

た．

　ナクラトキシン産生菌は，んOC加σCα∬では食品等

における検出頻度が低く，また菌株により産生能が著

しく異ることを明らかにした．

　これに対し，Rη3耐1〃一躍醒漉αz伽πでは穀類，肉

加工品由来株にオクラトキシン産生菌が多数検幽され

ている．

　その他，・45加γ8〃鋸，，Pθ％fo繊κ〃Z両切にまたがって

産生平平の存在するペニシリン酸，パッリンについて

論議し，とくに，後者はりんごなど果実腐敗菌として

のRαραπSκ”Zの産生性が問題となることを示した．

　マイコトキシンに関する菌学的知見を深めることが

真菌汚染に対する食品衛生学的評価に重要であること
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を強調した．

82　家蚕のこうじかび病菌に関する研究　アスペル

　　　ギルス・フラブス菌群のカイコに対する病原性

　　　と経ロ毒性およびアフラトキシン産生性との関

　　　係

　　　村越重雄＊，阿久津四良＊，一戸正勝，熊田広子，

　　　倉品　浩：マイコトキシソ，2，39（1976）

　従来からかいこのこうじかび病菌として知られる

み5ρoア8’〃1‘3抑♂κ3を第ξ蚕飼育環境下より分離し，培

養して病原性，経口毒性，ホルマリン抵抗性などを検

討した結果，これらの諸性質と，菌株のアフラトキシ

ン産生能とがきわめてよく一致することを明らかにし

た．

　また，農作物由来の／1．πα糖∫，11．加紹5漉α∬に

ついて同様な実験を行ったが，毒性以外の病原性など

は明らかに異ることを確認した．

　以上の馬験によりかいこのこうじかび病菌の三生の

本態はアフラトキシンであることが判明した．

＊神奈川県蚕業センター

83　丁丁面からみたマイコトキシンの動向一食品

　　　由来糸状菌のマイコトキシン産生性

　　　一戸正勝：マイコトキシソ，3／4，16（1976）

　マイコトキシン自然汚染の条件として，食品，飼料

におけるマイコトキシン産生菌の分布状況を把握して

おくことは，食品衛生上からみて意義のあることであ

る．数あるマイコトキシγの中で／1砂078〃μ5．1忽躍∫，

・4．麗7sfcoloγのアフラトキシン，ステリグマトシス

チンは，それぞれの毒性（発がん性を含む）と菌分布

の両面からみてもっとも重要であることを著者らの成

績と内外の報告例と合せて論議した．

　ついで！15♪oア8’〃κ3，1恥η∫C糖2〃πの旧劇にまたがる

マイコトキシンとしてオクラトキシソ，ペニシリン二

二生菌の分布について報告した．

　1『’‘3召ア加π類の産生する毒素としてトリコテセン

類，ゼアレノソにつき，それぞれの産生三種と分類学

的位置付けに崩して論じた．

84　　Two　noteworthy　Ascomycetes，　．Zopπc〃α

　　　〃εα’8麗8み’配αεand　SporormぎεπαPα8cμα

　　　Shun－ichi　UDAGAwA　and　Kouhei　FuRuYA＊：

　　　∫02〃’η．ノαρ．　Bo’．，51，　118　（1976）

　Two　peculiar　species　of　Ascomycetes　from　Japan

are　described：　Zoメ～ゾiθ〃α　”3【z’3μ3乃f〃故θ　sp．　nov．

（Sordariaceae，　Pyrenomycetes）isolated　from　soi1，

Saitama・pref．，　and　ερoプ。ア”ガ81」ζτ　ρ召εα‘α　（N1essl）

Ahmed　et　Cain　（Sporormiaceae，　Loculoascomy。

cetes）　isolated　froln　Ephedrae　Ilerba　which　was

importcd　froln　China．　Z．ηzα’5z‘31ガ’π80　is　charac・

terized　by　triangular　ascospores　with　a　latcral

germ　pore　and　a　short　hyaline　basal　ce11．　It　docs

not　corrcspond　with　any　known　species　of　the

genus，11ence　is　dcscribcd　as　new，　S．ρ召3α‘αhas

Ilitllerto　on】y　bcen　foしlnd　on　cow　dung　from

Europe．　This　isolation　may　actually　represent　a

new　record　of　the　species　outside　the　above

locality．

＊SankyQ　Co．，　Ltd．

85　生薬類におけるアフラトキシン生産菌の分布に

　　　ついて

　　　宇田川俊一，倉田　浩，法刀克弘＊，高鳥浩

　　　介＊＊，中尾美津男＊＊，高橋恵子＊＊：マイコトキ

　　　シン，3／4，35（1976）

　輸入植物性生薬として，甘草，大黄，麻黄，白求，

柴胡，牡丹皮，筍薬，蒼求，苦辛，山帰来の10品目，

87試料を対象として真菌汚染状況を検索した．全体と

して生薬類の真菌フローラは45ρ0＠〃Z‘3属が主体で，

87試料中の53試料に発生した夙．フ2’8〃の着生が最も

著しく，またEκ70’加π（＝／1，8勧‘α’5），ん一山3

も多数認められた．分離された／1．伽縦s15株につい

てアフラトキシン生産性を検索した結果，パキスタン

産麻黄より分離された2株についてB二がそれぞれ

4．1，4．6ppm測定された．この数値は対照として用

いたATCC　15517株のBl　16．6，　B20。4，　G154．0，

G20．7ppm，71－NU－48株のB116，7，　B20．9，　Gエ

42．9，G21．　O　PPInと比較すると生産力は明らかに劣

るが，アフラトキシン生産性としては必ずしも低いも

のではない．したがって，アフラトキシ’ 盗ｶ産株の分

布をさらに各種の植物性生薬類について検索する必要

があると思われる．

　＊帝人パピリオ研究所

　＊＊食品薬品安全センター秦野研究所

86 Tremoτgenic　照yCGtoxin　from　1⊃er己‘dπ‘麗蹴
Pαrα1εcrgど‘eε

Takumi　YosHlzAwA＊，　Nobuichi　MoRQoKA＊，

Yuzuru　SAwADA＊＊and　Shun．ichiUDAGAwA：

ノ4ρρ乙　Eηz疹γo刀．　ハ鐸。705ξoム，　32，　441　（1976）
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　Atremorgenic　mycotoxin　was　isolated　from

．Pθπfcゴ〃’ε研ραγ餉6プg麗θ’　Abe　ex　G，　Smith　and

identified　as　verruculogen．　It　was　produced　at

the　rate　of　apProximately　lmg／g　of　the　dried

funga【mycelium　cultured　on　peptone－enriched

Czapek－Dox　medium　at　280．

＊Kagawa　University

＊＊Kochi　Education　Center

87　Penicillium　pa盟herqueiの生産するマイコト

　　　　　キシンについて

　　　　　芳沢宅美＊，諸岡信一＊，宇田川俊一：マイコト

　　　　　キシソ，3／4，39（1976）

　　さきに高知市の空気中より分離したR勿γα舵r興θf

1菌殊がけいれん性カビ毒verruculogenを生産する

ことを知ったが，さらにニューギニアの農産物から分

離された、Rρα7α乃θ7g～｛6’10菌株1．こついてVCrruculo－

gen生産性を検索した．結論とした全菌株にverrU・

culogen　生産性を認め，また菌株に別種のカビ毒

penicillic　acidの生産性を認めた．生物学的，化学的

検索の結果から上記2種類のカビ毒がP．ραγ励εγ卿θ’

の毒性の主体をなすものと思われる．熱帯地域におけ

る本菌による食品のマイコトキシン汚染が極めて注目

される．

＊香川大学農学部食品化学科

88

　The

ginal　septum　of　the

tical

sterone　were　cxamined　by　measuring　the　urovaginal

septuln　length　dircctly　under　microscope　equipped

with　a　micrometer．

　　Until　the　18th　day　of　gestation，　definite　dlf－

ferentiation　of　the　urovaginal　septum　was　not

observed，　but　thereafter　the　septum　developed

rapidly　and　on　the　21st　day　it　was　built　up　almost

completely　separate　the　urethra　and　vagina．

Dilferentiation　of　Urovaginal　Septum　and

its　Critical　Period　of　Abridgment　by

TeStOSterOne　in　Female　Rat　FetUSeS

Kunio　KAwASHIMA，　Shinsuke　NAKAuRA，

Shigeyuki　NAGAo，　Satoru　TANAKA，　Tsukasa

KuwAMURA　and　Yoshihito　OMoRI：Eπ40一
‘γゴ’zo’，ノ々メ）07z，24，　67　（1977）

　chrono互ogical　d量fferentiation　of　the　urova。

　　　　　　　　　　　　　female　rat　fetus　and　its　cri－

period　for　the　virilizing　activity　of　testo一
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　Following　a　consecutive　maternal　subcutaneous

administration　of　various　doses　of　testosterone　in

olive　oil　for　4　days　between　the　17th　and　20th

day　of　gestation，　a　significant　abridgment　in

urovaginal　septum　Iength　was　noted　at　a　dose

levcl　of　O．01　mg／rat．

　　In　the　chronological　examination，　a　significant

inhibition　of　urovaginal　septum　development　was

observed　3　days　after　a　single　dose　of　5　mg／rat　of

testosterone　on　the　17th　day　of　gestation．　When

thG　same　dose　of　testosterone　was　given　on　the

16th　day　of　gestation，　nQ　cffect　was　observed　in

the　urovaginal　septum　Iength　of　fcmale　fetus　on

the　21st　day　of　gestation．　In　the　17th－day－treatment

group，　however，　a　highly　significant　abridgment

in　the　urovaginal　septum　was　noticed　compared

with　the　contrQ1．　Further　abridgment　was　observed

in　the　18th－day．treatment　group，　and　the　19亡h・

day－treatment　group　showed　the　Iargest　abridg層

ment，　but　the　Iength　change　in　the　20しh．day－

treatment　group　was　comparable　to　that　in　the

17th－day－treatment　group．　On　these　丘ndings，　it

was　concluded　that　the　critical　day　of　urovaginal

septum　abridgment　by　the　virilizing　activity　ex－

ogenous　testosterone　apPeared　to　be　the　19th　day

of　gestation　in　female　rat　fetuses．

89

　Virilizlng

examined　by　a　method　measuring　the

of　urovaginal　septum　length　of　female　rat　fetuses

directly　under　microscope，　following　oral　admini・

stration　of　the　steroids　to　the　mothers　for　4　days

during　the　late　period　of　ges亡ation。

　The　characteristics　of　the　virilizing　activitles　of

the　steroids　seemed　to　depend　Qn　their　chemical

structしlres．

　　No　virilizing　activities　were　observed　in　pro・

gesterone，　retroprogesterone，　chlormadlnone　ace・

tate　and　nandrolone　phenpropionate．　The　intro－

ductlQn　of　6－methyl　and　17－acetoxy　groups　into

Virilizing　Activities　of　Various　Steroids　in

Female　Rat　Fetuses

Kunio　KAwAsHIMA，　Shinsuke　NAKAuRA，

Shigeyロki　NAGAo，　Satoru　TANAKA，　Tsukasa

KuwAMURA　and　Yoshihito　OMoRI：Eπ40・
cプゴ，20」．ノαρoη．24，　77　（1977）

　　　　　activities　of　nineteen　steroids　were

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　abridgement
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progesterone　exhibited　a　marked　virilizing　acti・

vity．

　　With　testosterone　and　its　derivatives，　the　in－

troduction　of　17α一ethynyl　group　into　testosterone

slightly　decreased　the　virillzing　activity　compared

with　the　parent　compound．　On　the　contrary，　the

introduction　of　【3，2－C】　pyrazGle　ring　in　addition

to　the　saturation　of　A．ring　strikingly　increased

the　vlrjlizing　activity．　Thc　most　active　virihzing

steroid　in　this　group　was　stanozolol　fo1！owed　by

oxymetholone，　methyltestosterone　and　dimethy・

sterone．　Testosterone　propionate　was　assumed　to

be　less　active　than　methyltestosterone　by　this

route．

　　With　19－nortestosterone　derivatives，　the　virilizing

activities　of　cornpounds　with　17α一ethynyl　group

were　moderate，　but　the　presence　of　17α一ethynyl

group　caused　a　lnarked　increase　of　virilizing　ac－

tiv｛ty．　While，　nandrolone　phenpropionate　with

Iong　side　chain　at　C－17　exhibited　no　significant

virilizing　activity．

　The　present　results　show　the　possibility　of　the

evaluatiorl　on　a　potential　virilizing　activity　of

compounds　in　the　female　fetus，　and　also　suggest

that　a　dissociation　between　the　virilizing　activity

and　the　androgenic　activity　may　exist　among　solne

compounds．

90

　　The

on　the

sliding

sagittaI

fetus　under　a　nlicroscope　equipped　with　a　micro・

meter｛microscopic　method）．

　The　anogenital　dlstance　of　190　intact　female

fetuses　were　1．07±0．21　mm　w三th　macroscopic

method　and　O．72±0．13　mm　with　microscopic

method，　respectively，　and　also　significant　correla－

tions　were　observed　between　the　fetal　body　weight

Quantitative　Evaluation　of　Fetal　Viriliza．

tion　by　Steroids．　　Anogenital　D五stance

ハlethod

Kunio　KAwAs田MA，　Shinsuke　NAKAuRA，

Shigeyuki　NAGAo，　SatQru　TANAKA，　Tsukasa

KUwAMuRA　and　Yoshihito　OMoRI：Coπ8．

！1πo〃2．　17，　47　（1977）

anogenital　distance　of　female　mt　fetus

　21st　day　of　gestation　was　measured　by

　caliper　（！nacroscopic　nlethod）　or　on　the

　　sections　of　the　pelvic　region　of　fe：nale

and　the　anogenital　distance．

　　Fo110wing　maternal　subcutaneousadministrations

of　varlous　dose　of　norethandrolone　and　methy1－

testosterone　for　4　days　from　the　17th　to　20th　day

of　gestation，　dose　dependent　extensions　董n　the

ano菖enital　distance　of　female　fetuses　were　ob－

served，　but　macroscopic　method　showed　a　remarka－

bly　less　sensitivity　compared　with　microscopic

method，

　The：ong－dose－responsc　relation5hips　were　obr

tained　on　the　relat1ve　values　of　the　anogenital

distance　to　the　fetal　body　weight　with　microscopic

method，　and　the　reIative　potency　of　norethandro－

Ione　to　methyltestosterone　was　assumed　to　be

O．191witll　fiducial　limits　of　O．135－0。257．

91　　Pyrogen童。　speci【icity　of　endotoxin　and　exo・

　　　　　toxin　A

　　　　　Seizaburo　KANoH　and　Dennis　W．　WATsoN：

　　　　　ノαραπノ．バグθ4．Sc歪．」3ゴ。～．，30，6．4　（1977）

　　Lφid　A，　a　toxophor　group　of　endotoxin　（LPS）

has　been　chemically　determined，　however，　the

b量ological　specificity　has　never　been　clarified　com－

peletely。

　　We　studled　the　pyrogenic　cross　tolerance　ex．

periment　between　lipid　A　of　E．　colf　LPS　and　that

of　Mima　polymQrpha　var．　oxidans、vhich　failed

ester　component　wlthin　the　molecule，　and　con・

丘rmed　to　be　different　between　them　in　the　biolo－

gical　activity．　On　the　other　hand，　it　was　investi－

gated　that　enhancement　toxicity　of　LPS　with

exotoxin　A　which　has　been　isolated　from　the

丘ltrate　of　S’プoρ．　ゐ8〃30ら，’8’α‘3　type　12．　、Ve　a呈so

studied　further　the　interaction　of　pyrogenic　re－

sponse　between　LPS　and　exotoxin　A．　In　the　rabbit

pre－treated　with　exotoxin，　pyrogenic　substance　was

lnarkedly　appeared　in　the　CSF（cerebrospinal　fluid）

of　rabbit　after　inlection　of　LPS，　The　mechanism

of　the　reaction　was　investigated　and　the　followlng

results　were　obtained；

　　1）　MPD－3（Minimum　pyrogenic　dose　of　3　hours）

of　exotoxin　A　lipid　A／BSA　of　bqth　E．　co1ゴand

Mima　LPS　and　LPS　of　both亙．　coJf　and　Mlma

was　determined　by量。　or　iv　respectively．

　2）　The　high6st　ratio　of　iv／ic　was　observed　in

exQtoxin　A　among　them；exotoxin　A　was　signi一
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費cantly　neuropathic．

　3）After　reserplniza亡ion　in　rabblt，　exotoxin　A

was　markedly　toxic　when　injected　by　ic　and　it

was　posslble　to　identify　exotoxin　A　from　other

toxins　in　the　reserpinized　ral〕bit．

92　　Studies　on　tke　interaction　between　proteo・

　　　Iipid　and　bacterial　pyrogen

　　　Seizaburo　KANoH　and　Yoshiyuki　OGAwA：

　　　力ραπノ．　ルf64．∫c∴　13ガ。乙，　30，　67　（1977）

　It　is　well　known　that　the　febrile　response　to

LPS　depends　on　both　tlle　species　and　the　age　of

animals．　Development　of　brain　blQod　barrier（B．

B．B．）has　a　clQse　relation　to　the　myelination　of

the　central　nervous　system（CNS）which　could

response　to　pyrogen．　Therefore，　it　is　posslble　to

postulate　that　proteolipid　of　myelin　and　its　parent

glial　plasma　membrane　might　affect　the　febrile

response　to　LPS．　From　the　point　of　view，　we

investigated　that　the　interaction　between　proteo－

1ipid　and　LPS．　The　following　results　were　ob・

tained．

　1）　By　iv　injec亡lon，　no　pyrogenic　response　was

observed　in　rat　and（：hicken　but　it　was　observed

in　rabbi亡．　However，　by　ic　injection，　pyrogenjc

response　was　observed　markedly　in　all　three

specles・

　2）　Pyrogenici仁y　of　LPS　was　markedly　inac－

tivated　by　brain　proteolipid　fraction　of　the　spec量es

and　the　order　of　decrease　was　as　fo110ws；the

chicken，　rat　and　rabbit．

　3）　After　incubation　of　proteolipid　with　LPS，　the

mixture　waschromatographed　on　an　LH－20　column．

Anew　peak　of　protein　in　chloroform　emuent　was

observed，　but　other　elution　patterns　were　un－

changed。

　4）The　new　protein　fraction　in　chloroform　ef－

fiuent　was　markedly　pyrogenic．

　From　these　data，　we　suggested　that　proteolipid

might　play　an　important　role　in　the　pyrogenic

response・

93　Pyrogen　testとLimulus　testの相関性

　　　加納晴三郎，川崎浩之進：ガブトガニの医学へ

　　　の貢献シンポジウム，講演集，29（1976）

　Pyrogen　testとLimulus　testの相関性を検討し，
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以下に述べる結果を得た。

　（1）各種の剛体浮遊液について両活性の反応性を比

較したところ，グラム陰性菌によく反応性が認められ

た。

　②　グラム陰性菌の菌体成分のうちでもっとも強い

反応性を示すものはLPS分画であった．

　（3）LPSは純化されるにつれてLimulus　testに対

する反応性は著しく上昇し，分子サイズの大なるもの

ほどよく反応した．

　（4）注射液中に混入されたLPSについては，　PyrO－

gen　testは被検液の組成にかかわらず，ほぼ一定の反

応性を示したが，Limulus　testでは反応性に差が認

められ，必ずしも両testでの相関性は認められなか

った，

　これらの結果から，両testの反応性はLPSのみ

が阻害物質のない限られた条件下でのみ相関すると考

えられた．

94　家兎腹水系多核白血球培養上清より得られる発

　　　熱因子と末梢血管透過性因子の分別について

　　　吉田　稔，西尾晃，加納晴三郎：日薬理誌，

　　　73，　63　（1977）

　発熱反応および炎症反応の担手である多核白血球

（PMNL）はさまざまな活性物質を遊離することが認

められている．発熱反応に随伴する末梢血管色素透過

性因子もその一つである．著者らは伽〃漉。でPM

NLの培養上清に両因子を認め，さらに，この分離を

試み，

　1）透過性因子，発熱因子ともにPMNLの培養上

清に遊離され，血球数に応じて両因子活性は上昇す

る．

　2）両者活性に対する熱抵抗性は発熱因子は弱く，

透過性因子は比較的安定である．

　3）粗製Lp（PMNL培養上清）をBioge1ρ一150

ゲルろ過を行うとき蛋白は2つのpeak示し，前者の

発熱活性が大きく，透過性活性はほとんどすべての分

画に存在した．

　4）発熱活性・透過性活性の比活性をとると発熱活

性の比活性のpeakは分子量6．7×104の附近にあり，

透過性活性の比活性のpeakの分子量1．25×104附近

に認められた．

　5）透過性因子は他の炎症媒体としてのヒスタミン

およびセロトニンと異なりCypropheptidineによっ

てその効果は抑制をうけなかった．
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95　　Studies　on　pyrogenic　tolerance　to　l｝acterial

　　　　　l玉popolysaccharide　i丑rabbits

　　　　　Seizaburo　KANoH　and　Aklra　NlsHlo：β漉θπ

　　　　　1．，21．　38　（1977）

　　The　development　of　pyrogenic　tolerance　was

studied　in　rabbits　treated　with　varying　doses　of

E．oo〃Iipopolysaccharide（LPS）．　The　fo11Qwing

results　were　obtained．

　　1）　Development　of　pyrogenic　tolerance　seemed

to　proceed　with　two　sヒep5；that　l＄，丘rsしstep　ln

which　to！erance　appeared　rapidly　and　the＄econd

step　which　proceeded　more　graduaHy　or　stcadily

in　response　of　repeated　by　the　injections　of　con■

stant　dose．

　　2）　TQlerance　induced　by　the　Iatter　methQd　was

not　absolute；the　rabbits　were　still　sensitive　to

increased　doses　of　LPS．

　　3）　Rabbits　immunized　with　E．　co躍vaccine　lost

their　pyrogenic　sensitivity　of　parent　LPS　to　some

extent．

　4）　Following　intracisternal　inlectiQn　of　LPS

into　tolerant　rabbit，　pyrogenic　response　was　not

decreased　but　rather　enhanced三n　c◎mparison　with

control．

　5）　The　contents　of　nor－epinephrine　and　sero。

tonin　in　the　brain　did　not　di鉦er　between　normal

and　tolerant　rabbits．

　6）　The　mechanisms　of　endotoxin　tolerance

remain　to　be　further　studied．

96　E置ects　of　endotoxin　on　tke　pregnant　rat

　　　　　Seizaburo　Iく：ANoH：7’θ7α’o～bgy，14，242（1976）

　　It　has　been　well　known　that　some　bacterial

endotoxins　could　be　abortifacient　as　well　as　py－

rogenic　in　pregrlant　animals．　To　clarifγthe　re・

IatiQnship　between　abQrtifacient　actiQn　and　py－

rogenicity，　we　investigated　tlle　effect　of　endotoxin

on　the　pregnant　rat　and　tlle　following　results　were

obtained：

　　（1）　The　pregnant　τat　received　endotoxln

（LPS）　derlved　from五1．　ooだat　the　dose　of　1，000，

100，100r　1μ9／kg　on　the　7th，12th　oエ’17th　day　of

gestatio！1．　　On　the　7th　day　of　gestation，　LPS

showed　little　or　nQ　ef〔ect　Qn　the　body　weight　Qf

dams，　causing　virtually　no　fetal　absorption　and

fetal　death．　But　on　the　12th　and　17th　days，

signi丘cant　fetotoxlc　effects　were　noted　in　a　dose一

■elated　manner．

　　（2）　By　ip　injection　of　LPS，　the　bQdy　tempe－

rature　elevated　slightly，　btlt　it　decreased　by　iv

コ　　　　　　サ

1nJectlon．

　　（3）　The　protein　content　of　amniotic　6uid　in・

creased　by　LPS　injection．

　　（4）　Placental　ATPase　was　inhibited　f刀擁びo

and　f22ρf〃。　by　treatment　with　LPS，

　　These　data　suggested　that　ATPase　might　be　one

of　the　important　factors　to　express　the　pharma－

cological　activities　of　LPS。

97　　E匠ect　of　reserp董ne　on　the　pregnant　rat

　　　　　SeizaburQ　KANQH　and　IkukQ　MoRIYAMA：

　　　　　Tθ7α’01ρgア，14，247（1976）

　　Reserpine　is　widely　used　as　a　therapeutic　agent

for　tQzemia　of　pregnancy．　It　has　been　reported

that　reserpine　induced　skeletal　and　eye　malforma－

tions　in　rats．　The　main　teratogenic　factor　in　the

pharma¢olgical　actions　of　reserpine　is　still　obscure，

In　this　study，　we　focused　our　attentlon　on　the

prQductiQn　of　small　fQr　date　（SFD）fetu＄es　by

reserpine　at　various　stages　of　gestation，　　One

mg／kg　of　reserpine　was　administered　ip　on　the

7th，　12th　or　18th　day　of　gestatio叫　and　the　off－

spring　were　examined　for　gross　malformations　and

body　weight．　Body　weight　of　the　dam6　was

decreased　by　the　reserpine　injection　at　the　early

stage　of　gestation．　Some　malformations　including

SFD　were　induced　by　the　lnjectlon　at　the　middle

or　Iate　stage　of　gestation．　When　multiple　injec－

tions　of　reserpine　were　given　at　the　Iate　stage　of

pregnancy，　SFD　fetuses　were　often　induced．

Reserpine　caused　a　long．lasting　loss　of　appetite，

sedatiQn　and　decrease　Qf　bQdy　temperature　in　all

dams．　Starvation　of　dams　for　three　days　at　the

late　stage　of　pregnancy　did　not　induce　SFD．　It

was　con且rmed　that　SFD　was　not　directly　related

to　the　anorexigenic　effect　of　reserpine，　but　to

other　pharmacological　properties　of　reserpille．

98　ReserpineによるSFD発生について
　　　　　森山郁子＊，加納晴三郎：日本産婦人科学会雑

　　　　　誌，　26，　1　（1977）

　正常分娩であっても著しく低体重であるものを
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Slnall　for　Date（SFD）と呼称し，その頻度はヒトに

於て数％に達する．この発生機構は不明の点が多く，

未解決である．実験的に薬理作用の明らかな薬物によ

ってSFDが生成すれば，その機構解析に資するとこ

ろは大である．

　著者らは，日常，降圧剤または鎮静剤として使用さ

れ，その主な薬理作用が交感神経性アミンの枯渇作用

にあるとされるreserpineを妊娠ラットに適用したと

ころ，SFDの発生が認められた．1mg／kgのreser・

pineを妊娠17，18，19日目に3回投与すればSFDの

発生が認められ，またラットは低体温，体重減少およ

び鎮静作用などが現れる．一時的な絶食状態にしても

SFDの発生が少ないことから，その作用機序に差が

あるものと考えられた．

＊奈良県立医科大学

99　発熱時における薬物の吸収・代謝に関する研究

　　　（第2報）Acetylsalicylic　acid経ロ投与時の

　　　Acetylsalicylic　acidおよびSalicylic　acidの

　　　血漿濃度に及ぼす細菌性発熱物質の影響

　　　加納晴三郎，伊丹孝文：応用薬理，13，539

　　　（1977）

　Acetylsalicylic　acid（ASA）をPyrogen（LPS）によ

って発熱せしめた家兎に投与し，その解熱効果と血漿

濃度との関係を両者の投与量ならびに投与間隔などに

ついて検討し以下の成績を得た．

　1。平常体温に対してASAは影響を与えなかった．

　2．LPSによる家兎の発熱はASAの投与により速

やかに解熱された．

　3．ASAの血漿濃度は投与後5～10　minで最高濃

度に達し，以後，速やかに消滅した．この最高濃度は

LPSの投与量および投与時間の影響をうけ，特にLPS

を投与の2時間前に投与した時，署しく傭い値を示し

た．

　4．ASAの速やかな消失に比べて代謝産物である

Salicylic　acid（SA）は比較的高濃度でかつ長時間持続

した．

　5。SAの5時聞までの血漿濃度はLPSの投与によ

る影響はほとんどうけなかった．

　6．LPSを投与された家兎ではSAは長時間血漿

中に滞留した．

100　衛生細菌学分野へのLimulus　testの応用につ

　　　いて

　　　川崎浩之進，加納晴三郎1食衛誌，18，266
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　Limu！us　test（L－test）の衛生細菌学分野への応用

について検討し，食品の一部にL－testの反応阻害物

質が存在するが，クロロホルム抽出処理により除去し

得ることを示し，各種食品や水においてL－testの結

果はグラム陽性菌を含む総論数とは平行しないが，グ

ラム陰性桿菌の検出結果とはよく一致することを示し

た．さらにL－testは牛乳や水道水において細菌試験

により検出し得なかったEndotoxinを検出し得た．

これらのことから，L一亡es亡はグラム陽性菌は検出し得

ないが，グラム陰性桿菌あるいはそれによる過去にお

ける汚染の迅速，簡便な検出法として応用し得ること

を示した．

101　Tween・60のラットに対する催奇形試験につい

　　　て

　　　加納晴三郎：厚生省報告

　ウイスター系ラットの妊娠の臨界期に1週間Tween－

60を10，1および0．1％となるよう混合した粉末飼

料を与えて，胎仔に対する影響を検討した結果，その

急性毒性は経口および腹腔内投与で，それぞれ750

mg／kgおよび200　mg／kg以上であり毒性は弱いも

のであった．胎仔に対しては，多少の障害を与えるの

みで奇形発生は認められなかった．この量は薬物摂取

量として13．0±3．1g／Body，1．6±0．21　g／Bodyおよ

び0。18g／Bodyであり，体重当り40　g以上となり，

成人（50kg）当りに換算すると，2kg，2009および

20gとなり，このような大量摂取はほぼ不当の値とな

る．従って実験的にこれらの投与群に奇形発生例が認

められないことから，Tween－60の催奇形作用はない

ものといえる．10％および0．1％投与群からの正常分

娩新生仔にも奇形仔の発育を認めず，これらのことか

ら本剤のラットに対する催奇形性はほとんど認めえな

いものといえる。

102　FBA・90のラットに対する催奇形試験について

　　　加納晴三郎：厚生省報告

　ウイスター系ラットに対してFBA－90を10，1お

よび0．1％となるよう混合した粉末飼料を妊娠の臨界

期に1週間与えて，胎仔に対する催奇形作用を検討し

た結果，急性毒性は経口によるLD50は500　mg／k9

以上で毒性は少なく，胎仔への影響は，10％投与群に

やや吸収胚の増加を認めた以外，奇形胎仔は1例も見

出せず，それ以下の濃度では対照群と有意な差はなか

った．内臓および骨格所見においても奇形例は見出せ

なかったことから，本剤の催奇形性は認められないも
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のと考えられる．生後観察においては，5％投与高濃

度群にやや哺育率の低下を認めたが，奇形乃至運動機

能障害仔の発生を認めず，従って本剤の新生仔発育に

関しても，通常の使用濃度においては，ほぼ催奇形性

に関する毒性は認め得ないものといえよう．

103　Biochem置ca置　Studies　on　1，1’。Ethylenebis

　　　　　（1－nitrosourea）（EBNU）1．　Degmdation　of

　　　　　EBNU　in　Mild　Condi重ions

　　　　　Kazushige　MoRIMoTo，　Tsutomu　YAMAHA，

　　　　　MasahirG　NAKADATE　and　Ikuo　SUZUKI；

　　　　　C舵ηz，蹄σγ”z．βκ〃．（Tokyo），25，151（1977）

　　1，1P－Ethylenebis（1．nitrosourea）（EBNU）possesses

antitumor　activlty　against　L－1210．　The　kinetics

of　EBNU　degradation　in　m｛1d　conditions　was

studied．　Aqueous　solution　of　EBNU　is　unstable

in　alkaline　and　neutral　s｛des　at　37。．　The　half－1ives

Qf　EBNU　are　O．9min　in　alkaline　solution（pll　9．0），

13．3min　in　neutral　solution（pH　7．0），　and　45　hr

in　acid　solution（pH　1．0）．　The　dependence　of　the

observed　rate　constant　on　hydroxyl　ion　concentr

ration　is　expressed　in　the　following　equation．

　　　　　　々。b・（min－1）＝1050［OH”］o・65

　The　effects　of　various　amino　acids　and　thiol

compounds　on　EBNU　degradation　were　investi・

gated．　The　rate　of　degradation　is　accelerated　by

cysteine　and　2．mercaptoethanQ1，　but　not　by　glu－

tathione，　However　these　three　thiol　compounds

seem　to　react　with　EBNU　through　unstable　S噛

nitroso　derivatives　whlch　llave　the　absQrption

maximum　aヒ335　nm．

104　Basic　Studies　of　Various　99mTc・Labelled

　　　　　Renal　Agents　and　Clinical　ApplicaHon　of

　　　　　99mTc－Malate

　　　　　Toyohei　MAcmDA＊，　Makoto　MIIq＊，　Masa－

　　　　　taka　UEDA＊，　Akira　TANAKA　and　IsaG

　　　　　IKEDA＊＊：2＞～fた1ωγ〃20453”3，16，36　（1977）

　Various　renal　imaging　agents　that　were　reported

in　the　past　and　a　new　agent，99mTc－malate　as　we11

as　99DqTc－cysteine　acetazolamide　complex　were

prepared　using　electrolysis　and　electroche！nical

methods，　These　were　studied　for　their　labelling

ef旦ciency．　After　animal　experiments　with　selected

99mTc－compQunds，99mTc－malate　proved　to　be　suf一

丘cient　for　renal　imaging　with　adequate　concen一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tc．malate　ln　humans

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　urinary

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36±6．05％　in

lhourafter　intravenous　administration，44±3．41％

in　2　hours　and　50±5，629ち　in　3　hours，

　In　Qur　40　clinical　expcriences　Qf　99mTc－malate，

most　cases　demonstratcd　quite　clcar　renal　images

in　the　serlal　scintiphotos　except　cases　whose　serum

creatinlnes　were　over　4．5mg！d1．

tration．　99mTc・malate　di仔ers　from　other　rcnal

irnaging　agents　in　the　utilization　of　endogeneous

metabolic　product．

　The丘rst　ha｝f　tilne　of　99m

is　17minutes，　on　the　average，　and

excretion　rate　of　ggmTc－malate　is

＊Department　of　Urology，　The　Jikei　University，

　　Scllool　of　Nledicine

＊＊Dainabot　RI　Laboratories

105　パンクレアチンの脂肪消化作用に及ぼすタール

　　　　　色素の影響について

　　　　　足立　透，山羽　力：食衛誌，17，444（1976）

　　タール色素とパンクレアチンを切痂γoで作用させ

て脂肪消化作用に及ぼす影響を調べた．その結果，キ

サンチン系色素は酵素とのプレイソキュペPション時

のpllに影響されることなく阻害が認められたが，キ

サンチン系以外の多くの色素はpH　2付近においての

み阻害を示した．ローズベンガルによる阻害は，光照

射下では暗所に比べて著しく増加され，この酵素阻害

作用の発現には，ハロゲン原子が閃与していることを

ヨウ素を用いて推定した。

106　Biochemical　Studies　on　PMIIahc　Esters　II．

　　　　　EIfects　of　Plltllalie　Esters　on　blitochondrial

　　　　　Respirat量on　of　Rat　Liver

　　　　　Terue　TAKAIIAsHI＝βゴoc1～ω刃．　P1～α〃παc．，26，

　　　　　19　（1977）

　The　effects　of　dialkyl　and　monOalkyl　phthala亡es

and　sOme　related　compounds　on　mitochondriaI

respiratiorl　of　ra亡　Iiver　were　investigated．　In　a

series　of　dialkyl　phthalates，　di一η一propyl　phthalate

sllowed　the　most　remarkable　inhibitioロ　on　the

state輔3　respiration。　The　inhibitory　effects　were

reduced　with　either　decreasing　or　increasing　chain

length　for　this　compound．　Di一（2．ethylhexy1）phtha・

Iate　had　no　effect，　On　the　other　hand，　in　a　series　of

monoalkyl　phthalates　the　inhibition　was　increased

as　the　alkyl　group　was　lengthened　up　to　heptyL
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Relationshlp　between　chemical　structure　and　in－

hibitory　effect　was　also　studied　u3ing　some　phtha－

Iate　analog3　and　related　conlpounds．　It　was　shown

that　th31ength　of　alkyl　chalns　was　more　impor－

tant　than　aromatic　ring　structure　for　the　inhibi－

tory　e匠ects　of　phthalates．　Mechanisms　of　inhibi－

tory　efFects　by　phthalates　were　discussed，　and　it

was　suggested　that　dialkyl　and　monoalkyl　phtha・

工ates　mainly　acted　as　energy・transfer　lnhibitors

and　blocked　the　point　before　the　DNP－sensitive

site　in　the　energy－transfer　pathway。

107　Structures　of　Tbree　New　C16　Terpenoids

　　　　　from　an　Acrostalagmus　Fungus

　　　　　Michio　SATo　and　Hiroshi　KAKIsAwA＊：ノ．

　　　　　C乃。’π．50‘．　、Fセ〆々カ～，1，2407　（1976）

　Three　new　CI6　terpenoids，　which　may　lie　on　the

biosynthetic　pathway　for　the　antlfungal　metabolite

LL－Z1271α（1），　have　been　isolated　from　an．／1cプ。・

5’ぬ9槻‘3

（2）一（4）。
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3

H

1

0

1

0

0　0

（1）R＝Me

，h
’CO2H’

（3）

’－nR

CO2H

　　　　　　O

　　　u　　O
　　　　g　II　14

　　　　ミ
　　　FH　δ
　　　，　！ク了

’H6’

　　CO2H

　　（2）

0
、、

0

　　　　　　

　　　　II

　　　，　！グ

，’@H
　　CO2H

　　（4）

＊Department　of　Chemistry，　Tokyo　Kyoiku
　University．

108　Purincation　and　Some　Propert皇es　of　Cyclo・

　　　　　hexylamine　Oxidasc　from　a　Pse翼前脚πα8

　　　　　sp・

　　　　　Toshie　ToKIEDA，　Toshlo　NIIMuRA，　Fumi－

　　　　　nori　TAKAMuRA　and　Tsutomu　YAMAHA：ノ．

　　　　　β’06んθ〃2．，81，851　（1977）

　　Cyclohexylamine　oxidase　was　purified　90－fold

from　cell－free　extracts　of廊θμ4ωπoπα3　sp．　capable
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of　assimilating　sodium　cyclamate．　The　puri負ed

enzyme　was　homogeneous　in　disc　electrophoresis，

and　the　molecular　wcight　was　found　to　be　ap－

proximately　80，000　by　gel創tration．　The　enzyme

catalyzed　the　following　reaction：

　cyclohexylamine十〇2十H20一一→cyclohexanone

　　　　　　　　　　　　　　　十NH3十H202

　The　enzyme　thus　can　be　classi且ed　as　an　amine

oxidase；it　utilized　oxygen　as　the　ultimate　electron

acceptor．　The　pH　optimum　of　the　reaction　was

6．8and　the　apparent　κm　va正ue　for　cyclohexyl－

amine　was　2．5×10－4　M．　The　enzylne　was　highly

speci且。　for　the　deam圭nation　of　alicyclic　primary

alnines　such　as　cyclohexylamine，　but　was　found

to　be　inactive　toward　ordinary　amines　used　as

substrates　for　amjne　o）ddaεes重

　The　enzyme　solut1on　was　yellow　ln　color　and

showed　a　typical　Havoprotein　specturum；the　ad－

dition　of　cyclohexylan｝ine　under　anaerobic　con－

ditions　caused　reduction　of　the　navin　in　the　native

enzyme．　The　navin　of　the　prosthetic　group　was．

identified　as　FAD　by　tllin　Iayer　chromatography．

The　participation　of　su】fhydryl　groups　in　the　en－

zymic　action　was　also　suggested　by　the　observa－

tions　that　the　enzyme　act藍vity　was　inhibited　in

the　presence　of　PCMB　and　could　be　recovered　by

the　additlon　of　glutathione，

109　Percutaneous　Absorption　of　α・01e且n　Sul・

　　　　　fona重e（AOS）in　Rat8

　　　　　Ken－ichiro　MINEG三sHI，　Mutsuo　OsAwA　and

　　　　　Tsutomu　YAMAHA：C1～6刀z，　P々σηπ．　βz〃．

　　　　　（Tokyo），25，821（1977）

　　Percutaneous　absorption　of　α一〇1efin　sulfonate

（AOS）was　investigated　in　rats　by　using　14C－1abeled

compound．　The　solution　of　14C－AOS　was　applied

to　the　dorsal　skin　under　various　c。nditi。ns：（a）

the　intact　skin　dried　naturally　after　application，

（b）the　intact　skin　wiped　off　O．5hr　after　applica－

tion，（c）the　intact　skin　wiped　off　1．5hr　after

application，（d）the　intact　skin　with　a　plastic　cup

containing　14C－AOS　solution　and（e）the　damaged

skin　without　the　5’7α〃‘7πco〃1θ～‘，πdried　naturally

after　aPPlication，

　When　rats　were　applied　with　O。5pll　of　a　O．2％

solution　of　14C－AOS　under　the　condition　of（a），　the
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recoveries　of　radloactivity　were　O．33％in　the　urine，

0。089ち　in　the　bile　and　O．21％　in　the　main　organs

at　24　hr　after　apphcation．　It　was　thus　estimated

that　the　total　amount　absorbed　through　the　skin

was　about　O．6gちof　the　applied　does．　Comparing

the　results　obtained　under　the　conditions　of　（a），

（b）　and　（c），　the　percutaneou5　absorption　of　14C－

AOS　aPphed　on　thc　skin　was　a！most　finished　by

1．5hr　after　application．　The　excretlon　of　radio－

activity　into　thc　urine　and　bHe　was　apProa（：hed

to　the　highest　rate　around　3－6　hr，　then　gradually

decreased，　and　continued　even　70－90　hr　after　ap－

plicatlon．　When　a　O．02％so！utiσn　of　14C－AOS　was

always　in　contact　with　the　skin　under　the　con－

dition　of（d），　a　sma11　amount　of　the　surfactant

was　continuously　absorbed　from　the　skin．

　　On　the　other　hand，　when　the　skin　was　damaged

and　14C－AOS　was　applled　on　it　under　the　condition

of（e），　a　greater　amQunt　of　radioactivity　was　ex－

creted　into　the　urine　and　bile，　and　the　recover三es

were　36．26％ia　the　urine，1．83％in　the　bile，　and

12．28％　in　the　main　organs　30　hr　after　apPlica－

tion，　being　about　50％in　tota1。

110Metabo1㎏m　of　Triphenylmethane　colo皿rs

　　　　　II．　Absorption，　Excretion　and　Distribロtion

　　　　　of　Benzyl　Violet　413（FD　and　C　Violet　No．

　　　　　1）in　mts

　　　　　Ken－iclliro　MINEGIsHI　and　Tsutomu　YAMA・

　　　　　IIA：Toκ’σoJqg）F，7，367　（1977）

　　Absorption，　excretion　and　distribution　of　Benzyl

Vitolet　4B　were　investigated　in　rats，　determining

the　colour　by　the　2－wavelength　technique．　This

colour　was　llardly　absorbed　wherl　given　orally：

only　O．89％　of　the　dose　was　recovered　from　the

bile　after　24　hr．　On　the　otller　hand，　it　was　rapidly

excreted　through　the　bile　when　given　intrave・

nously；thecumulative　recovery　of　biliary　excretion

arnounted　to　88．4うち　at　4　hr　and　95．99δ　at　2．1　hr．

　　The　levels　of　the　colour　distributed　in　the　liver，

kidney，　abdominal　muscle　and　blood　serum　were

量nthe　range　of　1－3μg／g　of　tissue　i皿　rats　fed　a

diet　cQntaining　5％Beロzyl　Violeヒ4B　for　8　weeks，

whereas　they　were　slightly　Iower　in　rats　fed　the

diet　for　18　weeks．　When　rats　were　given　the

colour　intravenouヨ1y，　there　was　no　sex－related

difference　in　the　distribut1on　of　the　colour　in

either　Wistar　or　Sprague－Dawley　rats，　but　the

disappearance　of　the　colour　from　the　brain，1iver，

abdominal　muscle，　abdominal　skin　and　ear　of

Sprague－Dawley　rats　was　slower　than　from　those

of　Wistar　rats．

11Z　Tumor　Induction　by　a　Single　Subcutaneous

　　　　　Iniection　of　Sterlgmatocystin　in　Newbom

　　　　　Mice

　　　　　Keij量　FuJll＊，　11iroshi　KuRATA，　Shigeyoshi

　　　　　ODAsI．IIMA　and　Yuichi　IIATsUDA＊＊：Cσπ6〃

　　　　　1～θ5θσプ。海，36，1615（1976）

　Sterigmatocystin，　a　mycotoxin　produced　by

4∫ρθ置9ξ〃Z‘3〃¢航010ろ！1旧名g〃κ35，●ゴαひf，4ψθ頑1－

」κs短42‘勧23，and　a　spec1es　of　BゆoJαア13，　was　given

to　newborn　BALB／c×DBA／2F1（hereafter　referred

to　as　CD2Fl）mice　by　a　single　s．c．　administration

in　1％　gelatin　suspension。　In　an　acute　tox｛city

study，　the皿aximum　tolerated　dose　of　sterlgma・

tocystin　was　5μg／g　body　weighし　In　a　chronic

study，　a　single　s．c．　inlection　of　5，1，0r　o．5μ9／9

body　weight　gave　rise　to　high　incldences　of　lung

and　liver　adenomas　when　the　animals　were　killed

at　the　end　of　l　year．　The　incidence　of　both

tumors　in　mice　at　the　dQse　of　5μg／g　body　weight

was　statistica11y　significant，　and　the　lncidences　of

lung　tumor　in　female　mice　and　of　liver　tumor　in

male　mice　at　the　dose　of　1μg／g　body　weight　were

also　statisticaUy　signi丘cant，　compared　with　tumors

in　control　mice。　Other　tumors　also　were　induced

in　treated　mice（two　Imlignant　lymphomas　and

one　adenoma　of　the　submaxillary　gland），　in　cont－

rast　to　a　zero　incidence　in　vehicle　control　m王ce．

These　results　confirm　that　a　s田a11　quantity　of

sterigmatocystln　induces　tumors　of　lung　and　liver

and　that　the　dose　of　sterigmatocystin　is　related

to　the　incidence　of　tumors　in　mice．

＊University　of　Tsukuba

＊＊Tottori　University

112　Chromosome　Tests　with　134　Compounds　o恥

　　　　　Chine3e　Hamster　CeUs　1瓦1伽ro－A　Screen。

　　　　　ing　for　Chemical　Carcinogen8
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Motoi　IsHIDArrE，　Jr．　and　Shigeyoshi　ODA－

SHIMA：Mμ履∫oπRβ3θα7‘乃，48，337（1977）

　　Chromosomal　aberration　tests　fη寵∫γo　were

carried　out　on　Chinese　hamster　cells　grown　in

culture　with　various　chemicals，　including　carcino－

genic　IVLnitroso　compounds　and　their　related　de－

rivatives，　food　additives，　medical　drugs，　pesticides

and　other　chemicals　comlnonly　used　in　laboratories

or　industries．

　　Sixty－three　of　the　134　chemicals　gave　negative

results　in　our　test　system　even　with　doses　at

which　the　cell　growth　was　markedly　inhibited．

Nearly　all　cornpounds　1｛nown　to　be　mutagenic　iR

bacteria　were　also　positive　in　our　tests．　Both

urethane　and　diethylstilbestrol　were　positive，　even

though　they　are　known　to　be　carclnogenlc　but　not

mutagenic　in　bacteria．　Compounds　such　as　1＞一

alky1噂1＞’一ni亡roguan葦dines，　barbita1，　sσdium　benzoate，

saccharin　sodium，　sodium　nitrite，　sodium　nitrate

aロd4－ami皿oquinollne－1，0xide　were　poslt三ve　in　our

chromosome　tests，　but　they　have　not　been　con－

clusively　tested　for　their　carcinogen互city．

114　The　Cooperative　Development　in　Japan　of

　　　　　ハlethods　for　Screening　Cbemicals　for　Car・

　　　　　cinogenicity

　　　　　Shigeyoshi　ODAsHIMA＝Screening　Tests　in

　　　　　Chemical　Carcinogenesis，　Montesano　R．，

　　　　　Bartsch　H．，　Tomatis　I｛，　ed．，■yon（IARC

　　　　　Scientific　Publications　No．12），61（1976）

　　Negative　parallelism，　i．e．，the　false－negative　and

false－posltive　results，　in　the　mutagenicity　tests　was

much　higher　than　that　reported　by　the　US　i11－

vestigators　at　the　panel　discussion　on　Methods

for　Environmental　Mutagenesis　and　Carcinogenesis

under　the　United　States－Japan　Cooperative

Medical　Sclence　Programme，　December，1974，　in

Honolulu．　Thls　incQnsistency　may　be　due　to　the

differe皿ces　ill　the　chemicals　selected　for　testing

in　both　coulltrics．　The　chemicals　tested　in　our

gl・oup　included　a　large　number　of　procarcinogens

and　weak　carcinogens　selected　from　a　broad　range

of　chemical　classesp　some　of　whlch　exist　in　our

envirQIlment．　Our　results　shQwed　pQsitive　para1－

1elism　with　strong　direct　carcinogens　with　the
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exceptiQn　of　a　few　chemicals．

　　During　our　investigation，　it　had　been　pointed

out　that　a　close　relationship　seemed　to　ex量st　be－

tween　chemical　structure　and　the　parallelism

observed．　The　incidence　of　false●negative　results

was　very　IQw　in　aromatic　hydrocarbons，　amines

and　their　derivatives，　nitrQ　compounds　and　hete－

rocycIic　cQmpQunds，　but　was　very　high　in　halides，

azo　compounds，　steroids　and　polymers．　However，

before　a　de且nite　conclusion　can　be　reached，　it　wm

be　necessary　to　test　more　chemicals　of　each　class．

　　The　mechanlsms　of　carcinogenesis　and　muta－

genesis　will　not　be　the　salne．　Also，　all　mutagens

do　not　necessarily　cause　malignant　transformation

of　ce11s　in　host　animals．．Never亡heless，　the　major－

ity　of　mutagells　may　be　considered　carclnogenlc．

Since　the　methods　for　testing　chemicals　for　car＿

cinogenicity　in　animal　experiments　are　sQ　limited，

further　development　of　more　reliable　rapid　screen－

ing　methods　to　select　chemicals　suspected　of　being

carcinogenic　is　urgently　needed．

114　Tumors　of　the　Upper　Digestive　Tract　of

　　　　　ACIIN　Rats　Given　N－propyl－N・nitrosoure．

　　　　　tkan　in　tbe　Drinking　Water

　　　　　Akihlko　MAEKAwA，　Shozo　KAMIYA　and

　　　　　Shigeyoshi　ODAsHIMA＝Gα，瑠，67，549（1976）

　　Three　groups　Qf　ACI／N　rats　of　both　sexes　were

given　400，200，0r　100　ppm　of　N．propyl．N，nitro－

sourethan　（PNUR）continuously　in　the　drinking

water．　The　incidence　of　tumors　in　the　upper

dlgestive　tract　was　100％in　a113groups．　These

tumors　were　Qbserved　most　frequently　in　the

forestomach，　followed　by　the　esophagus，　oral

cavity，　and　pharynx．　HistQIQgically，　all　the　tumors

were　papi110mas　or　squamous　celi　carcinomas。　A

few　tumors　were　detected　in　the　small　intestine

and　glandular　stomach．

　　The　study　on　mQrphogenesis　of　squamous　cell

carcinomas　arising　from　the　upPer　digestive　tract

indicates　that　the　majority　Qf　tumors　Qf　the

esophagus　and　forestomach　may　pass　through

acanthosis　or　hyperkeratosis，1eukoplakia，　1cuko－

keratosis，　and　papilloma，　and丘nally　develop　into

invasive　squamous　cell　carcinoma，　but　ma駄y　car－

cinomas　Qf　the　oral　cavity　and　pharynxp　especia11y
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the　tongue，　may　develop　without　passing　through

apapillomatous　stage，

115　1nduction　of　Tumo聡in　t卜e　Stomach　and

　　　　　Neuvous　System　of　the　ACI／N　Rat　by

　　　　　Continuous　Oral　Administration　of　1■1～lethy1

　　　　　。3－acety1●1－n廷rosourea

　　　　　Akihiko　MAEKAwA，　Shigeyoshi　ODAsHIMA

　　　　　and　Masahiro　NAKADATE＝Z6ξ’301～γ加μプ

　　　　　κ〆。ゐ覇bプ36みκ〃∬2〃1ゴ　κ1’刀f50ん0　0πル0108fo，86，

　　　　　195　（1976）

　Three　groups　of　ACIIN　rats　of　both　sexes　re・

ceived　continuous　adlllinistration　of　66（Group　I），

30（Group　II），　or　13（Group　III）ppm　solution　of　1－

methyl．3．acety1．1－nitrosourea（Ac－MNU）in　tlleir

dr1nking　water．　Tumors　were　fQund　most　fre・

quently　in　the　stomach　and　nervous　system．　The

former　was　more　frequently　found　in　the　male

than　in　the　female．　The　incidence　was　highest

in　males　of　Group　II，28／30（93％），　and　lowest　in

females　Qf　GrQ叩1，4／30（13％）．　Histologically，

all　epithe！ial　tumors　of　the　stomach　were　benign

adenomas　except　5　adenocarcinomas．

　　Neurogenous　tumors　were　more　frequently　seen

五nthe　female　than　in　the　male．　The　incidence

was　highest　in　females　of　Group　I，29／30（97％），

and　lowest　in　males　of　Group　III，6／28（21％）．

The　tumors　were　predominant　in　the　central

nervous　system，　especially　in　the　hernispileres．

　　Transplantation　studies　were　done　in　sorne　of

these　tulnors，　Although　gastric　tumors　faHed　to

get　positlve　transplantation，　all　the　neurogenous

tumors　transPlanted　were　positive．

116　正eukcmias　anこ1　Vagiml　Tumors　Induced　in

　　　　　Female　Donryu　Rats　by　Continuous　Ad・

　　　　　ministration　of　1・Bu重y1・3，3・dimet1ユy1－1・

　　　　　nitrosourca　in　tite　Dr…nking　Water

　　　　　Masaya　TAKEuclH＊，　Akihiko　MAEKAwA，

　　　　　Keizo　TADA＊＊and　Shigcyoshi　ODAsllIMA：

　　　　　1．　ノ〉α〃．　Co7zc6γ1’zs’．，　56，　1177　（1976）

　Three　grQups　of　DQnryu　rats，　each　cQns藍sting

of　36　females，　were　continuously　given　solutions

of　1－butyl－3，3－dirnethy1－1－n量trosourea　as　drinking

water（400　ppm　for　group　A，200　ppm　for　group

B，100ppm　for　group　C）．

Of　the　100　rats　that　surv1ved　at　least　122　experi－

mental　days，　64　deve1Qped　Ieukemia　and　38　had

vaginal　tumors。　Leukemias　were　preponderant　in

animals　of　groups　A　and　B；vaginal　tumors　ap－

peared　in　group　C．

＊Research　Laboratorles，　Yoshitomi　Phamaceu－

　　tica！Industries，　Ltd，

＊＊Kyoritsu　College　of　Pharmacy

117　Transphcental　Carcinogenesis　a皿d　Chelnical

　　　　　Determination　of　1－Buty1・1・nitrosourea　in

　　　　　Stomacll　Content　after　Simultaneous　Oral

　　　　　Administration　of　1・Butylurea　and　Sodium

　　　　　Nitτite　to　ACI／N　Rats

　　　　　Aldhiko　MAEKAwA，　Ilajimu　IslllwATA　and

　　　　　Shigeyoshi　ODAs111MA：Gαアητ，68，81（1977）

　　Solutions　of　100　mg／k91－butylurea　and　50　mg／kg

sodium　nitrlte　were　administered　daily　by　a　stom－

ach　tube　to　pregnant　ACIIN　rats　from　theユ3th

to　21st　day　Qf　gestation．　NeurogenQus　tumors

were　induced　in　their　offspring．　The　incidence

of　tumors　and　mean　survival　tlme　of　rats　with

nervous　tumors　were　64％（23／36）and　309（189～

672）days，　respectively．　1，0calization　and　histolo－

gica1丘ndings　of　the　nervous　tumors　were　slmilar

to　those　observed　previously　in　rats　whose　mo－

thers　rece量ved　1陶but｝・1－1－nitrosourea（BNU）during

pregnancy・

　　Neurogenous　tumors　d｛d　not　develop　in　the

offspring　of　the　motllers　that　received　loo　mg／kg

of　1山utylurea　alone　in　tlle　same　manner．　In

several　rats　of　both　groups，　a　few　spontaneous

tumors　of　the　testis，　pituitary　gland，　urinary　blad・

der，　uterus，　and　colon　were　detected．

　　1カび’乙・oformation　of　BNU　in　stomach　content

after　intubation　of　1－butylurea　and　sodium　nitrite

was　determined．　BNU　was　detected　in　the　stQm－

ach　content　at　levcls　of　25　ppm　at　30　min　and　23

ppnl　at　60　min　after　administration．　The　con－

centration　of　BNU　in　the　stomach　content　cor－

responded　to　48，3and　29。2μg／rat，　respectively．

118　Rapid　and　Selective　Induction　of　Erythro●

　　　　　Ieukemia　in　Female　Donryu　Rats　by　Co皿一

　　　　　tinuous　Om1　Administration　of　1・Ethyl・1一
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　　　nitrosourea

　　　Toshiaki　OGIu，　Masahiro　NAKADATE　and

　　　Shigeyoshi　ODAsllIMA：Cα1zcoアR65θoプc11，36，

　　　3043　（1976）

　Three　groups　of　female　Donryu　rats　were　given

continuously　1－cthy1－1－nitrosourea，　400，　200，　0r

100mg／liter，　in　their　drinking　water．　Leukemias

developed　in　940f　104（92％）rats　survMng　more

than　6　experinlental　weeks．　　Of　the　Ieuken1量as，

the　erythroleukemias　were　lnduced　most　fre－

quently，　rapidly，　and　selectively，　Other　types　of

leukemias　were　found　in　a　few　rats　of　the　high－

dose　group　and，　in　some　cases，　in　rats　of　the

lQw－dose　group．　Tumors　were　also　induced　in　the

digestive　tract，　mammary　glands，　ear　duct，　and

other　organs，　but　their　incidences　were　lower　than

24％．

119　癌と化学物質

　　　小田嶋成和：診断と治療，64，377（1976）

　癌原性物質4）特性として，次の5項口があげられる．

　1．　いかに強力な疵原性物質でも，最大非発癌量が

存在する．

　2．化学物質の癌原性には所謂加算性が認められ

る．

　3．　この加算性は単に同一化合物の聞で認められる

だけでなく，構造を異にする痴原性物質の間でもカロ算

し得ることが確認されている．しかし一力互に抑制的

に作用しあう例も認められている．

　4．多くの既知癌原性物質はProcarcinogenと呼

ばれるものに属し，それ等の癌原性効果が動物種属に

依り異なるのは，動物種属間に存在する代謝系の差に

依り，生成されるDirect　carcinogcnの量が違うた

めと理解されている．

　5．癌原性物質には，所謂経胎盤発癌効果を示すも

のがある．

120　染色体異常誘発性試験による癌原性物質のスク

　　　リーニング

　　　石館　基：癌と化学療法，4，臨時増刊号，161

　　　（1977）

　癌原性物質を含む計135種類の化合物につき，ハム

スター培養細胞による染色体異常誘発性試験を行っ

た．癌原性および細菌による変異原性が知られている

化合物のうち，若干の例外を除いて，ほとんどすべて

のものが陽性であった．染色体試験の有用性について

論ずる．
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1．宮原　誠，中舘正弘，宮原美知子，鈴木郁生：

　N一ニトロソ尿素類の合成と反応性について（その2）

　日本薬学会第97年会（1977．4．5）

2．宮原美知子，宮原　誠，中舘正弘，鈴木郁生，小

　田嶋成知＝ニトロソウレア系化合物によるマウスリ

　ンパ性白血病細胞L－1210と腹水肝癌細胞AH－13

　との感受性の比較

　日本薬学会第97年会（ユ977．4．6）

ユ　安斉美知子，中舘正弘，鈴木郁生，石舘　基，小

　田嶋成和：1，1’一エチレンビス（1一ニトロソウレ7）

　（EBNU）の抗腫瘍効果一特に他の制癌剤との比較一

　日本癌学会第35回総会（1976．10．5）

4．　宮原　試，中舘正弘，安斉美知子，鈴木佛生：ビ

　スN一ニトロソ尿素類の抗腫瘍効果

　日本癌学会第35回総会（1976．10．7）

5　立沢政義，橋場茂子，江島　昭：混合製剤中のス

　ルピリンの定量法について

　第13回全国衛生化学技術協議会総会（1976．9．22）

6．　古岡澄江，緒力宏泰，柴崎利雄，江島　昭：スル

　ピリンの酸化的分解について

　日本薬学会第97年会（1976，4．5）

7．　青柳伸男，鹿庭奈保子，江島　昭：医薬品の溶解

　試験に関する研究（m）　サル7ア剤粉末の溶解速度

　に及ぼす高分子化合物の影響

　日本薬学会第97年会（1976．4．6）

a　岡田敏史，中垣正幸＊：塩酸クロルプロマジン

　（CpZ・HCI）水溶液のCpZイオン活量の測定

　第26回日本薬学会近畿支部総会（1976．10．31）

　＊京都大学薬学部

9．　岡田敏史，中垣正幸＊：塩酸フェノチアジン（PTZ

　・IICI）水溶液の塩素イオン活量の測定

　日本薬学会第97年会（1977．4．5）

　＊同　上

10．野口　衛，久保道徳ら＊：情心湯類の研究（3）

　日本生薬学会第23年会（1976，11，7）

＊近畿大学重落医学研究所
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11，野口　衛，久保道徳ら＊：漢方処方の臨床生薬学

　的研究（4），アルカロイド含有生薬と甘草の湯液中

　の反応

　日本薬学会第97年会（1977．4．5）

＊同　上

12．久保道徳＊，野口　衛ら＝漢方処方の臨床生薬学

　的研究（5），大黄，黄連，黄苓配合処方の医書考証

　日本薬学会第97年会（1977．4．5）

＊同　上

13．野口　衛：生薬成分を含有する製剤の試験法にっ

　いて

　第13回田園衛生化学技術協議会総会（1976．9，21）

14．徳永裕司，木村俊夫，川村次良：ピロールによる

　コルチコイドの定量III　17一ヒドロキシコルチコ

　イドのけい光定量

　第20回日本薬学会閃束支部大会（1976．11．27）

15徳永裕司，木村俊夫，川村次良：ピロールによる

　コルチ：⊇イドの定量IV　ヒドロコルチゾンのけい

　光定量

　日本勇1三学会第97年会（1977㌧4．6）

16・早川両夫，鍋島俊隆＊1，上原喜八郎＊2＝リボフラ

　ビンによる4一チオウリジンの光増感反応とアデニ

　ンの促進効果

　第49回日本生化学会（1976．9．1）

　＊1　名城大学薬学部

　＊2大阪大学薬学部

17．　亀谷勝昭，河上一美，浦久保五郎：海藻中の放

　射性ヨウ素129分析法について

　日本薬学会第97年会（1977．4．5）

18．永松国助，城戸靖雄，浦久保五郎，会田喜崇，池

　田康和，鈴木康雄，菅野圭介＊：トリフェニルスズ

　アセテート（113Sn）の経皮吸収について

　日本薬学会第97年会（1977．4．6）

　＊日大薬学部

19．池淵秀治，城戸靖雄，浦久保五郎，諸井政己＊：

　家兎血液中のカドミウムの動態について
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日本薬学会第97年会（1977．4．6）

＊日大薬学部

森三佐雄聖，木下良裕＊：北海道産キハダ（黄柏）の

品質について（第2報）

日本生薬学会第23回年会（広島大会）（1976．11．15）

20．沢村良二＊，井口法男＊，浦久保五郎，長谷川明：

　14C一イソシアヌル酸の吸収と排泄，分解（第2報）

　日本薬学会第97年会（1977．4．6）

＊日大薬学部

21．亀谷勝昭：水道水，井水，温泉水中の226Raおよ

　び欝Ra
　第13回理工学における同位元素研究発表会（1976．

　6．30）

22．長谷川明，浦久保五郎，小野田欽一，簾内挑子，

　田中　悟：マンガン（54Mn）のラットにおける胎仔

　移行と分布について（第2報）妊娠時期による胎仔

　移行の比較検討

　第32回日本食品衛生学会学術講演会（1976．10．6）

23．名取信策＝Toxic　cytocllalasins　uJNR　con・

　ference　on　Mycotoxins　for　Iluman　an【l　Animal

　Health．

　College　Park，　Md．，　U．S．A．（1976．10．7）

24．関田節子，義平邦利，名取信策，桑野晴光＊，梅

　田　誠＊＊：c乃αθめπ！融醒9’obo8田πの代謝する細

　胞毒性物質chaetoglobosins　A・17の構造

　第20回天然有機化合物討論会（1976．10．10）

＊北海道立衛生研究所生薬製薬科

29、堀越　司，本間尚治郎，石崎昌吾＝薬用植物の栽

　培研究（5）ハナトリカブトの生育収量と増殖につ

　いて

　日本生蒸学会第23回年会（広島大会）（1976，11．19）

＊三井中研
＊＊ ｡浜市大（医）

25．関田節子，義平邦利，名取信策：（油αθ’o〃1加醜

　9εobo8π切の代謝する細胞毒性物質Chaetoglo・

　bosinsの構造．　IV．　Chaetoglobosin　G，　Jの構造

　日本薬学会第97年会（1977．4．5）

26．西孝三郎，宮崎幸男：バカマオニゲシ（Pαpα麗r

　brαcにα如蹴，　Lfη（～のの栽培および成分に関する

　研究（1）

　日本生薬学会第23回年会（1976．11．17）

27．畠山好雄：センブリの発芽について

　日本生薬学会第23回年会（1976．11．17）

28．堀越　司，本間尚治郎，三浦忠一，山岸　喬＊，

30．米田該典＊，太田由ドる代＊，木問尚治郎，堀越司：

　北海道におけるシャクヤク栽培の研究（第4報）ポ

　タンシャクヤクの実生苗の育成（2）

　日本生薬学会第23回年会（広島大会）（1976．11．17）

　＊大阪大学薬学部

31．大場琢磨：医用材料の評価と法的規制

　第24回高分子夏季大学（1976．7．19）

32．大場琢磨：医用材料をめぐる諸問題

　日本医科器械学会，第34回滅菌法研究会（1976，8

　21）

33．辻　楠雄，口黒賢二，飯田和子，水町彰吾，大場

　琢磨：不織布中の残留エチレンオキサイドの分析法

　の検討について

　第52回日本医科器械学会（1977．5．11）

努．辻　楠雄，水町彰吾，飯田和子，大場琢磨：医用

　材料の適合性に関する化学的研究（第2報）人工腎

　官用PVC製回路からエタノール溶液によるフタル

　酸エステルの溶出

　第6回医用高分子シンポジウム（1976。11．4）

35．辻　楠雄，菊池　寛，大場琢磨，川口政広＊，井

　上勇介＊，掘部　隆＊：歯科材料の機器分析に関する

　研究（第6報）ディスパースアマルガムの溶出にっ

　いて

　第33回口回歯科材料器械学会（1976．10．16）

　＊福岡歯科大学

36．寸寸正昭，毛利潤子，小嶋茂雄，中村晃忠：羊毛

　製品中の防虫加工剤ディルドリンの分析

　第13回全国衛生化学技術協議会総会（1976．9．22）
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37．中村晃忠，小嶋茂雄，鹿庭正昭：綿製品の防炎剤

　APO〔tris・（1－aziridiny1）・phosphine　oxide〕の分

　析について

　第13回全国衛生化学技術協議会総会（1976．9．22）

38．鹿島正昭，小嶋茂雄，中村晃忠：防虫加工羊毛製

　品からのディルドリンの溶出および発散について

　（第2報）

　第3回環境汚染物質とそのトキシコロジーシソポジ

　ウム（1976．10．1）

39．小嶋茂雄，中村晃忠，二三正昭，大場琢磨，大谷

　倫子＊：繊維製品中のトリブチル錫およびジプチル

　錫化合物の分離定量

　日本薬学会第97年会（1977．4．7）

＊札幌市衛生研究所

40．叶多謙蔵，阿部久人：ミニコンによる質量分析計

　の操作法に関する研究（III）ピーク積分法による検

　出感度の向上

　日本農芸化学会昭和51年度大会（1976．4．1）

41．叶多謙蔵：ヘッドスペース分析法／ガスクロマト

　ヴラ7イーによる塩化ビニルの迅速微量分析

　全国衛生化学技術協議会第13会総会（1976．9．22）

42．叶多謙蔵，阿部久人：スプリットレス・ガラスキ

　ャピラリーカラム・ガスクロマトグラフィーによる

　ヘッドスペース分析法

　日本分析化学会第25年会（1976．10．22）

43．叶多謙蔵，阿部久人：ヘッドスペース分析法に関

　する研究（III）溶媒転溶法による検出限度の向上に

　ついて

　日本農芸化学会昭和52年度大会（1977．4．4）

44．安藤正典，佐谷戸安好：カドミウムの衛生化学的

　研究

　第3回環境汚染物質とそのトキシコロジーシンポジ

　ウム（1976．10．2）

45，佐谷戸安好，安藤正典，中室克彦，松井啓子，井

　上哲男：クロム化合物の生体運命について

　日本薬学会第97年会（1977．4．6）
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46．中室克彦，佐谷戸安好，非上哲男：ひ素化合物の

　染色体異常に関する研究

　日本薬学会第97年会（1977．4．6）

43．松村年郎，山手昇，井上哲男：大気中の硫酸ミス

　トの測定に関する研究

　第17回大気汚染研究全国協議会大会（1976．10。6）

48．山手　昇，松村年郎，非上哲男：大気中のオキシ

　ダント自動計測器に関する研究

　第17回大気汚染研究全国協議会大会（1976．10．6）

49．河村葉子，武田明治，内山　充：有機リン農薬の

　一斉分析について

　日本食品衛生学会第32回学術講演会（1976．10．7）

50．武田明治IN一打チルカルバメートの残留分析法

　muhi・residue　analyslsへの試み

　農薬学大会（1977．3．24）

51．斎藤行生，武田明治，内山充：食品中の石油系

　炭化水素の分析法に関する研究II

　日本食品衛生学会第32回学術講演会（1976．10．7）

52．斎藤行生，武田明治，内山　充：食品中の石油系

　炭化水素について

　日本薬学会第97年会（1977．4．7）

53。斎藤行生，武田明治，内山　充：食品中の石油系

　炭化水素について一含イオウ成分その他の検討

　日本食品衛生学会第33回学術講演会（1977．5．19）

54．五十畑悦子，武田由比子，内山　充：高速渋難ク

　ロマトグラフィーによるトリコテセン系赤かび毒類

　の分析

　日本食品衛生学会第32回学術講演会（1976，10．7）

55．五十畑悦子，武田由比子，内山　充：飼料中のス

　テリグマシスチンの分析

　日本薬学会第97年会（1977．4．7）

56・五十畑悦子，武田由比子，内山　充：高速液体ク

　ロマトグラフィーによるグロシン，ルテオスカイリ

　ンの分析法について

　日本食品衛生学三三33回学術講演会（1977．5．18）
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57．寸間昭雄，内山　充：穀類常在性のかび類に対す

　るケナガコナダニの嗜寿性について

　日本食品衛生学会下32回学術講演会（1976．10．7）

58．内山貞夫，近藤龍雄，内山　充：照射殺菌に伴う

　：食品成分変動に関する研究III一核酸関連物質にっ

　いて

　口出薬学：会第97年会（1977．4．6）

59．三原翠，近藤龍雄，内111充＝生体組織試料に

　ついてのチオバルピツール酸（TBA）反応の検討

　日オく三実8；∫：会舞∫97年会（1977．4．6）

60．閃田寛，武田明治，内山充：ヘッドスペース

　分析法による水及び脱脂食品中の低分子有機塩素化

　合物の分析

　日木食品衛生学会第32回学術講演会（1976．10．7）

61。鈴木英世，豊田正武，伊藤誉志男，慶田雅洋，藤

　田紘一＊，生沢真起子＊，河崎孝子＊，泉　哲男＊＊，

　佐野裕子＊＊，河野田鶴＊＊，長島千恵子＊＊，足立忠

　夫＊＊1各種の亜硫酸定量法の比較検討

　日本食品衛生学会第32回学術講演会（1976．10・6）

＊サントリー㈱中央研究所

紳日本食品分析センター大阪支所

66．豊田正武，鈴木英世，伊藤誉志男，慶田雅洋：し

いたけ中の二硫化炭素に関する研究（1

びその応用

当木薬学会第97年会（1977．4．7）

）定量法及

62．豊田正武，鈴木英幽，伊藤誉志男，慶［H雅洋＝数

　種食品中の硝酸および亜硝酸塩のガスクロマトゲラ

　フィーによる新定量法について

　日本食品衛生学会第32回学術講演会（1976．10．6）

67。鈴木英世，豊田正武，伊藤誉志男，慶田雅洋：し

　いたけ中の二硫化炭棄に関する研究（2）　しいたけ

　からの二硫化炭素の生成

　日本薬学会頭97年会（1977．4．7）

68。金田古男，松木陽子，慶田雅洋：イオン電極法に

　よる高脂肪高タンパク食品中の硝酸塩の定量一チー

　ズーの場合

　日本薬学会第97年会（1977．4．7）

69．慶田雅洋，金田古男，松木陽子，本田恒男＊：乳

　万口水素酵素を用いる粉乳及び加糖練乳申の乳酸／

　乳酸塩の定量

　日本薬学薬学会第97年会（1977．4、7）

＊協同乳業㈱研究室

63．伊藤誉志男，豊田正武，金森孝子，金田吉男，慶

　田雅洋：昭和50年度における輸入食品の化学検査に

　ついて

　第13回全国衛生fヒ学技術協議会総会（1976．9．22）

64．中村恵三，外海泰秀，鈴木芙世，金森孝子，金田

　古筆，慶田雅洋：食品中の残留農薬実態調査の試験

　法について

　第13回全国衛生化学技術協議会総会（1976．9．22）

65．外海泰秀，慶田雅洋，小瀬洋喜：＊，佐藤孝彦＊：食

　用タール色素のMedian　Tolemnce　Limit試験

　日本薬学会遇97年会（1977．4．7）

　＊岐阜薬科大学

70．鈴木英世，豊田正武，伊藤誉志男，慶田雅洋：食

　品中の亜硫酸の定量法に関する研究一II

　日本食品衛生学会第33回学術講演会（1977．5．18）

71．浜野　孝＊，三ツ橋幸正＊，松木幸夫＊，慶田雅洋：

　食品中の亜硫酸の定量法に関する研究一III亜硫酸

　と食品成分（アルデヒド，ケトンおよび糖）との結

　合について

　日本食品衛生学会第33回学術講演会（1977．5．18）

＊神戸市環境保健研究所

72．生沢真起子＊，藤田紘一＊，；泉　哲男＊，慶田雅洋：

　食品中の亜硫酸の定量法に関する研究一IV遊離型

　・結合型亜硫酸の分別定量法

　日本食品衛生学会第33回学術講演会（1977．5．18）

　＊サントリー㈹中央研究所

73．足立忠夫＊，野々木裕子＊，福家田鶴寧，慶田雅洋：

　食品中の亜硫酸の定量法に関する研究一V．ランキ

　ン法の固体食品への応用

　日本食品衛生学会同33回学術講演会（1977．5．18）

＊日本食品分析センター大阪支所
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74．慶田雅洋，金田吉男，松本陽子：ガスクロマトゲ

　ラフィー（GC）器よび液体クロマトグラフィーによ

　るはち蜜中の糖の定量

　日本栄養・食糧学会第31回総会（1977．5。21）

75．金森孝子，外海泰秀，中村恵三，慶田雅洋：市販

　食酢の化学組成について

　日本栄養・食糧学会，第31回総会（1977．5．21）

76．豊田正武，鈴木英世，伊藤誉志男，慶田雅洋：し

　いたけ中のレンチオニンから二硫化炭素の生成

　日本栄養：食握学会第31回総会（1977．5．21）

77．石綿　肇，水城弘子，谷村顕雄，高橋　淳，大森

　義仁，村田敏郎＊：N一二卜ロソ化合物前駆物質の生

　体内峯動（1）

　日本食品衛生学会第33回学術講演会（1977．5．19）

＊静岡薬科大学

78．石綿　肇，水域弘子，谷村顕雄：N一二卜ロソ化合

　物前駆物質の生体内挙動（H）

　日本食品衛生学会第33回学術講演会（1977．5．19）

79．山本　都，山田　隆，谷村顕雄；有機酸の＝トロ

　ソ化合物生成に及ぼす影響について

　日本食品衛生学会第32回学術誌演会（1976．10．6）

80・中井斌＊，町田　勇＊，佐伯哲哉＊，古川邦衛：

　酵母における環境変異原高感受性テスター

　日本環鏡変異原研究会（1976．10．16）

＊放医研

81・中嶋冨子，中気正弘：発癌性N一＝トロン化合物

　の加ひεfmおよび加u加。における細菌変異活性

　について

　第35回日本癌学会（1976．10．5）

82．石関忠一，倉田　浩，伊南靖一，笠井健生：下熱，

　鎮痛剤の微生物試験法に関する一考察

　日本薬学会第97年会（1977．4．6）

83．佐藤儀平＊，浅木正義＊，石黒直隆＊，河西　勉，

　井上凡己＊＊伝書バトおよびドバトからのネズミチフ

　ス菌の分離と分離菌の性状
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第82回日本獣医学会（1976．10．11）

＊帯広畜産大学

＊＊奈良県衛生研究所

84．河西　勉，鈴木　昭，小沼博隆：輸入肉由来大腸

　菌，サルモネラの薬剤耐性について

　昭和5ユ年度東京獣医畜産学会（1976．11．23）

85．小沼博隆，鈴木　昭，河西　勉，高山澄江，水島

　久義子，山田　満＊，高久　久＊：カキ食中毒予防に

　関する衛生細菌学的研究一III生力キ由来菌のタン

　パク，脂肪分解性について

　日本食品衛生学会第32回学術講演会（1976．10．6）

＊東京都市場衛生検査所

86．小沼博隆，鈴木昭，高山澄江，山田満＊，田中

　久四郎＊：カキ食中毒予防に関する衛生細菌学的研

　究一IV　カキ食中毒患者の下痢便の微生物叢

　日本食品衛生学会第回学術講演会於東京（1977．5，

　19）

＊京都市場衛生検査所

87．鈴木　昭：公衆衛生学分科会シンポジウム生力キ

　の微生物叢に関する生態学

　第83回日本獣医学会講演（1977．4．3）

83．松井道子，林　長男，渡辺幸一，谷村顕雄，倉田

　浩：腸管内微生物による食品添加物の代謝に関する

　研究　IV一モルモット由来CHS・Na二化様菌の検

　索

　第32回日本食品衛生学会（1976．10．7）

89．渡辺幸一，林　長男，松非道子，倉田　浩，石綿

　肇，伊藤弘子，谷村顕雄1腸管内微生物による食品

　添加物の代謝に関する研究一サルロ腔内微生物によ

　るニトロソ化合物の生体内生成一

　第32回日本食品衛生学会（1976．10．7）

90．村越重雄＊，一戸正勝，熊田広子，倉田　浩：カ

　イコの病死体より分離した孟8Pεrgπ伽817α槻8の

　アフラトキシン生産性

　日本菌学会第20回大会（1976，7．17）

＊神奈川県蚕業センター

91．一戸正勝：菌学面からみたマイコトキシンの動向
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第4回マイコトキシソ研究会（1976．7．23） 第4回マイコトキシン研究会（1976．7，23）

92．一戸正勝，鈴木明子，　倉田　浩，鈴木敏正＊

　F粥αr加配属菌のZearalenone産生

　マイコトキシソ研究会第5回（1977，1．29）

＊埼玉県衛生研究所

93．芳沢宅実＊，白田隆茂＊，諸岡信一＊，松浦　康＊＊，

　木谷清美＊＊＊，一戸正勝，倉田　浩：自然罹病穀類

　中の毒性物質に関する研究（IX）．　トルコテセン系

　マイコトキシンによる麦類汚染の評価

　口木食品衛生学会第33回学術講演会（1977，5．IS）

　　＊星川大農学部

　＊＊岡山県立短大

　＊＊＊香川短大

　　＊帝人パピリオ研

　＊＊食品薬品安全センター

99．芳沢宅実＊，諸岡信一＊，宇田川俊一：Pθ痂CπZ星‘エπ

　pαrα勧rσ麗∫の生産するマイコトキシンについて

　第4回マイコトキシン研究会（1976．7．23）

＊香川大農

100，宇田川俊一：食品由来糸状苗（貯蔵力ビ）の耐塩

　・好塩性について

　㌶；12【1ユ1好塩徴生亭ヲ9f，℃会　　（1976．11．26）

101．菓栖弘光，小出悟郎＊，橋木徳蔵＊＊：一般細菌検

　査における普通寒天培地と標準寒天培地の比較

　第13回日本水処理生物学会（1976．ユ0．23）

94．芳沢宅実＊，土屋幸夫＊，諸岡信一＊，松浦　康林，

　木谷清美＊紳，一戸正勝，倉田　浩：自然罹病穀類

　中の毒性物質に関する研究（VIII）。西日本地域に

　分布する麦類汚染7ザリウ属の毒物生産性について

　口約食品衛生学会第33回学術講演会（1977．5．18）

　＊香川大農学部
＊＊ ｪ山県立短大
＊＊＊ ＄?Z大

95．一戸正勝，宇田川俊一，倉田　浩，芳沢宅実＊，

　諸岡信一＊，鈴木敏正牌：自然罹病穀類中の毒性物

　質に関する研究（VII）西日本地域の褒類の糸状菌

　分布ならびにゼアラレノン汚染

　日本食品衛生学会第33回学術講演会（1977．5．18）

＊香川大農学部
＊＊ 驪ﾊ県衛生研究所

＊神奈川水道伊業口

羽川崎市水道局

96．一戸正勝：F郡貯ε四π属菌のマイコトキシン産生

　日本菌学会第21回大会（1977．5．29）

97．字田川俊一，古谷航平＊：東南アジア産子のう菌

　類知見

　第20回日本菌学会大会（1976．7．16）

ノ02．小畠満子，宇田川俊一，倉田　浩，駒形和男＊：

　市販果実飲料の微生物に関する研究一みかんおよ

　びりんご果実飲料における微生物の分布

　日本食品衛生学会第32回学術講演会（1976．10．7）

＊三共醸酵研

98・倉田　浩，宇田川俊一，法月克弘＊，高鳥浩介＊＊，

　中尾美津男＊＊，高橋恵子＊＊：生薬類における7フラ

　トキシン生産菌の分布

＊東京大応研

103．小野田欽一，簾内桃子，中浦愼介，田中　悟，高

　仲　正，大森義仁：2一（2－Fury】）一3一（5¶itro－2－fUry1）

　acrylamide－3－14Cのラットにおける体内分布と胎

　仔移行について

　薬学会第96年会薬理学部会（1976．4．5）

104．小野田欽一，簾内桃子，田中桃子，田中　悟，

　高仲　正，大森義仁，長谷川　明，浦久保五郎：マ

　ンガン（54Mn）のラットにおける胎仔移行と分布に

　ついて

　第31回日本食品衛生会学術講演会（1976．5．21）

105．田中　悟，小野田欽一，川島邦夫．中浦愼介，長

　尾重之，桑村司，大森義仁：Butylated　hydroxy・

tolue“e（BI｛T）のラット胎仔移行と次世代に及ぼ

　す影響について

　第31回日本食品衛生学会学術講演会（1976，5．21）

106．高橋　惇，小野田欽一，簾内桃子，大森義仁，

　中舘正弘，鈴木郁生：ニトロソ化合物の毒性発現に



学 会 発 表 231

みられる臓器特異性と肝酵素活性の変動と関連

第54翌日木薬理学会関東部会（1976．6．12＞

107．田中　悟，小野田欽一，川島邦夫，中浦愼介，

　長尾重之，桑村　司，大森義仁：Furylfuramide

　（AF－2）のラット胎仔移行と次世代に及ぼす影響に

　ついて

　第16回日本先天異常学会総会（1976．9．）

108．簾内桃子，高橋　惇，小野田款一，大森義仁，

　中舘正弘，鈴木郁生：ジアルキルニトロソアミン類

　の肝酵素活性におよぼす影響1

　第55回日本薬理学会関東部会（1976，11．20）

109．川島邦夫：ステロイド雌胎仔男性化作用の定量

　的検討

　昭和51年度束京獣医畜産学会（1976．11．23）

110．高橋　惇：食品添加物と薬物との相互作用

　第50回日本薬理学会総会シンポジウム（1977．3．28）

116。川崎浩之進，加納晴三郎：衛生細菌学分野にお

　けるLimulus　testの応用について

　日本食品衛生学第32回学術講演会（1976，10）

117．川崎浩之進，加納晴三郎：内毒素の生物活性に

　及ぼすLimubs　lysateの影響について

　日本獣医学会第82回総会（1976．10）

118．西尾　晃，加納晴三郎＝発育に伴う家兎のリボ

　多糖（LPS）に対する反応性の変化について

　日本獣医学会第82回総会（1976．10）

〃9．伊丹孝文，古田稔，加納晴三郎：各種Pyrogen

　の発熱に対するAcetylsalicylic　acidおよびSali．

　cylic　acidの解熱効果

　第26回日木蝋学会近畿部会総会（1976．10）

120．川崎浩之進，加納晴三郎＝Pyrogen　testと

　Limulus　testとの相関性について

　第26回日木立学会近畿部会総会（1976．10）

1〃，大野泰雄，高橋　惇，簾内桃子，小野田敏一・，

　大森義仁：亜硝酸と薬物との相互作用（1）些dime・

　thylaminoantipyrineとの併用による肝臓薬物代謝

　系の阻害

　第50回日本薬理学会総会（1977。3．29）

〃2，古田　稔，加納晴三郎＝細菌性発熱物質の末梢

　作用に関する研究（IV）　ラット胎盤Mg2＋一ATPase

　に対するpyrogenの影響について

　第49回日本薬理学会近畿部会（1976．6）

113．加納晴三郎，小川義之：内毒素とプロテオリピ

　ッドの相互作用

　第23回毒素シンポジウム（1976．7）

114．加納晴三郎＝内毒素のラット胎仔に対する影響

　第16回先天異常学会（1976．7）

115。掘　哲郎半，原田温子＊，　中山昭雄＊＊，鈴木正

　利＊＊，登三尊実＊＊＊，西尾　晃：日本ザルの発熱に

　ついて

　第26回日本体質学会総会（1976．9）

121．小川義之，加納晴三郎：細菌性発熱物質（LPS）

　と脳プロテオリピッドの相互作用

　第26八日木薬学会近畿部会総会（1976．10）

122．加納晴三郎，小川義之：発熱性よりみた内毒素

　の構造と活性

　第5回薬物活性1シンポジウム（1976．11）

123．川崎浩之進，古田　稔，西尾　晃，加納晴三郎：

　0，0しd互methy1，0一（3－metlly1－4－ni‘rophenyl）P｝10s4

　phothionateのラットにおける慢II生毒性について

　第50回日本薬理学会近畿部会（1976．12）

124．加納晴三郎，吉田稔，川崎浩之進：o－methy1－

　o一（4－bromo－2，5－dichloropheny1）thiophospho・

　nateの妊娠ラットに対する胎仔毒性について

　第50回日本薬理学会近畿部会（1976．12）

125．加納晴三郎，D．W．　WATSON＊：発熱性よりみ

　た内毒素と外毒素の相互作用について

　第50回日本薬理学会総会（1977．3）

＊Univ．　of　Mlnnesota

　＊九大医
＊＊ 繿蛻
＊＊＊ ﾞ良女子大家政学部

126．西尾　晃，加納晴三郎：発育に伴う家兎のリボ

　多糖（LPS）に対する発熱反応の変化
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日本生理学会第54回総会（1977．4）

127．池田良雄，堀内茂友，金子豊蔵，山下敬三，大

　竹道子：塩化メチル水銀のラット胎仔，乳仔への影

　響に関する実験的研究（第1報）

　臼木薬理学会第45回関東部会（1976．6．12）

128．金子豊蔵，高村二三知，西垣久美子，橋木光也，

大竹道子，堀内茂：友，戸ゴ耳二満寿夫，池田良雄：PCT

　の催奇形性に関する研究

　日フk勇ミ理学会銭㌻55回［廻メξ古に会　　（1976．11．20）

129．戸部満寿夫，小林和雄，降矢　強，鈴木幸子，

　川崎　靖，関田清司，松木清司，安原加寿雄，小川

　幸男，萩埜恵子，向後恭子，池田良雄：サルによる

　メチル水銀の長期慢性毒性に関する研究

　第50回日本薬理学会総会（1977．3，27～29）

ルアミンおよび類縁化合物のウサギ肝ミクロゾーム

による酸化的脱アミノ化について

日本薬学会第97年会（1977．4，5）

136．楓川昭江，田中　彰，金尾伸三＊，山羽　力＝

　Di－2－ethylhexyl　adiPateのラットによる代謝

　二二＝二一≧会蚤τ97fF会　（1977．　4．　5）

＊正面農工大学

137．佐藤道夫，柿沢　寛：C11テルペンの生合成

　日本化学会第36春季年会（1977．5．2）

138．時枝利江，新村寿夫，山羽　力，長谷川忠男＊：

　サイクラミン酸の代謝　腸管内微生物によるシクロ

　ヘキシルアミンの嫌気的分解

　日本農芸化学会関東支部大会（1976，10，9）

130。森本和滋，山羽　力，　中舘正弘，鈴木郁生：

　1，1’一Ethylenebis（1¶itrosourea）　（EBNU）およ

　び関連化合物のアルキル化能と化学的安定性につい

　て

　日本癌学会第35回総会（1976．10．7）

131．森本和滋，山斗　力，中舘正弘，鈴木郁生：1，1’一

　Ethylenebis（1－nitmsourea）（EBNU）に関する生

　化学的研究（第3報）加ひf〃。におけるEBNUの

　核酸およびタンパク質との結合

　日本薬学会第97年会（1977．4．5）

132，渡辺光夫，　田中　彰：1一プロピルー1一二二歩ソ

　尿素（PNU）のドンリュウ雌ラットにおける体内分

　布について

　日木癌学会第35回総会（1976．10．5）

133．田中　彰，渡辺光夫：N一ニトロソプロピル尿素

　のラットによる代謝

　日木薬学会第97年会（1977。4．5）

134．足立　透，田中　彰，出羽　力：合成洗剤に関

　する研究一II．　Octadecyl　Sロ1fateのラットによる

　代謝

　日本食品衛生学会第32回学術講演会（1976．10．6）

135．紅林秀雄，田中　彰，山羽　力：シクロヘキシ

＊東京農大

139．高村二三知，新村寿夫，時枝利江，山羽　力：

　合成洗剤に関する研究（第3報）各種洗剤のヒト赤

　血球の溶血性及び解糖系に及ぼす影響

　食品衛生学会（1977．5，19）

140．渡辺光夫，山鳩力：BHAの全身オートラジオ

　ゲラフィーと臓器内代謝産物の分析

　日本薬学会同97年会（1977．4．6）

141，石館基：染色体異常誘発性試験による癌原性

　物質のスクリーニング

　日出癌学会第35回総会，シンポジウム（1976．10．7）

142，荻生俊昭，小田嶋成和：エチルニトロソ尿素

　（ENU）白血病発生過程に見られる血液学的及び組

　織学的変化

　日本疵学会第35回総会（1976．10．6）

143．石館　茜，古川邦衛，中館正弘，小嶋成和：癌

　原性物質のfπ厩roスクリーニンゲに関する研究

　（III）染色体異常並びに細菌変異誘発性との相関

　日本癌学会第35回総会（1976．10．5）

144．前川昭彦，荻生俊昭，小嶋成和　ドンリュウラ

　ットの自然発生腫瘍

　日本癌学会第35回総会（1976．10．5）
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145．前川昭彦，小田嶋成和，中館正弘：ACI／N新生

　児ラットに対する1一メチルーアセチルー1一二卜ロソ

　尿素1回投与の影響

　日本癌学会第35回総会（1976．10．5）

146．荻生俊昭，小田嶋成和：ブチルニトロソ尿素

　（BNU）白血病発生に対するアザチオプリン投与あ

　るいは骨髄綱胞移植の影響

　日本癌学会第35回総会（197640．5）

147．沢田　稔，石館　基：Diethlstilbestro1（DES）

の培養緬胞に対する染色体倍数化作用について

日本癌学会第35回総会（1976」0．6）

148．荻生俊昭，安斉美知子，小田嶋成和：赤芽球性

　白血病EDENの静脈内移植後の経時的増殖状態

　日本癌学会第35回総会（1976．10．7）

149．荻生俊昭，小嶋成和1各種N一アルキルーN一ニト

　ロソ尿素によリ誘発されたラット白血病の血液学的

　および組織学的特徴について

　第66回日本病理学会総会（1977．4．10）



234

衛　試　例　会

　所員の研究，試験および検査に関する発表を主とす

る「衛試例会」は，昭和26年から原則として毎月第2

火曜日，木所講堂において開催されているが，昭和51

年4刀から昭和52年3月までの演題等は下記のとおり

である．

第175回（昭和51年4月13口）

1．　1－Alkyl－1－nitrosoureaによる白血病の発生につ

　　いて

　　　　　　　薬品病理部　　。荻　生　俊　昭

　　　　　　　　　　　　　　　　小田嶋成和

　　　　　　　合成化学研究部　　中　舘　正　弘

2．妊娠ラットに対する細菌性発熱物質の影響につい

　　て（H）

　　　　大阪支所薬理日生物部　　江　馬　　　真

3．Furylfuramide－14Cのラットにおける体内分布と

　　胎仔移行について

　　　　　　　薬理部小野田欽一
4．Furylfuramide（AF－2）のラット胎仔および新生

　　仔におよぼす影響について

　　　　　　　薬　　理　　部　　田　中　　　悟

5．諸外国における突然変異原検定法の動向

　　　　　　　衛生四生物部　　倉　田　　　浩

第176回（昭和51年5月11日）

1．食品および人脂中の石油系炭化水素について

　　　　　　　食　品　部。斉藤行生
　　　　　　　　　　　　　　　　中　西　多　恵

2。Proteolipidと細菌性発熱物質の相互作用につい

　　て（纂2報）

　　　　大阪支所薬理徴生物部　　小　川　義　之

3．アゾ化合物の代謝的活性化

　　　　　　　薬　　理　　部　　高　橋　　　惇

4．各種ニトロソ化合物による実験的脳腫瘍について

　　　　　　　薬品病理部　　。が∫川　昭　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　荻生俊昭

　　　　　　　　　　　　　　　　小田嶋　成　和

　　　　　　　合成化学研究部　l11舘正弘
5．合成化学研究部における抗国側剤スクリーニング

　　の結：果について

　　　　　　　合成化学研究部　　安　斉　美知子

6．Chaetomium　globosumの代謝する細胞毒性物質

　　chaetoglobosinsの構造（第3報）

　　　　　　　生薬部。関田節子
　　　　　　　　　　　　　　　　義平邦利

Semminar8

7．クロラムフェニコール錠のbioavailabHityと溶出

　試験法

　　　　　　　薬　品　部　緒方宏泰

第177回（昭和51年6月8日）

1．ワラビの研究（第9報）

　　　　　　　生薬部。黒柳正典
　　　　　　　　　　　　　　　　福　岡　正　道

　　　　　　　　　　　　　　　　義　平　邦　利

2．イオン電極法による食品中のホウ素の定童

　　　　　　　大阪支所食品部　　慶　田　雅　洋

　　　　　　　　　　　　　　　。中村恵三

　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　英　世

　　　　　　　　　　　　　　　　金　田　吉　男

3．TLC．nuorodensitometryにおける．けい光につ

　　いて

　　　　　　　食　　品　　部　。内　山　貞　夫

　　　　　　　　　　　　　　　　近　藤　龍　雄

4．ミニコンによる質量分析計の操f乍法に関する研究

　　（第3報）ピーク積分法による検出感度の向上

　　　　　　　療　　品　　部　　阿　部　久　人

5，金属化合物の染色体異常に関する研究

　　　　　　　環境衛生化学部　。中　室　克　彦

　　　　　　　　外　村　正

　　　　　　　　佐谷戸　安

衛生徴生物部　　古　川　邦

　　　　　　　　倉　田

6．染毛剤の変異原性

　　　　　　　衛生徴生物部 。吉　川

内　野

倉　田

治

好

衛

浩

邦　衛

晴　美

　　浩

7．α一オレフィソスルホン酸塩の経皮吸収

　　　　　　　医　化　学　部　　。嶺　岸　謙一郎

　　　　　　　　　　　　　　　山　羽　　　力

第178回（昭和51年7月13日）

1．Aspergi11us　candidusの毒性代謝産物の化学構造

　　（第2報）

　　　　　　　生薬部高橋千加子
　　　　　　　　　　　　　　　　関　田　節子

　　　　　　　　　　　　　　　　義平邦利

　　　　　　　　　　　　　　　。名　取　信　策

2．フェノチアジン系向精神薬の水溶液中における導

　　電率



衛 試

　　　　　　　大阪支所薬品部　岡田敏史
3．高速液体クロマトグラフィーによる混合製剤中の

　バルビタール類の定量

　　　　　　　薬　　品　　部　　斉　藤　恵美子

4．穀類常在性カビ頚に対するケナガコナダニの嗜好

　性について

　　　　　　　食　　品　　部　　光　楽　昭雄

5，メチル水銀の中枢毒性について（行動およびアミ

　ン神経について）

　　　　　　　薬　　理　　部　　。藤　森　観之助

　　　　　　　　　　　　　　　長　尾　重　之

6．細菌および肝酵素によるAF－2の還元について

　　　　　　　医化学部。南原精一
　　　　　　　　　　　　　　　　山　羽　　　力

第179回（昭和51年9月14日）

1．皇居外苑濠水質の衛生化学的研究（第5報）

　　濠水質の栄養塩類の収支と濠水質との関係

　　　　　　　環境衛生化学部　　。安　藤　正　典

　　　　　　　　　　　　　　　　中　室　克彦

　　　　　　　　　　　　　　　　松井啓　子

2．農薬およびその分解物の分析に関する研究

　　　　　　　大阪支所食品部　　金　田　吉　男

3．ニトロソ化合物の毒性発現にみられる臓器特異性

　　と肝酵素活性の変動との関連

　　　　　　　薬　理　部　簾内桃子
4．2一アセチルアミノフルオレンのN一水酸化体の∫π

　　励。および加撚70におけるラット肝リソゾー

　　ム酵素におよぼす影響

　　　　　　　薬理部高橋　惇
5．2，5－dimethoxy－4－methylamphetamine（DOM）

　　の代謝について

　　　　　　　放射線化学部　永松露助

第180回（昭和51年10月12日）

1．注射剤の溶血性について

　　　　　　　薬　　理　　部　　中　浦愼　介

2．薬物の吸収・代謝に関する研究（IV）妊娠時におけ

　　るアセチルサリチル酸の吸収代謝におよぼす細菌

　　性発熱物質の影響について

　　　　大阪支所薬理微生物部　伊丹孝文
3．生体内における21。Pb結合タンパク質に関する研

　　究

　　　　　　　放射線化学部　池渕秀治
4．水道水の衛生化学的研究：フェノール類の4一ア

　　ミノアンチピリンによる定量について

例 会 235

　　　　　　　環境衛生化学部　　。松　非　啓　子

　　　　　　　　　　　　　　　中　室　克彦

　　　　　　　　　　　　　　　佐谷戸　安　好

　　　　　　　　　　　　　　　井　上　哲　男

5．ジャムの保存性に対するソルビン酸カリウムの有

　効性について

　　　　　　　衛生徴生物部。小畠満子
　　　　　　　　　　　　　　　宇田川　俊一

6．マシュルーム（Lactarius　sp．）より得られた新

　Azullene化合物とStreptomyces　A－419より得

　られたChrysomycin　A，　Bの構造について

　　　　　　　生　薬　部。義平邦利
　　　　　　　　　　　　　　U．Weiss（N．LH）

第181回（昭和51年11月9日）

1．防虫加工洋毛製品からのディルドリンの溶出なら

　　びに発散について

　　　　　　　療品部。鹿庭正明
　　　　　　　　　　　　　　　　小　嶋　茂雄

　　　　　　　　　　　　　　　　中村　晃　忠

2．炎光光度型検出器（FPD）付きガスクロマトグラ

　　フによるベノミルとチオファネートメチルおよび

　　それらの代謝物並びにモノーsec一ブチルアミンの

　　定量

　　　　　　　大阪支所食品部　　豊　田　正・武

3．サイクラミン酸の代謝＝腸内微生物によるシクロ

　　ヘキシルアミンの嫌気的分解

　　　　　　　医化学部。時枝利江
　　　　　　　　　　　　　　　　新村　寿夫

　　　　　　　　　　　　　　　　山　羽　　　力

4．ブラストサイジンSによる血清アルカリ性フォス

　　ファターゼ活性の低下について

　　　　　　　毒　性　部　鈴木幸子
5．Butylated　hydroxytoluene（BHT）のラット胎仔

　　移行と胎仔および新生仔の発達に及ぼす影響につ

　　いて

　　　　　　　薬　理　部　　田中　　悟

第182回（昭昭51年12月14日）

1，家兎血液中のカドミウムの動態について

　　　　　　　放射線化学部　池渕秀治
2．注射剤および水性点眼液中の異物汚染検査法

　　　　　　　大阪支所薬品部　　持　田　研　秀

　　　　　　　　　　　　　　　　伊阪　　　博

　　　　　　　　　　　　　　　。森下裕　子

3．モルモット気管平滑弛緩反応におけるCatechola・
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　mine感受性変動とその発生機構

　　　　　　　薬　理　部　大野泰雄
4．塩化メチル水銀のラット胎仔，乳仔への影響に関

　する実験的研究

　　　　　　　毒　性 部　山下敬三
5．3－Hydroxykynurenineのf乍内分布

　　　　　　　医化学部　渡辺光夫

第183回（昭和52fF　1刀11日）

1．1，1’一Ethylenebis（1－nitrosourea）（EBNU）およ

　　び関連化合物のアルキル化能と化学的安定性につ

　　いて

　　　　　　　医化学部。森木和滋
　　　　　　　　　　　　　　　　山　羽　　　力

　　　　　　　合成化学研究部　　中　舘　正　弘

　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　郁　生

2．人工腎臓用血液回路から溶出するフタル酸エステ

　　ノレ

　　　　　　　療　　品　　部　　。辻　　　楠　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　水　町　彰　吾

　　　　　　　　　　　　　　　　飯　田　和　子

3．ジアルキルニトロソアミン類の肝酵素活性に及ぼ

　　す影響1

　　　　　　　薬　理　部　簾内桃子
4．PCTの催奇形性｝こついて

　　　　　　　毒　性　部。金子豊蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　高　村二三知

　　　　　　　　　　　　　　　　西　垣　久美子

第184回（昭和52年3月8日）

1．マンガン（54Mn）のラットにおける胎仔移行と分

　　布について

　　　　　　　薬理部。小野田欽一
　　　　　　　放射線化学部　　長谷川　　明

2．BIIAの全身オートラジオグラブィーと臓器内代

　　謝産物の分析

　　　　　　　医化学部。渡辺光夫
　　　　　　　　　　　　　　　　山　羽　　　力

3．FDA一国立毒性研究センターの見学ならびにマイ

　　コトキシγ国際学会に出席して

　　　　　　　衛生徴生物部　　倉　田　　　浩

4，輸入落花生の糸状菌分布とマイコトキシン

　　　　　　　衛生徴生物部　　一戸正勝
5．ピβ一ルによるコルチコイドの定量：（皿）17一ヒ

　　ドロキシコルチコイドのけい光定量

　　　　　　　生物化学部　。徳永裕司
　　　　　　　　　　　　　　　　木　村俊夫

　　　　　　　　　　　　　　　　川　村　次　良
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昭和51年12月18目

　1．注射剤および水性点眼剤中の異物汚染検査法

　　　　　　　　薬　品　部　森下裕子
　2．塩酸クロルプロマジソ水溶液の活量測定

　　　　　　　　薬　　品　　部　　岡　田　敏史

　3．近年の食中毒の発生状況について

　　　　　　　　食　　品　　部　　金森孝子

　4．活性汚泥による食用タール色素の分解について

　　　　　　　　食品部外海泰秀
5，発熱性よりみた内毒素の構造と活性

　　　　　　　薬理微生物部　　小川義之
6。各種Pyrogenの発熱に対するAcetylsalicyIic

　　acidおよびSalicylic　acidの解熱効果

　　　　　　　薬理微生物部　伊丹孝文
7．細菌性発熱物質の末梢作用に関する研究（W）ラ

　　ットの胎盤Mg2＋一ATPaseに対するPyrogenの

　　影響について

　　　　　　　薬理微生物部　　古　田　　稔

8．レセルピンの妊娠ラット及び胎仔に及ぼす影響

　　　　　　　薬理微生物部　　加　納　晴三郎

9．発育に伴う家兎のリボ多糖（LPS）に対する反応

　　性

　　　　　　　薬理微生物部　　西尾　　晃

昭和52年1月18日

1．食品用器具容器包装の衛生化学的検討竹の皮に塗

　　布された第四級アンモニウムの定量

　　　　　　　食　　品　　部　　金　田　吉　男

2．各種亜硫酸定量法の比較検討

　　　　　　　食　品　部　鈴木英世
3．数種食品中の硝酸および亜硝酸のガスクロマトグ

　　ラフィによる定量

　　　　　　　食　品　部　豊田正武
4．漢方製剤の試験法をめぐる諸問題

　　　　　　　薬　　品　　部　　野　口　　衛

5．0，0’一dimethy1，0一（3－methy1－4－nitropheny1）

　phosphothionateのラットにおける慢性毒性につ

　いて

　　　　　　　薬理微生物部　　川崎浩之進
6．合成洗剤の毒性に関する総合研究班報告（その1）

　各毬合成洗剤の実験動物に対するヒフ刺戟性試験

　　　　　　　薬理微生物部　　吉　田　　　稔

7．0－methy1－0一（4－fromo，2，5－dichlorophe皿y1）thfo．

　phosphoηateの妊娠ラットに対する胎仔毒性にっ

　　　いて

　　　　　　　　薬理微生物部　　加納晴三郎

　8．妊娠ラットにおける各臓盟内のATP量と薬物に

　　　よる変動について

　　　　　　　　薬理口内物部　伊丹孝文

　昭和52年3月25日

　1．漢方湯液の薬剤学的品質評価に関する研究皿．ア

　　ルカロイド含有生薬とグリチルリチンの反応

　　　　　　　　薬　　品　　部　　野　ロ　　衛

　2．塩素イオン活量の測定による塩酸フェノチアジン

　　水溶液の研究

　　　　　　　　薬　品　部　岡田敏史
　3．ソルビン酸（SA），デヒドロ酢酸（DHA），安息

　　香酸（BA），サリチル酸（SAA）およびパラオキ

　　シ安息香酸エステル類（PHBA）の各種食品から

　　の定量

　　　　　　　　食　　品　　部　　金森孝子

　4．しいたけ中の二硫化炭素に関する研究（1）定量法

　　およびその応用

　　　　　　　　食品部豊田正武
　5．しいたけ中の二硫化炭素に関する研究②　しいた

　　けからの二硫化探素の生成

　　　　　　　　食　品　部　鈴木英世
　6．しいたけ中の二硫化炭素に関する研究（3）しいた

　　け中のレソチオニンから二硫化炭素の生成

　　　　　　　食　品　部　豊田正武
　7．食用タール色素のMedian　Tolerance　Limit試験

　　　　　　　食　　品　　部　　外海泰秀
8．市販食酢の化学組成について

　　　　　　　食　　品　　部　　金森孝　子

9．合成膨張剤の発生ガス測定法の改良

　　　　　　　食　品　部 慶田雅洋
10．イオン電極法による高脂肪高蛋白食品中の硝酸塩

　　の定量　一チーズの揚合一

　　　　　　　食　　品　　部　　金　田　吉　男

11．乳酸脱水素酵素（LDH）を使用した粉乳および加

　　糠れん乳中の乳酸塩の定量法について

　　　　　　　食　品　部　慶田雅洋
12．　Studies　on　the　tox丘city　of　some　synthetic

　　detergents（皿）Eye－mucosa　toxicity　in　ex－

　　perimental　an呈mals

　　　　　　　薬理微生物部　　伊丹孝文
13．Sとudies　on　the　fetal　tox量。三ty　of　Tween－60　in
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　rat．

　　　　　薬理微生物部　加納晴三郎
14，Studies　on　the　interaction　between　proteolipid

　and　bacterialpyrogen　（1皿）

　　　　　薬理徴生物部　小川義之
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所内講演会

1．細菌の修復能欠損と突然変異（H）

　昭和51年5月12日

　　　　　　国立がんセンター　　田ノ岡　　　宏

2．抗がん剤開発の動向

　昭和51年7月20日

　　　　　　　財団法人癌研究会化学療法センター

　　　　　　　　　　　　　　　塚越　　　茂

3・化学発がんに関する併用効果

　昭和51年11月24日

　　　　　　　ドイツ癌研究センター

　　　　　　　　　　　　Dr．　med．　D．　Schmah1

4．食品部創設当時の回顧

　昭和52年1月27日

　　　　　　　前国立衛生試験所長

　　　　　　　　　　　　　　　　川　城　　　巌

5．染色体の構造およびその損傷の形態学的検出

　昭箱52年2月16日

　　　　　　　財団法人癌研究会化学療法センター

　　　　　　　　　　　　　　　塚越　　　茂

6．細胞の老化について

　昭和52年3月16日

　　　　　　　束京都老人総合研究齎

　　　　　　　　　　　　　　　大　橋　望　彦

　　　　　　　大　阪　支　所

1．水と水溶液の構造

　昭和51年9月25日

　　　　　　　京大薬学部助教授宮嶋孝一郎

2．食品包装の現状と問題点

　昭和52年1月26日

　　　　　　　鐘紡㈱食品研究所　林　　　隆　夫
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国家検定および検査等の処理状況 Survey　of　the　Results　of　National　Tests

　昭和51年度における検定および検査等の処理状況は

次のとおりである．

　国家検定については，総件数では前年度に比べて2

％（44件）の減少となった．検定品口の中ではブドウ

糖注射液がもっとも多く全体の70％を占め，そのほ

かではエタンブトール錠が11％，エタンブトールが6

％となっており前年度とほぼ同様な状況であった．

　つぎに製品検査は12％，輸照検査は16％，特別審

査試験は15％，特別行政試験は13％，一般依頼試験

は25％，一斉取締試験は11％と前年度に比べてそれ

ぞれ増加している反面，輸入食品検査は36％の減少

となった．

　なお，総処理件数は5，576件（下表のとおりで前年

度に比べて222件（4％）の減少であった．

　国家検定および検査等の処理実績表（次頁以下に掲

載）は次のとおりである．

○昭和51年度国家検定品目別刀別判定別実績

　表……………・…・………………・………………242頁

○昭和51年度製品検査月別判定別件数実績表…244頁

○昭和51年度輸出検査月別判定別件数実績表…244頁

○昭和51年度特別審査試験月別判定別件数実

　績表………・…・…・・…・……………・……………244頁

○昭和51年度輸入食品検査品目別月別判定別…

　件数突績表・……………・……・………・…・・……246頁

○昭和51年度輸入食品検査月別判定別件数実

　績表・………………・………・………・・…・………248頁

○昭和51年度特別行政試験月別件数実績表……249頁

○昭和51年度一斉取締試験判定別件数実績表…249頁

区 分
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輸
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51年度試験件数
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　2
562
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104
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18
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計 3，645 1，931 5，576
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月別判定別件数実績表（No．1）
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昭和51年度国家検定品目別
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月別判定別件数実績表（Nα2）

1・月1・・月112月　・月｝・∫■・チ1合計
合

格

不
合
格
計
合不
　合
格1格

計
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計

11』■｝＝｝＝1＝■＝i＝！＝｝＝i＝三』1

合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格，
計

＝…＝1＝』』』
1　「

」　　」＿1＿1
一「一一H一 ＝＝⇒＝二＝＝i＝＝＝三 0　1

＝に＝＝…＝＝｝＝i＝口』津11■ 」㌍2i』…』
紹確ll乙§：、91：乙！1編1；翫：191i　8：、911期19：・1覇、811

15∴i158｝、461、14，㌧6」1

1　1　　1　1　　　　　　1　［
lll｝i｝ll｝111　　　　　　　　　8　　1712006　　12　2018　　　　　0168163　　2135168166133
1　1　1　　1　1　1　　1　1　1　　！　I　I

判定別件数実績表

1・月　・・刀　12刀11周・月
合

格

不
合
格
計

3則合計
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計

55
G・1551・・；・149｛・1｝・i1・t・・i・147t・・｛・｛・・1・；・｛・

合

格

不
合
格
計

［［
372c372

・9・29
G・・1・；351・・｛・t・・回・；27剛・・｛・・t・［・・；452ト

453

、、1。i、、1，、1。1、、i、、1。1651，、1。㌧4㌦。1741461。146「、，4111、，5

11　lll　l ．　　　　　ill　lil

判定別件数実績二
一面一． ﾅ一 m…　．12酬…　　月1・月｛合計
合

格

不
合
格

　合計
　格

・1・1・1・

不
合
格
計
合

格

不
合
格

5i　1410i

lll

計

0 14

合

格

不
合
格
計

1

「

合

格

不
合
楕
計

，！。1，

li

合

格

不
合
格

5　0

計
合

格

不
合
格
計

5i42i　1143

11［

判定別件数実績表

10　月　 11　月

合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計

12　月 ・酬・月「三則合計

53｝。1531161。

1［　　［［

合

格

不
合
格

、61341。

1】

計
合

格

34L
I

不
合
格
言
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計

1・1・｛1！・旨2t26・1・126・
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昭和51年度輸入食品検査

区

　　　4

分　　　不
　　可
　　1　可

月i5
要1

注1可
意1

　月

不膣

可1意

6　月　　7
　　　　　可困窪可
　1可意

月18酬g刀
不

可

要
豊
ノ己、

可
不

可

要
注
意
可
不

可

要
塗
，1」、

農産物
｣騰±至÷出∫」副一三誓：調」』

水回糺■一」出動そ匿1〔1出遊
畜，挫物：墜L251」LL与＄LL7L詔＿81一二72L－1・gl・L1・・Ll－

　　　　　1大阪1一口」」」一■一一1，一．口口　！

か…詰類：…慧羽釜÷二日二i一二生出二目1一

　　　　　　　　添力q物東京L＝
　　　　　　大阪」

1

凍嘆
声　精　飲　料1一一．

　　　　　　　　　il｝Il　　　［1［
一　 一　 一［　一　 一1　一．　一　 一． @一2　－1　－1　一

＿＿ D＿
禔Q」＿㌧」1＿L
＿…＿1

畑　一■　一」　一■一」1一国一　一i

1＿］＿」L
〔2

I」L、口＿

＿＿
P＿1＿［＿

　　　　　　」＿
　　　　　　　［

清　涼飲料
東京」」＿＿L口一一＿1
燭，L一訓、1一Lロー，一一」

＿1　＿■　＿」［＿

その他の飲料1一一二團ロー閣一四＝L」1一隔一倒一」…　一
1畑　一一　一1一一一一　一」　一一1－L

器具．容鞄装お團
もちゃ
謡ヨ三］生］：1 一ロー＿ ＿i〔璽1＿

　　　　　　　　　一ロー口・1－1一

＿］判＿「＿1＿　　　　　　　　　　＿1＿］＿1　＿

一一v自

，L，L
上記いずれにも属
さないもの

東

大

京

阪

計

鯨＿＿一倒」
廟　一i一口 、口＿口＿　＿1　＿
＿L留1，］，3ローt，61、21、、、＄，t

［83Ll－114L［〔11・3L〔Zli、

l　l〔2〕1

　6、571
61

d，ほ葦！目，

一1〔2111」151，L

、。18L

　　I

73141 〔1〕

64 1514 1111186隔7
　1　　　1　1

1〔・〕1

2i16038
〔　〕三内数字は無判定
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品目別月別判定別件数実績表

・・月　・1月112月1・月　・月1・月i合計
可 不要　注
可意

可
不

可

割可
意

不

可

要
注
意
可
不

可

要
注
意
可
不

可

要
注
意
可
不

可

要
注
意
可
不

可

要
注
意

、一」1，L｛、｝、Li　J、L1，1、㌦L｛28｝，Ll、941、31、6
〔1�P口〔11皐i，口〔ll…、L口、L、1，り〔11121」〔1琴引28L

43Ll－1、3L」口」一」一…，。L口、。ロー聯、1、2
LLl」」」1｝、口」」」」」」一LL｝〔lll、L
、口、i　37口2311。L」1，1、口、、1，L1151、，Ll　3851641，9

，1、L」1、LL」」i　li、1－Li一」〔」一Lt、1，L
＿■』」」」判」」＿」」L口＿ ＿同＿」
一」一1、1」＿一1＿一」」」L」」」1，口，1，L
一に」ローロー口」」一しにL口，L口，」L
一一
P－1」口1LローL1一」ロー」同」〔2丑」」
＿」」」L」口」一」1＿」｝＿Ll」＿」」L＿
24L口22㌦L陣一」1一に1一」㌧、旨」隔，L
＿L＿u一」1＿■＿ロー」」］＿」ロー」口＿
一」一」」ローロー」」1一旨］一ロー…、i、L
ロー｝一1＿」L＿1＿＿L」｝一L＿＿＿」」」」

＿一
vL」」」1＿」ロー1－1一ロー」ロー」口＿
＿ロー一」」」1＿に」」」にt一］一1〔釜トに
一ローロー一」一ローロー！一門　一1一口、田一
＿」」」］＿」」」L＿1＿」口＿目＿1＿＿口＿
」ににし」圃」＿に」｝＿に」L目』、＿」
，。」、153Lt　281、6L－131、1、1471、口88i　38H！造1811，7

璃1，」冊，」〔l！1，1一、1，Ll，1，」1〔11，」1〔1きll　47」
〔蚕，1、　11！，｝28｝〔霧／，一14｝、。国56111一〔l！43レ〔1畏・28｝・7
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昭和51年度輸入食品検査月別判定別件数実績表

区　六

甲　京

大　阪

4　月 5月　［　・月　1　・月
賦
不

可

要
注
意

無
判
定
計 可

不

可

要
豊
ノ」三、

無
判
定
計 可

不

可

要
注
意

無
判
定

52P・1一■57173－1一「i731561121・「

計 可
不

可

要
注
意

無
判
定

ll1172132　6　　　6－ll［1

計

144

・1・一・1H・4H一・41・：・1一■12146：・H・155

計｝・・｝・トi」68｝73｝141一一1・神5■1｝811178；・1611199

8刀　　　9月　1　・・月
区　分

子
不

可

要
婆
，u，

無
判
定
計 可

不

可

要
塗
，【k！，

無 不

可『可可
要
塗
ノ」、

無
帽
定

言卜

11　月

東　京

大　阪

計

可
不

可

要
塗
ノ」、

無
判
定

・1　・1267［145…・1・11555・H・…56153…281一

711 ，11。1、53」

llll ＿．

P8134

11
I1
2i「1

1
37P41 5 10

計

81

64P・團77i16・回1・1・73陣 21611
11

56

931，、1，12811。1、37

1［II［

区　分

界　京

大　阪

計

12　月　　　 1　月

可
不

可

要
塗
，冒，

無
判
定
計

2　月

立
不

可

丁
台
ノ己，

無
判
定
計 可

不

可

要
注
意

無
判
定
計

3　月

16c一一161131・1・■24 47P・；一

可
不

可

要
豊
ノ」、

ll｝538838一〔11IIllI13

m2－P211711
1

21－1
一1・1・1・1一…141・・i／一

丁
判
定

1

2g戟E旧・133：141・・：1－12715611ヨ 一H6198t・・H・

計

126

16

142

区　分

東　京

大　阪

計

合　計

可
不

可

1
78281

要
注
意

無
判
定
計

57
堰E1・2・

［1192P471－21［263

974
P12815712811・187
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　　　　　　　　　　昭和51年度特別行政試験月別件数実績表

区分1・月・月・月遡・月國1・月1…2一・月

束 京

大 阪

計

34 8 282

・｝・ 0

34 8　　282

8 7

14 P・

22 7

5

0

5

40

0

40

9

0

9

17 　11
＊102

9

3月　　計

0

17

22

＊90
0 0

　11
＊192 9　　22

554

104

658

＊は残留農薬試験

昭和51年度一斉取締試験判定別件数実績表

区 分

束 京

大 阪

計

合 格

554

18

572

不　　合 格

8

0

8

計

562

18

580
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国立衛生試験所標準品 Reference　Standards

国立衛生試験所において製造し，交付している標準品は別表のとおりである．

別表 日本薬局方標準品

1

標　　準　　品　　名

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

アスコルビン酸

安息盾：酸エストラジオール

イ　　　ン　　シ　　ュ　　リ　　ン

エストラジオール
塩　　酸　　チ　　ア　　ミ　　ン

塩酸　ピ　リ　ド　キ　シ

含　　糖　　ベ　　プ

ギ ト キ

ソ

シ　　　ソ

シ ソ

血清性性腺刺激ホルモン

酢酸コルチゾン
酢酸ヒドロコルチゾン

酢酸ブレドニゾロン

シアノコバラミソ

ジ ギ タ リ
ス

ジ　　ギ　　ト　　キ　　シ　　ン

ジ ゴ キ シ ン

酒石酸水素エピネフリン

酒石酸水素ノルエピネフリン

G一ストロファンチン

包装単位

19入 1木

20皿g入　　1本

20mg入　　1本

20mg入　　1本

200mg入　　1本

200mg入　　1本

209入

20皿g入

1，000単位：

入

1本

1本

1本

100mg入　　1本

100mg入　　1本

100mg入　1本

20皿g入　　5本

19入 3本

50mg入　　1；本

50mg入　　1本

20匝g入　　1本

20mg入　　1本

100mg入　　1本

価　格 使 用 目 的

　　円
4，900

4，600

5，300

4，300

5，000

5，700

5，300

4，000

12，500

4，300

2，100

3，400

4，900

4，700

6，000

6，800

3，300

3，600

7，100

アスコルピン離散，同注射液，注射用コ
ルチコトロピン，持続性コルチコトロピ
ン注射液の定且法

安息香酸エストラジオールの純度試験，
同注射液，同水性懸濁注射液の確認試験
および定量法

インシュリン注射液，インシュリン亜鉛
水性懸濁注射液，結晶性インシュリン亜
鉛水性懸濁注射液，無晶性インシュリン
亜鉛水性懸濁注射液，プ網取ミンインシ
ュリン亜鉛水｛生懸濁注射液，イソフェソ
インシュリン水性懸濁注射液の定量法，
イソフェンインシュリソ水性懸濁注射液
の純度試験

エストラジオールの純度試験

塩酸チアミソ，同散：，同注射液，乾燥酵
母の定量法

塩酸ピリドキシン注射液の定量法

含糖ペプシンのたん白消化力試験

ジゴキシン，同錠，同注射液の純度試験

血清性性腺刺激ホルモン，注射用血清性
性腺刺激ホルモンの定量法

酢酸コルチゾンの確認試験および純度試
験，同水性懸濁注射液の確認試験

酢酸ヒドロコルチゾンの確認試験および
純度試験，同水性懸濁注射液の確認試験

酢酸プレドニゾロンの確認試験

シアノコバラミン，同注射液の定量法，
酢酸ヒドロキソコパラミンの純度試験お
よび定量法

ジギタリス，同着の定量法

ジギトキシンの確認試験および定量法，
同国の純度試験および定量：法

ジゴキシンの確認試験および定量法，同
錠，同注射液の定量法

エピネフリソ，酒石酸水素エピネフリソ
の純度試験

エピネフリソ，酒石酸水素ノルエプネブ
リンの純度試験，同注射液の定量法

G一ストロファソチンの定量法，
液の確認試験および定量法

同注射



20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

251

日本薬局方標準品

標　　準　　品　　名

胎盤性性腺刺激ホルモン

チ　　　　ロ　　　　ジ　　　　ン

デ　　ス　　ラ　　ノ　　シ　　ド

ト
口

　　　コ

　　コ　チ　　ン

脳　　下　　垂

ン　　　ピ　　　ン

チ　　　ン　酸

　酸　ア　ミ　ド

　体　　後　　葉

薄層クロマトグラフ用酢酸レチノ
ーノレ

簿層クロマトグラフ用パルミチン
酸レチノール

㌶奏短ンゾイノレ

ヒドロコルチゾン
プ　　レ

プ　　ロ

ヘ　　ノミ

　ド　ニ　　ゾ　　ロ　　ン

　ゲ　　ス　　テ　　ロ　　ン

リ　ン　ナ　ト　リ　ウ　ム

マレイン酸エルゴメトリン

メトトレキサート

葉　　　　　　　　　　　酸

ラ　　ナ　　ト　　シ　　ド　　C

リ　　ポ　　フ　　ラ　　ピ　　ン

硫　酸　プ　ロ　タ　ミ　ン

リン酸ヒスタミン

レ セ ノレ ピ ン

包装単位

1，000単位

入　　　　1本

500皿g入　　1本

100皿g入　　1本

500単位入2本

50G皿g入　　1本

500皿g入　　1本

1C皿9入　　2本

10，000単位入

　　10カプセル

10，000単位入

　　10カプセル

500mg入　　1本

100皿g入　　1本

100mg入

10皿g入

1，200単位

入

2Cmg入

1本

1本

1本

1本

200皿g入　　1本

500皿g入　　1本

100㎎入　　1本

200㎎入　　1本

100皿g入　　1本

20皿g入　　1本

50皿g入　　1本

価　格 使 用 目 的

　　円
1工，700

8，100

4，000

4，200

2，800

　　　胎盤性性腺刺激ホルモン，注射用胎盤性
　　　性腺刺激ホルモンの定量法

3，000’パンクレアチンのたん白消化力試験

7，600　デスラノシドの純度試験および定量法，
　　　同注射液の確認試験および定量法

　　　｝トロンビンの定量法

　　　rチン醗轍の起法

2，300

2，300

6，900

4，100

4，300

4，500

6，800

4，400

9，500

4，900

8，100

5，400

6，300

2，200

6，600

ニコチン酸アミド注射液の定量法

オキシトシン注射液，バソプレシン注射
液の純度試験および定量法

酢酸レチノールおよびパルミチン酸レチ
ノールの確認試験，ビタミンA油，同カ
プセルの定量法

酢酸レチノールおよびパルミチン酸レチ
ノールの確認試験，ビタミンA油，同カ
プセルの定量法

葉酸の純度試験

ヒドロコルチゾンの確認試験および純度
試験

プレドニゾロソ，同学の確認試験

プロゲステロンの確認試験

ヘパリンナトリウム，同注射液の定量
法，硫酸プロタミン，同注射液の抗ヘパ
リン試験

マレイン酸エルゴメトリソの純度試験お
よび定量法，同錠，同注射液，マレイン
酸メチルエルゴメトリン，同錠の定量法

メトトレキサートの確認試験および定量
法

葉酸，同錠，同注射液の定量法

ラナトシドCの純度試験および定量法，
同錠の確認試験および定量法

リポフラビン，同散，リン酸リボフラビ
ンナトリウム，同注射液の定量法

イソフェンイソシュリン水性懸濁注射液
の純度試験

注射用コルチコトロピン，持続性コルチ
コトロピン注射液の純度試験

レセルピン，同率，同錠，同注射液の定
量法
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国立衛生試験所標準品

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

標　　準　　品　　名 包装単位

エ ス ト
ロ ン

塩　酸　チ　ア　ミ　ソ　液

酢酸デスオキシコルトン

ジエチルスチルベストロール

パレイショデンブソ

ビアルロニダーゼ
ビタミンA油（ビタミンA検定用）

プロピオン酸テストステロン

融　　点　　測　　定　　用

｛菱ll謬羅矧

リ　　　ゾ　　チ　　　一　　　ム

ル チ ン

アシッドパイオレット6B

ア　　シ　　ツ　　ド　レ　ツ　　ド

アゾルビソエキストラ

ア

イ

マ

ン

ラ

ジ

ソ ス

ゴ

インジゴカルミソ

工 オ シ ン

エ　　　リ　　ス　　ロ　　シ　　ソ

オ　イ　ル　エ　ロ　一　　AB

オイルエロー　OB

オイルオレンジ　SS

オイルレツ『ド　XO
オ

オ

レ

レ

ン

ン

ジ

ジ

1

1

20mg入　　1本

1囎入 10本

20皿g入　　1本

20mg入　　1本

100g入　　1本

500mg入　　1本

1g（10，000単位）

入　　　　10本

20皿g入　　1本

各1g入　6本

500皿g入　　1本

500皿g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

1g入　　1本

19入　　1本

1g入　　1本

19入　　1本

1g入　　1本

価格

　　円
3，300

1，900

2，500

1，300

6，700

5，100

6，200

3，000

11，100

6，600

3，900

1，590

1，120

1，130

930

1，180

750

860

880

780

810

750

800

860

1，230

使 用 目 的

エストロン製品の確認試験および定量法

チアミソ製品の定量法

酢酸デスナキシコルトン製品の確認試験
および定量法

ジエチルスチルベストロール製品の確認
試験および定量法

パンクレアチン，ジアスターゼ製品のデ
ンプン消化力試験の参考

注射用ピアルロニダーゼの定量法

ピタミソA製品の定量法

プロピオン酸テストステロン製品の定量
法

融点測定用温度計，同装置の補正

リゾチーム製品の定量法

ルチン製品定量法

食品，医薬品，化粧品および製剤中のア
シッドバイオレット6Bの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のア
シッドレヅドの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
アゾルビンエキストラの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のア
マランスの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のイン
ジゴの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のイ
ンジゴカルミンの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のエ
オシンの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のエ
リスロシンの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
オイルエローABの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
オイルエローOBの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
オイルオレンジSSの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
オイルレッドXOの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
オレンジ1の確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のオレ
ンジ∬の確認試験
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26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

標　　準　　品　　名

ギネアグリーソ　 B

サンセットエローFCF

タ　　一　　ト　　ラ　　ジ　　ン

テトラクロルテトラブロムフルオ
レセイン

テトラブロムフルオレセイン

トルイ　ジ．ンレッ　ド

ナフトール．エロー　S

ニ　　ュ　　一　　コ　　ク　　シ　　ン

パーマネントオレソジ

ハ　　　ン　　サ　　　ニ　　　ロ　　ー

ファストグリーンFCF

プアストレツド　S

ブ’リリアソトプルー　FCF

フ

フ

ポ

ポ

ポ

リ

レ

レ

レ

ロ

ル　　オ　　レ　　セ　　イ　　ン

　ロ　　　キ　　　シ　　　ン

　ソ　　　ソ　　　一　　　R

　ン　　　ソ　　　一　　SX

　ソ　　　ソ　　　一　　3R

ソ　ールルピン　BCA

一　キ　レ　ッ　ド　　　C

一　キ　レ　ツ　ド　CBA

一　キ　レ　ツ　ド　DBA

一　　ズ　　ベ　　ン　　ガ　　ル

包装単位

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1：本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

価格 使 用 目 的

1，420　粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
　　　ギネアグリーンBの確認試験

760

P施轡L僻錨蹴のサ
　930i食品，医薬品，化粧品および製剤中のタ

　　　ートラジンの確認試験

1，070　外用医薬品，化粧品および製剤中のテト
　　　ラクロルテトラフロムフルオレセインの
　　　確認試験

島000来ﾞ購蠣灘農テト
970 ?ﾋ鵬群群び製榊のトル

　750　粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
　　　ナフトールエローSの確認試験

　930』食品，医薬品，化粧品および製剤中のニ
　　　ューコクシンの確認試験

　980　外用医薬品，化粧品および製剤中のパー
　　　マネントオレンジの確認試験

　970i外用医薬品，化粧品および製剤中のハン
　　　1サエローの確認試験

2，310　食品，医薬品，化粧品および製剤中のフ
　　　　ァストグリーンFCFの確認試験

1，420　粘膜以外医薬品，．化粧品および製剤中の
　　　　ファストレッドSの確認試験

1，620　食品，医薬品，化粧品および製剤中のブ
　　　　リリアントブルーFCFの確認試験

　970　外用医薬品，化粧品および製剤中のフル
　　　　オレセインの確認試験

　9301食品，医薬品，化粧品および製剤中のフ
　　　1ロキシンの確認験

　870i粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
，、。漏慮無品お。び製斉ロ中の

　　　　ポンソーSXの確認試験

　　　粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の　860
　　　1ポンソー3R幡灘

　8901外用医薬品，化粧品および製剤中のリソ
　　　1一ルルビンBCAの確認試験

　890　外用医薬品，化粧品および製剤中のレ．一
　　　　キレツドCの確認試験

　970　外用医薬品，化粧品および製剤中のレー
　　　　キレッドCBAの確認試験

　970　外用医薬品，化粧品および製剤中のレー
　　　　キレッドDBAの確認試験

　8601食品，医薬品，化粧品および製剤中のロ
　　　1一ズベンガルの確認試験
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（医薬品等試験用標準品）

標　　準　　品　　名

アスコルビン酸

安息香酸エストラジオール

イソシュリン

エストラジオール

エストロソ

塩酸チアミソ

塩酸チアミン液

塩酸ピリドキシソ

含糖ペブシン

ギトキシン

血清性性腺刺激ホルモン

酢酸コルチゾン

酢酸デスオキシコルトソ

酢酸ヒドロコルチゾン

酢酸プレドニゾρン

シアノコパラミソ

ジエチルスチルベストロール

ジギタリス

ジギトキシソ

ジゴキシソ

酒石酸水素エピネフリン

酒石酸水素ノルエピネフリン

G一ストロフアソチソ

胎盤性性腺刺激ホルモソ

チロジン

デスラノシド

トロソピソ

ニコチン酸

ニコチン酸アミド

脳下垂体後葉

薄層クロマトグラフ用酢酸レ
チノール

薄層クロマトグラフ用パルミ
チン酸レチノール

パラアミノベンゾイルグルタ
ミン酸

パレイショデンプン

ピアルロニダー・ビ

ビタミンA油

ヒドロコルチゾソ

プレドニゾロン

プロゲステロソ

プロピナン酸テストステロソ

ヘパリンナトリウム

マレイン酸エルゴメトリソ

融点測定用

前年度末
在庫数量
　　　個

製造数量：　売払数量

SO

　O
61．

45

　1

117

　0
90

19

46

91

51

　0
15

32

　6
15

43

51

97

　0

13

47

84

120

31

14

39

121

42

80

94

40

8

1

0

0

10

0

46

21

10

0

271

50

　0

　0

　0
429

　0
277

　0

　0

　0

　0

　0
50

　0

309

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0
56

62

　0
38

　0

0

0

　0
33

　0

5G

50

　0

　0

136

199

40

個
191

　0
35

　0

　0
467

　0

216

16

　5
19

　4

　0
34

　3

183

　0

　0
35

34

　0
10

　5

54

87

　3

26

22

80

43

23

3

1

　3
10

　0

33

30

　0

　0

99

126

11

個

自家消費
数　　：量

1

0

1

0

0

1

0

0

3

0

1

0

0

0

1

0

0

0

5

6

0

0

0

0

0

0

2

0

0

2

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

2

0

個

年度末
在庫数量

159

50

25

45

　1

78

　0

151

　0
41

71

47

　0
31

28

132

15

43

11

57

　0

　3

42

30

33

28

42

79

41

35

57

91

39

個

3

24

0

17

30

0

46

58

81．

29

瞬考
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標準品名1灘劃製造数剥売払数剥餅｝劉騰劃儲
葉酸
ラナトシドC

リゾチーム

リボフラビソ

硫酸プロタミソ

リン酸ヒスタミン

ルチソ

ンセルピン

メトトキサート

　4個

38

76

116

25

32

　1

　8

　0

220個

　0
207

198

　0
80

78

　0

36個

21

170

291

　0
52

14

80

　0

0個

0

0

1

0

0

1

4

0

188個

17

113

22

25

60

40

　2

　0

計 巨…匝887D5751 33 島・6・1
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（色素等試験用標準品）

標　準　品　名

アシッドバイナンット6B

アシツドレツド

ァゾルビソエキストラ

アマランス

インジゴ

インジゴカルミン

エオシソ：

エリスロ字ン　　　　，

オイルエローAB
　　　　　　　　　　　
オイルエローOB　　 i
オイルナレンジSS‘

オイルレツドXO

オレンジ1

オレンジH

ギネアグリーンB

サソセットエローFCF
タートラジソ

テトラクロルテトラブロムフ
ルオレセイソ

テトラブロムフルオレセイン

トルイジンレッド

ナフトールエローS

ニューコクシン

パーマネソトオレソジ

ハンサエロー

ファストグリーソFCF

ファストレッドS

ブリリアソトブルーFCF

フルナレセイン

フロキシン

ポソソーR

ポンソーSX

ポンソー3R

リソPルルビソBCA
レーキレツドC

レーキレッドCBA

レーキレッドDBA
ローズベンガル

計

前年度末
在庫数量
167個

　98

177

　0
179

126

193

140

311

320

319

304

368

204

166

62

67

202

172

121

287

20

89

116

195

237

111

237

　2
302

250

268

423

432

171

193

122

7，151

製造数量

0個

498

売払数量

7個

29

6

．0

．6

33

19

33

19

．8

1g

8

8

5

9

36

35

5

8

5

21

18

10

5

29

3

31

10

1

7

9

10

7

6

7

4

57

513

自家消費
数　：量
2個

．3

2

’0

0

0

6

1

0

0

・0

1

0

1

0

1

1

1

0

0

0

0

0

0

5

1

2

1

0

0

0

2

0

0

0

0

0

30

年度末
在庫数量：

　　個158

　66

169

　0
173

93

168

106

302

312

310『

295

360

198

157

25

31

196

164

116

266

　2
79

111

161

233

78

226

499

295

241

256

416

426

164

189

65

7，106

備考
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